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国際特許分類第８版（２００６） 

 
 国際特許分類第７版は、特許文献の発行数が多い大規模な知的財産庁には粗すぎて、先行

技術調査に用いるのは困難という問題があった一方で、特許文献の発行数が少ない小規模な

知的財産庁には細かすぎて、分類付与負担が大きいという問題があった。また、５年毎の改

正では、迅速化する技術の進展に適切に対応した検索が困難との指摘もなされていた。これ

に対し、１９９９年から２００５年にかけて国際特許分類に関するストラスブール協定によ

る専門家委員会の下でＩＰＣリフォームの議論が行われた。その結果、コアレベル（17118
項目）とアドバンストレベル（68711 項目）と呼ぶ二つのレベルに２分化されることとなり、

コアレベルは、３年毎に、アドバンストレベルは、随時、改正されることとなった。 
その間、専門家委員会の下で検討され承認された国際特許分類の改正は、ＩＰＣリフォー

ム後の最初の分類として２００６年１月１日に発効することとなった。 
本分類表は、我が国が採用するアドバンストレベル分類表の日本語版である。 
 
分類表は、以下のように第１～９巻からなる； 
 
 第１巻 Ａセクション 生活必需品 
 第２巻 Ｂセクション 処理操作；運輸 
 第３巻 Ｃセクション 化学；冶金 
 第４巻 Ｄセクション 繊維；紙 
 第５巻 Ｅセクション 固定構造物 
 第６巻 Ｆセクション 機械工学；照明；加熱；武器；爆破 
 第７巻 Ｇセクション 物理学 
 第８巻 Ｈセクション 電気 
 第９巻 指針 
 
英語・フランス語による正式なアドバンストレベル分類表は、ＷＩＰＯホームページにて

インターネット版（http://www.wipo.int/classifications/ipc/ipc8/）として公開されている。こ

のインターネット版では、コアレベル分類表とアドバンストレベル分類表の切り替え、標準

配列による並び替え、定義の参照、化学構造式の表示等の新機能が追加されている。 
 
なお、原版（英語・フランス語）の著作権は、ＷＩＰＯ（世界知的所有権機関）に帰属し、

日本語版の著作権は国に帰属する。 
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Ｇ セクション－物理学 
注 

（１）このセクションにおいては，下記の用語は以下に示す意

味で用いる： 

―“変量”（名詞）は特定の実在物（例．物体，ある量の物質，

光ビーム）に関し特定の瞬間に測定することの可能な特性又は

特質（例．寸法，温度等の物理的状態，密度又は色等の性質）

を意味する。変量が変化すると，その数値的表現は異なる時点

で又は異なる状態もしくは個々の状況において異なる値をと

ることもあり，また，ある状態のもとで又は実用上特定の実在

物に関して変わらない（例．バーの長さが多くの目的のために

一定とみなされる場合）こともある。 

（２）このセクションにおけるいくつかのクラスの注に使用さ

れている用語又は表現，特にクラスＧ０１の“測定”，クラス

Ｇ０５の“制御”及び“調整”の定義に注意すること。 

（３）このセクションにおける分類は他のセクションにおける

よりもめんどうな場合があり得る，というのは，その一つは，

いろいろな使用分野の差異の判別には構造上の差異又は使用

形態上の差異よりも寧ろ使用者の意図における差異の方にか

なりの程度影響されてしまうからであり，もう一つは，扱う主

題が容易に全体として識別できる“もの”であるよりも，特性

又は部品が他の主題のものと共通のものを有しているシステ

ム又は組合わせであることが実際上多いからである。例えば，

情報（例．一連の数値）をディスプレイするのは教育又は広告

（Ｇ０９）のためなどであり，その目的を記述するために使用

する言葉は，当該装置の形態に無関係なこともあり得る特性－

例えば，ディスプレイを見る者にとって望ましい効果とか，デ

ィスプレイが遠隔地点から制御されるかどうかという特性－

によって決定される。さらに，ある状態，例えば流体圧の変化

に応答する装置は，その装置そのものには変更を加えずして，

圧力（Ｇ０１Ｌ）又は圧力に関連した他の何らかの状態（Ｇ０

１の他のサブクラス，例．温度に関しＧ０１Ｋ）についての情

報を与えるため，圧力または圧力発生の記録をする（Ｇ０７Ｃ）

ため，警報を発する（Ｇ０８Ｂ）ため，又は他の何らかの装置

を制御する（Ｇ０５）ために用いられることがある。 

本分類構成は同一の性質のもの（前述したように）は同一箇所

に分類し得るようにしたものであって，従って，技術主題が適

切箇所に分類されるためには予めその真正な本質を把握する

ことが特に必要である。
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器械 

G01 測定（計数Ｇ０６Ｍ）；試験 

注 

（１）このクラスは“真”の測定計器のほかに類似構造の他の

指示表示装置又は記録装置を含み，また更に，信号化装置又は

制御装置についてはそれが測定に関するものであって（以下の

注（２）で定義するように）特定の信号化目的または特定の制

御目的に特に適合しないものである限り，含まれる。 

（２）このクラスにおいては，下記の用語は以下に示す意味で

用いる： 

―“測定”はその第一義的意味又は基本的な意味よりもかなり

広い意味を含むものとして用いる。この語の第一義的な意味に

おいては，変量値を単位もしくはデータに関して又は同じ性質

の別の変量に関して数値的に表現することを見い出すこと，例

えば長さをスケールで測定するなどある長さを別の長さの表

現で表わすこと，を意味する。この変量値は直接的に得る（す

ぐ前で言及したように）こともあり，また，水銀柱の長さの変

化を測定することにより温度変化を測定するなど求める変量

値に関連づけることのできる他の変量値を測定することよっ

て得ることもある。しかしながら，同じ装置又は計器が，直接

的な表示を行う代りに，記録をとったり，指示効果又は制御効

果を奏すべく信号を発生するために用いられたり，或いは，他

の装置又は計器と組み合わせて同種又は異種の二以上の変量

の測定から一つのまとまった結果を得るために用いられるこ

ともあるので，“測定”はかかる数値的表現を変量を数値に変

換する何らかの手段の付加的使用によって得ることを可能と

するような操作をも含むものとして解釈することが必要であ

る。従って，数値での表現は実際的にはデジタル的表現によっ

て行なうこともありスケールを読むことによって行なうこと

もあり，また，その指示は数値を用いないで，例えば測定され

ている変量が特性又は状態であるところの実在物（例．物体，

物質，光ビーム）について感知し得る何らかの特性（変量）に

よって又はそのような特性に類似するもの（例．スケールをも

たない部材の対応位置，何らかの手段によって発生される対応

電圧）によって，与えられることがある。 

また，上記のような変量値指示が行なわれずに単に基準又はデ

ータ（その値は数値的に既知のこともあり未知のこともある）

に関しての異同を示すだけのことも多くある。この基準又はデ

ータは同一性質であるが異なる実在物（例．標準器）の値のこ

ともあり，或いは異なる時点での同一実在物の値であることも

ある。その最も単純な形態においては，測定は単にある状態又

は性質，例えば運動（いずれかの方向又は特定の方向における）

の有無を指示するだけのこともあるし，また，変量が既定値を

超えるかどうかを指示するだけのこともある。 

（３）“マイクロ構造の装置”および“マイクロ構造のシステ

ム”に関する，クラスＢ８１およびサブクラスＢ８１Ｂの両タ

イトルの後の注に注意すること。[7] 

（４）セクションＧのタイトルに続く注，特に“変量”という

用語の定義については注意はすること。 

（５）多くの測定装置において，測定すべき第一の変量は第二

の変量またはさらなる変量に変換される。第二の変量またはさ

らなる変量は，第一の変量に関係して構成部材に生じた状態，

または構成部材の変位であるかもしれない。そして，さらに変

換が必要となるかもしれない。[6] 

このような装置を分類するときは，（ⅰ）重要である特定の変

換ステップ，または重要である個々の変換ステップを分類する

か，または（ⅱ）全体としてのシステムのみが重要な場合は，

第一の変量を該当する箇所に分類する。[6] 

これは２つ以上の変換が起こる場合に特に重要である。たとえ

ば，第一の変量（例．圧力）が第二の変量（例．感知体の光学

的特性）に変換され，さらにその第二の変量が第三の変量（例．

電気的効果）で示されるような場合である。このような場合に

は，次の分類箇所を考慮しなければならない： 

第一の変量の変換についての分類場所，その変量により生じた

状態を感知することについての分類場所，測定を示すＧ０１Ｄ，

そして最後に，該当する場合は，システム全体を分類する場所

である。[6] 

（６）物理的特性の値の変化の測定は，その物理的特性の測定

と同一のサブクラスに分類する。例えば，長さの伸びの測定は

サブクラスＧ０１Ｂに分類する。 

 

G01B 長さ，厚さ，または同種の直線寸法の
測定；角度の測定；面積の測定；表面
または輪郭の不規則性の測定（人体の測

定は，関連する箇所，例．Ａ４１Ｈ１／００，

Ａ４３Ｄ１／０２，Ａ６１Ｂ５／１０３，を参

照；歩行者用ステッキと結合した測定機器Ａ４

５Ｂ３／０８；寸法による選別Ｂ０７；特に金

属圧延機に適用される測定方法または装置Ｂ

２１Ｂ３８／００；測定用に特に変更を加えて

いない据え付け具または製図用具Ｂ２３Ｂ４

９／００，Ｂ２３Ｑ１５／００～１７／００，

Ｂ４３Ｌ；研削または研磨作業に特に適した測

定またはゲージング装置Ｂ２４Ｂ４９／０

０；筆記具と測定装置との組み合わせＢ４３Ｋ

２９／０８；測地上の，航海上の，または航空

上の測定，測量，距離測定Ｇ０１Ｃ；写真測量

または映像測量Ｇ０１Ｃ１１／００；力または

応力の測定一般Ｇ０１Ｌ１／００；スキャニン

グ・プローブ技術を用いた原子領域の表面構造

の調査または分析Ｇ０１Ｎ１３／００；粒度の

調査または分析，多孔性材料の表面積の調査ま

たは分析Ｇ０１Ｎ１５／００；電波の伝播効果，

例．ドプラー効果，や伝播時間を利用した，電

波の方向，距離，または速度の測定，他の波動

を用いる類似の測定Ｇ０１Ｓ；地球物理的測定

Ｇ０１Ｖ；カメラまたは映写機のフィルムの長

さ，あるいはロール径の測定Ｇ０３Ｂ１／６

０；制御または調整のための手段と測定装置と

の組み合わせＧ０５；手動操作の筆記具または

トレース器材の位置を電気信号に変換するた

めの方法または装置Ｇ０６Ｋ１１／００；記録

と再生を行う装備における記録媒体の経過し

た走行量の測定，自動交換蓄音機のレコードの

直径の感知；スキャニング・ブローブ装置の細

部一般Ｇ１２Ｂ２１／００；回転集電気と構造
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的に関連した刷子の摩耗指示用の手段Ｈ０１

Ｒ３９／５８；アーク灯の電極の消耗の指示Ｈ

０５Ｂ３１／３４） 

注 

（１）このサブクラスは長さまたは角度（ｌｉｎｅａｒ ｏｒ 

ａｎｇｕｌａｒ ｄｉｍｅｎｓｉｏｎ）で表現された位置また

は変位の測定を包含する。[4] 

（２）このサブクラスにおいては，グループはもっとも重要な

測定手段により分類されている。したがって，最終指示を与え

るための他の方法の単なる使用は，分類には影響しない。 

（３）クラスＧ０１のタイトルに続く注に注意すること。 

（４）このサブクラスに記述された手動装置と同一の原理で作

動する機械は，これらの各装置のところに分類する。 

（５）グループ３／００～１７／００までの２以上に包含され

る測定装置またはその細部は，優先適用として単一の他のグル

ープを選択できない場合に，グループ２１／００に分類する。 

サブクラス内の索引 

物質によって特徴づけられた測定装置................ 1/00 

測定装置に使用されている主要な方法 

機械的なもの ................................ 3/00,5/00 

電気的または磁気的なもの.......................... 7/00 

流体によるもの .................................. 13/00 

光波によるもの；他の電磁波または放射線によるもの

..................................... 9/00,11/00;15/00 

音波によるもの .................................. 17/00 

他の測定装置 .................................... 21/00 

 

1/00 材質の選択に特徴のある測定計器 

3/00 このサブグループに記述され，かつ機械的

測定手段の使用によって特徴づけられた計

器（個別のパラメータを測定するための装

置５／００；長尺物の貯蔵および繰返し繰

出しおよび再蔵用に特に適するまたは取り

つけられた一般的な特徴をもつ機器Ｂ６５

Ｈ７５／３４）[2] 

3/02 ・直読用の目盛またはマークをもつ定規ま

たはテープ 

3/04 ・・剛性のもの 

3/06 ・・・折りたたみ式 

3/08 ・・・伸長式 

3/10 ・・可撓性のもの 

3/11 ・測長用のくさり 

3/12 ・測定ホイール 

3/14 ・輪郭チェック用の型板 

3/16 ・コンパス，すなわち一対のピボットアー

ムをもつもの 

3/18 ・マイクロメータ 

3/20 ・スライドゲージ 

3/22 ・フィーラピンゲージ，例．ダイヤルゲー

ジ（輪郭または曲率測定用５／２０） 

3/24 ・・オープンヨーク付き，すなわちカリパ

ス 

3/26 ・・プラグゲージ 

3/28 ・・深さゲージ 

3/30 ・一対の固定面間の距離が一定のバー，ブ

ロックまたはストリップ，ただし，調整

できるものも含む，例．エンドメジャー，

フィーラーストリップ 

3/32 ・・そのためのホルダー 

3/34 ・リングまたはその他の穴あきゲージ，例．”

はめあい”ゲージ 

3/36 ・・おねじ用 

3/38 ・オープンヨークと対向面をもち，面間の

内部距離が一定しているゲージ，すなわ

ちカリパス，ただし調整できるものも含

む 

3/40 ・・おねじ用 

3/42 ・・リミットゲージ型のもの，すなわち”

はめあい式”（３／４０が優先） 

3/44 ・・・摩耗と公差のために調整できるもの 

3/46 ・一定間隔で面に係合する内径用のプラグ

ゲージ，ただし，調整できるものも含む 

3/48 ・・めねじ用 

3/50 ・・リミットゲージ型のもの，すなわち”

はめあい式”（３／４８が優先） 

3/52 ・・・摩耗と公差のために調整できるもの 

3/56 ・角度またはテーパ測定用ゲージ，例．円

錐カリパス 

5/00 機械的手段の使用によって特徴づけられた

測定装置（グループ３／００に包含される

形式の計器それ自体３／００）[2] 

5/004 ・点の座標測定用[6] 

5/008 ・・座標測定機械を使うもの[6] 

5/012 ・・・そのための接触子ヘッド[6] 

5/016 ・・・・接触子の構造細部[6] 

5/02 ・長さ，幅または厚測定用（５／００４，

５／０８が優先）[6] 

5/04 ・・移動体の長さまたは幅測定用に特に適

合したもの 

5/06 ・・厚み測定用 

5/08 ・直径測定用 

5/10 ・・移動体の 

5/12 ・・内径 

5/14 ・離隔対象物または離隔開口間の距離また

は間隙測定用（５／２４が優先） 

5/16 ・・規則正しい間隔で連続している対象物

または開口間 

5/18 ・深さ測定用 

5/20 ・輪郭または曲率測定用 

5/207 ・・複数の固定した同時作動の変換器を使

うもの，（５／２１３から５／２２ま

でが優先）[6] 

5/213 ・・曲率半径測定用[6] 

5/22 ・・球面計 

5/24 ・角度またはテーパ測定用；軸の心合せ試

験用 

5/245 ・・垂直の検査用[6] 
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5/25 ・・軸の心合せ検査用 

5/252 ・・・偏心率測定用，すなわち，二つの平

行軸間の偏位[6] 

5/255 ・・ホイールの心合せ試験用 

5/26 ・面積測定用，例．プラニメータ（積分器

一Ｇ０６Ｇ） 

5/28 ・表面の粗さまたは不規則性測定用 

5/30 ・固体の変形測定用，例．機械的ひずみ計 

7/00 電気的または磁気的手段の使用によって特

徴づけられた測定装置 

7/004 ・点の座標測定用[6] 

7/008 ・・座標測定機械を使うもの[6] 

7/012 ・・・そのための接触子ヘッド[6] 

7/016 ・・・・接触子の構造細部[6] 

7/02 ・長さ，幅または厚みの測定用（７／００

４，７／１２が優先）[6] 

7/04 ・・移動体の長さまたは幅測定用に特に適

合したもの 

7/06 ・・厚み測定用 

7/12 ・直径測定用 

7/13 ・・内径[6] 

7/14 ・離隔対象物または離隔開口間の距離また

は間隙測定用（７／３０が優先） 

7/15 ・・規則的な間隔に置かれたもの[6] 

7/16 ・固体の変形測定用，例．抵抗ひずみ計に

よるもの 

7/24 ・・磁気特性変化を使うもの 

7/26 ・深さ測定用 

7/28 ・輪郭または曲率測定用 

7/287 ・・複数の固定した同時動作の変換器を使

うもの（７／２９３が優先）[6] 

7/293 ・・曲率半径測定用[6] 

7/30 ・角度またはテーパ測定用；軸の心合せ試

験用 

7/305 ・・垂直の検査用[6] 

7/31 ・・軸の心合せ検査用 

7/312 ・・・偏心率測定用，すなわち，二つの平

行軸間の偏位[6] 

7/315 ・・ホイールの心合せ試験用 

7/32 ・面積測定用（積分器一般Ｇ０６Ｇ） 

7/34 ・表面の粗さまたは不規則性測定用 

9/00 このサブグループに記述され，かつ光学的

測定手段の使用によって特徴づけられた計

器（個別のパラメータを測定するための装

置１１／００）[2] 

9/02 ・干渉計 

9/021 ・・ホログラフィ技術によるもの[2] 

9/023 ・・・等高線作成用（９／０２５～９／０

２９が優先）[2] 

9/025 ・・・二重露光方式[2] 

9/027 ・・・実時間式[2] 

9/029 ・・・時間平均式[2] 

9/04 ・測定用顕微鏡（顕微鏡一般Ｇ０２Ｂ２１

／００） 

9/06 ・測定用望遠鏡（望遠鏡一般Ｇ０２Ｂ２３

／００） 

9/08 ・光投影式コンパレータ 

9/10 ・複数の面の間の角度測定用ゴニオメータ 

11/00 光学的手段の使用によって特徴づけられた

測定装置（グループ９／００に包含される

形式の計器それ自体９／００）[2] 

11/02 ・長さ，幅または厚み測定用（１１／０８

が優先） 

11/03 ・・点の座標測定によるもの[3] 

11/04 ・・移動体の長さまたは幅測定用に特に適

合したもの 

11/06 ・・厚み測定用 

11/08 ・直径測定用 

11/10 ・・移動体の 

11/12 ・・内径 

11/14 ・離隔対象物または離隔開口間の距離また

は間隙測定用（１１／２６が優先；光学

的距離計Ｇ０１Ｃ） 

11/16 ・固体の変形測定用，例．光学的ひずみ計 

11/22 ・深さ測定用 

11/24 ・輪郭または曲率の測定用 

11/245 ・・複数の，固定された，同時に作動する

変換器を用いるもの（１１／２５５が

優先）[7] 

11/25 ・・対象物にパターン，例．モアレ縞，を

投影することによるもの（１１／２５

５が優先）[7] 

11/255 ・・曲率半径測定用[7] 

11/26 ・角度またはテーパ測定用；軸の心合せ試

験用 

11/27 ・・軸の心合せ検査用 

11/275 ・・ホイールの心合せ試験用 

11/28 ・面積測定用（積分器一般Ｇ０６Ｇ） 

11/30 ・表面の粗さまたは不規則性測定用 

13/00 流体の使用によって特徴づけられた測定装

置 

13/02 ・長さ，幅または厚み測定用（１３／０８

が優先） 

13/03 ・・点の座標測定によるもの[3] 

13/04 ・・移動体の長さまたは幅測定用に特に適

合したもの 

13/06 ・・厚さ測定用 

13/08 ・直径測定用 

13/10 ・・内径 

13/12 ・離隔対象物または離隔開口間の距離また

は間隙測定用（１３／１８が優先） 

13/14 ・深さ測定用 

13/16 ・輪郭または曲率の測定用 

13/18 ・角度またはテーパ測定用；軸の心合せ試

験用 

13/19 ・・軸の心合せ検査用 

13/195 ・・ホイールの心合せ試験用 

13/20 ・面積測定用，例．空気式プラニメータ（積
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分器一般Ｇ０６Ｇ） 

13/22 ・表面の粗さまたは不規則性測定用 

13/24 ・固体の変形測定用[3] 

15/00 波動性または粒子性放射線の使用によって

特徴づけられた測定装置（９／００，１１

／００が優先）[4] 

15/02 ・厚み測定用 

15/04 ・輪郭または曲率の測定用 

15/06 ・固体の変形測定用 

15/08 ・表面の粗さ，または不規則性の測定用[6] 

17/00 亜音波，音波，または超音波振動の使用に

よって特徴づけられた測定装置[4] 

17/02 ・厚み測定用 

17/04 ・固体の変形測定用，例．振動弦によるも

の 

17/06 ・輪郭または曲率の測定用[6] 

17/08 ・表面の粗さ，または不規則性の測定用[6] 

21/00 このサブクラスの他のグループの，個別の

形式の測定手段に適合しない測定装置また

はその細部[3] 

21/02 ・長さ，幅または厚さの測定用（２１／１

０が優先）[3] 

21/04 ・・点の座標測定によるもの[3] 

21/06 ・・移動体の長さまたは幅測定用に特に適

合したもの[3] 

21/08 ・・厚さ測定用[3] 

21/10 ・直径測定用[3] 

21/12 ・・移動体の[3] 

21/14 ・・内径[3] 

21/16 ・離隔対象物間の距離または間隙測定用[3] 

21/18 ・深さ測定用[3] 

21/20 ・輪郭または曲率測定用，例．プロフィル

測定[3] 

21/22 ・角度またはテーパ測定用；軸の心合せ検

査用[3] 

21/24 ・・軸の心合せ検査用[3] 

21/26 ・・ホイールの心合せ検査用[3] 

21/28 ・面積測定用（積分器一Ｇ０６Ｇ）[3] 

21/30 ・表面の粗さまたは不規則性測定用[3] 

21/32 ・固体の変形測定用[3]
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G01C 距離，水準，または方位の測定；測量；
航行；ジャイロ計器；写真測量または
映像測量（対象物の寸法または角度の測定Ｇ

０１Ｂ；液位の測定Ｇ０１Ｆ；地球磁場以外の

磁場の強さまたは方向の測定一般Ｇ０１Ｒ；電

波の伝播効果，例．ドプラー効果，伝播時間，

他の波動を用いる類似装置の仕様による，無線

航行，距離または速度の決定Ｇ０１Ｓ；前記の

ための光学系Ｇ０２Ｂ；地図，地球儀Ｇ０９Ｂ） 

注 

（１）このサブクラスにおいては，下記の用語は以下に示す意

味で用いる： 

―“航行”とは地上の乗物，船舶，航空機および宇宙船の位置

およびコースの決定を意味する。 

（２）クラスＧ０１のタイトルに続く注に注意すること。 

サブクラス内の索引 

測定機器 

角度の測定用；傾斜の測定用 .................. 1/00;9/00 

距離の測定用；高さまたは水準測定用 .... 3/00,22/00;5/00 

コ ン パ ス ； ジ ャ イ ロ ス コ ー プ ； 他 の 航 行 装 置

.................................... 17/00;19/00;21/00 

その他の測量機器 ................................ 15/00 

組み合わされた機器 .............................. 23/00 

製造，較正 ...................................... 25/00 

プロフイルの追跡 ................................. 7/00 

写真測量または映像測量 .......................... 11/00 

開水面の測量 .................................... 13/00 

 

1/00 角度の測定（コンパスによるもの１７／０

０） 

1/02 ・経緯儀 

1/04 ・・カメラと組み合わされたもの 

1/06 ・・スケール読取装置 

1/08 ・六分儀 

1/10 ・・人工水平を含むもの（１／１４が優先；

人工水平それ自体１５／１４） 

1/12 ・・・安定ミラーをもつもの（傾斜の補正

一般Ｇ１２Ｂ） 

1/14 ・・潜望鏡型六分儀（潜望鏡一般Ｇ０２Ｂ

２３／０８） 

3/00 視準線上の距離測定；光学的距離計（測長

用テープ，くさりまたはホイールＧ０１

Ｂ；アクティブ三角測量方式，即ち，電波

以外の電磁波の送信および反射を使用する

方式，Ｇ０１Ｓ１７／４８；写真機と連動

する距離計Ｇ０３Ｂ）[1,8] 

3/02 ・細部 

3/04 ・・望遠鏡または双眼鏡と組み合わせるた

めの距離計の適用（カメラの焦点調節

装置と結合された距離計Ｇ０３Ｂ１３

／２０） 

3/06 ・・最終指示値を得るための電気的手段の

使用 

3/08 ・・・電気的輻射検出器の使用 

3/10 ・可変角度と観測地点内，例．機器内，に

おける固定長の基線とからなる視差三角

形を使用するもの[1,8] 

3/12 ・・単一地点で単眼鏡観測するもの，例．

合致式（３／２０が優先） 

3/14 ・・単一地点で双眼鏡観測するもの，例．

ステレオ式（３／２０が優先） 

3/16 ・・・測定用マーク 

3/18 ・・基線の両端で一観測点を観測するもの

（３／２０が優先） 

3/20 ・・目標物の高さの測定に適用するもの 

3/22 ・可変角と，目標またはその付近あるいは

目標自身により形成された固定長の基線

とからなる視差三角形を使用するもの

（アクティブ三角測量方式，即ち，電波

以外の電磁波の送信および反射を使用す

る方式，Ｇ０１Ｓ１７／４８）[1,8] 

3/24 ・固定角と，観測地点内，例．機器内，に

おける可変長の基線とからなる視差三角

形を使用するもの（アクティブ三角測量

方式，即ち，電波以外の電磁波の送信お

よび反射を使用する方式，Ｇ０１Ｓ１７

／４８）[1,8] 

3/26 ・固定角と，目標またはその付近，または

目標自身により形成される可変長基線か

らなる視差三角形を使用するもの（アク

ティブ三角測量方式，即ち，電波以外の

電磁波の送信および反射を使用する方式，

Ｇ０１Ｓ１７／４８）[1,8] 

3/28 ・・水平面への距離の縮小のための設備を

有するもの 

3/30 ・・・目標の高さの測定に適用するもの，

例．視距儀 

3/32 ・目標物を焦点合せすることによるもの，

例．すりガラススクリーン上に 

5/00 高さの測定；視準線に直交する距離の測

定；離れた地点間の水準測量；測量用水準

儀（３／２０，３／３０が優先；プロフィ

ルの追跡７／００；一点における傾斜を指

示する水準器９／００） 

5/02 ・視準線の自動安定装置を含むもの（方向

の調節一般Ｇ０５Ｄ３／００；傾斜の補

正一般Ｇ１２Ｂ） 

5/04 ・静水力学的水準測量，すなわち．離れた

点にある液体容器を可撓的に結合したも

の 

5/06 ・気圧計の使用によるもの（気圧計それ自

体Ｇ０１Ｌ） 

7/00 プロフィルの追跡（写真測量または映像測

量によるもの１１／００；井戸の測量Ｅ２

１Ｂ４７／００） 

7/02 ・地表面の 

7/04 ・・追跡されるプロフィルに沿って移動す
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る乗物を含むもの 

7/06 ・空洞，例．トンネル，の 

9/00 傾斜の測定，例．クリノメーターによるも

の，水準器によるもの 

9/02 ・細部 

9/04 ・・感知素子と拡大した読取りを得るため

の最終指示部との間の伝達手段 

9/06 ・・電気的もしくは光電的指示または読取

手段 

9/08 ・・機器の移動による加速力の補正手段 

9/10 ・ころがる物体の使用によるもの 

9/12 ・単一振子の使用によるもの（下げ振糸１

５／１０） 

9/14 ・・二方向以上に可動なもの 

9/16 ・複数の振子の使用によるもの 

9/18 ・液体の使用によるもの 

9/20 ・・容器に対する液面の傾斜にもとづく指

示 

9/22 ・・・相互に固定的に連結された容器をも

つもの 

9/24 ・・気泡を残すように密閉容器中に部分的

に液体を満したもの 

9/26 ・・・細部 

9/28 ・・・・支持台 

9/30 ・・・・気泡の大きさを調整する手段 

9/32 ・・・・気泡の位置の観測を容易ならしめ

る手段，例．照明手段 

9/34 ・・・気泡管式の，すなわち一方向のみの

レベルを示すためのもの 

9/36 ・・・球面式の，すなわちすべての方向の

レベルを示すためのもの 

11/00 写真計量または映像計量，例．ステレオ法

を用いた測量；写真測量（測量機器と結合

されたカメラ，例．経緯儀をもつもの，１

／００，３／００，９／００；測量用カメ

ラＧ０３Ｂ３７／００）[1,8] 

11/02 ・写真計量または写真測量に特に適合する

写真撮影装置，例．写真の重なりを制御

するもの 

11/04 ・写真の判読 

11/06 ・・同一地域の２枚以上の写真の比較によ

るもの 

11/08 ・・・撮影されたときと同じ相対位置に写

真を支持しないもの 

11/10 ・・・・写真の位置の制御に計算器を使用

するもの（計算機それ自体Ｇ０６） 

11/12 ・・・撮影されたときと同じ相対位置に写

真を支持するもの 

11/14 ・・・・光学投影手段をもつもの（１１／

２６が優先） 

11/16 ・・・・・共通平面上に 

11/18 ・・・・・・走査手段を含むもの 

11/20 ・・・・・分離された平面上に 

11/22 ・・・・機械的投影手段をもつもの（１１

／２６が優先） 

11/24 ・・・・光学的―機械的投影手段をもつも

の（１１／２６が優先） 

11/26 ・・・・写真の位置の制御に計算機を使用

するもの（計算機それ自体Ｇ０６） 

11/28 ・・・写真上のデータを記録するために特

に付設する物，例．プロフィル用 

11/30 ・・三角測量によるもの 

11/32 ・・・放射三角測量 

11/34 ・・・空中三角測量 

11/36 ・映像計量，即ち，異なる情報源からの映

像信号の電子処理であり，視差情報また

は距離情報を提供するためのもの[8] 

13/00 特に開水面で用いられる測量，例．海，湖，

川，運河（液位の測定Ｇ０１Ｆ；液体の速

度の測定Ｇ０１Ｐ；地下水の存在または流

出量の決定Ｇ０１Ｖ） 

15/00 グループ１／００から１３／００までに分

類されない測量機器または付属具 

15/02 ・測点のマーク付のための手段 

15/04 ・・永久的測標；境界標識 

15/06 ・・測量用標尺；可動標識 

15/08 ・・・測地標上の下げ振りまたは記印用の

標尺または標識 

15/10 ・下げ振り 

15/12 ・固定角，例．直角，を設定するための器

具 

15/14 ・人工水平儀（傾斜の補正一般Ｇ１２Ｂ５

／００） 

17/00 コンパス；航行もしくは測量のために真北

または磁北を探知する装置（ジャイロ効果

を利用するもの１９／００；地球物理また

は探鉱目的のためのものＧ０１Ｖ３／０

０） 

17/02 ・磁気コンパス 

17/04 ・・指北用磁気要素，例．磁針 

17/06 ・・・磁気要素の懸架 

17/08 ・・・・浮体によるもの 

17/10 ・・・観測方向と北指示とを比較するもの 

17/12 ・・・・視準体によるもの，例．測量用コ

ンパスのためのもの 

17/14 ・・・・参照マークによるもの，例．船舶

用コンパスのためのもの 

17/16 ・・・・傾斜計によるもの，例．地層の俯

角または層向決定用 

17/18 ・・・コンパスの支持または懸架，例．ジ

ンバルによるもの，浮体によるもの 

17/20 ・・・コンパスの指針面または磁針の観察 

17/22 ・・・・投影によるもの 

17/24 ・・・・照明 

17/26 ・・・・最終指示器への伝達に電気的ピッ

クオフ，例．フォトセル，を使用

するもの 

17/28 ・・電気磁気コンパス（指北用磁気要素お
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よび電気的ピックオフをもつもの１７

／２６） 

17/30 ・・・地磁気誘導コンパス 

17/32 ・・・電子コンパス 

17/34 ・太陽コンパスまたは星コンパス 

17/36 ・マスターコンパスの読取りを遠隔指示す

るためのリピーター 

17/38 ・コンパスの試験，較正，または補償 

19/00 ジャイロスコープ；振動質量を持つ回転感

応装置；可動質量を持たない回転感応装置 

19/02 ・回転体ジャイロスコープ 

19/04 ・・細部 

19/06 ・・・回転体 

19/08 ・・・・電気的に駆動されるもの（１９／

１４が優先；電動機Ｈ０２Ｋ） 

19/10 ・・・・・電力の供給 

19/12 ・・・・流体で駆動されるもの（１９／１

４が優先） 

19/14 ・・・・流体回転体 

19/16 ・・・懸架手段；支承（支承一般Ｆ１６Ｃ；

ローターの平衡化Ｇ０１Ｍ） 

19/18 ・・・・ローターをその回転軸に対し可動

に支持したもの（１９／２０，１

９／２４が優先） 

19/20 ・・・・液中 

19/22 ・・・・ねじれ支持 

19/24 ・・・・磁場または電場の使用 

19/26 ・・・鎖錠，すなわち可動部分の固定，例．

輸送のためのもの（機器に対しての

適用一般Ｇ０１Ｄ１１／２０） 

19/28 ・・・ピックオフ，すなわちローター軸の

変位の指示を取出すための装置 

19/30 ・・・起立装置，すなわち所望の位置にロ

ーター軸を戻す装置（垂直指示計器

用１９／４６） 

19/32 ・・・ロータリジャイロスコープに特に適

合する指示または記録手段（一般Ｇ

０１Ｄ） 

19/34 ・・水平面内での方向指示用，例．定針儀 

19/36 ・・・磁気的手段によって指北作用をもた

せるもの，例．ジャイロ磁気コンパ

ス 

19/38 ・・・磁気的手段以外により指北作用をも

たせるもの，例．地球の自転を利用

したジャイロコンパス 

19/40 ・・マスターコンパスからの信号により制

御するもの，すなわちリピーターコン

パス 

19/42 ・・旋回率指示用；旋回率積分用 

19/44 ・・垂直方向指示用 

19/46 ・・・所望の位置へローターを戻すための

起立装置 

19/48 ・・・・電気的手段により作動するもの（１

９／５４が優先） 

19/50 ・・・・機械的手段により作動するもの（１

９／５４が優先） 

19/52 ・・・・流体手段により作動するもの（１

９／５４が優先） 

19/54 ・・・・装置の運動による加速力の補正手

段をもつもの 

19/56 ・振動質量，例．音叉，をもつ回転感応装

置 

19/58 ・可動質量をもたない回転感応装置[3] 

19/60 ・・電子または核磁気共鳴ジャイロメータ

（磁気共鳴装置一般Ｇ０１Ｒ３３／２

０）[3,4] 

19/62 ・・・オプチカルポンピングをもつもの[3] 

19/64 ・・サニャック効果，すなわち．互いに反

対方向へ回転する電磁ビーム間の回転

誘導偏移，を用いたジャイロメータ[3] 

19/66 ・・・リングレーザジャイロメータ（リン

グレーザ一般Ｈ０１Ｓ３／０８３）

[5] 

19/68 ・・・・ロックイン防止[5] 

19/70 ・・・・・機械的手段によるもの[5] 

19/72 ・・・受動リング内で互いに反対方向へ回

転する光ビームをもつもの，例．フ

ァイバレーザジャイロメータ[5] 

21/00 航行；グループ１／００から１９／００に

分類されない航行装置（乗物による対地移

動距離の測定２２／００；直線または角速

度あるいは加速度の測定Ｇ０１Ｐ；乗物の

位置，進路，高度，または姿勢の制御Ｇ０

５Ｄ１／００；交通制御システムＧ０８Ｇ） 

21/02 ・天文学的手段によるもの（２１／２４，

２１／２６が優先；太陽，月または星の

位置を利用した時間の測定Ｇ０４Ｂ４９

／００）[1,7] 

21/04 ・地球上の手段によるもの（２１／２４，

２１／２６が優先；船舶のための航路指

示Ｂ６３Ｂ５１／００）[1,7] 

21/06 ・・ドリフト角の測定を含むもの；ドリフ

トのための補正を含むもの 

21/08 ・・地球磁場の使用を含むもの 

21/10 ・速度または加速度の測定を使用するもの

（２１／２４，２１／２６が優先）[1,7] 

21/12 ・・航行体上で実施するもの；推測航法 

21/14 ・・・航行体が通過する経路を記録するこ

とによるもの（２１／１６が優先） 

21/16 ・・・加速度または速度の積分によるもの，

すなわち慣性航行 

21/18 ・・・・安定化プラットホーム，例．ジャ

イロスコープによるもの 

21/20 ・航行の計算を行う機器（２１／２４，２

１／２６が優先；特定の機能または用途

に特に適合したデジタル計算機Ｇ０６Ｆ

１７／００，１９／００）[1,7] 

21/22 ・・海図板（一般Ｂ４３Ｌ） 
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21/24 ・宇宙航行に特に適合するもの 

21/26 ・道路網における航行に特に適合したもの

[7] 

21/28 ・・航行計器からのデータを修正するもの

[7] 

21/30 ・・・マップマッチングまたは等高線との

一致[7] 

21/32 ・・・・地図のデータの構造または書式[7] 

21/34 ・・経路探索；経路案内[7] 

21/36 ・・・車載コンピュータの入出力装置[7] 

22/00 乗物，人間，動物またはその他の移動物体

による対地移動距離の測定，例．走行距離

計を用いるもの，歩数計を用いるもの（計

数機構それ自体Ｇ０６Ｍ） 

22/02 ・電気的波形とその積算値への変換による

もの，例．回転速度計用発電機を使用す

るもの 

23/00 ２個以上の航行用数値を指示する組合せ計

器，例．航空機用；２またはそれ以上の運

動変量，例．距離，速度，加速度，を測定

する組合せ測定装置 

25/00 このサブクラスの他のグループに関する計

器または装置の製造，較正，清掃，修理（コ

ンパスの試験，較正または補償１７／３８）
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G01D 特に特定の変量に適用されない測定；
単一のほかのサブクラスに包含されな
い２つ以上の変量を測定する装置；料
金計量装置；他に分類されない測定ま
たは試験（雷放電または他の過電圧放電を利

用して動作そのものを記録する装置に構造的

に関連する手段Ｇ０１Ｒ；情報表示一般Ｇ０９

Ｆ；変換器を介して再生することを要する記録

Ｇ１１Ｂ） 

注 

（１）このサブクラスは以下のものを包含する： 

―他の単一のサブクラスに包含される変量に特有でない測定

結果を指示または記録する装置； 

―類似の装置で，該装置への入力が被測定変量でないもの，例．

手動操作のもの； 

―測定計器一般の細部； 

―単独では単一の特定変量の測定に適用されることがなく，か

つ他の箇所に分類されない測定用変換器，すなわち，感知要素

の型式や特性が変換手段を束縛しない場合に，感知要素の出力

を別の変量に変換する手段； 

―他に分類されない測定または試験。 

（２）クラスＧ０１のタイトルに続く注に注意すること。 

サブクラス内の索引 

測定装置一般 

瞬時値以外の形でのデータの回復 ................... 1/00 

特定目的のための手段 ............................. 3/00 

一般の手段を用いた伝達及び変換装置 ............... 5/00 

構成部品 ........................................ 11/00 

指示；指示器の構成部品 ..................... 7/00,13/00 

記録；記録装置の構成部品 ................... 9/00,15/00 

試験または較正 .................................. 18/00 

他に分類されない測定または試験 .................. 21/00 

料金計量 ......................................... 4/00 

 

1/00 変量の瞬時値以外の結果を示す測定装置

（３／００が優先；料金計量装置４／０

０；特に特定の変量に適用されない変換器

５／００；計算Ｇ０６） 

1/02 ・平均値，例．二乗平均の開平値，を示す

もの（電流または電圧の二乗平均の開平

値の測定Ｇ０１Ｒ１９／０２） 

1/04 ・積分値を示すもの（平均値を示すもの１

／０２） 

1/06 ・・間欠的加算によるもの 

1/08 ・・・一定時間内の 

1/10 ・微分値を示すもの 

1/12 ・最大値または最小値を示すもの 

1/14 ・値の分布関数を示すもの，すなわちある

値が特定の範囲に入った度数 

1/16 ・２以上の値の関数値，例．積，比率，を

示すもの 

1/18 ・不特定のパラメータが予め決められた値

を超過したことの信号を出す装置を有す

るもの（１／１４が優先；特定のパラメ

ータ用はこのパラメータに関連するサブ

クラスを参照，例．液位の超過について

Ｇ０１Ｆ，温度の超過についてＧ０１Ｋ）

[3] 

3/00 このグループのサブグループに関する特定

目的のための手段を有する測定装置 

3/02 ・変換機能を改変しまたは修正するもの 

3/024 ・・範囲変更用；ある感知要素を別のもの

により置き換える装置[6] 

3/028 ・望ましくない影響，例．温度，圧力，を

軽減するもの[6] 

3/032 ・・入信号に作用するもの，例．平均化に

よるもの；望ましくない信号をゲート

で制御するもの[6] 

3/036 ・・測定装置それ自体に対する影響[6] 

3/06 ・零位法によって作動するもの 

3/08 ・装置の安全保護のためのもの，例．異常

操作，破損に対するもの 

3/10 ・付加的，補助的な指示器または記録器を

スイッチングするもの 

4/00 料金計量装置（電力または電流の時間的積

算値の測定のための料金計器Ｇ０１Ｒ１１

／５６；タクシーメータにおけるものＧ０

７Ｂ１３／００；そのためのコイン解放機

構Ｇ０７Ｆ） 

4/02 ・細部 

4/04 ・・帰零機構，例．指示部材用（機械的計

数器用Ｇ０６Ｍ１／２８） 

4/06 ・・駆動部材，指示部材間のクラッチ機構，

例．ヒステリシスクラッチ（４／０４

が優先） 

4/08 ・・計数器から集計器への伝達（機械的計

数器Ｇ０６Ｍ） 

4/10 ・最大値の指示または記録装置，すなわち

ある期間内の料金がその期間内の最大需

要に基づいて計算されるもの 

4/12 ・・累進最大値を指示しまたは記録する装

置 

4/14 ・・固定需要の指示または記録装置，すな

わち既定量が既定時間より長いかまた

は短い時間で消費された際，それを指

示するもの 

4/16 ・最大または最小負荷時間を指示しまたは

記録する装置 

4/18 ・既定レベルを超過した時に作動する対向

トルクで超過消費を指示しまたは記録す

る装置，例．控除メータ 

5/00 感知要素の出力を伝達するための機械的手

段；感知素子の型式や特性が変換手段を束

縛しない場合に，感知要素の出力を別の変

量に変換する手段；特に特定の変量に適用

されない変換器（３／００が優先；変量の

瞬時値以外の結果を示す装置に特に適合し
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たもの１／００；感知要素は関連した，例．

Ｇ０１，Ｈ０１内の，サブクラスを参照；

単一の電流または単一の電圧を機械的変位

に変換するためのものＧ０１Ｒ５／００；

高電圧または高電流測定装置に特に適合し

たものＧ０１Ｒ１５／０２；デジタル測定

技術を用いて電流または電圧を測定するも

のＧ０１Ｒ１９／２５；測定値；制御信号

または類似信号のための伝送方式Ｇ０８Ｃ，

例．電気信号Ｇ０８Ｃ１９／００）[6] 

注 

グループ５／０２～５／５４は，もっとも重要な手段によって

区別されている。したがって最終指示を与える他の手段の単な

る応用は分類付与に影響しない。 

5/02 ・機械的手段を使用するもの 

5/04 ・・レバーを使用するもの；カムを使用す

るもの；歯車装置を使用するもの（歯

車装置一般Ｆ１６） 

5/06 ・・壁または被覆を通して作動するもの，

例．ベローズによるもの，磁気結合に

よるもの（一般Ｆ１６） 

5/08 ・・摩擦の影響の軽減，例．振動の付加に

よるもの 

5/10 ・・指示または記録部の動作に有効な力を

増幅するための外力の供給 

5/12 ・電気的または磁気的手段を使用するもの

（５／０６が優先）[3] 

5/14 ・・電流または電圧の大きさに作用するも

の 

5/16 ・・・抵抗変化によるもの 

5/165 ・・・・接点と抵抗トラックとの相対運動

によるもの[6] 

5/18 ・・・放電管または半導体装置の実効イン

ピーダンス変化によるもの 

5/20 ・・・インダクタンス変化によるもの，例．

可動鉄片によるもの 

5/22 ・・・・差動コイルの電磁誘導によるもの 

5/24 ・・・キャパシタンス変化によるもの 

5/241 ・・・・蓄電器電極の相対運動によるもの

[6] 

5/242 ・・・電気力学的装置の，例．速度発電機

の，発生する出力によるもの 

5/243 ・・交流の位相または周波数に作用するも

の 

5/244 ・・パルスまたはパルス列の特性に作用す

るもの；パルスまたはパルス列を発生

するもの[6] 

5/245 ・・・パルス列におけるパルスの変化数を

利用するもの 

5/246 ・・・個々のパルスの持続期間の変化によ

るもの 

5/247 ・・・パルスの時間シフトを利用するもの 

5/248 ・・・パルスの繰返し周波数の変化による

もの 

5/249 ・・・パルス符号を利用するもの 

5/25 ・・複数個の導体またはチャンネルから１

以上の導体またはチャンネルを選択す

るもの，例．接点の閉路によるもの 

5/251 ・・・単一の導体またはチャンネル 

5/252 ・・・複数の導体またはチャンネルの組み

合わせ 

5/26 ・光学的手段を使用するもの，すなわち赤

外線，可視光線または紫外線を用いるも

の 

5/28 ・・光ビームの偏向があるもの，例．直示

型光点指示用（５／４０が優先） 

5/30 ・・・光ビームをホトセルで検知するもの 

5/32 ・・光ビームの減衰，または全部または一

部の遮蔽のあるもの（５／４０が優先） 

5/34 ・・・光ビームをホトセルで検知するもの 

5/347 ・・・・変位エンコーダースケールを用い

るもの[6] 

5/353 ・・・・光ファイバーの伝送特性に影響を

与えるもの[6] 

5/36 ・・・・光をパルスに変えるもの 

5/38 ・・・・・回折格子によるもの 

5/39 ・・測定値の可視指示を走査し，遠隔地点

で，例．陰極線管のスクリーンに，こ

の指示を再生するもの 

5/40 ・・特に赤外線の使用に適したもの 

5/42 ・流体式手段を使用するもの 

5/44 ・・流体の噴射によるもの 

5/46 ・・・流れの偏向または抑制によるもの 

5/48 ・波または粒子放射による手段を使用する

もの（５／２６が優先） 

5/50 ・・放射線源をそなえたもの 

5/52 ・・・計数管で検知するもの 

5/54 ・グループ５／０２，５／１２，５／２６，

５／４２および５／４８のうち２以上に

分類される手段を使用するもの 

注 

２以上の手段の組合せの分類については，下記のサブグループ

のうち適用可能の最初のものがその他のグループに優先する。 

注 

優先適用される他のグループを選択できない場合にのみ，この

グループにに分類する。 

5/56 ・・電気的または磁気的手段を使用するも

の 

5/58 ・・光学的手段を使用するもの，すなわち，

赤外線，可視光線または紫外線を利用

するもの 

5/60 ・・流体式手段を使用するもの 

5/62 ・・５／５８に包含されない波または粒子

放射による手段を使用するもの 

7/00 測定値の指示 

7/02 ・２以上の変量値の同時指示 

7/04 ・・各変量にそれぞれ指示素子を用いるも

の 
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7/06 ・・・共通スクリーンへの光学的指示 

7/08 ・・２以上の変量に共通の指示素子を用い

るもの 

7/10 ・・・同形式の指示を与えるもの 

7/12 ・計器の指示値の音響的指示，例．盲人用

[2] 

9/00 測定値の記録 

9/02 ・単一の変量について１種または複数の記

録をするもの 

9/04 ・・多重記録または切換記録によるもの 

9/06 ・・・多重記録，例．複製 

9/08 ・・・・図的記録と数値的記録とをともに

与えるもの 

9/10 ・・変量にしたがって動作する記録素子，

例．ペン，および時間にしたがって動

作する記録媒体，例．紙ロール 

9/12 ・・・事象の連続記録 

9/14 ・・・・記録される変量の大きさにしたが

って記録媒体を変速する装置を備

えたもの 

9/16 ・・・事象の間欠記録，例．打杆によるも

の 

9/18 ・・・・変量値の変化のみにより動作する

記録素子 

9/20 ・・時間にしたがって動作する記録素子，

例．ペン，および変量にしたがって動

作する記録媒体，例．紙ロール 

9/22 ・・・事象の連続記録 

9/24 ・・・事象の間欠記録，例．打杆によるも

の 

9/26 ・・記録素子，例．ペン，または記録媒体，

例．紙ロール，の何れかが，時間と変

量の両者により動作するもの 

9/28 ・２以上の異なる変量値についてそれぞれ

を１種または多種の記録をするもの（９

／３８，９／４０が優先） 

9/30 ・・各変量に対して記録素子が別々にある

もの，例．多ペン型記録計 

9/32 ・・２以上の変量に共通の記録素子のある

もの 

9/34 ・・・変量が一定の順序で記録されるもの 

9/36 ・・・・別々の記録欄に記録するもの 

9/38 ・ある変量に応じて記録素子，例．ペン，

を動作させ，他の変量に応じて記録媒体，

例．紙ロールを，動作させることにより

１種または多種の記録をするもの 

9/40 ・２以上の変量に応じて記録素子，例．ペ

ン，または記録媒体，例．紙ロール，の

いずれかを動作させることにより１種ま

たは多種の記録をするもの 

9/42 ・写真的手段による測定器の，例．カウン

ターの，指示の記録 

11/00 特に特定の変量に適用されない測定装置の

構成部品（１３／００，１５／００優先） 

11/02 ・可動部の軸受，または懸吊（軸受一般Ｆ

１６Ｃ） 

11/04 ・・ナイフエッジ軸受 

11/06 ・・帯懸吊または糸条懸吊，例．張力の 

11/08 ・可動部の平衡をとるための素子 

11/10 ・部品の運動を制動するための素子 

11/12 ・・流体制動を用いたもの 

11/14 ・・電磁制動を用いたもの 

11/16 ・部品を制止する，または部品の運動を妨

げる，ための素子，例．指針の帰零用（不

使用時における可動部品の係止１１／２

０） 

11/18 ・・スプリング（１１／０６が優先） 

11/20 ・不使用時に可動部を係止する装置 

11/22 ・・自動的に作用するもの 

11/24 ・計器箱 

11/26 ・・窓；カバーガラス；その密閉 

11/28 ・構造的に結合した照明装置 

11/30 ・計器に特に適合した支持装置；計器のセ

ットに特に適合した支持装置（一般Ｆ１

６Ｍ，特に航空機または乗物に適したも

のは関連したサブクラスを参照） 

13/00 特に特定の変量に適用されない測定装置用

指示器の構成部品 

13/02 ・目盛板；ダイヤル 

13/04 ・・構造 

13/06 ・・・可動帯（１３／１０が優先） 

13/08 ・・・回転筒（１３／１０が優先） 

13/10 ・・・調整できる目盛のあるもの；補助目

盛のあるもの，例．副尺 

13/12 ・・目盛 

13/14 ・・・３６０度以上の回転のためのもの 

13/16 ・・・鋸歯状に目盛線をもつもの 

13/18 ・・・長短の目盛線をもつもの 

13/20 ・・・発光性の目盛線をつけたもの 

13/22 ・指針，例．設定指針 

13/24 ・・最大または最小を指示するためのもの 

13/26 ・・さらに別の作用を行なうために適合し

たもの，例．電気接点を作動するもの 

13/28 ・・発光性を帯びたもの 

15/00 特に特定の変量に適用されない測定装置用

記録装置の構成部品 

15/02 ・記録体表面を機械的に変形させるかまた

は記録体表面に穴をあけるスタイラスま

たは他の記録素子（プリンティング記録

素子１５／２０） 

15/04 ・・記録体表面にパンチするもの 

15/06 ・電気的記録素子，例．電解質のもの 

15/08 ・・放電破壊用 

15/10 ・感熱記録層に作用する熱記録素子 

15/12 ・磁気的記録素子 

15/14 ・光学的記録素子；Ｘ線または放射線を用

いた記録素子 

15/16 ・記録体表面に記録剤，例．インキ，を移
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す記録素子（プリンティング記録素子１

５／２０；筆記用または製図用の器具一

般Ｂ４３Ｋ） 

15/18 ・・記録剤をノズルから噴射するもの 

15/20 ・インキを用いてプリントするか記録体表

面の変形または穴あけによってプリント

するための記録素子，例．エンボス加工 

15/22 ・記録素子を記録体表面に接触させるため

の打杆 

15/24 ・５／００に包含されない記録素子または

記録体表面のための駆動 

15/26 ・・時計機構により動作するもの（時計機

構それ自体Ｇ０４Ｂ，Ｇ０４Ｃ） 

15/28 ・記録体表面の保持手段；記録体表面の案

内手段；記録体表面の取替え手段 

15/30 ・・折りたたみ式帯状記録紙用 

15/32 ・・円形記録紙用 

15/34 ・記録体表面 

18/00 グループ１／００から１５／００に分類さ

れた装置の試験または較正 

21/00 他に分類されない測定または試験 

21/02 ・単一の他のサブクラスに包含されない手

段による２以上の変量の測定



Ｇ０１Ｆ 

 

G01F - 1 

国際特許分類 第８版 (2006.01 発行) 

G01F 体積，体積流量，質量流量，または液
位の測定；体積による測定（搾乳機また

は装置におけるミルク流量感知装置Ａ０１Ｊ

５／０１；血液流量の測定または記録Ａ６１Ｂ

５／０２，８／０６；身体へ導入する媒体の流

れの計量Ａ６１Ｍ５／１６８；ビューレットま

たはピペットＢ０１Ｌ３／０２；液体放出装置，

例．小口販売目的用，における液体体積計また

は体積流量計の配置Ｂ６７Ｄ５／１６；ポンプ，

液体原動機，測定または計量装置とポンプまた

は液体原動機に共通した細部Ｆ０１からＦ０

４；電波の反射または再放射，他の波動を用い

る類似装置，の使用による位置測定，距離また

は速度の決定Ｇ０１Ｓ；比率制御のためのシス

テムＧ０５Ｄ１１／００）[2,5] 

注 

クラスＧ０１のタイトルに続く注に注意すること。 

サブクラス内の索引 

体積の測定 .......................... 17/00,19/00,22/00 

体積流量の測定 

連続流量におけるもの；不連続流におけるもの；流量の比例に

よるもの ............................... 1/00;3/00;5/00 

多数の測定範囲をもつもの ......................... 7/00 

他量との比較によるもの ........................... 9/00 

レベル指示計 .................................... 23/00 

体積による計量 ............................ 11/00,13/00 

細部，付属品 .................................... 15/00 

試験，較正 ...................................... 25/00 

 

体積流量の測定 

1/00 流体が連続流で計器を通過するときの流体

もしくは流動性固体の体積流量または質量

流量の測定（体積流量の比例の測定５／０

０；流速の測定Ｇ０１Ｐ５／００；流れの

有無の指示Ｇ０１Ｐ１３／００；量または

比率調整Ｇ０５Ｄ）[2] 

注 

グループ１／７０４から１／７６はグループ１／０５から１

／６８に優先する。[2] 

1/05 ・機械的な効果を使用するもの[2] 

1/06 ・・接線式の回転翼を使用するもの[2] 

1/07 ・・・指示装置と機械的結合をもつもの[2] 

1/075 ・・・指示装置と磁気的または電気的結合

をもつもの[2] 

1/08 ・・・そのための調整，補正または補償手

段[2] 

1/10 ・・軸流式の回転翼を使用するもの[2] 

1/11 ・・・指示装置と機械的結合をもつもの[2] 

1/115 ・・・指示装置と磁気的または電気的結合

をもつもの[2] 

1/12 ・・・そのための調整，補正または補償手

段 

1/20 ・・流体流量の力学的効果を検出すること

によるもの[2] 

1/22 ・・・面積流量計[2] 

1/24 ・・・・指示装置と磁気的または電気的結

合をもつもの[2] 

1/26 ・・・・弁型のもの[2] 

1/28 ・・・牽引力によるもの，例．ベーン型ま

たは衝撃式流量計[2] 

1/30 ・・・・流動性固体用[2] 

1/32 ・・・渦型流量計，例．カルマン渦を用い

るもの[2] 

1/34 ・・圧力または差圧測定によるもの[2] 

1/36 ・・・圧力または差圧が絞りを用いること

により作られるもの[2] 

1/37 ・・・・圧力または差圧が連通管または可

動液面を伴なう槽によって測定さ

れるもの，例．Ｕ字管によるもの

[2] 

1/38 ・・・・圧力または差圧が可動部材によっ

て測定されるもの，例．ダイアフ

ラム，ピストン，ブルドン管また

は可撓性のカプセル[2] 

1/40 ・・・・流れ絞り装置の構造の細部[2] 

1/42 ・・・・・オリフイスまたはノズル[2] 

1/44 ・・・・・ベンチュリー管[2] 

1/46 ・・・・・ピトー管（流体速度の測定に特

に適合したものＧ０１Ｐ５／１

６５）[2] 

1/48 ・・・圧力または差圧が毛細管部材によっ

て作られるもの[2] 

1/50 ・・・補正または補償手段[2] 

1/52 ・・流体流の揚力による液面の高さを測定

することによるもの[2] 

1/54 ・・流れによって導びかれ，そして動かさ

れる鎖，可撓性の帯またはワイヤーの

手段によるもの[2] 

1/56 ・電気的または磁気的な効果を使用するも

の（１／６６が優先）[2] 

1/58 ・・電磁流量計[2] 

1/60 ・・・そのための回路[2] 

1/64 ・・流体流中を流れる電流を測定すること

によるもの；流体流によって生じる電

位を測定することによるもの，例．電

気化学的な，接触，または摩擦効果に

よるもの（１／５８が優先）[2] 

1/66 ・電磁波または他の波の周波数，位相変化，

伝播時間を測定することによるもの，例．

超音波流量計[2] 

1/68 ・熱的効果を使用するもの[2] 

1/684 ・・構造配置；素子の取付け，例．流体流

量に関連しているもの[6] 

1/688 ・・・加熱，冷却または感知要素の特殊な

型式を用いるもの[6] 

1/69 ・・・・抵抗型の[6] 
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1/692 ・・・・・薄膜構造[6] 

1/696 ・・そのための回路，例．定電流流量メー

ター[6] 

1/698 ・・・帰還回路または再平衡回路，例．自

己加熱定温流量メーター[6] 

1/699 ・・・・別個の加熱または冷却要素の制御

によるもの[6] 

1/704 ・流体流中にマークした領域または存在す

る不均一性，例．統計的に流体パラメー

ターに生ずる変化，を用いるもの（１／

７６，２５／００が優先）[4] 

1/708 ・・一定距離を走行する時間を測定するも

の[4] 

1/712 ・・・自己相関検出手段または相互相関検

出手段を使用するもの（相関法によ

る速度の測定一般Ｇ０１Ｐ３／８０，

Ｇ０１Ｐ５／２２）[4] 

1/716 ・・・電子常磁性共鳴（ＥＰＲ）または核

磁気共鳴（ＮＭＲ）を用いるもの[4] 

1/72 ・脈動する流体流を測定するための装置[2] 

1/74 ・他の流体中に浮遊している流体の流量ま

たは流動性固体の流量を測定するための

装置[2] 

1/76 ・流体または流動性固体の質量流量を測定

するための装置（流量の中で物質の連続

流を秤りによって計るものＧ０１Ｇ１１

／００）[2] 

1/78 ・・直接的質量流量計[2] 

1/80 ・・・回転運動が得られるところの流体の

流れの圧力，力，運動量または周波

数を測定することによって作動する

もの[2] 

1/82 ・・・・翼車の如き駆動される回転輪と，

弾性部材，例．バネ部材，によっ

て角度的に制動された一つもしく

はそれ以上の回転輪または可動素

子を測定装置として用いるもの

[2] 

1/84 ・・・・ジャイロスコープ式質量流量計[2] 

1/86 ・・間接的質量流量計，例．体積流量と密

度，温度または圧力を測るもの[2] 

1/88 ・・・体積流量を決定するために差圧測定

を行なうもの[2] 

1/90 ・・・体積流量を決定するために正の変位

計またはタービンメータを用いるも

の[2] 

3/00 流れにより駆動される計器で，その計器を

流体が連続してかつ幾分かの量あてに隔離

されて通過するときの流体または流動性個

体の体積流量の測定（体積流量の比例の測

定５／００） 

3/02 ・測定中に膨張または収縮する測定室をも

つもの 

3/04 ・・堅い可動壁をもつもの 

3/06 ・・・ハウジング内で流体密なまたは実質

的に流体密な方法で回転する要素か

らなるもの 

3/08 ・・・・ロータリーピストンまたはリング

ピストン型流量計 

3/10 ・・・・歯車型または突子型流量計 

3/12 ・・・・章動素子，例．円板，をもつ流量

計 

3/14 ・・・往復運動，例．回転体における往復

運動，ピストンから成るもの 

3/16 ・・・・静止シリンダにおけるもの 

3/18 ・・・・・複数のシリンダを含むもの 

3/20 ・・可撓性可動壁，例．ダイヤフラム，ベ

ローズ，をもつもの（これに用いるダ

イヤフラムまたはベローズ１５／１

６） 

3/22 ・・・ガス用 

3/24 ・作動中動く測定室をもつもの（湿式ガス

メータ３／３０） 

3/26 ・・傾斜流量計 

3/28 ・・測定室中の液体の重量によって回転す

る運搬体によるもの 

3/30 ・湿式ガスメータ 

3/32 ・・液体中で回転または章動する仕切りを

つけられたドラムからなるもの 

3/34 ・・液体中で往復運動するベルからなるも

の 

3/36 ・測定中に一定体積を有し静止した測定室

をもつもの（測定中に膨張または収縮す

る測定室をもつもの３／０２） 

3/38 ・・ただ一つの測定室をもつもの 

5/00 体積流量比の測定 

7/00 複数の測定範囲をもつ体積流量測定装置；

複合流量計 

9/00 他の変量と関連した体積流量の測定，例．

エンジン用液体燃料の 

9/02 ・他の変量が車の速度であるもの 

体積による計量 

11/00 供給物または容器から所定容量の流体また

は流動性固体を，重量には関係なく，くり

かえされる同一の操作のそれぞれにおいて

測定し分離し旦つそれを送り出すために適

応した外的操作部材を必要とする装置 

11/02 ・測定中に膨張または収縮する測定室をも

つもの 

11/04 ・・フリーピストン型のもの 

11/06 ・・・ピストンの行程を変える装置をもつ

もの 

11/08 ・・ダイヤフラムまたはベローズ型のもの

（これに用いるダイヤフラムまたはベ

ローズ１５／１６） 

11/10 ・作動中に動く測定室をもつもの 

11/12 ・・弁形式のもの，すなわち流体密または
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粉体密な運動によってなされる分離

（供給容器の傾斜または転倒を含むも

の１１／２６） 

11/14 ・・・測定室が往復運動するもの 

11/16 ・・・・液体または半液体用 

11/18 ・・・・流動性固体用 

11/20 ・・・測定室が回転または振動するもの 

11/22 ・・・・液体または半液体用 

11/24 ・・・・流動性固体用 

11/26 ・・供給容器を傾斜または転倒することに

よって測定室が満たされ空にされるも

の，例．びんを空にする装置 

11/28 ・測定中に一定容積を有し，静止した測定

室をもつもの（測定中に膨張または収縮

する測定室をもつもの１１／０２） 

11/30 ・・リフトまたはプラグリフト型の供給弁

および排出弁をもつもの 

11/32 ・・・液体または半液体用 

11/34 ・・・流動性固体用 

11/36 ・・直線的に動く摺動型の供給または排出

弁をもつもの 

11/38 ・・・液体または半液体用 

11/40 ・・・流動性固体用 

11/42 ・・回転または振動型の供給弁または排出

弁をもつもの 

11/44 ・・・液体または半液体用 

11/46 ・・・流動性固体用 

13/00 前述のグループに分類されないもので流体

または流動性固体を体積により測定しまた

は供給する装置 

 ――――――――――――――――――― 

15/00 細部または器具がこのような装置の特殊な

型に適合しないグループ１／００から１３

／００の装置の細部または付属品 

15/02 ・圧力，密度，または温度の変化に対する

補償または補正 

15/04 ・・被測定ガスの 

15/06 ・指示または記録装置，例．遠隔指示用 

15/07 ・全流量を与えるための積算，例．機械的

に操作される積算機構を用いるもの[2] 

15/075 ・・電気的に操作される積算手段を用いる

もの[2] 

15/08 ・液体用計器と結合した空気またはガス分

離器；ガスメータと結合した液体分離器 

15/10 ・凍結または過不足な圧力による損害を予

防すること 

15/12 ・清掃装置；フイルタ（フイルタ一般Ｂ０

１Ｄ） 

15/14 ・ケーシング，例．特殊物質の 

15/16 ・ダイヤフラム；ベローズ；その取付け 

15/18 ・計器用の支持または接続手段 

体積測定 

17/00 容器または中空体の容積，または固体の体

積の測定のための方法または装置（体積を

測定するために寸法を測定することＧ０１

Ｂ） 

19/00 流体または流動性固体のための目盛による

容積測定器，例．計量カップ 

22/00 他に分類されない流体または流動性個体の

体積を測定するための方法または装置[5] 

22/02 ・圧力測定を含むもの[5] 

レベル指示器 

23/00 液位または流動性固体のレベルの指示また

は測定，例．体積による指示，警報器によ

る指示（井戸におけるものＥ２１Ｂ４７／

０４；蒸気缶への適用または取り付けＦ２

２Ｂ３７／７８；レベル調整Ｇ０５Ｄ；警

報装置Ｇ０８Ｂ） 

23/02 ・被測定レベルまたは液体の主要部分と自

由に連通している液柱のレベルを直接観

察するための窓または透明管を含んでい

るゲージグラスまたは他の装置によるも

の 

23/04 ・浸漬素子，例．浸漬棒，によるもの 

23/14 ・圧力測定によるもの（圧力測定一般Ｇ０

１Ｌ） 

23/16 ・・機械的または流体的手段によって操作

される指示，記録または警報装置，例．

伝達素子としてのガス，水銀，または

ダイヤフラムを使用するもの，または

液柱によるもの 

23/18 ・・電気的に操作される指示，記録または

警報装置 

23/20 ・重量測定によるもの，例．貯蔵液化ガス

のレベル測定のためのもの（重量測定一

般Ｇ０１Ｇ） 

23/22 ・被測定レベルによって定まる直線寸法，

圧力または重量以外の物理的変量の測定

によるもの，例．蒸気または水の熱伝達

の差異によるもの（うきの使用を含むも

の２３／３０） 

23/24 ・・導電性流体と接触することによる抵抗

器の抵抗変化の測定によるもの 

23/26 ・・電場または電磁場における液体または

流動性固体の存在に起因するキャパシ

タまたはインダクタの容量または誘導

係数の変化の測定によるもの 

23/28 ・・液体または流動性固体に直接当てられ

た電磁波または音波のパラメータの変

化の測定によるもの[6] 

23/284 ・・・電磁波[6] 

23/288 ・・・・Ｘ線；ガンマ線[6] 

23/292 ・・・・光[6] 

23/296 ・・・音波[6] 

23/30 ・うきによるもの（うきによって操作され

るスイッチＨ０１Ｈ３５／１８）[4] 
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23/32 ・・回転アームまたは他のピボットで支え

うる伝達要素を用いるもの[4] 

23/34 ・・・機械的に作動される指示手段を用い

るもの[4] 

23/36 ・・・電気的に作動される指示手段を用い

るもの[4] 

23/38 ・・・磁気的に作動される指示手段を用い

るもの[4] 

23/40 ・・伝達要素としてバンドまたはワイヤを

用いるもの[4] 

23/42 ・・・機械的に作動される指示手段を用い

るもの[4] 

23/44 ・・・電気的に作動される指示手段を用い

るもの[4] 

23/46 ・・・磁気的に作動される指示手段を用い

るもの[4] 

23/48 ・・伝達要素としてねじれスピンドルを用

いるもの[4] 

23/50 ・・・機械的に作動される指示手段を用い

るもの[4] 

23/52 ・・・電気的に作動される指示手段を用い

るもの[4] 

23/54 ・・・磁気的に作動される指示手段を用い

るもの[4] 

23/56 ・・伝達要素として，うきに固着されてこ

れとともに直線的に動く要素を用いる

もの[4] 

23/58 ・・・機械的に作動される指示手段を用い

るもの[4] 

23/60 ・・・電気的に作動される指示手段を用い

るもの[4] 

23/62 ・・・磁気的に作動される指示手段を用い

るもの[4] 

23/64 ・・自由なうきの形式よりなるもの[4] 

23/66 ・・・機械的に作動される指示手段を用い

るもの[4] 

23/68 ・・・電気的に作動される指示手段を用い

るもの[4] 

23/70 ・・・・離れた点においてのみレベルの変

化を感知するもの[4] 

23/72 ・・・磁気的に作動される指示手段を用い

るもの[4] 

23/74 ・・・・離れた点においてのみレベルの変

化を感知するもの[4] 

23/76 ・・うきの構造によって特徴づけられるも

の[4] 

 ――――――――――――――――――― 

25/00 体積，体積流量，もしくは液位を測定する

ための，または体積によって計量するため

の装置の試験または較正
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G01G 重量測定（重量による選別Ｂ０７Ｃ５／１６） 

注 

クラスＧ０１のタイトルに続く注に注意すること。 

サブクラス内の索引 

使用する手段に特徴のある重量測定装置 

機械的 ...................................... 1/00,3/00 

流体的 ........................................... 5/00 

電気的，磁気的 ................................... 7/00 

その他 ........................................... 9/00 

特殊な性質をもつ負荷の重量測定によって特徴づけられた重

量測定装置，またはこれに適した重量測定装置 11/00-19/00 

細部 ............................................ 21/00 

補助装置 ........................................ 23/00 

 

1/00 平衡おもりまたは他の平衡用重量物の使用

を含む重量測定装置 

1/02 ・振り子装置 

1/04 ・・固定されたピボット軸をもつ振り子 

1/06 ・・・複数の振り子をもつもの 

1/08 ・・移動ピボット軸をもつ振り子，例．浮

遊振り子 

1/10 ・・・複数の振り子をもつもの 

1/12 ・・等間隔指示目盛を得るための構造上の

配列 

1/14 ・・温度補償装置 

1/16 ・・すえ付け傾斜を補正する手段 

1/18 ・ピボットで支えられたさおの使用を含む

天びん，すなわちさお天びん 

1/20 ・・さおの下で支えられるはかり皿をもち，

分離した平衡おもりを使用するさお天

びん 

1/22 ・・・精密重量測定用 

1/24 ・・台ばかり，すなわちさお上に支えられ

たはかり皿をもつもの 

1/26 ・・連合されたまたは組になった平衡おも

りをもつもの 

1/28 ・・・負荷に相応する平衡おもりを自動的

に持上げる手段を含むもの 

1/29 ・・・・電気的または電気機械的制御手段

をもつもの[3] 

1/30 ・・・平衡おもりが鎖状のもの 

1/32 ・・・平衡おもりがライダー状のもの 

1/34 ・・・固定された平衡おもりを含み，負荷

側に選択的に加えられる平衡おもり

をもつもの 

1/36 ・・・平衡おもりがさお上を摺動できるも

の，例．さおばかり 

1/38 ・・・・自動的に操作される平衡おもりを

もつもの 

1/40 ・・置換法による重量測定のための特に適

合したもの 

1/42 ・・温度補償装置 

3/00 弾性変形部材の使用によって特徴づけられ

た重量測定装置，例．ばねばかり 

3/02 ・つるまきばねを重量測定要素とするもの 

3/04 ・・複数のばねを用いるもの 

3/06 ・うず巻きばねを重量測定要素とするもの 

3/08 ・板ばねを重量測定要素とするもの 

3/10 ・重量測定要素のねじり変形を測定するも

の 

3/12 ・圧縮または引張を受ける固体を重量測定

要素とするもの 

3/13 ・・圧電または圧電抵抗の特性をもつもの

[3] 

3/14 ・・電気抵抗変化を測定するもの（３／１

３が優先）[3] 

3/142 ・・・それに特に適合した回路[3] 

3/145 ・・・・参照値との比較を伴うもの（３／

１４７が優先）[3] 

3/147 ・・・・デジタル計数を伴うもの[3] 

3/15 ・・磁気的性質の変化を測定するもの 

3/16 ・・固体の振動周波数の変化を測定するも

の 

3/18 ・温度補償装置 

5/00 流体作用により平衡する重量測定装置 

5/02 ・フロートまたは他の液中に可変的に浸漬

された部材をもつもの 

5/04 ・液体が負荷から受ける圧力を測定する手

段をもつもの（圧力ゲージ自体Ｇ０１Ｌ） 

5/06 ・・電気的指示手段を使用するもの[3] 

7/00 磁気的，電磁気的，または静電的作用，ま

たはグループ１／００から５／００に分類

されない手段により平衡する重量測定装置 

7/02 ・電磁気的作用によるもの 

7/04 ・・ソレノイドの電流を調節する手段 

7/06 ・静電的作用によるもの 

9/00 グループ１／００～７／００に分類されな

い重量決定の装置または方法 

11/00 移動中の材料の連続した流れの重量を測定

する装置；コンベヤーベルトばかり 

11/02 ・機械的重量感知装置をもつもの 

11/04 ・電気的重量感知装置をもつもの 

11/06 ・流体重量感知装置をもつもの 

11/08 ・供給または排出の割合を制御する手段を

もつもの（流動体の流量調整Ｇ０５Ｄ） 

11/10 ・・ベルト上の材料の高さ制御によるもの 

11/12 ・・ベルトの速度制御によるもの 

11/14 ・合計または積分装置を用いるもの（合計

または積分装置それ自体Ｇ０６） 

11/16 ・・電気的または電子的装置であるもの[3] 

11/18 ・・・デジタル計数を用いるもの[3] 

11/20 ・・機械的装置であるもの[3] 

13/00 材料の定量取出しのために自動的な供給ま

たは排出をする重量測定装置（連続した流

れの重量測定用１１／００；検量１５／０

０；流体用１７／０４；混合される材料を
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重量により配分するもの１９／２２；組合

わせの重量測定１９／３８７）[5] 

13/02 ・重量測定機構の制御の下にはかり皿また

は他の容器，例．包装容器，に自動的に

負荷する手段 

13/04 ・・容器中に材料が目標重量になるように，

重量測定機構によって制御される少量

供給手段を含むもの 

13/06 ・・・主供給がホッパーまたはシュートか

らの重力により行われるもの 

13/08 ・・・主供給が機械的運搬手段，例．ベル

トコンベヤー，振動コンベヤー，に

より行われるもの 

13/10 ・・・主供給が空気式運搬手段によるもの，

例．粒状物の流体化供給によるもの 

13/12 ・・停止時に落下中の材料，すなわち重量

測定器が供給器を停止した時点で供給

器から落下しつつある材料，の補償装

置 

13/14 ・・無負荷容器，例．包装容器，の風袋を

決定または補正する装置 

13/16 ・重量測定機構による制御の下に重量測定

容器から自動的に排出する手段 

13/18 ・・容器底部のバルブまたはフラップによ

るもの 

13/20 ・・重量測定容器中のスクリューコンベヤ

ーによるもの 

13/22 ・・容器の回転または傾斜によるもの 

13/24 ・自動供給または排出のための重量測定機

構の制御装置 

13/26 ・・流体圧力系を含むもの 

13/28 ・・容器の負荷または排出を制御するため

に用いられる電気的変量の変化を含む

もの 

13/285 ・・・参照値との比較を伴うもの（１３／

２９が優先）[3] 

13/29 ・・・デジタル計数を伴うもの[3] 

13/295 ・・・容器に自動的に負荷することを制御

するためのもの[3] 

13/30 ・・リミットスイッチまたは位置感知スイ

ッチを含むもの 

13/32 ・・・光電装置を含むもの 

13/34 ・・重量測定機構により作動されるリンク

機構を含むもの 

15/00 移動容器に分配された材料の検量装置（包

装Ｂ６５Ｂ） 

15/02 ・要求される正味重量を得るために材料の

必要量を加減する手段をもつもの（自動

バッチばかりの少量供給手段１３／０

４） 

15/04 ・要求される風袋込みの重量を得るために

材料の必要量を加減する手段をもつもの

（自動バッチばかりの少量供給手段１３

／０４） 

17/00 特殊な形状または性質の材料の重量を測定

する装置または方法（体積を計ることによ

り重量を決定するものＧ０１Ｆ） 

17/02 ・繊維状またはシート状の材料の重量を測

定するもの 

17/04 ・流体の重量を測定するもの，例．ガス，

糊状物 

17/06 ・・供給または排出を制御する手段をもつ

もの 

17/08 ・家畜の重量測定用 

19/00 グループ１１／００から１７／００に分類

されない特殊な目的に適応される重量測定

装置または方法 

19/02 ・車輪の附いたまたは回転する物体，例．

車両，の重量を測定するもの 

19/03 ・・移動中に重量測定するためのもの（１

９／０４，１９／０７が優先）[3] 

19/04 ・・鉄道車両の重量を測定するもの 

19/06 ・・・高架式用 

19/07 ・・航空機の重量測定用 

19/08 ・車両に結合したもの（車両の設備Ｂ６０

Ｐ５／００） 

19/10 ・・流体的重量感知装置をもつもの 

19/12 ・・電気的重量感知装置をもつもの 

19/14 ・懸吊負荷の重量を測定するもの（３／０

０が優先；起重機における重量測定装置

との結合Ｂ６６Ｃ１／４０，Ｂ６６Ｃ１

３／１６） 

19/16 ・・流体的重量感知装置をもつもの 

19/18 ・・電気的重量感知装置をもつもの 

19/20 ・・不平衡負荷の重量を測定するもの 

19/22 ・混合される材料を重量により配分するも

の（比率制御Ｇ０５Ｄ１１／００） 

19/24 ・・単一の重量測定装置を用いるもの 

19/26 ・・・２以上の平衡さおを結合したもの 

19/28 ・・・流体重量感知装置をもつもの 

19/30 ・・・電気的重量感知装置をもつもの 

19/32 ・・２以上の重量測定装置を用いるもの 

19/34 ・・電気的制御手段をもつもの 

19/36 ・・機械的制御手段をもつもの 

19/38 ・・プログラム制御によるもの，例．穿孔

テープによるもの 

19/387 ・組合わせの重量測定用，すなわちその合

計重量または数量が要求値に最も近い物

品の組合わせを選ぶもの[5] 

19/393 ・・２つ以上の重量測定装置を使用するも

の[5] 

19/40 ・重量に関連する価格や他の量を指示し，

記録し，または計算する装置をもつもの

（重量測定装置用指示手段２３／１８；

重量測定装置用記録手段２３／１８；計

算器一般Ｇ０６） 

19/41 ・・機械的計算手段を使用するもの 

19/413 ・・電気機械的または電子的計算手段を使
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用するもの 

19/414 ・・・電子的計算手段のみを使用するもの

[5] 

19/415 ・・・・記録手段と結合したもの[5] 

19/417 ・・天びんの計算部分を検定する装備をも

つもの 

19/42 ・・重量測定により計数するもの（１９／

３８７が優先）[5] 

19/44 ・人間の体重を測定するもの 

19/46 ・・人間の体重を測定するために適したば

ねばかり 

19/48 ・・人間の重量を測定するために適した振

り子ばかり 

19/50 ・・付加的測定装置，例．身長計，をもつ

もの 

19/52 ・他の物と結合した重量測定装置，例．家

具と結合したもの（ステッキと結合した

ものＡ４５Ｂ３／０８） 

19/54 ・・筆記具またはペーパーナイフと結合し

たもの 

19/56 ・・工具または日用品の柄に結合したもの 

19/58 ・・スーツケースまたはトランクのさげ手

と結合したもの 

19/60 ・・漁具と結合したもの，例．釣ざおと結

合したもの 

19/62 ・重量の過不足を測定する装置[3] 

19/64 ・比率を指示する重量測定装置，すなわち，

あらかじめ決められた重量または最初の

重量に対する比率として重量を表現する

ためのもの[3] 

21/00 重量測定装置の細部 

21/02 ・軸受装置（軸受それ自体Ｆ１６Ｃ） 

21/04 ・・ナイフエッヂ軸受 

21/06 ・・ボールまたはローラ軸受 

21/07 ・・板ばね軸受[3] 

21/08 ・・軸受の組立またはその調節手段 

21/10 ・・浮遊懸垂；衝撃吸収装置（衝撃吸収装

置それ自体Ｆ１６Ｆ） 

21/12 ・・狂いを防ぐための装置 

21/14 ・さお 

21/16 ・・組み合わされた構成のさお；異なった

さお間の連結 

21/18 ・さおとはかり皿とのリンク結合 

21/20 ・・精密重量測定装置用 

21/22 ・はかり皿または他の重量測定容器；はか

り台 

21/23 ・はかり台の支持または懸垂（２１／２４

が優先）[3] 

21/24 ・はかり皿の平行運動を確実にするための

ガイドまたはリンク機構 

21/26 ・平衡おもり；分銅；分銅組；分銅収納用

ホルダー 

21/28 ・フレーム；ハウジング 

21/30 ・塵で汚れるのを予防する手段 

23/00 重量測定装置の付属装置 

23/01 ・重量測定装置の試試または較正[3] 

23/02 ・休止機構；制止機構 

23/04 ・・精密重量測定装置用 

23/06 ・緩衝手段，例．さおの 

23/08 ・・流体的手段によるもの 

23/10 ・・電気的または磁気的手段によるもの 

23/12 ・・負荷の移動による振動を防止するのに

特に適合するもの 

23/14 ・風袋重量を決定するためのまたは零もど

しによって風袋分を除去するための装置，

例．機械的に作動されるもの（自動負荷

との関連１３／１４） 

23/16 ・・電気的または磁気的に作動されるもの 

23/18 ・指示装置，例．遠隔指示用，記録装置；

目盛，例．分度されたもの 

23/20 ・・機械的手段による重量指示 

23/22 ・・・価格指示器と結合したもの 

23/24 ・・・対数目盛を含むもの 

23/26 ・・・表示部材の作動，例．機械的増幅器 

23/28 ・・・補助または記憶マークを含むもの 

23/30 ・・・目盛の照明手段をもつもの 

23/32 ・・光学的投影手段による重量指示 

23/34 ・・・価格指示装置との結合 

23/35 ・・写真記録による重量指示 

23/36 ・・電気的手段による重量指示，例．光電

池を使用するもの 

23/365 ・・・参照値との比較を伴うもの（２３／

３７が優先）[3] 

23/37 ・・・デジタル計数を伴うもの 

23/375 ・・・・コード化素子の運動中におこなう

もの[3] 

23/38 ・・重量測定装置に特に適合した記録また

はコード化装置（計算機それ自体Ｇ０

６；円板変換器一般Ｇ０８Ｃ） 

23/40 ・・・機械的に作動されるもの 

23/42 ・・・電気的に作動されるもの 

23/44 ・・・・そのためのコード化装置[3] 

23/46 ・・・重量測定機構が静止するまで記録を

妨げる装置[3] 

23/48 ・温度補償装置（１／１４，１／４２，３

／１８が優先）[3]
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G01H 機械振動または超音波，音波または亜
音波の測定（測定を伴わない機械振動の発生

Ｂ０６Ｂ，Ｇ１０Ｋ；物体の位置，方向または

速度の測定Ｇ０１Ｃ，Ｇ０１Ｓ；流体の準定常

圧の測定Ｇ０１Ｌ７／００；不つりあいの測定

Ｇ０１Ｍ１／１４；内部を伝幡する音波または

超音波による材料特性の測定Ｇ０１Ｎ；音波の

反射または再放射を使用する方式，例．音響イ

メージング，Ｇ０１Ｓ１５／００；地震学，地

震探鉱，音響探鉱Ｇ０１Ｖ１／００；音響光学

装置それ自体Ｇ０２Ｆ；超音波，音波または亜

音波使用の写真類似技術による記録Ｇ０３Ｂ

４２／０６；音声分析または合成，音声意識Ｇ

１０Ｌ；記録担体と変換器との間の相対運動に

基づいた情報記憶Ｇ１１Ｂ；圧電，電歪または

磁歪要素一般Ｈ０１Ｌ；共振器の調整のための

周波数の測定含む過程を伴う電気機械的共振

器の製造Ｈ０３Ｈ３／００）[4] 

注 

（１）このサブクラスは機械的振動の発生と測定との組合せを

包含する。 

（２）クラスＧ０１のタイトルに続く注に注意すること。 

サブクラス内の索引 

測定原理 

直結するもの；流体中で検出するもの；放射を検出するもの；

電 気 的 ま た は 磁 気 的 性 質 の 変 化 の 検 出 に よ る も の

................................. 1/00;3/00;9/00;11/00 

測定対象に特徴があるもの 

伝播速度；残響時間；共振周波数；機械的または音響的インピ

ーダンス ........................ 5/00;7/00;13/00;15/00 

 

1/00 検出器への直接伝導による固体の振動の測

定（９／００，１１／００が優先） 

1/04 ・伝播方向に直角な振動特性を測定するも

の 

1/06 ・・周波数 

1/08 ・・振幅 

1/10 ・ねじり振動の測定 

1/12 ・縦振動または特定されない振動の[4] 

1/14 ・・周波数[4] 

1/16 ・・振幅[4] 

3/00 流体中で検出器を作動させる振動の測定

（７／００，９／００，１１／００が優先） 

3/04 ・周波数 

3/06 ・・電気的手段によるもの 

3/08 ・・複合振動中に存在する周波数を分析す

るもの，例．高調波を比較するもの 

3/10 ・振幅；パワー 

3/12 ・・電気的手段によるもの（３／１４が優

先）[2] 

3/14 ・・平均振幅を測定するもの；平均パワー

を測定するもの；パワーの時間的積分

を測定するもの[2] 

5/00 超音波，音波または亜音波の伝播速度の測

定 

7/00 残響時間を測定するもの（物質の振動の吸

収を測定するものＧ０１Ｎ；残響を発生す

る装置Ｇ１０Ｋ１５／０８） 

9/00 放射線感知手段，例．光学手段，を使用し

て機械的振動または超音波，音波または亜

音波の測定 

11/00 電気的または磁気的特性の変化の検出によ

る機械振動または超音波，音波または亜音

波の測定 

11/02 ・磁気的手段，例．リラクタンス，による

もの[4] 

11/04 ・・磁気ひずみ装置を用いるもの[4] 

11/06 ・電気的手段によるもの[4] 

11/08 ・・圧電装置を用いるもの[4] 

13/00 共振周波数を測定するもの 

15/00 機械的または音響的インピーダンスの測定

[3] 

17/00 このサブクラスの他のグループに分類され

ない機械的振動または超音波，音波または

亜音波の測定[4]
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G01J 赤外線，可視光線または紫外線の強度，
速度，スペクトル，偏光，位相または
パルスの測定；色の測定；放射温度測
定（光源Ｆ２１，Ｈ０１Ｊ，Ｈ０１Ｋ，Ｈ０５

Ｂ；光学的手段による物質の特性の調査Ｇ０１

Ｎ）[2] 

注 

（１）このサブクラスは他に分類されない赤外線，可視光線，

紫外線の有無の検出を包含する。 

（２）クラスＧ０１のタイトルに続く注に注意すること。 

サブクラス内の索引 

測光；高温計 ................................ 1/00;5/00 

分 光 測 定 ； 測 定 ； 偏 光 ； 速 度 ； 位 相 ； パ ル ス

............................ 3/00;4/00;7/00;9/00;11/00 

 

1/00 測光，例．写真の露出計（分光度測定３／

００；放射温度測定に特に適合するもの５

／００） 

1/02 ・細部 

1/04 ・・光学部分または機械部分 

1/06 ・・・入射角の限定 

1/08 ・・特に測光に適用される光源の構成 

1/10 ・参照光，または電気値との比較によるも

の 

1/12 ・・全体的視覚手段によるもの（１／２０

が優先） 

1/14 ・・・段階的輝度の表面との比較によるも

の 

1/16 ・・電気的な放射線検出器によるもの（１

／２０が優先） 

1/18 ・・・参照電気値との比較によるもの 

1/20 ・・測定値または参照値の強度が検出器に

おける効果と等しくなるように変えら

れるもの，例．入射角の変化によるも

の 

1/22 ・・・光路中に可変素子を使用するもの，

例．フィルター，偏光手段（１／３

４が優先） 

1/24 ・・・・電気的な放射線検出器によるもの 

1/26 ・・・・・測定値または参照値の自動変化

に適用されるもの（光の強度の

制御Ｇ０５Ｄ２５／００） 

1/28 ・・・光源の強度または距離の変化による

もの（１／３４が優先） 

1/30 ・・・・電気的な放射線検出器によるもの 

1/32 ・・・・・測定値または参照値の自動変化

に適用されるもの（光の強度の

制御Ｇ０５Ｄ２５／００） 

1/34 ・・・交互にまたは連続的に使用された分

離光路によるもの，例．フリッカー 

1/36 ・・・・電気的な放射線検出器によるもの 

1/38 ・全体的視覚手段によるもの（１／１０が

優先） 

1/40 ・・可視限界または吸光効果によるもの 

1/42 ・電気的な放射線検出器によるもの（参照

光または電気値との比較によるもの１／

１０；光学および機械部分１／０４） 

1/44 ・・電気回路 

1/46 ・・・コンデンサーによるもの 

1/48 ・化学的効果によるもの 

1/50 ・・指示器の色が変化するもの，例．化学

光量計 

1/52 ・・写真効果によるもの 

1/54 ・・ガスの光反応を観察することによるも

の 

1/56 ・放射圧またはラジオメーターの効果によ

るもの 

1/58 ・光により発生したルミネッセンスによる

もの 

1/60 ・目のひとみを測定することによるもの 

3/00 分光測定；分光光度測定；モノクロメータ；

色の測定[4] 

3/02 ・細部 

3/04 ・・スリットの構成 

3/06 ・・走査装置の構成 

3/08 ・・光線切換装置の構成 

3/10 ・・特に分光測定または比色測定に適用さ

れる光源の構成 

3/12 ・スペクトルの発生；モノクロメータ 

3/14 ・・屈折素子，例．プリズム，によるもの

（３／１８，３／２６が優先） 

3/16 ・・・自動視準装置をもつもの 

3/18 ・・回折素子，例．回折格子，によるもの

（回折格子それ自体Ｇ０２Ｂ） 

3/20 ・・・ローランド円分光計 

3/22 ・・・リトロミラー分光計 

3/24 ・・・特定次数のために設計された回折格

子によるもの 

3/26 ・・多重反射によるもの，例．ファブリー

ペロー干渉計，可変干渉フィルター 

3/28 ・スペクトルの調査（色フィルターを用い

るもの３／５１）[4] 

3/30 ・・スペクトル上で直接スペクトル線強度

を測定するもの（３／４２，３／４４

が優先） 

3/32 ・・・単一検出器によるスペクトルバンド

の順次調査 

3/36 ・・・別々の検出器によるスペクトル中の

２以上のバンドの調査 

3/40 ・・スペクトルの写真濃度の測定によるス

ペクトル線強度の測定；分光写真（３

／４２，３／４４が優先）[4] 

3/42 ・・吸収分光測定；二光束分光測定；フリ

ッカー分光測定；反射分光測定（光線

切換装置の構成３／０８）[4] 

3/427 ・・・二波長分光測定[4] 

3/433 ・・・変調分光測定；微分分光測定[4] 
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3/44 ・・ラマン分光測定；散乱分光測定[4] 

3/443 ・・発光分光測定[4] 

3/447 ・・偏光分光測定[4] 

3/45 ・・干渉分光測定[4] 

3/453 ・・・振幅の相互干渉によるもの[4] 

3/457 ・・相関分光測定，例．スペクトル強度の

相関（３／４５３が優先）[4] 

3/46 ・色の測定；色測定装置，例．比色計（色

温度の測定５／６０）[4] 

3/50 ・・電気的な放射線検出器によるもの[4] 

3/51 ・・・色フィルターを用いるもの[4] 

3/52 ・・色標によるもの 

4/00 偏光の測定（偏光面の回転の測定による材

料の調査または分析Ｇ０１Ｎ２１／２１）

[2] 

4/02 ・視野分離形偏光計；半影形偏光計[2] 

4/04 ・電気的検出手段を利用する偏光計（４／

０２が優先）[2] 

5/00 放射温度計（光度測定一般１／００；分光

測定一般３／００） 

5/02 ・細部 

5/04 ・・ケース 

5/06 ・・妨害放射線の影響を除去するための構

成 

5/08 ・・光学的特徴 

5/10 ・電気的な放射線検出器によるもの 

5/12 ・・熱電素子によるもの，例．熱電対（熱

電素子それ自体Ｈ０１Ｌ３５／００，

Ｈ０１Ｌ３７／００） 

5/14 ・・・電気的特徴 

5/16 ・・・・冷接点についての構成；周囲温度

または他の変化の影響の補償 

5/18 ・・・・指示または記録のための特別な適

用（測定値の指示または記録一般

Ｇ０１Ｄ） 

5/20 ・・放射線に感ずる抵抗，サーミスタ，半

導体によるもの 

5/22 ・・・電気的特徴 

5/24 ・・・・特に適用された回路，例．ブリッ

ジ回路，の使用 

5/26 ・・・・指示または記録のための特別な適

用 

5/28 ・・光電子放射セル，光電導セル，または

光起電力セルによるもの 

5/30 ・・・電気的特徴 

5/32 ・・・・指示または記録のための特別な応

用 

5/34 ・・コンデンサーによるもの 

5/36 ・・ガスの電離によるもの 

5/38 ・固体または流体の伸長または膨張 

5/40 ・・バイメタル素子によるもの 

5/42 ・・ゴレイセルによるもの 

5/44 ・・共振周波数の変化によるもの，例．圧

電結晶の 

5/46 ・放射圧またはラジオメータの効果による

もの 

5/48 ・全体的視覚手段によるもの 

5/50 ・以下のサブグループに関する特別な技術

によるもの 

5/52 ・・参照値との比較によるもの，例．繊条

消失型高温計 

5/54 ・・・光学的特徴 

5/56 ・・・電気的特徴 

5/58 ・・吸収によるもの；偏光によるもの；減

光効果によるもの 

5/60 ・・色温度の測定によるもの 

5/62 ・・光をチョッピングする手段によるもの 

7/00 光速度の測定 

9/00 光学的位相差の測定（光ビームの位相を制

御するための装置または配置Ｇ０２Ｆ１／

０１）；コヒーレンス度の決定；光学的波長

の測定（分光測定Ｇ０２Ｆ３／００）[3] 

9/02 ・干渉法によるもの（物体の直線寸法を光

学的に測定するために干渉計を用いるも

のＧ０１Ｂ９／０２）[3] 

9/04 ・同一光源ではあるが異った周波数の２つ

の波のうなりおよび得られた低周波の位

相の測定によるもの[3] 

11/00 個々の光パルスまたは光パルス列の特性の

測定[5]
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G01K 温度の測定；熱量の測定；他に分類さ
れない感温素子（温度変動に関して他の変

量の測定を補償するための，または温度変動用

の計器の読み取りを補償するための温度変化

の感知はＧ０１Ｄまたは変量測定に関連のあ

るサブクラス参照；輻射線高温測定Ｇ０１Ｊ；

熱的手段の利用による材料の調査または分析

Ｇ０１Ｎ２５／００；複合検知素子，例．バイ

メタル，によるものＧ１２Ｂ１／０２） 

注 

（１）このサブクラスにおいては，下記の用語は以下に示す意

味で用いる： 

―“温度計”とは，他のサブクラスに分類されない感温素子を

含む。 

（２）クラスＧ０１のタイトルに続く注に注意すること。 

サブクラス内の索引 

温度測定 

動作原理に特徴のあるもの ......... 5/00,7/00,9/00,11/00 

瞬時値以外の値を指示する温度計 ................... 3/00 

特定の型に適用されないものの細部 ................. 1/00 

特殊な目的に対する温度計の適用 .................. 13/00 

温度計の試験および較正 .......................... 15/00 

熱量測定；熱量計の試験および較正 .......... 17/00;19/00 

 

1/00 特に温度計の特殊なタイプに適用されない

温度計の細部（熱慣性減少用回路７／４２）

[6] 

1/02 ・指示または記録手段の特殊な適用，例．

遠隔指示 

1/04 ・・目盛 

1/06 ・・・読取りを容易にするための装置，例．

照明，拡大鏡 

1/08 ・保護装置，例．ケーシング 

1/10 ・・化学的侵蝕を防ぐもの 

1/12 ・・過熱による損傷を防ぐもの 

1/14 ・支持物；固定装置；特別な場所への温度

計の装着 

1/16 ・対象物から感応素子へ熱を導びくための

特別な機構 

1/18 ・・熱慣性を減ずるもの 

1/20 ・測定対象以外の温度変化，例．周囲温度

変化，の影響を補償するもの 

1/22 ・・流体によって生じた圧力で変形または

変位しうる部材をもつ中空体に入れら

れた液体によるもの 

1/24 ・・条片または板の複合体，例．バイメタ

ル条片，によるもの 

1/26 ・圧力変化の影響を補償するもの 

3/00 温度の瞬時値以外の結果を示す温度計（７

／４２が優先；熱電素子を使うもの７／０

２）[6] 

3/02 ・平均値を与えるもの；積算値を与えるも

の 

3/04 ・・時間に関するもの 

3/06 ・・空間に関するもの 

3/08 ・差の値を与えるもの；微分値を与えるも

の 

3/10 ・・時間に関するもの，例．温度の急変に

のみ反応するもの 

3/12 ・・・物質の膨張収縮を基礎とするもの 

3/14 ・・空間に関するもの 

5/00 物質の膨張収縮に基づく温度測定（９／０

０が優先；温度の瞬時値以外の結果を示す

もの３／００；液体から発生する蒸気によ

るもの１１／０２；熱応動開閉器Ｈ０１Ｈ） 

5/02 ・物質が液体であるもの（物質によって生

じた圧力で変形または変位しうる部材を

もつ中空体に入っているもの５／３２） 

5/04 ・・細部 

5/06 ・・・液柱を押し下げる装置 

5/08 ・・・毛細管 

5/10 ・・・液体容器 

5/12 ・・・液体成分の選択 

5/14 ・・液体が他の液柱または固体を変位させ

るもの（最大または最小を指示するも

の５／２０） 

5/16 ・・電気接点を持つもの 

5/18 ・・最終指示のための電気量に変換する手

段を持つもの 

5/20 ・・最大最小またはその両方を指示する手

段を持つもの（５／２２が優先） 

5/22 ・・数度を越えない範囲にわたり拡大して

指示する機構を持つもの，例．体温計 

5/24 ・・二温度間の差を測定するための機構を

持つもの 

5/26 ・・目盛の零点を調整するための機構を持

つもの，例．ベックマン温度計 

5/28 ・物質がガスであるもの（物質によって生

ずる圧力で変形または変位しうる部材を

もつ中空体に入っているもの５／３２） 

5/30 ・・ガスが液柱を変位させるもの 

5/32 ・物質によって生じた圧力で変形または変

位しうる部材をもつ中空体に入れられる

流動状物質（蒸発により発生した圧力に

よるもの１１／０４；圧力測定装置一般

Ｇ０１Ｌ） 

5/34 ・・部材がカプセルであるもの（５／３６，

５／４２が優先） 

5/36 ・・部材が管状弾性体であるもの，例．ブ

ルドン管 

5/38 ・・・うず巻構造のもの 

5/40 ・・・螺旋構造のもの 

5/42 ・・部材がベローズであるもの 

5/44 ・・部材がシリンダーとピストンからなる

もの 

5/46 ・・最終指示のために電気量に変換する手

段を持つもの 
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5/48 ・物質が固体であるもの 

5/50 ・・自由に膨脹または収縮できるもの 

5/52 ・・・最終指示のために電気量に変換する

手段を持つもの 

5/54 ・・ピボット接続された素子からなるもの 

5/56 ・・膨脹または収縮が固体に変形を生ずる

ように拘束するもの 

5/58 ・・・固体が２点以上で拘束されているも

の，例．桿，板，ダイヤフラム（５

／６２が優先） 

5/60 ・・・・部材が可撓性線条または帯片であ

るもの 

5/62 ・・・固体が複合条片または複合板，例．

バイメタル条片から形成されている

もの 

5/64 ・・・・複合系の細部 

5/66 ・・・・・系の構成要素の配合の選択 

5/68 ・・・・・系の形状 

5/70 ・・・・指示または記録に特に適合するも

の 

5/72 ・・・・・最終指示のための電気的伝送手

段をもつもの 

7/00 熱に直接感応する電気的または磁気的素子

の使用を基礎とした温度測定（温度の瞬時

値以外の結果を示すもの３／００；電気的

または磁気的変量の測定Ｇ０１Ｒ） 

7/01 ・ＰＮ接合をもつ半導体素子を用いるもの

（７／０２，７／１６，７／３０が優先）

[6] 

7/02 ・熱電素子，例．熱電対，を使うもの（熱

電的または熱磁気的装置それ自体Ｈ０１

Ｌ３５／００，３７／００） 

7/04 ・・測定対象物が熱電物質の一方を形成し

ないもの 

7/06 ・・・１方の素子が，対象物にさらされた

接合点を持つ他方の素子の内部に配

置されている熱電物質，例．鞘型 

7/08 ・・測定対象物が熱電物質の一方を形成す

るもの，例．指示型 

7/10 ・・補助変数，例．導線の長さ，に対する

補償機構 

7/12 ・・・冷接点に関する機構，例．周囲の大

気温度の影響を防止するもの 

7/13 ・・・・冷接点補償用回路[6] 

7/14 ・・出力特性を修正する機構，例．線形に

するもの 

7/16 ・抵抗素子を使うもの（抵抗素子それ自体

Ｈ０１Ｃ，Ｈ０１Ｌ） 

7/18 ・・素子が線形抵抗体であるもの，例．白

金抵抗温度計（７／２６が優先） 

7/20 ・・・特に適合する回路，例．ブリッジ回

路，中におけるもの 

7/21 ・・・・出力特性を修正するためのもの，

例．線形にするもの[6] 

7/22 ・・素子が非線形抵抗体，例．サーミスタ，

であるもの（７／２６が優先） 

7/24 ・・・特に適合する回路，例．ブリッジ回

路，中におけるもの 

7/25 ・・・・出力特性を修正するためのもの，

例．線形にするもの[6] 

7/26 ・・素子が電解質であるもの 

7/28 ・・・特に適合する回路，例．ブリッジ回

路，中におけるもの 

7/30 ・抵抗体または導体の熱雑音を利用するも

の 

7/32 ・結晶の共振周波数の変化を利用するもの 

7/34 ・容量素子を使うもの（容量体それ自体Ｈ

０１Ｇ） 

7/36 ・磁気素子，例．磁石，コイル，を使うも

の（磁気素子それ自体Ｈ０１Ｆ） 

7/38 ・・温度変化が透磁率に影響するもの 

7/40 ・ガスのイオン化を利用するもの 

7/42 ・熱慣性減少用回路；温度の制止値予示用

回路[6] 

9/00 重量の再配分によって生じた動きに基づく

温度測定，例．傾斜温度計（温度の瞬時値

を与えないもの３／００） 

11/00 グループ３／００，５／００，７／００，

または９／００に包含されない物理的また

は化学的変化に基づく温度測定 

11/02 ・気化または昇華を利用するもの，例．沸

騰の観察によるもの 

11/04 ・・蒸気によって生じた圧力で変形または

変位しうる部材をもつ中空体に入って

いる物質からなるもの 

11/06 ・溶解，氷結，軟化を利用するもの 

11/08 ・・処分できる試験体に関するもの，例．

ゼーゲルコーン 

11/10 ・焼結を使用するもの 

11/12 ・色または透明度の変化を利用するもの（１

１／３２が優先；サーモグラフィーに使

用する感熱シートＢ４１Ｍ５／００）[6] 

11/14 ・・無機物に関するもの 

11/16 ・・有機物に関するもの 

11/18 ・・透明度が変化する物質に関するもの 

11/20 ・熱発光物質を使用するもの（１１／３２

が優先）[6] 

11/22 ・音響効果の測定を利用するもの 

11/24 ・・音の伝播速度によるもの 

11/26 ・・共振周波数によるもの 

11/28 ・密度の測定を利用するもの（密度測定一

般Ｇ０１Ｎ） 

11/30 ・Ｘ線，ガンマ線，粒子線が物質に及ぼす

効果の測定を利用するもの[5] 

11/32 ・光ファイバーの伝送，散乱または螢光発

光の変化を用いるもの[6] 

13/00 特殊な目的に対する温度計の適用 

13/02 ・動いている流体または流動可能な粒体の
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温度を測定するためのもの 

13/04 ・移動する固体の温度を測定するもの 

13/06 ・・直線移動中のもの 

13/08 ・・回転移動中のもの 

13/10 ・堆積物の内部温度を測定するもの（対象

物から感応素子へ熱を導びくための特別

な機構によるもの１／１６） 

13/12 ・試料の温度を測定するためにサンプリン

グ装置と結合したもの 

15/00 温度計の試験または較正 

17/00 熱量の測定（熱量測定による温度の測定３

／００～１１／００；物質の熱特性，例．

比熱，燃焼熱，を測定するために特に適合

したものＧ０１Ｎ） 

17/02 ・指示物質の移送を利用する熱量計，例．

気化熱量計 

17/04 ・補償法を利用する熱量計 

17/06 ・流動媒体によって運ばれる熱量の測定，

例．加熱系におけるもの（１７／０２，

１７／０４が優先） 

17/08 ・・温度差の測定を基礎とするもの 

17/10 ・・・流入点と流出点間の温度差測定と媒

体の流速測定とを組み合わせたもの 

17/12 ・・・・流量と温度差の積を直接指示する

もの 

17/14 ・・・・・両方の測定に機械的手段を使用

するもの 

17/16 ・・・・・両方の測定に電気的手段を使用

するもの 

17/18 ・・・・・一方の測定には電気的手段を，

他方の測定には機械的手段を使

うもの 

17/20 ・・・輻射表面を横切る温度差測定と熱伝

導率の確認とを組み合わせたもの 

19/00 熱量計の試験または較正
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G01L 力，応力，トルク，仕事，機械的動力，
機械的効率，または流体圧力の測定（特

に金属圧延機に適用される測定方法または装

置Ｂ２１Ｂ３８／００；他の変量の測定を補整

するするための，または圧力の変動用の計器の

読みとりを補整するための，圧力変化の感知は，

Ｇ０１Ｄ，または測定される変量のための他の

サブクラスを参照；重量測定 Ｇ０１Ｇ；原子

力顕微鏡を使った走査プローブ技術Ｇ０１Ｎ

１３／１６；力のパターンを電気信号に変換Ｇ

０６Ｋ１１／００）[4] 

注 

クラスＧ０１のタイトルに続く注に注意すること。 

サブクラス内の索引 

力，応力，トルク，仕事，機械的動力，機械的効率の測定 

一般的方法；特定の目的に適合した装置 ... 1/00,3/00;5/00 

流体圧力の測定 

測定方法 .............................. 7/00,9/00,11/00 

圧力差または複数圧力の測定 ................ 13/00,15/00 

装置の細部または付属品 .......................... 19/00 

特定目的の測定装置 

膨脹体内部圧力の測定 ............................ 17/00 

真空計 .......................................... 21/00 

急変圧力の指示，または動作中の流体圧力エンジンの 23/00 

試験または較正 ............................ 25/00,27/00 

 

1/00 力または圧力の測定一般（衝撃による力の

測定５／００；流体圧力の測定７／００～

２７／００；ゲージを使用し応力の結果と

して起こる物体の変形を測定するものＧ０

１Ｂ）[4] 

1/02 ・液圧または空気圧によるもの 

1/04 ・ゲージ，例．スプリング，の弾性変形の

測定によるもの 

1/06 ・ゲージ，例．圧縮体，の永久変形の測定

によるもの 

1/08 ・平衡力を使用するもの 

1/10 ・応力を加えた振動素子，例．張線，の周

波数変化の測定によるもの（抵抗ストレ

ンゲージを使用するもの１／２２） 

1/12 ・応力の印加による物質の磁気特性変化の

測定によるもの 

1/14 ・電気的素子の容量またはインダクタンス

の変化の測定によるもの，例．電気的発

振器の周波数の変化を測定するもの 

1/16 ・圧電装置の特性を利用するもの 

1/18 ・圧抵抗物質，すなわち加えられた力の大

きさまたは方向の変化に応じてオーム抵

抗が変化する物質，の特性を利用するも

の（線膨脹または収縮を測定する抵抗ス

トレンゲージＧ０１Ｂ） 

1/20 ・固体物質または導電性流体のオーム抵抗

変化の測定によるもの（圧抵抗物質のオ

ーム抵抗変化の測定によるもの１／１

８）；動電セル，すなわち応力の印加によ

って電圧が誘起または変化する含液セル

を利用するもの 

1/22 ・・抵抗ストレンゲージを用いるもの（線

膨脹または収縮を測定する抵抗ストレ

ンゲージＧ０１Ｂ） 

1/24 ・応力が加えられた時の物質の光学的特性

の変化を測定することによるもの，例．

光弾性応力分析によるもの 

1/25 ・波動性または粒子性放射線，例．Ｘ線，

中性子，を使用するもの（１／２４が優

先）[4] 

1/26 ・力の測定に関連して行なわれる補助測定

または力の測定に関連して使用される装

置，例．横方向成分の力の影響の防止，

過負荷の防止 

3/00 トルク，仕事，機械的動力，または機械的

効率の測定一般 

3/02 ・回転伝達式動力計 

3/04 ・・トルク伝達要素がねじりたわみ軸から

なるもの 

3/06 ・・・指示用の機械的手段を含んでいるも

の 

3/08 ・・・指示用の光学的手段を含んでいるも

の 

3/10 ・・・指示用の電気的，磁気的手段を含ん

でいるもの 

3/12 ・・・・光電手段を含んでいるもの 

3/14 ・・トルク伝達要素がねじりたわみ軸以外

のものからなるもの 

3/16 ・回転吸収式動力計，例．制動型動力計 

3/18 ・・機械的に作動されるもの 

3/20 ・・流体によって作動されるもの 

3/22 ・・電気的または磁気的に作動されるもの 

3/24 ・動力の値を決定する装置，例．トルクの

値と単位時間当りの回転数を測定しかつ

同時に掛算することによるもの，けん引

力または推進力の大きさと速度との掛算

によるもの（速度の測定それ自体Ｇ０１

Ｐ） 

3/26 ・効率，すなわち動力の入力と動力の出力

との比を測定する装置 

5/00 特定の目的に適合した，力，例．衝撃によ

るもの，仕事，機械的動力またはトルクを

測定する装置または方法（流動性媒体の圧

力測定７／００～２１／００；蒸気，ガス，

または液体の圧力の急激な変化の測定２３

／００） 

5/03 ・スキーのセーフティビンディングの解放

力を測定するもの 

5/04 ・ロープ，ケーブル，線条，糸，帯，また

は同様の可撓性部材の張力を測定するも

の 
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5/06 ・・機械的手段を用いるもの 

5/08 ・・流体を用いるもの 

5/10 ・・電気的手段を用いるもの 

5/12 ・回転軸の軸方向押力を測定するもの，例．

推進装置におけるもの 

5/13 ・乗物のけん引力または推進力を測定する

もの 

5/14 ・爆発力を測定するもの；発射体のエネル

ギーを測定するもの 

5/16 ・力の複数分力を測定するもの 

5/18 ・力の比を測定するもの 

5/20 ・車輪の側圧を測定するもの（つりあい試

験Ｇ０１Ｍ） 

5/22 ・制御部材，例．乗物の制御部材，引き金，

に加えられる力を測定するもの 

5/24 ・ナットまたは類似応力が加わるその他の

部材を締め付けるトルクまたはねじりモ

ーメントの値を測定するもの（レンチま

たはねじまわしに付属したものＢ２５Ｂ

２３／１４） 

5/26 ・単位時間当りの回転数に関連したトルク

特性を測定するもの 

5/28 ・ブレーキを試験するもの 

流体圧力測定 

7/00 機械的または流体的感圧素子による流体ま

たは流動性固体の定常圧または準定常圧の

測定（電気的または磁気的手段による機械

的感圧素子の変位の伝達または指示９／０

０；２以上の圧力の差の測定１３／００；

２以上の圧力の同時測定１５／００；タイ

ヤ内圧または他の膨脹体の内圧測定１７／

００；真空計２１／００；内圧によって変

形または変位する中空体それ自体Ｇ１２Ｂ

１／０４） 

7/02 ・弾性的変形可能のゲージ形式によるもの 

7/04 ・・可撓変形管形式によるもの，例．ブル

ドン管圧力計 

7/06 ・・ベローズ型 

7/08 ・・ダイアフラム型 

7/10 ・・カプセル型 

7/12 ・・・排気室をもつもの；アネロイド気圧

計 

7/14 ・・・・零点調整手段をもつもの 

7/16 ・ピストン形式によるもの 

7/18 ・感圧媒体として液体を使用するもの，例．

液柱ゲージ 

7/20 ・・液面上に，密閉真空室または低圧ガス

室のあるもの；液柱気圧計 

7/22 ・・フロートをもつもの，例．浮動ベル 

7/24 ・・部分的に液体を満した環状体の平衡に

よるもの 

9/00 電気的または磁気的感圧素子による流体ま

たは流動性固体の定常圧または準定常圧の

測定；流体または流動性固体の定常圧また

は準定常圧の測定に用いられる機械的感圧

素子の変位の電気的または磁気的手段によ

る伝達または指示（２つ以上の圧力の差の

測定１３／００；２つ以上の圧力の同時測

定１５／００；真空計２１／００） 

9/02 ・オーム抵抗の，例．ポテンショメータの，

変化を利用するもの 

9/04 ・・抵抗ストレンゲージを使用するもの 

9/06 ・・圧電―抵抗装置を使用するもの 

9/08 ・圧電装置を利用するもの 

9/10 ・インダクタンスの変化を利用するもの 

9/12 ・容量の変化を利用するもの 

9/14 ・磁石，例．電磁石，の変位によるもの 

9/16 ・応力の印加による物質の磁気特性の変化

を利用するもの 

9/18 ・動電セル，すなわち応力の印加によって

電圧が誘起または変化する含液セル，を

使用するもの 

11/00 グループ７／００または９／００に分類さ

れない手段による流体，または流動性固体

の定常圧あるいは準定常圧の測定 

11/02 ・光学的手段によるもの[6] 

11/04 ・音波的手段によるもの[6] 

11/06 ・・超音波手段[6] 

13/00 ２以上の圧力の差を測定する装置 

13/02 ・感圧素子として弾性的に変形可能な部材

またはピストンを用いるもの 

13/04 ・感圧素子としてフロートまたは液体を用

いるもの 

13/06 ・電気的または磁気的感圧素子を用いるも

の 

15/00 ２以上の圧力を同時に測定する装置 

17/00 タイヤ内圧またはその他の膨脹体の内圧を

測定する装置（乗物またはタイヤへの装着

に特に適合するものＢ６０Ｃ２３／００；

膨脹可能な弾性体への弁の取付けＢ６０Ｃ

２９／００） 

19/00 流動体の定常圧または準定常圧測定装置の

細部または付属品であって，特定形式の圧

力計に限定されないもの 

19/02 ・測定装置の傾斜または加速度の影響を防

止または補償する装置；零点調整手段（ア

ネロイド気圧計用７／１４） 

19/04 ・温度変化の影響を補償する手段 

19/06 ・過負荷または被測定体が測定装置におよ

ぼすあるいはその逆におよぼす悪影響を

防止する手段 

19/08 ・指示または記録手段，例．遠隔指示のた

めのもの 

19/10 ・・機械的なもの 

19/12 ・・警報または信号 

19/14 ・ハウジング 

19/16 ・ダイアル；その取付け 
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21/00 真空計 

21/02 ・被測圧ガスを圧縮する圧縮室をもつもの 

21/04 ・・圧縮室が液体によって閉じられている

もの；マクレオド型真空計 

21/06 ・・・測定装置の回転または反転によって

作動されるもの 

21/08 ・被測圧媒体を通る音波の伝達状態の変化

の測定によるもの 

21/10 ・被測圧媒体の熱伝導率の変化の測定によ

るもの 

21/12 ・・測定部材，例．フィラメント，の電気

抵抗の変化を測定するもの；ピラニ型

真空計 

21/14 ・・熱電対を用いるもの 

21/16 ・ガスの摩擦抵抗の変化の測定によるもの 

21/18 ・・振り子を用いるもの 

21/20 ・・垂直軸のまわりに振動する部材を用い

るもの 

21/22 ・・振動体の共振効果を利用するもの；ク

ラム型真空計 

21/24 ・・回転部材を用いるもの；ラングミュア

ー型真空計 

21/26 ・輻射計の機能，すなわちホッタからクー

ラへ流れる分子の運動量によって発生す

る圧力，を利用するもの；クヌードセン

型真空計 

21/28 ・・ねじり回転測定部材を用いるもの 

21/30 ・イオン化効果を利用するもの（そのため

の管Ｈ０１Ｊ４１／０２） 

21/32 ・・熱陰極放電管を用いるもの 

21/34 ・・冷陰極放電管を用いるもの 

21/36 ・・放射性物質を用いるもの 

23/00 蒸気，ガス，または液体の圧力における振

動のような急激な変化を測定，指示または

記録する装置；作業流体の状態から蒸気機

関，内燃機関またはその他の流体圧機関の

仕事またはエネルギーを決定する指示器 

23/02 ・負荷または復帰スプリングを含む機械的

指示または記録 

23/04 ・既知反作用圧の支配を受ける手段を含む

もの 

23/06 ・光学的手段による指示または記録 

23/08 ・電気的に作動するもの 

23/10 ・・圧電型の感圧部材によるもの 

23/12 ・・容量またはインダクタンスの変化によ

るもの 

23/14 ・・電磁的素子によるもの 

23/16 ・・光電的手段によるもの 

23/18 ・・抵抗ストレンゲージによるもの 

23/20 ・面積計または積分器と結合したもの 

23/22 ・内燃機関のノックを検出または指示する

もの；内燃機関を点火する点火栓と組み

合わされた感圧部材をもつユニット 

23/24 ・内燃機関の吸気または排気ダクトの圧力

を測定するもの 

23/26 ・細部または付属品 

23/28 ・・冷却手段 

23/30 ・・指圧計と組み合わされた内燃機関のピ

ストンまたはクランクの連続的位置指

示手段 

23/32 ・・指示計で測定された圧力変化の記録に

特に適合する装置（定常圧または準定

常圧記録装置１９／０８） 

 ――――――――――――――――――― 

25/00 力，トルク，仕事，機械的動力または機械

的効率を測定する装置の試験または較正

[2] 

27/00 流体圧力測定装置の試験または較正[2] 

27/02 ・指示器の
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G01M 機械または構造物の静的または動的つ
り合い試験；他に分類されない構造物
または装置の試験 

注 

クラスＧ０１のタイトルに続く注に注意すること。 

サブクラス内の索引 

機械または構造物の静的または動的釣合試験 ......... 1/00 

気密性の調査；弾性の調査 .................... 3/00;5/00 

振動または衝撃試験 ............................... 7/00 

特殊な応用 

空気力学的試験；水力学的試験 ............... 9/00;10/00 

光学的試験 ...................................... 11/00 

機械的またはエンジンの試験 .......... 13/00,15/00,17/00 

他の箇所に分類されない構造物または装置の他の試験 19/00 

 

1/00 機械または構造物の静的または動的つり合

い試験（遠心分離機回転ボールのつり合い

Ｂ０４Ｂ９／１４；車輪またはその部品を

把持する手段によって特徴づけられる装置

Ｂ６０Ｂ３０／００；船舶の安定度の測定

Ｂ６３Ｂ；航空機の安定Ｂ６４Ｃ１７／０

０；運転中に自動的につり合いを取る制御

系Ｇ０５；発電機，電動機の回転子のつり

合いＨ０２Ｋ１５／１６） 

1/02 ・つり合い機械または装置の細部 

1/04 ・・被試験体支承用のベアリング支持装置

の適用 

1/06 ・・被試験体駆動装置の適用 

1/08 ・・不つり合いの大きさおよび位相を直接

指示する計器（電気的変量の測定一般

Ｇ０１Ｒ） 

1/10 ・慣性モーメントの測定 

1/12 ・静的つり合い；重心の位置測定（不つり

合いの測定によるもの１／１４） 

1/14 ・不つり合いの測定（１／３０，１／３８

が優先） 

1/16 ・・被試験体を回転または振動させること

によるもの 

1/18 ・・・被試験体の回転を定格より大きい速

度から降下させるもの 

1/20 ・・・不つり合いに基づく力を補償するた

めの外力を印加するもの 

1/22 ・・・不つり合いの基づく振動を電気的変

量に変換するもの（振動の測定Ｇ０

１Ｈ；マイクロフオンまたは類似の

音響電気機械変換器Ｈ０４Ｒ） 

1/24 ・・・弾性軸においてつり合いを取るもの，

例．クランク軸用 

1/26 ・・・マーク付けのために特に適合する装

置をもつもの，例．ドリルによるも

の 

1/28 ・・・物体の不つり合いを原位置において

測定するために特に適合する装置を

有するもの，例．乗物用車輪の 

1/30 ・不つり合いの補償（１／３８が優先；つ

り合い重量Ｆ１６Ｆ１５／２８） 

1/32 ・・被試験体への物質の添加によるもの，

例．修正重量によるもの（修正重量そ

れ自体Ｆ１６Ｆ１５／３２） 

1/34 ・・被試験体，例．タイヤの踏み面，から

物質を削除することによるもの 

1/36 ・・被試験体に組み込まれたおもりの位置

の調整によるもの 

1/38 ・不つり合いの測定と修正の両方を行なう

ように結合された機械または装置 

3/00 構造物の気密性の調査（多孔性物質の滲透

性の調査，きずの存在の調査一般Ｇ０１Ｎ） 

3/02 ・流体または真空によるもの 

3/04 ・・漏洩点での流体の存在を検知すること

によるもの 

3/06 ・・・水槽中での泡の観察によるもの 

3/08 ・・・・パイプ，ケーブルまたはチューブ

用；パイプジョイントまたはシー

ル用；弁用 

3/10 ・・・・コンテナ，例．ラジエーター，用 

3/12 ・・・弾性体カバーまたは被層，例．石け

ん水，の観察によるもの 

3/14 ・・・・パイプ，ケーブル，またはチュー

ブ用；パイプジョイントまたはシ

ール用；弁用 

3/16 ・・・電気的検出手段を用いるもの（３／

０６，３／１２，３／２０，３／２

４，３／２６が優先） 

3/18 ・・・・パイプ，ケーブルまたはチューブ

用；パイプジョイントまたはシー

ル用；弁用 

3/20 ・・・特別のトレーサ物質，例．染料，螢

光物質，放射性物質，を用いるもの 

3/22 ・・・・パイプ，ケーブルまたはチューブ

用；パイプジョイントまたはシー

ル用；弁用 

3/24 ・・・亜音波，音波または超音波振動を利

用するもの 

3/26 ・・流体の損失または利得の比を測定する

ことによるもの，例．圧力応動装置に

よるもの，流量検出器によるもの[2] 

3/28 ・・・パイプ，ケーブルまたはチューブ用；

パイプジョイントまたはシール用；

弁用[2] 

3/30 ・・・・他の流体によるある流体の推進変

位を用いるもの[2] 

3/32 ・・・コンテナ用，例．ラジエータ[2] 

3/34 ・・・・コンテナ内の真空を維持する能力

を試験することによるもの，例．

缶試験機[2] 

3/36 ・・被試験構造物の寸法の変化を検出する

ことによるもの 
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3/38 ・光の利用によるもの（３／０２が優先） 

3/40 ・電気的手段の使用によるもの，例．放電

の観察によるもの 

5/00 構造物の弾性の調査，例．橋，航空機の翼

のたわみの調査（９／００が優先；歪計Ｇ

０１Ｂ） 

7/00 構造物の振動試験；構造物の衝撃試験（９

／００が優先） 

7/02 ・振動試験[5] 

7/04 ・・１方向試験台[5] 

7/06 ・・多方向試験台[5] 

7/08 ・衝撃試験[5] 

9/00 空気力学的試験；風洞に配置された装着（物

質の特性調査一般Ｇ０１Ｎ；建築物外観セ

クションＥ） 

9/02 ・風洞[5] 

9/04 ・・細部[5] 

9/06 ・空気力学的試験に特に適合する測定装置

[5] 

9/08 ・空気力学的模型[5] 

10/00 水力学的試験；船舶試験用水槽または水洞

に配置された装置（物質の特性調査一般Ｇ

０１Ｎ；建築物外観セクションＥ） 

11/00 光学装置の試験；他に分類されない光学的

方法による構造物の試験 

11/02 ・光学的特性の試験 

11/04 ・・光学台 

11/06 ・・車輛の前照灯装置の心合せ試験 

11/08 ・機械的特性の試験 

13/00 機械部品の試験（工具の切削力の調査Ｇ０

１Ｎ，例．Ｇ０１Ｎ３／５８） 

13/02 ・歯車装置または伝達機構の試験（効率の

測定Ｇ０１Ｌ） 

13/04 ・軸受の試験 

15/00 エンジンの試験[4] 

15/02 ・試験装置の細部または付属品[8] 

15/04 ・内燃機関の試験，例．ピストン機関の診

断的試験[8] 

15/05 ・・２またはそれ以上の異なるエンジンパ

ラメータを組み合わせて監視するもの

[8] 

注 

グループ１５／０５は，グループ１５／０６～１５／１２に優

先する。[8] 

15/06 ・・ピストンまたはクランクの位置を監視

することによるもの[8] 

15/08 ・・シリンダーの圧力を監視することによ

るもの[8] 

15/09 ・・流体通路の圧力，例．潤滑または冷却

部の圧力，を監視することによるもの

[8] 

15/10 ・・排ガスを監視することによるもの[8] 

15/11 ・・不発火を検知することによるもの[8] 

15/12 ・・振動を監視することによるもの[8] 

15/14 ・ガスタービン設備またはジェット推進設

備の試験[8] 

17/00 車両の試験（１５／００が優先；流体気密

性試験３／００；ボデーまたはシャーシー

の弾性特性の試験，例．ねじり試験５／０

０；車両の前照灯装置の心合わせ試験１１

／０６） 

17/007 ・車輪付車両または無限軌道車両の（１７

／０８が優先）[6] 

17/013 ・・車輪の[6] 

17/02 ・・タイヤの[6] 

17/03 ・・無限軌道の[6] 

17/04 ・・サスペンションまたはダンピングの[6] 

17/06 ・・操縦性の；ローリングの（操縦角の測

定Ｇ０１Ｂ；操縦力の測定Ｇ０１Ｌ）

[6] 

17/08 ・鉄道車両の[6] 

17/10 ・・サスペンション，車軸または車輪の[6] 

19/00 このサブクラスの他のグループに分類され

ない構造物または装置の試験 

19/02 ・点火栓の試験（内燃機関点火における火

花特性の試験Ｆ０２Ｐ１７／１２；電気

的特性の試験Ｇ０１Ｒ３１／００）
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G01N 材料の化学的または物理的性質の決定
による材料の調査または分析（材料成分

の分離一般Ｂ０１Ｄ，Ｂ０１Ｊ，Ｂ０３，Ｂ０

７；完全に単一のサブクラスに分類される装置

は関連サブクラス，例．Ｂ０１Ｌ，参照，免疫

分析以外の酵素または微生物を含む測定また

は試験Ｃ１２Ｍ，Ｃ１２Ｑ；基礎地盤の現場で

の調査Ｅ０２Ｄ１／００；排ガス処理装置のモ

ニターまたは診断装置Ｆ０１Ｎ１１／００；湿

気以外の変量の測定を補償するための，または

湿気変動における計器の変化の感知はＧ０１

Ｄまたは変量測定の関連サブクラス参照；構造

物の性質の測定または試験Ｇ０１Ｍ；材料の電

気的または磁気的性質の測定または調査Ｇ０

１Ｒ；反射または再放射された電磁波の伝播効

果，例．ドップラー効果や伝幡時間を用いた距

離，速度または存在を決定するための方式一般，

他の波動を用いた類似の装置Ｇ０１Ｓ；写真材

料の感度，粒状性，または密度の決定Ｇ０３Ｃ

５／０２；原子炉の構成部品の試験Ｇ２１Ｃ１

７／００） 

注 

（１）このサブクラスにおいては，下記の用語は以下に示す意

味で用いる： 

―“調査”とは試験または決定を意味する； 

―“材料”とは個体，液体，ガス状媒質，例．大気，を含む。 

（２）クラスＧ０１のタイトルに続く注に注意すること。 

（３）サブクラスＢ２３Ｋに包含される方法での使用に特に適

合した，材料の特性の調査は，グループＢ２３Ｋ３１／１２に

分類される。[5] 

サブクラス内の索引 

サンプリング，調製 ............................... 1/00 

調査対象の性質によって特徴づけられた調査または分析 

機械的強度；密度；流れ ................ 3/00;9/00;11/00 

表面または境界効果；粒子の特徴，透過率；摩擦，粘着力

.................................... 13/00;15/00;19/00 

環境の作用に対する抵抗力 ........................ 17/00 

使用する方法によった特徴づけられた調査 

重 量 測 定 ； 気 体 の 圧 力 ま た は 体 積 の 測 定 ； 機 械 的

...................................... 5/00;7/00;19/00 

光学的；マイクロ波による；放射線による21/00;22/00;23/00 

磁気共鳴または他のスピン効果 .................... 24/00 

熱 的 ； 電 気 的 ， 電 気 化 学 的 ， 磁 気 的 ； 音 響 的

.................................... 25/00;27/00;29/00 

成分分離によるもの；化学的方法の利用によるもの

.......................................... 30/00;31/00 

調査される材料によって特徴づけられたその他の調査または

分析 ............................................ 33/00 

免疫分析 ........................................ 33/53 

自動分析 ........................................ 35/00 

前のグループに包含されない細部 .................. 37/00 

 

1/00 サンプリング；調査用標本の調製（自動分

析のための材料の取扱い３５／００） 

1/02 ・試料取出しのための装置（医学または獣

医学用Ａ６１；土壌試料または井戸液体

試料の採取Ｅ２１Ｂ４９／００） 

1/04 ・・固体状のもの，例．切断によるもの 

1/06 ・・・薄片を作製するもの，例．ミクロト

ーム 

1/08 ・・・抜取り用具を包含するもの，例．コ

アー・ビット 

1/10 ・・液体または流動状のもの 

1/12 ・・・ジッパ；浚渫機（吸引浚渫機Ｅ０２

Ｆ３／８８）[5] 

1/14 ・・・吸入装置，例．ポンプ；排出装置 

1/16 ・・・数種のレベルで採取できるもの（１

／１２，１／１４が優先） 

1/18 ・・・試料を分割できるもの（１／１２，

１／１４が優先；クロマトグラフィ

用フラクション捕集装置Ｂ０１Ｄ１

５／０８） 

1/20 ・・・流動しまたは落下する材料のための

もの（１／１２，１／１４が優先） 

1/22 ・・気体状のもの 

1/24 ・・・吸入装置 

1/26 ・・・数種の空間から採取できるもの 

1/28 ・調査用標本の調製（顕微鏡のスライドへ

の標本の取付けＧ０２Ｂ２１／３４；電

子顕微鏡で分析すべき対象または試料の

保持手段Ｈ０１Ｊ３７／２０） 

1/30 ・・色付け；含浸 

1/31 ・・・そのための装置[6] 

1/32 ・・ポリッシング；エッチング 

1/34 ・・精製；清浄 

1/36 ・・試料の埋め込みまたは類似の取付け[6] 

1/38 ・・試料の希釈，撹拌または混合[6] 

1/40 ・・試料の濃縮[6] 

1/42 ・・低温試料処理，例．低温固定[6] 

1/44 ・・放射を伴う試料処理，例．熱[6] 

3/00 機械的応力の負荷による固体材料の強さの

調査（ひずみ計Ｇ０１Ｂ；応力の測定一般

Ｇ０１Ｌ１／００） 

注 

このグループは，材料の応力の負荷が弾性限界以下の場合のみ

ならず，弾性限界を越える場合，例．破壊するまで，をも包含

する。 

3/02 ・細部 

3/04 ・・チヤック 

3/06 ・・指示または記録手段の特殊な適用 

3/08 ・定張力または定圧縮力によるもの（３／

２８が優先） 

3/10 ・・気圧または水圧によるもの（３／１８

が優先） 

3/12 ・・・圧力試験（流体密試験Ｇ０１Ｍ３／

００） 

3/14 ・・静重量により生じるもの，例．振子；
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バネの伸長力によるもの（３／１８が

優先） 

3/16 ・・伝動装置を通して適用するもの（３／

１８が優先） 

3/18 ・・高温または低温でする試験 

3/20 ・定曲げ力の適用によるもの（３／２６，

３／２８が優先） 

3/22 ・定ねじり力の適用によるもの（３／２６，

３／２８が優先） 

3/24 ・定せん断力の適用によるもの（３／２６，

３／２８が優先） 

3/26 ・ねじりまたは渦巻き特性の試験 

3/28 ・延性の調査，例．金属薄板の深絞りまた

はスピニングに対する適応性の調査 

3/30 ・単衝撃力の適用によるもの（衝撃荷重の

もとで圧痕を形成することによる硬度の

調査３／４８） 

3/303 ・・荷重の自由落下によるもの[7] 

3/307 ・・圧縮した，または張力をかけたスプリ

ングによって発生するもの[7] 

3/31 ・・フライホイルの回転によるもの[7] 

3/313 ・・爆発物によって発生するもの[7] 

3/317 ・・電磁的手段によるもの[7] 

3/32 ・繰返し力または脈動力の適用によるもの

（その種の力の発生一般は関連するクラ

スまたはサブクラス，例．Ｂ０６，Ｇ１

０，参照） 

3/34 ・・機械的手段によるもの，例．ハンマー

による打撃 

3/36 ・・気圧または水圧手段によるもの 

3/38 ・・電磁的手段によるもの 

3/40 ・硬度または反発硬度の調査 

3/42 ・・定荷重のもとで圧子，例．球，角すい，

が形成する圧痕によるもの（３／５４

が優先） 

3/44 ・・・小荷重とそれに続く大荷重のもとに

おかれる圧子，例．ロックウェル系 

3/46 ・・・引きかき作動をする圧子 

3/48 ・・衝撃荷重のもので圧子，例．落下球，

により圧痕を形成することによるもの

（３／５４が優先） 

3/50 ・・ころがり摩擦の測定によるもの，例．

揺れ振り子によるもの（３／５４が優

先） 

3/52 ・・衝撃体のはね返り量の測定によるもの

（３／５４が優先） 

3/54 ・・高温または低温での試験 

3/56 ・耐摩滅性または耐摩耗性の調査 

3/58 ・刃物による被削性の調査；工具の切削性

の調査 

3/60 ・材料，例．耐火材，の急激な熱変化に対

する抵抗調査 

3/62 ・上記サブグループに分類される調査に用

いられた装置の作製，較正，または修理 

5/00 重量測定による材料分析，例．気体または

液体から分離した小粒子の重量測定による

もの（９／００が優先） 

5/02 ・材料の成分を吸収または吸着させ，吸着

剤の重量変化を測定するもの，例．含水

率の測定 

5/04 ・成分を除去し，例．蒸発，残部の重量を

測定するもの 

7/00 気体または蒸気の体積または圧力の測定に

よる材料分析 

7/02 ・成分を吸収，吸着または燃焼させ，その

残部の圧力または体積の変化を測定する

もの 

7/04 ・・吸収または吸着のみによるもの 

7/06 ・・燃焼のみによるもの 

7/08 ・・燃焼後，燃焼生成物を吸収または吸着

させるもの 

7/10 ・多孔壁により成分を拡散させ，圧力また

は体積の差異を測定することによるもの 

7/12 ・・拡散の後，燃焼または接触酸化するも

の 

7/14 ・材料から気体または蒸気，例．水蒸気，

を放出させ，圧力または体積の差異を測

定することによるもの 

7/16 ・・材料の加熱によるもの 

7/18 ・・材料を反応させることによるもの 

7/20 ・・・反応が発酵である場合 

7/22 ・・・・生地に関するもの 

9/00 材料の比重または密度の調査；比重または

密度の測定による材料分析（重量測定装置

Ｇ０１Ｇ） 

9/02 ・一定体積の計量によるもの 

9/04 ・・液体に関するもの 

9/06 ・・・ピボットにより支持された組子を通

して連続的循環機構をもつもの 

9/08 ・固体材料を大気中および液体中の両方で

重量測定し，浮力を測定することによる

もの 

9/10 ・流体材料に全部または部分的に浸された

物体の観察によるもの 

9/12 ・・物体の沈下の度合いの観測によるもの，

例．浮きばかり 

9/14 ・・・物体が容器状であるもの 

9/16 ・・・物体が軸支されているもの 

9/18 ・・・指示，記録または制御のための特殊

な適用 

9/20 ・・諸物体の重量のつり合わせによるもの 

9/22 ・・・液体の連続的循環機構をもつもの 

9/24 ・材料に対する波動性または粒子性の放射

線の透過度の観測によるもの 

9/26 ・圧力の差異の測定によるもの 

9/28 ・・液体中の異なる深度でノズルから発生

する気泡の放出圧力の測定によるもの 

9/30 ・遠心効果によるもの 
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9/32 ・液体の流動性によるもの，例．管または

開口の流れ 

9/34 ・・液体により作動する機素，例．羽根，

の利用によるもの 

9/36 ・比重または密度の測定による材料の分析，

例．水分の測定（測定方法一般９／０２

～９／３２） 

11/00 材料の流動性，例．粘度，塑性，の調査；

流動性の測定による材料分析 

11/02 ・材料の流れの測定によるもの 

11/04 ・・せばめられた通路，例．管，開口，を

通すもの 

11/06 ・・・一定量の流出時間の測定によるもの 

11/08 ・・・一定の流れを生ずるのに要する圧力

の測定によるもの 

11/10 ・材料内で物体を作動させるもの 

11/12 ・・物体の上昇または落下速度の測定によ

るもの；くさび形ゲージの入り込みの

測定によるもの（１１／１６が優先） 

11/14 ・・回転体，例．羽根，の利用によるもの

（１１／１６が優先） 

11/16 ・・振動体の減衰効果の測定によるもの 

13/00 表面または境界効果，例．湿潤力，の調査；

拡散効果の調査；表面，境界または拡散効

果の測定による材料の分析；原子領域の表

面構造の調査または分析[1,7] 

13/02 ・液体の表面張力の調査 

13/04 ・浸透効果の調査 

13/10 ・走査プローブ技術を使用した原子領域の

表面構造の調査または分析（二次放射の

測定によるもの２３／２２；走査プロー

ブ技術を用いた寸法の測定Ｇ０１Ｂ；走

査プローブ装置の細部一般Ｇ１２Ｂ２１

／００）[7] 

13/12 ・・走査型トンネル顕微鏡法（ＳＴＭ）を

使用するもの[7] 

13/14 ・・近視野光学顕微鏡検査法（ＳＮＯＭ）

を使用するもの[7] 

13/16 ・・原子間力顕微鏡法（ＡＦＭ）を使用す

るもの[7] 

13/18 ・・走査型イオンコンダクタンス顕微鏡法

（ＳＩＣＭ）を使用するもの[7] 

13/20 ・・走査型キャパシタンス顕微鏡法（ＳＣ

Ｍ）を使用するもの[7] 

13/22 ・・磁気力顕微鏡法（ＭＦＭ）を使用する

もの[7] 

13/24 ・・走査型電気化学顕微鏡法を使用するも

の[7] 

15/00 粒子の特徴の調査；多孔性材料の透過率，

気孔量または表面積の調査（微生物の同定

Ｃ１２Ｑ）[4] 

15/02 ・粒度または粒度分布の調査（１５／０４，

１５／１０が優先；浸透圧の測定による

もの７／１０；ろ過法によるものＢ０１

Ｄ；ふるい分け法によるものＢ０７Ｂ）

[4] 

15/04 ・懸濁質の沈降の調査 

15/05 ・・血液内の[4] 

15/06 ・懸濁質の濃度の調査（１５／０４，１５

／１０が優先；重量測定によるもの５／

００）[3] 

15/08 ・多孔性材料の透過率，気孔量または表面

積の調査 

15/10 ・個別の粒子の調査[4] 

15/12 ・・クールター計数器[4] 

15/14 ・・電気光学的調査[4] 

17/00 天候，腐蝕または光に対する耐久性の調査 

17/02 ・風化，腐蝕または防蝕を測定するための

電気化学的測定システム（１７／０４が

優先）[5] 

17/04 ・腐蝕プローブ[5] 

19/00 機械的方法による材料の調査（３／００～

１７／００が優先） 

19/02 ・材料間の摩擦係数の測定 

19/04 ・材料間，例．シールテープ，被覆材，の

粘着力の測定 

19/06 ・材料の掻取りによる調査，例．火花試験 

19/08 ・きずまたは不規則性の存在の検知（表面

の粗さまたは不規則性の測定Ｇ０１Ｂ５

／２８） 

19/10 ・含水量の測定，例．吸湿性フィラメント

の長さの変化の測定によるもの；湿度計 

21/00 光学的手段，すなわち．赤外線，可視光線

または紫外線を使用することによる材料の

調査または分析（３／００から１９／００

が優先；応力測定一般Ｇ０１Ｌ１／００；

計測器の光学要素Ｇ０２Ｂ；データ処理に

よる画像分析Ｇ０６Ｔ） 

注 

このグループには，光のスペクトルそれ自体の調査は含まれな

い。また，光のスペクトルが感知され，そのスペクトルの作成，

検出，分析に主眼が置かれていて，調べる材料の特性が重要で

ない場合における，材料の特性の測定も含まれない。（クラス

Ｇ０１のタイトルの後の注（４）も参照のこと）。これらの項

目はグループＧ０１Ｊ３／００に分類される。[7] 

21/01 ・光学的調査を容易に行なうための配置ま

たは装置[3] 

21/03 ・・キュベット構造[3] 

21/05 ・・・フロースルーキュベット（２１／０

９が優先；流体試料の取扱い１／１

０）[3] 

21/07 ・・・遠心分離型のキュベット（２１／０

９が優先；遠心分離機Ｂ０４Ｂ）[3] 

21/09 ・・・敵性環境または腐食性材料もしくは

研摩性材料に耐えるものに適したも

の[3] 

21/11 ・・キュベットへの充てんまたは排出[3] 

21/13 ・・調査位置へのまたは調査位置からのキ
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ュベットまたは固体試料の移動[3] 

21/15 ・・光学系構成要素の汚染防止または光路

妨害の防止[3] 

21/17 ・調査される材料の特性に応じて入射光が

変調されるシステム（調査される材料が

光学的に励起され入射光の波長に変化を

起すシステム２１／６３）[3] 

21/19 ・・二色性[3] 

21/21 ・・偏光に影響をおよぼす特性（２１／１

９が優先）[3] 

21/23 ・・・複屈折[3] 

21/25 ・・色；スペクトル特性，すなわち２また

はそれ以上の波長あるいは波長帯にお

いて材料が光に与える効果の比較[3] 

21/27 ・・・光電検出器を用いるもの（２１／３

１が優先）[3] 

21/29 ・・・視覚検知によるもの（２１／３１が

優先）[3] 

21/31 ・・・特定の元素または分子を特徴づける

波長における材料の相対的効果の調

査，例．原子吸光分光[3] 

21/33 ・・・・紫外光を用いるもの（２１／３９

が優先）[3] 

21/35 ・・・・赤外光を用いるもの（２１／３９

が優先）[3] 

21/37 ・・・・・気体検知器を用いるもの[3] 

21/39 ・・・・同調型レーザーを用いるもの[3] 

21/41 ・・屈折率；位相に影響を与える性質，例．

光路長（２１／２１が優先）[3] 

21/43 ・・・臨界角の測定によるもの[3] 

21/45 ・・・干渉法によるもの；シュリーレン法

によるもの[3] 

21/47 ・・散乱，すなわち拡散反射（２１／２５，

２１／４１が優先）[3] 

21/49 ・・・物体内部または流体内部[3] 

21/51 ・・・・容器の内部，例．アンプル内（２

１／５３が優先；容器の清潔さの

チェックＢ０８Ｂ９／４６）[3] 

21/53 ・・・・流れている流体，例．煙，の内部

（煙により作動する警報器Ｇ０８

Ｂ１７／１０）[3] 

21/55 ・・鏡面反射[3] 

21/57 ・・・光沢の測定[3] 

21/59 ・・透過率（２１／２５が優先）[3] 

21/61 ・・・非分散型ガス分析計[3] 

21/62 ・調査される材料が励起され，それにより

光を発しまたは入射光の波長に変化を生

ずるシステム[3] 

21/63 ・・光学的励起[3] 

21/64 ・・・蛍光；燐光[3] 

21/65 ・・・ラマン散乱[3] 

21/66 ・・電気的励起，例．エレクトロルミネセ

ンス[3] 

21/67 ・・・電弧または放電を用いるもの（スパ

ークギャップＨ０１Ｔ）[3] 

21/68 ・・・高周波電場を用いるもの[3] 

21/69 ・・・流体に特に適したもの[3] 

21/70 ・・機械的励起，例．摩擦ルミネセンス[3] 

21/71 ・・熱的励起[3] 

21/72 ・・・火炎バーナを用いるもの[3] 

21/73 ・・・プラズマバーナまたはプラズマトー

チを用いるもの[3] 

21/74 ・・・フレームレス原子化法，例．グラフ

ァイト炉，によるもの[3] 

21/75 ・材料が化学反応を受け，その反応の進行

または結果が調査されるシステム（材料

が炎またはプラズマ中で燃焼されるシス

テム２１／７２，２１／７３）[3] 

21/76 ・・化学ルミネセンス；生物ルミネセンス

[3] 

21/77 ・・化学指示薬に対する効果を観察するこ

とによるもの[3] 

21/78 ・・・色の変化の提示[3] 

21/79 ・・・・光度滴定[3] 

21/80 ・・・・ｐＨ値の指示[3] 

21/81 ・・・・湿度の指示[3] 

21/82 ・・・沈殿物または混濁の生成[3] 

21/83 ・・・・比濁滴定[3] 

21/84 ・特殊な応用に特に適合したシステム[3] 

21/85 ・・動いている流体または動いている粒状

固体の調査[3] 

21/86 ・・動いているシートの調査（２１／８９

が優先）[3] 

21/87 ・・宝石の調査（２１／８８が優先）[3] 

21/88 ・・きず，欠陥，または汚れの存在の調査

[3] 

21/89 ・・・動いている材料，例．紙・織物，の

中の（２１／９０，２１／９１，２

１／９４が優先）[3,7] 

21/892 ・・・・調査されるきず，欠陥，または対

象物の特質に特徴付けられるもの

[7] 

21/894 ・・・・・ピンホール[7] 

21/896 ・・・・・透明材料の内部または表面の光

学的欠陥，例．歪・表面のきず

[7] 

21/898 ・・・・・織地またはパターン表面，例．

織物・木材，の不規性[7] 

21/90 ・・・容器中またはその内容物（２１／９

１が優先）[3] 

21/91 ・・・染料，例．蛍光インク，の浸透を用

いるもの[3] 

21/93 ・・・検査用標準；キャリブレーション[7] 

21/94 ・・・汚れ，例．塵埃，の調査（２１／８

５が優先）[7] 

21/95 ・・・調査対象物の材質や形に特徴付けら

れるもの（２１／８９～２１／９１，

２１／９４が優先）[7] 



Ｇ０１Ｎ 

 

G01N - 5 

国際特許分類 第８版 (2006.01 発行) 

21/952 ・・・・円筒体またはワイヤの外表面の検

査[7] 

21/954 ・・・・中空体，例．削孔，の内側表面の

検査[7] 

21/956 ・・・・物体表面のパターンの検査（電子

回路の非接触試験Ｇ０１Ｒ３１／

３０８；貨幣の検査Ｇ０７Ｄ）[7] 

21/958 ・・・・透明な材料の検査[7] 

22/00 マイクロ波の利用による材料の調査または

分析（３／００～１７／００，２４／００

が優先）[3] 

22/02 ・きずの存在の調査[3] 

22/04 ・含水量の調査[3] 

23/00 グループ２１／００または２２／００に包

含されない波動性または粒子性放射線，例．

Ｘ線，中性子線，の使用による材料の調査

または分析（３／００から１７／００が優

先；応力の測定一般Ｇ０１Ｌ１／００；原

子核放射線またはＸ線の測定Ｇ０１Ｔ；物

体または材料を原子炉に導入するもの，ま

たは原子炉から物体または材料を取り除く

もの，または原子炉内での処理の後に物体

または材料を貯蔵するものＧ２１Ｃ；Ｘ線

装置の構造もしくは操作，またはそのため

の回路Ｈ０５Ｇ） 

23/02 ・放射線の材料透過によるもの 

23/04 ・・映像形成（電子顕微鏡Ｈ０１Ｊ） 

23/05 ・・・中性子線の利用[3] 

23/06 ・・吸収の測定 

23/08 ・・・電気的検出手段の利用 

23/083 ・・・・放射線がＸ線であるもの（２３／

１０～２３／１８が優先）[5] 

23/087 ・・・・・多種エネルギーＸ線を用いるも

の[5] 

23/09 ・・・・中性子線放射[3] 

23/10 ・・・・容器内に封入された材料（２３／

０９が優先）[3] 

23/12 ・・・・材料が流れている流体または流れ

ている粒状固体（２３／０９が優

先）[3] 

23/14 ・・・・・特に操作制御もしくは監視また

は報知に用いるもの 

23/16 ・・・・移動するシート材料（２３／０９，

２３／１８が優先）[3] 

23/18 ・・・・きずまたは介在物の存在の調査（２

３／０９が優先）[3,5] 

23/20 ・放射線の回折の利用によるもの，例．結

晶構造の調査のためのもの；放射線の反

射の利用によるもの 

23/201 ・・微小角散乱の測定によるもの[2] 

23/202 ・・・中性子線の利用[3] 

23/203 ・・背面散乱の測定によるもの[2] 

23/204 ・・・中性子線の利用[3] 

23/205 ・・回折カメラによるもの（２３／２０１

が優先）[2] 

23/206 ・・・中性子線放射[3] 

23/207 ・・検出器を用いた回折手段によるもの，

例．分析用結晶または被分析結晶を中

心におき１個または複数個の移動可能

な検出器を周辺に配するもの（２３／

２０１が優先，検出または測定される

ふく射線強度の分光Ｇ０１Ｔ１／３

６）[2] 

23/22 ・二次放射の測定によるもの[2] 

23/221 ・・放射化分析によるもの[2] 

23/222 ・・・中性子線の利用[3] 

23/223 ・・試料をＸ線で照射し螢光Ｘ線を測定す

るもの[2] 

23/225 ・・電子またはイオンマイクロプローブを

用いるもの（マイクロプローブによる

分析のための電子またはイオンビーム

管Ｈ０１Ｊ３７／００）[2] 

23/227 ・・光電効果，例．オージェ電子，を測定

するもの[2] 

24/00 核磁気共鳴，電子常磁性共鳴または他のス

ピン効果の使用による材料の調査または分

析（磁気共鳴効果測定のための装置または

器具Ｇ０１Ｒ３３／２０）[3,4,5] 

24/08 ・核磁気共鳴を用いることによるもの（２

４／１２が優先）[3] 

24/10 ・電子常磁性共鳴を用いることによるもの

[3] 

24/12 ・二重共鳴を用いることによるもの[3] 

24/14 ・サイクロトロン共鳴を用いることによる

もの[3] 

25/00 熱的手段の利用による材料の調査または分

析（３／００～２３／００が優先） 

25/02 ・状態変化または相変化の調査によるも

の；半融の調査によるもの 

25/04 ・・融点の；凝固点の；軟化点の 

25/06 ・・・凝固点変化の測定による分析 

25/08 ・・沸点の 

25/10 ・・・沸点変化の測定による分析 

25/12 ・・臨界点の；他の相変化の 

25/14 ・蒸留，抽出，昇華，凝縮，凝固，または

晶出の利用によるもの（２５／０２が優

先） 

25/16 ・熱膨脹係数の調査によるもの 

25/18 ・熱伝導度の調査によるもの（熱量計によ

るもの２５／２０；電気的に加熱された

物体の抵抗変化の測定によるもの２７／

１８） 

25/20 ・発生熱の調査によるもの，すなわち熱量

測定によるもの，例．比熱の測定による

もの，熱伝導度の測定によるもの 

25/22 ・・燃焼または接触酸化にもとづくもの，

例．ガス混合物の各成分 

25/24 ・・・燃焼管の利用，すなわち微量分析用 
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25/26 ・・・酸素圧下での燃焼の利用，すなわち

ボンブ熱量計 

25/28 ・・・燃焼により生成したガスの温度上昇

の直接測定 

25/30 ・・・・電気的感温素子の利用 

25/32 ・・・・・熱電素子の利用 

25/34 ・・・・機械的感温素子，例．バイメタル，

の利用 

25/36 ・・・・・ガス混合物の組成の調査用 

25/38 ・・・・固体の溶融または燃焼の利用 

25/40 ・・・発生熱を流れている流体へ移すもの 

25/42 ・・・・連続的に 

25/44 ・・・発生熱を一定量の流体に移すもの 

25/46 ・・・・ガス混合物組成の調査用 

25/48 ・・溶解，吸収，または燃焼もしくは接触

酸化が関与しないない化学反応にもと

づくもの 

25/50 ・引火点の調査によるもの；爆発性の調査

によるもの 

25/52 ・・液体の引火点の測定によるもの 

25/54 ・・爆発性の測定によるもの 

25/56 ・含水量の調査によるもの 

25/58 ・・加熱，冷却または膨脹による材料の物

性変化の測定によるもの 

25/60 ・・・蒸気の湿度の測定用 

25/62 ・・湿度測定手段，例．乾湿球温度計，に

よるもの 

25/64 ・・・電気的感温素子の利用 

25/66 ・・露点の調査によるもの 

25/68 ・・・凝縮表面の温度変化によるもの 

25/70 ・・・材料の温度変化によるもの，例．圧

縮によるもの，膨脹によるもの 

25/72 ・きずの調査（熱伝導度の調査によるもの

２５／１８） 

27/00 電気的，電気化学的，または磁気的手段の

利用による材料の調査または分析（３／０

０～２５／００が優先；材料の電気的また

は磁気的特性またはそれらの変量の測定ま

たは試験Ｇ０１Ｒ） 

27/02 ・インピーダンスの調査によるもの 

27/04 ・・抵抗の調査によるもの 

27/06 ・・・液体の（電解２７／２６；ポーラロ

グラフィー２７／４８；流体の電気

抵抗の測定Ｇ０１Ｒ２７／２２） 

27/07 ・・・・測定用ベッセルの構造；そのため

の電極[2] 

27/08 ・・・・連続的に流れている場合 

27/10 ・・・・・特に操作制御もしくは監視また

は報知に用いるもの（調整Ｇ０

５Ｄ） 

27/12 ・・・流体の吸収による固体の；流体との

反応による固体の 

27/14 ・・・温度変化による電気的に加熱された

物体の 

27/16 ・・・・雰囲気形成試料の燃焼または接触

酸化により生じさせた場合の，例．

ガスの 

27/18 ・・・・雰囲気形成試料の熱伝導度の変化

により生じさせた場合の（２７／

２０が優先） 

27/20 ・・・きずの調査 

27/22 ・・容量の調査によるもの 

27/24 ・・・きずの調査 

27/26 ・電気化学的変量の調査によるもの；電解

または電気泳動の利用によるもの（腐蝕

に対する抵抗の調査１７／００；吸着，

吸収もしくは類似現象，またはイオン交

換，例．クロマトグラフィ，を用いる成

分分離による材料の調査または分析３０

／００；免疫電気泳動３３／５６１；電

気化学的方法または装置一般Ｂ０１Ｊ；

標準電池Ｈ０１Ｍ６／２８）[5] 

27/27 ・・各々が異なる変数を測定する２以上の

測定システムまたはセルの結合であっ

て，そのシステムまたはセルが物理的

に結合されて測定結果が個々に使用さ

れるか，あるいはその結果が後続の変

数を生じるように結合されるもの[5] 

27/28 ・・電解質セル要素 

27/30 ・・・電極，例．試験電極；半電池（２７

／４１４が優先）[5] 

27/31 ・・・・透過膜，例．半多孔性または透過

選択性膜，を有する半電池[5] 

27/32 ・・・・かんこう電極 

27/327 ・・・・生化学的電極[5] 

27/333 ・・・・イオン選択性電極または膜（ガラ

ス電極２７／３６）[5] 

27/34 ・・・・水銀滴下電極 

27/36 ・・・・ガラス電極 

27/38 ・・・・電極の洗浄 

27/40 ・・・半透膜または隔膜 

27/401 ・・・塩橋；液絡[5] 

27/403 ・・セルと電極の組合せ[5] 

27/404 ・・・アノード，カソードおよびセル電解

質を試料流体から隔てている透過性

膜の同一側に有するセル[5] 

27/406 ・・・固体電解質を有するセルおよびプロ

ーブ[5] 

27/407 ・・・・気体の調査または分析のためのも

の[5] 

27/409 ・・・・・酸素濃淡電池[5] 

27/41 ・・・・・酸素ポンピングセル[5] 

27/411 ・・・・液体金属の調査または分析のため

のもの[5] 

27/413 ・・・液体電解質を用いる濃淡電池[5] 

27/414 ・・・イオン感応性または化学的電界効果

トランジスタ，例．ＩＳＦＥＴＳま

たはＣＨＥＭＦＥＴＳ[5] 
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27/416 ・・システム（２７／２７が優先）[5] 

27/417 ・・・固体電解質を有するセルおよびプロ

ーブを用いるもの[5] 

27/419 ・・・・酸素ポンピングセルと酸素濃淡電

池の組合せにより電圧または電流

を測定するもの[5] 

27/42 ・・・電解質からの物質の沈積または遊離

の測定；電量測定，すなわち電解質

中の物質の電気化学当量の測定[5] 

27/44 ・・・・試薬を発生させるために電解を用

いるもの，例．滴定用[5] 

27/447 ・・・電気泳動を用いるもの[5] 

27/453 ・・・・そのためのセル[5] 

27/48 ・・・ポーラログラフィーを用いるもの，

すなわち遅緩電圧変化のもとで電流

変化の測定 

27/49 ・・・１つ以上の特定のイオン種の選択的

測定を行うための単一の特定値，ま

たは微小な範囲の供給電圧での電流

の測定を含むシステム[5] 

27/60 ・静電気変量の調査によるもの（容量の調

査によるもの２７／２２） 

27/61 ・・きずの存在の調査[3] 

27/62 ・ガスのイオン化の調査によるもの；放電

の調査によるもの，例．陰極の放射（粒

子線分光計Ｈ０１Ｊ４９／００） 

27/64 ・・ガスをイオン化するための波動または

粒子線の利用，例．電離箱におけるも

の 

27/66 ・・・そして電流または電圧の測定 

27/68 ・・ガスのイオン化のために放電を用いる

もの 

27/70 ・・・そして電流または電圧の測定 

27/72 ・磁気変量の調査によるもの 

27/74 ・・流体の（２４／００が優先） 

27/76 ・・・磁化率の調査によるもの 

27/80 ・・機械的硬度調査用，例．鉄磁性材料の

磁気飽和または残留磁気の調査による

もの 

27/82 ・・きずの調査用 

27/83 ・・・漂遊磁場の調査によるもの[3] 

27/84 ・・・・磁気粉または磁気インクの利用に

よるもの[3] 

27/85 ・・・・マグネットグラフィーを用いるこ

とによるもの[3] 

27/87 ・・・・探針を用いるもの[3] 

27/90 ・・・渦電流を用いるもの[3] 

27/92 ・絶縁破壊電圧の調査によるもの（２７／

６０，２７／６２が優先；物品または固

体もしくは液体の試料の絶縁耐力または

絶縁破壊電圧試験Ｇ０１Ｒ３１／１２）

[3] 

29/00 超音波，音波または亜音波の使用による材

料の調査または分析；超音波または音波を

物体内に伝播させることによる物体内部の

可視化（３／００から２７／００が優先；

超音波，音波または亜音波の測定または指

示一般Ｇ０１Ｈ；音波の反射または再放射

を使用する方式，例．音響イメージング，

Ｇ０１Ｓ１５／００；超音波，音波または

亜音波を使用する写真に類似する技法によ

って記録を得るものＧ０３Ｂ４２／０６）

[4] 

29/02 ・流体の分析（アコースティックエミッシ

ョン法を使用するもの２９／１４）[5,8] 

29/024 ・・音波の伝播速度または伝播時間の測定

によるもの[8] 

29/028 ・・機械的または音響的インピーダンスの

測定によるもの[8] 

29/032 ・・音波の減衰の測定によるもの[8] 

29/036 ・・音波の周波数または共鳴の測定による

もの[8] 

29/04 ・固体の分析（アコースティックエミッシ

ョン法を使用するもの２９／１４）

[4,5,8] 

29/06 ・・内部の可視化，例．音波顕微鏡検査[4,8] 

29/07 ・・音波の伝播速度または伝播時間の測定

によるもの[8] 

29/08 （→２９／０７，２９／０９，２９／１１，

２９／１２） 

29/09 ・・機械的または音響的インピーダンスの

測定によるもの[8] 

29/10 （→２９／０７，２９／０９，２９／１１，

２９／１２） 

29/11 ・・音波の減衰の測定によるもの[8] 

29/12 ・・音波の周波数または共鳴の測定による

もの[5,8] 

29/14 ・アコースティックエミッション法を使用

するもの[5,8] 

29/16 （→２９／０２８，２９／０９） 

29/18 （→２９／０２４，２９／０７） 

29/20 （→２９／０３２，２９／１１） 

29/22 ・細部[5] 

29/24 ・・探触子[5] 

29/26 ・・方向付けまたは走査のための構成[5] 

29/265 ・・・静止した材料に対して検知器を移動

させることによるもの[8] 

29/27 ・・・静止した検知器に対して材料を移動

させることによるもの[8] 

29/275 ・・・検知器および材料を共に移動させる

ことによるもの[8] 

29/28 ・・音響結合の提供[5] 

29/30 ・・較正または比較のための構成，例．基

準体を使用するもの[8] 

29/32 ・・望ましくない影響，例．温度または圧

力の変動，を抑制する装置[8] 

29/34 ・超音波，音波または亜音波の発生[8] 

29/36 ・応答信号の検知[8] 
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29/38 ・・時間的フィルタリングによるもの，例．

ゲートの使用によるもの[8] 

29/40 ・・振幅フィルタリングによるもの，例．

閾値の使用によるもの[8] 

29/42 ・・周波数フィルタによるもの[8] 

29/44 ・検知された応答信号の処理[8] 

29/46 ・・スペクトル分析，例．フーリェ分析[8] 

29/48 ・・振幅比較によるもの[8] 

29/50 ・・自己相関検出手法または相互相関検出

手法を使用するもの[8] 

29/52 ・・スペクトル分析以外の逆解析手法を使

用するもの，例．共役勾配法によるも

の[8] 

30/00 吸着，吸収もしくは類似現象，またはイオ

ン交換，例．クロマトグラフィ，を用いる

成分分離による材料の調査または分析（３

／００から２９／００が優先；成分の調製

または生産のための分離Ｂ０１Ｄ１５／０

０，Ｂ０１Ｄ５３／０２，Ｂ０１Ｄ５３／

１４）[4] 

注 

このグループにおいては，下記の用語は以下に示す意味で用い

る： 

―“調節”とは，環境パラメータ，例．温度または圧力，の調

整または制御を意味する。[4] 

30/02 ・カラムクロマトグラフィ[4] 

30/04 ・・分析試料の調製または導入[4] 

30/06 ・・・調製[4] 

30/08 ・・・・エンリッチャを用いるもの[4] 

30/10 ・・・・スプリッタを用いるもの[4] 

30/12 ・・・・気化によるもの[4] 

30/14 ・・・・成分除去によるもの[4] 

30/16 ・・・導入（３０／２４が優先）[4] 

30/18 ・・・・セプタムまたはマイクロシリンジ

を用いるもの[4] 

30/20 ・・・・サンプリングバルブを用いるもの

[4] 

30/22 ・・・・高圧液体系に導入するもの[4] 

30/24 ・・・自動導入方式[4] 

30/26 ・・流体キャリアの調節；フローパターン

[4] 

30/28 ・・・流体キャリアの物理的パラメータの

制御[4] 

30/30 ・・・・温度の制御[4] 

30/32 ・・・・圧力または流速の制御（３０／３

６が優先）[4] 

30/34 ・・・・流体組成の制御，例．勾配溶離法

（３０／３６が優先）[4] 

30/36 ・・・・高圧液体系における制御[4] 

30/38 ・・・フローパターン[4] 

30/40 ・・・・バックフラッシュ法を用いるもの

[4] 

30/42 ・・・・カウンターカレント法を用いるも

の[4] 

30/44 ・・・・分配されたフラクションのリサイ

クル法を用いるもの[4] 

30/46 ・・・・複数カラムを用いるもの[4] 

30/48 （→Ｂ０１Ｊ２０／２８１～２０／２９

２） 

30/50 ・・収着剤または固定相液体の調節[4] 

30/52 ・・・物理的パラメータ[4] 

30/54 ・・・・温度[4] 

30/56 ・・・充填法または被覆法[4] 

30/58 ・・・収着剤が全体として移動するもの[4] 

30/60 ・・カラムの構造[4] 

30/62 ・・カラムクロマトグラフィに特に用いら

れる検出器[4] 

30/64 ・・・電気的検出器[4] 

30/66 ・・・・熱伝導度検出器[4] 

30/68 ・・・・フレームイオン化検出器[4] 

30/70 ・・・・電子捕獲検出器（３０／６８が優

先）[4] 

30/72 ・・・質量分析計[4] 

30/74 ・・・光学的検出器[4] 

30/76 ・・・音響学的検出器[4] 

30/78 ・・・複数の検出器を用いるもの[4] 

30/80 ・・フラクションコレクタ[4] 

30/82 ・・・自動化手段[4] 

30/84 ・・分配されたフラクションの調製[4] 

30/86 ・・信号解析[4] 

30/88 ・・グループ３０／０４から３０／８６の

うちの１つに含まれないもので，カラ

ムクロマトグラフィに特に用いられる

統合的分析（信号解析方式一般Ｇ０６

Ｆ，Ｇ０６Ｇ，Ｇ０６Ｔ）[4] 

30/89 ・逆クロマトグラフィ，即ち，固定相に検

体があるもの[8] 

30/90 ・プレートクロマトグラフィ，例．薄層ま

たはペーパークロマトグラフィ[4] 

30/91 ・・試料の添加[4] 

30/92 ・・プレートの構造[4] 

30/93 ・・・収着層の形成[4] 

30/94 ・・展開法[4] 

30/95 ・・プレートクロマトグラフィに特に用い

られる検出器；信号解析[4] 

30/96 ・イオン交換の利用（３０／０２，３０／

９０が優先）[4] 

31/00 サブグループに規定された化学的方法の利

用による非生物学的材料の調査または分析

（酵素や微生物を用いずに行う殺菌の効果

または完全性のテストＡ６１Ｌ２／２８；

酵素または微生物を含む測定または試験方

法Ｃ１２Ｑ１／００）；該方法に特に用いら

れる装置[4] 

注 

グループ３／００から２９／００に規定された方法によるも

ので，グループ３１／０２から３１／２２に包含される反応過

程の観察は，もしこの観察が重要であれば，その方法を包含す
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る関連グループに分類される。 

31/02 ・沈殿の利用 

31/10 ・触媒の利用 

31/12 ・燃焼の利用（２５／２０が優先） 

31/16 ・滴定の利用 

31/18 ・・特に滴定用に作られたビューレット（ビ

ューレット一般Ｂ０１Ｌ３／０２） 

31/20 ・微量分析の利用，例．点滴反応 

31/22 ・化学的指示薬の利用（３１／０２が優先） 

33/00 グループ１／００から３１／００に包含さ

れない，特有な方法による材料の調査また

は分析 

33/02 ・食品 

33/03 ・・食用油または食用脂肪[4] 

33/04 ・・酪農品 

33/06 ・・・脂肪含量の定量，例．プチロメータ 

33/08 ・・卵，例．光線で良否を検ずるもの 

33/10 ・・でんぷん含有物質，例．生地 

33/12 ・・肉；魚 

33/14 ・・飲料 

33/15 ・医薬[3] 

33/18 ・水 

33/20 ・金属 

33/22 ・燃料；爆発物 

33/24 ・地かく構成材料（３３／４２が優先） 

33/26 ・油類，粘性液体；塗料；インキ（３３／

２２が優先） 

33/28 ・・油類（食用油または食用脂肪３３／０

３）[4] 

33/30 ・・・潤滑特性用 

33/32 ・・塗料；インキ 

33/34 ・紙 

33/36 ・織物 

33/38 ・コンクリート；セラミック；ガラス；レ

ンガ 

33/40 ・研摩材料 

33/42 ・舗装材料（３３／３８が優先） 

33/44 ・樹脂；プラスチック；ゴム；皮 

33/46 ・木 

33/48 ・生物学的材料，例．血液，尿（３３／０

２から３３／１４，３３／２６，３３／

４４，３３／４６が優先；種子の発芽能

力の決定Ａ０１Ｃ１／０２）；血球計（表

面を走査することによってその表面に分

布されている血球を計数するものＧ０６

Ｍ１１／０２）[3,4] 

33/483 ・・生物学的材料の物理的分析[4] 

33/487 ・・・液体状生物学的材料のもの[4] 

33/49 ・・・・血液[4] 

33/493 ・・・・尿[4] 

33/497 ・・・気体状生物学的材料，例．呼気，の

もの[4] 

33/50 ・・生物学的材料，例．血液，尿，の化学

分析；生物学的特異性を有する配位子

結合方法を含む試験；免疫学的試験（酵

素または微生物を含む免疫学的なもの

以外の測定または試験方法，そのため

の組成物または試験紙；そのような組

成物を形成する方法，微生物学的方法

または酵素学的方法における条件応答

制御Ｃ１２Ｑ）[3] 

注 

このグループにおいては，下記の表現は以下に示す意味で用い

る： 

―“…を含むもの”という語がある材料について用いられると

きは，該表現はその材料を別の材料の試験における定量剤また

は反応体として使用することおよびその材料を分析すること

の両方の場合を意味する。[3] 

注 

グループ３３／５２から３３／９８においては，相反する指示

がない限り，最後の適切な箇所に分類される。[3] 

33/52 ・・・比色計による調査または分光光度計

による調査またはけい光分析計によ

る調査のための化合物または組成物

の使用，例．試験紙の使用[3] 

33/53 ・・・免疫分析；生物学的特異的結合分析；

そのための物質（抗原または抗体を

含有する医療品製剤Ａ６１Ｋ；ハプ

テン一般はクラスＣ０７の関連箇所

を参照；蛋白質等のペプチド一般Ｃ

０７Ｋ）[4] 

33/531 ・・・・免疫化学的試験物質の製造[4] 

33/532 ・・・・・標識免疫化学物質の製造[4] 

33/533 ・・・・・・蛍光標識を有するもの[4] 

33/534 ・・・・・・放射性標識を有するもの[4] 

33/535 ・・・・・・酵素標識を有するもの[4] 

33/536 ・・・・液相中に形成された免疫複合体に

よるもの[4] 

33/537 ・・・・・未結合抗原または抗体から免疫

複合体を分離することによるも

の[4] 

33/538 ・・・・・・収着カラム，粒子または樹脂

片によるもの[4] 

33/539 ・・・・・・沈澱試薬を含むもの[4] 

33/541 ・・・・・・・二重または第二抗体[4] 

33/542 ・・・・・立体的阻害または信号の変更，

例．蛍光偏光解消，によるもの

[4] 

33/543 ・・・・免疫化学物質を固定化するための

不溶性担体によるもの[4] 

33/544 ・・・・・担体が有機物であるもの[4] 

33/545 ・・・・・・合成樹脂[4] 

33/546 ・・・・・・・水性懸濁粒子として[4] 

33/547 ・・・・・・・架橋剤により担体に結合し

た抗原または抗体によるも

の[4] 

33/548 ・・・・・・炭水化物，例．デキストラン

[4] 
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33/549 ・・・・・・担体内に包括された抗原また

は抗体によるもの[4] 

33/551 ・・・・・担体が無機物であるもの[4] 

33/552 ・・・・・・ガラスまたはシリカ[4] 

33/553 ・・・・・・金属または金属被覆[4] 

33/554 ・・・・・担体が生物学的細胞または細胞

細片，例．細菌，酵母細胞，で

あるもの[4] 

33/555 ・・・・・・赤血球[4] 

33/556 ・・・・・・・固定または安定化された赤

血球[4] 

33/557 ・・・・動力学的測定，すなわち．抗原―

抗体相互作用の進行速度，を用い

るもの[4] 

33/558 ・・・・抗原または抗体の拡散または移動

を用いるもの[4] 

33/559 ・・・・・ゲルを介するもの，例．オウク

テルロニー法[4] 

33/561 ・・・・・免疫電気泳動[4] 

33/563 ・・・・抗体フラグメントを含むもの[4] 

33/564 ・・・・あらかじめ存在する免疫複合体ま

たは自己免疫疾患のためのもの

[4] 

33/566 ・・・・配位子結合試薬として，特異的キ

ャリアまたは受容体蛋白質を用い

るもの[4] 

33/567 ・・・・・結合試薬として，組識または器

官の分離物を利用するもの[4] 

33/569 ・・・・微生物，例．原生動物，細菌，ウ

ィルス，のためのもの[4] 

33/571 ・・・・・性病，例．梅毒，淋疾，疱疹，

のためのもの[4] 

33/573 ・・・・酵素またはイソ酵素のためのもの

[4] 

33/574 ・・・・癌のためのもの[4] 

33/576 ・・・・肝炎のためのもの[4] 

33/577 ・・・・モノクローナル抗体を含むもの[4] 

33/579 ・・・カブトガニ細胞溶解産物を含むもの

[4] 

33/58 ・・・標識物質を含むもの（３３／５３が

優先；生体内試験のためのものＡ６

１Ｋ５１／００）[3] 

33/60 ・・・・放射性標識物質を含むもの（トレ

ーサーＧ２１Ｈ５／０２）[3] 

33/62 ・・・尿素を含むもの[3] 

33/64 ・・・ケトンを含むもの[3] 

33/66 ・・・血糖，例．ガラクトース，を含むも

の[3] 

33/68 ・・・蛋白質またはペプチドまたはアミノ

酸を含むもの[3] 

33/70 ・・・クレアチンまたはクレアチニンを含

むもの[3] 

33/72 ・・・血色素，例．ヘモグロビン，ビリル

ビン，を含むもの[3] 

33/74 ・・・ホルモンを含むもの[3] 

33/76 ・・・・胎盤性腺刺激ホルモン[3] 

33/78 ・・・・甲状線ホルモン[3] 

33/80 ・・・血液群または血液型を含むもの[3] 

33/82 ・・・ビタミンを含むもの[3] 

33/84 ・・・無機化合物またはペーハーを含むも

の[3] 

33/86 ・・・血液凝固時間を含むもの[3] 

33/88 ・・・プロスタグランディンを含むもの[3] 

33/90 ・・・血液の鉄結合能を含むもの[3] 

33/92 ・・・脂質，例．コレステロール，を含む

もの[3] 

33/94 ・・・麻酔剤を含むもの[3] 

33/96 ・・・血液または血清の対照標準を含むも

の[3] 

33/98 ・・・アルコール，例．呼気中のエタノー

ル，を含むもの[4] 

35/00 グループ１／００から３３／００のいずれ

か１つに分類される方法または材料に限定

されない自動分析；そのための材料の取扱

い[3] 

35/02 ・１以上の処理位置または分析位置へコン

ベア系によって移動させられる多数の試

料容器を用いるもの[3] 

35/04 ・・コンベア系の細部[3] 

35/08 ・チューブ系を流れる不連続試料流を用い

るもの，例．フローインジェクション分

析[3] 

35/10 ・分析装置に，または分析装置から試料を

移送するための装置，例．吸引装置，導

入装置[6] 

37/00 このサブクラスの他のいずれのグループに

も包含されない細部[3]



Ｇ０１Ｐ 

 

G01P - 1 

国際特許分類 第８版 (2006.01 発行) 

G01P 直線速度または角速度，加速度，減速
度，または衝撃の測定；運動の有無，
または方向の指示（血流の測定または記録

Ａ６１Ｂ５／０２，Ａ６１Ｂ８／０６；電気的

に推進される車両の速度または減速度の監視

Ｂ６０Ｌ３／００；速度を指示するのに適合し

た車両用照明方式Ｂ６０Ｑ１／５４；航行にお

ける位置または進路の決定，測地または測量に

おける地表距離の測定Ｇ０１Ｃ；２以上の運動

変量を測定するために複数の測定装置を結合

させたものＧ０１Ｃ２３／００；音速の測定Ｇ

０１Ｈ；光速の測定Ｇ０１Ｊ７／００；電波ま

たは他の波動の反射または再放射により，伝播

効果，例．ドップラー効果，伝播時間，伝播の

方向の基づいた固体物体の方位または速度の

決定Ｇ０１Ｓ；核放射線の速度の測定Ｇ０１

Ｔ；重力加速度の測定Ｇ０１Ｖ） 

注 

（１）このサブクラスは，流れている流体の流向または流速を，

流体自体に生ずる電波または他の波動の伝播効果を用いて測

定すること，例．レーザー風速計によるもの，“シングアラウ

ンド系”をもつ超音波流速計（ｆｌｏｗｍｅｔｅｒ）によるも

の，を包含する。[4] 

（２）クラスＧ０１のタイトルに続く注に注意すること。 

サブクラス内の索引 

運動または運動方向の指示 ........................ 13/00 

固体の直線速度または角速度の測定 

手段の作用が通常の原理によるものであることによって特徴

づけられたもの ................................... 3/00 

積算するもの；ジャイロスコープ効果によるもの；平均するも

の .................................... 7/00;9/00;11/00 

流体の速度または固体―流体間の相対速度の測定 ..... 5/00 

加速度または加速度の急激な変化の測定 ............ 15/00 

細部 ............................................. 1/00 

機能試験または較正 .............................. 21/00 

 

1/00 計器の細部 

1/02 ・ハウジング 

1/04 ・駆動手段の特殊な適合 

1/07 ・指示装置，例．遠隔指示用（乗物の稼動

状態を指示するものＧ０７Ｃ５／００）

[3] 

1/08 ・・目盛，指針，ランプまたは音響式指示

器の配置，例．自動車用速度計におけ

る 

1/10 ・・・設定速度指示用 

1/11 ・・・・指示指針の位置の検出によるもの

[3] 

1/12 ・記録装置（乗物の稼動状態の登録Ｇ０７

Ｃ５／００）[3] 

1/14 ・・永久的記録用[3] 

1/16 ・・消去可能記録，例．磁気記録，用[3] 

3/00 直線速度または角速度の測定；直線速度の

差または角速度の差の測定（５／００から

１１／００が優先；計数機構Ｇ０６Ｍ） 

注 

グループ３／０２～３／６４は主たる測定方法によって区別

されている。したがって，最終指示を与えるための他の方法の

単なる適用は分類に影響しない。 

3/02 ・機械的手段の使用によって特徴づけられ

た装置 

3/04 ・・２つの速度の比較によるもの 

3/06 ・・・摩擦歯車を用いるもの 

3/08 ・・・差動歯車を用いるもの 

3/10 ・・一定時間内の指示素子，例．指針，の

作用によるもの 

3/12 ・・衝激による励振作用を利用したもの 

3/14 ・・１または複数の機械的共振系の励振に

よるもの 

3/16 ・・重錘の遠心力を利用するもの（ガバナ

Ｇ０５Ｄ１３／００） 

3/18 ・・・機械的手段による指示計への伝達 

3/20 ・・・流体手段による指示計への伝達 

3/22 ・・・電気的または磁気的手段による指示

計への伝達 

3/24 ・・摩擦効果を利用するもの（３／０６が

優先） 

3/26 ・流体の使用によって特徴づけられた装置 

3/28 ・・ポンプを用いるもの 

3/30 ・・流体の遠心力を用いるもの 

3/32 ・・・固定容器に連通する回転容器におけ

るもの 

3/34 ・・摩擦効果を用いるもの 

3/36 ・光学的手段の使用によって特徴づけられ

た装置，例．赤外線，可視光線または紫

外線の使用（３／６８が優先；サニャッ

ク効果，すなわち，互いに反対方向へ回

転する電磁ビーム間の回転誘導偏移，を

用いたジャイロメータＧ０１Ｃ１９／６

４） 

3/38 ・・写真式手段を用いるもの 

3/40 ・・ストロボ式手段を用いるもの 

3/42 ・電気的または磁気的手段の使用によって

特徴づけられた装置（３／６６が優先；

電気的または磁気的値の測定一般Ｇ０１

Ｒ） 

3/44 ・・角速度の測定用（３／５６が優先） 

3/46 ・・・発生電流または電圧の振幅測定によ

るもの 

3/48 ・・・発生電流または電圧の周波数測定に

よるもの 

3/481 ・・・・パルス信号であるもの[3] 

3/482 ・・・・・核放射線検出器からのもの[3] 

3/483 ・・・・・可変容量型検出器からのもの[3] 

3/484 ・・・・・接触スイッチからのもの[3] 

3/486 ・・・・・光電型検出器からのもの[3] 

3/487 ・・・・・回転磁石によるもの[3] 
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3/488 ・・・・・可変磁気抵抗型検出器からのも

の[3] 

3/489 ・・・・・そのためのデイジタル回路[3] 

3/49 ・・・うず電流を利用するもの 

3/495 ・・・・指示手段が，渦電流と発生した磁

界とにより生じた力に応動するも

の[3] 

3/50 ・・直線速度の測定用（３／５６が優先） 

3/52 ・・・発生電流または電圧の振幅測定によ

るもの 

3/54 ・・・発生電流または電圧の周波数測定に

よるもの 

3/56 ・・２速度の比較用 

3/58 ・・・発生電流または電圧の振幅の測定ま

たは比較によるもの 

3/60 ・・・発生電流または電圧の周波数の測定

または比較によるもの 

3/62 ・高度による大気圧の変化を測定すること

によって特徴づけられた速度の垂直成分

測定装置（圧力測定一般Ｇ０１Ｌ） 

3/64 ・一定距離の走行時間測定によることによ

って特徴づけられた装置 

3/66 ・・電気的または磁気的手段を用いるもの

（３／８０が優先；短い時間間隔の測

定Ｇ０４Ｆ）[4] 

3/68 ・・光学的手段を用いるもの，すなわち．

赤外線，可視光線または紫外線を用い

るもの（３／８０が優先）[4] 

3/80 ・・自己相関検出手段または相互相関検出

手段を用いるもの[4] 

5/00 流体，例．空気流，の速度の測定；流体に

対する物体，例．船舶の，航空機の，の相

対速度の測定（流体の量を測るために速度

測定装置を用いるものＧ０１Ｆ） 

5/01 ・スワール渦型流速計[3] 

5/02 ・流体によって固体に働く力の測定による

もの，例．風速計 

5/04 ・・バッフル板の偏りを用いるもの 

5/06 ・・翼の回転を用いるもの（回転軸の速度

測定３／００） 

5/07 ・・・指示装置へ電気的結合をするもの[3] 

5/08 ・流れに直接影響される電気的変量の変化

測定によるもの，例．発電作用の利用に

よるもの 

5/10 ・温度変量の測定によるもの 

5/12 ・・加熱導体の抵抗変化を利用するもの 

5/14 ・流体における差圧測定によるもの 

5/16 ・・ピトー管を使用するもの 

5/165 ・・・ピトー管の配置または構造[3] 

5/17 ・・・指示装置への結合装置[3] 

5/175 ・・・・マッハ数を決定するもの（そのた

めのアナログ計算機Ｇ０６Ｇ７／

５７）[3] 

5/18 ・流体が一定距離を走行する時間を測定す

ることによる[1,7] 

5/20 ・・流体の流れによってはこばれる粒子を

使用するもの（５／２２が優先）[4] 

5/22 ・・自己相関検出手段または相互相関検出

手段を用いるもの[4] 

5/24 ・流れている流体が検出音波の特性に及ぼ

す直接の影響を測定することによる[7] 

5/26 ・流れている流体が検出光波の特性に及ぼ

す直接の影響を測定することによる[7] 

7/00 加速度積算による速度測定（加速度の２重

積分による移動距離の測定Ｇ０１Ｃ２１／

１６） 

9/00 ジャイロスコープの効果を利用した速度測

定，例．ガスを用いるもの，電子ビームを

用いるもの（ジャイロスコープまたは回転

感知装置それ自体Ｇ０１Ｃ１９／００） 

9/02 ・回転式ジャイロスコープを用いるもの 

9/04 ・振動錘，例．音叉，をそなえた回転検出

装置を用いるもの 

11/00 平均速度の測定（一定距離の走行時間の測

定によるもの３／６４，５／１８） 

11/02 ・多数物体，例．交通制御のために車輛の，

の平均速度の測定 

13/00 運動の有無または方向の指示または記録

（電気スイッチＨ０１Ｈ；移動物体の計数

Ｇ０６Ｍ７／００） 

13/02 ・方向だけの指示，例．風見板によるもの 

13/04 ・・直線運動の正方向または逆方向の指示，

または回転運動の右廻りまたは左廻り

の指示[3] 

15/00 加速度の測定，減速度の測定；衝撃，すな

わち加速度の急激な変化，の測定 

15/02 ・慣性力の利用によるもの（１５／１４，

１５／１８が優先）[1,7] 

15/03 ・・非電気的手段を使用するもの[3] 

15/04 ・・最大値指示用 

15/06 ・・・永久変形しやすい部材を用いるもの 

15/08 ・・電気値または磁気値への変換を伴うも

の 

15/09 ・・・圧電型ピックアップによるもの[3] 

15/093 ・・・光電型ピックアップによるもの[7] 

15/097 ・・・振動要素によるもの[7] 

15/10 ・・・・振動線によるもの 

15/105 ・・・磁力感知装置によるもの[7] 

15/11 ・・・・誘導型ピックアップによるもの[3] 

15/12 ・・・電気抵抗の変化によるもの 

15/125 ・・・容量型ピックアップによるもの[3] 

15/13 ・・・慣性力を受ける標準質量を零位置ま

で復帰させるに必要な力の測定によ

るもの[3] 

15/135 ・・・可動の慣性質量によって動作する接

点の使用によるもの[3] 

15/14 ・ジャイロスコープの利用によるもの（１
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５／１８が優先；ジャイロスコープそれ

自体Ｇ０１Ｃ１９／００）[1,7] 

15/16 ・測定した速度信号の時間微分を評価する

ことによるもの（１５／１８が優先）

[3,7] 

15/18 ・二次元またはそれ以上の次元において測

定をするもの[7] 

21/00 このサブクラスの他のグループに包含され

る装置または器具の試験または較正 

21/02 ・速度計に関するもの
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G01R 電気的変量の測定；磁気的変量の測定
（電気的変量への変換による任意の物理的変

量の測定は，クラスＧ０１のタイトルに続く注

（４）を参照；電場におけるイオンの拡
散，例．電気泳動，電気浸透，の測定
Ｇ０１Ｎ；電気的または磁気的手段に
よる材料の非電気的または非磁気的性
質の調査Ｇ０１Ｎ；共振回路の正しい
同調の指示Ｈ０３Ｊ３／１２；電子的
パルス計数器の監視Ｈ０３Ｋ２１／４
０；通信系の運転の監視Ｈ０４） 

注 

（１）サブクラスは，以下のものを包含する： 

―すべての種類の電気的変量もしくは磁気的変量の直接測定

または他の電気的変量もしくは磁気的変量からの派生による

測定； 

―物質のすべての種類の電気的または磁気的性質の測定； 

―電気的もしくは磁気的な装置，器具もしくは回路網（例．放

電管，増幅器）の試験またはそれらの性質の測定； 

―電流または電圧の存在または符号の指示； 

―ＮＭＲ，ＥＰＲまたはスピン効果装置で，特殊な用途に特に

適用されていないもの；[5] 

―このような試験および測定を行うために用いられる信号を

発生するための装置 

（２）このサブクラスにおいては，下記の用語または表現は以

下に示す意味で用いる： 

―“測定”とは調査を含む； 

―“計器”または“測定計器”とは“電気機械的測定機構”を

意味する； 

―“測定のための装置”とは“測定のための装置，回路または

方法”を意味する。 

（３）クラスＧ０１のタイトルに続く注に注意すること。 

（４）このサブクラスにおいては，電気的変量の測定のための

機器または装置は，以下のように分類される：[8] 

―電気機械装置は，２以上の測定値の結果を合わせたものを含

め，測定された電気的変量が測定値の表示に直接影響を与える

場合，グループ５／００～１１／００に分類される。[8] 

―グループ５／００～１１／００に包含される異なるタイプ

の装置に共通する細部は，グループ１／００に分類される。[8] 

―電気的変量の抽出，算出または他の処理，例．別の測定値と

の比較，により測定値を表示させる回路を含む装置は，１７／

００～２９／００に分類する。[8] 

―グループ１７／００～２９／００に包含される異なるタイ

プの装置に共通する細部は，グループ１５／００に分類される。

[8] 

（５）このサブクラスにおいては，グループ１７／００はグル

ープ１９／００から３１／００に優先する。 

サブクラス内の索引 

電気測定器 

一般 ................................... 5/00,7/00,9/00 

細部 ............................................. 1/00 

製造，較正，試験 ........................... 3/00;35/00 

電力または電流の時間積分の電気機械的測定 ........ 11/00 

電気的変量の測定 

測定装置の細部.............................11/02,15/00 

表示装置.........................................13/00 

参照値との比較を含むもの.........................17/00 

電流または電圧；電力，力率；電力または電流の時間積分；周

波 数 ； 抵 抗 ， リ ア ク タ ン ス ， イ ン ピ ー ダ ン ス

......................... 19/00;21/00;22/00;23/00;27/00 

他の変量...................................25/00,29/00 

電気的性質の試験または故障位置の発見.............31/00 

磁気的変量の測定.................................33/00 

 

1/00 グループ５／００から１３／００および３

１／００に含まれる型の機器または装置の

細部（電気的消費の測定装置に特有の構造

的細部１１／０２）[3,8] 

1/02 ・一般的な構造の細部（特定の変量に特に

適用されない計測装置に応用しうる種類

の細部一般Ｇ０１Ｄ） 

1/04 ・・ハウジング；支持部材，端子装置 

1/06 ・・測定用導線；測定用探針（１９／１４

５，１９／１６５が優先；導線用端子

片Ｈ０１Ｒ１１／００）[3] 

1/067 ・・・測定用探針[3] 

1/07 ・・・・非接触構造探針[6] 

1/073 ・・・・複合探針[3] 

1/08 ・・指針，目盛板，目盛板の照明 

1/10 ・・軸受装置 

1/12 ・・・条片または線状軸受装置 

1/14 ・・制動装置；減衰装置 

1/16 ・・磁石 

1/18 ・・電界または磁界に対する遮蔽装置，例．

地球の場に対するもの 

1/20 ・電気測定器において使用する基礎的電気

要素の変更；このような要素の計器との

構造的結合 

1/22 ・・電流変成器の２次巻線として動作する

挟み試験具（変成器を用いる電圧また

は電流の分離１５／１８） 

1/24 ・・伝送線，例．導波管，を測定するため

の部分，例．溝を有する部分 

1/26 ・・・探針の直線的動きによるもの 

1/28 ・測定計器における参照値，例．基準電圧，

基準波形，用設備 

1/30 ・基礎的電子回路，例．増幅器と電気測定

計器との構造的結合 

1/36 ・電気的測定計器に対する過負荷保護装置

または回路 

1/38 ・指示特性を変更するための装置，例．空

隙を加減するもの（回路Ｇ０１Ｄ３／０

２） 

1/40 ・ある時間々隔で到達した最大値または最

小値を指示するための計器の変更，例．

最大値指示指針によるもの[3] 

1/42 ・・熱的に動作するもの 
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1/44 ・温度補償のための計器の変更[2] 

3/00 測定計器の製造に対して特に適合した装置

または方法 

5/00 単一の電流または単一の電圧を機械的変位

に変換するための計器（振動型検流計９／

０２） 

5/02 ・可動コイル計器 

5/04 ・・外部磁石型 

5/06 ・・内部磁石型 

5/08 ・・広角度の偏位に特に適合するもの；偏

心して軸支された可動コイルによるも

の 

5/10 ・単線検流計 

5/12 ・環状検流計 

5/14 ・可動鉄片計器 

5/16 ・・軸支された磁石によるもの 

5/18 ・・軸支された軟鉄心によるもの，例．指

針検流計 

5/20 ・誘導型装置，例．フェラリス型装置 

5/22 ・熱型計器（熱電変換器を用いる，電流ま

たは電圧の有効値の測定１９／０３） 

5/24 ・・条片もしくは線の伸びまたはガスもし

くは液体の膨脹により動作するもの 

5/26 ・・バイメタル素子の変形により動作する

もの 

5/28 ・静電型装置（放射線検出器と組み合わさ

れたものＧ０１Ｔ） 

5/30 ・・箔検電器 

5/32 ・・線電位計；指針電位計 

5/34 ・・象限電位計 

7/00 ２以上の電流または電圧を単一の機械的変

位に変換しうる計器（９／００が優先） 

7/02 ・和または差を形成させるためのもの 

7/04 ・商を形成するためのもの（抵抗測定２７

／０８） 

7/06 ・・可動鉄片型 

7/08 ・・可動コイル型，例．交叉コイル型 

7/10 ・・・３個以上の可動コイルを有するもの 

7/12 ・積を形成するためのもの 

7/14 ・・可動鉄片型 

7/16 ・・固定と可動コイルの両方を有するもの，

例．電流力計型計器 

7/18 ・・・固定と可動コイルとを磁気的に結合

する鉄心をもつもの 

9/00 機械的共振を用いる計器 

9/02 ・振動型検流計，例．電流測定用 

9/04 ・振動片を使用するもの，例．周波数測定

用 

9/06 ・・磁気的に駆動されるもの 

9/08 ・・圧電気的に駆動されるもの 

11/00 電力または電流の時間積分，例．消費，を

測定する電気機械的装置（電気的推進車両

の電気的消費の監視Ｂ６０Ｌ３／００） 

11/02 ・構造的細部（電気測定計器に応用しうる

もの一般１／００） 

11/04 ・・ハウジング；支持ラック；端子装置 

11/06 ・・誘導型計器の磁気回路[2] 

11/067 ・・・そのためのコイル[2] 

11/073 ・・・そのための回転子[2] 

11/09 ・・・・円板型回転子[2] 

11/10 ・・制動磁石；減衰装置 

11/12 ・・軸受装置 

11/14 ・・・磁気的な軽減によるもの 

11/16 ・・電気計器へのカウンターの適合 

11/17 ・・誤差の補償；そのための調整または調

節手段[2] 

11/18 ・・・周囲の状態の変化に対する補償[2] 

11/185 ・・・・温度補償[2] 

11/19 ・・・外乱トルクによる誤差，例．多相型

計器の回転磁界誤差，に対する補償

[2] 

11/20 ・・・誘導型計器の位相誤差に対する補償

[2] 

11/21 ・・・電流の制動作用による誤差に対する

補償，例．過負荷調整[2] 

11/22 ・・・トルクの調整，例．始動トルクの調

整，等価トルクを得るための多相型

計器の調整[2] 

11/23 ・・・摩擦による誤差の補償，例．軽負荷

調整[2] 

11/24 ・・不正使用を回避または指示する装置[4] 

11/25 ・・故障の指示または信号発生装置[2,4] 

注 

グループＧ０１Ｒ１１／４８からＧ０１Ｒ１１／５６はグル

ープＧ０１Ｒ１１／３０からＧ０１Ｒ１１／４６に優先する。

[4] 

11/30 ・電流力計 

11/32 ・・積算電力計 

11/34 ・・積算電流計 

11/36 ・誘導型計器，例．フエラリス型計器（フ

エラリス型装置５／２０） 

11/38 ・・単相用 

11/40 ・・多相用 

11/42 ・・・その回路 

11/46 ・電気的に動作する時計機構を有する計

器；振動型計器；振り子型計器 

11/48 ・有効分または無効分を測定するのに特に

適合した計器；皮相エネルギーを測定す

るのに特に適合した計器 

11/50 ・・有効分を測定するためのもの 

11/52 ・・無効分を測定するためのもの 

11/54 ・・次の三変量のうち少なくとも二つを同

時に測定するためのもの：有効成分，

無効成分，皮相エネルギー 

11/56 ・特殊料金計器 

11/57 ・・多種料金計器（１１／６３が優先）[2] 

11/58 ・・・そのための料金切換装置[2] 
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11/60 ・・減算計器；最大または最小の負荷時間

を測定する計器 

11/63 ・・超過消費計器，例．所定の電力を超過

した間の消費を測定するもの[2] 

11/64 ・・最大需要計器，例．ある時間の料金が

その期間内の最大需要に基づくもの 

11/66 ・・・回路 

13/00 電気的変量または波形の表示装置（機械的

変位のみによる表示５／００，７／００，

９／００；周波数スペクトルの記録２３／

１８）[4] 

13/02 ・デジタル形で測定された電気的変量を表

示するためのもの（計数器Ｇ０６Ｍ；ア

ナログ／デジタル変換一般Ｈ０３Ｍ１／

００）[4] 

13/04 ・永久的に記録するためのもの[4] 

13/06 ・・過渡じょう乱を記録するための変更，

例．記録媒体を発進または加速するこ

とによるもの 

13/08 ・・機械的に直接書く方法をもつ電気機械

的記録方式 

13/10 ・・・ストロークの長さまたは点の位置に

より変数を表示する間欠的記録をも

つもの 

13/12 ・・化学的記録，例．クライドノグラフ（１

３／１４が優先） 

13/14 ・・感光性材料に記録 

13/16 ・・磁気材料に記録 

13/18 ・・・境界の変位を使用するもの 

13/20 ・陰極線オッシロスコープ（陰極線管Ｈ０

１Ｊ３１／００） 

13/22 ・・そのための回路（パルスを発生させる

回路，例．鋸歯状波，の発生Ｈ０３Ｋ

３／００） 

13/24 ・・・時間軸偏向回路 

13/26 ・・・電子ビームの強さを制御するための

回路（輝度調整Ｈ０１Ｊ２９／９８） 

13/28 ・・・２以上の変数の同時または連続的表

示のための回路（電子スイッチＨ０

３Ｋ１７／００） 

13/30 ・・・基準マーカを挿入するための回路，

例．時間基準用，目盛の較正用，周

波数の目盛づけ用 

13/32 ・・・過渡状態のような非反覆的関数を表

示する回路；トリガー回路；同期回

路；時間軸拡大回路 

13/34 ・・・サンプリングにより単一の波形を表

現する回路，例．超高周波に対する

もの（抽出―保持装置Ｇ１１Ｃ２７

／０２）[2] 

13/36 ・グロー放電の長さを用いるもの，例．グ

ロー・オシロスロープ（放電管Ｈ０１Ｊ）

[4] 

13/38 ・電気機械測定系による光ビームの一定変

位または振動変位を使用するもの（その

ような測定機構それ自体５／００，７／

００，９／００）[4] 

13/40 ・機械的変位による以外に光ビームの変調

を利用するもの，例．カー効果によるも

の[4] 

13/42 ・スパークの長さを利用する計器，例．ス

パークを起こす最大の電極間距離を測定

するもの 

15/00 グループ１７／００から２９／００におよ

び３３／００から３３／２６および３５／

００に定めた形式の測定装置の細部（計器

の細部１／００；測定用導線，測定用探針

１／０６；過負荷保護装置１／３６；指示

特性を調整するための回路Ｇ０１Ｄ３／０

２）[1,8] 

15/04 ・分圧器[6] 

15/06 ・・無効成分をもつもの，例．容量型分圧

器[6] 

15/08 ・測定範囲を変えるための回路 

15/09 ・・自動レンジ変更[6] 

15/12 ・テスタ回路，例．電圧，電流，インピー

ダンスを随意に測定するためのもの 

15/14 ・電圧または電流の絶縁計測に適合するも

の，例．高電圧回路または大電流回路用

（分圧器１５／０４）[6] 

15/16 ・・容量装置を使用するもの[6] 

15/18 ・・インダクタ，コイルを使用するもの，

例．変成器[6] 

15/20 ・・磁電変換素子を使用するもの，例．ホ

ール効果素子[6] 

15/22 ・・発光素子を使用するもの，例．ＬＥＤ，

ホトカプラ[6] 

15/24 ・・光変調器を使用するもの[6] 

15/26 ・・光以外の波の変調を使用するもの，例．

電波または音波[6] 

17/00 参照値で比較する測定装置，例．ブリッジ 

17/02 ・測定値が自動的に参照値と比較される装

置 

17/04 ・・参照値が連続的または周期的に測定値

の範囲を掃引されるもの 

17/06 ・・自動平衡装置 

17/08 ・・・測定値を表わす力またはトルクが参

照値を表わす力またはトルクと平衡

するもの 

17/10 ・交流または直流測定ブリッジ（自動比較

または再平衡装置１７／０２） 

17/12 ・・電流の比較を使うもの，例．差の電流

出力をもつブリッジ 

17/14 ・・較正目盛零指示計により測定値を指示

するもの，例．パーセントブリッジ，

許容差ブリッジ（１７／１２，１７／

１６が優先） 

17/16 ・・ブリッジの一つまたはそれ以上の辺に
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放電管または半導体装置をもつもの，

例．差動増幅器を使用する電圧計 

17/18 ・・五辺以上もつもの 

17/20 ・交流または直流電位差計測定装置（自動

比較または再平衡装置１７／０２） 

17/22 ・・較正目盛零指示計により測定値を指示

するもの 

19/00 電流または電圧を測定し，またはそれの存

在または符号を指示するための装置（５／

００が優先；生体の電流または電圧を測定

するためのものＡ６１Ｂ５／０４）[4] 

注 

グループ１９／０２～１９／３２内では，１９／２８が優先す

る。グループ１９／１８～１９／２５はグループ１９／０２～

１９／１６５および１９／３０に優先する。[3] 

19/02 ・実効値の測定，すなわち二乗平均の開平

値 

19/03 ・・熱変換器の使用[4] 

19/04 ・交流またはパルスのピーク値の測定[2] 

19/06 ・有効成分の測定；無効成分の測定 

19/08 ・電流密度の測定 

19/10 ・和，差または比の測定 

19/12 ・変化率の測定 

19/14 ・電流の方向指示；電圧極性指示 

19/145 ・電流または電圧の存在の指示[3] 

19/15 ・・電流の存在の指示[3] 

19/155 ・・電圧の存在の指示[3] 

19/165 ・電流または電圧が所定のレベル以上であ

るかまたは以下であるか，あるいは所定

の範囲内にあるかまたは範囲外にあるか

の指示（再生機能を有する回路，例．シ

ュミットトリガーＨ０３Ｋ３／００；閥

値で動作するスイッチＨ０３Ｋ１７／０

０）[3] 

19/17 ・・その発生度数の指示を与えるもの[3] 

19/175 ・電流または電圧が所定の値を通過する，

例．零点を通過する，時を指示するもの

[3] 

19/18 ・直流の交流への変換を使うもの，例．チ

ョッパーをもつもの 

19/20 ・・変換器を使用するもの 

19/22 ・交流の直流への変換を使うもの 

19/25 ・デジタル測定技術を使用するもの（測定

された電気的変量をデジタルに表示する

装置１３／０２）[3] 

19/252 ・・電圧または電流を周波数に変換し，こ

の周波数を測定する形式のアナログ／

デジタル変換器を用いるもの[4] 

19/255 ・・電圧また電流に比例する期間の間に固

定周波数のパルス発生器により送られ

るパルスを計数する形式のアナログ／

デジタル変換器を用いるもの[4] 

19/257 ・・電圧または電流の値を異なる基準値と

比較する形式のアナログ／デジタル変

換器を用いるもの，例．ステップ・バ

イ・ステップ法を用いるもの[4] 

19/28 ・分布定数回路の測定に適応されるもの 

19/30 ・ある度間々隔で到達した電流または電圧

の最大値または最小値の測定（１９／０

４が優先；ある時間々隔で到達した最大

値または最小値を指示するための計器の

変更１／４０）[2,3] 

19/32 ・温度変化に対する補償（温度補償のため

の計器の変更１／４４）[2] 

21/00 電力または力率の測定装置（７／１２が優

先）[4] 

21/01 ・分布定数回路におけるもの（２１／０４，

２１／０７，２１／０９，２１／１２が

優先）[2] 

21/02 ・熱的方法によるもの[2] 

21/04 ・・分布定数回路におけるもの 

21/06 ・電流および電圧の測定によるもの（２１

／０８から２１／１３３が優先）[4] 

21/07 ・・分布定数回路におけるもの（２１／０

９が優先）[2] 

21/08 ・感磁性効果素子，例．ホール効果素子，

を使用するもの（そのような素子それ自

体Ｈ０１Ｌ）[2] 

21/09 ・・分布定数回路におけるもの[2] 

21/10 ・既知インピーダンス負荷により吸収され

る電力を測定するために回路素子，例．

ダイオード，の二乗特性を使用するもの

（２１／０２が優先）[2] 

21/12 ・・分布定数回路におけるもの 

21/127 ・パルス変調を用いるもの（２１／１３３

が優先）[4] 

21/133 ・デジタル技術を用いるもの[4] 

21/14 ・温度変化に対する補償[2] 

22/00 電力または電流の時間積分の測定装置，例．

電気計器（その電気機械的装置１１／０

０；電気的推進車両の電気的消費の監視Ｂ

６０Ｌ３／００）[4,8] 

注 

電力の時間積分を測定するための装置は，本質的特徴が電力測

定にある場合には，グループ２１／００に分類する。[4] 

22/02 ・電解的方法によるもの[4] 

22/04 ・熱量測定法によるもの[4] 

22/06 ・電子的方法によるもの[8] 

22/08 ・・アナログ手法を使用するもの[8] 

22/10 ・・デジタル手法を使用するもの[8] 

23/00 周波数測定装置；周波数スペクトル分析装

置（周波数弁別器Ｈ０３Ｄ） 

23/02 ・周波数測定装置，例．パルス繰り返し率；

電流または電圧の周期測定装置（微少時

間々隔の測定Ｇ０４Ｆ） 

23/04 ・・分布定数回路の測定に適応されるもの 

23/06 ・・周波数を電流または電圧の振幅に変換

することによるもの 
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23/07 ・・・共振に同調した回路のレスポンスを

使用するもの，例．グリッドディッ

プメーター[2] 

23/08 ・・・共振から外れた回路のレスポンスを

使用するもの 

23/09 ・・・アナログ積分器，例．入力信号と規

定量の放電信号またはリークの平衡

により平均値を生ずるコンデンサ，

を使用するもの（放射線検出器によ

り発生したパルスを積分する放射線

測定装置Ｇ０１Ｔ１／１５）[2] 

23/10 ・・周波数を計数されるパルス列に変換す

ることによるもの 

23/12 ・・周波数を位相推移に変換することによ

るもの 

23/14 ・・ヘテロダインによるもの；ビート周波

数比較によるもの（相異なる周波数の

非変調信号間のビートをとることによ

る振動の発生Ｈ０３Ｂ２１／００）[2] 

23/15 ・・パルスの周波数が所定値以上または以

下，もしくは数値の所定範囲内または

所定範囲外であることを，非線形また

はデジタル要素を用いることによって，

指示するもの[3] 

23/16 ・スペクトル分析；フーリェ分析 

23/163 ・・分布定数回路の測定に適合したもの[3] 

23/165 ・・濾波器を使用するもの[3] 

23/167 ・・・ディジタル濾波器を有するもの[3] 

23/17 ・・光学的補助装置を有するもの[3] 

23/173 ・・掃引パノラマ受信機に類似の揺動装置

（パノラマ受信機それ自体Ｈ０３Ｊ７

／３２）[3] 

23/175 ・・遅延手段，例．中間接点付遅延線，に

よるもの[3] 

23/177 ・・超低周波数の分析[3] 

23/18 ・・周波数スペクトルを記録する装置をも

つもの 

23/20 ・・非線形歪の測定 

25/00 電圧と電流間または電圧間または電流間の

位相角を測定する装置（力率測定２１／０

０；パルス列における個々のパルスの位置

の測定２９／０２；位相弁別器Ｈ０３Ｄ）

[2] 

25/02 ・分布定数回路 

25/04 ・所定の位相差，例．零位相差，をつくる

移相器の調節装置をもつもの 

25/06 ・比率計を使うもの 

25/08 ・基準パルスの計数によるもの（時間々隔

の測定Ｇ０４Ｆ）[2] 

27/00 抵抗，リアクタンス，インピーダンスまた

はそれらから派生する電気的特性を測定す

る装置 

27/02 ・実数または複素抵抗，リアクタンス，イ

ンピーダンス，またはそれらから誘導さ

れる二端子特性，例．時定数，を測定す

るもの（位相角のみを測定することによ

るもの２５／００） 

27/04 ・・分布定数回路におけるもの 

27/06 ・・・反射係数の測定；定在波比の測定 

27/08 ・・電圧と電流を測定することによる抵抗

の測定 

27/10 ・・・商を形成する二コイルまたは交叉コ

イル計器を使用するもの 

27/12 ・・・・手動発電機を使用するもの，例．

メガー 

27/14 ・・参照電源から得られた電流または電圧

の測定による抵抗の測定（２７／１６，

２７／２０，２７／２２が優先） 

27/16 ・・電流が他の電源から流れている素子ま

たは回路網，例．ケーブル，電力線，

のインピーダンス測定 

27/18 ・・・対地抵抗を測定するもの 

27/20 ・・接地抵抗の測定；大地との接続部，例．

地板，の接触抵抗の測定 

27/22 ・・流体の抵抗測定（測定容器，その電極

Ｇ０１Ｎ２７／０７） 

27/26 ・・インダクタンスまたはキャパシタンス

の測定；Ｑの測定，例．共振法による

もの；損失係数の測定；誘電率の測定 

27/28 ・減衰，利得，移相，または四端子回路網，

すなわち二端子対回路網から派生する特

性の測定；過渡応答の測定（有線伝送方

式におけるものＨ０４Ｂ３／４６） 

27/30 ・・特性を記録する装置をもつもの，例．

ナイキスト線図を書くことによるもの 

27/32 ・・分布定数回路におけるもの[2] 

29/00 グループ１９／００～２７／００に包含さ

れない電気量を指示しまたは測定する装置 

29/02 ・個々のパルスの特性，例．パルスの平担

さからのずれ，立上り時間，パルスの持

続時間，の測定（振幅１９／００；繰り

返り周期２３／００；２つの周期パルス

列の位相差２５／００；パルス列の監視

パターンＨ０３Ｋ５／１９）[3] 

29/027 ・・パルス特性が所定値以上であるかまた

は以下であるか，あるいは所定の範囲

内にあるかまたは範囲外にあるかの指

示[3] 

29/033 ・・・その発生度数の指示を与えるもの[3] 

29/04 ・波形率の測定，すなわち実効値と算術平

均の比；波高率の測定，すなわち最大値

と実効値の比 

29/06 ・変調度の測定 

29/08 ・電磁界の特性測定 

29/10 ・・空中線の輻射線図 

29/12 ・静電界の測定 

29/14 ・・電界分布の測定 

29/16 ・多相回路網の非対称性の測定 
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29/18 ・相順の指示；同期指示 

29/20 ・巻数の測定；変成比または巻線の結合係

数の測定（計器用変成器の目盛較正３５

／０２） 

29/22 ・圧電特性の測定 

29/24 ・電荷量測定装置（静電型計器５／２８；

電流の存在の指示１９／１５；電力また

は電流の時間積分を測定するための装置

２２／００）[2] 

29/26 ・雑音指数の測定；信号対雑音比の測定[2] 

31/00 電気的性質を試験するための装置；電気的

故障の位置を示すための装置；試験対象に

特徴のある電気的試験用の装置で，他に分

類されないもの（測定用導線，測定用探針

１／０６；スイッチギヤーまたは保護装置

の電気的状態を指示するものＨ０１Ｈ７１

／０４，７３／１２，Ｈ０２Ｂ１１／１０，

Ｈ０２Ｈ３／０４；製造中に半導体装置ま

たは固体装置を試験もしくは測定するもの

Ｈ０１Ｌ２１／６６；有線伝送方式の試験

Ｈ０４Ｂ３／４６） 

31/01 ・類似の物品を順次に試験するもの，例．

大量生産における“合格／不合格”試験；

対象物が試験場所を通過する際に試験を

行うもの（３１／１８が優先）[6] 

31/02 ・電気的装置，電線または構成要素の短絡，

断線，漏電もしくは誤接続の試験 

31/04 ・・接続部，例．プラグ，切り離しのでき

ないジョイント，の試験 

31/06 ・・電気巻線の試験，例．極性のためのも

の（巻数，変成比，結合係数の測定２

９／２０） 

31/07 ・・ヒューズの試験（構造的に組み込まれ

たヒューズの状態を表示するための手

段Ｈ０１Ｈ８５／３０）[6] 

31/08 ・ケーブル，伝送線，または回路網の故障

個所の検出（非常保護回路装置Ｈ０２Ｈ） 

31/10 ・・故障点の破壊を増大させることによる

もの，例．特殊なプログラムを働かす

パルスの発生器を使用して燃焼させる

もの 

31/11 ・・パルス反射法を用いるもの 

31/12 ・絶縁耐力または破壊電圧の試験 

31/14 ・・そのための回路 

31/16 ・・試験容器の構造；そのための電極 

31/18 ・・類似物品を順次に試験するもの，例．

大量生産における“合格／不合格”試

験 

31/20 ・・試験を容易にするための物品または標

本の準備 

31/24 ・放電管の試験（製造中のものＨ０１Ｊ９

／４２）[2] 

31/25 ・・真空管の試験[2] 

31/26 ・個々の半導体装置の試験（材料の含有不

純物の測定Ｇ０１Ｎ）[2] 

31/265 ・・非接触試験[6] 

31/27 ・・回路の一部を形成している素子の回路

から物理的に取り外さないままの，例．

周囲の要素からの影響を補正した，試

験[6] 

31/28 ・電子回路の試験，例．シグナルトレーサ

ーによるもの（短絡，断線，漏電または

誤接続の試験３１／０２；正確な動作の

ための静的記憶装置のチェックまたはス

タンバイまたはオフライン動作中の静的

記憶のテストＧ１１Ｃ２９／００） 

31/30 ・・限界試験，例．供給電圧を変えること

によるもの（計算機のマージナルテス

トＧ０６）[2] 

31/302 ・・非接触試験（非接触構造探針１／０７）

[5] 

31/303 ・・・集積回路におけるもの（３１／３０

５～３１／３１５が優先）[6] 

31/304 ・・・プリント回路またはハイブリッド回

路におけるもの（３１／３０５～３

１／３１５が優先）[6] 

31/305 ・・・電子ビームを用いるもの[5] 

31/306 ・・・・プリント回路またはハイブリッド

回路におけるもの[6] 

31/307 ・・・・集積回路におけるもの[6] 

31/308 ・・・非イオン電磁放射，例．光線，を用

いるもの[5] 

31/309 ・・・・プリント回路またはハイブリッド

回路におけるもの[6] 

31/311 ・・・・集積回路におけるもの[6] 

31/312 ・・・容量法によるもの[5] 

31/315 ・・・誘導法によるもの[5] 

31/316 ・・アナログ回路の試験[6] 

31/3161 ・・・限界試験[6] 

31/3163 ・・・機能試験[6] 

31/3167 ・・アナログデジタル混在回路の試験[6] 

31/317 ・・デジタル回路の試験[6] 

31/3173 ・・・限界試験[6] 

31/3177 ・・・論理回路の試験，例．ロジック・ア

ナライザによるもの[6] 

31/3181 ・・・機能試験（３１／３１７７が優先）

[6] 

31/3183 ・・・・試験入力，例．テストベクトル，

パターンまたはシーケンス，の発

生[6] 

31/3185 ・・・・試験のための構成変更，例．ＬＳ

ＳＤ，回路分割[6] 

31/3187 ・・・・ビルトインテスト[6] 

31/319 ・・・・テスターハードウエア，すなわち，

出力処理回路[6] 

31/3193 ・・・・・実際のレスポンスと既知の正確

なレスポンスとの比較によるも

の[6] 
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31/327 ・回路電流断続器，スイッチまたは回路遮

断器の試験（スイッチとの構造的組み合

わせＨ０１Ｈ）[6] 

31/333 ・・高電圧回路遮断器の開閉容量の試験（開

閉装置における火花または放電の存在

を検知するための手段Ｈ０１Ｈ９／５

０，３３／２６）[6] 

31/34 ・発電機，電動機の試験（電気巻線の試験

３１／０６；発電機，電動機の製造，組

立て，保守または修繕に特に適合した方

法または装置Ｈ０２Ｋ１５／００）[3] 

31/36 ・蓄電池または電池の電気的状態，例．容

量または充電状態を試験する装置（状態

を測定，試験または指示する装置を結合

した蓄電池Ｈ０１Ｍ１０／４８；電池の

充電もしくは減極，または電池から負荷

への電力給電のための回路装置Ｈ０２Ｊ

７／００）[3] 

31/38 ・スパークプラグの試験（非電気的特性の

試験Ｇ０１Ｍ１９／０２）[6] 

31/40 ・電源の試験[6] 

31/42 ・・ＡＣ電源[6] 

31/44 ・ランプの試験（放電ランプ３１／２４；

ランプの故障検出のために光源回路装置

と構造的に組み合わせたものＨ０５Ｂ３

７／０３）[6] 

33/00 磁気的変量を測定する計器または装置 

33/02 ・磁界または磁束の方向または大きさの測

定（３３／２０が優先；航行または測量

のため地球の磁場の方向または大きさの

測定Ｇ０１Ｃ；探鉱のためのもの，地球

の磁界を測定するためのものＧ０１Ｖ３

／００）[4] 

33/022 ・・傾度の測定[3] 

注 

グループ３３／０２２または３３／１０はグループ３３／０

２５～３３／０６に優先する。 

33/025 ・・浮遊磁界の補償[3] 

33/028 ・・電気力学的磁力計[3] 

33/032 ・・磁気光学装置，例．ファラデー，を使

用するもの[3] 

33/035 ・・超電導装置を使用するもの[3] 

33/038 ・・永久磁石を使うもの，例．天秤，ねじ

り装置[3] 

33/04 ・・フラックスゲート法を使うもの 

33/05 ・・・薄膜素子によるもの[3] 

33/06 ・・電流磁気装置を使用するもの 

33/07 ・・・ホール効果装置を使用するもの[6] 

33/09 ・・・磁気抵抗装置を使用するもの[6] 

33/10 ・・磁界分布をプロットするもの 

33/12 ・物品または固体もしくは流体の標本の磁

気的性質の測定（磁気共鳴を含むもの３

３／２０）[4] 

33/14 ・・ヒステリシスカーブの測定またはプロ

ット 

33/16 ・・磁化率の測定 

33/18 ・・磁歪特性の測定 

33/20 ・磁気共鳴をともなうもの（医療用Ａ６１

Ｂ５／０５５；磁気共鳴ジャイロメータ

Ｇ０１Ｃ１９／６０）[4,5] 

33/24 ・・磁界または磁束の方向または大きさを

測定するためのもの[4] 

33/26 ・・・オプティカルポンピングを使用する

もの[4] 

33/28 ・・グループ３３／４４～３３／６４に分

類される装置の細部[5] 

33/30 ・・・試料取扱い装置，例．試料セル，回

転機構[5] 

33/31 ・・・・その温度制御[6] 

33/32 ・・・励起または検出システム，例．高周

波を使用するもの[5] 

33/34 ・・・・構造的細部，例．共振器[5] 

33/341 ・・・・・表面コイルからなるもの[6] 

33/3415 ・・・・・・サブコイルの配列からなるも

の[6] 

33/343 ・・・・・スリットを有するものまたはル

ープギャップ型のもの[6] 

33/345 ・・・・・導波管型のもの（３３／３４３

が優先）[6] 

33/36 ・・・・電気的細部，例．コイルと受信器

との整合または結合[5] 

33/38 ・・・主磁場または傾斜磁場の発生，均質

化または安定化のためのシステム

[5] 

注 

グループ３３／３８５～３３／３８９はグループ３３／３８

１～３３／３８３に優先する。[6] 

33/381 ・・・・電磁石を使用するもの（電磁石そ

れ自体Ｈ０１Ｆ７／０６）[6] 

33/3815 ・・・・・超電導コイルを有するもの，例．

そのための電源（超電導磁石Ｈ

０１Ｆ６／００）[6] 

33/383 ・・・・永久磁石を使用するもの（永久磁

石それ自体Ｈ０１Ｆ７／０２）[6] 

33/385 ・・・・傾斜磁場コイルを使用するもの[6] 

33/387 ・・・・磁場の不均一性の補償（遮蔽３３

／４２）[6] 

33/3873 ・・・・・強磁性体を使用するもの[6] 

33/3875 ・・・・・補正コイル組み立て体を用いる

もの，例．能動シム[6] 

33/389 ・・・・磁場の安定化[6] 

33/42 ・・・遮蔽（遮蔽一般Ｈ０５Ｋ９／００）

[5,6] 

33/421 ・・・・主磁場または傾斜磁場の[6] 

33/422 ・・・・高周波磁場の[6] 

33/44 ・・核磁気共鳴（ＮＭＲ）を用いるもの（３

３／２４，３３／６２が優先）[5] 

33/46 ・・・ＮＭＲ分光計[5] 
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33/465 ・・・・生物学的材料に適用するもの，例．

ガラス器内での試験（インビトロ）

[6] 

33/48 ・・・ＮＭＲ画像システム[5] 

33/483 ・・・・特定の体積領域からの信号または

スペクトルを選択するもの，例．

生体分光（インビボ）[6] 

33/485 ・・・・・化学シフト情報に基づくもの[6] 

33/50 ・・・・緩和時間の測定に基づくもの[5] 

33/54 ・・・・信号処理システム，例．パルスシ

ーケンス[5] 

33/56 ・・・・・画像の強調または補正，例．減

算または平均化技術[5] 

33/561 ・・・・・・走査時間の減少によるもの，

すなわち，高速データ収集シ

ステム，例．エコープレーナ

ーパルスシーケンス[6] 

33/563 ・・・・・・移動物質の，例．血管強調造

影（アンギオグラフィー）[6] 

33/565 ・・・・・・画像歪曲の補正，例．磁場の

不均一性によるもの[6] 

33/567 ・・・・・・生理的信号によりゲート制御

するもの[6] 

33/58 ・・・・画像システムの校正，例．テスト

探針を使用するもの[5] 

33/60 ・・電子常磁性共鳴を用いるもの（３３／

２４，３３／６２が優先）[5] 

33/62 ・・二重共鳴を用いるもの（３３／２４が

優先）[5] 

33/64 ・・サイクロトロン共鳴を用いるもの（３

３／２４が優先）[5] 

35/00 このサブクラスの他のグループに包含され

る装置の試験または較正[2] 

35/02 ・補助装置，例．規定された変成比，位相

角，定格電力に従った計器用変成器，に

関するもの 

35/04 ・電力または電流の時間積分を測定する計

器に関するもの 

35/06 ・・ストロボスコープ法によるもの
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G01S 無線による方位測定；無線航行方式；
電波の使用による距離または速度の決
定；電波の反射または再輻射を用いる
位置測定または存在探知；その他の波
を用いる類似の装置（電波，音波またはそ

の他の波の反射または再輻射を伴わない方法

による塊状物または対象物の探知Ｇ０１Ｖ） 

注 

（１）このサブクラスにおいては，下記の用語は以下に示す意

味で用いる：[6] 

―“応答機”とは，特定の応答波または識別波の発信により到

来する質問波または探知波に反応する装置を意味する。[6] 

（２）クラスＧ０１のタイトルに続く注およびサブクラスＧ０

９Ｂのタイトルに続く注（１）に注意すること． 

サブクラス内の索引 

ビーコン方式；方位測定器；位置決定 ..... 1/00;3/00;5/00 

レーダまたは類似の方式 

細部 ............................................. 7/00 

電波を用いるもの，波長または波の種類に無関係または特定さ

れないもの ...................................... 13/00 

音波を用いるもの ................................ 15/00 

電波以外の電磁波を用いるもの .................... 17/00 

反射または再放射を用いない距離または速度の測定方式11/00 

 

1/00 非指向性受信機により探知でき，かつビー

コン送信機に関連して定められる方向，位

置，または位置線を測定できる，１または

複数の特性をもつ信号を送信するビーコン

またはビーコン方式；それと協働する受信

機（複数の方向線または位置線測定を座標

づけすることによる位置決定５／００）[2] 

1/02 ・電波を使用するもの 

1/04 ・・細部 

1/06 ・・・多重指示を与えるための手段，例．

粗指示および精密指示 

1/08 ・・方向線または位置線を決定するための

方式 

1/10 ・・・別々の方向を向きながらも互いに重

複した指向特性をもつ複数の空中線

または空中線方式から順次に送信さ

れた信号の振幅比較を用いるもの，

例．等信号Ａ―Ｎ形 

1/12 ・・・・信号が，周期的に変化するその指

向特性の方向をもつ一つの空中線

または空中線方式から順次に送信

されるもの，例．順次に動作する

反射器によるもの 

1/14 ・・・別々の方向を向きながらも互いに重

複した指向特性をもつ複数の空中線

または空中線方式から同時に送信さ

れる信号の振幅比較を用いるもの 

1/16 ・・・・方位角誘導方式，例．航空機接近

路を決定するための方式，ローカ

ライザ方式 

1/18 ・・・・仰角誘導方式，例．航空機グライ

ドパスを決定するための方式 

1/20 ・・・互いに離れて配置された無指向性の

空中線または空中線方式から送信さ

れた複数の同期した信号の伝播時間

の比較を用いるもの，すなわち路程

差方式 

1/22 ・・・・上記の同期された信号は，各搬送

波上に周波数変調もされており，

かつその伝播時間は受信された各

搬送波の瞬時周波数の差の測定に

より比較されるもの 

1/24 ・・・・上記の同期された信号は，搬送波

上にパルス変調または等価的にパ

ルス変調され，かつその伝播時間

は変調の有意部分の到達時間差の

測定により比較されるもの 

1/26 ・・・・・複数のパルスまたは複数の時間

基準信号が受信機で局部的に発

生され，かつ受信々号に対し所

定の時間関係に持って来られる

方式，例．パルス間隔が，第１

および第２の空中線または空中

線方式から受信された信号の変

調の有意部分の到達時間差と一

致する方式 

1/28 ・・・・・・所定の時間関係が自動的に維

持されるもの 

1/30 ・・・・上記の同期された信号は，連続波

または連続波の断続列系であって，

その断続は，方向線および位置線

を決定するためのものでなく，か

つその伝播時間は位相差の測定に

より比較されるもの 

1/32 ・・・・・増幅の有無を問ず，受信された

複数の信号またはそこから導か

れた信号が直接に位相比較され

る方式 

1/34 ・・・・・第１と第２の同期した信号が両

空中線または空中線方式から送

信され，かつ第１の信号を互い

にヘテロダインすることによっ

て得られるビート周波数が，第

２の信号を互いにヘテロダイン

することによって得られるビー

ト周波数と位相比較される方式 

1/36 ・・・・・同期した複数の信号をヘテロダ

インすることによって得られた

ビート周波数が，実質的に方向

と無関係な位相をもつ基準信号

と位相比較される方式 

1/38 ・・・（１）循環路を移動または移動するよ

うに見える空中線により送信された
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信号の，ドプラ効果による，周波数

変化の包絡線の位相と，（２）空中線

の循環移動または見かけの循環移動

の周波数に同期されている基準信号

の位相との比較を用いるもの 

1/40 ・・・・空中線の見かけの移動が，複数の

固定空中線の循環的，順次的付勢

により作り出されるもの 

1/42 ・・・移動受信機において，その受信機の，

円すい走査軸からの任意の変位を指

示する信号を送信する円すい走査ビ

ームビーコン，例．“ビームライデン

グ”ミサイル制御用[5] 

1/44 ・・・回転面または揺動面内における方向

を定める回転ビーコンまたは揺動ビ

ーコン[5] 

1/46 ・・・・受信機においてビームの搬送波の

実質的に連続する正弦波包路線信

号を作り出し，かつその位相角が

ビーコンに対する基準方向との間

の角度に依存するところの広ビー

ム方式，例．カージオイド方式[5] 

1/48 ・・・・・方向に依存する包絡線信号の位

相角が方向角の倍数であるもの，

例．「精密」方位角指示用[5] 

1/50 ・・・・・方向に依存する包絡線信号の位

相角が，方向に依存しない基準

信号と比較されるもの[5] 

1/52 ・・・・・別々の速度または別々の方向で

回転する複数のビームにより作

り出された，方向に依存する複

数の包絡線信号の各位相角が比

較されるもの[5] 

1/54 ・・・・受信機において，ビーム搬送波の

パルス形包絡線信号を作り出し，

かつそのタイミングがビーコンに

対する受信機の方向とビーコンに

対する基準方向との間の角度に依

存する狭ビーム方式；受信機にお

いて，ビーム搬送波のパルス形包

絡線信号を作り出し，かつそのタ

イミングが，ビーコンに対する受

信機の方向とビーコンに対する基

準方向との間の角度に依存してい

る，狭い範囲を定める重複広ビー

ム方式[5] 

1/56 ・・・・・ビームの受信により導かれたパ

ルス形包絡線信号のタイミング

[5] 

1/58 ・・・・・送信されるビームの特性または

補助信号の特性が，ビームの回

転または揺動と時間的に同期し

て変化されるもの[5] 

1/60 ・・・・・・ビーム信号または補助信号の

周波数を変化させるもの[5] 

1/62 ・・・・・・ビーム信号と補助信号との間

の位相角関係を変化させるも

の[5] 

1/64 ・・・・・・パルスタイミングを変化させ

るもの，例．対をなして放射

されるパルスの間の間隔を変

化させるもの[5] 

1/66 ・・・・・・方向を指示する情報信号，例．

音声，モールス，を付加する

もの[5] 

1/68 ・・方向情報をもたない信号を送信するマ

ーカビーコン，バウンダリビーコン，

コールサインビーコンまたは同様なビ

ーコン 

1/70 ・電波以外の電磁波を用いるもの 

1/72 ・超音波，音波または亜音波を用いるもの

（信号装置Ｇ０８Ｂ） 

1/74 ・・細部[5] 

1/76 ・・方向線または位置決定のための方式（音

の集束または指向が変換器配列体の電

気的操作を用いるもの，例．ビーム操

作，一般，Ｇ１０Ｋ１１／３４）[5] 

1/78 ・・・別々の方向を向く特性をもつ変換器

または変換器方式から送信された信

号の振幅比較を用いるもの[5] 

1/80 ・・・互いに離れて配置された無指向性の

変換器または変換器方式から送信さ

れる複数の同期した信号の伝播時間

の比較を用いるもの，すなわち路程

差方式[5] 

1/82 ・・・回転面または揺動面内における方向

を定める回転ビーコンまたは誘動ビ

ーコン[5] 

3/00 方向性を有しない亜音波，音波，超音波，

電磁波，または粒子放射の到来する方向を

決定するための方位測定機（複数の方向線

または位置線の測定を座標づけることによ

る位置決定５／００；地理学上の測定用Ｇ

０１Ｃ；望遠鏡実装具Ｇ０２Ｂ） 

3/02 ・電波を用いるもの 

3/04 ・・細部 

3/06 ・・・実効的な指向性を増大させるための

手段，例．別々の方向に向けられた

指向特性をもつ信号によるもの，回

転または揺動しているビームアンテ

ナから求められる信号の包絡線波形

のせん鋭化によるもの（方向を決定

するために別々の方向に向けられた

指向特性をもつ複数の信号の振幅比

較３／１６，３／２８；空中線また

は空中線方式の変形Ｈ０１Ｑ） 

3/08 ・・・偏波誤差を低減させるための手段，

例．アドコック形または間隔を置い
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て並べられたループ空中線方式の使

用によるもの 

3/10 ・・・象限誤差，設置誤差または同様の誤

差を低減または補償するための手段 

3/12 ・・・方向のセンスを決定するための手段，

例．指向性空中線またはゴニオメー

タの捜索コイルからの信号と，無指

向性空中線からの信号との結合によ

るもの（指向性信号と無指向性信号

との結合によって引き出された信号

の振幅比較による方向の測定３／２

４，３／３４） 

3/14 ・・方向の決定または所定の方向からの偏

差の決定のための方式 

3/16 ・・・別々の方向に向けられた指向特性を

もつ複数の受信空中線または空中線

方式または指向特性の方向が周期的

に変えられる１個の空中線から，順

次引き出された複数の信号の振幅の

比較を用いるもの 

3/18 ・・・・別々の指向性空中線から直接に導

かれ生じたもの 

3/20 ・・・・指向特性の方向が周期的に変化さ

れる空中線方式により受信された

信号の標本化によって導かれたも

の 

3/22 ・・・・別々の空中線からの信号の別々の

結合から導かれるもの，例．和と

差との比較 

3/24 ・・・・・上記の別々の空中線が一つの指

向性空中線と一つの無指向性空

中線とを包含するもの，例．逆

のカージオイド指向特性を作り

出すループ空中線と開路空中線

との結合 

3/26 ・・・・・上記の別々の空中線が別々の方

向に向けられた指向特性をもつ

もの 

3/28 ・・・別々の方向に向けられた指向特性を

もつ複数の受信空中線または受信空

中線方式から同時に導かれた複数の

信号の振幅比較を使用するもの 

3/30 ・・・・別々の指向性方式から直接導かれ

るもの 

3/32 ・・・・別々の空中線からの複数の信号の

別々の結合から導かれるもの，例．

和と差との比較 

3/34 ・・・・・上記の別々の空中線が一つの指

向性空中線と一つの無指向性空

中線とを包含するもの，例．逆

のカージオイド指向特性を作り

出すループ空中線と開路空中線

との組合せ 

3/36 ・・・・・上記の別々の空中線が別々の方

向に向けられた指向特性をもつ

もの 

3/38 ・・・１個の空中線または空中線方式から

導かれる信号に所望の状態を付与す

るために，該空中線または空中線方

式の指向特性の現実の方向または実

効方向の調整を使用するもの，例．

最大または最小信号を与えるもの

（３／１６，３／２８が優先） 

3/40 ・・・・最大または最小信号を与えるため

に単一指向特性の方向を調整する

もの，例．回転式ループ空中線，

等価ゴニオメータ方式 

3/42 ・・・・上記の所望状態が自動的に維持さ

れるもの 

3/44 ・・・・所望状態が達成されて調整が自動

的に停止されるまで，その調整が

周期的または連続的に変化される

もの 

3/46 ・・・間隔を置いて並べられた空中線列を

使用するものであって，該空中線か

らの信号の間の位相差または時間差

を測定するもの，すなわち路程差方

式 

3/48 ・・・・各空中線に到達する電波が連続的

または断続的であって，それらの

空中線から導かれた信号の間の位

相差が測定されるもの 

3/50 ・・・・各空中線に到達する電波がパルス

変調されており，それらの到達時

間差が測定されるもの 

3/52 ・・・受信々号の周波数をドプラ偏移させ

るために，周期的通路内で移動する，

または移動するように見える受信空

中線を用いるもの 

3/54 ・・・・空中線の見かけの移動が，間隔を

置いて並べられた多くの固定空中

線の各々に対する，受信機の周期

的および順次的結合によって作り

出されるもの 

3/56 ・・・走査軸からの受信方向の偏差を指示

し得る信号を用いる円すい走査ビー

ム方式 

3/58 ・・・回転面または揺動面内の方向を決定

するために，またはかかる面内の所

定方向からの偏差を決定するために，

受信々号の連続的な解析を用いる回

転または揺動ビーム方式（３／１４

が優先） 

3/60 ・・・・受信機にビームの搬送波の実質的

な正弦波包絡線信号を発生し，か

つその位相角は，受信機に対する

送信機の方向と受信機に対する基

準方向との間の角度に依存する広
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ビーム方式 

3/62 ・・・・・上記信号の位相角が陰極線管に

より指示されるもの 

3/64 ・・・・・上記信号の位相角が，指向性変

動に同期して変動する基準交流

信号との位相比較によって決定

されるもの 

3/66 ・・・・受信機にビームの搬送波のパルス

形包絡線信号を発生し，かつその

タイミングは受信機に対する送信

機の方向と，受信機に対する基準

方向との間の角度に依存する狭ビ

ーム方式；受信機において狭いゾ

ーンを定めビームの搬送波のパル

ス形包絡線信号を発生し，かつそ

のタイミングが受信機に対する送

信機の方向と受信機に対する基準

方向との間の角度に依存する重複

広ビーム方式 

3/68 ・・・・・パルス形包絡線信号のタイミン

グが陰極線管により指示される

もの（距離と方向の座標表示を

与えるレーダ陰極線管指示器７

／１０） 

3/70 ・・・・・パルス形包絡線信号のタイミン

グが，局部的に発生されたパル

ス形信号を該包絡線信号と一致

または所定の時間関係に持って

来ることにより決定されるもの 

3/72 ・・方向探知用に特殊に適合されたダイバ

ーシチ方式 

3/74 ・・方位測定用に，特殊に適合された多重

チャネル方式，すなわち相異なる複数

の信号の方向の同時指示を与えること

が可能な単一空中線方式をもつもの

（相異なる複数の信号の方向が順次に

決定されそして同時に表示される方式

３／０４，３／１４） 

3/78 ・電波以外の電磁波を用いるもの 

3/781 ・・細部[5] 

3/782 ・・方向の決定または所定の方向からの偏

差の決定のための方式[5] 

3/783 ・・・静止している検出器または検出方式

から導かれた信号の振幅比較を用い

るもの[5] 

3/784 ・・・・検出器のモザイクを用いるもの[5] 

3/785 ・・・検出器または検出方式から導かれる

信号の所望の状態を付与するために

検出器または検出方式の指向特性の

方向の調整を用いるもの[5] 

3/786 ・・・・所望の状態が自動的に維持される

もの[5] 

3/787 ・・・方向に依存した変調特性を作り出す

回転レチクルを用いるもの[5] 

3/788 ・・・・周波数変調特性を作り出すもの[5] 

3/789 ・・・回転または揺動ビーム方式を用いる

もの，例．鏡，プリズムを用いるも

の[5] 

3/80 ・超音波，音波，亜音波を用いるもの 

3/801 ・・細部[5] 

3/802 ・・方向の決定または所定の方向からの偏

差の決定のための方式（音の集束また

は指向が変換器配列体の電気的操作を

使うもの，例．ビーム操作一般Ｇ１０

Ｋ１１／３４）[5] 

3/803 ・・・別々の方向に向けられた指向特性を

もつ複数の受信変換器または受信変

換方式から導かれる信号の振幅比較

を用いるもの[5] 

3/805 ・・・変換器または変換方式から導かれる

信号に所望の状態を付与するために

該変換器または変換方式の指向特性

の現実の方向または実効方向の調整

を用いるもの，例．最大または最小

信号を与えるもの[5] 

3/807 ・・・・上記の所望の状態が自動的に維持

されるもの[5] 

3/808 ・・・間隔をおいて並べられた変換器列を

使用するものであって該変換器から

の信号間の位相差または時間差を測

定するもの，すなわち路程差方式[5] 

3/809 ・・・回転面または揺動面内における方向

を決定するために，またはかかる面

内の所定の方向からの偏差を決定す

るために，受信信号の連続的な解折

を用いる回転または揺動ビーム方式

[5] 

3/82 ・・位相を調整するための，または時間遅

れ誤差を補償するための手段をもつも

の 

3/84 ・・陰極線管上に与えられる指示をもつも

の 

3/86 ・・不要波，例．妨害雑音，を消去する手

段をもつもの 

5/00 ２またはそれ以上の方向線，位置線測定を

座標づけすることによる位置決定；２また

はそれ以上の距離測定を座標づけすること

による位置決定[2] 

5/02 ・電波を使用するもの 

5/04 ・・電波源の位置が離れて設けられた複数

個の方向探知機により測定されるもの 

5/06 ・・電波源の位置が，路程差測定によって

決定される複数の位置線を座標づけす

ることによって決定されるもの（５／

１２が優先）[3] 

5/08 ・・単一の方向探知機の位置が互に離れて

いる複数個の既知位置の電波源の方向

の測定により決定されるもの 
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5/10 ・・受信機の位置が，路程差測定によって

決定される複数の位置線を座標づけす

ることによって決定されるもの（５／

１２が優先）[3] 

5/12 ・・相異なる形の位置線，例．双曲線，円

線，楕円線，放射状線，の座標づけに

よるもの（方向および距離の座標表示

を与えるレーダ指示器７／１０） 

5/14 ・・互いに離れた複数個の既知位置の点か

らの絶対距離の測定によるもの 

5/16 ・電波以外の電磁波を使用するもの 

5/18 ・超音波，音波，亜音波を使用するもの 

5/20 ・・音波源の位置が離れて設けられた複数

個の方向探知機により決定されるもの

[5] 

5/22 ・・音波源の位置が，路程差測定によって

定義決定される複数の位置線を座標づ

けすることによって決定されるもの

（５／２８が優先）[5] 

5/24 ・・単一の方向探知機の位置が互いに離れ

ている複数個の既知位置の音波源の方

向の測定により決定されるもの[5] 

5/26 ・・受信機の位置が，路程差測定によって

決定される複数の位置線を座標づけす

ることによって決定されるもの（５／

２８が優先）[5] 

5/28 ・・相異なる形の位置線，例．双曲線，円

線，楕円線，放射状線，の座標づけに

よるもの（方向および距離の座標表示

を与えるソーナ指示器７／６２）[5] 

5/30 ・・互いに離れた複数個の既知位置の点か

らの絶対距離の決定[5] 

7/00 グループ１３／００，１５／００，１７／

００による方式の細部 

7/02 ・グループ１３／００による方式のもの 

7/03 ・・そのために特に適合されたＨＦサブ方

式の細部，例．送信機，受信機に共通

なもの（ＴＲボックスＨ０１Ｊ１７／

６４；導波管または導波管型の共振器

または他の装置Ｈ０１Ｐ；空中線Ｈ０

１Ｑ；基本電子回路，例．振動の発生，

変調，復調，増幅，パルス技術Ｈ０３；

インピーダンス回路網，共振器Ｈ０３

Ｈ）[5] 

7/04 ・・表示装置 

7/06 ・・・陰極線管表示 

7/08 ・・・・距離を指示するバーニヤをもつも

の，例．二本の陰極線管を用いた

もの 

7/10 ・・・・距離および方向を二次元座標で表

示する装置を備えたもの 

7/12 ・・・・・プラン―ポジション表示器，す

なわちＰ．Ｐ．Ｉ 

7/14 ・・・・・・扇形，離心，または角度拡大

表示 

7/16 ・・・・・距離および方位を表示する直角

座標をもち信号を輝度変調で表

示するもの，例．Ｂ型 

7/18 ・・・・・距離―高度表示；距離―仰角表

示，例．ＲＨＩ型，Ｅ型 

7/20 ・・・・立体表示；三次元表示；擬似三次

元表示 

7/22 ・・・・電子的手段によりカーソル線およ

び記号を発生するもの 

7/24 ・・・・送受信装置をもっている物体の移

動に応じて特定の方向に向きを変

えたりまたは位置を変えて表示を

するもの，例．真運動レーダ 

7/26 ・・・エレクトロ―ルミネセントパネルを

使用した表示 

7/28 ・・パルス方式の細部 

7/282 ・・・送信機[5] 

7/285 ・・・受信機[5] 

7/288 ・・・・コヒーレント受信機[5] 

7/292 ・・・・所望の反響信号の抽出（ドプラ方

式１３／５０）[5] 

7/295 ・・・・座標を変換するためのあるいは情

報を評価するための手段，例．計

算機を使用するもの[5] 

7/298 ・・・・・走査変換器[5] 

7/32 ・・・・反響パルス信号の整形；反響パル

ス信号から非パルス信号の導出

[5] 

7/34 ・・・・パルス繰返期間中に受信機の利得

が自動的に制御されるもの，例．

クラッタ消去利得制御[5] 

7/35 ・・非パルス方式の細部[5] 

7/36 ・・対妨害手段 

7/38 ・・妨害手段，例．偽エコーを生じさせる

もの[2] 

7/40 ・・監視または校正用の手段 

7/41 ・・物標の特徴づけのためエコー信号の分

析を用いるもの；物標の特色；物標の

断面[6] 

7/42 ・・レーダに特有なダイバーシチ方式 

7/48 ・グループ１７／００による方式のもの 

7/481 ・・構造的特徴，例．光学素子の配列[6] 

7/483 ・・パルス方式の細部[6] 

7/484 ・・・送信機[6] 

7/486 ・・・受信機[6] 

7/487 ・・・・所望の反響信号の抽出[6] 

7/489 ・・・・パルス繰返期間中に受信機の利得

が自動的に制御されるもの[6] 

7/491 ・・非パルス方式の細部[6] 

7/493 ・・・所望の反響信号の抽出[6] 

7/495 ・・対抗手段または対対抗手段[6] 

7/497 ・・監視または較正用の手段[6] 

7/499 ・・偏光効果を用いるもの（偏光の測定Ｇ
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０１Ｊ）[6] 

7/51 ・・表示装置[6] 

7/52 ・グループ１５／００による方式のもの 

7/521 ・・構造的特徴（変換器の構造的特徴Ｂ０

６Ｂ；変換器の取り付けＧ１０Ｋ１１

／００）[6] 

7/523 ・・パルス方式の細部[6] 

7/524 ・・・送信機[6] 

7/526 ・・・受信機[6] 

7/527 ・・・・所望の反響信号の抽出[6] 

7/529 ・・・・パルス繰返期間中に受信器の利得

が自動的に制御されるもの[6] 

7/53 ・・・・座標の変換またはデータの評価の

ための手段，例．計算機を用いる

もの[6] 

7/531 ・・・・・走査変換器[6] 

7/533 ・・・・・データレート変換器[6] 

7/534 ・・非パルス方式の細部[6] 

7/536 ・・・所望の反響信号の抽出[6] 

7/537 ・・対抗手段または対対抗手段，例．妨害，

対妨害[6] 

7/539 ・・物標の特徴づけのためのエコー信号の

分析を用いるもの；物標の特色；物標

の断面[6] 

7/54 ・・離れて設置された受信機をもつもの 

7/56 ・・表示装置 

7/58 ・・・可変距離範囲を備えたもの 

7/60 ・・・永久記録を備えたもの 

7/62 ・・・陰極線管表示 

7/64 ・・発光体指示（７／６２が優先）[5] 

11/00 反射または再放射を用いない距離または速

度の測定方式（方位測定機３／００；２ま

たはそれ以上の距離測定を座標づけするこ

とによる位置決定５／００）[2] 

11/02 ・電波を用いるもの[5] 

11/04 ・・角度測定を用いるもの[5] 

11/06 ・・強度測定を用いるもの[5] 

11/08 ・・周期時計を用いるもの（電子時計の同

期化Ｇ０４Ｇ７／０２）[5] 

11/10 ・・ドプラ効果を用いるもの[5] 

11/12 ・電波以外の電磁波を用いるもの[5] 

11/14 ・超音波，音波または亜音波を用いるもの

[5] 

11/16 ・電磁波と音波の伝播時間差を用いるもの

[5] 

注 

（１）グループ１３／００～１７／００は以下のものを包含す

る： 

―例えば，物体そのものからまたは物体と関連した応答機から

の反射または再放射により，物体の存在を検知するための方式，

物体までの距離または物体の相対速度を決定するための方式，

物体の距離および方向を座標で表示する装置を備えた方式，ま

たは物体のイメージを得るための方式 

―移動する航行体または運搬体に装備するように組立てられ，

かつその移動体とその移動体の外部に広がる表面，例．地球の

表面，との相対的な速度と運動の方向を決定するためにその表

面からの反射波を利用する方式．[3] 

（２）グループ１３／００～１７／００は以下のものを包含し

ない： 

―反射または再放射を用いないで物体の方向を決定するため

の方式，ただし，これはグループ１／００または３／００に包

含される；[3] 

―反射または再放射を用いないで物体までの距離または物体

の速度を決定するための方式，ただし，これはグループ１１／

００に包含される[3] 

13/00 電波の反射または再放射を使用する方式，

例．レーダ方式；波長または波の性質が無

関係または不特定の波の反射または再放射

を使用する類似の方式（音波を使用するも

の１５／００；電波以外の電磁波を使用す

るもの１７／００）[3] 

13/02 ・電波の反射を使用する方式，例．一次レ

ーダ方式；類似の方式[3] 

13/04 ・・物標の存在を決定する方式（目標物の

相対的移動に基づくもの１３／５６）

[3] 

13/06 ・・物標の位置データを決定する方式[3] 

13/08 ・・・路離のみを測定するための方式（間

接的な測定１３／４６）[3] 

13/10 ・・・・断続パルス変調波を送信するもの

（位相測定による距離決定１３／

３２）[3] 

13/12 ・・・・・パルスの送信とそれに先行した

パルスのエコーの受信との間を

所望の時間関係にするためにパ

ルス繰返数を変えるもの[3] 

13/14 ・・・・・パルス送信およびエコー受信の

それぞれに従って電圧パルスま

たは電流パルスを始動および終

止させるもの[3] 

13/16 ・・・・・・計数器を使用するもの[3] 

13/18 ・・・・・距離ゲートを使用するもの[3] 

13/20 ・・・・・基本掃引周期外エコーを使用す

るものまたは除去するもの[3] 

13/22 ・・・・・不規則なパルス繰返数を使用す

るもの[3] 

13/24 ・・・・・搬送波の周波数アジリテイを使

用するもの[3] 

13/26 ・・・・・周波数または位相変調搬送波か

らなる送信パルスを使用するも

の[3] 

13/28 ・・・・・・受信パルスを時間軸圧縮する

もの[3] 

13/30 ・・・・・レーダ周期毎に２以上のパルス

を使用するもの[3] 

13/32 ・・・・持続非変調波，振幅―，周波数―，

または位相変調波を送信するもの

[3] 



Ｇ０１Ｓ 

 

G01S - 7 

国際特許分類 第８版 (2006.01 発行) 

13/34 ・・・・・周波数変調波を送信し，受信信

号，またはそれから得られる信

号と送信信号に関連する局部発

生信号とをヘテロダインしてう

なり周波数信号を発生させるも

の[3] 

13/36 ・・・・・受信信号と送信信号との位相を

比較するもの[3] 

13/38 ・・・・・・２以上の変調周波数を使用す

るもの[3] 

13/40 ・・・・・・送信信号の周波数を調整して

予定の位相関係にするもの

[3] 

13/42 ・・・距離とそれに類する他のものとの同

時測定（間接的な測定１３／４６）

[3] 

13/44 ・・・・モノパルスレーダ，すなわち同時

ロービング[3] 

13/46 ・・・位置データの間接的な決定[3] 

13/48 ・・・・発射または受信に多重ビームを使

用するもの[3] 

13/50 ・・物標の相対運動に基づく測定方式[3] 

13/52 ・・・固定物体と移動物体の弁別または異

なる速度で移動する２以上の物体の

弁別[3] 

13/522 ・・・・断続パルス変調波の送信を用いる

もの[5] 

13/524 ・・・・・送信信号に関して物体の運動か

ら生じる位相または周波数偏移

に基づくもの，例．コヒーレン

トＭＴＩ（コヒーレント受信機

７／２８８）[5] 

13/526 ・・・・・・距離情報を失うことなく全ス

ペクトルの濾波を行うもの，

例．遅延線消去器またはくし

型フイルタを用いるもの[5] 

13/528 ・・・・・・・不感速度を除去するもの[5] 

13/53 ・・・・・・単一線スペクトルを濾波し，

かつドプラ情報を抽出するた

めに位相検波器あるいは周波

数ミキサをもつ１つ以上の距

離ゲートと関連するもの，例．

パルスドプラレーダ[5] 

13/532 ・・・・・・・距離ゲート群または記憶マ

トリックスを用いるもの

[5] 

13/534 ・・・・・・周囲のクラッタ反響信号に関

して，物体の運動から生じる

振幅または位相偏移に基づく

もの，例．非コヒーレントＭ

ＴＩ，クラッタ参照ＭＴＩ，

外部コヒーレントＭＴＩ[5] 

13/536 ・・・・持続非変調波，振幅―，周波数―，

または位相変調波の送信を用いる

もの[5] 

13/538 ・・・・連続するアンテナ走査間で動かな

かった物体を除去するもの，例．

エリアＭＴＩ[5] 

13/56 ・・・・存在探知のためのもの[3] 

13/58 ・・・速度または軌道の決定方式；運動の

センスの決定方式[3] 

13/60 ・・・・送信機および受信機が移動物体上

に装備されているもの，例．対地

速度，ドリフト角，対地軌道を決

定するためのもの（１３／６４が

優先）[3] 

13/62 ・・・・運動のセンスの決定[3] 

13/64 ・・・・距離ゲートを使用する速度測定方

式[3] 

13/66 ・レーダ追跡方式；類似の方式[3] 

13/68 ・・角度のみを追跡するためのもの[3] 

13/70 ・・距離のみを追跡するためのもの[3] 

13/72 ・・二次元追跡のためのもの，例．角度追

跡と距離追跡の結合，トラック・ホワ

イル・スキャン・レーダ[3] 

13/74 ・電波の再放射を使用する方式，例．二次

レーダ方式；類似の方式[3,6] 

13/75 ・・受信波から電力供給を受ける応答機を

使用するもの，例．受動的応答機を使

用するもの[6] 

13/76 ・・パルス形信号を送信するもの[3] 

13/78 ・・・異なる種類の物標を弁別するもの，

例．ＩＦＦレーダ，すなわち，敵味

方識別装置（１３／７５，１３／７

９が優先）[3] 

13/79 ・・ランダム符号信号またはランダムパル

ス繰返数を使用する方式[6] 

13/82 ・・持続形信号を送信するもの[3] 

13/84 ・・・位相測定により距離を決定するため

のもの[3] 

13/86 ・レーダ方式と非レーダ方式，例．ソーナ，

方位測定機，との結合[3] 

13/87 ・レーダ方式，例．一次レーダと二次レー

ダ，の結合[3] 

13/88 ・特定の応用に特に適合したレーダ方式ま

たは類似の方式（１３／８９～１３／９

５が優先；対象物の電気磁気的探鉱また

は検出，例．近接磁場検知，Ｇ０１Ｖ３

／００）[3,6] 

13/89 ・マッピングまたはイメージング用に設計

されたレーダ方式または類似の方式[3] 

13/90 ・・合成アパーチャ技術を使用するもの

[3,6] 

13/91 ・交通制御用に設計されたレーダ方式また

は類似の方式（１３／９３が優先）[3] 

13/92 ・・速度測定のためのもの[3] 

13/93 ・衝突防止用に設計されたレーダ方式また

は類似の方式[3] 
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13/94 ・地形回避用に設計されたレーダ方式また

は類似の方式[3] 

13/95 ・気象用に設計されたレーダ方式または類

似の方式[3] 

15/00 音波の反射または再放射を使用する方式，

例．ソーナ方式[3] 

15/02 ・音波の反射を使用するもの（１５／６６

が優先）[3] 

15/04 ・・物標の存在を決定する方式[3] 

15/06 ・・物標の位置データを決定する方式[3] 

15/08 ・・・距離のみを測定するための方式（間

接的な測定１５／４６）[3] 

15/10 ・・・・断続パルス変調波を送信するもの

（位相測定による距離決定１５／

３２）[3] 

15/12 ・・・・・パルスの送信とそれに先行した

パルスのエコーの受信との間を

所望の時間関係にするためにパ

ルス繰返数を変えるもの[3] 

15/14 ・・・・・パルス送信およびエコー受信の

それぞれに従って電圧パルスま

たは電流パルスを始動および終

止させるもの[3] 

15/18 ・・・・・距離ゲートを使用するもの[3] 

15/32 ・・・・持続非変調波，振幅―，周波数―，

または位相変調波を送信するもの

[3] 

15/34 ・・・・・周波数変調波を送信し，受信信

号またはそれから得られる信号

が，送信信号に関連する局部発

生信号とヘテロダインされてう

なり周波数信号を発生するもの

[3] 

15/36 ・・・・・受信信号と送信信号との位相を

比較するもの[3] 

15/42 ・・・距離およびそれに類する他のものと

の同時測定（間接的な測定１５／４

６）[3] 

15/46 ・・・位置データの間接的な決定[3] 

15/50 ・・物標の相対運動に基づく測定方式[3] 

15/52 ・・・固定物体と移動物体の弁別または異

なる速度で移動する２以上の物体の

弁別[3] 

15/58 ・・・速度または軌動の決定方式；運動の

センスの決定方式[3] 

15/60 ・・・・送信機および受信機が移動物体上

に装備されているもの，例．対地

速度，ドリフト角，対地軌動を決

定するためのもの[3] 

15/62 ・・・・運動のセンスの決定[3] 

15/66 ・ソーナ追跡方式[3] 

15/74 ・音波の再放射を使用する方式，例．ＩＦ

Ｆ，すなわち敵味方識別装置[3] 

15/87 ・ソーナ方式の結合[3] 

15/88 ・特定の応用に特に適合したソーナ方式（１

５／８９～１５／９６が優先；地震また

は音響による探鉱または検知Ｇ０１Ｖ１

／００）[3,6] 

15/89 ・マッピングまたはイメージング用に設計

されたソーナ方式[3] 

15/93 ・衝突防止用に設計されたソーナ方式[3] 

15/96 ・魚群探知用に設計されたソーナ方式[3] 

17/00 電波以外の電磁波の反射または再放射を使

用する方式（写真測量または映像測量Ｇ０

１Ｃ１１／００）[3] 

17/02 ・電波以外の電磁波の反射を使用する方式

（１７／６６が優先）[3] 

17/06 ・・物標の位置データを決定する方式[3] 

17/08 ・・・距離のみを測定するためのもの（間

接的な測定１７／４６；アクティブ

三角測量方式１７／４８；視差三角

形を使用するパッシブ方式Ｇ０１Ｃ

３／１０，３／２２，３／２４，３

／２６）[3,8] 

17/10 ・・・・断続パルス変調波を送信するもの

（位相測定による距離決定１７／

３２）[3] 

17/32 ・・・・持続非変調波，振幅―，周波数―，

または位相―変調波を送信するも

の[3] 

17/36 ・・・・・受信信号と送信信号との位相を

比較するもの[3] 

17/42 ・・・距離およびそれに類する他のものと

の同時測定（間接的な測定１７／４

６）[3] 

17/46 ・・・位置データの間接的な決定[3] 

17/48 ・・・・アクティブ三角測量方式，即ち，

電波以外の電磁波の送信および反

射を使用する方式（視差三角形を

使用するパッシブ方式Ｇ０１Ｃ３

／１０，３／２２，３／２４，３

／２６；焦点調節信号の自動発生

のためのアクティブ方式Ｇ０２Ｂ

７／３２）[8] 

17/50 ・・物標の相対運動に基づく測定方式[3] 

17/58 ・・・速度または軌道の決定方式；運動の

センスの決定方式[3] 

17/66 ・電波以外の電磁波を使用する追跡方式[3] 

17/74 ・電波以外の電磁波の再放射を使用する方

式，例．ＩＦＦ，すなわち敵味方識別装

置[3] 

17/87 ・電波以外の電磁波を使用する方式の結合

[3] 

17/88 ・特定の応用に特に適合したライダー方式

[3] 

17/89 ・・マッピングまたはイメージング用に設

計されたライダー方式[6,8] 

17/93 ・・衝突防止用に設計されたライダー方式
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[6,8] 

17/95 ・・気象用に設計されたライダー方式[6,8]
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G01T 原子核放射線またはＸ線の測定（物質の

放射線分析，質量分析器Ｇ０１Ｎ；計数器それ

自体Ｇ０６Ｍ，Ｈ０３Ｋ；放射線または粒子を

分析するための電子管Ｈ０１Ｊ４０／００，Ｈ

０１Ｊ４７／００，Ｈ０１Ｊ４９／００） 

注 

（１）このサブクラスはＸ線，ガンマ線，微粒子線，宇宙線ま

たは中性子線の測定を包含する。 

（２）クラスＧ０１のタイトルに続く注に注意すること。 

1/00 Ｘ線，ガンマ線，微粒子線または宇宙線の

測定（３／００，５／００が優先）[2] 

1/02 ・線量計（１／１５が優先；Ｘ線の照射時

間の測定Ｈ０５Ｇ１／２８）[2] 

1/04 ・・化学線量計（１／０６，１／０８が優

先） 

1/06 ・・ガラス線量計 

1/08 ・・写真作用による線量計（写真用感光材

料または写真法Ｇ０３Ｃ） 

1/10 ・・ルミネッセンス線量計 

1/105 ・・・読み取り装置（１／１１５が優先）

[2] 

1/11 ・・・熱ルミネッセンス線量計 

1/115 ・・・・読取り装置[2] 

1/12 ・・熱量計式線量計 

1/14 ・・静電式線量計（電離箱の構造Ｈ０１Ｊ

４７／０２） 

1/142 ・・・充電装置；読取り装置[2] 

1/15 ・放射線検出器により発生したパルスが積

分される装置，例．ダイオードポンプ回

路によるもの（パルス計数率計一般Ｇ０

１Ｒ２３／０２） 

1/16 ・放射線強度の測定（１／２９が優先）[2] 

1/161 ・・核医学の分野における応用，例．生体

内計数（身体への放射性材料の適用Ａ

６１Ｍ３６／００）[2] 

1/163 ・・・ホールボディカウンター[2] 

1/164 ・・・シンチグラフィー（ラジオアイソト

ープＧ２１Ｇ４／００；トレーサＧ

２１Ｈ５／００）[2] 

1/166 ・・・・検出器と物体間の相互運動を含む

もの[2] 

1/167 ・・物体の放射能含有量，例．汚染，の測

定（ホールボディカウンター１／１６

３）[2] 

1/169 ・・汚染された表面領域の調査，位置探査

（自然または誘導放射線の使用による

探鉱Ｇ０１Ｖ５／００）[2] 

1/17 ・・特殊な型式の検出器に適合しない回路

構成 

1/172 ・・・同時回路装置をもつもの（１／１７

８が優先）[2] 

1/175 ・・・給電回路（変換機Ｈ０２Ｍ）[2] 

1/178 ・・・他の放射性物質，例．空気中または

雨水のような液体中の自然放射能，

の存在下で比放射能を測定するため

のもの[2] 

1/18 ・・計数管をもつもの，例．ガイガー計数

管をもつもの（管Ｈ０１Ｊ４７／００） 

1/185 ・・電離箱装置をもつもの（電離箱の構造

Ｈ０１Ｊ４７／０２）[2] 

1/20 ・・シンチレーション検出器をもつもの 

1/202 ・・・検出器が結晶であるもの 

1/203 ・・・検出器がプラスチックよりなるもの 

1/204 ・・・検出器が液体であるもの 

1/205 ・・・検出器が気体であるもの 

1/208 ・・・シンチレーション検出器に特に適用

される回路，例．光電子増倍管部分

のためのもの[2] 

1/22 ・・チェレンコフ検出器をもつもの 

1/24 ・・半導体検出器をもつもの（検出器それ

自体Ｈ０１Ｌ３１／００） 

1/26 ・・抵抗検出器をもつもの 

1/28 ・・二次放射検出器をもつもの（二次電子

放射電極一般Ｈ０１Ｊ１／３２） 

1/29 ・放射線ビームに関してなされる測定，例．

ビームの位置または断面；放射線の空間

分布の測定（シンチグラフィー１／１６

４）[2] 

1/30 ・放射能物質の半減期の測定 

1/32 ・粒子の偏極の測定 

1/34 ・断面積，例．粒子の吸収断面積，の測定 

1/36 ・Ｘ線または核放射線のスペクトル分布の

測定 

1/38 ・・粒子弁別および相対質量の測定，例．

距離に関するエネルギー損失の測定に

よるもの（ｄＥ／ｄＸ）[2] 

1/40 ・・スペクトロメータの安定化[2] 

3/00 中性子線の測定（５／００が優先）[2] 

3/02 ・他の放射線の遮蔽によるもの 

3/04 ・熱量計を用いるもの 

3/06 ・シンチレーション検出器をもつもの[2] 

3/08 ・半導体検出器をもつもの（半導体検出器

それ自体Ｈ０１Ｌ３１／００）[2] 

5/00 粒子の移動または飛跡の記録（スパークチ

ェンバーＨ０１Ｊ４７／００）；その飛跡の

処理または解析[2] 

5/02 ・飛跡の処理；飛跡の解析 

5/04 ・霧箱，例．ウイルソン霧箱 

5/06 ・泡箱 

5/08 ・シンチレーション箱（放電管Ｈ０１Ｊ４

０／００，４７／００；半導体装置Ｈ０

１Ｌ） 

5/10 ・核粒子の飛跡が後処理により可視的に表

現される板またはブロック，例．写真乳

剤を用いるもの，マイカを用いるもの 

5/12 ・多重線または平行板をもつ箱，例．スパ

ークチェンバー，を有する回路装置（管
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それ自体Ｈ０１Ｊ４７／００）[2] 

7/00 放射線測定装置の細部 

7/02 ・検査すべき試料を受入れまたは蓄積する

ための収集手段 

7/04 ・・フィルタによるもの 

7/06 ・・静電的沈殿によるもの（７／０４が優

先） 

7/08 ・受け入れた試料を移送する手段 

7/10 ・・回転台を用いるもの 

7/12 ・警報装置作動用の装備
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G01V 地球物理；重力測定；塊状物または対
象物の検出；タグ（診断，手術または個人

識別のために異物を検出または探知するため

のものＡ６１Ｂ；突発的に埋まった，例．雪に

埋まった人の位置を指示する手段Ａ６３Ｂ２

９／０２；化学的または物理的性質の決定によ

る地球組成物の調査または分析Ｇ０１Ｎ；地球

の場の方向または大きさ以外の電気的または

磁気的変量の測定一般Ｇ０１Ｒ；電子または核

磁気共鳴装置一般Ｇ０１Ｒ３３／２０）[4,6] 

注 

（１）このサブクラスは地球物理用に特にデザインしたレーダ，

ソーナ，ライダーまたは類似の方式を包含する。レーダ，ソー

ナ，ライダーまたは類似の方式，またはこのような方式の細部

は一般に重要であれば，サブクラスＧ０１Ｓにも分類する。[6] 

（２）このサブクラスにおいては，下記の用語は以下に示す意

味で用いる：[6] 

―“タグ”とは，探知場，例．近接場，と共働し，特定の探知

可能効果を生ずるようデザインした装置を意味する；また“タ

グ”は探知可能場を生じさせうる能動マーカーも意味する。[6] 

（３）このサブクラスにおいては，地球物理的方法は，地球と

他の天体，例．惑星，の両者に適用する。 

（４）クラスＧ０１のタイトルに続く注に注意すること． 

サブクラス内の索引 

探鉱または検出の装置または方法 

地震または音響によるもの ......................... 1/00 

電気的，磁気的；核放射線によるもの；重量測定；光学手段に

よるもの .......................... 3/00;5/00;7/00;8/00 

他のものまたは組み合わせたもの ............. 9/00,11/00 

タグを用いた検知 ................................ 15/00 

場の測定 

磁場；重力場 ................................ 3/00;7/00 

製造，較正，保守 ................................ 13/00 

 

1/00 地震学；地震または音響による探鉱または

検出 

1/02 ・地震エネルギの発生（核爆発Ｇ２１Ｊ；

爆発一般Ｆ４２） 

1/04 ・・細部 

1/047 ・・・発生器を大地に結合させるための装

置[3] 

1/053 ・・・・横波を発生させるためのもの[3] 

1/06 ・・・点火装置（１／３９３が優先）[3] 

1/08 ・・・・時間遅延装置を含むもの 

1/09 ・・・輸送する装置，例．車両で（１／３

８が優先）[3] 

1/104 ・・爆発物を用いるもの（１／１５７が優

先）[3] 

1/108 ・・・囲い地の表面を変形または移動させ

ることによるもの[3] 

1/112 ・・・・陸地の表面上で使用するためのも

の[3] 

1/116 ・・・加圧燃焼ガスが脈動的に発生器から

排出されるもの，例．爆発を起すた

めに[3] 

1/13 ・・・空間または時間に関して所望のパタ

ーンを作りだすための火薬装填の配

置 

1/133 ・・流体式駆動手段を使用するもの，高く

加圧された流体を用いるもの（１／１

０４が優先）[3] 

1/135 ・・・囲い地の表面を変形または移動させ

ることによるもの[3] 

1/137 ・・・流体が脈動的に発生器から排出され

るもの，例．爆発を起すために[3] 

1/143 ・・機械的駆動手段を使用するもの（１／

１０４，１／１３３が優先）[3] 

1/145 ・・・表面を変形または移動させることに

よるもの[3] 

1/147 ・・・落下体の衝突を利用するもの[3] 

1/153 ・・・平衡していない回転体を使用するも

の[3] 

1/155 ・・・往復運動体を使用するもの[3] 

1/157 ・・火花放電を利用するもの；エクスプロ

ーディングワイヤを使用するもの（ス

パークギャップ，他に分類されない放

電装置Ｈ０１Ｔ）[3] 

1/16 ・地震信号の受信素子（振動測定Ｇ０１Ｈ；

加速または衝撃測定Ｇ０１Ｐ；マイクロ

ホンまたは類似の音響電気機械変換器Ｈ

０４Ｒ）；受信素子の配置または適用 

1/18 ・・受信素子，例．地震計，地中聴音機[2] 

1/20 ・・受信素子の配置，例．地中聴音機の配

置 

1/22 ・地震信号の記録または処理装置への伝送

（信号伝送方式一般Ｇ０８Ｃ；電気的伝

送方式Ｈ０４Ｂ） 

1/24 ・地震データの記録（記録の他への変換１

／３２，測定値の記録一般Ｇ０１Ｄ） 

1/26 ・・参照信号伝送装置，例．点火時の指示 

1/28 ・地震データの処理，例．解析のためのも

の，解釈のためのもの，修正のためのも

の（１／４８が優先）[6] 

1/30 ・・解析（１／５０が優先）[6] 

1/32 ・・記録の他への変換 

1/34 ・・地震記録の表示 

1/36 ・・記録したものの静的または動的修正，

例．展開の修正，をなすもの；地震信

号を相関させるもの；好ましくないエ

ネルギの影響の除去 

1/37 ・・・大地の連続的振動を利用する地震シ

ステムに特に適合したもの[3] 

1/38 ・冠水領域に特に適したもの（１／２８が

優先） 

1/387 ・・二次泡パルスを減少するもの，すなわ

ち１次爆発後のガス泡の発生から生ず

る検出信号を減少するもの[3] 
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1/393 ・・水面下の爆発物装填手段，例．点火装

置と結合したもの[3] 

1/40 ・井戸検層に特に適したもの 

1/42 ・・一つの井戸に発生機を，他の箇所に受

信機を用いるもの，またはその逆のも

の（１／５２が優先）[6] 

1/44 ・・同じ井戸に発生機と受信機を用いるも

の（１／５２が優先）[6] 

1/46 ・・・データ取得[6] 

1/48 ・・・データ処理[6] 

1/50 ・・・・データ解析[6] 

1/52 ・・構造的細部[6] 

3/00 電気的または磁気的探鉱または検出（光学

的手段によるもの８／００）；地球の磁場特

性，例．偏角，偏差の測定（航行用，測量

用Ｇ０１Ｃ）[2,4] 

注 

グループ３／１５～３／１８はグループ３／０２～３／１４

に優先する。[3] 

3/02 ・電流の伝播で働くもの 

3/04 ・・直流を用いるもの 

3/06 ・・交流を用いるもの 

3/08 ・対象物もしくは地質構造によるかまたは

検出装置によって発生または変動する磁

場もしくは電場で働くもの（電磁波で働

くもの３／１２；地球の磁場特性の測定

３／４０） 

3/10 ・・誘導コイルを用いるもの 

3/11 ・・・導体，例．小火器（銃），ケーブルま

たは管，を検出するためのもの[3] 

3/12 ・電磁波で働くもの 

3/14 ・電子または核磁気共鳴で働くもの 

3/15 ・輸送中，例．人，車両または舟による，

の使用に特に適合したもの[3] 

3/16 ・・航空機からの使用に特に適合したもの

（３／１６５から３／１７５が優先）

[3] 

3/165 ・・対象物によるかまたは検出装置によっ

て発生または変動する磁場もしくは電

場で働くもの（電磁波で働くもの３／

１７）[3] 

3/17 ・・電磁波で働くもの[3] 

3/175 ・・電子または核磁気共鳴で働くもの[3] 

3/18 ・井戸検層に特に適したもの 

3/20 ・・電流の伝播で働くもの[3] 

3/22 ・・・直流を利用するもの[3] 

3/24 ・・・交流を利用するもの[3] 

3/26 ・・周囲の地球組成物によるかまたは検出

装置によって発生または変動する磁場

もしくは電場で働くもの（電磁波で働

くもの３／３０）[3] 

3/28 ・・・誘導コイルを使用するもの[3] 

3/30 ・・電磁波で働くもの[3] 

3/32 ・・電子または核磁気共鳴で働くもの[3] 

3/34 ・・データの記録または処理装置への伝送；

データの記録[3] 

3/36 ・データの記録（３／３４が優先）[3] 

3/38 ・データの処理，例．解析のためのもの，

解釈のためのもの，修正のためのもの（計

算一般Ｇ０６）[3] 

3/40 ・地球の磁場特性の測定に特に適合したも

の[3] 

5/00 核放射線，例．自然または誘導放射能の，

を利用する探鉱または検出（材料の性質の

決定Ｇ０１Ｎ；核放射線の測定Ｇ０１Ｔ） 

5/02 ・表面検層，例．航空機からの，に特に適

合したもの[3] 

5/04 ・井戸検層に特に適合したもの[3] 

5/06 ・・自然放射性鉱物を検出するためのもの

[3] 

5/08 ・・一次核放射線源またはＸ線を用いるも

の[3] 

5/10 ・・・中性子線源を使用するもの[3] 

5/12 ・・・ガンマ線源またはＸ線源を使用する

もの[3] 

5/14 ・・・複数の線源の組合せ，例．中性子と

ガンマ線を出す線源，を使用するも

の[3] 

7/00 重力場または重力波の測定；重量測定によ

る探鉱または検出 

7/02 ・細部 

7/04 ・・電気的，光電的または磁気的な指示ま

たは記録手段 

7/06 ・・重量測定記録の解析または解釈 

7/08 ・てんびんを用いるもの（てんびん一般Ｇ

０１Ｇ） 

7/10 ・・ねじればかりを用いるもの，例．エー

トベェッシュのねじればかり 

7/12 ・振り子を用いるもの 

7/14 ・自由落下時間によるもの 

7/16 ・移動台，例．船舶，航空機，での使用に

特に適したもの 

8/00 光学的手段による探鉱または検出（写真測

量または映像測量Ｇ０１Ｃ１１／００；光

特性の測定Ｇ０１Ｊ；光学的走査方式Ｇ０

２Ｂ２６／１０；放射能の存在を検知する

放電管Ｈ０１Ｊ４０／００，４７／００）

[6] 

注 

このグループは赤外線，可視光線または紫外線の使用を包含す

る。[6] 

8/02 ・探鉱[6] 

8/10 ・検知，例．光障壁の使用によるもの（対

象物からの反射によるものＧ０１Ｓ１７

／００；コンベヤによって運ばれる物品

の計数Ｇ０６Ｍ７／００；信号または呼

出し装置Ｇ０８Ｂ；計数または制御され

るべき交通量の検出Ｇ０８Ｇ１／０１；
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近接スイッチＨ０３Ｋ１７／９４５，１

７／９６５）[6] 

8/12 ・・一個の発信機と一個の受信機を用いる

もの[6] 

8/14 ・・・反射器を用いるもの[6] 

8/16 ・・・光ファイバを用いるもの[6] 

8/18 ・・・機械的走査方式を用いるもの[6] 

8/20 ・・複数の発信機または受信機を用いるも

の[6] 

8/22 ・・・反射器を用いるもの[6] 

8/24 ・・・光ファイバを用いるもの[6] 

8/26 ・・・機械的走査方式を用いるもの[6] 

9/00 グループ１／００～８／００に分類されな

い方法による探鉱または検出[6] 

9/02 ・地下水の存在または流れの決定 

11/00 メイングループ１／００～９／００のうち

の２つ以上に包含される技術を結合した方

法による探鉱または検出 

13/00 グループ１／００から１１／００に包含さ

れる計器または装置の製造，較正，清掃，

または修理 

15/00 対象物の検知ができるよう対象物に取り付

けまたは結合したタグ（機械と使用するた

めの記録担体Ｇ０６Ｋ１９／００；標識，

ラベルＧ０９Ｆ）[6] 

注 

このグループは検知器または検知方法，例えば，被検知対象物

が磁場または電界を発生または変更させる方法，を包含しない。

それらは他の箇所，例．グループ３／００，に包含する。[6]
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G01W 気象学（気象の状況に影響を与えるものＡ０

１Ｇ１５／００；霧の消散Ｅ０１Ｈ１３／０

０；単一の変量を測定するための計器一般はＧ

０１の適切なサブクラス，例．Ｇ０１Ｋ，Ｇ０

１Ｌ，を参照；気象用にデザインしたレーダ，

ソーナ，ライダーまたは類似の方式Ｇ０１Ｓ１

３／９５，Ｇ０１Ｓ１５／８８，Ｇ０１Ｓ１７

／９５） 

注 

（１）このサブクラスにおいては，下記の用語は以下に示す意

味で用いる： 

―“気象学”とは特定の環境の状態の測定を含む。 

（２）クラスＧ０１のタイトルに続く注に注意すること。 

1/00 気象学 

1/02 ・２以上の変量，例．湿度，気圧，温度，

雲量，風速，の測定による天気状況を指

示する計器（１／１０が優先） 

1/04 ・・測定された変量を別々に指示するもの 

1/06 ・・天気状況を総合して指示するもの（天

気状況または人体に対する空気の影響

のいずれかに関係する“冷却値”を測

定するカタ温度計１／１７） 

1/08 ・気象目的のための気球，ミサイルまたは

航空機の適合；ラジオゾンデ（測定値の

ための伝送方式Ｇ０８Ｇ；伝送回路Ｈ０

４Ｂ） 

1/10 ・天気状況の予報装置 

1/11 ・湿度を表示するための気象建物または他

の付属装置 

1/12 ・自記日照（時間）計（日照の強さ測定Ｇ

０１Ｊ） 

1/14 ・雨量計または降水量計（容積の測定一般

Ｇ０１Ｆ） 

1/16 ・大気中の電位差測定，例．雲の帯電によ

るもの（電位測定一般Ｇ０１Ｒ） 

1/17 ・天気状況または人体に対する空気の影響

のどちらかに関係する“冷却値”を測定

するカタ温度計 

1/18 ・気象測器の試験または較正
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G02 光学（光学素子または装置の制作はＢ２４Ｂ，

Ｂ２９Ｄ１１／００，Ｃ０３，または他の適当

なサブクラスまたはクラス；材料それ自体は関

連箇所，例．Ｃ０３Ｂ，Ｃ０３Ｃを参照） 

注 

このクラスにおいては，下記の表現は以下に示す意味で用い

る： 

―“光学的”とは可視光だけでなく紫外線および赤外線にも適

用する。[4] 

 

G02B 光学要素，光学系，または光学装置（Ｇ

０２Ｆが優先；照明装置またはそのシステムの

使用に特に適した光学的要素Ｆ２１Ｖ１／０

０～Ｆ２１Ｖ１３／００；測定器具はＧ０１の

関連するサブクラスを参照，例．光学的距離計

Ｇ０１Ｃ；光学要素，光学系または光学装置の

試験Ｇ０１Ｍ１１／００；眼鏡Ｇ０２Ｃ；写真

を撮影するためのまたは写真を投影もしくは

直視するための装置または配置Ｇ０３Ｂ；音響

レンズＧ１０Ｋ１１／３０；電子およびイオン

“光学”Ｈ０１Ｊ；Ｘ線“光学”Ｈ０１Ｊ，Ｈ

０５Ｇ１／００；放電管と構造的に結合された

光学要素Ｈ０１Ｊ５／１６，Ｈ０１Ｊ２９／８

９，Ｈ０１Ｊ３７／２２；マイクロ波“光学”

Ｈ０１Ｑ；光学要素とテレビジョン受像機の組

合わせＨ０４Ｎ５／７２；カラーテレビジョン

方式における光学系または装置Ｈ０４Ｎ９／

００；透明または反射する部分に特に適合した

加熱装置Ｈ０５Ｂ３／８４）[1,7] 

注 

（１）このサブクラスにおいては，下記の用語または表現は以

下に示す意味で用いる： 

―“単レンズまたは単プリズム”とは一枚のレンズまたはプリ

ズムを意味する； 

―“複合レンズまたは複合プリズム”とは空気間隙なしにたが

いが接合され，または（１１／００グループ内は除く）“不完

全結合されている”ところの構成光学部材を意味し，“不完全

結合されている”とは構成要素間の空気間隙が本質的に光学的

影響を与えない場合を指す； 

―“対物レンズ”とは実物体の実像を生じるために作られたレ

ンズまたは光学系を意味する； 

―“接眼レンズ”とは眼や他の光学系により視るための虚像を

生ずるために作られたレンズまたは光学系を意味する； 

―“前部”と“後部”の用語はより遠い共役点から見ることに

より決定される。 

（２）“マイクロ構造の装置”および“マイクロ構造のシステ

ム”に関する，クラスＢ８１およびサブクラスＢ８１Ｂの両タ

イトルの後の注に注意すること。[7] 

サブクラス内の索引 

光学要素 

構成に特徴のあるもの；レンズ；ライトガイド；他の要素

........................................3/00;5/00;6/00 

材料に特徴のあるもの..............................1/00 

光学系 

一般的構成：光学構成部品の数と配置..........9/00,11/00 

特殊な構成：用途によるもの；変倍のもの；反射表面を持つも

の...................................13/00;15/00;17/00 

その他のシステム.................................27/00 

ライトガイドおよびその他の光学要素を含む配置の構成上の

細部..............................................6/00 

光学装置 

コンデンサー.....................................19/00 

顕微鏡...........................................21/00 

望遠鏡，潜望鏡，孔体の中を観察する装置，ビューファインダ

ー，照準または観測装置...........................23/00 

接眼レンズ，拡大鏡...............................25/00 

その他の光学装置.................................27/00 

光の制御.........................................26/00 

マウント，調節手段，光密結合......................7/00 

 

1/00 使用物質によって特徴づけられた光学要素

（光学ガラスの組成Ｃ０３Ｃ３／００）；光

学要素のための光学的コーティング 

1/02 ・結晶，例．岩塩，半導体，で作られたも

の（１／０８が優先） 

1/04 ・有機物質，例．合成樹脂，で作られたも

の（１／０８が優先） 

1/06 ・透明セルの中の流体で作られたもの 

1/08 ・偏光物質で作られたもの 

1/10 ・光学要素への塗布または表面処理によっ

て作られた光学的コーティング（１／０

８が優先） 

1/11 ・・反射防止膜[6] 

1/12 ・・表面処理によるもの，例．照射による

もの 

3/00 単レンズまたは複合レンズ（人工眼Ａ６１

Ｆ２／１４；眼鏡レンズまたはコンタクト

レンズＧ０２Ｃ；時計用ガラスＧ０４Ｂ３

９／００） 

3/02 ・非球面をもつもの（３／１０が優先） 

3/04 ・・真の球面ではない回転対称的連続面を

もつもの 

3/06 ・・シリンドリカル面またはトーリック面

をもつもの 

3/08 ・・不連続面をもつもの，例．フレネルレ

ンズ 

3/10 ・二重焦点レンズ；多重焦点レンズ 

3/12 ・流体を満たしまたは空にできるレンズ 

3/14 ・・可変焦点距離のもの 

5/00 レンズ以外の光学要素（ライトガイド６／

００；光学的論理素子Ｇ０２Ｆ３／００）

[4] 

5/02 ・拡散性要素；アフォーカル要素 

5/04 ・プリズム 

5/06 ・・流体を満たしまたは空にできるプリズ
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ム 

5/08 ・反射鏡 

5/09 ・・多面体鏡または多角形鏡[6] 

5/10 ・・曲面をもつもの 

5/12 ・再帰反射体 

5/122 ・・キュービック・コーナー，三面または

三反射体型[2] 

5/124 ・・・複数の反射素子が見掛上単一の平面

または薄板の一部を構成するもの

[2] 

5/126 ・・湾曲した屈折面を有するもの[2] 

5/128 ・・・母材中に透明な球を埋込んだもの[2] 

5/13 ・・・複数の湾曲した屈折素子が見掛上単

一部材の一部を構成するもの[2] 

5/132 ・・・個々の反射体の装着手段を有するも

の[2] 

5/134 ・・・・ねじ止め装着部材をもつもの[2] 

5/136 ・・複数の反射素子が見掛上単一体の一部

を構成するもの（５／１２４が優先）

[2] 

5/18 ・回折格子 

5/20 ・フィルター（偏光要素５／３０；特に写

真用として使われるフィルターＧ０３Ｂ

１１／００） 

5/22 ・・吸収フィルター 

5/23 ・・・フォトクロミックフィルター[2] 

5/24 ・・・液体フィルター（５／２３が優先）

[2] 

5/26 ・・反射フィルター（５／２８が優先） 

5/28 ・・干渉フィルター 

5/30 ・偏光要素（光変調装置Ｇ０２Ｆ１／００） 

5/32 ・光学素子として用いられるホログラム（ホ

ログラム製造の方法または装置Ｇ０３

Ｈ）[2] 

6/00 ライトガイド；ライトガイドおよびその他

の光素子，例．カップリング，からなる装

置の構造的細部[4,6] 

6/02 ・クラッドを有する光ファイバ（引張強度

及び外部保護を与えるための機械的構造

６／４４）[4,8] 

6/024 ・・偏光維持特性を有するもの[8] 

6/028 ・・コアまたはクラッドが屈折率分布型の

もの[8] 

6/032 ・・コアまたはクラッドの固体でないもの

[8] 

6/036 ・・コアまたはクラッドが多層構造のもの

[8] 

6/04 ・ファイバ束により形成されたもの（６／

２４が優先）[4] 

6/06 ・・ファイバの相対的位置が両端で同一で

あるもの，例．像を移送するためのも

の[4] 

6/08 ・・・板状ファイバ束をもつもの[4] 

6/10 ・光導波路型のもの（６／０２，６／２４

が優先；電気的，電磁気的，磁気的また

は音響的手段による光の制御のための装

置または配置Ｇ０２Ｆ１／００；変調光

の変調方式の変換Ｇ０２Ｆ２／００；光

学的論理素子Ｇ０２Ｆ３／００；光学的

アナログ／デジタル変換器Ｇ０２Ｆ７／

００；オプトエレクトロニック素子を用

いる記憶装置Ｇ１１Ｃ１１／４２；電気

導波管Ｈ０１Ｐ；光学的手段による情報

の伝送Ｈ０４Ｂ１０／００；多重化方式

Ｈ０４Ｊ１４／００）[4,8] 

6/12 ・・集積回路型のもの（単結晶の製造また

は加工Ｃ３０Ｂ；電気的集積回路Ｈ０

１Ｌ２７／００）[4] 

6/122 ・・・基本的光素子，例．ライトガイドパ

ス[6] 

6/124 ・・・・ジオデシックレンズまたは集積化

されたグレーティング[6] 

6/125 ・・・・屈曲，分岐または交差[6] 

6/126 ・・・偏光効果を用いるもの[6] 

6/13 ・・・製造方法に特徴のある集積光回路[6] 

6/132 ・・・・薄膜堆積によるもの[6] 

6/134 ・・・・イオン交換によるもの[6] 

6/136 ・・・・エッチングによるもの[6] 

6/138 ・・・・重合を用いることによるもの[6] 

6/14 ・・モード変換器[4] 

6/16 （６／０２に包含） 

6/17 （→６／０２４） 

6/18 （→６／０２８） 

6/20 （→６／０３２） 

6/22 （→６／０３６） 

6/24 ・ライトガイドのための結合（電気的導波

管用Ｈ０１Ｐ１／００）[4,5] 

6/245 ・・結合の前処理としてライトガイドの保

護被覆を除去するもの[5] 

6/25 ・・結合のためにライトガイド端部を処理

するもの，例．切断[5] 

6/255 ・・ライトガイドの永久結合，例．融着ま

たは接着[5] 

6/26 ・・光学的結合手段（６／３６，６／４２

が優先）[4] 

6/27 ・・・偏光選択調節手段を有するもの（偏

光要素一般５／３０；偏光方式一般

２７／２８；光偏波多重化方式Ｈ０

４Ｊ１４／０６）[6] 

6/28 ・・・データバス手段，すなわち，相互に

結合された複数の導波路であって，

信号を混合・分岐することにより，

本質的に双方向伝送系を与える導波

路，を有するもの[4] 

6/287 ・・・・熱により光素子を形成するライト

ガイドを構成するもの（６／２５

５が優先）[6] 

6/293 ・・・・波長選択手段を有するもの（光素
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子の使用については，このサブク

ラスの関係ザブグループを参照；

光波長分割多重化方式Ｈ０４Ｊ１

４／０２）[6] 

6/30 ・・・ファイバと薄膜装置との間で使用さ

れるもの[4] 

6/32 ・・・レンズ集光手段を有するもの[4] 

6/34 ・・・プリズムまたは回折格子を利用する

もの[4] 

6/35 ・・・スイッチング手段を有するもの（光

スイッチング一般２６／０８；媒体

の光学的性質の変化によるものＧ０

２Ｆ１／００）[6] 

6/36 ・・機械的結合手段（６／２５５，６／４

２が優先）[4,5] 

6/38 ・・・ファイバとファイバを突き合わせる

手段を有するもの[4] 

6/40 ・・・ファイバ束を突き合わせる手段を有

するもの[4] 

6/42 ・・ライトガイドと光電素子との結合[4] 

6/43 ・・・複数の光電素子とそれと結合した光

学的相互接続からなる装置（発光ま

たは受光半導体装置Ｈ０１Ｌ２７／

００，Ｈ０１Ｌ３１／００，Ｈ０１

Ｌ３３／００；その他の構成要素と

モノリシックに集積された半導体レ

ーザーＨ０１Ｓ５／０２６）[6] 

6/44 ・ファイバに引張強度及び外部保護を与え

るための機械的構造，例．光伝送ケーブ

ル（導電体と光ファイバを複合したケー

ブルＨ０１Ｂ１１／２２）[4] 

6/46 ・光ファイバまたは光ケーブルの取り付け

に適合した方法または装置（電気導体と

光ファイバを含むケーブルの取り付けＨ

０２Ｇ）[6] 

6/48 ・・架空取り付け[6] 

6/50 ・・地中または水中取り付け；チューブ，

導管またはダクトに通した取り付け

[6] 

6/52 ・・・流体を用いるもの，例．空気[6] 

6/54 ・・・機械的手段を用いるもの，例．引く

または押す装置[6] 

7/00 光学要素用のマウント，調節手段，または

光密結合 

7/02 ・レンズ用 

7/04 ・・焦点調節または変倍機構をもつもの[2] 

7/06 ・・・双眼要素対焦点調節 

7/08 ・・・遠隔操作機構と共動するようになっ

ているもの 

7/09 ・・・自動焦点調節または変倍機構に適合

されたもの（焦点調節信号の自動発

生７／２８）[5] 

7/10 ・・・数個のレンズの相対的な光軸方向の

移動によるもの，例．変倍対物レン

ズのもの 

7/105 ・・・・近接距離焦点合せのために特に適

合している可動レンズ手段をもつ

もの[4] 

7/12 ・・双眼的要素対の眼幅調整装置 

7/14 ・・レンズ交換に適合するもの 

7/16 ・・・回転ターレット 

7/18 ・プリズム用；反射鏡用 

7/182 ・・反射鏡用（可動または変形可能な光学

要素を用いて，光の強度，色，位相，

偏光または方向を制御する光学装置ま

たは光学的配置２６／００）[5] 

7/183 ・・・極めて大きい鏡に特に適合するもの，

例．天文学用（７／１８５，７／１

９２，７／１９８が優先）[6] 

7/185 ・・・反射鏡表面の形を調節する手段をも

つもの（曲面をもつもの５／１０）

[5] 

7/188 ・・・・薄膜反射鏡[5] 

7/192 ・・・反射鏡内部の応力を最小限にする手

段をもつもの[5] 

7/195 ・・・・液体冷却反射鏡[5] 

7/198 ・・・反射鏡の支持に関連して反射鏡を調

節する手段をもつもの[5] 

7/20 ・可動光学要素の光密結合 

7/22 ・・伸縮結合，例．蛇腹 

7/24 ・・枢軸結合 

7/28 ・焦点調節信号の自動発生用のシステム（距

離の測定それ自体Ｇ０１Ｃ，Ｇ０１Ｓ；

特殊な装置の焦点調節を制御するための

信号を使用するものは，その装置のサブ

クラス，例．Ｇ０３Ｂ，Ｇ０３Ｆ，を参

照）[5] 

7/30 ・・基線長視差三角形を用いるもの[5] 

7/32 ・・・アクティブ手段，例．発光器，を使

用するもの[5] 

7/34 ・・瞳面の異なる部分を使用するもの[5] 

7/36 ・・像鮮鋭度技術を使用するもの[5] 

7/38 ・・・光路長の異なる点で測定されるもの

[5] 

7/40 ・・反射波，例．超音波の，遅延時間を使

用するもの[5] 

9/00 複合された構成要素の数とそれらの符号，

すなわち＋または－による配列とによって

特徴づけられた対物レンズ（１３／００，

１５／００が優先） 

注 

このグループにおいては，構成要素は単レンズまたは複合レン

ズまたは単レンズもしくは複合レンズと等価な分離されたレ

ンズであるとみなす。 

9/02 ・１個の＋構成要素のみから成るもの（単

レンズ３／００） 

9/04 ・２個の構成要素のみから成るもの 

9/06 ・・２個の＋構成要素 
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9/08 ・・・絞りのまわりに配列 

9/10 ・・１個の＋と１個の－構成要素 

9/12 ・３個の構成要素のみから成るもの 

9/14 ・・＋－＋配列のもの 

9/16 ・・・全ての構成要素が単レンズであるも

の 

9/18 ・・・１個の構成要素が複合レンズである

もの（９／３０が優先） 

9/20 ・・・・後部構成要素が複合レンズである

もの 

9/22 ・・・・中間構成要素が複合レンズである

もの 

9/24 ・・・２個の構成要素が複合レンズである

もの（９／３０が優先） 

9/26 ・・・・前部および後部構成要素が複合レ

ンズであるもの 

9/28 ・・・・中間部および後部構成要素が複合

レンズであるもの 

9/30 ・・・中間部構成要素が＋レンズを有する

－複合メニスカスであるもの 

9/32 ・・・・その＋レンズがメニスカスである

もの 

9/34 ・４個の構成要素のみをもつもの 

9/36 ・・＋－－＋配列のもの 

注 

このグループにおいてはファーストプレイス優先ルールを適

用する。 

9/38 ・・・両－構成要素がメニスカスであるも

の 

9/40 ・・・・１個の－構成要素が複合レンズで

あるもの 

9/42 ・・・・２個の－構成要素が複合レンズで

あるもの 

9/44 ・・・両－構成要素が両凹レンズであるも

の 

9/46 ・・・・１個の－構成要素が複合レンズで

あるもの 

9/48 ・・・・２個の－構成要素が複合レンズで

あるもの 

9/50 ・・・両＋構成要素がメニスカスであるも

の 

9/52 ・・・後部＋構成要素が複合レンズである

もの 

9/54 ・・・前部＋構成要素が複合レンズである

もの 

9/56 ・・・全ての構成要素が単レンズであるも

の 

9/58 ・・－＋＋－配列のもの 

9/60 ・５個の構成要素のみをもつもの 

9/62 ・６個の構成要素のみをもつもの 

9/64 ・７個以上の構成要素をもつもの 

11/00 対物レンズを構成する単レンズと複合レン

ズの総数とその配列によって特徴づけられ

た対物レンズ（９／００が優先；１個の単

レンズのみをもつもの３／００） 

注 

このグループにおいては，不完全結合レンズは別々に数えられ

る。単レンズはＬで，複合レンズはＣで示し，そして前部レン

ズは最初に挙げられる。 

11/02 ・２個のレンズのみをもつもの 

11/04 ・・ＣＣ配列のもの 

11/06 ・３つのレンズのみをもつもの 

11/08 ・・ＬＬＬ配列のもの 

11/10 ・・ＬＣＬ配列のもの 

11/12 ・・ＬＬＣ配列のもの 

11/14 ・・ＣＬＣ配列のもの 

11/16 ・・ＣＣＬ配列のもの 

11/18 ・・ＣＣＣ配列のもの 

11/20 ・４個のレンズのみをもつもの 

11/22 ・・ＬＬＬＬ配列のもの 

11/24 ・・ＣＬＬＣ配列のもの 

11/26 ・・ＬＣＣＬ配列のもの 

11/28 ・・ＣＣＣＣ配列のもの 

11/30 ・５個のレンズのみをもつもの 

11/32 ・６個のレンズのみをもつもの 

11/34 ・７個以上のレンズをもつもの 

13/00 以下に詳細に記載される目的のために特に

設計された対物レンズ（変倍のもの１５／

００） 

13/02 ・望遠写真対物レンズ，すなわち＋－型の

系であって前面から像面までの距離が焦

点距離よりも短いもの 

13/04 ・逆望遠写真対物レンズ 

13/06 ・パノラマ用対物レンズ；いわゆる「全天

レンズ」 

13/08 ・アナモフイック対物レンズ 

13/10 ・・プリズムを含むもの（１３／１２が優

先） 

13/12 ・・変倍のもの 

13/14 ・赤外線または紫外線で使うもの（１３／

１６が優先） 

13/16 ・イメージコンバーター，イメージインテ

ンシファイヤーと共に使うもの 

13/18 ・１以上の非球面レンズをもつもの，例．

幾何学的収差補正用 

13/20 ・ソフトフォーカス対物レンズ（拡散要素

一般５／０２） 

13/22 ・テレセントリック対物レンズまたはレン

ズ系 

13/24 ・短物体距離にて複製または複写に使用す

るもの 

13/26 ・・等倍複製用[3] 

15/00 変倍のための手段をもつ対物レンズ（アナ

モフイック対物レンズ１３／０８） 

15/02 ・対物レンズの一部を交換するもの，付加

するもの，または除くもの，例．変換で

きる対物レンズ 

15/04 ・・一部を交換するもの 
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15/06 ・・・前部を交換するもの 

15/08 ・・・後部を交換するもの 

15/10 ・・一部を付加するもの，例．接写用アタ

ッチメント 

15/12 ・・・望遠アタッチメントを付加するもの

（１５／１４が優先） 

15/14 ・対物レンズの等価焦点距離を連続的に変

化させるために像面に対する１個以上の

レンズまたはレンズ群の軸方向移動によ

るもの[4] 

15/15 ・・単一の移動手段のみによる，または直

線的な相対移動手段のみによる補償，

例．光学的補償[4] 

15/16 ・・一つのレンズまたはレンズ群と，他の

レンズまたはレンズ群と間での相互依

存的な非線形な相対移動を伴うもの

（１５／２２が優先）[4] 

15/163 ・・・第１の可動レンズまたはレンズ群お

よび第２の可動レンズまたはレンズ

群が双方ともに固定レンズまたはレ

ンズ群の前方に配されているもの

（１５／１７７が優先）[4] 

15/167 ・・・・付加的な固定前部レンズまたはレ

ンズ群を有するもの[4] 

15/17 ・・・・・＋－－配列のもの[4] 

15/173 ・・・・・＋－＋配列のもの[4] 

15/177 ・・・負の前部レンズまたはレンズ群を有

するもの[4] 

15/20 ・・・対物レンズの焦点距離を変化させる

ために，さらに別の可動レンズまた

はレンズ群を有するもの[4] 

15/22 ・・近接距離へ焦点合せのために特に適合

する可動レンズ手段をもつもの[4] 

15/24 ・・・前部固定レンズまたはレンズ群およ

び２個の可動レンズまたはレンズ群

が，固定レンズまたはレンズ群の前

方に配置されているもの[4] 

15/26 ・・・・＋－－配列のもの[4] 

15/28 ・・・・＋－＋配列のもの[4] 

17/00 反射面を有し，かつ屈折素子をもちまたは

もたない系（顕微鏡２１／００；望遠鏡，

潜望鏡２３／００；他に分類されない光束

整形２７／０９；光束分割または合成用２

７／１０；投影用２７／１８）[6] 

17/02 ・反射光学系，例．正立像系と倒立像系 

17/04 ・・プリズムのみを使うもの 

17/06 ・・反射鏡のみを使うもの 

17/08 ・反射屈折系 

19/00 コンデンサー（顕微鏡用２１／０８） 

21/00 顕微鏡（接眼レンズ２５／００；偏光系２

７／２８；測定用顕微鏡Ｇ０１Ｂ９／０

４；ミクロトームＧ０１Ｎ１／０６；走査

プローブ技術，例．走査型トンネル顕微鏡

法または近視野光学顕微鏡検査法を使った

原子領域の表面構造の調査または分析Ｇ０

１Ｎ１３／１０；走査プローブ装置の細部

一般Ｇ１２Ｂ２１／００）[1,7] 

21/02 ・対物レンズ 

21/04 ・・反射鏡を含むもの 

21/06 ・試料照明のための手段 

21/08 ・・コンデンサー 

21/10 ・・・暗視野照明を与えるもの（２１／１

４が優先） 

21/12 ・・・明視野照明を与えるもの（２１／１

４が優先） 

21/14 ・・・位相差用照明を与えるもの 

21/16 ・紫外照明のため適合するもの 

21/18 ・２個以上の光路をもつ装置，例．２個の

試料を比較するためのもの 

21/20 ・・双眼装置 

21/22 ・・・立体視装置 

21/24 ・架台構造 

21/26 ・・載物台；その調節装置 

21/28 ・・冷却装置をもつもの 

21/30 ・・加熱装置をもつもの 

21/32 ・顕微鏡に構造的に結合されたマイクロ・

マニプレータ 

21/33 ・液浸油[6] 

21/34 ・顕微鏡スライド，例．顕微鏡スライドに

試料をのせるもの（検査試料の準備Ｇ０

１Ｎ１／２８；電子顕微鏡で分析すべき

対象または試料の保持手段Ｈ０１Ｊ３７

／２０） 

21/36 ・写真撮影用または投影用に構成されたも

の（２１／１８が優先） 

23/00 望遠鏡，例．双眼鏡（測定用望遠鏡Ｇ０１

Ｂ９／０６）；潜望鏡；孔体の中を観察する

装置（診断用装置Ａ６１Ｂ）；ビューファイ

ンダー（対物レンズ９／００，１１／００，

１５／００，１７／００；接眼レンズ２５

／００）；光学的照準または観測装置（武器

の照準または観測装置の非光学的な部分Ｆ

４１Ｇ）[4] 

23/02 ・プリズムまたは反射鏡を含むもの（２３

／１４が優先） 

23/04 ・・光束分割または合成のためのもの，例．

２人以上の観察者のため接眼レンズを

備えるもの（２３／１０が優先） 

23/06 ・・焦点調節作用をもつもの，例．放物面

鏡 

23/08 ・・潜望鏡 

23/10 ・・視野内に反射によって付加された指標

が視えるもの，例．コリメーターから

（コリメーター一般２７／３０；十字

線２７／３４） 

23/12 ・像変換または増強の手段をもつもの（像

変換または増強のための対物レンズ１３

／１６；光学的入力と出力を有する電気
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的像変換器Ｈ０１Ｊ３１／５０） 

23/14 ・ビューファインダー（写真装置用のもの

Ｇ０３Ｂ１３／０２） 

23/16 ・ハウジング；蓋；マウント；支持物，例．

釣合おもりをもつもの（ケースまたは容

器Ａ４５Ｃ） 

23/18 ・・双眼装置用 

23/20 ・・折りたたみハウジング（２３／１８が

優先） 

23/22 ・・水中用装置，例．潜水艦潜望鏡用 

23/24 ・孔体の中を観察する装置，例．ファイバ

スコープ[4] 

23/26 ・・ライトガイドを使用するもの[4] 

25/00 接眼レンズ；拡大鏡（単レンズ３／００） 

25/02 ・物体を視るための照明手段をもつもの 

25/04 ・広視野を与えるもの，例．のぞき孔を通

して視るもの 

26/00 可動または変形可能な光学要素を用いて，

光の強度，色，位相，偏光または方向を制

御，例．スイッチング，ゲーティング，変

調する光学装置または光学的配置（照明状

態の制御のための照明装置の機械的操作可

能部品Ｆ２１Ｖ；光の特性を測定するのに

特に適合したものＧ０１Ｊ；媒体の光学的

性質の変化により，光学的作用が変化する

装置または配置Ｇ０２Ｆ１／００；光の制

御一般Ｇ０５Ｄ２５／００；光源の制御Ｈ

０１Ｓ３／１０，Ｈ０５Ｂ３７／００～４

３／００）[4] 

26/02 ・光の強度を制御するためのもの[4] 

26/04 ・・光の強度を周期的に変えることによる

もの，例．チョッパの使用[4] 

26/06 ・光の位相を制御するためのもの（２６／

０８が優先）[4] 

26/08 ・光の方向を制御するためのもの（ライト

ガイドにおけるもの６／３５）[4] 

26/10 ・・走査系（特殊の応用のためのもの，関

連箇所，例．Ｇ０３Ｂ２７／３２，Ｇ

０３Ｆ３／０８，Ｇ０３Ｇ１５／０４，

Ｇ０９Ｇ３／００，Ｈ０４Ｎを参照）

[4] 

26/12 ・・・多面体鏡を用いるもの[6] 

27/00 他の光学系；他の光学装置（商店ウインド

ウ，展示ケースに特殊の光学効果を生じさ

せる手段，Ａ４７Ｆ，例．Ａ４７Ｆ１１／

０６；光学玩具Ａ６３Ｈ３３／２２；特殊

の光効果によって特徴づけられたデザイン

または絵Ｂ４４Ｆ１／００） 

27/01 ・ヘッドアップディスプレイ[6] 

27/02 ・観察または読取装置（立体視装置２７／

２２，投影型のものＧ０３Ｂ；スライド

変換装置Ｇ０３Ｂ） 

27/04 ・・折りたたみ部材をもつもの 

27/06 ・・動画効果をもつもの 

27/08 ・・万華鏡 

27/09 ・光束整形，例．断面積の変更，で他に分

類されないもの[6] 

27/10 ・光束分割系または合成系（光導波路を用

いた光信号の混合および分岐６／２８；

偏光系２７／２８）[4] 

27/12 ・・屈折作用のみによるもの 

27/14 ・・反射作用のみによるもの 

27/16 ・・焦点調節のための補助として使うもの 

27/18 ・光学投影用，例．反射鏡，集光器，対物

レンズの結合 

27/20 ・・微小物体の結像用，例．ライト・ポイ

ンター 

27/22 ・立体視または他の３次元効果を生ずるも

の（顕微鏡２１／２２；観察装置２７／

０２） 

27/24 ・・反射プリズムと反射鏡のみを含むもの 

27/26 ・・偏光手段をもつもの 

27/28 ・偏光用（立体視鏡に使うもの２７／２６） 

27/30 ・コリメーター 

27/32 ・光学系の中に基準標識と測定目盛をもつ

もの 

27/34 ・・照明されたもの 

27/36 ・・調整できるもの 

27/40 ・光学的焦点調節補助装置（光束分割系ま

たは光束合成系２７／１０） 

27/42 ・回折光学系（２７／６０が優先）[3] 

27/44 ・・格子系；ゾーンプレート系（２７／４

６が優先；分光測定Ｇ０１Ｊ）[3] 

27/46 ・・空間フィルターを用いた系（文字認識

Ｇ０６Ｋ９／００）[3] 

注 

このグループにおいては，フィルターはいかなる面，例．像面

またはフーリエ変換面，に存在してもよい[3] 

27/48 ・レーザスペックル光学系（ホログラフィ

におけるスペックル抑制Ｇ０３Ｈ１／３

２）[3] 

27/50 ・位相物体可視化のための光学系（顕微鏡

用２１／１４）[3] 

27/52 ・・位相差光学系[3] 

27/54 ・・シュリーレン光学系[3] 

27/56 ・エバネッセント波，すなわち不均質波を

用いた光学系[3] 

27/58 ・アポダイゼーションまたは超解像光学

系；光学的合成開口系[3] 

27/60 ・モアレ縞を用いた系（回折格子を用いた

感知要素の出力を変換する手段Ｇ０１Ｄ

５／３８）[3] 

27/62 ・光学系を組み立てる際に光学要素の調節

に用いる光学装置（組み立てられる系の

一部となっている調節手段７／００）[3] 

27/64 ・像の横方向および角位置安定化のための

光学要素を用いた結像系（焦点調節系７

／０４；像面または物理面と相対的な光
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学系の調節Ｇ０３Ｂ５／００）[3]
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G02C 眼鏡；サングラスまたは眼鏡と同様な
性質をもつ限りにおいての保護眼鏡
（検査用枠Ａ６１Ｂ３／０４；眼鏡と同様の性

質を持たない保護眼鏡または眼保護具Ａ６１

Ｆ９／００） 

注 

このサブクラスはコンタクトレンズ，片眼鏡，鼻眼鏡または柄

付眼鏡もまた包含する。 

サブクラス内の索引 

光学部品 ......................................... 7/00 

非光学部品 

支持部材；付属品 ...................... 3/00,5/00;11/00 

光学部品を非光学部品に取り付けるアタッチメント 

主体；補助物 ................................ 1/00;9/00 

組立て，修理，清掃 .............................. 13/00 

 

1/00 ブリッジまたはブローバーをもつレンズの

組立体 

1/02 ・縁を使わないレンズで保持するブリッジ

またはブローバー 

1/04 ・部分的縁を保持し，またはそれと一体を

なすブリッジまたはブローバー，例．レ

ンズを保持する部分的に可撓性の縁をも

つもの 

1/06 ・レンズを抱く閉じた固い縁を保持し，ま

たはそれと一体をなすブリッジまたはブ

ローバー 

1/08 ・・横に分割できる縁とその保持手段をも

つ縁 

3/00 レンズ組立部材または片眼鏡のための特殊

保持具（そのためのレンズ７／００；ステ

ッキによるものＡ４５Ｂ３／００） 

3/02 ・頭当てによる保持具 

3/04 ・手による保持具，例．柄付眼鏡；器物に

よる保持具 

5/00 非光学部品の構造 

5/02 ・ブリッジ；ブローバー；中間バー（鼻当

て面５／１２） 

5/04 ・・調整手段をもつもの 

5/06 ・・弾力性の手段をもつもの 

5/08 ・・折りたためるもの 

5/10 ・・中間バーまたはブリッジと側部部材間

のバー 

5/12 ・鼻当て；ブリッジまたは縁の鼻掛け面 

5/14 ・側部部材 

5/16 ・・弾性または弾力性の部分をもつもの 

5/18 ・・補強したもの 

5/20 ・・調整できるもの，望遠鏡的伸縮機構の

もの 

5/22 ・蝶番（枢軸結合一般Ｆ１６Ｃ１１／００） 

7/00 光学部材（材料によって特徴があるものＧ

０２Ｂ１／００） 

7/02 ・レンズ；レンズ系 

7/04 ・・コンタクトレンズ（コンタクトレンズ

の殺菌または消毒Ａ６１Ｌ１２／０

０） 

7/06 ・・二重焦点；多重焦点 

7/08 ・・補助レンズ；焦点距離を変えるための

もの 

7/10 ・フイルター，例．眼の暗所順応を容易に

するためのもの；サングラス 

7/12 ・偏光板 

7/14 ・反射鏡；プリズム 

7/16 ・日除け，遮蔽具；オブチュレーター，例．

ピンホールをもつもの，スロットをもつ

もの 

9/00 補助光学部品の取り付け 

9/02 ・蝶番によるもの 

9/04 ・はめ込みまたは締付けによるもの 

11/00 非光学付属品（Ｈ０５Ｂ３／８４が優先）；

そのアタッチメント（７／１６が優先；ケ

ースＡ４５Ｃ１１／０４） 

11/02 ・装飾物，例．交換できるもの 

11/04 ・照明手段 

11/06 ・補聴器（補聴器の構造Ｈ０４Ｒ２５／０

０） 

11/08 ・防曇手段，例．換気，加熱；ワイパー[5] 

13/00 組立て（プラスチックまたは可塑状態の物

質を用いる眼鏡枠の製造Ｂ２９Ｄ１２／０

２）；修繕；清掃（コンタクトレンズの殺菌

または消毒Ａ６１Ｌ１２／００）
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G02F 光の強度，色，位相，偏光または方向
の制御，例．スイッチング，ゲーテイ
ング，変調または復調のための装置ま
たは配置の媒体の光学的性質の変化に
より，光学的作用が変化する装置また
は配置；そのための技法または手順；
周波数変換；非線形光学；光学的論理
素子；光学的アナログ／デジタル変換
器（測定に関連した感知部材と指示または記録

部との間の光学的伝達手段Ｇ０１Ｄ５／２

６；計算動作が光学的素子を利用して行なわれ

る装置Ｇ０６Ｅ３／００；入力信号を変換する

ために光学的手段を用いる電気信号伝送方式

Ｇ０８Ｃ１９／３６；電気的手段または磁気的

手段による情報記録および光学的性質を感知

することによる再生Ｇ１１Ｂ１１／００；光学

的素子を用いる静的記録装置Ｇ１１Ｃ１３／

０４；無線波以外の電磁波，例．光，赤外線，

を使用する伝送方法Ｈ０４Ｂ１０／００；光学

的多重システムＨ０４Ｊ１４／００；画像通信，

例．テレビジョン，Ｈ０４Ｎ）[2,4] 

1/00 独立の光源から到達する光の強度，色，位

相，偏光または方向の制御のための装置ま

たは配置，例．スィッチング，ゲーテイン

グまたは変調；非線形光学（色または透明

用の変化を利用する温度計Ｇ０１Ｋ１１／

１２；蛍光発光の変化を利用する温度計Ｇ

０１Ｋ１１／３２；ライトガイド素子Ｇ０

２Ｂ６／００；光源から独立した光を制御

するための可動または変形可能な光学要素

を用いる光学装置または配置Ｇ０２Ｂ２６

／００；光の制御一般Ｇ０５Ｄ２５／０

０；可視信号方式Ｇ０８Ｂ５／００；個々

の要素の選択または組合わせによる可変情

報のための指示装置Ｇ０９Ｆ９／００；陰

極線管以外の可視的指示装置のための制御

装置または回路Ｇ０９Ｇ３／００；光源の

制御Ｈ０１Ｓ３／１０，Ｈ０５Ｂ３３／０

８，３５／００～４３／００）[2,4] 

注 

このグループは以下のもののみを含む： 

―物理的パラメータ，例．電場，電流，磁場，音または機械的

振動，応力または熱的効果，の影響または制御による装置また

は配置，例．セル，の媒体の光学的性質の変化により光学的作

用が変化する装置または配置；[2] 

―光ビームの電場または磁場成分が媒体の光学的性質に影響

を及ぼす装置または配置，すなわち非線型光学；[2] 

―電磁波，例．電波，または電子もしくはその他の素粒子によ

る光の制御[2] 

1/01 ・強度，位相，偏光または色の制御のため

のもの（１／２９，１／３５が優先；偏

光要素それ自体Ｇ０２Ｂ５／３０；静的

記憶それ自体Ｇ１１Ｃ；シャッター操作

によるライトバルブとして働くイメージ

管スクリーンＨ０１Ｊ２９／１２；変色

によって働くそのようなスクリーンＨ０

１Ｊ２９／１４）[2,7] 

1/015 ・・少なくとも１つの電位障壁を有する半

導体素子に基いたもの，例．ＰＮ，Ｐ

ＩＮ接合（１／０３が優先）[3] 

1/017 ・・・周期的または準周期的なポテンシャ

ル変化を持つ構造，例．超格子，多

重量子井戸[7] 

1/025 ・・・光導波路構造のもの（１／０１７が

優先）[5,7] 

1/03 ・・セラミックスまたは電気光学的結晶に

基づいたもの，ポッケルス効果または

カー効果を呈するもの（１／０６１が

優先）[2,4,7] 

1/035 ・・・光導波路構造のもの[5] 

1/05 ・・・強誘電的性質をもつもの（１／０３

５，１／０５５が優先）[2,5] 

1/055 ・・・能動物質がセラミックであるもの（１

／０３５が優先）[4,5] 

1/061 ・・電気光学的有機物質に基づいたもの（１

／０７が優先）[7] 

1/065 ・・・光導波路構造のもの[7] 

1/07 ・・カー効果を呈する電気光学的液体に基

いたもの[2] 

1/09 ・・磁気光学的素子に基いたもの，例．フ

ァラディ効果を呈するもの[2] 

1/095 ・・・光導波路構造のもの[5] 

1/11 ・・音響光学素子に基いたもの，例．音波

または同様な機械振動波による可変の

回折を使用するもの（音響光学的偏向

１／３３）[2] 

1/125 ・・・光導波路構造のもの[5] 

1/13 ・・液晶に基づいたもの，例．単一の液晶

表示セル（液晶材料Ｃ０９Ｋ１９／０

０）[2] 

1/133 ・・・構造配置；液晶セルの作動；回路配

置（マトリックスをなす複数の液晶

素子の制御のための装置または回路

であって，液晶素子と構造的に結び

ついていないものＧ０９Ｇ３／３

６）[3,7] 

1/1333 ・・・・構造配置（１／１３５，１／１３

６が優先）[5] 

1/1334 ・・・・・高分子分散型液晶（例．マイク

ロカプセル化液晶）に基づいた

もの[7] 

1/1335 ・・・・・セルと光学部材，例．偏光子，

反射鏡，の構造的組合せ[5] 

1/13357 ・・・・・・照明装置との組合わせ[7] 

1/13363 ・・・・・・複屈折素子との組合わせ，例．

光学補償のためのもの[7] 

1/1337 ・・・・・液晶分子の界面による配向，例．
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配向層[5] 

1/1339 ・・・・・ガスケット；スペーサ；セルの

封止[5] 

1/1341 ・・・・・セルの注入または閉塞[5] 

1/1343 ・・・・・電極[5] 

1/1345 ・・・・・電極をセル端子に接続する導体

[5] 

1/1347 ・・・・・１つの光ビームの最終的な状態

が２つ以上の層またはセルの効

果の総和により達成される液晶

層またはセルの配置[5] 

1/135 ・・・・光学的または電気的に性質が変わ

り得る光導電層または強誘電層と

構造的に組み合された液晶セル

[3] 

1/136 ・・・・半導体の層または基板と構造上組

み合された液晶セル，例．集積回

路の一部を構成するセル（１／１

３５が優先）[5] 

1/1362 ・・・・・アクティブマトリックスセル[7] 

1/1365 ・・・・・・スイッチング素子が二端子の

素子であるもの[7] 

1/1368 ・・・・・・スイッチング素子が三端子の

素子であるもの[7] 

1/137 ・・・特定の電気または磁気光学効果，例．

外場誘起相転移，配向効果，ゲスト

－ホスト相互作用，動的散乱，によ

って特徴づけられたもの[3] 

1/139 ・・・・液晶が透明性のままである配向効

果に基づくもの[6] 

1/141 ・・・・・強誘電性液晶を用いるもの[6] 

1/15 ・・エレクトロクロミック素子に基づいた

もの[5] 

1/153 ・・・構造配置[5] 

1/155 ・・・・電極[5] 

1/157 ・・・・セルと光学部材，例．反射鏡また

は照明装置，の構造的組合せ[5] 

1/161 ・・・・ガスケット；スペーサ；セルの封

止；セルの注入または閉塞[5] 

1/163 ・・・エレクトロクロミックセルの作動；

回路配置[5] 

1/167 ・・電気泳動に基づいたもの[5] 

1/17 ・・可変吸収素子に基づいたもの（１／０

１５～１／１６７が優先）[2,5] 

1/19 ・・可変反射素子または可変屈折素子に基

づいたもの（１／０１５～１／１６７

が優先）[2,5] 

1/21 ・・干渉によるもの[2] 

1/225 ・・・光導波路構造のもの[5] 

1/23 ・・色の制御のためのもの（１／０３から

１／２１が優先）[2] 

1/25 ・・・色相または主波長についてのもの[2] 

1/29 ・光ビームの位置または方向の制御のため

のもの，すなわち偏向（電気的または磁

気的読込みおよび光学的続出しを有する

静的記憶Ｇ１１Ｃ；レーザ放射線の放出

位置または方向を変える手段を備えるレ

ーザＨ０１Ｓ３／１０１）[4] 

1/295 ・・光導波路構造のもの（１／３１３，１

／３３５が優先）[5] 

1/31 ・・ディジタル偏向装置（１／３３が優先）

[2] 

1/313 ・・・光導波路構造のもの[5] 

1/315 ・・・制御される内部全反射の使用に基い

たもの[3] 

1/33 ・・音響光学的偏向装置[2] 

1/335 ・・・光導波路構造のもの[5] 

1/35 ・非線型光学（光双安定素子３／０２；誘

導されたブリリアン効果またはラマン効

果を用いたレーザＨ０１Ｓ３／３０）

[2,5] 

1/355 ・・使用物質に特徴があるもの[7] 

1/361 ・・・有機物質[7] 

1/365 ・・光導波路構造のもの（１／３７７が優

先）[7] 

1/37 ・・二次高調波発振のためのもの[2] 

1/377 ・・・光導波路構造のもの[7] 

1/383 ・・・・光ファイバー・タイプのもの[7] 

1/39 ・・光，赤外また紫外波のパラメトリック

発振または増幅のためのもの（電気的

パラメトリック増幅器Ｈ０３Ｆ７／０

０）[2] 

2/00 光の復調；変調光の変調転移；光の周波数

変換（１／３５が優先；光電的検出または

測定装置Ｇ０１Ｊ，Ｈ０１Ｊ４０／００，

Ｈ０１Ｌ３１／００；レーザ装置の復調Ｈ

０１Ｓ３／１０；変調された電磁波の変調

の復調または転移一般Ｈ０３Ｄ９／００）

[2] 

2/02 ・光の周波数変換，例．量子カウンター（発

光性物質Ｃ０９Ｋ１１／００）[2] 

3/00 光学的論理素子（能動素子としてオプトエ

レクトロニック素子を用いる電気パルス発

生器Ｈ０３Ｋ３／４２；オプトエレクトロ

ニック素子を用いる論理回路Ｈ０３Ｋ１９

／１４）；光双安定素子[5] 

3/02 ・光双安定素子[5] 

7/00 光学的アナログ／デジタル変換器 

注 

このグループはグループ１／００に分類される要素に

実質的に基いた変換器のみを包含する。[4]
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G03 写真；映画；光波以外の波を使用する

類似技術；電子写真；ホログラフイ（走

査および電気信号の変換による画像またはパ

ターンの再生Ｈ０４Ｎ）[4] 

注 

このクラスにおいては，下記の用語は以下に示す意味で用い

る： 

―“記録”という用語は，写真または担体部材に記録される量

の像的分布，例．電荷パターン，から構成される画像情報の，

写真以外の任意の潜像記憶，直接可視記憶または永久記憶を意

味する； 

―“光学的”という用語は，可視光だけでなく紫外線または赤

外線にも適用する。[4] 

 

G03B 写真を撮影するためのまたは写真を投
影もしくは直視するための装置または
配置；光波以外の波を用いる類似技術
を用いる装置または配置；そのための
付属品（そのような装置の光学部品Ｇ０２

Ｂ；感光材料あるいは写真法Ｇ０３Ｃ；露光済

み写真材料の処理装置Ｇ０３Ｄ）[4] 

注 

このサブクラスは，方法に関する限り，装置それ自体がこのサ

ブクラスに分類されるようなものの使用または操作を特徴と

する方法のみを包含する。 

サブクラス内の索引 

細部 

カメラ，投影機および焼付機の２つ以上に共通なもの

............................................ 1/00-5/00 

カメラに共通なもの 

露出，それの制御 ............................ 7/00,9/00 

ファインダー，焦点調節補助部材 .................. 13/00 

フィルター；細部構造，付属品 .............. 11/00;17/00 

写真撮影をする特殊方法 .......................... 15/00 

投影機に共通なもの ........................ 21/00,23/00 

焼付機に共通なもの .............................. 27/00 

装置 

カメラ .......................................... 19/00 

映 写 機 ， ビ ュ ア ー ； 画 面 を 転 換 す る た め の 装 置

.................................... 21/00,25/00;23/00 

焼付装置 ........................................ 27/00 

他の装置と組み合わせられたもの .................. 29/00 

特殊技術 

音響装置と組み合わせられた作動 .................. 31/00 

カラー写真；立体写真；パノラマ写真；高速度写真

.............................. 33/00;35/00;37/00;39/00 

他の技術 ........................................ 41/00 

光波以外の波を用いたもの，視覚化 ................ 42/00 

試験 ............................................ 43/00 

 

少なくとも次の２つの型の装置に共通の細部；カメ

ラ，映写機および焼付機（カメラのみに共通の細部７

／００から１７／００，映写機のみに共通の細部２１／０

０から２３／００，焼付機のみに共通の細部２７／００） 

1/00 フイルム片の取扱い 

1/02 ・一端の引張りによるフイルム片の移送 

1/04 ・・巻取スプールによる引張り 

1/06 ・・・レバーで作動される爪車と爪により

回転するもの 

1/08 ・・・ベルト，チェイン，ラック，その他

の直線性往復運動の作動により回転

するもの 

1/10 ・・・歯車装置を経てノブにより回転する

もの 

1/12 ・・・モーターの回転によるもの，例．ス

プリング 

1/14 ・・フイルムの一定長さの移動を確保する

ための特殊な装置 

1/16 ・・・フイルム係止用ピンによるもの 

1/18 ・フイルム両端末間でフイルム上に作用す

る手段によるフイルム片の移送 

1/20 ・・作動手段 

1/22 ・・・フイルムの穴部と係合する爪または

ピン 

1/24 ・・・フイルムの穴部と係合するスプロケ

ット 

1/26 ・・・フイルムにはまらない針車またはピ

ン 

1/28 ・・・シャトル送り 

1/30 ・・・ベルト送り 

1/32 ・・・摩擦挾部材またはローラー 

1/34 ・・・ビーター 

1/36 ・・・空気による作動手段 

1/38 ・・ジェネバ運動によるもの，例．マルチ

スクロス 

1/40 ・摩擦継手またはクラッチによるもの 

1/42 ・フイルムをレンズ系に対して必要な位置

に案内，フレミングまたは拘束するもの 

1/44 ・・フイルム側縁と係合する案内（ゲート

１／４８） 

1/46 ・・フイルム面と係合するローラー，例．

円筒体，筒体中央を細くしたもの，円

錐体（ゲート１／４８） 

1/48 ・・ゲートあるいは圧着装置，例．圧板 

1/50 ・・・調節式または交換可能なもの，例．

フイルム幅の相違に対して 

1/52 ・・・空気圧着装置 

1/54 ・・緊張用またはループ維持装置 

1/56 ・装填；ループ形成 

1/58 ・・自動的なもの 

1/60 ・使用済または未使用のフイルムの長さの

測定または表示；露出の駒数の計数（長

さの測定一般Ｇ０１Ｂ） 

1/62 ・・ロック装置または輸動停止装置を含む
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もの 

1/64 ・・スプール上でコイル状に巻かれたフイ

ルムの半径を探知する手段によるもの 

1/66 ・・露出の数の計数（計数機構それ自体Ｇ

０６Ｍ） 

3/00 焦点調節装置（焦点調節手段，カメラのた

めの自動焦点調節システム１３／００；映

写機のための自動焦点調節のための手段２

１／５３；映写―印刷装置もしくは複写カ

メラ２７／３４，Ｇ０３Ｆ） 

3/02 ・基板に沿ってレンズを動かすもの 

3/04 ・レンズを動かすことなく像面の位置を調

節するもの 

3/06 ・・光路の長さを変化させるため可動反射

鏡を使用するもの 

3/10 ・パワーフォーカス 

3/12 ・・遠隔制御に適用されるもの（制御方式

一般Ｇ０５） 

5/00 像または被写体面に対する焦点調節以外の

光学系の調節 

5/02 ・レンズの横方向調節 

5/04 ・レンズの垂直方向調節；前面をあげるも

の 

5/06 ・光軸に対する垂直面内でレンズを振るも

の 

5/08 ・後部を振るもの 

カメラに共通な細部 

7/00 シャッター，絞り，またはフィルターを，

各単独に，または連動して設定することに

よる露出の制御（光の強度測定Ｇ０１Ｊ；

被写体の輝度の変動を補正するための回路

を用いる，テレビジョン・カメラの露出の

制御Ｈ０４Ｎ５／２３５） 

7/02 ・カメラ本体と別個かカメラ本体内蔵のい

ずれか一方の測光計により与えられた表

示または示度に応じてカメラ上の目盛部

分を設定することにより行なう制御 

7/04 ・内蔵せる光感応装置の指示に合わせて部

材を手動調整しておこなう制御，例．固

定の関連結合記号に指針を合わせ直すも

の 

7/06 ・・関連結合記号を指針に追跡動作させる

もの 

7/08 ・カメラにより受けられる光に対し内蔵光

感応装置の応答だけにより行なう制御 

7/081 ・・アナログ回路[3] 

7/083 ・・・露出時間を制御するもの[3] 

7/085 ・・・絞り口径を制御するもの[3] 

7/087 ・・・露出時間と絞りを共に制御するもの

[3] 

7/089 ・・・レフックスカメラにおける露出値を

記憶するもの[3] 

7/091 ・・デジタル回路[3] 

7/093 ・・・露出時間を制御するもの[3] 

7/095 ・・・絞り口径を制御するもの[3] 

7/097 ・・・露出時間と絞りを共に制御するもの

[3] 

7/099 ・・カメラ内のあるいはカメラに取付けら

れた光電素子の配置[3] 

7/10 ・・設定部材を動かすエネルギーを与える

サーボモーター 

7/12 ・・設定部材を動かすエネルギーを与えな

がら一つの位置から他の位置に動かさ

れる手動作動部材，例．シャッターレ

リーズ釦の押下げ光感応装置の指針と

共働する段状部の接触部材をして絞り

を設定させ，その後でシャッターをレ

リーズするもの 

7/14 ・・・焦点深度と露出不足との間の最適な

妥協を与えるようにしたシャッター

速度と絞り開口の両者の設定 

7/16 ・閃光光源の強度と被写体から閃光光源ま

での距離との両者に適合するもの，例．

閃光電球の“ガイドナンバー”とカメラ

の焦点調節とによるもの 

7/18 ・フィルターその他カメラのレンズと共に

またはレンズに取り付けて用いられる他

の減光体による減光“係数”に適合する

もの 

7/20 ・レンズの交換に適合するもの 

7/22 ・温度または高度に適合するもの，例．航

空機用 

7/24 ・カメラに装置されたフィルムマガジンの

フィルム感度または種類を示す，マーク

または他の手段に自動的に適合するもの

[3] 

7/26 ・電源；電源におけるスイッチ回路または

配置；電源電圧のチェック回路[3] 

7/28 ・被写体コントラストの測定あるいはそれ

を考慮する回路[3] 

9/00 露出を行なうシャッター；絞り 

9/02 ・絞り[2] 

9/04 ・・大きさが階段的に変化する二つ以上の

開口を有する摺動式または旋回式の単

一の可動板，例．摺動板，旋回板 

9/06 ・・共働し旋回しうる二枚またはそれ以上

の羽根，例．アイリス型（開口の範囲

を制限して絞りの機能を有するシャッ

ター９／０８） 

9/07 ・・絞りをあらかじめ設定する手段を持つ

もの 

9/08 ・シャッター（電気―，磁気―または音響

―光学的シャッターＧ０２Ｆ１／００）

[2] 

9/10 ・・その平面に対する垂直軸の周りに回転

または旋回しうる羽根または円板 

9/12 ・・・単一体として動き相対的に調節しう
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る二つの開口決定部材 

9/14 ・・・反対方向に動きうる二つの分離した

部材 

9/16 ・・・同方向に動きうる二つの分離した部

材 

9/18 ・・・三つ以上の部材 

9/20 ・・・・各部材がそれぞれ特定の一方向に

動いて先ず開き，そして次に再び

閉じるもの 

9/22 ・・・・各部材がそれぞれ特定の一方向に

動いて開き次に反対方向に動いて

閉じるもの，例．アイリス型 

9/24 ・・・調節により実質上の絞りを構成する

ように，完全に開いたとき部材によ

って形成される開口の大きさを調節

するもの 

9/26 ・・・一枚または複数の遮光羽根を組み込

んだもの 

9/28 ・・ローラー・ブラインドまたは可撓性の

板 

9/30 ・・・複数の細溝その他の開口を有する単

一ブラインド 

9/32 ・・・二つのブラインド 

9/34 ・・・・調節できる細溝を持つもの；細溝

を形成するためのブラインドの相

対動作を制御する機構を持つもの 

9/36 ・・摺動剛板 

9/38 ・・・複数の細溝その他の開口を有する単

一の剛板 

9/40 ・・・二つの剛板 

9/42 ・・・・調節できる細溝を持つもの；細溝

を形成するための剛板の相対動作

を制御する機構を持つもの 

9/44 ・・・湾曲した走路と剛板 

9/46 ・・フラップ面内の軸の回りに旋回しうる

フラップシャッター 

9/48 ・・・二つのフラップ 

9/50 ・・・ルーバー型 

9/52 ・・円筒型シャッター 

9/54 ・・円錐形シャッター；シャッターの光軸

に対して傾斜した回転軸を有する回転

板 

9/58 ・シャッターの“開き”時間の長さを変え

るための装置 

9/60 ・・遮光部材の運動速度を変えうるもの 

9/62 ・・開き動作の終端と閉じ動作の始端との

間の時間間隔を変化しうるもの 

9/64 ・シャッターの開きを遅延させるための機

構（シャッターから分離されたもの１７

／３８） 

9/66 ・シャッターをレリーズするための装置か

ら分離したシャッターをコッキングさせ

るための装置 

9/68 ・・フイルムの送りによって行なわれるコ

ッキング 

9/70 ・閃光同期接点をもつもの 

11/00 特に写真用として使われるフィルターまた

はその他の遮光物（フィルターそれ自体Ｇ

０２Ｂ） 

11/02 ・スカイマスク 

11/04 ・レンズ，ファインダー，または焦点調節

補助部材に対して望ましくない光の侵入

を除くためのフードまたはキャップ 

11/06 ・・露出を行うためのレンズキャップ 

13/00 フアインダ；カメラ用の焦点調節補助部

材；カメラ用の焦点調節のための手段；カ

メラ用の自動焦点調節システム（フード，

キヤップ１１／０４；レフックスカメラ装

置１９／１２，１９／１４；距離計それ自

体Ｇ０１Ｃ３／００；自動焦点調節一般Ｇ

０２Ｂ７／０９；焦点調節信号の自動発生

のためのシステムＧ０２Ｂ７／２８）[5] 

13/02 ・ファインダー 

13/04 ・・直視型のもの，例．枠，視野標識 

13/06 ・・反射鏡の有無にかかわらずレンズをも

つもの 

13/08 ・・・枠の反射像をもつもの 

13/10 ・・ファインダー視野を調節するもの 

13/12 ・・・カメラのレンズの交換または画面の

大きさの変化に対し補正するもの 

13/14 ・・・近接撮影による視差を補正するもの 

13/16 ・・焦点調節補助部材と組み合わせたもの 

13/18 ・焦点調節補助部材 

13/20 ・・焦点調節装置と結合された距離計，例．

自動的にカメラの焦点調節をする距離

計調節 

13/22 ・・・カメラレンズの交換による補正を行

なう結合 

13/24 ・・ピントグラス 

13/26 ・・・ピントグラス上に形成された像の点

検用拡大レンズをもつもの 

13/28 ・・・像分割装置 

13/30 ・・焦点深度を示すもの[5] 

13/32 ・焦点調節のための手段[5] 

13/34 ・・動力による焦点調節[5] 

13/36 ・・・自動焦点調節システム[5] 

15/00 写真撮影をする特殊方法；その装置 

15/02 ・場面の照明 

15/03 ・・カメラと照明装置の組合せ；閃光装置 

15/035 ・・・カメラと白熱電灯の組合せ 

15/04 ・・・カメラと非電子的閃光装置との組合

せ；非電子的閃光装置（可燃性物質

を使用する光源Ｆ２１Ｋ５／００；

点火回路Ｈ０５Ｂ４３／０２） 

15/05 ・・・カメラと電子閃光装置の組合せ；電

子閃光装置（放電灯それ自体Ｈ０１

Ｊ；回路装置Ｈ０５Ｂ４１／００） 

15/06 ・・スクリーン掛け，拡散，および反射装
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置を特殊配置したもの，例．スタジオ

で使用するもの 

15/07 ・・・スタジオ内の電灯の配置 

15/08 ・トリック写真 

15/10 ・・背景投影法を用いるもの；実物の前景

に人工背景の合成 

15/12 ・・鏡を用いるもの 

15/14 ・手術中の撮影用 

15/16 ・動く対象の軌跡撮影用（高速度写真３９

／００；核粒子の軌跡の記録Ｇ０１Ｔ５

／００） 

17/00 カメラまたはカメラ本体の細部；その付属

品（レンズフードまたはキャップ１１／０

４） 

17/02 ・本体 

17/04 ・・分解できるもの，たためるもの，また

は伸縮できるもの，例．べんとう箱状

のもの（段じゃばら一般Ｇ１２Ｂ） 

17/06 ・・他のカメラ部材と関連なく，本体内に

取り付けられた露出計その他の表示装

置をもつもの 

17/08 ・・防水性の本体またはハウジング 

17/10 ・・防音性の本体 

17/12 ・・対物レンズ，補助レンズ，フィルター，

マスク，またはターレットを取り付け

るための装置をもつもの 

17/14 ・・・交換できるもの 

17/16 ・・映画カメラとスチルカメラの両者を包

括したもの 

17/17 ・・写真像を形成するために光線束中に反

射鏡を配置したもの，例．カメラの大

きさを小さくするためのもの 

17/18 ・カメラ部材の状態または明るさの適正を

表示する信号（焦点深度を示すもの１３

／３０） 

17/20 ・・ファインダー内に見えるもの 

17/22 ・フイルムを切り離す装置をもつもの 

17/24 ・フイルム上に個々に印を付けるための装

置をもつもの，例．タイトル，露出時間 

17/26 ・感光材料を保持し，カメラ内に挿入する

のに使われる支持器（Ｘ線フィルム用支

持器４２／０４）[2] 

17/28 ・カメラ内での感光材料の位置づけ 

17/30 ・・スプールその他フイルムをコイル状に

巻いた回転できる支持部の位置づけ 

17/32 ・・感光板またはカットフイルムの位置づ

け 

17/34 ・・・感光板またはカットフイルムの交換 

17/36 ・露出数の計数（フィルム片のもの１／６

６；計数機構一般Ｇ０６Ｍ） 

17/38 ・シャッターから分離したレリーズ装置（シ

ャッターとの一体９／０８） 

17/40 ・・遅延させまたは時間を定める機能をも

つもの 

17/42 ・シャッター作動とフイルム送りまたは感

光板またはカットフイルムの交換との間

の連動 

17/44 ・焦点板と感光材料を置換えるための装置 

17/46 ・動画用カメラにおける一駒撮影のための

装置 

17/48 ・他の写真的または光学的装置と組み合わ

せて使用するもの（顕微鏡，望遠鏡との

組合せＧ０２Ｂ） 

17/50 ・・現像と仕上げ装置の両方をもつもの（処

理装置それ自体Ｇ０３Ｄ） 

17/52 ・・・ランド型のもの 

17/53 ・・・露光の動機となる信号が与えられた

後で仕上り画像を自動的に作成する

もの，例．ボタンをおすもの，硬貨

をいれるもの 

17/54 ・・投影装置をもつもの 

17/55 ・加熱または冷却装置をそなえるもの，例．

航空機用 

17/56 ・付属装置（携帯ケースＡ４５Ｃ） 

17/58 ・・カメラをレフレックスカメラに変換す

るための付属品 

 ――――――――――――――――――― 

19/00 カメラ（細部１７／００） 

19/02 ・スチル画面用カメラ 

19/04 ・・ロールフイルムカメラ 

19/06 ・・・二つ以上のフイルムを装填するのに

用いられるもの，例．任意に一つま

たは他方を露出しうるもの（１９／

０７が優先） 

19/07 ・・・二つ以上の対物レンズを持つもの 

19/08 ・・・感光板またはカットフイルムを取り

替えて使用する装置をもつもの 

19/10 ・・感光板用またはカットフイルム用カメ

ラ（ロールフイルムと取り替えて使用

する装置をもつもの１９／０８） 

19/12 ・・一つの対物レンズと可動反射鏡または

半透明鏡を有するレフレックスカメラ 

19/14 ・・一対のレンズを有し，一方のレンズは

感光材料上に像を形成し他方のレンズ

は対応する像を焦点板上に形成するも

の 

19/16 ・・ピンホールカメラ 

19/18 ・映画用カメラ（連続的かつ間欠的でない

フイルム走行をもつもの４１／０２） 

19/20 ・・レフレックスカメラ 

19/22 ・・ダブルカメラ 

19/24 ・・二つ以上のフイルムを装填するのに用

いられるもの，例．必要に応じ一方ま

たは他方を露出しうるもの 

19/26 ・・溶暗および溶明の効果をもつもの[4] 

21/00 映写機または投映形式のビュアー；その付

属品（画面変換装置２３／００；ゾエトロ

ープ２５／００；写真的焼付装置２７／０
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０；変化する照明効果を生み出す装置また

はシステムＦ２１Ｓ１０／００；舞台上ま

たはサーカス，または闘技場における特殊

効果を得るための配置Ｆ２１Ｐ５／０２；

光学比較投映機Ｇ０１Ｂ９／０８；投映顕

微鏡Ｇ０２Ｂ２１／３６） 

21/02 ・複数のフイルムを使用する装置 

21/04 ・・映像用“ジュークボックス” 

21/06 ・実物投映だけができるもの 

21/08 ・実物およびスライドの投映ができるもの 

21/10 ・内蔵型または外付型スクリーンをもって

いる投映機（投映スクリーン一般２１／

６２） 

21/11 ・・マイクロフイルム読取用 

21/12 ・静止画面または活動画面のいづれをも投

映するために用いるもの（一駒持続映写

２１／３８） 

21/13 ・画面の縁に特別の効果，例．ニジミ，ク

モリ，を起す投映機 

21/132 ・オーバーヘッド投映機，すなわち作動中

に文字や画の手書きを投映できるもの

（実物およびスライドの投映ができるも

の２１／０８） 

21/134 ・印字装置または印刷装置と組み合わせら

れた投映機 

21/14 ・細部 

21/16 ・・冷却；過熱防止 

21/18 ・・防火または消火 

21/20 ・・ランプ・ハウス（集光装置それ自体Ｇ

０２Ｂ） 

21/22 ・・防音器 

21/26 ・・主たる像と同時に別個の補助物体を投

映すること（ライトポインターＧ０２

Ｂ２７／２０） 

21/28 ・・投映光路中にある反射鏡 

21/30 ・・分解または折りたたみに適したもの，

例．携帯性を与えるもの 

21/32 ・・特に映写機に用いられる細部（フイル

ムが映写ゲートを連続的に通過するも

の４１／０２） 

21/34 ・・・切替え装置 

21/36 ・・・・溶明暗・オーバーラップまたはワ

イプ 

21/38 ・・・一駒持続映写 

21/40 ・・・フリッカーの影響を除去しまたは減

少させるもの 

21/42 ・・・映写機の異常な作動によるフイルム

の損傷を防止するもの 

21/43 ・・・駆動機構 

21/44 ・・・・フイルム片材料に輸動動作を伝達

する機構；シャッターと間歇輸動

装置との機械的な連結手段（フイ

ルム片の移送それ自体１／００） 

21/46 ・・・・・フレーミングの調節ができるも

の 

21/48 ・・・・・駒速度を変えるもの；フイルム

の一定速度を規制するもの 

21/50 ・・・走行中のフイルム片によって作動さ

れる制御装置（速度の制御または規

制２１／４８） 

21/52 ・・・・そのための加工を施したフイルム

によるもの 

21/53 ・・自動焦点調節，例．熱の影響を補正す

るための，手段（自動焦点調節一般Ｇ

０２Ｂ７／０９；焦点調節信号の自動

発生のためのシステムＧ０２Ｂ７／２

８）[5] 

21/54 ・付属品 

21/56 ・・映写スクリーン 

21/58 ・・・分解できるもの，例．折りたためる

もの；面積を変化できるもの 

21/60 ・・・表面の性質に特徴のあるもの，例．

レンチキュラー，流体構造 

21/62 ・・・・半透明のもの 

21/64 ・・投映する個々の画面をマウントする手

段，例．透過陽画の枠 

23/00 ビュアー装置または投映機における画面を

転換するための装置（フィルム片の取扱い

１／００；直視ビュアーＧ０２Ｂ） 

注 

このグループにおいては，下記の用語は以下に示す意味で用い

る： 

―“画面”とは，透明か否かを問わず，すべての平面的な画像，

例．写真，手書きまたは印刷によってつくられたもの，を意味

する。 

23/02 ・マガジン，すなわち，画面が貯蔵部分か

ら取出され，再び同一かまたは他のもの

へ返されるもの；そのためのマガジン 

23/04 ・・直線型運動をするもの 

23/06 ・・回転型運動をするもの 

23/08 ・画面が可動キャリヤーに取り付けられて

いるもの 

23/10 ・・ドラム型または円板型キャリヤー 

23/12 ・・直線型長片 

23/14 ・画面を投影位置または観察しうる位置へ

出入れさせるよう作動し，かつ，一つ又

は二つの画面のみを取除けるようにして

搬送するキャリヤ（２３／１８が優先）

[4] 

23/18 ・溶暗および溶明の効果をもつもの[4] 

25/00 投映ビュアー以外の，残像によって映画効

果を与えるビュアー，例．ゾエトロープ（高

速度写真３９／００） 

25/02 ・レンチキュラーまたは線状のスクリーン

を介在させたもの 

27/00 写真的焼付装置（フイルム片の取扱い１／

００） 

27/02 ・密着焼付用露光装置 
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27/04 ・・露光中に，原版と光源との間に相対的

な動きのないコピー装置，例．焼付用

枠体，焼付用箱体 

27/06 ・・・同一原版のコピーを自動的に反復し

て行なえるもの 

27/08 ・・・複数の原版のコピーを順次自動的に

行なえるもの，例．映面フイルムの

コピー 

27/10 ・・露光中に，原版と光源との間に相対的

な動きのあるコピー装置 

27/12 ・・・同一原版を自動的に反覆してコピー

できるもの 

27/14 ・・細部 

27/16 ・・・照明の配置，例．光源の位置決め，

反射鏡の位置決め（露光の制御２７

／７２） 

27/18 ・・・原版と感光材料との間の接触圧力を

維持し，または作るもの 

27/20 ・・・・真空または流体圧力を用いるもの 

27/22 ・・・・湾曲表面上で伸張することによる

もの 

27/24 ・・・プリントからの原版の分離 

27/26 ・・・冷却 

27/28 ・・・側縁部おおい装置 

27/30 ・・・処理装置と組み合わせているもの（処

理装置それ自体Ｇ０３Ｄ） 

27/32 ・投影焼付装置，例．引伸機，コピー用カ

メラ 

27/34 ・・そのための自動焦点調節手段（焦点調

節信号の自動発生のためのシステムＧ

０２Ｂ７／２８；フオトメカニカル法

により製造されるもの用の自動焦点調

節Ｇ０３Ｆ７／２０７）[4] 

27/36 ・・・機械的な結合によるもの，例．カム

によるもの，リンク連結によるもの 

27/38 ・・・・一様でないピッチを有するねじに

よるもの 

27/40 ・・・・焦点距離の異なるレンズを使用す

るもの 

27/42 ・・同一原板のコピーを自動的に逐次行う

ためのもの（２７／３４，２７／５３

が優先）[4] 

27/44 ・・同時に同一原板を複数コピーするため

のもの（２７／３４，２７／５３が優

先）[4] 

27/46 ・・異なる原版のコピーを自動的に逐次行

うためのもの，例．引伸機，ロールフ

ィルムプリンタ（２７／３４，２７／

５０，２７／５３が優先）[4] 

27/465 ・・・同一ストリップの異なる位置におけ

るもの，例．マイクロフィルム[4] 

27/47 ・・・同一シートの異なる位置におけるも

の，例．マイクロフイッシュ[4] 

27/475 ・・・映画フィルムのコピー（２７／４８

が優先）[4] 

27/48 ・・・連続して動くフイルム片形式の原版

をもちい，それにともなう像の動き

を補償するもの 

27/50 ・・連続的露光のために原版上を動くスリ

ットまたは同様な絞りを有するもの

（２７／３４が優先）[4] 

27/52 ・・細部 

27/53 ・・・原版相互にまた感光層に対しての原

版の自動的位置合わせまたは位置決

め（表面に表面構造または模様を作

成する写真製造におけるもの，例．

集積回路のもの，Ｇ０３Ｆ９／００）

[4] 

27/54 ・・・ランプハウス；照明装置（露光の制

御２７／７２） 

27/56 ・・・支柱への引伸機ヘッドの取付け 

27/58 ・・・台盤，マスク枠，または他の感光材

料用支持器（２７／５３が優先）[4] 

27/60 ・・・・真空または流体圧力を用いるもの 

27/62 ・・・原版用支持器（２７／５３が優先）

[4] 

27/64 ・・・・真空または流体圧力を用いるもの 

27/66 ・・・特に中間調スクリーンを保持するた

めのもの 

27/68 ・・・歪みを与え，または修正するもの，

例．傾斜投映に関連するもの 

27/70 ・・・焼付光路中にある反射鏡 

27/72 ・写真的焼付装置における光の強度，スペ

クトルの組成，または露出時間の制御ま

たは変更（露出計それ自体Ｇ０１Ｊ；光

の強度の制御一般Ｇ０５Ｄ２５／００） 

27/73 ・・スペクトル組成の変更による露出の制

御，例．多色プリンタ[3] 

27/74 ・・装置内における露出計の位置づけ 

27/80 ・・原版の自動分析に依存するもの（２７

／７３が優先）[3] 

29/00 カメラ，映写機または写真的焼付装置と写

真的でも光学的でもない装置，例．時計，

武器，との組合せ；他の物体の形をしたカ

メラ（閃光装置との組合せ１５／０３；人

体の窩部または管部の診断のための機器と

の組み合せＡ６１Ｂ１／０４；眼の写真撮

影に特に適合させたものＡ６１Ｂ３／１

４；測定器具との組合せＧ０１Ｃ；原子炉

の炉心または減速構造との組合せＧ２１Ｃ

１７／０８；放電管との構造上の組合せＨ

０１Ｊ５／１６，Ｈ０１Ｊ２９／８９，Ｈ

０１Ｊ３７／２２） 

特殊技術 

31/00 カメラまたは映写機の音響録音または再生

手段との関連作動（材料の選定によって特

徴づけられ，かつ映画写真フィルムおよび

磁気トラックから成る記録担体Ｇ１１Ｂ５
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／６３３） 

31/02 ・映画録音帯が画面フイルム上にあるもの 

31/04 ・映画録音帯が画面フイルム上にはないが，

それが画面映画フイルムと同期している

もの 

31/06 ・録音帯が連続して見せるスライド画面と

組み合わされているもの 

31/08 ・溶暗および溶明の効果をもつもの[4] 

33/00 カラー写真，カラーフイルムを単に露出ま

たは映写する以外のもの（立体カラー写真

３５／００；焼付装置２７／００） 

33/02 ・二色分解撮影によるもの，例．赤色部分

光と完全白色光による撮影を含むもの；

ランド効果を用いるもの 

33/04 ・４以上の分解撮影によるもの 

33/06 ・加色法映写装置によるもの 

33/08 ・順次撮影または映写（３３／０２，３３

／０４，３３／０６が優先） 

33/10 ・同時撮影または映写（３３／０２，３３

／０４，３３／０６が優先） 

33/12 ・・光束分割方式または光混合方式を使用

するもの，例．ダイクロイックミラー 

33/14 ・・レンチキュラースクリーンを使用する

もの（フイルムと一体のものＧ０３Ｃ） 

33/16 ・・色模様スクリーンを用いるもの（フイ

ルムと一体のものＧ０３Ｃ） 

35/00 立体写真（パノラマ方式またはワイドスク

リーン方式３７／００；写真測量法Ｇ０１

Ｃ） 

35/02 ・順次記録によるもの 

35/04 ・・二つまたはそれ以上の視点を限定する

方式において光線選択部材の動くもの 

35/06 ・・露光の間にレンズまたはゲートの軸方

向に動くもの 

35/08 ・同時記録によるもの 

35/10 ・・立体視基線限定装置を有する単一カメ

ラのもの 

35/12 ・・カラーフイルム上に異なる色で，異な

る視点画像の記録をするもの 

35/14 ・記録の異なる型間の変換のために特に適

合した焼付装置（４２／０８が優先）[4] 

35/16 ・順次観察によるもの 

35/18 ・同時観察によるもの 

35/20 ・・二つまたはそれ以上の映写機を用いる

もの 

35/22 ・・立体視基線限定装置をもつ単一映写機

を用いるもの 

35/24 ・・スクリーン上またはスクリーンと眼の

間に開口式または屈折式分解装置を用

いるもの 

35/26 ・・異なる視点画像を分離するために偏光

または色光を用いるもの 

37/00 パノラマまたはワイド・スクリーン写真；

広範囲面撮影，例．測量用；内部表面撮影，

例．管の 

37/02 ・レンズまたはカメラの走査運動をもつも

の 

37/04 ・写界を接せしめまたは重ね合わせられる

カメラまたは映写機を用いるもの 

37/06 ・像に歪みをもたせるもの（３７／０２，

３７／０４が優先） 

39/00 高速度写真 

39/02 ・静止した感光板またはフイルムを用いる

もの（３９／０６が優先） 

39/04 ・動く感光板またはフイルムを用いるもの

（３９／０６が優先） 

39/06 ・異なる位置に画像枠または画像要素を動

かすため光線案内器を用いるもの，例．

線に 

41/00 グループ３１／００から３９／００によっ

て包含されない特殊写真技術；そのための

装置[2] 

41/02 ・間欠的ではないフイルム輸動を用いるも

の 

41/04 ・・光学的補償器のあるもの 

41/06 ・・・回転反射部材を有するもの 

41/08 ・・・回転透過部材を有するもの 

41/10 ・・・振動反射部材を有するもの 

41/12 ・・・振動透過部材を有するもの 

41/14 ・・繰返し閃光により像の動きを抑制する

もの 

42/00 光波以外の波を用いて記録を得ること；光

学的手段を用いたそのような記録の視覚化

（電磁波あるいは音波を用いての材料の調

査または分析Ｇ０１Ｎ；レーダ，ソナーま

たは類似技術を使用するものＧ０１Ｓ）[4] 

42/02 ・Ｘ線を使用するもの（Ｘ線の測定Ｇ０１

Ｔ；Ｘ線装置，そのための回路Ｈ０５Ｇ

１／００）[4] 

42/04 ・・Ｘ線フィルム用支持器[4] 

42/06 ・超音波，音波，または亜音波を使用する

もの（超音波，音波，または亜音波の測

定Ｇ０１Ｈ）[4] 

42/08 ・光学的手段による記録の視覚化（空間フ

ィルタを使用する光学系Ｇ０２Ｂ２７／

４６；位相物体可視化のための光学系Ｇ

０２Ｂ２７／５０）[4] 

 ――――――――――――――――――― 

43/00 写真用機械またはその部品の作動の正確さ

の試験（特定の変量の測定Ｇ０１） 

43/02 ・シャッターの試験（時間間隔の測定Ｇ０

４Ｆ）
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G03C 写真用感光材料（フォトメカニカル用のも

のＧ０３Ｆ）；写真法，例．映画，Ｘ線写
真法，多色写真法，立体写真法；写真
の補助処理法（それ自体サブクラスＧ０３Ｂ

に分類される装置の使用または操作を特徴と

する写真法はＧ０３Ｂを参照；フォトメカニカ

ル法による凹凸化又はパターン化された表面

の製造Ｇ０３Ｆ；エレクトログラフイー，静電

写真，磁気写真Ｇ０３Ｇ） 

注 

このサブクラスにおいては，下記の用語は以下に示す意味で用

いる： 

―“感光性組成物”は感光性物質，例．ハロゲン化銀，および

もし適用できれば，結合剤または添加剤を包含する 

―“感光材料”は感光性組成物，例．乳剤，それらの支持体，

およびもし適用できれば，補助層を包含する。[5] 

サブクラス内の索引 

写真法 

一般 ....................................... 5/00,11/00 

多色写真法 ....................................... 7/00 

拡散転写法 ....................................... 8/00 

立体写真法またはその類似方法 ..................... 9/00 

感光性組成物と感光材料 ........................... 1/00 

包装 ............................................. 3/00 

 

1/00 感光材料（多色法用感光材料７／００；拡

散転写法用感光材料８／００；感光性ガラ

スＣ０３Ｃ４／０４）[5] 

1/005 ・ハロゲン化銀乳剤；その調製；その物理

的処理；添加剤の混入（ドライシルバー

方式におけるハロゲン化銀触媒の量１／

４９８）[5] 

1/015 ・・乳剤調製のための装置または方法（塗

布，乾燥１／７４）[5] 

1/025 ・・乳剤の物理的処理，例．超音波，冷凍，

圧力によるもの（塗布，乾燥１／７４）

[5] 

1/035 ・・結晶の形または組成に特徴のあるもの，

例．混合粒子[5] 

1/04 ・・高分子添加剤を有するもの；層形成物

質を有するもの[5] 

1/043 ・・・ポリアルキレン酸化物；ポリアルキ

レン硫化物；ポリアルキレンセレン

化物，ポリアルキレンテルル化物[5] 

1/047 ・・・蛋白質，例．ゼラチン誘導体；蛋白

質の加水分解物または抽出物[5] 

1/053 ・・・炭素―炭素不飽和結合を含む反応の

みによって得られた重合体，例．ビ

ニル重合体[5] 

1/06 ・・非高分子添加剤を有するもの（１／０

４が優先）[5] 

1/07 ・・・銀塩形成過程で粒子の成長に影響を

及ぼす物質[5] 

1/08 ・・・増感性物質[5] 

1/09 ・・・・貴金属類または水銀；それらの塩

または化合物；硫黄，セレンまた

はテルル，またはそれらの化合物，

例．化学増感用（１／３４，１／

３５が優先）[5] 

1/10 ・・・・有機物 

1/12 ・・・・・メチンまたはポリメチン染料 

1/14 ・・・・・・奇数個のＣＨ基をもつもの 

1/16 ・・・・・・・ＣＨ基１個をもつもの 

1/18 ・・・・・・・ＣＨ基３個をもつもの 

1/20 ・・・・・・・ＣＨ基５個以上をもつもの 

1/22 ・・・・・・偶数個のＣＨ基をもつもの 

1/24 ・・・・・・スチリル染料 

1/26 ・・・・・・複素環の一部を形成するポリ

メチン鎖をもつもの 

1/28 ・・・・超増感剤を含有するもの 

1/29 ・・・・・単に染料からなる強色増感混合

物[5] 

1/295 ・・・現像促進剤[5] 

1/30 ・・・硬膜剤 

1/31 ・・・可塑剤[2] 

1/32 ・・・マット剤 

1/33 ・・・スポット防止剤[2] 

1/34 ・・・カブリ防止剤；安定剤；潜像退行防

止剤[5] 

1/35 ・・・アンチプラミング剤，すなわちアン

チブロンズイング剤；調色液[2,5] 

1/36 ・・・減感剤（直接陽画乳剤１／４８５）

[5] 

1/37 ・・・腐敗防止剤[2] 

1/38 ・・・分散剤；延展性促進剤[5] 

1/40 ・・・グループ１／０８～１／３８または

１／４２に包含されない染料成分

[5] 

1/42 ・・・現像剤またはそれらの前駆体物質[5] 

1/43 ・・・グループ１／０７～１／４２に包含

されない処理剤またはそれらの前駆

体物質[5] 

1/46 ・・感光層が２層以上のもの 

1/485 ・・直接陽画乳剤[2,5] 

1/49 ・・焼出しおよび光現像乳剤[2,5] 

1/492 ・・光可溶化乳剤[5] 

1/494 ・ハロゲン化銀乳剤以外の銀塩組成物；光

熱写真方式[5] 

1/496 ・・結合剤を使用しない組成物，例．蒸着

させるもの[5] 

1/498 ・・光熱写真方式，例．ドライシルバー[5] 

1/50 ・感光性物質として，銀塩以外の貴金属塩

を含む組成物[5] 

1/52 ・感光性物質として，ジアゾ化合物を含む

組成物（１／６４が優先）[5] 

1/54 ・・ジアゾニウム塩あるいはジアゾ無水物 

1/56 ・・ジアゾスルフォン酸塩 
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1/58 ・・そのためのカップリング剤[5] 

1/60 ・・高分子添加剤をもつもの[5] 

1/61 ・・非高分子添加剤をもつもの[5] 

1/62 ・・・金属に還元できる金属化合物 

1/64 ・感光性物質として，鉄化合物を含む組成

物[5] 

1/66 ・感光性物質として，クロム酸塩を含む組

成物[5] 

1/67 ・感光性物質として，コバルト化合物を含

む組成物[5] 

1/675 ・感光性物質として，ポリハロゲン化合物

を含む組成物（光重合性または光架橋性

組成物のためのものＧ０３Ｆ７／０２８，

７／０３８）[5] 

1/685 ・感光性物質として，スピロ縮合ピラン化

合物またはそれらの誘導体を含む組成物

[5] 

1/695 ・感光性物質として，アジド化物を含む組

成物（光重合性または光交差結合性組成

部Ｇ０３Ｆ７／００８）[5] 

1/705 ・感光性物質として，カルコゲナイド，そ

れらの金属または合金を含む組成物，例．

光ドープ方式（フォトレジストとして用

いられるものＧ０３Ｆ７／００４）[5] 

1/72 ・グループ１／００５～１／７０５に包含

されない感光性組成物[5] 

1/725 ・・無機化合物を含むもの[5] 

1/73 ・・有機化合物を含むもの[5] 

1/735 ・・・有機金属化合物[5] 

1/74 ・支持体への感光性組成物の塗布；そのた

めの乾燥法（１／４９６が優先）[2,5] 

1/76 ・支持体または補助層に特徴のある感光材

料[5] 

1/765 ・・支持体の形状に特徴のあるもの，例．

パーフォレーション，ぎざぎざの配置

[5] 

1/77 ・・支持体が金属であるもの[5] 

1/775 ・・支持体が紙であるもの[5] 

1/785 ・・・半透明のもの[5] 

1/79 ・・・高分子塗布またはそのための含浸，

例．ワニス塗り[5] 

1/795 ・・支持体が高分子物質で形成されるもの

（１／７７５が優先）[5] 

1/805 ・・剥離層または剥離手段に特徴のあるも

の[5] 

1/81 ・・捲き癖防止手段に特徴のあるもの[5] 

1/815 ・・紫外線のフイルターまたは吸収手段に

特徴のあるもの，例．光漂白剤（写真

焼付用５／１０；Ｘ線像の増強用５／

１７）[5] 

1/825 ・・反射防止手段または可視光フイルター

手段に特徴のあるもの，例．ハレーシ

ョン防止[5] 

1/83 ・・・そのための有機染料成分[5] 

1/835 ・・・そのための高分子物質，例．媒染剤

[5] 

1/85 ・・帯電防止剤または帯電防止層に特徴の

あるもの[5] 

1/89 ・・・そのための高分子物質[5] 

1/91 ・・下引層または下引き手段に特徴のある

もの[5] 

1/93 ・・・そのための高分子物質[5] 

1/95 ・・不透明または筆記可能なもの，例．不

活性微粒子添加剤をもつもの（１／７

７５が優先）[5] 

3/00 カメラ挿入用フイルムパッケージ，例．ロ

ールフイルム，フイルムパック；乾板，フ

イルムまたは印画紙用包装材料，例．特殊

染料，印刷インキ，接着剤を使用した包装

材料（包装材料一般Ｂ６５Ｄ） 

3/02 ・細長い紙片を有するロールフイルム 

5/00 写真法またはそのための処理剤；そのよう

な処理剤の再生（多色法７／００；拡散転

写法８／００；立体写真法９／００；フオ

トメカニカル法Ｇ０３Ｆ）[4,5] 

5/02 ・感度測定法，例．感度，カラー感度，階

調，粒状性，濃度の決定；感度測定用光

学クサビの製造 

5/04 ・撮影方法 

5/06 ・・移動マスク法 

5/08 ・写真焼付（５／１８が優先）；写真焼付を

妨げる方法または手段[3,5] 

5/10 ・・反射焼付；蛍光性または燐光性手段を

用いる写真焼付[5] 

5/12 ・映画の撮影または焼付法 

5/14 ・・録音と結びついたもの（録音一般Ｇ１

１Ｂ） 

5/16 ・Ｘ線，赤外線，または紫外線写真法 

5/17 ・・Ｘ線像を増強するためにスクリーンを

用いるもの（Ｘ線変換スクリーンＧ２

１Ｋ４／００）[2,4] 

5/18 ・ジアゾタイプ法，例．熱現像，またはそ

のための処理剤[3,5] 

5/20 ・・反射焼付 

5/22 ・直接式クロム酸塩法，すなわち．あらか

じめ銀画像のないもの，またはそのため

の処理剤[5] 

5/26 ・銀塩含有感光材料を用いる方法またはそ

のための処理剤（物理的現像５／５８）

[5] 

5/28 ・・映画フィルム処理[5] 

5/29 ・・現像法またはそのための処理剤（５／

３８，５／５０が優先）[5] 

5/30 ・・・現像剤 

5/305 ・・・現像剤以外の添加剤[5] 

5/31 ・・・再生；補充液[5] 

5/315 ・・・タンニング現像[5] 

5/32 ・・潜像補力；減感[5] 
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5/38 ・・定着；現像―定着；硬膜―定着（漂白

―定着５／４４）[5] 

5/39 ・・・固定，すなわち，洗い出すことのな

い定着[2,5] 

5/395 ・・現像剤以外の写真処理剤の再生；その

ための補充液[4,5] 

5/40 ・・化学処理による現像画像の変化（５／

５０が優先）[5] 

5/42 ・・・減力；補力[5] 

5/44 ・・・漂白；漂白―定着[5] 

5/46 ・・・調色[5] 

5/48 ・・・媒染[5] 

5/50 ・・反転現像；接触法（５／３１５，８／

００が優先）[5] 

5/56 ・グループ１／６４～１／７２に包含され

る感光組成物を用いる方法またはそのた

めの処理剤（５／５８が優先）[5] 

5/58 ・蒸気付着または物理的現像により金属画

像を得るための方法（フオトメカニカル

な手段により得た画像，例．エッチング

によるものＧ０３Ｆ）[5] 

5/60 ・小胞性画像を得るための方法[5] 

7/00 多色写真法またはそのための処理剤；この

ような処理剤の再生；多色写真用の感光材

料（拡散転写法８／００）[4,5] 

7/02 ・直接漂白法；そのための材料；このよう

な材料の調製または処理[5] 

7/04 ・カラースクリーンを用いる加色法；その

ための材料；このような材料の調製また

は処理[5] 

7/06 ・・カラースクリーンの製造 

7/08 ・・・発色粒子を不規則に分布したもの 

7/10 ・・・規則正しい色領域をもつもの，例．

帯，線，または点 

7/12 ・・・・露光によるもの 

7/14 ・レンチキュラースクリーンを用いる加色

法；そのための材料；このような材料の

調製または処理[5] 

7/18 ・減色法カラー写真におけるカラー画像修

正のための方法（着色したカラーカプラ

ーを用いるもの７／３３３）[5] 

7/20 ・その支持体にそれぞれ塗布した感色性の

異なるフイルムを用いる減色法カラー処

理，例．バイパック，トリパック[5] 

7/22 ・減色法映画写真処理；そのための材料；

このような材料の調製または処理[5] 

7/24 ・・録音と結びついたもの（録音一般Ｇ１

１Ｂ） 

7/25 ・・染料インビビジョン法；そのための材

料；このような材料の調製または処理

[5] 

7/26 ・減色法カラー処理用ハロゲン化乳剤（７

／２８～７／３０が優先）[5] 

7/28 ・銀色素漂白法；そのための材料；このよ

うな材料の調製または処理[5] 

7/29 ・・そのためのアゾ染料[5] 

7/30 ・カラーカプラーを用いるカラー処理；そ

のための材料；このような材料の調製ま

たは処理[5] 

7/305 ・・写真的に活性剤を遊離させる物質，例．

現像抑制剤放出カプラー（７／３８８

が優先）[5] 

7/32 ・・カラーカプラー（７／３０５，７／３

８８が優先）[5] 

7/327 ・・・高分子カプラー[5] 

7/333 ・・・カラードカプラー，例．カラー画像

補正用[5] 

7/34 ・・・フエノール類を含有するカプラー（７

／３２７，７／３３３が優先）[5] 

7/36 ・・・活性メチレン基のある化合物を有す

るカプラー（７／３２７，７／３３

３が優先）[5] 

7/38 ・・・・リングの中に存在するもの[5] 

7/384 ・・・・・ピラゾロンリングの中に存在す

るもの[5] 

7/388 ・・写真的に活性剤を遊離する物質または

カラーカプラーを乳剤に混入する方

法；そのための溶剤[5] 

7/392 ・・添加剤（７／３０５，７／３２が優先）

[5] 

7/396 ・・・高分子添加剤[5] 

7/407 ・・現像法またはそのための処理剤[5] 

7/413 ・・・現像剤[5] 

7/42 ・・漂白―定着またはそのための処理剤

[3,5] 

7/44 ・・再生；補充液（７／４２が優先）[5] 

7/46 ・グループ７／２６に包含されない減色法

カラー処理；そのための材料；このよう

な材料の調製または処理[5] 

8/00 拡散転写法またはそのための処理剤；この

ような方法のための感光材料[5] 

8/02 ・画像形成部分に特徴のある感光材料[5] 

8/04 ・・感光貴金属から誘導した無機化合物ま

たは有機金属化合物からなる拡散によ

り転写された物質[5] 

8/06 ・・・銀塩拡散転写[5] 

8/08 ・・有機化合物からなる拡散により転写さ

れた物質（８／０４が優先）[5] 

8/10 ・・・染料またはそれらの前駆体物質から

なるもの[5] 

8/12 ・・・・その放出機構に特徴のあるもの[5] 

8/14 ・・・・・呈色物質の酸化[5] 

8/16 ・・・・・・アルカリ性環境で最初に拡散

できるもの[5] 

8/18 ・・・・・・・色素現像剤[5] 

8/20 ・・・・・・アルカリ性環境で最初に拡散

できないもの[5] 

8/22 ・・・・・呈色物質の還元[5] 
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8/24 ・画像受像部分に特徴のある感光材料[5] 

8/26 ・・画像受像層（８／５２が優先）[5] 

8/28 ・・・現像核またはこのような核を形成す

る化合物を含有するもの[5] 

8/30 ・カラースクリーンを用いる加色法；その

ための材料；このような材料の調製また

は処理[5] 

8/32 ・現像法またはそのための処理剤（８／１

８が優先）[5] 

8/34 ・・処理剤用容器（８／４８，Ｇ０３Ｂ１

７／５０が優先）[5] 

8/36 ・・現像剤[5] 

8/38 ・・・粘度増加物質を含有するもの[5] 

8/40 ・・熱による現像[5] 

8/42 ・構造の細部[5] 

8/44 ・・積層一体型フイルムユニット，すなわ

ち画像受像部分から分離されない画像

形成部分[5] 

8/46 ・・・トラップをつける手段またはガス解

放手段に特徴のあるもの[5] 

8/48 ・・・画像形成部分をマスクするため用い

られる物質に特徴のあるもの[5] 

8/50 ・・剥離型フイルムユニット，すなわち画

像受像部分から分離される画像形成部

分[5] 

8/52 ・・支持体または補助層；そのための物質

[5] 

8/54 ・・・タイミング層[5] 

8/56 ・・・媒染剤層[5] 

9/00 立体写真方法または類似方法 

9/02 ・視差―立体写真 

9/04 ・ベクトグラフ 

9/06 ・アナグリフ 

9/08 ・三次元画像の作成 

11/00 写真の補助処理法（使用する装置に特徴の

あるものＧ０３Ｄ１５／００） 

11/02 ・標題のマーキングまたは適用 

11/04 ・手工修正 

11/06 ・平滑化；改善；粗面化；つや消し；清掃；

つや出し；難燃処理[5] 

11/08 ・ニス塗り，例．仕上がった写真プリント

への保護層の塗布[5] 

11/10 ・・紫外線から保護するためのもの 

11/12 ・写真層そのままの剥離または移替え 

11/14 ・糊づけ；マウンティング 

11/16 ・乾燥 

11/18 ・着色 

11/20 ・・粉末または固型着色剤によるもの 

11/22 ・非写真方法によるネガ作成のための板あ

るいはフイルムの製造 

11/24 ・不要の写真材料からの乳剤の除去；感光

性物質の回収（金属の電気分解による回

収Ｃ２５Ｃ１／００）[5]
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G03D 露光済み写真材料の処理装置（フォトメ

カニカル法による凹凸化又はパターン化され

た表面の製造に特に適合した装置Ｇ０３Ｆ）；
そのための付属品（写真用感光材料または

写真法Ｇ０３Ｃ；エレクトログラフ，静電写真

または磁気写真の方法または装置Ｇ０３Ｇ） 

サブクラス内の索引 

露光済写真用材料の処理用装置 

液体；ガス；拡散転写処理用装置 .... 3/00,5/00;7/00;9/00 

反転処理装置 .................................... 11/00 

他の装置および付属品 ............................ 13/00 

処理済写真材料の処置装置 ........................ 15/00 

暗室 ............................................ 17/00 

 

3/00 浸漬式の湿式処理装置，浸漬式の水洗装置

（９／００，１１／００が優先） 

3/02 ・液体循環の細部 

3/04 ・・攪はん機（一般Ｂ０１Ｆ） 

3/06 ・・液の供給；タンク外での液体循環 

3/08 ・露光済写真材料を機械的に順次運ぶ装置

を持つもの 

3/10 ・・別々に保持された乾板，フイルム，ま

たは印画用のもの 

3/12 ・・ベルトコンベアに広げられた乾板，フ

イルム，または印画[2] 

3/13 ・・ロングフィルムまたは板片の形状の印

画用，例．ローラー装置で供給するも

の[2] 

3/14 ・・・フイルムの伸長または伸縮を考慮し

た手段をもつもの 

3/16 ・露光済写真材料の元のホルダー内での処

理 

5/00 浸漬式でない湿式処理装置；浸漬式でない

水洗装置（９／００，１１／００が優先；

液体を作用させるもの一般Ｂ０５） 

5/02 ・液体のはいったアンプルを使用するもの 

5/04 ・液体スプレイを使用するもの 

5/06 ・パッド，ローラーまたは板片式の供給装

置[2] 

7/00 ガス式処理装置 

9/00 拡散転写現像装置 

9/02 ・液体のはいったアンプルを使用するもの 

11/00 反転処理装置 

13/00 グループ３／００～１１／００に包含され

ない装置またはその付属品 

13/02 ・容器，保持具 

13/04 ・・トレー，皿，タンク 

13/06 ・・・明室装てん用装置を持つ遮光タンク 

13/08 ・・露光済感光材料の保持具；露光済感光

材料の支持具 

13/10 ・・・クリップ（１３／１４が優先） 

13/12 ・・・枠（１３／１４が優先） 

13/14 ・・・フイルムを間隔を置いてうず巻状に

保つもの 

15/00 処理済写真材料の処置装置 

15/02 ・乾燥；つや出し（処理装置と結びついた

もの３／００から１３／００；乾燥一般

Ｆ２６Ｂ） 

15/04 ・裁断；接合 

15/06 ・ニスその他の被膜の塗布 

15/08 ・印画の平坦化 

15/10 ・マウンティング，例．処理済材料を枠に

入れること（投映用の枠Ｇ０３Ｂ２１／

６４） 

17/00 このサブクラスの他のグループに分類され

ない暗室設備；携帯用暗室
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G03F フォトメカニカル法による凹凸化又は
パターン化された表面の製造，例．印
刷用，半導体装置の製造法用；そのた
めの材料；そのための原稿；そのため
に特に適合した装置（写真植字機Ｂ４１

Ｂ；写真用感光材料または処理Ｇ０３Ｃ；エレ

クトログラフィー，そのための感光層または処

理Ｇ０３Ｇ） 

注 

このサブクラスにおいては，下記の用語は以下に示す意味で用

いる： 

―“感光性”は電磁波に対する感光性のみならず，粒子線に対

する感光性も意味する； 

―“感光性組成物”は感光性物質，例．キノンジアジド，およ

びもし適用できれば，結合剤または添加剤を包含する； 

―“感光材料”は感光性組成物，例．フォトレジスト，それら

支持体およびもし適用できれば，補助層を包含する。[5] 

1/00 フォトメカニカル法による凹凸化又はパタ

ーン化された表面の製造に用いる原稿の作

成（写真製版法一般７／００）[3] 

1/02 ・レリーフ状原稿作成に写真方法を用いる

もの 

1/04 ・モンタージュ手法によるもの 

1/06 ・印刷表面からのもの[5] 

1/08 ・原稿が無機画像層をもつもの，例．クロ

ムマスク（１／１２が優先）[5] 

1/10 ・着色した有機層を露光および洗い落すこ

とによるもの；高分子パターンを着色す

ることによるもの[5] 

1/12 ・ハロゲン化銀を含む感光材料またはジア

ゾタイプ感光材料を露光することによる

もの[5] 

1/14 ・構造の細部に特徴のある原稿，例．支持

体，被覆層，ペリクル枠[5] 

1/16 ・原稿が開孔をもつもの，例．粒子線リソ

グラフィー用[5] 

3/00 色分解；色調の修正（写真的複写装置一般

Ｇ０３Ｂ） 

3/02 ・手工修正によるもの 

3/04 ・写真的手段によるもの 

3/06 ・・マスキングによるもの 

3/08 ・光電的手段によるもの 

3/10 ・分解ネガまたはポジの色または調子のチ

ェック 

5/00 スクリーン法；そのためのスクリーン 

5/02 ・投映方法によるもの（カメラＧ０３Ｂ） 

5/04 ・・網掛け効果の変化によるもの 

5/06 ・・絞り効果の変化によるもの 

5/08 ・・平行線スクリーンの使用 

5/10 ・・交差線スクリーンの使用 

5/12 ・・その他のスクリーン，例．砂目スクリ

ーン，の使用 

5/14 ・密着法によるもの 

5/16 ・・灰色中間調スクリーンの使用 

5/18 ・・カラー中間調スクリーンの使用 

5/20 ・グラビア印刷用網掛けの使用 

5/22 ・数枚のスクリーンの組合せ法；モアレの

除去 

5/24 ・多重露光，例．線写真とスクリーンの組

合せ 

7/00 フォトメカニカル法，例．フォトリソグラ

フ法，による凹凸化またはパターン化され

た表面，例．印刷表面，の製造；そのため

の材料，例．フォトレジストからなるもの；

そのため特に適合した装置（特別の製造法

のためのフォトレジスト構造を用いるもの，

関係箇所，例．Ｂ４４Ｃ，Ｈ０１Ｌ，例．

Ｈ０１Ｌ２１／００，Ｈ０５Ｋ，を参照）

[3,5] 

7/004 ・感光材料（７／１２，７／１４が優先）

[5] 

7/008 ・・アジド（７／０７５が優先）[5] 

7/012 ・・・高分子アジド；高分子添加剤，例．

結合剤[5] 

7/016 ・・ジアゾニウム塩または化合物（７／０

７５が優先）[5] 

7/021 ・・・高分子ジアゾニウム化合物；高分子

添加剤，例．結合剤[5] 

7/022 ・・キノンジアジド（７／０７５が優先）

[5] 

7/023 ・・・高分子キノンジアジド；高分子添加

剤，例．結合剤[5] 

7/025 ・・炭素―炭素三重結合を有する非高分子

光重合性化合物，例．アセチレン化合

物（７／０７５が優先）[5] 

7/027 ・・炭素―炭素二重結合を有する非高分子

光重合性化合物，例．エチレン化合物

（７／０７５が優先）[5] 

7/028 ・・・増感物質をもつもの，例．光重合開

始剤[5] 

7/029 ・・・・無機化合物；オニウム化合物；酸

素，窒素または硫黄以外の異種原

子をもつ有機化合物[5] 

7/031 ・・・・グループ７／０２９に包含されな

い有機化合物[5] 

7/032 ・・・結合剤をもつもの[5] 

7/033 ・・・・結合剤が炭素―炭素不飽和結合を

含む反応のみによって得られた重

合体であるもの，例．ビニル重合

体[5] 

7/035 ・・・・結合剤がポリウレタンであるもの

[5] 

7/037 ・・・・結合剤がポリアミドまたはポリイ

ミドであるもの[5] 

7/038 ・・不溶性または特異的に親水性になる高

分子化合物（７／０７５が優先；高分
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子アジド７／０１２；高分子ジアゾニ

ウム化合物７／０２１）[5] 

7/039 ・・光分解可能な高分子化合物，例．ポジ

型電子レジスト（７／０７５が優先；

高分子キノンジアジド７／０２３）[5] 

7/04 ・・クロム酸塩（７／０７５が優先）[5] 

7/06 ・・銀塩（７／０７５が優先）[5] 

7/07 ・・・拡散転写に用いられるもの[5] 

7/075 ・・シリコン含有化合物[5] 

7/085 ・・接着促進非高分子添加剤に特徴のある

感光組成物（７／０７５が優先）[5] 

7/09 ・・構造の細部，例．支持体，補助層，に

特徴のあるもの（印刷版用支持体一般

Ｂ４１Ｎ）[5] 

7/095 ・・・２つ以上の感光層をもつもの（７／

０７５が優先）[5] 

7/105 ・・・可視像を形成するための物質，例．

指示薬，をもつもの[5] 

7/11 ・・・被覆層または中間層，例．下塗層を

もつもの[5] 

7/115 ・・・真空焼付においてスクリーン効果ま

たはより良い密着を得るための手段

を有する支持体または層をもつもの

[5] 

7/12 ・スクリーン印刷版または類似の印刷版，

例．ステンシル，の製造 

7/14 ・コロタイプ印刷版の製造 

7/16 ・塗布法；そのための装置（支持体材料へ

の塗布一般Ｂ０５；写真目的用支持体へ

の感光組成物の塗布Ｇ０３Ｃ１／７４） 

7/18 ・・カーブした面への塗布 

7/20 ・露光；そのための装置（複製用写真焼付

装置Ｇ０３Ｂ２７／００）[4] 

7/207 ・・焦点調節手段，例．自動焦点調節手段

（位置合わせと焦点調節との組合わせ

９／０２；投影焼付装置の自動焦点調

節手段Ｇ０３Ｂ２７／３４；焦点調節

信号の自動発生のためのシステム一般

Ｇ０２Ｂ７／２８）[4] 

7/213 ・・同一表面の異なる位置を同一パターン

で同時に露光するもの（７／２０７が

優先）[4] 

7/22 ・・同一表面の異なる位置を同一パターン

で逐次露光するもの（７／２０７が優

先）[4] 

7/23 ・・・そのための自動的な手段[4] 

7/24 ・・カーブした表面への露光 

7/26 ・感光材料の処理；そのための装置（７／

１２～７／２４が優先）[3,5] 

7/28 ・・粉体画像を得るためのもの（３／１０

が優先）[5] 

7/30 ・・液体手段を用いる画像様除去[5] 

7/32 ・・・そのための液体組成物，例．現像剤

[5] 

7/34 ・・選択的転写による画像様除去，例．剥

離[5] 

7/36 ・・グループ７／３０～７／３４に包含さ

れない画像様除去，例．ガス流を用い

るもの，プラズマを用いるもの[5] 

7/38 ・・画像様除去前の処理，例．予熱[5] 

7/40 ・・画像様除去後の処理，例．加熱[5] 

7/42 ・・剥離またはそのための処理剤[5] 

9/00 原稿，マスク，フレーム，写真シート，表

面構造または模様が作成された表面，の位

置決めまたは位置合わせ，例．自動的なも

の（７／２２が優先；写真マスクの製造１

／００；複製用写真焼付装置用のものＧ０

３Ｂ２７／００）[4] 

9/02 ・自動焦点調節の手段と組合わせたもの（自

動焦点調節一般Ｇ０２Ｂ７／０９；焦点

調節信号の自動発生のためのシステムＧ

０２Ｂ７／２８）[4]
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G03G エレクトログラフィー；電子写真；マ
グネトグラフィー（記録担体と変換器との

間の相対的運動に基づいた情報記憶Ｇ１１

Ｂ；情報の書込みまたは読出しのための手段を

そなえた静的記憶Ｇ１１Ｃ；テレビジョン信号

の記録Ｈ０４Ｎ５／７６） 

注 

（１）このサブクラスは以下のものを包含する： 

―電気量，または磁気量の画像に応じた分布を利用した原画像，

または原ドキュメントに一致した永久可視像の形成 

―中間の画像に応じた電気量または磁気量の分布を形成する

よりどころ及びその形成方法が重要でないその中間分布を利

用した永久可視像の形成 

（２）このサブクラスは以下のものを包含しない： 

―原稿から複写物に画像情報を移転するための電気信号の利

用，すなわち，画像通信。ただし，これはＨ０４Ｎに包含され

る； 

―静電像または磁気像を用いないで専ら熱像によって画像を

形成するもの。ただし，これはＢ４１Ｍ５／００に包含される； 

―物理的に接触させないで，静電気力を用いることにより印刷

原形から被印刷面上へインクを移してプリントを作成するも

の。ただし，これはＢ４１Ｍに包含される； 

―Ｂ４１Ｊ２／３８５，Ｂ４１Ｊ２／４３５に包含される，プ

リンティング材料または印刷転写材料への電流の選択的供給

または磁気もしくは放射線の選択的適用により特徴づけられ

る選択的プリンティング機構[5] 

サブクラス内の索引 

原画像の記録，部材および材料 ........... 5/00,7/00,9/00 

エレクトログラフィーの工程および装置 

帯電像を用いるもの ........................ 13/00,15/00 

帯電像以外の像を用いるもの ...................... 17/00 

サーモプラスチックの変形を用いるもの ............ 16/00 

磁気像を用いる工程および装置 .................... 19/00 

他に分類されない細部 ................. 8/00,11/00,21/00 

 

5/00 たとえば光，熱，電子を照射して原画像の

記録を行なうための記録材料；その製造；

物質の選択（測定装置用の記録表面Ｇ０１

Ｄ１５／３４；写真用感光材料Ｇ０３Ｃ） 

5/02 ・電荷受像層（５／１５３が優先）[5] 

5/022 ・・表面変形画像法のための層，例．フロ

スト画像法[2] 

5/024 ・・フォトエレクトレット層[2] 

5/026 ・・照射中に化学反応が起りその結果導電

性像が形成される層，例．ケミゼログ

ラフイー[2] 

5/028 ・・熱パターンに露出された時に導電性像

を形成する層，例．サーモゼログラフ

ィー[2] 

5/04 ・・光導電性層；電荷発生層または電荷輸

送層；そのための添加剤；そのための

結合剤[2,5] 

5/043 ・・・２またはそれ以上の層をもつことに，

またはそれらの複合構造に特徴のあ

る光導電性層[5] 

5/047 ・・・・電荷発生層または電荷輸送層に特

徴のあるもの[5] 

5/05 ・・・有機結合剤；基層上に光導電性層を

塗布する方法；光導電性層中で用い

られる不活性補助剤[2] 

5/06 ・・・光導電性材料が有機物であることに

特徴のあるもの[5] 

5/07 ・・・・高分子光導電性材料[2] 

5/08 ・・・光導電性材料が無機物であることに

特徴のあるもの[2,5] 

5/082 ・・・・結合剤を用いないもの，例．真空

蒸着[2] 

5/085 ・・・・無機結合剤を用いるもの，例．ガ

ラス状層[2] 

5/087 ・・・・有機結合剤を用いるもの[2] 

5/09 ・・・増感剤または活性剤，例．染料（５

／１２が優先）[2] 

5/10 ・電荷受像層または他の層の支持体 

5/12 ・多色法用記録要素[2] 

5/14 ・電荷受像層用不活性中間層または被覆層

（５／０４が優先）[2,5] 

5/147 ・・被覆層[5] 

5/153 ・感光性または感熱性はあるが，光導電性

のない付加層と結合した電荷受像層，例．

銀塩層[5] 

5/16 ・磁気的性質を変化させて記録を行う層，

例．キュリー・ポイント・ライティング

[3] 

7/00 受像素材，すなわち物理的接触により反転

する場合に用いる物質の選択；その製造（写

真用感光材料Ｇ０３Ｃ） 

8/00 最終再生成物を被覆する層，例．保護層，

筆記用層[2] 

9/00 現像剤[5] 

9/06 ・現像剤が電解質であるもの 

9/08 ・トナー粒子をもつもの[2] 

注 

グループ９／０８３～９／１２においては，相反する指示がな

い限り，最後の適切な箇所に分類する。[5] 

9/083 ・・磁性トナー粒子[5] 

9/087 ・・トナー粒子用結合剤[5] 

9/09 ・・トナー粒子用着色剤[5] 

9/093 ・・カプセル化トナー粒子[5] 

9/097 ・・可塑剤；荷電制御剤[5] 

9/10 ・・キャリャー粒子に特徴をもつもの[2,5] 

9/107 ・・・磁性成分をもつもの[5] 

9/113 ・・・コーテイングをほどこしたもの[5] 

9/12 ・・液体現像剤混合物中のもの[2] 

9/125 ・・・液体に特徴をもつもの[5] 

9/13 ・・・重合体成分に特徴をもつもの[5] 

9/135 ・・・安定剤または荷電制御剤に特徴をも

つもの[5] 
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9/16 ・グループ９／０６～９／１３５に分類さ

れない現像剤，例．溶液，エアゾール[2] 

9/18 ・・区分的湿潤現像剤[2] 

11/00 定着剤として用いる物質の選択 

13/00 帯電像を用いる電子写真法（１５／００，

１６／００，１７／００が優先）[2,5] 

13/01 ・多色複写物用[2] 

13/02 ・感光性の賦与，すなわち均一帯電をする

こと（コロナ帯電用装置それ自体Ｈ０１

Ｔ１９／００） 

13/04 ・露出，すなわち，原画像を光導電性記録

材料上に光学的に投影することによる画

像に応じた露出[6] 

13/045 ・・記録材料上の帯電像の特定部分を帯電

または放電するもの，例．非画像域の

放電，コントラスト強化（１３／３４，

１５／３６，２１／０６が優先）[6] 

13/05 ・画像状帯電，すなわち，荷電粒子の変調

流を用いて電荷を原画像の輪郭に置くも

の，例．帯電像を帯びる光導電性制御ス

クリーンまたは光学的に活性化された帯

電手段により変調されたコロナイオンの

（電気画像信号により制御される帯電手

段を用いるものＢ４１Ｊ）[6] 

13/054 ・Ｘ線を用いるもの，例．エレクトロラジ

オグラフィ[6] 

13/056 ・内部分極の利用[2,6] 

13/06 ・現像 

13/08 ・・固体現像剤，例．粉末現像剤，を用い

る現像 

13/09 ・・・磁気ブラシを用いるもの[2] 

13/095 ・・・余分な固体現像剤を除去するもの[6] 

13/10 ・・液体現像剤を用いる現像 

13/11 ・・・余分な液体現像剤を除去するもの，

例．熱により[6] 

13/14 ・像の他の支持体の転写 

13/16 ・・トナー像，例．粉体像，の転写 

13/18 ・・静電荷像の転写 

13/20 ・定着，例．熱の使用により 

13/22 ・グループ１３／０２から１３／２０まで

の二つ以上の工程の組合せを含む方法

（１３／０１が優先）[2] 

13/23 ・・特に原稿の両面の複写に，または記録

材や受像材の両面の複写に適用される

もの[6] 

13/24 ・・少なくとも二工程が同時に行なわれる

もの[2] 

13/26 ・非ゼログラフプリンティング用印刷プレ

ートの製造のためのもの[2] 

13/28 ・・プラノグラフ（平印）印刷板[2] 

13/30 ・・ヘクトグラフ印刷板[2] 

13/32 ・・レリーフ印刷板[2] 

13/34 ・編集，すなわち，一つまたは二つ以上の

原画像またはその部分の複写により合成

画を形成するもの[6] 

15/00 帯電像を用いる電子写真法用の装置（１６

／００，１７／００が優先）[2,5] 

注 

このグループはそれ自体がこのグループに分類される装置の

使用，または取扱いによって特徴づけられる限り処理法も包含

する。 

15/01 ・多色複写物を作るためのもの[2] 

15/02 ・均一帯電用，例．感光化用；コロナ放電

装置（１５／１４が優先）[6] 

15/04 ・露出装置，すなわち，原画像を光導電性

記録材料上に光学的に投影することによ

る画像に応じた露出[6] 

15/041 ・・複写倍率を変更できるもの[6] 

15/043 ・・照度または露出制御用手段をもつもの

（１５／０４１が優先）[6] 

15/045 ・・記録材料上の帯電像の特定部分を帯電

または放電する手段をもつもの，例．

コントラストの強化または非画像区域

の放電用（１５／３６，２１／０６が

優先）[6] 

15/047 ・・・非画像域の放電用[6] 

15/05 ・画像状帯電用，例．光導電性制御スクリ

ーン，光学的に活性化された帯電手段（電

気画像信号により制御される帯電手段Ｂ

４１Ｊ）[6] 

15/054 ・Ｘ線を用いるもの，例．エレクトロラジ

オグラフィ[6] 

15/056 ・内部分極の利用[2,6] 

15/06 ・現像装置 

15/08 ・・固体現像剤を用いる装置，例．粉末現

像剤を用いる装置 

15/09 ・・・磁気ブラシを用いるもの[2] 

15/095 ・・・余分な固体現像剤を除去するもの[6] 

15/10 ・・液体現像剤を用いる装置 

15/11 ・・・余分な液体現像剤を除去するもの，

例．熱により[6] 

15/14 ・像を他の支持体へ転写する装置 

15/16 ・・トナー像，例．粉体像，を転写する装

置 

15/18 ・・静電荷像を転写する装置 

15/20 ・定着装置，例．熱の使用により 

15/22 ・グループ１３／０２から１３／２０まで

の二つ以上の工程の組合せを含むもの

（１５／０１が優先）[2] 

15/23 ・・特に原稿の両面の複写または記録材や

受像材の両面の複写に適用されるもの

[6] 

15/24 ・・少なくとも二工程が同時に行なわれる

もの[2] 

15/26 ・・像全体を投影することによって帯電像

を得るもの，すなわち全枠投影（１５

／０４が優先）[2,6] 

15/28 ・・投影がライン走査によるもの（１５／
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０４が優先）[2,6] 

15/30 ・・・投影がドラム上に行なわれるもの[2] 

15/32 ・・帯電像が点状に形成されるもの（１５

／０４，１５／０５，１５／３４が優

先）[2,6] 

15/34 ・・粉体像が記録材料上に直接形成される

もの[6] 

15/36 ・編集，すなわち，１つまたは２つ以上の

原画像またはその部分の複写により合成

画を形成するもの[6] 

16/00 熱可塑性樹脂層の変形を利用する電子写真

法（表面変形画像のための層５／０２２）；

そのための装置[2,6] 

17/00 帯電像以外の像を用いる電子写真方式，例．

導電性像；泳動を含む方式，例．光電気泳

動，光電子ソログラフィー；選択転写を含

む方式，例．電子写真粘着方式；本来その

ような単一方式を含む装置[5] 

17/02 ・電解現像を利用するもの[2] 

17/04 ・光電気泳動を利用するもの[2] 

17/06 ・・そのための装置[5] 

17/08 ・電子写真粘着方式を用いるもの，例．マ

ニホールド画像形成法[5] 

17/10 ・粒子移動画像形成法を用いるもの，例．

光電子ソログラフイー（１７／０４が優

先）[5] 

19/00 磁気像を用いる方法；それに用いる装置 

21/00 グループ１３／００から１９／００までに

分類されない装置，例．クリーニング，残

留電荷の除去[2] 

21/02 ・複写枚数の管理；料金管理[6] 

21/04 ・原画から複写物が作られることの防止[6] 

21/06 ・再使用できる画像部材から残留電荷を除

去するもの[6] 

21/08 ・・光の照射を用いるもの[6] 

21/10 ・廃棄現像剤の収集または再使用[6] 

21/12 ・・トナー廃棄容器[6] 

21/14 ・電子的シーケンス制御[6] 

21/16 ・装置の整備を容易にするための機械的手

段，例．要素配置[6] 

21/18 ・・プロセスカートリッジを用いるもの[6] 

21/20 ・湿度または温度制御[6]
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G03H ホログラフィー的方法または装置（通常

の光学的素子として用いられるホログラム，例．

点ホログラムＧ０２Ｂ５／３２；立体視または

他の三次元効果を生ずるものＧ０２Ｂ２７／

２２；回折格子系Ｇ０２Ｂ２７／４４；モアレ

縞を使う系Ｇ０２Ｂ２７／６０；光学的論理素

子Ｇ０２Ｆ３／００；立体写真Ｇ０３Ｂ３５／

００；写真法のための感光材料または処理Ｇ０

３Ｃ；露光済写真材料の処理装置Ｇ０３Ｄ；光

学素子を利用して計算動作を行うアナログ計

算機Ｇ０６Ｅ３／００；ホログラムまたは回折

格子に記録された潜伏情報の，放射線による，

確認Ｇ０６Ｋ１９／１６；ホログラフィー的デ

ジタル記録Ｇ１１Ｂ７／００６５，Ｇ１１Ｃ１

３／０４）[2] 

注 

このサブクラスは，元の波面を再生するために用いられうる波

面の位相および振幅情報の記録を作成するための手段または

波面の位相および振幅情報を有する記録から元の波面を再生

するための手段を包含する。[2] 

1/00 ホログラムを得るためまたはそれらから像

を得るために光，赤外または紫外波を用い

たホログラフィー的方法または装置；それ

に特有な細部[2] 

1/02 ・細部[2] 

1/04 ・ホログラムを作るための方法または装置

（１／２６が優先）[2] 

1/06 ・・インコヒーレント光を用いるもの[2] 

1/08 ・・ホログラムの合成（電気的デジタル計

算機を用いるものＧ０６Ｆ，Ｇ０６Ｔ）

[2] 

1/10 ・・変調した参照ビームを用いるもの[2] 

1/12 ・・・空間変調，例．ゴーストイメージン

グ[2] 

1/14 ・・・時間変調，例．場の深さの伸張また

は物体の移動に対する位相補償[2] 

1/16 ・・フーリエ変換を用いるもの（１／１２，

１／１４が優先；アナログ計算機Ｇ０

６Ｇ，例．Ｇ０６Ｇ７／１９）[2] 

1/18 ・・ホログラム記録担体の特殊処理，例．

ブレーズドホログラムを得るためのも

の[2] 

1/20 ・・ホログラフィー的手段によるホログラ

ムの複写[2] 

1/22 ・ホログラムから光学像を得るための方法

または装置（１／２６～１／３４が優先）

[2] 

1/24 ・・白色光を用いるもの[2] 

1/26 ・複合ホログラムの作成のためまたはそれ

らから像を得るためにとくに適した方法

または装置，例．多色技術[2] 

1/28 ・・重畳したホログラムのみ[2] 

1/30 ・・分離したホログラムのみ[2] 

1/32 ・スペックルを除去するための方式[2] 

1/34 ・空間―空間的帯域幅積を減少するための

方式[2] 

3/00 ホログラムを得るために超音波，音波また

は亜音波を用いたホログラフィー的方法ま

たは装置；それらから光学像を得るための

方法または装置（１／２２が優先）[2] 

5/00 グループ１／００または３／００に包含さ

れない粒子をまたは波を用いたホログラフ

ィー的方法または装置；それらから光学像

を得るための方法または装置（Ｇ０３Ｈ１

／２２が優先；電子顕微鏡の構造Ｈ０１Ｊ

３７／２６）[2]
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G04 時計 

G04B 機械的駆動の時計または携帯時計；時
計または携帯時計の機械的部分一般；
太陽，月または星の位置を利用した時
刻計（ばねまたは重力によって駆動される機

構一般Ｆ０３Ｇ；電気機械時計または携帯電気

機械時計Ｇ０４Ｃ；あらかじめ選定された時刻

またはあらかじめ決められた時間間隔後に任

意の装置を操作する附属手段または組込み手

段をもつ電気機械時計Ｇ０４Ｃ２３／００；停

止装置を持つ時計または携帯時計Ｇ０４Ｆ７

／０８；動く部分のない電子時計に特に適合さ

せた構造上の細部，またはハウジングＧ０４Ｇ

１７／００） 

注 

このサブクラスは機械駆動のカレンダー時計または時計仕掛

のカレンダーおよびこれらの時計またはカレンダーの機械的

部分を包含する。 

サブクラス内の索引 

駆動機構 ......................................... 1/00 

巻上げ 

普通のもの；自動；結合されたもの ....... 3/00;5/00;7/00 

管理；巻き上げ部材 ......................... 9/00;11/00 

時計の運動機構 

脱進機；振動数安定装置；振動数設定；歯車仕掛け；これらを

調節するもの ............ 15/00;17/00;18/00;13/00;35/00 

時刻の表示 .................... 19/00,21/00,23/00,25/00 

時刻合せ ........................................ 27/00 

枠組み；支持；キャリバー ............ 29/00;31/00;33/00 

時計仕掛けの保護 

ケ ー ス ； ク リ ス タ ル ， ガ ラ ス ； 他 の 保 護 手 段

.............................. 37/00;39/00;41/00,43/00 

普通でない時計 ...................... 45/00,47/00,49/00 

このサブクラスの他のグループに分類されない主題事項99/00 

 

駆動機構 

1/00 駆動機構 

1/02 ・駆動重錘をもつもの 

1/04 ・・時計仕掛けが駆動重錘の役をする機構 

1/06 ・・数個の重錘をもつもの 

1/08 ・・駆動重錘；鎖；鎖車；鎖車用軸 

1/10 ・ゼンマイをもつもの 

1/12 ・・数個のゼンマイをもつもの 

1/14 ・・ゼンマイ；ゼンマイ用そえ板（そえ板

をもつゼンマイ１／１８；合金Ｃ２２

Ｃ；バネ一般Ｆ１６Ｆ） 

1/16 ・・香箱；軸；香箱軸（ゼンマイの取りは

ずしを容易にする装置３３／１４） 

1/18 ・・香箱または軸とゼンマイ端を結合する

構造 

1/20 ・・・香箱中に設置されまたは香箱に取り

付けられたゼンマイの破断または巻

き過ぎに対する保護装置（巻きかぎ

もしくは同種のものに結合している

もの３／０６，３／１０；自動巻き

装置に結合しているもの５／２４） 

1/22 ・・ゼンマイ動力の変動の補正（ゼンマイ

の機械的な形状によるもの１／１４） 

1/24 ・ゼンマイと駆動重錘の両方をもつもの 

1/26 ・液体または気体により駆動されるもの；

機械的に制御される子時計用の液体もし

くは気体状のものによる駆動 

巻上げ 

3/00 手または機械による時計仕掛けの通常の巻

上げ；数個のゼンマイもしくは駆動重錘を

同時に巻き上げるもの 

3/02 ・着脱自在に取り付けられた巻きかぎまた

は同様のもの 

3/04 ・固く取り付けられた巻きかぎ，ボタンま

たはリューズ（分割巻真３７／０６） 

3/06 ・巻き過ぎ防止手段をもつ巻きかぎまたは

同種のもの（香箱内に配置されたまたは

香箱に取り付けられた保護装置１／２

０；自動巻き装置に結合しているもの５

／２４） 

3/08 ・ケースの部分によるもの 

3/10 ・・巻き過ぎ防止保護手段（香箱内に配置

されたもしくは香箱に取付けられたも

の１／２０；巻きかぎに結合している

もの３／０６；自動巻き装置に結合し

ているもの５／２４） 

3/12 ・機械的手段によるもの，例．空気モータ

ー（電気的もしくは電気機械的手段をも

つ巻上げＧ０４Ｃ） 

5/00 自動巻上げ 

5/02 ・携帯時計の動きに因をなす自動巻きによ

るもの 

5/04 ・・動きが制限されている振動重錘による

もの 

5/06 ・・・一方向にのみ作動するもの 

5/08 ・・・両方向に作動するもの 

5/10 ・・動きが制限されることのない振動重錘

によるもの 

5/12 ・・・一方向にのみ作動するもの 

5/14 ・・・両方向に作動するもの 

5/16 ・・重錘の構造 

5/18 ・・振動重錘の支持，懸垂，または案内装

置 

5/19 ・・・振動重錘の回転中心における懸垂[3] 

5/20 ・他の物体の動きによるもの，例．ハンド

バックの開放によるもの，ケースの開放

によるもの，戸の開放によるもの；風力

による巻上げ 

5/22 ・温度，気圧，または同様な効果および変

化によるもの 
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5/24 ・巻き過ぎ防止保護手段（香箱内に配置さ

れまたは香箱に取り付けられているもの

１／２０；巻きかぎまたは同種のものに

結合しているもの３／０６；ケースの部

分に結合しているもの３／１０） 

7/00 通常の巻上げと自動巻上げとが結合された

もの 

9/00 巻き状態の管理，例．巻上げ量の指示 

9/02 ・巻き状態により制御される装置，例．巻

き過ぎに対し保護する余裕をもつ装置

（香箱内またはその上に装着された巻き

過ぎ防止の保護手段１／２０；巻きかぎ

または同種のものに結合された保護手段

３／０６；ケースの部分に結合されたも

の３／１０；自動巻き装置に結合された

もの５／２４） 

11/00 爪装置；停止爪；クラッチ 

11/02 ・回転部分の動きを一方向のみに許す装置

[3] 

11/04 ・・そのための爪の構造，例．ラチェット

を作動させる揺動部材に固定された爪

[3] 

 ――――――――――――――――――― 

13/00 歯車機構 

13/02 ・歯車；カナ；真；ホゾ；（軸受け３１／０

０） 

15/00 脱進機（電気機械的時計において振動を回

転運動に変える電気的または磁気的な手段

Ｇ０４Ｃ５／００） 

15/02 ・調速機構に常時接触しているもの 

15/04 ・・シリンダー脱進機 

15/06 ・自由脱進機 

15/08 ・・レバー脱進機 

15/10 ・調速機構に一定の衝撃を与えるもの 

15/12 ・調整（調整用工具Ｇ０４Ｄ１／０２）；レ

バーもしくは同種のものの振れ角を制限

するもの 

15/14 ・構成部品もしくは構造部分，例．レバー

もしくはガンギ車の構造 

17/00 振動数安定化機構[3] 

17/02 ・重力により動く振動体，例．一平面内で

振れる振子 

17/04 ・バネ張力により動く振動体 

17/06 ・・ひげゼンマイをもつ振動体，例．テン

プ 

17/08 ・・軸方向に伸び縮みするコイルバネをも

つ振動体 

17/10 ・・捩れ薄板または捩れ薄板と同じような

動きをするバネをもつ振動体，例．水

平面上を振動する重錘 

17/20 ・振動数安定化機構の補償 

17/22 ・・温度変化の影響に対するもの（温度変

化に無関係な合金Ｃ２２Ｃ） 

17/24 ・・気圧変化の影響に対するもの 

17/26 ・・衝撃変化の影響に対するもの 

17/28 ・・重量の不均衡の影響に対するもの，例．

ツールビヨン 

17/30 ・回転式調速機，例．遠心調速機，羽根車

式調速機（打鈴機構用２１／０６） 

17/32 ・構成部品または構造部分，例．ヒゲ玉，

ヒゲ持ち 

17/34 ・・ひげゼンマイをテンプへ固定するため

のもの[3] 

18/00 振動数設定機構[3] 

18/02 ・調整装置；緩急針装置[3] 

18/04 ・振子，テンプまたは類似のもの，例．ビ

ートを起こすもの，のビートの調節[3] 

18/06 ・・ヒゲ玉またはヒゲ持ちの設定によるも

の[3] 

18/08 ・構成部分または構造の細部[3] 

時刻の指示 

19/00 視覚手段による指示（電球によるものＧ０

４Ｃ１７／０２；表示装置一般Ｇ０９） 

19/02 ・輪列と指針間の歯車装置 

19/04 ・指針；一つの印または同様のものをもつ

円板 

19/06 ・文字板（時計仕掛けのない時間刻み用４

９／０４） 

19/08 ・・目盛の幾何学的配置 

19/10 ・・目盛または文字板面の装飾的形状；文

字板への目盛の取付け 

19/12 ・・文字板または目盛用材料の選択 

19/14 ・・時計の地板への文字板締付け 

19/16 ・・可動文字板，例．１から１２と１３か

ら２４へ交互に指示するもの 

19/18 ・・ガラス，ガラス縁または胴上の目盛 

19/20 ・数を附された帯，円筒，円板または板に

よる指示 

19/21 ・・円筒[3] 

19/22 ・各地の標準時を指示するための装置；世

界時計 

19/23 ・・附加的な指針または附加的な指針対に

よるもの[3] 

19/24 ・日付け表示時計；時計仕掛けカレンダー 

19/243 ・・日付け表示体の形状によって特徴づけ

られたもの[3] 

19/247 ・・・円板型[3] 

19/25 ・・・・日付け表示体を手動で設定する装

置[3] 

19/253 ・・・・駆動または解除機構[3] 

19/257 ・・・円筒型[3] 

19/26 ・潮汐用，月齢用または同種のもののため

の指示計をもつ時計 

19/28 ・決められた時刻を指示するための調節可

能な指標または指針 

19/30 ・文字板または指針の照明 

19/32 ・・発光性物質によるもの 
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19/34 ・光学的に投影された指針の位置 

21/00 聴覚手段による指示（あらかじめ選定され

た時刻についてのもの２３／００；電気的

聴覚手段によるものＧ０４Ｃ２１／０４；

音響発生装置それ自体Ｇ１０） 

21/02 ・６０分，３０分または１５分に発する定

時の打鈴機構 

21/04 ・・時針車；ラックまたは数取カム；数取

カムもしくは同様の制御機構 

21/06 ・・打鈴機構の部品，例．ハンマー，羽根

車式調速機 

21/08 ・・音響体；笛；演奏機構（電気的可聴発

振器Ｇ０４Ｃ２１／００） 

21/10 ・・定時の打鈴を解除または制止するもの，

例．夜間休止用 

21/12 ・・繰返し時計 

21/14 ・・時計仕掛けによる打鈴機構の巻上げ；

打鈴機構による時計仕掛けの巻上げ 

23/00 あらかじめ選定された時刻に聴覚的信号を

発生する装置（目覚し信号を電気的に解除

するものＧ０４Ｃ２１／００；メトロノー

ムＧ０４Ｆ５／０２；音響発生装置それ自

体Ｇ１０） 

23/02 ・目覚し時計 

23/03 ・・目覚し信号停止装置[3] 

23/04 ・・あらかじめ選定された時刻の精粗設定

機構をもつもの 

23/06 ・・信号自動停止機構をもちいくつかの選

定時刻に調節可能なもの 

23/08 ・・再設定することなく連日作動するもの；

２４時間毎に唯一度作動するもの 

23/10 ・・予鈴つき；反復信号つき；音量可変つ

き 

23/12 ・・目覚付懐中時計または腕時計（皮膚へ

の刺激により信号を伝えるもの２５／

０４） 

25/00 他の手段または結合された手段により時刻

を指示するもの（電気的もしくは電気機械

的指示Ｇ０４Ｃ） 

25/02 ・触覚によるもの；盲人用時計 

25/04 ・・皮膚への刺激装置をもつ時計 

25/06 ・動作体によるもの，例．鳩時計，トラン

ペット時計 

27/00 時刻表示手段を設定する機械的な装置 

27/02 ・巻上げ手段の利用によるもの 

27/04 ・・クラッチ車をもつもの 

27/06 ・・ロッキングバーをもつもの 

27/08 ・ケース部材の使用によるもの 

枠組み，支持，または時計仕掛け部材の相互配置，

“キャリバー”と称呼されるもの 

29/00 枠組み 

29/02 ・地板；受板；テンプ受け 

29/04 ・連結または支持部材 

31/00 軸受け；点懸垂または対向点懸垂；ピポッ

ト軸受け；軸受け用単部材（軸受け一般Ｆ

１６Ｃ） 

31/004 ・使用される材料によって特徴づけられた

もの[3] 

31/008 ・・宝石軸受（３１／０４が優先）[3] 

31/012 ・・金属軸受け[3] 

31/016 ・・プラスチック軸受け[3] 

31/02 ・耐震軸受け 

31/04 ・・穴石と受石を有するもの[3] 

31/06 ・製造または組立てプロセス[3] 

31/08 ・潤滑[3] 

33/00 キャリバー 

33/02 ・円形キャリバー 

33/04 ・非円形キャリバー 

33/06 ・極めて薄い形状のもの 

33/08 ・輪列が異なる面内に組み込まれるもの，

例．相互に平行または傾斜したもの（３

３／１０が優先） 

33/10 ・文字板中央に秒針をもつもの 

33/12 ・極長時間作動用 

33/14 ・ゼンマイまたは香箱が簡単に取外し得る

キャリバー（ゼンマイ１／１４；香箱，

軸１／１６） 

33/16 ・ゼンマイを破断した時破壊から時計仕掛

けを保護する装置をもつもの 

35/00 輪列，例．軸のガタ，歯車の噛み合い深さ，

を調節するもの 

外部からの損傷に対する時計仕掛けの保護 

37/00 ケース 

37/02 ・真空のケース；気体または液体を満たし

たケース；湿気もしくはほこりを吸収し

または固まらせる材料を封入したケース 

37/04 ・ケース内への時計仕掛けの組込み；緩衝

組込み 

37/05 ・・懐中または腕時計の固定組込み[3] 

37/06 ・ケースを貫通して巻真の通路を設けたも

の；分割巻真 

37/08 ・穴部，接目，通路，すきまの密封 

37/10 ・・巻真のもの 

37/11 ・・懐中または腕時計の裏蓋についてのも

の[3] 

37/12 ・特殊目的用ケース，例．指輪つき時計，

ボタンつき時計（時計防護物または保護

物Ａ４５Ｃ１１／１０，１１／１２；化

粧粉入れつき時計Ａ４５Ｄ３３／３０） 

37/14 ・ケースの一部としての範囲内での時計用

懸垂装置，支持体またはスタンド（腕時

計バンドまたは腕時計バンド用取付手段

Ａ４４Ｃ５／００） 

37/16 ・・ケースの腕輪への装着[3] 

37/18 ・懐中または腕時計のためのもの（３７／

０２～３７／１６が優先）[3] 
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37/20 ・・ちょうつがい式カバーまたはちょうつ

がい式裏蓋を有するもの[3] 

37/22 ・懐中または腕時計ケース材料または製造

プロセス[3] 

39/00 携帯時計のガラス；ガラスの締付けまたは

密封；置掛時計のガラス 

39/02 ・クリスタルまたはガラスの密封[3] 

41/00 運送中に使用するための振子，チャイムま

たは類似のものを固定または保持する装置 

43/00 外部的影響，例．磁界，に対する遮蔽また

は他の手段による時計仕掛けの保護 

特別な特徴をもつ時計 

45/00 指示手段またはケースが特殊な効果，例．

美的効果，を発揮する時計（文字板の装飾

形状１９／１０） 

45/02 ・時計仕掛けの一部または全部が見える時

計 

45/04 ・駆動部の見えない時計，例．回転ガラス

円板に取付けられた指針をもつもの 

47/00 時計の作動または等時性を妨げることのな

い他の部品と結合された時計（３７／１２

が優先；時刻表示装置をもつ筆記具または

製図具Ｂ４３Ｋ２９／０８７；自動車用鏡

と結合したものＢ６０Ｒ１／１２；カメラ，

映写機または写真焼付け用装置と結合した

ものＧ０３Ｂ２９／００） 

47/02 ・鏡，絵，家具その他の家財道具の内部へ

の装着 

47/04 ・装身具または娯楽具に取り付けられたも

の 

47/06 ・測定器具に取り付けられたもの，例．歩

度計，気圧計，温度計，ら針盤 

 ――――――――――――――――――― 

49/00 太陽，月または星の位置を利用する時計 

49/02 ・日時計 

49/04 ・・文字板の目盛または形状 

99/00 このサブクラスの他のグループに分類され

ない主題事項[8]
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G04C 電気機械時計または携帯電気機械時計
（時計または携帯時計の機械部分一般Ｇ０４

Ｂ；可動部分を持たない電子時計，タイミング

パルスを発生するための電子回路Ｇ０４Ｇ） 

注 

このサブクラスは時計の電気巻上げまたは電気接点を備えた

もののような機械的駆動の時計または携帯時計の電気的特徴

を有するものを包含する。 

サブクラス内の索引 

機械的時計の電気巻上げ ........................... 1/00 

電気機械時計の運動機構；電気的または電磁的脱進機

............................................ 3/00,5/00 

時刻の指示 

光学的；音響的手段 .................. 17/00,19/00;21/00 

時刻合せ ......................................... 9/00 

電源 ............................................ 10/00 

同期化；親子時計方式；同期電動機時計 11/00;13/00;15/00 

予定の時刻に装置を操作する時計 .................. 23/00 

このサブクラスの他のグループに分類されない主題事項99/00 

 

電気巻上げ式機械時計；独立電気時計 

1/00 電気巻上げ式機械時計（機械巻上げ式Ｇ０

４Ｂ３／００） 

1/02 ・電磁石によるもの 

1/04 ・回転または往復運動をする電動機による

もの 

1/06 ・・ばねを巻き上げるもの 

1/08 ・・重錘を巻き上げるもの 

1/10 ・巻き過ぎ保護（機械時計の巻き過ぎ保護

Ｇ０４Ｂ１／２０，３／０６，３／１０） 

1/12 ・・ばねの巻き過ぎ保護 

1/14 ・・重錘の巻き過ぎ保護 

3/00 他の時計に無関係で，運動が電気的手段に

よって保たれる電気機械時計または携帯電

気機械時計（同期電動機によって駆動され

る時計１５／００） 

3/02 ・運動が振子によって調速されるもの 

3/027 ・・電源と振子との電磁気的結合を使用す

るもの（３／０３３が優先）[3] 

3/033 ・・ねじり振子を使用するもの；円すい振

子を使用するもの（構造Ｇ０４Ｂ１７

／００）[3] 

3/04 ・運動がテンプによって調速されるもの 

3/06 ・・電源とテンプとの電磁気的結合を使用

するもの[3] 

3/08 ・運動が振子やテンプ以外の機械振動子に

よって調速されるもの，例．音叉による

もの[3] 

3/10 ・・電磁気的手段によって駆動されるもの

[3] 

3/12 ・・圧電手段によって駆動されるもの；磁

わい手段によって駆動されるもの[3] 

3/14 ・ステップモータを組み込んだもの（３／

０２～３／１２が優先）[3] 

3/16 ・連続回転する電動機を組み込んだもの（３

／０２～３／１２が優先）[3] 

3/18 ・電気―熱駆動手段または電気一気体圧駆

動手段を組み込んだもの[3] 

5/00 振動を回転運動に変換するための時計にお

ける電気的または磁気的手段，すなわち電

気的または磁気的脱進機（調整機３／００）

[3] 

9/00 時刻表示手段を設定するための電気的作動

装置（子時計のもの１３／０３；機械的設

定装置Ｇ０４Ｂ２７／００）[3] 

9/02 ・無線伝送によって作動状態に入るもの 

9/04 ・駆動手段を抑制することによるもの[3] 

9/06 ・駆動手段を切り離すことによるもの（抑

制手段と結合されるもの９／０４）[3] 

9/08 ・電気的駆動によるもの[3] 

10/00 時計における電源装置[3] 

10/02 ・電源が放射性エネルギー源であるもの[3] 

10/04 ・電源の状態を表示する手段をもつもの[3] 

電気時計装置；親子時計方式；同期電動機時計 

11/00 独立して駆動される時計の同期化 

11/02 ・無線によるもの 

11/04 ・伝送線によるもの（電話網を用いて時刻

信号を伝送するものＨ０４Ｍ１１／０

６） 

11/06 ・時刻表示手段を直接機械的に作動させる

手段をもつもの[3] 

11/08 ・電磁石または電動機を使用するもの[3] 

13/00 親時計による時計駆動機構 

13/02 ・回路構成；電気時計装置 

13/03 ・・子時計の時刻表示を設定するための付

加的な手段をもつパルス伝送システム

[3] 

13/04 ・・親時計 

13/06 ・・・接続機構（複数の時計を同時に巻き

上げるもの１／００） 

13/08 ・間けつ的に作動される子時計 

13/10 ・・電気機械式歩進機構によるもの 

13/11 ・・・回転する電機子をもつもの[3] 

13/12 ・・連続回転する電動機によるもの[3] 

13/14 ・・電気的に解除される機械式駆動機構に

よるもの 

15/00 同期電動機によって駆動される時計 

電気的な時刻表示または時刻信号の発信 

17/00 電気的手段による光学的時刻表示（１９／

００が優先；液晶材料Ｃ０９Ｋ１９／０

０；機械的手段によるものＧ０４Ｂ１９／

００，Ｇ０４Ｂ１９／２０）[3] 

17/02 ・電球によるもの 

19/00 定時刻に，電気的手段によって光学的時刻
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信号を発生するもの 

19/02 ・電球によるもの 

19/04 ・電気的に駆動される表示体によるもの，

例．表示板，表示帯 

21/00 電気的手段によって音響的時刻信号を発生

するもの 

21/02 ・構造の細部（２１／０４，２１／１６が

優先） 

21/04 ・時刻の表示（音響的な時刻表示Ｇ０４Ｂ

２１／００） 

21/06 ・・打鈴機構によるもの 

21/08 ・・・数取カムを持つもの 

21/10 ・・・数取車を持つもの 

21/12 ・・電気―音響的手段によるもの 

21/14 ・・・電気―音響的時刻告知，すなわち音

声による時刻の告知 

21/16 ・可調節定時刻に信号を発生するもの 

21/18 ・・電気―機械式振動子，例．電気的駆動

手段の漏洩磁束によって作動される振

動子，を機械的に解除するもの 

21/20 ・・接点を閉じることによって電気―機械

式警報器を鳴らすもの 

21/22 ・・・機械式警報仕掛けの軸によって作動

状態に入るもの 

21/24 ・・・機械式警報仕掛けのスプリングによ

って作動状態に入るもの 

21/26 ・・・機械式警報仕掛けの動作によって生

ずる振動によって作動状態に入るも

の 

21/28 ・・接点を閉じることによって電気―音響

式手段を作動状態に入れるもの，例．

音楽によって目をさまさせるもの 

21/30 ・・異なる時刻に多数の動作をするもの，

例．学校のベルを鳴らすもの 

21/32 ・・・異なる時刻に，多数の場所のおのお

のに表示を与えるもの，例．ホテル

の警報方式 

21/34 ・・腕時計または類似携帯時計につける装

置 

21/36 ・・信号繰返し装置 

21/38 ・・信号の持続時間を調節するもの 

 ――――――――――――――――――― 

23/00 あらかじめ選定された時刻に，またはあら

かじめ選定された時間間隔の後に任意装置

を操作するところの取り付けられたまたは

組み込まれた手段をもつ時計（電気的手段

によって音響的時間信号を発生するものに

限られるもの２１／００；機械的警報時計

Ｇ０４Ｂ２３／０２；予定の時間間隔を区

切るためにセットおよびスタートができる

装置Ｇ０４Ｆ３／０６；プログラム完了後

に自動的に操作を終了するための時限スイ

ッチまたは時限プログラムスイッチＨ０１

Ｈ４３／００） 

23/02 ・構造の細部 

23/04 ・・ハウジング，支持，遮へい，または類

似固定部分 

23/06 ・・駆動または調整手段 

23/08 ・・プログラム手段 

23/10 ・・関連装置を操作し，または関連装置の

操作を開始する任意要素を作動させる

もの 

23/12 ・・電気回路 

23/14 ・時刻に関連して操作を行うために，連続

的に動作する機構 

23/16 ・・１つのあらかじめ選定された時刻に，

または１つの可調節時間間隔の間にの

み作動するもの 

23/18 ・・多数の異なる時刻に１つの装置を操作

するもの 

23/20 ・・・時計の指針または類似形状の要素に

よって操作され，または形成される

接点を持つもの 

23/22 ・・・円板によって送られる作動要素を持

つもの 

23/24 ・・・・他の要素を機械的に制御する作動

要素 

23/26 ・・異なる時刻に多数の装置を操作するも

の 

23/28 ・・・時計の指針または類似形状の要素に

よって操作され，または形成される

接点をもつもの 

23/30 ・・・円板によって送られる作動要素を持

つもの 

23/32 ・・・・他の要素を機械的に制御する作動

要素 

23/34 ・・プログラムを自動的に修正できるもの，

例．日曜日に 

23/36 ・・・外部の作用によるもの 

23/38 ・スタートする時刻に無関係に，選択され

た時間間隔を測定する機構 

23/40 ・・連続的に動作する機構を使用するもの 

23/42 ・・１つの時間間隔の終りにのみ作動する

もの 

23/44 ・・・多数のプリセットされた時間間隔か

ら選択できるもの 

23/46 ・・・時間間隔が調節できるもの（２３／

４４が優先） 

23/48 ・・一連の時間間隔の終りに作動するもの 

23/50 ・・外部の作用によって時間間隔を修正で

きるもの 

99/00 このサブクラスの他のグループに分類され

ない主題事項[8]
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G04D 時計または携帯時計の製作または維持
に使用するために特別に設計された装
置または工具（手工具一般Ｂ２５；工作機械

一般Ｂ２３，Ｂ２４） 

サブクラス内の索引 

手工具または工作機械 ........................ 1/00,3/00 

注油装置 ......................................... 5/00 

計測または試験器具 ............................... 7/00 

脱磁装置 ......................................... 9/00 

このサブクラスの他のグループに分類されない主題事項99/00 

 

1/00 握り，把持，または支持装置 

1/02 ・ピンセット；時計製造業者用の万力，ま

たはその他の特殊手工具 

1/04 ・ばねを組み込む工具 

1/06 ・時計仕掛けまたは時計の部品を支持する

装置 

1/08 ・指針の取付けまたは取外し工具 

1/10 ・時計の裏蓋または表蓋を開閉する装置 

3/00 時計製造業者または修理業者が使用する加

工用機械または工具 

3/02 ・１つまたはそれ以上の支承を持つ旋盤；

１つまたはそれ以上の支承を持つ研磨盤 

3/04 ・軸受石，軸受枠，または類似物を所定位

置へはめこむ装置 

3/06 ・時計ガラスの形削りまたは取付け装置 

3/08 ・洗浄用機械または装置 

5/00 給油装置；時計製造業者用の特殊給油容器 

7/00 測定，計数，較正，試験，または調整装置 

7/02 ・ぜんまい用 

7/04 ・歯車装置用 

7/06 ・脱進機用 

7/08 ・テンプ輪用 

7/10 ・ひげぜんまい用 

7/12 ・振動体の歩度を標準と比較する時計また

は携帯時計の測時装置 

9/00 消磁装置（消磁一般Ｈ０１Ｆ１３／００） 

99/00 このサブクラスの他のグループに分類され

ない主題事項[8]
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G04F 時間間隔の測定（パルス特性の測定Ｇ０１

Ｒ，例．Ｇ０１Ｒ２９／０２；レーダまたは類

似方式におけるものＧ０１Ｓ；メーザＨ０１Ｓ

１／００；振動の発生Ｈ０３Ｂ；パルスの発生

または計数，周波数分割Ｈ０３Ｋ；アナログ／

デジタル変換一般Ｈ０３Ｍ１／００）[2] 

注 

このサブクラスは以下のものを包含する： 

―あらかじめ設定された時間間隔に計り分けるための装置；

[2] 

―時間標準のような間隔を作り出すための装置，例．メトロノ

ーム；[2] 

―未知の間隔を測定するための装置，例．短時間間隔測定のた

めの精密測定方式[2] 

サブクラス内の索引 

予め定められた時間間隔を測定するもの 

時間標準を発生するもの ........................... 5/00 

装置：駆動機構を持たないもの；駆動機構をもつもの

............................................ 1/00;3/00 

未知の時間間隔を測定するもの 

機械的；電子機械的；電気的；その他7/00;8/00;10/00;13/00 

 

1/00 駆動機構を持たない，予定または調節可能

な固定時間間隔を区切るためにセットおよ

びスタートができる装置，例．エッグタイ

マー（プログラム完了後に自動的にその操

作を終了する時限または時限プログラムス

イッチＨ０１Ｈ４３／００） 

1/02 ・一定量の物質を消費するもの，例．ろう

そくの燃焼によるもの 

1/04 ・重力による運動または加速によるもの 

1/06 ・・一定量の微粒子状物質または液体の流

出によるもの，例．砂時計，水時計 

1/08 ・・一定距離の空気中または粘性物質中を

落下する物体によるもの 

3/00 駆動機構を持つ，予定または調節可能な固

定時間間隔を区切るためにセットおよびス

タートができる装置，例．時計仕掛けを持

つ放射線量計（プログラム完了後に自動的

にその操作を終了する時限または時限プロ

グラムスイッチＨ０１Ｈ４３／００） 

3/02 ・機械的駆動機構を持つもの 

3/04 ・・普通の非電気時計に結合した付加装置 

3/06 ・電気的駆動機構を持つもの 

3/08 ・・普通の電気時計に結合した付加装置 

5/00 時間標準として使用するあらかじめ選定さ

れた時間間隔を発生するための装置（電気

的デジタル計算機のためのクロック信号の

発生Ｇ０６Ｆ１／０４；発振器の自動周波

数制御または安定化一般Ｈ０３Ｌ） 

5/02 ・メトロノーム 

5/04 ・電気機械的共振器を有する振動子を用い

るもの[2] 

5/06 ・・ピエゾ電気共振器を用いるもの[2] 

5/08 ・・磁わい共振器を用いるもの[2] 

5/10 ・電気的または電子的共振器を用いるもの

（５／１４が優先）[2] 

5/12 ・流体的装置を用いるもの[2] 

5/14 ・原子時計を用いるもの[2] 

5/16 ・ラジオアイソトープにより発生したパル

スを用いるもの[2] 

7/00 非電気的手段によって未知時間間隔を測定

する装置（１３／０６が優先）[2] 

7/02 ・落下体の落下距離または最終速度を測定

するもの 

7/04 ・機械的振動子を用いるもの[2] 

7/06 ・・被測定時間間隔の期間のみ動作するも

の，例．ストップウォッチ 

7/08 ・・停止装置を持つ時計，例．クロノグラ

フ 

7/10 ・起動，停止のために時計とは別個に使用

される手段[2] 

8/00 電気機械的手段によって未知時間間隔を測

定する装置[2] 

8/02 ・電気機械的振動子を用いるもの[2] 

8/04 ・・ピエゾ電気振動子を用いるもの[2] 

8/06 ・・磁わい振動子を用いるもの[2] 

8/08 ・起動，停止のために時計とは別個に使用

される手段[2] 

10/00 電気的手段によって未知時間間隔を測定す

る装置[2] 

10/02 ・受動電気共振器，例．集中定数ＬＣ，を

有する振動子を用いるもの[2] 

10/04 ・パルスまたは交流の半周期の計数による

もの[2] 

10/06 ・位相の測定によるもの[2] 

10/08 ・ラジオアイソトープにより発生したパル

スを用いるもの[2] 

10/10 ・時間に比例して変化する電気量または磁

気量の測定によるもの[2] 

13/00 グループ５／００から１０／００までに分

類されない手段によって未知時間間隔を測

定する装置[2] 

13/02 ・光学的手段を用いるもの[2] 

13/04 ・電気化学的手段を用いるもの[2] 

13/06 ・流体的手段を用いるもの[2]
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G04G 電子時計[3] 

注 

（１）このサブクラスは以下のものを包含する： 

―可動部分をもたない電子時計；[3] 

―使用される時刻表示手段の種類にかかわりなくタイミング

パルスを発生する電子回路[3] 

（２）このサブクラスは可動部分を有する電子時計を包含せず，

これはサブクラスＧ０４Ｃに包含される。[3] 

サブクラス内の索引 

タイミングパルスの発生 ........................... 3/00 

時刻の設定；同期調整 ........................ 5/00;7/00 

時刻または日付の表示 

視覚的；光学的信号；音響的信号 ....... 9/00;11/00;13/00 

あらかじめ選定された時刻で装置を操作するもの .... 15/00 

構造上の細部；ハウジング ........................ 17/00 

電力供給回路 .................................... 19/00 

他の主題 ......................................... 1/00 

 

1/00 グループ３／００～１９／００に分類され

ない主題[3,7] 

1/02 ・時計に統合された入出力装置[7] 

1/04 ・・外部の物理的数値，例．温度，の検出

器[7] 

1/06 ・・無線を用いるもの[7] 

1/08 ・・声を使うもの[7] 

1/10 ・・時計に特に適合させたタッチ・スイッ

チ[7] 

3/00 タイミングパルスの発生（ステップモータ

ーの駆動回路Ｇ０４Ｃ３／１４；時間標準

として使用されるあらかじめ選定された時

間間隔の発生Ｇ０４Ｆ５／００；パルス技

術一般Ｈ０３Ｋ；発生器の制御，同期また

は安定化一般Ｈ０３Ｌ）[3] 

3/02 ・高周波パルスから低周波タイミングパル

スを導出する回路（パルス周波数分割器

一般Ｈ０３Ｋ２３／００～２９／００）

[3] 

3/04 ・温度補正装置[7] 

5/00 表示時刻の設定，すなわち修正または変更

[3] 

5/02 ・単位時間当りのパルス数の一時的変更に

よるもの，例．早送り方法[3] 

5/04 ・各表示値，例．日付，時刻，を独立して

設定することによるもの[3] 

7/00 同期化[3] 

7/02 ・無線によるもの[3] 

9/00 時刻または日付の視覚的表示手段[3] 

9/02 ・多数の文字から所望の文字を選択するこ

とによるものまたは位置により時刻を表

す表示素子を選択することによるもの，

例．マルチプレックス技術の使用による

もの[3] 

9/04 ・・光源，例．発光ダイオート，を制御す

ることによるもの[3] 

9/06 ・・光弁，例．液晶，を使用するもの[3] 

9/08 ・表示素子の組合せを使用して文字を構成

することによるもの，例．マルチプレッ

クス技術を使用することによるもの[3] 

9/10 ・・光源，例．発光ダイオード，を制御す

ることによるもの[3] 

9/12 ・・光弁，例．液晶，を使用するもの[3] 

11/00 あらかじめ選定された時刻に光学的信号を

発生するもの[3] 

13/00 音響的時刻信号を発生するもの[3] 

13/02 ・あらかじめ選定された時刻に音響的時刻

信号を発生するもの，例．アラームクロ

ック[3] 

15/00 あらかじめ選定された時刻に，またはあら

かじめ選定された時間間隔の後に操作され

る手段からなる時計（１１／００，１３／

００が優先；パルス遅延回路Ｈ０３Ｋ５／

１３；電子的時間遅延スイッチＨ０３Ｋ１

７／２８；プログラム完了後に自動的にそ

の操作を終了する電子的時限プログラム・

スイッチＨ０３Ｋ１７／２９６；テレビ信

号を記録するための時間プログラミングＨ

０４Ｎ５／７６１）[3] 

17/00 構造上の細部；ハウジング[7] 

17/02 ・構成部品の組立[7] 

17/04 ・・電子部品の搭載[7] 

17/06 ・・電気接続要素，例．電導性エラストマ

ー[7] 

17/08 ・ハウジング[7] 

19/00 電子時計に使うために，特に適合させた電

力供給回路[7] 

19/02 ・電流または電圧の，変換あるいは調整[7] 

19/04 ・・コンデンサによる電圧の分割または増

幅[7] 

19/06 ・・調整[7] 

19/08 ・電源への過負荷による電圧の低下を防止

するための装置[7] 

19/10 ・バックアップ電力を供給する装置[7] 

19/12 ・蓄電状態で電力の消費を軽減する装置[7]
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G05 制御；調整 

注 

（１）このクラスは一般的制御方法，系および装置を包含する。 

（２）このクラスにおいては，下記の用語または表現は以下に

示す意味で用いる： 

―“制御”とは，手段を問わず変量に影響をあたえること，例．

その向きまたは値を変えること（それを零にまたは零から変化

させることも含む），それを一定に保つこと，その変化範囲を

制限すること，を意味する； 

―“調整”とは，変量を自動的に目標値または目標範囲に保つ

ことを意味する。目標値または範囲は固定されてもよく，手動

で変化されてもよく，またあらかじめ定められた“プログラム”

にしたがってあるいは他の変量にしたがって時間的に変化し

てもよい。調整は制御の一形態である； 

―“自動制御”という語はこの技術分野では“調整”と同義語

としてしばしば用いられる。 

（３）セクションＧのタイトルに続く注，特に“変量”という

用語の定義については注意すること。 

 

G05B 制御系または調整系一般；このような
系の機能要素；このような系または要
素の監視または試験装置（流体圧アクチ

ュエータまたは流体的手段で動作する系一般

Ｆ１５Ｂ；弁それ自体Ｆ１６Ｋ；機械的構成の

みを特徴とするものＧ０５Ｇ；検出要素は適当

なサブクラス，例．Ｇ１２Ｂ，Ｇ０１，Ｈ０１

のサブクラス，を参照；修正要素は適当なサブ

クラス，例．Ｈ０２Ｋ，を参照） 

注 

（１）このサブクラスは，特定の変量を調整するための制御系

または制御要素の特性であって，より一般に応用可能であるこ

とが明白であるものを包含する。 

（２）このサブクラスは以下のものは包含しない。[7] 

（ａ）非電気的な変量一般を制御する，または調整するシステ

ム。これらはＧ０５Ｄに包含される。[7] 

（ｂ）電気的変量，または磁気的変量一般の調整システム。こ

れらはＧ０５Ｆに包含される。[7] 

（ｃ）他の単独のサブクラスに定義されている特定の機械また

は装置の制御に特に適したシステム。これらは，制御や調整の

特別な分類がある場合は，その機械または装置を分類する当該

のサブクラスに分類する（下記の注（５）を参照）。そうでな

い場合は，このサブクラスの最も適切な箇所に分類する。[7] 

（３）このサブクラスにおいては，下記の用語または表現は以

下に示す意味で用いる： 

―“自動制御装置”とは，検出要素からの信号を目標値をあら

わす信号と比較し，偏差を減少するように作動する系，回路ま

たは装置を意味する。自動制御装置は感応要素，すなわち修正

すべき状態の値を測定する要素，または修正要素，すなわち修

正すべき状態を調節する要素は含まない； 

―“電気式”とは，電気―機械式，電気―油圧式または電気―

空気式を含むものとする。 

（４）このサブクラスにおいては，特定の制御系の細部は，他

に分類されない場合，その制御系にあてはまるグループに分類

する。 

（５）この注では，上記の注（２）（Ｃ）に記したような特定

の分類があるＩＰＣの場所を列挙する；こうした分類が一般的

なレベルである場合は“一般的な参照”という見出しの後に列

挙されている；分類がプログラム制御に関連する場合は，“グ

ループ１９／００に関連する箇所”という見出しの後に列挙さ

れている。[7] 

一般的な参照[7] 

A01K 73/04 漁業用の引き網の展開または位置決め[7] 

A61G 13/02, 

 15/02 調整可能な手術台，治療用椅子，または歯科

用椅子[7] 

B01D 3/42 蒸留[7] 

B01D 24/48, 

 29/60, 

 37/04, 

 46/44 濾過[7] 

B01D 53/30 ガス分析装置によるガスまたは蒸気の分離

[7] 

B01D 61/00 半透膜を用いる分離[7] 

B01J  4/00 化学的または物理的プロセスにおける供給

または排出[7] 

B01J 38/14 触媒の再生または再活性化のための，酸化ガ

ス中の酸素含量[7] 

B01J 47/14 イオン交換プロセス[7] 

B05B 12/02 噴霧システムにおける放出[7] 

B21B 37/00, 

 39/00 金属圧延機[7] 

B21K 31/00 鍛造，プレス，つち打ちのための工具キャリ

ヤーの位置調整[7] 

B22D 11/16 金属の連続鋳造[7] 

B22D 13/12 金属の遠心鋳造[7] 

B22D 17/32 金属の加圧または噴射ダイキャスト[7] 

B22D 18/08 金属の加圧鋳造または真空鋳造[7] 

B22D 46/00 金属の鋳造一般[7] 

B23B 39/26 中ぐりまたは孔あけをするための，工具また

は工作物の位置決め[7] 

B23D 36/00 せん断機または切断方向以外の方向に進む

類似の切断機[7] 

B23Q  5/00 工作機械の駆動または送りのメカニズム[7] 

B23Q 15/00 工具の送り運動，切削速度，または位置[7] 

B23Q 35/00 工作機械用のパターンまたはマスター・モデ

ルからのコピー[7] 

B24B 47/22 研削工具または工作物の位置[7] 

B25J 13/00 マニプレータ[7] 

B26D  5/02 切断機の刃の位置[7] 

B29C 39/00- 

 51/00 プラスチックの成形技術[7] 

B30B 15/14, 

 15/16 プレス[7] 

B41B 27/00 植字機[7] 

B41F 33/00 印刷機[7] 

B41J 11/42 タイプライターの紙またはウェブの送り[7] 

B41L 39/00 商業用の複写，転写，または印刷をする装置
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または機器[7] 

B41L 47/56 宛名印刷機[7] 

B60G 17/00- 

 21/00 車両の懸架装置（サスペンション）[7] 

B60T  7/00- 

 15/00 車両のブレーキ[7] 

B65B 57/00 包装用の機械[7] 

B65G 43/00 コンベヤー[7] 

E02F  3/43 掘削または土砂移送の駆動操作順序[7] 

E21B 44/00 削孔[7] 

F01K  1/12, 

  1/16 蒸気アキュムレータ[7] 

F01K  3/00, 

  7/00, 

 13/02 蒸気機関設備[7] 

F02C  7/057 ガス・タービン設備またはジェット推進設備

のための空気の取り入れ[7] 

F02C  9/00 ガス・タービン設備；空気吸込ジェット推進

設備の燃料供給[7] 

F02D  燃焼機関[7] 

F02K  1/15, 

  1/76 ジェット推進設備におけるジェット・パイプ

またはノズル[7] 

F02K  7/00- 

  9/00 ジェット推進設備[7] 

F04B  1/00, 

 27/00, 

 49/00 容積形機械[7] 

F04D 15/00, 

 27/00 非容積形のポンプ，ポンプ装置，またはシス

テム[7] 

F16D 43/00, 

 48/00 クラッチ[7] 

F16F 15/027 流体手段を用いる振動防止[7] 

F16H 59/00- 

 63/00 伝動装置[7] 

F22B 35/00 蒸気ボイラー[7] 

F23G  5/50 廃棄物の焼却[7] 

F23N  燃焼装置における燃焼[7] 

F24B  1/187 固体燃料を用いる解放式炉における燃焼[7] 

F24J  2/40 太陽熱による加熱[7] 

F26B 25/22 固体材料または固体物の乾燥プロセス[7] 

F28B 11/00 水蒸気または蒸気凝縮器[7] 

F28D 15/06 閉鎖管中の中間熱伝導媒体が流路壁を通り

抜ける熱交換装置であって，その中で媒体が

凝縮および蒸発するもの[7] 

F28F 27/00 熱交換または熱伝導装置一般[7] 

G06F 11/00 コンピュータ[7] 

G08G  交通[7] 

G09G  静的手段を用いて可変情報を表示する表示

装置[7] 

G11B 15/00, 

 19/00 記録担体の駆動，始動，または停止[7] 

G21C  7/00 原子核反応[7] 

G21D  3/00 原子力プラント[7] 

H01J 37/304 物体に局所的な処理をするための電子ビー

ム管またはイオンビーム管[7] 

H02P  電動機，発電機，または回転変換器[7] 

グループ１９／００に関連のある箇所（プログラム制御システ

ム）[7] 

A61J  7/04 プログラム化された医薬品の分配器[7] 

A61L  2/24 消毒または殺菌[7] 

A61N  1/36 心臓ペースメーカー[7] 

A63H 17/395 乗物玩具のための方向変換装置[7] 

B04B 13/00 遠心分離機[7] 

B21B 37/24 金属圧延機で製造される製品の厚み[7] 

B21D  7/12 金属棒，プロフィル，または金属管の曲げ[7] 

B23B 39/08, 

 39/24 中ぐり盤または穿孔機[7] 

B23H  7/20 放電加工または電解加工[7] 

B23P 21/00 ユニットを構成する部品の組立[7] 

B24B 51/00 工作物の研磨加工における一連の各工程[7] 

B25J  9/00 マニプレータ[7] 

B30B 15/26 プレス機[7] 

B41F 33/16 印刷機の操作のシーケンス[7] 

B41J 11/44 タイプライターの紙またはウェブの送り[7] 

B41L 39/16 商業用の複写，転写，または印刷をする装置

または機器の操作のシーケンス[7] 

B41L 47/64 宛名印刷機で印刷するテキストまたは像の

選択 [7] 

B60L 15/20 電気的推進車両の牽引モータの速度[7] 

B65H 31/24 堆積物[7] 

B66C 13/48, 

 23/58 クレーンの駆動装置[7] 

B67D  5/14 液体の分与，配達，または移送[7] 

D05B 19/00, 

 21/00 ミシン[7] 

D05C  5/04 刺繍機[7] 

D06F 33/00 洗濯機の各種操作[7] 

F02D 27/02, 

 28/00 燃焼機関[7] 

F02D 41/26 燃焼機関への燃焼可能な混合気またはその

成分の供給[7] 

F15B 21/02 流体圧アクチュエータ・システム[7] 

F23N  5/20, 

  5/22 燃焼装置における燃焼[7] 

G01G 19/38 重量測定装置[7] 

G04C 23/08, 

 23/34 電気機械時計または携帯電気機械時計[7] 

G06C 21/00 機械的に操作されるデジタル計算機[7] 

G06F  9/00 電気的デジタル・データ処理の制御ユニット

[7] 

G06F 13/10 電気的デジタル・データ処理のための周辺装

置[7] 

G06F 15/00 電気的操作のデジタル計算機[7] 

G06G  7/06 電気的または磁気的アナログ計算機[7] 

G09B  7/04, 

  7/08, 

  7/12 電気的操作による教習機器[7] 

H01H 43/00 電気的スイッチ[7] 
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H01J 37/302 物体に局所的な処理をするための電子ビー

ム管またはイオンビーム管[7] 

H03K 17/296 電子的スイッチングまたはゲート[7] 

H04Q  3/54, 

  7/18 電気的通信技術における選択装置[7] 

サブクラス内の索引 

制御系 

適応制御系 ...................................... 13/00 

計算機で制御されるもの .......................... 15/00 

モデルまたはシミュレータの使用を伴うもの ........ 17/00 

プログラムで制御されるもの ...................... 19/00 

サンプリングを用いるもの ........................ 21/00 

他に分類されない開ループ自動制御系 .............. 24/00 

系の細部 

比較要素 ......................................... 1/00 

ハンチング防止装置 ............................... 5/00 

内部フィードバック装置 ........................... 6/00 

自動制御の円滑な結合または切離しを行うためのもの . 7/00 

安全装置 ......................................... 9/00 

自動制御装置 .................................... 11/00 

試験，監視 ...................................... 23/00 

このサブクラスの他のグループに分類されない主題事項99/00 

 

1/00 比較要素，すなわち．目標値と現在値また

は予想値を直接または間接に比較する要素

（二つの電気的信号の位相または周波数の

比較Ｈ０３Ｄ１３／００） 

1/01 ・電気式[2] 

1/02 ・・アナログ信号を比較するためのもの[2] 

1/03 ・・デジタル信号を比較するためのもの[2] 

1/04 ・・測定器の指針の位置についての検出機

構をもつもの 

1/06 ・・・連続的検出 

1/08 ・・・段階的検出 

1/11 ・流体式[2] 

5/00 ハンチング防止装置 

5/01 ・電気式 

5/04 ・流体式[2] 

6/00 特別な特性，例．比例，微分，積分，を得

るための内部フィードバック装置（自動制

御装置内にあるもの１１／００） 

6/02 ・電気式 

6/05 ・流体式[2] 

7/00 自動制御の円滑な結合または切離しを得る

装置 

7/02 ・電気式[2] 

7/04 ・流体式[2] 

9/00 安全装置（７／００が優先；プログラム制

御系における安全装置１９／０４８，１９

／４０６；安全弁Ｆ１６Ｋ１７／００；非

常保護回路装置一般Ｈ０２Ｈ） 

9/02 ・電気式 

9/03 ・・多重チャンネルループ，すなわち．冗

長制御系[2] 

9/05 ・流体式[2] 

11/00 自動制御装置（１３／００が優先） 

11/01 ・電気式 

11/06 ・・出力信号が目標値からの偏差の連続函

数を現わすもの，すなわち連続式制御

装置（１１／２６が優先） 

11/10 ・・・伝送信号が直流のもの 

11/12 ・・・伝送信号が交流搬送波で変調される

もの 

11/14 ・・出力信号が目標値からの偏差の不連続

函数であるもの，すなわち不連続式制

御装置（１１／２６が優先） 

11/16 ・・・二位置制御装置，例．オン―オフ動

作をもつもの 

11/18 ・・・多位置制御装置 

11/26 ・・出力がパルス列であるもの 

11/28 ・・・パルス高さ変調を用いるもの；パル

ス幅変調を用いるもの 

11/30 ・・・パルス周波数変調を用いるもの 

11/32 ・・２個以上の検出要素からの入力をもつ

もの；２個以上の修正単位に加えられ

る出力をもつもの 

11/36 ・・特別な特性，例．比例，微分，積分，

を得るための装置をもつもの 

11/38 ・・・比例特性を得るためのもの 

11/40 ・・・積分特性を得るためのもの 

11/42 ・・・比例と時間依存特性の両方，例．Ｐ．

Ｉ．，Ｐ．Ｉ．Ｄ，を得るためのもの 

11/44 ・純空気式 

11/46 ・・補助動力のないもの 

11/48 ・・補助動力のあるもの 

11/50 ・・・出力信号が目標値からの偏差の連続

函数であるもの，すなわち連続式制

御装置 

11/52 ・・・出力信号が目標値からの偏差の不連

続凾数であるもの，すなわち不連続

式制御装置 

11/54 ・・・・二位置制御装置 

11/56 ・・・・多位置制御装置 

11/58 ・・２個以上の検出要素からの入力をもつ

もの 

11/60 ・純液圧式 

13/00 適応制御系，すなわちあらかじめ指定され

た規準に対して最適である行動を行なうよ

うにそれ自体を自動的に調整する系（１９

／００が優先；計算機の細部Ｇ０６Ｆ１５

／１８）[3] 

13/02 ・電気式 

13/04 ・・モデルまたはシミュレータの使用を伴

うもの[3] 

15/00 計算機で制御される系（１３／００，１９

／００が優先；特定の特性をもつ自動制御

装置１１／００；計算機それ自体Ｇ０６）
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[3] 

15/02 ・電気式 

17/00 系のモデルまたはシミュレータの使用を伴

う系（１３／００，１５／００，１９／０

０が優先；特定プロセス，系，装置のため

のアナログ計算機，例．シミュレータ，Ｇ

０６Ｇ７／４８）[3] 

17/02 ・電気式 

19/00 プログラム制御系（特定の応用は関連する

箇所，例．Ａ４７Ｌ１５／４６，を参照；

あらかじめ選定された時間間隔で，任意の

装置を操作するところの取り付けられた，

または組み込まれた手段をもつ時計または

時計機構Ｇ０４Ｃ２３／００；デジタル情

報の記録担体への書込み，または読出しＧ

０６Ｋ；情報記憶Ｇ１１；プログラムが完

了した後に，それらの操作を自動的に終了

する時限または時限プログラムスイッチＨ

０１Ｈ４３／００） 

19/02 ・電気式 

19/04 ・・数値制御以外のプログラム制御，すな

わち．シーケンス制御装置または論理

制御装置におけるもの（１９／４１８

が優先；数値制御１９／１８） 

19/042 ・・・デジタルプロセッサを用いるもの（１

９／０５が優先）[6] 

19/045 ・・・論理状態機械を用いるもので，制御

される機械のための論理を含むメモ

リまたはプログラマブル論理装置の

みからなり，その出力の状態が入力

の状態またはそれ自体の出力状態の

一部に依存するもの，例．二分決定

制御装置，有限状態制御装置[6] 

19/048 ・・・監視；安全[6] 

19/05 ・・・プログラマブル論理制御装置，例．

ラダーダイアグラムまたは機能チャ

ートに従って信号の論理的な相互接

続を模擬するもの[5] 

19/06 ・・・カム，円板，棒，ドラムまたは同様

物を用いるもの（機械的プログラム

制御装置Ｇ０５Ｇ２１／００） 

19/07 ・・・プログラムが電気要素の固定接続で

決定されるもの，例．ポテンショメ

ータ，計数器，トランジスタ[6] 

19/08 ・・・プラグボード，クロスバー分配器，

マトリックススイッチ，または同様

物を用いるもの 

19/10 ・・・選択スイッチを用いるもの 

19/12 ・・・記録担体を用いるもの 

19/14 ・・・・パンチカードまたはテープを用い

るもの 

19/16 ・・・・磁気的記録担体を用いるもの 

19/18 ・・数値制御（ＮＣ），すなわち，自動的に

機械，特に工作機械を作動させるもの，

例．数値形式のプログラムデータによ

り位置決め，運動または共働動作を実

行するような製造環境（１９／４１８

が優先）[6] 

19/19 ・・・位置決めまたは輪郭制御系に特徴が

あるもの，例．１つのプログラムさ

れた点から他の点に位置を制御する，

またはプログラムされた連続経路に

沿って運動を制御するもの[3,6] 

注 

このグループにおいて，軸用測定系はその軸に沿った位置変化

を測定するため用いられる。この測定はサーボ制御系における

位置フィードバックとして用いられる。[6] 

19/21 ・・・・増分デイジタル測定器を用いるも

の[3] 

19/23 ・・・・・点―点制御のためのもの[3] 

19/25 ・・・・・連続経路制御のためのもの[3] 

19/27 ・・・・絶対デイジタル測定器を用いるも

の[3] 

19/29 ・・・・・点―点制御のためのもの[3] 

19/31 ・・・・・連続経路制御のためのもの[3] 

19/33 ・・・・アナログ測定器を用いるもの[3] 

19/35 ・・・・・点―点制御のためのもの[3] 

19/37 ・・・・・連続経路制御のためのもの[3] 

19/39 ・・・・上記グループ１９／２１，１９／

２７および１９／３３の少くとも

２つのグループに含まれる手段の

組合せを用いるもの[3] 

19/40 ・・・・開ループ系，例．ステップモータ

を用いるもの[3] 

19/401 ・・・測定用制御装置に特徴のあるもの，

例．較正および初期値設定，機械加

工のための被加工物の測定（１９／

１９が優先）[6] 

19/402 ・・・位置決め用制御装置に特徴のあるも

の，例．被加工物の孔に対する工具

の心出し，位置を正確にするための

付加的検知手段（１９／１９が優先）

[6] 

19/404 ・・・補正用制御装置に特徴のあるもの，

例．バックラッシュ，オーバーシュ

ート，ツールオフセット，ツール摩

耗，温度，機械構造誤差，負荷，慣

性に対するもの（１９／１９，１９

／４１が優先）[6] 

19/406 ・・・監視または安全に特徴のあるもの（１

９／１９が優先）[6] 

19/4061 ・・・・衝突または禁止区域の回避[6] 

19/4062 ・・・・サーボループの監視，例．サーボ

モータの過負荷，フィードバック

または目標値の喪失[6] 

19/4063 ・・・・制御装置全般の監視（１９／４０

６２が優先）[6] 

19/4065 ・・・・ツールの破損，寿命または状態を
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監視するもの[6] 

19/4067 ・・・・動力故障またはその他の中断後デ

ータまたは位置を元通りにするも

の[6] 

19/4068 ・・・・描画またはその他の手段によりス

クリーン上でパートプログラムを

確認するもの[6] 

19/4069 ・・・・スクリーン上で機械加工工程をシ

ミュレートするもの（１９／４０

６８が優先）[6] 

19/408 ・・・データの取り扱いまたはデータのフ

ォーマットに特徴のあるもの，例．

データの読み取り，バッファリング

または変換[6] 

19/409 ・・・マニュアルデータインプット（ＭＤ

Ｉ），制御盤の使用に特徴のあるもの，

例．盤による機能制御；制御盤の細

部，パラメータの設定に特徴のある

もの（１９／４０８，１９／４０９

３が優先）[6] 

19/4093 ・・・パートプログラミングに特徴のある

もの，例．パートプログラムと呼ば

れるＮＣ機械の制御情報を得るため

の，技術図面から得られる幾何学的

情報の取り込み，これと機械加工お

よび材料の情報との結合[6] 

19/4097 ・・・ＮＣ機械を制御するための設計デー

タの使用に特徴のあるもの，例．Ｃ

ＡＤ／ＣＡＭ（１９／４０９３が優

先；ＣＡＤ一般Ｇ０６Ｆ１７／５０）

[6] 

19/4099 ・・・・面または曲線機械加工で三次元物

体を作成するもの，例．デスクト

ップ製造[6] 

19/41 ・・・補間に特徴のあるもの，例．従うべ

き経路とその経路に沿った移動速度

を定義するためのプログラムされた

終点間における中間点の計算（１９

／２５，１９／３１，１９／３７，

１９／３９，１９／４０が優先）

[3,6] 

19/4103 ・・・・デジタル補間[6] 

19/4105 ・・・・アナログ補間[6] 

19/414 ・・・制御系の構成，例．共有コントロー

ラまたはマルチプロセッサシステム，

サーボのためのインターフェイス，

プログラマブルインターフェイスコ

ントローラ[6] 

19/4155 ・・・プログラム実行，すなわち，パート

プログラムまたは機械機能の実行，

に特徴のあるもの，例．プログラム

の選択[6] 

19/416 ・・・速度，加速または減速の制御に特徴

のあるもの（１９／１９が優先）[6] 

19/418 ・・総合的工場管理，すなわち，複数の機

械の集中管理，例．直接または分散数

値制御（ＤＮＣ），フレキシブルマニュ

ファクチャリングシステム（ＦＭＳ），

インテグレーテッドマニュファクチャ

リングシステム（ＩＭＳ），コンピュー

タインテグレーテッドマニュファクチ

ャリング（ＣＩＭ）[6] 

19/42 ・・記録および再生システム，すなわち運

転サイクルからプログラムが記録され

るもの，例．運転サイクルが手動で制

御され，その後，この記録が同一機械

上に再生されるもの 

19/421 ・・・機械的手段により連続する位置を教

示するもの，例．ツールヘッドまた

はエンドエフェクタを位置決めする

機械的に結合した手動ハンドルによ

るもの（１９／４２３が優先）[6] 

19/423 ・・・ウォーク－スルーにより連続する位

置を教示するもの，すなわち，ツー

ルヘッドまたはエンドエフェクタを

経路に従うようサーボ補助の有無に

かかわらず直接つかまえて案内する

もの[6] 

19/425 ・・・数値制御により連続する位置を教示

するもの，すなわち，ツールヘッド

またはエンドエフェクタの位置決め

サーボを制御するため指令がはいる

もの[6] 

19/427 ・・・ツールヘッドの位置決めサーボを制

御するための操作レバーまたはハン

ドルの位置を追跡すること，マスタ

ースレーブ制御により連続する位置

を教示するもの（１９／４２３が優

先）[6] 

19/43 ・流体式[3] 

19/44 ・・空気式[3] 

19/46 ・・液圧式[3] 

21/00 制御される変量のサンプリングを含む系

（１３／００から１９／００が優先；信号

伝送系Ｇ０８Ｃ；電子的スイッチングまた

はゲーティングＨ０３Ｋ１７／００） 

21/02 ・電気式 

23/00 制御系またはその一部の試験または監視

（プログラム制御系の監視１９／０４８，） 

23/02 ・電気式試験または監視 

24/00 他に分類されない開ループ自動制御系[2] 

24/02 ・電気式[2] 

24/04 ・流体式[2] 

99/00 このサブクラスの他のグループに分類され

ない主題事項[8]
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G05D 非電気的変量の制御または調整系（金属

の連続鋳造Ｂ２２Ｄ１１／１６；弁それ自体Ｆ

１６Ｋ；非電気的変量の検出はＧ０１の関連サ

ブクラスを参照；電気的または磁気的変量の調

整Ｇ０５Ｆ） 

注 

（１）このサブクラスは調整系に一般的に応用できる特性，例．

ハンチング防止装置，を包含せず，それはＧ０５Ｂに包含され

る。 

（２）このサブクラスにおいては，下記の用語は以下に示す意

味で用いる： 

―“系”とは速度ガバナ，圧力調節器のような自蔵装置を含む。 

（３）特殊な装置，機械またはプロセスに対して特に適用され

た制御系は，もし詳細段階（例．Ａ２１Ｂ１／４０；”ベイカ

ー用焼きがまの温度調節用”）または一般段階（例．Ｂ２３Ｋ

９／０９５；”アーク溶接における溶接条件の自動制御用”）

のいずれかにおいて，特別の適用に関連した制御または調整に

対して特定の規定がなされているならば，その装置，機械また

はプロセスのサブクラスに分類する。もしそうでなければ，こ

のサブクラスのもっとも適切な箇所に分類する。 

下記は，上述の関係した種類の特定の規定がある場合の分類箇

所のリストである。このような規定が詳細段階にある場合，こ

のサブクラスのメイングループにしたがって分類箇所を集め

てある。規定が一般段階（例．リストで特定したメイングルー

プの二つ以上，またはメイングループ２７／００または２９／

００に適切な種類のもの）にある場合，分類箇所を”一般参照”

のタイトルの下に列挙してある。 

１／００に関連した箇所 

A01B 69/00 農業機械または器具 

A63H 17/36 乗物玩具 

B60V  1/11 空気クッション車両 

B60W 30/10 路面車両の経路制御[8] 

B62D  1/00 自動車または付随車の操向制御，すなわち，

方向の変化をさせる手段 

B62D  6/00 走行状態により自動的に操向を制御する装

置 

B62D 55/116 無限軌道車両の車台 

B63H 25/00 船舶の操舵；水上船舶の制御 

B64C 13/00- 

 15/00 航空機の制御 

B64D 25/11 航空機の射出座席の姿勢または方向の制御 

B64G  1/24 宇宙航行体 

F41G  7/00 自走ミサイル 

F42B 15/01 誘導ミサイル 

F42B 19/01 水中魚雷 

３／００に関連した箇所 

A43D 119/00 履き物の製造 

B21K 31/00 鍛造またはプレス加工における工具キャリ

ヤー 

B23B 39/26 原型制御の中ぐりまたは穴あけ工具 

B23D  1/30, 

  3/06, 

  5/04 倣い装置により制御される平削りまたは溝

削り機械 

B23H  7/18 放電加工および電解加工における電極と被

加工物との間隔 

B23K 26/02 レーザー溶接または切断における被加工物 

B23K 37/04 溶接における被加工物 

B23K 37/06 溶接における溶融金属 

B23Q  5/20 工作機械における主軸 

B23Q 15/00, 

 16/00 工作機械における工具または工作物の位置 

B23Q 35/00 パターンまたはマスターモデルにより制御

される工具 

B24B 17/00 パターン，図面，磁気テープまたは類似のも

のによって制御される研削 

B24B 47/22 研削における開始位置 

B30B 15/24 プレスにおける作動部材 

B62D 55/116 軌道車両の車台 

B65H 23/18 ウエブ送給機構 

E02F  3/43 掘削機におけるディッパーまたはバケット 

F15B  9/00 追従動作をする流体圧サーボモータ 

F24J  2/38 太陽熱集熱器の追尾 

G03F  9/00 パターン化または凹凸化された表面のフォ

トメカニカル法による製造 

G11B  5/588 情報記憶装置における回転ヘッド 

G21C  7/12 原子炉における制御要素の移動 

５／００に関連した箇所 

A24B  7/14 たばこ葉裁刻 

B05C 11/02 表面上の流動性材料のコーティングの厚さ 

B21B 37/16 金属圧延機の製品の厚さ，広さ，直径または

他の横断寸法 

C03B 18/04 ガラスリボンの寸法 

D21F  7/06 紙製造における層の厚さ 

７／００に関連した箇所 

A45D 20/26 髪乾燥ヘルメットにおける通風 

A61M  5/168 身体への媒体の流れ 

B03C  3/36 静電分離における気体または蒸気 

B05C 11/10 コーティング装置における流動性材料 

B67D  1/12 容器からつぎ出すことによる飲料の分配 

B67D  5/28 液体の移送 

C10K  1/28 ガスの精製 

E21B 21/08 抗井の洗浄 

E21B 43/12 井戸からの流体の採取 

F01D 17/00 非容積形機械または装置における流れ 

F01M  1/16 潤滑装置 

F01P  7/00 冷却装置における冷媒の流れ 

F02C  9/16, 

  9/50 ガスタービン作動流体 

F16L 55/027 管における絞り通路 

F24F 11/00 空気処理装置における空気流または加熱あ

るいは冷却流体の供給 

F26B 21/12 乾燥機における空気またはガス流 

G01G 11/08 連続した流れの重量測定装置 

G21D  3/14 原子力プラントにおける冷媒 

９／００に関連した箇所 

B01D 21/34 沈澱装置における液体レベル 

B41L 27/04 印刷，複写または転写装置におけるインキレ
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ベル 

F22D  5/00 ボイラ用給水 

H01J  1/10, 

 13/14 電子管または放電ランプにおける液溜電極 

１１／００に関連した箇所 

B01D 21/32 沈澱装置における濃度 

G01F 15/04 混合機 

B24C  7/00 砥粒吹き付け 

B28C  7/00 粘土またはセメントの混合物 

B65G 53/66 ばら物質コンベア 

F02K  3/075 ジェット推進設備における流量比 

１３／００に関連した箇所 

B21C  1/12 金属の引抜きにおけるドラムの速度 

B23Q  5/00 工具または加工物の切断速度 

B30B 15/20 プレスにおけるラムの速度 

B60K 31/00 車両の制限速度の設定 

B60L 15/00 電気推進車両 

B60W 30/14 路面車両の走行制御[8] 

B64D 31/08 航空機の巡航速度 

D01D  1/09 人造のフィラメント，より糸，繊維，剛毛ま

たはリボンの製造における供給速度 

D01G 15/36 梳（そ）綿機 

D02H 13/14 整経機，ビーム巻取り機，または綾取り機 

D03D 51/16 織機の速度を周期的に変化させるもの 

C01N 30/32 化学分析における流体キャリアの速度 

G11B 15/46 情報記憶装置における線状または帯状記録

担体またはこのような担体用ヘッド 

G11B 19/28 情報記憶装置における非線状または非帯状

記録担体またはこのような担体用ヘッド 

１５／００に関連した箇所 

B25D  9/26 携帯可能な衝撃工具 

B30B 15/22 プレスにおけるラム圧力 

B65H 59/00 線状材料における張力 

B65H 77/00 ウエブ，テープ，線状材料における張力 

B66D  1/50 ロープ，ケーブルまたはチェーンの張力 

D03D 49/04 織機における張力 

D05B 47/04 ミシンにおける張力 

D21F  3/06 製紙機における圧力 

F26B 13/12 織物の乾燥 

F26B 21/10 乾燥機における圧力 

G11B 15/43 情報記憶装置における記録担体張力 

１６／００に関連した箇所 

B60C 23/00 タイヤ圧力 

B63C 11/08 潜水衣の中の空気 

B64D 13/00 航空機空気圧力 

B65G 53/66 ばら物質コンベヤ 

D01D  1/09 人造のフィラメント，より糸，繊維，剛毛ま

たはリボンの製造 

E21B 21/08 抗井の洗浄 

F01M  1/16 潤滑装置 

G01N 30/32 化学分析における流体キャリアの圧力 

H01J  7/14 電子管または放電ランプにおける圧力 

H01K  1/52 白熱ランプにおける圧力 

１９／００に関連した箇所 

B25D  9/26 携帯可能な衝撃工具 

B65G 27/32 振動コンベヤ 

２１／００に関連した箇所 

B01D 21/32 沈澱装置における濃度 

B01D 53/30 気体または蒸気の処理 

２２／００に関連した箇所 

A01G 25/16 庭園，たんぼ，運動場または類似のものの潅

水 

A01K 41/04 家禽用孵卵器 

A24B  9/00 たばこ製品 

F24F 11/00 空気調和 

F26B 21/08 乾燥器 

２３／００に関連した箇所 

A21B  1/40 ベイカー用焼きがま 

A45D  6/20 ヘアーカーラー 

G01N 30/34 化学分析における流体キャリアの組成 

B21C 31/00 金属の押出し 

B60C 23/00 タイヤ温度 

B64G  1/50 宇宙航行体 

C03B 18/18, 

 18/22 ガラス製造におけるフローティングバス 

D01D  1/09 人造のフィラメント，より糸，繊維，剛毛ま

たはリボンの製造 

D04B 35/30 編み機 

D06F 75/26 アイロン 

D21F  5/06 紙製造機械 

F01M  5/00 潤滑装置における潤滑剤 

F16N  7/08 貯蔵機から油または特定しない潤滑剤を供

給する装置 

F22G  5/00 蒸気の過熱 

F26B 21/10 乾燥機 

G01N 30/30 化学分析における流体キャリアの温度 

H01M 10/50 蓄電池 

H05B  6/06, 

  6/50, 

  6/68 誘電加熱，誘導加熱またはマイクロウェーブ

加熱 

H05G  1/36 Ｘ線管の陽極 

２５／００に関連した箇所 

B41B 21/08 写真植字機 

H01S  3/10, 

H05B 33/08, 

 35/00- 

 43/00 レーザーおよび他の光源 

一般参照 

A01D 41/127 コンバイン[7] 

A01J  5/007 搾乳機 

B23K  9/095 溶接条件 

B23Q 35/00 倣い 

B24B 17/00, 

 49/00 研削または研磨 

B24C  7/00 砥粒吹き付け 

B67D  1/12 容器からつぎ出すことによる飲料の分配 

F23C 10/28 燃焼が燃料または他の粒子の流体層で発生

する燃焼装置 

G03G 21/20 エレクトログラフィー法；電子写真法または
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マグネトグラフィー法 

H02P  5/00- 

  9/00 電動機または発電機 

サブクラス内の索引 

制御：速度または加速度；力；圧力；トルク；機械的振動

........................ 13/00;15/00;16/00;17/00;19/00 

制御：流量；レベル；比率 .............. 7/00;9/00;11/00 

制御：温度；湿度；粘度；化学的または物理化学的変量；光の

強さ .................... 23/00;22/00;24/00;21/00;25/00 

位置，方向，寸法の制御 ...................... 1/00-5/00 

２以上の変量の同時制御 .................... 27/00,29/00 

このサブクラスの他のグループに分類されない主題事項99/00 

 

1/00 陸用，水用，空中用，宇宙用運行体の位置，

進路，高度または姿勢の制御，例．自動操

縦（無線航行方式または他の波を用いる類

似の方式Ｇ０１Ｓ） 

1/02 ・二次元の位置または進路の制御[2] 

1/03 ・・近接伝送方式を用いるもの，例．誘導

ループ型のもの 

1/04 ・高度または深度の制御 

1/06 ・・高度または深度の変化率の制御 

1/08 ・姿勢制御，すなわちロール，ピッチまた

はヨウの制御 

1/10 ・三次元における位置または進路の同時制

御（１／１２が優先） 

1/12 ・目標捜索制御 

3/00 位置または方向の制御（１／００が優先；

数値制御用Ｇ０５Ｂ１９／１８） 

3/10 ・フィードバックを用いないもの[3] 

3/12 ・フィードバックを用いるもの[3] 

3/14 ・・アナログ比較器を用いるもの[3] 

3/16 ・・・その出力値が多数の不連続値のみを

とるもの（３／１８が優先）[3] 

3/18 ・・・パルス列を出力するもの[3] 

3/20 ・・ディジタル比較器を用いるもの[3] 

5/00 材料の寸法の制御 

5/02 ・厚さ，例．圧延材料の厚さ，の制御 

5/03 ・・電気的手段の使用を特徴とするもの 

5/04 ・内容物の大きさ，例．粒子の大きさ，の

制御 

5/06 ・・電気的手段の使用を特徴とするもの 

7/00 流量の制御（レベル制御９／００；比率制

御１１／００；はかりＧ０１Ｇ） 

7/01 ・補助動力のないもの 

7/03 ・補助の非電気的動力のあるもの[2] 

7/06 ・電気的手段の使用によって特徴づけられ

たもの 

9/00 レベル制御，例．容器内に貯蔵される材料

の量の制御 

9/02 ・補助動力のないもの 

9/04 ・補助の非電気的動力のあるもの[2] 

9/12 ・電気的手段の使用によって特徴づけられ

たもの 

11/00 比率制御（化学的または物理化学的変量，

例．ｐＨ値の制御２１／００；湿度の制御

２２／００；粘土の制御２４／００）[3] 

11/02 ・２以上の流体または流動体の流量の比率

制御 

11/03 ・・補助動力のないもの 

11/035 ・・補助の非電気的動力のあるもの[2] 

11/04 ・・・個々の成分の重量検出によるもの，

例．重量測定的手法によるもの 

11/06 ・・・混合密度の検出によるもの，例．エ

アロメータの使用によるもの 

11/08 ・・・混合物の濃度検出によるもの，例．

ｐＨ値の測定によるもの[3] 

11/10 ・・・・非水溶液の水分検出によるもの 

11/12 ・・・混合物の粘度検出によるもの 

11/13 ・・電気的手段の使用によって特徴づけら

れたもの 

11/16 ・異なる温度の流体の混合比の制御，例．

異なる粘性をもつ流体の混合物の温度検

出によるもの 

13/00 線速度の制御；角速度の制御；加速度また

は減速度の制御，例．原動機の制御（電信

受信機と送信機の同期Ｈ０４Ｌ７／００） 

13/02 ・細部 

13/04 ・・最高速度を越えたときエンジンの非常

引外しを行なうもの 

13/06 ・・ガバナーの不整振動を減衰するもの 

13/08 ・補助動力のないもの 

13/10 ・・フライウエートをもつ遠心ガバナー 

13/12 ・・・細部 

13/14 ・・・・フライウエート；その取付け；制

限調節装置，例．一時的な取付け 

13/16 ・・・・ライザー；その伝動ギヤ；その復

原機構 

13/18 ・・・フライウエートに直接作用するスピ

ーダスプリングで平衡されるもの 

13/20 ・・・関節ライザーに作用するスピーダス

プリングで平衡されるもの 

13/22 ・・・関節ライザーに作用する流体圧で平

衡されるもの 

13/24 ・・・ライザーに同時に作用する２個以上

の装置により平衡されるもの，例．

スプリング力と流体圧の両者をもつ

もの，スプリング力と電磁力の両者

をもつもの 

13/26 ・・・速度不均一度を調整する装置をもつ

もの 

13/28 ・・・過速度のときブレーキ作用を行う装

置をもつもの 

13/30 ・・軸速度が流体圧に変換されるところの

流体特性に特徴のあるガバナー（物理

量の変化を流体圧変化に変換する変換

器Ｆ１５Ｂ５／００） 



Ｇ０５Ｄ 

 

G05D - 4 

国際特許分類 第８版 (2006.01 発行) 

13/32 ・・・ポンプを用いるもの 

13/34 ・補助の非電気的動力のあるもの（流体圧

変換器Ｆ１５Ｂ３／００）[2] 

13/36 ・・比例帯をもつ調整装置，すなわちＰ調

整装置を用いるもの 

13/38 ・・・フライウエート型の遠心ガバナーを

含むもの 

13/40 ・・・ポンプ型流体ガバナーを含むもの 

13/42 ・・・流量制御器型流体ガバナー，すなわ

ち流体の流れの幅がフライウェート

で制御されるものを含むもの 

13/44 ・・・ジェット型流体ガバナーを含むもの 

13/46 ・・比例帯と積分動作をもつ調整装置，す

なわちＰＩ調整装置を用いるもの 

13/48 ・・・弾性復原機構をもつもの 

13/50 ・・・比例調整装置と積分調整装置とを重

畳する接続装置を含むもの 

13/52 ・・比例帯と微分動作をもつ調整装置，す

なわちＰＤ調整装置を用いるもの 

13/54 ・・・加速効果を生じるフライウエート型

遠心ガバナーを含むもの 

13/56 ・・・遅延効果を生じる復原機構をもつも

の 

13/58 ・・・速度調整装置と加速度調整装置を接

続する装置を含むもの 

13/60 ・・比例帯，微分および積分動作をもつ調

整装置，すなわちＰＩＤ調整装置を用

いるもの 

13/62 ・電気手段の使用，例．速度発動機の使用，

電気的な値を変位に変換する変換器の使

用によって特徴づけられたもの 

13/64 ・差動ギヤによって噛合うエンジン間の速

度差の補償，または制御軸と被制御軸の

速度差の補償 

13/66 ・速度以外の変量による制御と関連して動

作できるようになっているガバナーユニ

ット 

15/00 機械的力または応力の制御；機械的圧力の

制御 

15/01 ・電気的手段の使用によって特徴づけられ

たもの 

16/00 流体圧力の制御 

16/02 ・不安定性，例．振動，摩擦，異常温度，

過負荷，不平衡に基づく不安定性，を減

少するための修正（振動ダンパーＦ１６

Ｆ７／００） 

16/04 ・補助動力のないもの 

16/06 ・・検出要素が圧力により曲る可撓性部材，

例．ダイヤフラム，ベローズ，カプセ

ル，であるもの 

16/08 ・・・液体圧の制御 

16/10 ・・検出要素がピストンまたはプランジャ

ーであるもの 

16/12 ・・検出要素が浮子であるもの 

16/14 ・補助の非電気的動力のあるもの[2] 

16/16 ・・制御される流体から得られるもの 

16/18 ・・外部動力源から得られるもの 

16/20 ・電気的手段の使用によって特徴づけられ

たもの 

17/00 トルクの制御；機械的動力の制御 

17/02 ・電気的手段の使用を特徴とするもの 

19/00 機械的振動の制御，例．振幅，周波数また

は位相の制御（機械的振動の発生，伝達Ｂ

０６Ｂ） 

19/02 ・電気的手段の使用を特徴とするもの 

21/00 化学的または物理化学的変量，例．ｐＨ値，

の制御[3] 

21/02 ・電気的手段の使用によって特徴づけられ

たもの 

22/00 湿度の制御[2] 

22/02 ・電気的手段の使用によって特徴づけられ

たもの 

23/00 温度の制御（電熱装置用自動開閉装置Ｈ０

５Ｂ１／０２） 

23/01 ・補助動力のないもの 

23/02 ・・温度変化によって膨脹収縮する検出要

素をもつもの（２３／１３が優先） 

23/08 ・・・バイメタル要素をもつもの（流体の

混合に特に適合する弁または流路の

配置Ｆ１６Ｋ１１／００） 

23/10 ・・・・スナップ動作要素をもつもの（弁

Ｆ１６Ｋ３１／５６） 

23/12 ・・密閉容器内の流体圧力変化または体積

変化に応答する検出要素をもつもの 

23/13 ・・異なった温度の２つの流体の混合比の

変化によるもの 

23/185 ・補助の非電気的動力のあるもの[2] 

23/19 ・電気的手段の使用によって特徴づけられ

たもの 

23/20 ・・温度変化により電気的または磁気的特

性が変化する検出要素をもつもの（２

３／１３が優先） 

23/22 ・・・検出要素が熱電対であるもの 

23/24 ・・・検出要素が温度により変化する抵抗，

例．サーミスタをもつもの 

23/26 ・・・検出要素が温度により変化する透磁

率をもつもの 

23/27 ・・輻射線に応答する検出要素をもつもの 

23/275 ・・温度変化に応答して膨脹，収縮または

溶解する検出要素をもつもの 

23/30 ・・検出要素に影響をおよぼす補助加熱装

置をもつ自動制御装置，例．温度変化

を予想しているもの（自動制御装置一

般および温度制御に限定されないもの

Ｇ０５Ｂ） 

23/32 ・・・補助加熱装置の作用を調節する装置

をもつもの，例．時間の関数として
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いるもの 

24/00 粘度の制御 

24/02 ・電気的手段の使用によって特徴づけられ

たもの 

25/00 光，例．強度，色，位相，の制御（調光用

照明部材の機械的操作部分Ｆ２１Ｖ；光源

とは独立して光を制御するため可動または

変形可能な要素を用いる光学部材または光

学装置Ｇ０２Ｂ２６／００；光を制御する

ため光学媒体の特性を変える部材または装

置，そのための好適な回路装置，電磁波，

電子または他の素粒子による光の制御Ｇ０

２Ｆ１／００）[4] 

25/02 ・電気的手段の使用によって特徴づけられ

たもの 

27/00 メイングループ１／００から２５／００の

うち２つ以上のメイングループに包含され

る変量の同時制御 

27/02 ・電気的手段の使用によって特徴づけられ

たもの 

29/00 電気的変量と非電気的変量の同時制御 

99/00 このサブクラスの他のグループに分類され

ない主題事項[8]



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｇ０５Ｆ 

 

G05F - 1 

国際特許分類 第８版 (2006.01 発行) 

G05F 電気的変量または磁気的変量の調整シ
ステム（レーダまたは無線航行方式のパルス

のタイミングまたは再帰周波数を調整するも

のＧ０１Ｓ；特に電子時計に使うのに適した電

流または電圧の制御Ｇ０４Ｇ１９／０２；電気

的手段によって非電気的変量を調整する閉ル

ープ方式Ｇ０５Ｄ；デジタル計算機の電力供給

を調整するものＧ０６Ｆ１／２６；アーマチュ

アを持つ電磁石の所望の動作特性を得るため

のものＨ０１Ｆ７／１８；電力配電網を調整す

るものＨ０２Ｊ；バッテリの充電を調整するも

のＨ０２Ｊ７／００；静止変換器の出力の調整，

例．スイッチング・レギュレータＨ０２Ｍ；発

電機の出力の調整Ｈ０２Ｎ，Ｈ０２Ｐ９／０

０；変成器，リアクトルまたはチョーク・コイ

ルを調整するためのものＨ０２Ｐ１３／０

０；増幅器の周波数応答，利得，最大出力，振

幅または帯域幅を調整するものＨ０３Ｇ；共振

回路の同調を調整するものＨ０３Ｊ；電子的振

動またはパルスの発生器を制御するものＨ０

３Ｌ；伝送線の特性を調整するものＨ０４Ｂ；

電気的光源を制御するものＨ０５Ｂ３７／０

２，Ｈ０５Ｂ３９／０４，Ｈ０５Ｂ４１／３

６；Ｘ線装置の電気的制御Ｈ０５Ｇ１／３０）

[4,5] 

注 

（１）このサブクラスは以下のものを包含する； 

―系のみ； 

―調整量を復元する装置の電気的特性を変えるための水圧式，

空気式，機械的，電気的モータの使用 

―本質的な特徴が組合わせにある場合には，静止変換器と電流

または電圧調整器との組合わせ[4] 

（２）このサブクラスは要素それ自体を包含しない．ただしこ

れは関連するサブクラスに包含される。 

1/00 電気量の単一または複数の所望値からの偏

差を系の出力部で検出し，系内の装置へフ

ィードバックし，これにより検出量を単一

または複数の所望値へ復元する自動制御系，

すなわち反作用系 

1/02 ・アークの電気的特性の調整（スポット溶

接，シーム溶接または切断のための電極

の給送または移動装置Ｂ２３Ｋ９／１

２；電気加熱または電気照明のための電

極給送装置Ｈ０５Ｂ７／１０９，Ｈ０５

Ｂ３１／１８；放電加熱用電力の自動制

御Ｈ０５Ｂ７／１４８）[2] 

1/04 ・・可飽和磁気装置によるもの 

1/06 ・・電子管装置によるもの 

1/08 ・・半導体装置によるもの 

1/10 ・電圧または電流の調整（１／２０が優先；

電気鉄道用Ｂ６０Ｍ３／０２） 

1/12 ・・最終制御装置により実際に調整される

変量が交流であるもの（１／６２５が

優先）[4] 

1/13 ・・・最終制御装置として鉄共振変成器を

使用するもの[4] 

1/14 ・・・最終制御装置としてタップ付変圧器

またはタップ切換インダクタを使用

するもの[4] 

1/147 ・・・・電動機駆動タップスイッチを有す

るもの[4] 

1/153 ・・・・・放電管または半導体装置によっ

て制御されるもの[4] 

1/16 ・・・・電子管または半導体装置と組み合

わされたもの 

1/20 ・・・・・半導体装置のみ 

1/22 ・・・・飽和度の制御可能な磁気制御装置

と組み合わされたもの 

1/24 ・・・最終制御装置として降圧または昇圧

変圧器を用いるもの 

1/247 ・・・・制御回路において電動機を有する

もの[4] 

1/253 ・・・・電源と負荷との間に直列の複数の

巻線を含む変圧器（１／２４７が

優先）[4] 

1/26 ・・・・電子管または半導体装置と組み合

わされたもの 

1/30 ・・・・・半導体装置のみ 

1/32 ・・・最終制御装置として飽和度の制御可

能な磁気装置をもつもの 

1/325 ・・・・特定コア構造を有するもの，例．

ギャップ，開口，スロット，永久

磁石[4] 

1/33 ・・・・制御電流が通過する複線の巻線を

有するもの[4] 

1/335 ・・・・・異なるコアにおけるもの[4] 

1/34 ・・・・電子管または半導体装置と組み合

わされたもの 

1/38 ・・・・・半導体装置のみ 

1/40 ・・・最終装置として電子管または半導体

装置を用いたもの 

1/42 ・・・・電子管のみ 

1/44 ・・・・半導体装置のみ 

1/445 ・・・・・負荷と直列にトランジスタのあ

るもの[3] 

1/45 ・・・・・負荷と直列に制御整流器のある

もの[3] 

1/455 ・・・・・・位相制御をもつもの[3] 

1/46 ・・最終制御装置により実際に調整される

変量が直流であるもの（１／６２５が

優先）[4] 

1/52 ・・・最終制御装置として負荷と直列の放

電管を使用するもの 

1/54 ・・・・非調整電源によって付加的に制御

されるもの 

1/56 ・・・最終制御装置として負荷と直列の半

導体装置を使用するもの 
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1/563 ・・・・２段の調整を含むもので，２段の

うち少なくとも１段は出力レベル

に応答するもの，例．粗および微

調整[4] 

1/565 ・・・・出力，例．電流，電圧，力率，の

偏差に応答する手段に加えて，制

御装置または負荷の状態の検知を

行うもの（１／５６３が優先）[4] 

1/567 ・・・・・温度補償のためのもの[4] 

1/569 ・・・・・保護のためのもの[4] 

1/571 ・・・・・・過電圧検出器を持つもの[4] 

1/573 ・・・・・・過電流検出器を持つもの[4] 

1/575 ・・・・フイードバック回路によって特徴

づけられたもの[4] 

1/577 ・・・・複数の負荷のためのもの[4] 

1/585 ・・・・・反対極性の電圧を与えるもの[4] 

1/59 ・・・・単一負荷のための最終制御装置と

して複数の半導体装置を含むもの

[4] 

1/595 ・・・・・半導体装置が直列に結合された

もの[4] 

1/607 ・・・最終制御装置として負荷と並列の放

電管を使用するもの[3] 

1/61 ・・・・２段の調整を含むもので，２段の

うち少なくとも１段は出力レベル

に応答するもの[4] 

1/613 ・・・最終制御装置として負荷と並列の半

導体装置を使用するもの[3] 

1/614 ・・・・２段の調整を含むもので，２段の

うち少なくとも１段は出力レベル

に応答するもの[4] 

1/618 ・・・最終制御装置として負荷と直列およ

び並列の半導体装置を使用するもの

[4] 

1/62 ・・・降圧または昇圧直流電源を用いるも

の 

1/625 ・・実際に調整される変量が交流または直

流に無関係なもの[4] 

1/63 ・・・最終制御装置として負荷と直列の可

変インピーダンスを使用するもの

[4] 

1/635 ・・・・ホール効果素子，磁気抵抗または

サーミスタを使うもの[4] 

1/644 ・・・・圧力感知抵抗器を使用するもの[4] 

1/648 ・・・・選択可能な複数の抵抗器を使用す

るもの[4] 

1/652 ・・・最終制御装置として負荷と並列の可

変インピーダンスを使用するもの

[4] 

1/656 ・・・最終制御装置として負荷と直列およ

び並列の可変インピーダンスを使用

するもの[4] 

1/66 ・電力の調整 

1/67 ・・発電機から，例．太陽電池から，電力

を最大利用するもの[4] 

1/70 ・力率の調整；無効電流または無効電力の

調整[3] 

3/00 自己調整特性を有する一つの非制御素子，

または複数の素子から成る組合せであって

自己調整特性を有するものによって，電気

的変量を調整する非反作用系 

3/02 ・電流または電圧の調整 

3/04 ・・交流のもの 

3/06 ・・・飽和および非飽和のインダクタ装置

を組み合わせて使用するもの，例．

共振回路と組み合わされているもの 

3/08 ・・直流のもの 

3/10 ・・・非線形特性を有する非制御素子を使

用するもの[4] 

3/12 ・・・・グロー放電管のあるもの 

3/16 ・・・・半導体装置であるもの[3] 

3/18 ・・・・・ツエナダイオードを用いるもの

[3] 

3/20 ・・・・・ダイオードトランジスタの組合

せを用いるもの（３／１８が優

先）[3] 

3/22 ・・・・・・トランジスタはバイポーラ型

のみであるもの（３／２６，

３／３０が優先）[4] 

3/24 ・・・・・・トランジスタは電界効果型の

みであるもの（３／２６，３

／３０が優先）[4] 

3/26 ・・・・・・カレントミラー[4] 

3/28 ・・・・・・・非線形電流増幅器と組み合

わされたもの[4] 

3/30 ・・・・・・異なる電流密度で働く２つの

バイポーラトランジスタのベ

ース・エミッタ電圧間の差を

用いる調整器（３／２６が優

先）[4] 

5/00 系の電気入力部において偏差検出を行ない，

そして調整出力を得るように系内の装置を

制御する電気的変量の調整系 

5/02 ・電子管または３端子以上の半導体素子を

使用する位相制御型スイッチング方式

[4] 

5/04 ・最終制御装置として変圧器またはインダ

クタを使用するもの[4] 

5/06 ・・可飽和であるもの[4] 

5/08 ・線形作動最終制御装置を使用するもの[4] 

7/00 磁気的変量の調整（磁気共鳴を含む磁気的

変量の測定用の装置の細部Ｇ０１Ｒ３３／

２８）[5]
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G05G 機械的構成のみによって特徴づけられ
た制御装置または制御系（“ボーデン”ま

たは類似の機構Ｆ１６Ｃ１／１０；この目的に

特有でない伝動装置または機械Ｆ１６Ｈ；回転

運動を伝達する伝動装置のための変速または

逆転機構Ｆ１６Ｈ５９／００から６３／００） 

注 

（１）このサブクラスは以下のものを包含する 

―機械的制御のための一般適用部材 

―１以上の所定位置へ部材を移動させるための機械体系 

（２）単一の他のクラスに分類する特殊な機械または装置の制

御に特有なシステムは，当該機械または装置に関連するクラス

に分類する。 

例： 

A61G 13/02 手術台調節のための制御[6] 

A61G 15/02 手術いす調節のための制御[6] 

A63F 13/02 電子的に発生させるディスプレイを使うゲ

ーム用の付属品[7] 

B25J  マニプレータ，例．そのための制御[6] 

B60K 26/00 車両における推進装置用制御装置の配置ま

たは取り付け[6] 

B60T  7/00 車両制動初動手段[6] 

B62D 33/073 チルトキャブ制御装置[6] 

B62K 21/00 自転車操向装置[6] 

B62K 23/00 自転車に特に適した乗手の操作する制御[6] 

B62L  3/00 自転車に特に適した制動作動機構[6] 

B63H 25/02 船舶操舵入力手段[6] 

B66B  1/00 エレベータ用制御[6] 

B66C 13/18 クレーン用制御システムまたは装置[6] 

B66C 13/56 クレーン操作用ハンドルまたはペダル装置

[6] 

E02F  9/20 掘削機または土砂移送機械用制御装置[6] 

F16C  3/28 調節できるクランクまたは偏心輪[6] 

F16D 43/00 自動クラッチ[6] 

F16K 31/00, 

 33/00 弁用制御[6] 

F16P  3/00 機械の制御または操作とともに作動する安

全装置[6] 

F16P  7/02 危険状態発生時機械の停止[6] 

G02B 21/32 顕微鏡に構造的に結合したマイクロマニプ

レータ[6] 

G04B  1/00- 

 18/00 時計の駆動機構[6] 

G06C  すべての計算が機械的に行われるデジタル

計算機[6] 

G06F  3/01 計算機の手動入力装置[6] 

G06K 11/00 機械的変量のパターンを電気信号に変換す

るもの[6] 

G21C  7/08 原子炉における固体制御要素の変位[6] 

H01H  スイッチ接点を作動させる機構[6] 

H03J  1/00 共振回路の機械的制御[6] 

サブクラス内の索引 

手動制御機構，１個以上の被制御部材を操作する１個以上の制

御部材...........................7/00,9/00,11/00,13/00 

自動運動開始装置；トリップ機構.............15/00;17/00 

サーボ機構.......................................19/00 

プログラム制御装置...............................21/00 

鎖錠手段制御手段；位置決め手段..............5/00;23/00 

構成部品...............................1/00,3/00,25/00 

 

1/00 制御部材，例．ノブ，ハンドル；その組立

体または配列；制御部材の位置の指示（こ

れらを位置に保持し，または拘束する手段

５／００；とくにプログラム制御のための

もの２１／００） 

1/02 ・手で直線的な動きをして作動させる制御

部材，例．押しボタン[1,7] 

1/04 ・手で軸を中心に旋回する動きをして作動

させる制御部材，例．レバー[1,7] 

1/06 ・・握り部分の細部[1,7] 

1/08 ・手で回転運動をして作動させる制御部材，

例．手動輪[1,7] 

1/10 ・・細部，例．円盤，ノブ，車輪，または

ハンドルの 

1/12 ・・・回転スピンドルまたは類似のものに

部材を固着する手段 

1/14 ・足踏み制御部材，例．ペダル；足置きま

たは足案内 

1/16 ・・そのための滑止め面；ペダル延長体ま

たは類似の装着物 

1/18 ・・ペダル上にない足置きまたは足案内 

1/20 ・手，足以外の人体部分により作動される

ように特に適合された制御部材 

1/21 ・補助操作部材または延長体により作動す

るように特に適合された制御部材；その

ための操作部材または延長体（１／１６

が優先）[5] 

1/22 ・・鍵，ねじ回しまたは同様の道具により

作動するように特に適合された制御部

材[5] 

1/24 ・互に関連する多数の制御部材の配列 

1/26 ・操作者の体の関連個所用のレストまたは

案内（１／１８が優先）[5] 

1/28 ・制御部材の位置を指示するための装置[5] 

3/00 被制御部材（歯車シフターヨークＦ１６Ｈ

６３／３２）；その組立体または配列（被制

御部材の鎖錠５／０８）[1,7] 

5/00 制御機構の一部の移動を防止しまたは制御

する手段，例．制御部材の係止（１７／０

０が優先）[5] 

5/02 ・二つ以上の別個の段階または径路を動き

得る制御部材の望ましくない運動を防止

する手段，例．あるステップ運動または

ある特殊な順序の運動を行うように拘束

するもの（５／２８が優先） 

5/03 ・指令位置または基準位置への制御部材の

到達を操作者が認識するのを高める手段，
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例．感覚によるもの（制御部材の位置を

指示する装置１／２８）[5] 

5/04 ・部材の運動を制限する停止装置，例．可

調整停止装置（５／０３，５／０５，５

／２８が優先）[5] 

5/05 ・制御部材を非操作位置または中立位置へ

復帰させるまたは復帰させる傾向を与え

る手段，例．リターンスプリングまたは

弾性停止端を備えるもの（５／２８が優

先）[5] 

5/06 ・一つまたは有限数の所定位置にのみ部材

を保持するためのもの（５／０３，５／

０５，５／２８が優先）[5] 

5/08 ・・部材のインターロック，例．他の部材

の運動前または運動中ある部材を特定

位置に係止するもの 

5/12 ・不確定数の位置に部材を保持するための

もの，例．歯付き四分円によるもの（５

／２８が優先）[5] 

5/14 ・・固定した四分円，桿または類似のもの

に関し部材を係止することによるもの 

5/16 ・・・摩擦によるもの 

5/18 ・・・積極的噛合いによるもの，例．歯止

めによるもの 

5/20 ・・部材により担持される四分円，桿また

は類似のものを係止することによるも

の 

5/22 ・・・摩擦によるもの 

5/24 ・・・積極的噛合いによるもの，例．歯止

めによるもの 

5/26 ・・四分円，桿または類似のもの以外の手

段によるもの 

5/28 ・制御部材への許可されない接近または指

令位置へのその動きを防止するためのも

の[5] 

7/00 一つの被制御部材と共働する一つの制御部

材を備えた手動制御機構；その細部（制御

部材１／００） 

7/02 ・伝達動作または変換動作のためのまたは

遠隔的に作用するための特殊な手段に特

徴のあるもの 

7/04 ・・制御部材と被制御部材間の動作または

力の比を制御部材の位置の関数として

変更するもの 

7/06 ・・制御部材の繰返し運動によって被制御

部材の運動を増大させるもの（７／０

８が優先） 

7/08 ・・制御部材の繰返し運動によって被制御

部材を定位置間に循環運動させるもの 

7/10 ・・遠隔制御に特に適合されたもの（７／

０４から７／０８までが優先） 

7/12 ・部材が一つの系において制御部材に関連

した動作をするように特に適合されたも

の，例．回転軸に適合されたもの 

7/14 ・制御部材から与えられた入力に応じた被

制御部材の運動の開始を遅らせる手段，

またはその被制御部材の運動の間それを

漸進的に行う手段によって特徴づけられ

るもの，例．指令系においてロストモー

ションを備えたもの 

7/16 ・機構の支持体間の僅少相対運動の影響を

減少させるための特特な手段，例．被制

御機構の弾性装架によるもの 

9/00 二つ以上の被制御部材と共働する一つの制

御部材を備えた手動制御機構，例．選択的

に共働するもの，同時に共働するもの 

9/02 ・制御部材が異なる独立した径路を動くこ

とができ，各独立した径路内の運動は一

つの被制御部材のみを作動させるもの 

9/04 ・・二つ以上の径路の運動が同時に起るこ

とができるもの 

9/047 ・・・制御部材が直交する複数の軸まわり

に手動により可動なもの，例．ジョ

イスティック[5] 

9/053 ・・・・制御部材がボールからなるもの[5] 

9/06 ・被制御部材が制御部材の繰返し運動によ

って継続的に作動されるもの 

9/08 ・被制御部材が制御部材の前進運動により

継続的に作動されるもの 

9/10 ・制御部材が二つの異なった径路を運動す

ることにより各被制御部材は予選され次

いで運動するもの，例．シフトゲートに

より案内されるもの 

11/00 一つの被制御部材と共働する二つ以上の制

御部材を備えた手動制御機構 

13/00 二つ以上の制御部材と二つ以上の被制御部

材とを備えた手動制御機構（インターロッ

ク５／０８） 

13/02 ・被制御部材の予選と移動とのために別個

の制御部材を備えているもの 

15/00 特定の原因に基づいて自動的に始動させる

ための機械的装置 

15/02 ・部材の運動方向の変更に起因するもの 

15/04 ・部材の通る距離または角度に起因するも

の 

15/06 ・部材の回転速度または運動速度に起因す

るもの，例．上限または下限の通過（速

度計Ｇ０１Ｐ） 

15/08 ・部材にかかる負荷またはトルクに起因す

るもの，例．予定値の超過 

17/00 釈放されたのちに部材を運動させるための

機械的装置；この点によって特徴づけられ

たトリップまたは釈放機構 

19/00 追従動作をもつサーボ機構，例．ステップ

状に起るもの 

21/00 一連の操作を制御する機械的装置，すなわ

ちプログラム制御，例．一組のカムを含む
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もの（５／０２が優先） 

23/00 制御機構の一部分の正確な位置決めを保証

する手段，例．運動を開始するための 

23/02 ・自己調整 

25/00 制御機構のその他の細部または付属物，例．

中間部材の弾性支持 

25/02 ・騒音の発生または伝播を抑制するもの[5] 

25/04 ・ほこりの侵入，風雨または同様のものに

対する密封[5]
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G06 計算；計数（ゲームに使用する得点計算機Ａ

６３Ｂ７１／０６，Ａ６３Ｄ１５／２０，Ａ６

３Ｆ１／１８；筆記用具と計算器の結合Ｂ４３

Ｋ２９／０８） 

注 

（１）このクラスは以下のものを包含する： 

―実際の装置またはシステム内での現存するかまたは予想さ

れる諸条件を計算するための数学的なものに関するシミュレ

ータ； 

―計算を含む手段により，システムまたは装置の機能を実現す

るシミュレータであって，他に分類箇所がないもの； 

―イメージデータ処理または発生 

（２）このクラスは以下のものを包含しない。 

―シミュレータから得られる制御機能一般，ただし，これはク

ラスＧ０５に包含されるけれども，そのような機能は，制御さ

れる装置のためのこのクラスのサブクラスに包含されること

もある； 

―シミュレータへの入力となる独立変数の測定または分析，た

だし，これはＧ０１に包含される； 

―訓練を受ける者によってなされた行動に応じて，実際に経験

するような感じに似た知覚的感じを与える場合の教習具また

は訓練具とみなされるシミュレータ。そのようなシミュレータ

はクラスＧ０９に包含される； 

―シミュレータの構成要素であってしかもなにかの装置ある

いは機械と同等のもの，ただし，これはその装置また機械のた

めの適切なサブクラスに分類する（そしてクラスＧ０９には分

類しない）。 

（３）このクラスにおいては，下記の用語または表現は以下に

示す意味で用いる： 

―“データ”とは“情報”と同義語として使用される。それゆ

え，“情報”という用語はサブクラスＧ０６Ｃ，Ｇ０６Ｆ，Ｇ

０６Ｑのいずれにおいても使用しない； 

―“カルキュレーティング”または“コンピューティングとは，

とりわけ，数値および数値形式で表現されたデータについての

演算を含む．これらの用語のうち，“コンピューティング”は

クラス全体にわたって使用される； 

―“コンピューテーション”という用語は“コンピューティン

グ”から派生している。フランス語では“カルキュル”という

用語はいずれの意味にも使用される； 

―“シミュレータ”とは，実際の装置と同じ時間スケールを使

用するかまたは拡大もしくは縮小した時間スケールで動作す

る装置である； 

―“記録担体”とはシリンダ，ディスク，カード，テープ，ワ

イヤのような永久的に情報を保持できる物体を意味し，記録さ

れた情報に対して相対的に移動しうる感知素子によって読出

しのできるものである。 

（４）セクションＧのタイトルに続く注，特に“変量”という

用語の定義については注意すること。 

 

G06C すべての計算が機械的に行われるデジ
タル計算機（カードゲーム用の得点計算機Ａ

６３Ｆ１／１８；キー，印字機構，またはタイ

プライタ技術もしくは印字技術に一般に適用

する他の部品の構造Ｂ４１；特殊適用のための

キーまたは印字機構は関連サブクラス，例．Ｇ

０５Ｇ，Ｇ０６Ｋ，を参照；金銭登録機Ｇ０７

Ｇ１／００）[4] 

注 

このサブクラスは，メイングループ９／００，１１／００また

は１５／００のいずれかに包含される機構の細部であって最

下位を通じてだけ駆動される機械式計数器に適用されるもの

は包含せず，これはサブクラスＧ０６Ｍに包含される。 

サブクラス内の索引 

機構的な連結関係を特徴とする機械.................27/00 

機能要素機構 

入力；転送；出力；記憶；計算7/00;9/00;11/00;13/00;15/00 

補助的な機構または装置 

変 換 ； 小 数 点 ； プ ロ グ ラ ミ ン グ ； 駆 動 ； 補 助 装 置

......................... 17/00;19/00;21/00;23/00;25/00 

非機能要素：ハウジング，枠組......................5/00 

計算機と他の機械との組合せ.......................29/00 

機械以外の計算器具...........................1/00,3/00 

 

1/00 計算機構が少なくとも結果表示部を形成し

手により直接操作される計算器，例．ソロ

バン，ポケット加算器 

3/00 表索引のための構成，例．月経早見表 

5/00 動作機能を持たない部分 

5/02 ・ハウジング；枠組 

7/00 入力機構（ピンキャリジ１３／０２） 

7/02 ・キーボード 

7/04 ・・係止機構，例．キー相互間の係止（こ

のサブクラスに包含される係止機構一

般２５／００） 

7/06 ・・各々の桁に対して零から１０までなど

のキーの１セットをそれぞれ持ってい

るもの（フルキー式） 

7/08 ・・全桁に対して零から１０までなどのキ

ーを１セットしか持っていないもの，

例．テンキーボード（１組の数字キー

式またはテンキー式） 

7/09 ・記録担体からの計算機構へのデータの転

送（記録担体の読取りＧ０６Ｋ７／００） 

7/10 ・転送機構，例．テンキー式キーボードか

らピンキャリジへの置数の転送 

7/12 ・帰零装置，例．キーボードの帰零装置 

9/00 転送機構，例．入力機構から計算機構へ数

字を転送する機構（７／１０，１１／００，

１５／００が優先） 

9/02 ・返送機構，例．レジスターに蓄積されて

いる数値を選択機構へ返送する機械 

11/00 出力機構（記録担体への記録一般，演算結

果の可視表示一般Ｇ０６Ｋ） 
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11/02 ・可視表示をもつもの，例．数字輪 

11/04 ・印字機構を持つもの，例．一時に１文字

または一時に１行を印字するもの 

11/06 ・・タイプハンマーのあるもの 

11/08 ・せん孔機構を持つもの 

11/10 ・カードまたは巻き紙あるいはテープを送

る装置，例．給送装置（記録担体の移送

Ｇ０６Ｋ１３／００）；行スペース機構 

11/12 ・・テープ送りのためのもの 

13/00 記憶機構（最下位のみに入力が加わる機械

式計数器Ｇ０６Ｍ；情報記憶一般Ｇ１１） 

13/02 ・演算数の記憶機構，例．ピンキヤリジ（入

力機構７／００） 

13/04 ・印字用バッファ記憶機構 

15/00 計算機構；計算機構の作動装置（反復加算

または減算以外の方法で２つ以上の数値に

ついて自動的に演算する機構２１／００） 

15/02 ・二進法で演算するもの 

注 

グループ１５／０２は，グループ１５／０４から１５／４２に

優先する。 

15/04 ・加算または減算装置（１５／０８が優先） 

15/06 ・・バランス合計装置を持つもの；中間合

計が行なわれるもの 

15/08 ・乗算または除算装置；べきまたはべき根

の計算装置 

15/10 ・・計算機構を直接操作する１桁に対する

キーセットを２種類以上持つもの 

15/12 ・・ピンキャリジのあるもの 

15/14 ・・出入針歯車のあるもの，例．オドーナ

式 

15/16 ・・段付歯車計算機構のあるもの，例．ト

ーマス式 

15/18 ・・部分積を得るための乗算九九表を持つ

もの 

15/20 ・・ショートカット乗算または除算に適し

ているもの[2] 

15/22 ・２つ以上の計算装置の組合せのための装

置；２つ以上の計算機構に分割するため

の装置，例．分配するためのもの 

15/24 ・除算または乗算で動作サイクルを数える

装置（項目計数装置２５／０２） 

15/26 ・桁間の桁送り装置，例．１０進桁送り装

置 

15/28 ・・一段階で桁送りが行なわれるもの 

15/30 ・・二段階で桁送りが行なわれるもの 

15/32 ・・・全桁を一斉に桁送りする装置を持つ

もの 

15/34 ・・桁送りが遊星歯車により行なわれる場

合，すなわちクロール式 

15/36 ・・・整列装置を持つもの 

15/38 ・・出入針歯車式計算機構におけるもの 

15/40 ・・段付歯車計算機構におけるもの 

15/42 ・零または他の基数にリセットする装置 

15/44 ・数値比較装置，例．零の検査 

15/46 ・丸め装置 

15/48 ・複数個の計算レジスターのうちの１個を

選択する装置（次に続く動作機能を制御

する装置２１／０４；項目計数器２５／

０２） 

17/00 ある記数方式から他の方式へ変換する，す

なわち基数変換機構 

19/00 小数点位置設定機構；十進法でない方式に

対する同様な機構 

19/02 ・小数点表示装置 

19/04 ・小数点印字装置 

21/00 計算機により計算の行なわれる順序を決定

するプログラミング機構，例．１つまたは

数個のキーが押された場合（加算の繰返し

により単に乗算をする機構１５／０８） 

21/02 ・キャリッジの位置によりプログラミング

機構の動作が決定されるもの 

21/04 ・次に続く動作機能を制御するための条件

付き装置，例．ファンクションキーによ

って作動されかつレジスタの状態に依存

する制御装置（複数個の計算レジスター

のうちの１個を選択する装置１５／４

８） 

23/00 機能要素の駆動機構 

注 

グループ２３／０８は，グループ２３／０２から２３／０６に

優先する。 

23/02 ・主軸駆動機構 

23/04 ・ピンキャリジ駆動装置，例．ピンキャリ

ジを歩進させる機構 

23/06 ・作表装置の駆動機構，例．キャリジのス

キップ機構 

23/08 ・液体または気体による駆動 

25/00 補助機能装置，例．係止機構（キーボード

の係止機構７／０４）[2] 

25/02 ・項目計数装置（除算または乗算で動作サ

イクルを数える装置１５／２４） 

27/00 各機能部分の機構的な連結的関係に特徴を

もつ計算機械，例．送り状作成機 

29/00 計算機と他の機械，例．タイプライター，

釣銭機，との結合
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G06D デジタル流体圧計算装置 

注 

このサブクラスは，少なくとも１つの計算機能が液体または気

体手段により作動されるすべての装置を包含する。 

1/00 細部，例．機能要素（個々の論理素子Ｆ１

５Ｃ；弁Ｆ１６Ｋ） 

1/02 ・少なくとも１つ動的部品，例．スプール

バルブ，をもつもの 

1/04 ・・加算；減算 

1/06 ・・乗算；除算 

1/08 ・まったく動的部品をもたないもの 

1/10 ・・加算；減算 

1/12 ・・乗算；除算 

3/00 いくつかの機能部分の相互関連性に特徴づ

けられまた少なくとも一つの動的部品をも

つ計算装置 

5/00 いくつかの機能部分の相互関連性に特徴づ

けられかつ全然動的部品をもたない計算装

置 

7/00 液体または気体を用いた機能素子と少なく

とも一つの液体または気体以外の何等かの

方法による機能素子との組合せによる計算

装置
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G06E 光学的計算装置（光学的論理素子それ自体

Ｇ０２Ｆ３／００；特定の計算モデルに基づく

コンピュータ・システムＧ０６Ｎ；光学的素子

を使用するデジタル記憶Ｇ１１Ｃ１３／０４）

[5] 

注 

（１）このサブクラスは少なくとも一つの計算機能が光学的手

段によって遂行されるすべての装置を包含する。[5] 

（２）もし他の態様，例えば機械的，流体圧力または電気的計

算，が重要であれば，その態様の関連するサブクラスへも分類

する。[5] 

1/00 専らデジタルデータを処理するための装置

[5] 

1/02 ・取り扱うデータの順序または内容を操作

するもの[5] 

1/04 ・・専ら位取り記数法を用いて計算を行な

うためのもの，例．二進法，三進法，

十進法を用いるもの[5] 

1/06 ・・デジタルな非位取り記数法，すなわち，

基数を用いない数表現を用いて計算を

行なうためのもの；位取り記数法と非

位取り記数法の組合せを用いるもの

[5] 

3/00 グループ１／００に分類されない装置，例．

アナログまたはハイブリッドデータを処理

するためのもの[5]
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G06F 電気的デジタルデータ処理（計算の一部

が液体力または気体力を用いて行われる計算

機Ｇ０６Ｄ，光学的に行われるものＧ０６Ｅ；

デジタル技術を用いたインピーダンス回路網

Ｈ０３Ｈ） 

注 

このサブクラスにおいては，下記の用語または表現は以下に示

す意味で用いる： 

―“取り扱う”とはデータの処理または転送を含む． 

―“データ処理装置”とはグループ７／００の下位に分類でき

る電気的デジタルデータプロセッサとグループ１／００～５

／００と９／００～１３／００の下位に分類できる一つ以上

の装置との結合を意味する。 

サブクラス内の索引 

データ処理 ........................... 7/00,15/00-19/00 

入力，出力；機能要素間の相互接続 ........... 3/00;13/00 

アドレシングまたはアロケーション ................ 12/00 

変換；プログラム制御；誤り検出，監視 .. 5/00;9/00;11/00 

細部 ............................................. 1/00 

セキュリティ装置 ................................ 21/00 

 

1/00 グループ３／００～１３／００および２１

／００に包含されないデータ処理装置の細

部（プログラム記憶式汎用計算機のアーキ

テクチャ１５／７６）[1,8] 

1/02 ・デジタル型関数発生器 

1/025 ・・二値振幅をもつ関数のためのもの，例．

ウォルシュ関数のためのもの[5] 

1/03 ・・少なくとも一部分はテーブル・ルック

アップによって作動するもの（１／０

２５が優先）[5] 

注 

このグループに分類されるためには，テーブルは単に係数だけ

でなく，所望の関数または中間の関数の関数値を含んでいなけ

ればならない[5] 

1/035 ・・・テーブルのサイズの縮小[5] 

1/04 ・クロック信号またはそれから直接誘導さ

れた信号の発生または分配 

1/06 ・・複数のクロック信号を発生するクロッ

ク発生装置[5] 

1/08 ・・クロック周波数が可変またはプログラ

マブルであるクロック発生装置[5] 

1/10 ・・クロック信号の分配[5] 

1/12 ・・異なるクロック信号の同期[5] 

1/14 ・・時間監視装置，例．リアルタイムクロ

ック[5] 

1/16 ・構造上の細部または配置（器械の細部Ｇ

１２Ｂ）[5] 

1/18 ・・実装または電力の分配[5] 

1/20 ・・冷却手段[5] 

1/22 ・ピン／ゲートレシオを制限または制御す

る手段[5] 

1/24 ・リセット手段（マイクロプログラムのロ

ーディング９／２４；データ誤りからの

復元１１／００）[5] 

1/26 ・電力供給手段，例．電源の安定化（メモ

リのためのものＧ１１Ｃ）[5] 

1/28 ・・電源の監視，例．規定値はずれの監視

による電力供給不良の検知[5] 

1/30 ・・電力供給不良または中断，例．電源変

動の際作動するための手段（リセット

のためだけのもの１／２４；データワ

ードの処理を含むもの１１／００）[5] 

1/32 ・・電力節約のための手段[5] 

3/00 計算機で処理しうる形式にデータを変換す

るための入力装置；処理ユニットから出力

ユニットへデータを転送するための出力装

置，例．インタフェース装置（タイプライ

タＢ４１Ｊ；物理的変量の変換Ｆ１５Ｂ５

／００，Ｇ０１；イメージ取得Ｇ０６Ｔ１

／００，Ｇ０６Ｔ９／００；符号化，復号

化または符号変換一般Ｈ０３Ｍ；デジタル

情報の伝送Ｈ０４Ｌ）[4] 

3/01 ・ユーザーと計算機との相互作用のための

入力装置または入力と出力が結合した装

置（３／１６が優先）[8] 

3/02 ・・手動で操作されるスイッチを用いる入

力装置，例．キーボードまたはダイヤ

ルを用いるもの（キーボードスイッチ

そのものＨ０１Ｈ１３／７０；制御信

号が発生される方法によって特徴づけ

られた電子スイッチＨ０３Ｋ１７／９

４）[3,8] 

3/023 ・・・情報の離散的項目をコード信号に変

換するための装置，例．キーボード

で発生したコードを英数字コード，

オペランドコードまたは命令コード

として解釈するための装置（キーボ

ードまたは類似装置と結合した符号

化一般Ｈ０３Ｍ１１／００）[3,8] 

3/027 ・・・・小数点挿入のためのもの[3,8] 

3/03 ・・器具の位置または変位をコード信号に

変換するための装置[3,8] 

注 

このグループでは，ファーストプレイス優先ルールが適用され

る。即ち，各階層レベルにおいて，最初の適切な箇所に分類す

る。[8] 

3/033 ・・・ユーザーにより変位または位置決め

されるポインティングデバイス，例．

マウス，トラックボール，ペンまた

はジョイステック；その付属具[3,8] 

3/037 ・・・・器具の位置を検知するために陰極

線管（ＣＲＴ）のラスター走査を

用いるもの，例．ＣＲＴモニタと

共働するライトペン[3,8] 

3/038 ・・・・その制御インタフェース装置，例．

ドライバまたはデバイスに埋め込



Ｇ０６Ｆ 

 

G06F - 2 

国際特許分類 第８版 (2006.01 発行) 

まれた制御回路[8] 

3/039 ・・・・その付属具，例．マウスパッド（家

具の観点Ａ４７Ｂ２１／００）[8] 

3/041 ・・・変換手段よって特徴付けられたデジ

タイザー，例．タッチスクリーンま

たはタッチパッド用のもの[8] 

3/042 ・・・・光電子手段によるもの[8] 

3/043 ・・・・伝播する音波を用いるもの[8] 

3/044 ・・・・容量性手段によるもの[8] 

3/045 ・・・・抵抗性要素を用いるもの，例．１

つの連続した面または接触しうる

ように置かれた２つの平行な面を

用いるもの[8] 

3/046 ・・・・電磁的手段によるもの[8] 

3/047 ・・・・組みになっているワイヤを用いる

もの，例．交差ワイヤ[8] 

3/048 ・・グラフィカルユーザーインタフェース

のための相互作用技術，例．ウィンド

ウ，アイコンまたはメニューとの相互

作用[8] 

3/05 ・一定の時間間隔でのアナログ量のサンプ

リングを用いるデジタル入力（抽出―保

持装置Ｇ１１Ｃ２７／０２；サンプリン

グそれ自体Ｈ０３Ｋ１７／００；アナロ

グ／デジタル変換一般Ｈ０３Ｍ１／０

０） 

3/06 ・記録担体からのデジタル入力または記録

担体へのデジタル出力 

3/08 ・・個別的な記録担体たとえばせん孔カー

ドからのデジタル入力またはこのよう

な記録担体へのデジタル出力 

3/09 ・タイプライターへのデジタル出力[3] 

3/12 ・印字ユニットのデジタル出力（タイプラ

イタへのデジタル出力３／０９；プリン

ターを使用して出力データの永久可視表

示を作成するための装置Ｇ０６Ｋ１５／

０２） 

3/13 ・プロッタへのデジタル出力（プロッター

を使用して出力データの永久可視表示を

作成するための装置Ｇ０６Ｋ１５／２

２）[3] 

3/14 ・表示装置へのデジタル出力（出力データ

の永久可視表示を作成するための装置Ｇ

０６Ｋ１５／００；表示の制御一般Ｇ０

９Ｇ） 

3/147 ・・表示パネルを用いるもの[3] 

3/153 ・・陰極線管を用いるもの[3] 

3/16 ・音声入力；音声出力（音声のデジタル情

報への変換またはその逆Ｇ１０Ｌ） 

3/18 ・自動曲線追従器からのデジタル入力（自

動曲線追従器それ自体Ｇ０６Ｋ１１／０

２）[3] 

5/00 処理するデータの順序または内容を変更す

ることなくデータ変換を行うための方法ま

たは装置（符号化，復号化または符号変換

一般Ｈ０３Ｍ）[4] 

5/01 ・桁送りのためのもの，例．位置調整，位

取り，正規化，のためのもの[5] 

5/06 ・データ・フローの速度を変えるためのも

の，すなわち速度調整のためのもの 

5/08 ・・格納位置が連続しており、中間のデー

タは格納または取り出しを行う際にア

クセス不能であるもの，例．シフトレ

ジスタを使用するもの[8] 

5/10 ・・格納位置が連続しており、各データが

格納および取り出しを行う際にそれぞ

れ独立してアクセス可能であるもの，

例．ランダムアクセスメモリを使用す

るもの[8] 

5/12 ・・・充填度を監視する手段；衝突，即ち，

同時に格納および取り出しを行う際

のコンフリクト，を解消する手段[8] 

5/14 ・・・・オーバーフローまたはアンダーフ

ローを扱うもの，例．満杯または

空を示すフラグ[8] 

5/16 ・・多重方式，即ち，２つ以上の同様な装

置を使用し、格納および取り出しを行

う際に交互にアクセスするもの，例．

ピンポン・バッファ[8] 

7/00 取扱うデータの順序または内容を操作して

データを処理するための方法または装置

（論理回路Ｈ０３Ｋ１９／００） 

7/02 ・デジタル値の比較（７／０６，７／３８

が優先；情報検索１７／３０；パルスの

比較Ｈ０３Ｋ５／２２） 

7/04 ・・同一性の比較，すなわち値が同じか異

なるかの比較 

7/06 ・個々の記録担体上のデータを分類，選別，

組合せ，または別々の記録担体上のデー

タを比較するための装置（記録担体をあ

るステーションから他のステーションへ

運ぶためのものＧ０６Ｋ１３／０２；郵

便物の区分けＢ０７Ｃ） 

7/08 ・・分類，すなわち記録担体が有している

少くともある情報の類別によって，記

録担体を番号順または他の一定順序に

群分けすること（２組以上の記録担体

を一定順序に組み合わせることによる

もの７／１６） 

7/10 ・・選別，すなわち順番にまたは無秩序に

配列された多数の記録坦体上のある種

のデータによって識別可能な記録坦体

上のデータ中から別種のデータを得る

こと 

7/12 ・・・選択された項目の表を印刷する手段

をもつもの 

7/14 ・・組合せ，すなわち各々同じ順序に配列

された少くとも２組の記録担体を，同
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じ順序を有する１組の記録担体にまと

めること 

7/16 ・・・組合せと分類の結合 

7/20 ・・同じ順序に配列された別々の記録担体

の組を比較して，１組中の少くともあ

るデータが他の１組または数組中のデ

ータと一致しているか否かを決めるも

の 

7/22 ・連続的記録担体，例．テープ，ドラム，

ディスク，上のデータを分類または組合

せる装置 

7/24 ・・分類，一つ以上の記録担体からデータ

を引き出し，番号順または他の一定順

序にそのデータを並べ直し，かつもと

の記録担体または別の記録担体あるい

は組になった記録担体上に，分類され

たデータを再記録すること（７／３６

が優先） 

7/26 ・・・分類されたデータを中間の記憶装置

を用いずにもとの記録担体上のその

データが分類前に記録されていた同

じスペース内に記録するもの 

7/32 ・・組合せ，すなわち少くとも２つの記録

担体上に一定の順序で入れられている

データを組み合わせて，もとのデータ

の全てを順序よく保持する一つの記録

担体あるいは組になった記録担体を作

るもの（７／３６が優先） 

7/36 ・・組合せと分類を結合したもの 

7/38 ・位取り記数法を用いて計算を行なうため

の方法または装置，例．２進，３進，１

０進法を用いるもの[3] 

7/40 ・・接点開閉素子，例．電磁継電器，を用

いるもの（７／４６が優先） 

7/42 ・・・加算；減算 

7/44 ・・・乗算；除算 

7/46 ・・電気機械的計数器型の累算器を用いる

もの 

7/48 ・・無接点素子，例．真空管，固体素子，

を用いるもの；素子を特定しないで用

いるもの[3] 

7/483 ・・・位取り数を非線形に組み合わせて表

現した数を用いて計算するもの，例．

有理数，対数方式，浮動小数点数（浮

動小数点符号への変換または浮動小

数点符号からの変換Ｈ０３Ｍ７／２

４）[8] 

7/485 ・・・・加算；減算[8] 

7/487 ・・・・乗算；除算[8] 

7/49 ・・・２進，８進，１６進または１０進以

外の基数，例．３進，負または虚の

基数，混合基数，を用いて計算する

もの[3] 

7/491 ・・・１０進数を用いて計算するもの[8] 

7/492 ・・・・各位取り内では２進の重み付け表

現がされているもの[8] 

7/493 ・・・・・自然２進符号，即ち８４２１符

号，で表現されているもの[8] 

7/494 ・・・・・・加算；減算[8] 

7/495 ・・・・・・・デジットシリアル演算形式

であるもの，即ち，全ての

位取りを次々に扱う１つの

デジット処理回路を有する

もの[8] 

7/496 ・・・・・・乗算；除算[8] 

7/498 ・・・・計数器型の累算器を使用するもの

[8] 

7/499 ・・・位取り処理または例外処理，例．丸

め，オーバーフロー[8] 

7/50 ・・・加算；減算（７／４８３～７／４９

１，７／５４４～７／５５６が優先）

[3,8] 

7/501 ・・・・半加算器または全加算器，即ち，

１桁の位取りに対する基本的な加

算セル（排他的オア回路Ｈ０３Ｋ

１９／２１）[8] 

7/502 ・・・・・半加算器；２つの半加算器を縦

続接続してなる全加算器[8] 

7/503 ・・・・・キャリ信号を使用するもの，即

ち，入力されたキャリが直接，

もしくは反転器を通すのみで，

キャリ伝搬信号の値の制御下に

おいてキャリ出力に接続されて

いるもの[8] 

7/504 ・・・・ビットシリアル演算形式であるも

の，即ち，全ての位取りを次々に

扱う１つのデジット処理回路を有

するもの[8] 

7/505 ・・・・ビットパラレル演算形式であるも

の，即ち，各々の位取りに対して

異なるデジット処理回路を有する

もの（半加算器，全加算器７／５

０１）[8] 

7/506 ・・・・・２箇所以上において同時にキャ

リの生成，もしくはキャリの伝

搬が起こるもの[8] 

7/507 ・・・・・・２つの条件について計算され

たキャリまたはサムの値から

選択を行うもの[8] 

7/508 ・・・・・・桁上げ先見回路を使用するも

の[8] 

7/509 ・・・・・多数のオペランドに対するもの，

例．デジタル積分器[8] 

7/52 ・・・乗算；除算（７／４８３～７／４９

１，７／５４４～７／５５６が優先）

[3,8] 

7/523 ・・・・乗算のみ[8] 

7/525 ・・・・・シリアル－シリアル演算形式で
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あるもの，即ち，両方のオペラ

ンドが直列に入力されるもの

（７／５３３が優先）[8] 

7/527 ・・・・・シリアル－パラレル演算形式で

あるもの，即ち，一方のオペラ

ンドが直列に入力され，他方の

オペランドが並列に入力される

もの（７／５３３が優先）[8] 

7/53 ・・・・・パラレル－パラレル演算形式で

あるもの，即ち，両方のオペラ

ンドが並列に入力されるもの

（７／５３３が優先）[8] 

7/533 ・・・・・反復する過程または段階の回数

を削減するもの，例．ブースア

ルゴリズム，対数加算，奇数－

偶数，を使用するもの[8] 

7/535 ・・・・除算のみ[8] 

7/537 ・・・・・反復する過程または段階の回数

を削減するもの，例．ＳＲＴ（Ｓ

ｗｅｅｎｙ－Ｒｏｂｅｒｔｓｏ

ｎ－Ｔｏｃｈｅｒ）アルゴリズ

ムを使用するもの[8] 

7/54 （→７／５２～７／５３７） 

7/544 ・・・計算によって関数の値を求めるため

のもの（ルック・アップ・テーブル

を用いるもの１／０２）[3] 

7/548 ・・・・三角関数；座標変換[3] 

7/552 ・・・・べき乗またはべき根[3] 

7/556 ・・・・対数または指数関数[3] 

7/57 ・・・算術論理演算ユニット（ＡＬＵ）。即

ち，グループ７／４８３－７／５５

６に包含される２以上の演算を実行

する装置または論理演算を実行する

装置（命令実行９／３０）[8] 

7/575 ・・・・基本的な算術論理演算ユニット，

即ち，少なくとも部分的に，同じ

回路を使用し，加算，減算，また

は複数の論理演算の１つの何れか

を選択して実行できる装置[8] 

7/58 ・乱数または擬似乱数発生器[3] 

7/60 ・デジタルな非位取り記数法，すなわち．

基数を用いない数表現を用いて計算を行

うための方法または装置；位取り記数法

と非位取り記数法の組合せを用いる計算

装置[3] 

7/62 ・・パルスの総数を計数することのみによ

り演算を実行するもの[3] 

7/64 ・・デジタル微分解析機，すなわち増分を

表示するパルスを用いて，微分，積分

もしくは微分または積分方程式を解く

ための計算装置；差分方程式を解くた

めのその他の増分計算機（７／７０が

優先；ハイブリッド計算技術を用いた

微分解析機Ｇ０６Ｊ１／０２）[3] 

7/66 ・・・単位増分のみを表わすパルスを用い

るもの[3] 

7/68 ・・パルス率乗算器または除算器を用いる

もの（７／７０が優先）[3] 

7/70 ・・推計パルス列，すなわち平均パルス率

で数を表現するランダムに発生するパ

ルス列を用いるもの[3] 

7/72 ・・剰余計算を用いるもの[3] 

7/74 ・１語内の，指定値を有する１以上のビッ

トの位置を選別または符号化すること，

例．最上位または最下位の有意な０また

は１の検出，プライオリティ・エンコー

ダ[8] 

7/76 ・データ内容から独立して定められたルー

ルによるデータの再配置，並べ替え，ま

たは選別のための装置（データ内容に従

うもの７／０６，７／２２；並列から直

列への変換または直列から並列への変換

Ｈ０３Ｍ９／００）[8] 

7/78 ・・データ・フローの順序を変えるための

もの，例．行と列との入れ換え，ＬＩ

ＦＯバッファ；そのオバーフローまた

はアンダーフローの処理[8] 

9/00 プログラム制御のための装置，例．制御装

置（周辺装置のためのプログラム制御１３

／１０）[4] 

9/02 ・ワイヤー接続，例．プラグボード，を用

いるもの 

9/04 ・プログラム命令のみを保持する記録担体

を用いるもの（９／０６が優先） 

9/06 ・プログラム記憶方式を用いるもの，すな

わちプログラムを受取りそして保持する

ために処理装置の内部記憶装置を用いる

もの 

9/22 ・・マイクロ制御またはマイクロプログラ

ム装置[3] 

9/24 ・・・マイクロプログラムのローディング

[3] 

9/26 ・・・次位マイクロ命令のアドレス指定（９

／２８が優先）[3] 

9/28 ・・・演算速度の増強，例．並列に動作す

る幾つかのマイクロ制御装置を用い

るもの[3] 

9/30 ・・機械語命令を実行するための装置，例．

命令デコーダ（マイクロ命令を実行す

るためのもの９／２２；サブプログラ

ムを実行するためのもの９／４０）[3] 

9/302 ・・・算術演算の実行を制御するもの[5] 

9/305 ・・・論理演算の実行を制御するもの[5] 

9/308 ・・・単一ビット演算を制御するもの（９

／３０５が優先）[5] 

9/312 ・・・ロード，ストアまたはクリアの演算

を制御するもの[5] 

9/315 ・・・移動，桁送りまたは回転の演算を制
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御するもの[5] 

9/318 ・・・演算の拡張または修飾を伴うもの[5] 

9/32 ・・・次位命令のアドレス指定，例．命令

カウンタ値の増加，ジャンプ（９／

３８が優先；サブプログラム・ジャ

ンプ９／４２）[3] 

9/34 ・・・命令オペランドまたは演算結果のア

ドレシングまたはアクセシング（ア

ドレス変換１２／００）[3,5] 

9/345 ・・・・多重のオペランドまたは演算結果

に対するもの[5] 

9/35 ・・・・間接アドレシング[5] 

9/355 ・・・・インデクスアドレシング[5] 

9/38 ・・・命令の同時実行，例．パイプライン，

ルック・アヘッド[3] 

9/40 ・・サブプログラム，すなわち幾つかの命

令の組合せを実行するための装置[3] 

9/42 ・・・サブプログラムジャンプのアドレス

またはリターン・アドレスの指定[3] 

9/44 ・・特別なプログラムを実行するための装

置[3] 

9/445 ・・・プログラムローディングまたはイニ

シエイテイング[5] 

9/45 ・・・高級プログラム言語のコンパイラま

たはインタプリタによる翻訳[5] 

9/455 ・・・エミュレーション；ソフトウェアシ

ミュレーション[5] 

9/46 ・・マルチプログラミング装置[3] 

9/48 ・・・プログラムの起動；プログラムの切

換，例．割込みによるもの[7] 

9/50 ・・・リソースの割り当て，例．中央処理

装置（ＣＰＵ）[7] 

9/52 ・・・プログラム同期；相互排除，例．セ

マフォによるもの[7] 

9/54 ・・・プログラム間通信[7] 

11/00 エラー検出；エラー訂正；監視（記録担体

上のマークの正しさを確認する方法または

装置Ｇ０６Ｋ５／００；記録担体と変換器

との間の相対運動に基づく情報記憶装置に

おけるものＧ１１Ｂ，例．Ｇ１１Ｂ２０／

１８；静的記憶装置におけるものＧ１１Ｃ

２９／００；エラー検出またはエラー訂正

のための符号化，復号化または符号変換一

般Ｈ０３Ｍ１３／００）[4] 

11/07 ・故障の発生への応答，例．耐故障性[7] 

11/08 ・・データの表現形態に冗長性をもたせる

ことによるエラー検出またはエラー訂

正，例．チェック・コードを用いるこ

とによるもの 

11/10 ・・・符号化された情報に特別のビットま

たは記号を付加したもの，例．パリ

ティチェック，９または１１のキャ

スティングアウト 

11/14 ・・演算に冗長性を持たせることによるデ

ータのエラー検出または訂正，例．同

じ結果になる別の演算式を用いること

によるもの（１１／１６が優先）[3] 

11/16 ・・ハードウェアに冗長性を持たせること

によるデータのエラー検出または訂正

[3] 

11/18 ・・・冗長回路のエラーを受動的にマスク

することによるもの，例．カッディ

ングまたは多数決回路によるもの

[3] 

11/20 ・・・エラーを能動的にマスクすることに

よるもの，例．故障要素を切り離す

ことによるものまたは予備の要素に

切り換えることによるもの[3] 

11/22 ・待機作動中または遊休時間中の検査によ

るコンピュータ故障箇所の検出または故

障位置の指示，例．始動試験（デジタル

回路の試験，例．別個のコンピュータ構

成部品の試験，Ｇ０１Ｒ３１／３１７）

[3] 

11/24 ・・限界試験[3] 

11/25 ・・論理動作の試験，例．ロジック・アナ

ライザによる[6] 

11/26 ・・機能試験[3] 

11/263 ・・・試験入力の発生，例．テストベクト

ル，パターンまたはシーケンス[6] 

11/267 ・・・試験用構成変更回路，例．ＬＳＳＤ，

区切り[6] 

11/27 ・・・作り付け試験[6] 

11/273 ・・・テスターハードウエアー，すなわち，

出力処理回路[6] 

11/277 ・・・・実際のレスポンスと既知の正確な

レスポンスとの間の比較をもつも

の[6] 

11/28 ・処理順序の正しさを検査することによる

もの（１１／０７～１１／２２が優先；

パルス列のパターンを監視するものＨ０

３Ｋ５／１９）[3] 

11/30 ・監視[3] 

11/32 ・・装置の機能の可視表示手段を有するも

の[3] 

11/34 ・・コンピュータ動作，例．故障時間また

は入出力動作の記録または統計的評価

[3] 

11/36 ・ソフトウェアを検査またはデバッグする

ことによるエラー防止[7] 

12/00 メモリ・システムまたはアーキテクチャ内

でのアクセシング，アドレシングまたはア

ロケーティング（情報記憶一般Ｇ１１）

[4,5] 

12/02 ・アドレシングまたはアロケーション；リ

ロケーション（プログラム・アドレス順

序制御９／００；デジタル記憶における

アドレス選択装置Ｇ１１Ｃ８／００）[4] 
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12/04 ・・可変長語，または語の一部，のアドレ

シング[4] 

12/06 ・・ロケーションの物理的ブロックのアド

レシング，例．ベース・アドレシング，

モジュール・アドレシング，メモリ空

間拡張，メモリ専用（１２／０８が優

先）[4] 

12/08 ・・階層構造のメモリ・システム，例．仮

想メモリ・システム，におけるもの[4] 

12/10 ・・・アドレス変換[4] 

12/12 ・・・置換制御[4] 

12/14 ・メモリの不正な使用に対する保護[4] 

12/16 ・メモリ内容の破壊に対する保護[4] 

13/00 メモリ，入力／出力装置または中央処理ユ

ニットの間の情報または他の信号の相互接

続または転送（特定の入力／出力装置のた

めのインタフェース回路３／００，マルチ

プロセッサシステム１５／１６；デジタル

情報の伝送一般Ｈ０４Ｌ；選択Ｈ０４Ｑ）

[4] 

13/10 ・周辺装置のためのプログラム制御（１３

／１４から１３／４２が優先）[4] 

13/12 ・・中央プロセッサーとは独立のハードウ

ェアを用いるもの，例．チャネルまた

は周辺装置用プロセッサ[4] 

13/14 ・相互接続または転送のための接続要求[4] 

13/16 ・・メモリバスに対するアクセスのための

もの（１３／２８が優先）[4] 

13/18 ・・・優先制御によるもの[4] 

13/20 ・・入力／出力バスに対するアクセスのた

めのもの[4] 

13/22 ・・・連続的走査を用いるもの，例．ポー

リング（１３／２４が優先）[4] 

13/24 ・・・割込みを用いるもの（１３／３２が

優先）[4] 

13/26 ・・・・優先制御によるもの[4] 

13/28 ・・・バーストモード転送を用いるもの，

例．ダイレクトメモリアクセス，サ

イクルスチール（１３／３２が優先）

[4] 

13/30 ・・・・優先制御によるもの[4] 

13/32 ・・・割込みおよびバーストモード転送の

組合わせを用いるもの[4] 

13/34 ・・・・優先制御によるもの[4] 

13/36 ・・共通バスまたはバスシステムに対する

アクセスのためのもの[4] 

13/362 ・・・集中型アクセス制御をもつもの[5] 

13/364 ・・・・独立した要求または許可を用いる

もの，例．個別の要求及び許可ラ

インを用いるもの[5] 

13/366 ・・・・集中ポーリングアービタを用いる

もの[5] 

13/368 ・・・分散型アクセス制御をもつもの[5] 

13/37 ・・・・物理的な位置に存在する優先順位

を用いるもの，例．デイジーチェ

ーン，ラウンドロビンまたはトー

クンパッシング[5] 

13/372 ・・・・時間に依存する優先順位を用いる

もの，例．個別に設定された時間

カウンタまたはタイムスロット

[5] 

13/374 ・・・・個別優先コード比較器をもつ自己

選択方法を用いるもの[5] 

13/376 ・・・・競合解決方法を用いるもの，例．

衝突検出，衝突回避[5] 

13/378 ・・・・パラレルポール方法を用いるもの

[5] 

13/38 ・情報転送，例．バス上での（１３／１４

が優先）[4] 

13/40 ・・バス構造[4] 

13/42 ・・バス転送プロトコル，例．ハンドシェ

イク；同期化（デジタル情報の伝送に

おける同期化一般Ｈ０４Ｌ７／００）

[4] 

15/00 デジタル計算機一般（細部１／００～１３

／００）；データ処理装置一般（イメージデ

ータ処理のためのニューラルネットワーク

Ｇ０６Ｔ） 

15/02 ・入力はキイ・ボードを通して，計算は組

込みプログラムを用いて，手動的に操作

するもの，例．ポケット計算機 

15/04 ・処理されるデータの導入と同時にプログ

ラムされるもの，例．データと同一の記

録担体上にプログラムされるもの 

15/08 ・プログラミングのためにプラグ・ボード

を用いるもの[5] 

15/10 ・・タビュレータ[5] 

15/12 ・・・印刷とせん孔の両方の出力手段をも

つもの[5] 

15/14 ・・計算せん孔機[5] 

15/16 ・各々が少くとも算術演算ユニット，プロ

グラム・ユニットおよびレジスタをもつ

２つ以上のデジタル計算機が結合された

もの，例．数個のプログラムの同時処理

を行うためのもの（特定の入力／出力装

置のためのインターフェイス回路３／０

０；マルチプログラミング装置９／４

６；デジタル情報の伝送一般Ｈ０４Ｌ，

例．計算機ネットワークにおけるもの１

２／００；選択Ｈ０４Ｑ） 

15/163 ・・プロセッサ間通信[6] 

15/167 ・・・共通メモリ，例．メイルボックス，

を用いるもの（メモリ保護１２／１

４；メモリアクセス優先順位１３／

１８）[6] 

15/17 ・・・入力／出力型接続，例．チャネル，

Ｉ／Ｏポート，を用いるもの[6] 

15/173 ・・・相互接続ネットワークを用いるもの，
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例．マトリックス，シャフル，ピラ

ミッド，スター，スノーフレーク（イ

ンターフェーススイッチング回路１

３／４０）[6] 

15/177 ・・初期化または構成制御（監視，試験ま

たは故障時のための構成制御１１／０

０）[6] 

15/18 ・一回の動作期間に，計算機自身が経験を

積むことによりプログラムが変化される

もの，例．学習機械（最適制御システム

Ｇ０５Ｂ１３／００） 

15/76 ・プログラム記憶式汎用計算機のアーキテ

クチャ（プログラム・プラグ・ボードを

もつもの１５／０８；多重計算機１５／

１６；汎用イメージデータ処理Ｇ０６Ｔ

１／００）[5,6] 

15/78 ・・単一の中央処理装置からなるもの[5] 

15/80 ・・共通制御機構をもつ処理装置の配列か

らなるもの，例．単一命令複数データ

プロセッサ（１５／８２が優先）[5] 

15/82 ・・データまたは要求駆動型[5] 

17/00 特定の機能に特に適合したデジタル計算ま

たはデータ処理の装置または方法[6] 

17/10 ・複合した数学演算[6] 

17/11 ・・方程式を解くためのもの[6] 

17/12 ・・・連立方程式を解くためのもの[6] 

17/13 ・・・微分方程式を解くためのもの（デジ

タル微分解析器を用いるもの７／６

４）[6] 

17/14 ・・フーリエ，ウオルシュまたは類似の領

域変換[6] 

17/15 ・・相関関数の計算[6] 

17/16 ・・マトリックスまたはベクトルの計算[6] 

17/17 ・・近似法による関数の計算，例．内挿ま

たは外挿法，平滑法，最小二乗法（数

値制御のための内挿法Ｇ０５Ｂ１９／

１８）[6] 

17/18 ・・統計データの算出のためのもの[6] 

17/20 ・自然言語データの取扱い（音声の分析ま

たは合成Ｇ１０Ｌ）[6] 

17/21 ・・テキスト処理（１７／２７，１７／２

８が優先；植字機用システムＢ４１Ｂ

２７／００）[6] 

17/22 ・・・符号の使用による操作または登録，

例．テキスト文字列におけるもの[6] 

17/24 ・・・編集，例．挿入／削除[6] 

17/25 ・・・自動行揃え[6] 

17/26 ・・・自動ハイフン付け[6] 

17/27 ・・自動言語解析，例．構文解析，綴字訂

正[6] 

17/28 ・・自然言語の処理または翻訳（１７／２

７が優先）[6] 

17/30 ・情報検索；そのためのデータベース構造

[6] 

17/40 ・データ取得および記録（計算機への入力

のためのもの３／００）[6] 

17/50 ・計算機利用設計（静的記憶装置の試験的

回路の設計のためのものＧ１１Ｃ２９／

５４）[6,8] 

17/60 （→Ｇ０６Ｑ） 

19/00 特定の用途に特に適合したデジタル計算ま

たはデータ処理の装置または方法（１７／

００が優先；管理目的，商用目的，金融目

的，経営目的，監督目的又は予測目的に特

に適合したデータ処理システムまたは方法

Ｇ０６Ｑ）[6,8] 

注 

このグループは以下を包含する。 

―特定の用途における使用を可能または容易にする計算機の

特別な構成； 

―特定の用途に対する計算機の非構造的適合，例．計算方法[6] 

21/00 不正行為から計算機を保護するためのセキ

ュリティ装置（マルチプログラミング９／

４６；メモリの不正な使用に対する保護１

２／１４；符号化されたＩＤカードまたは

クレジットカードにより作動する支払装置

Ｇ０７Ｆ７／０８；中央局により監視され

る盗難防止設備Ｇ０８Ｂ２６／００；秘密

または安全な通信Ｈ０４Ｌ９／００；デー

タ交換ネットワークＨ０４Ｌ１２／００）

[8] 

21/02 ・計算機の特定の内部部品の保護によるも

の[8] 

21/04 ・特定の周辺機器の保護によるもの，例．

キーボードまたはディスプレイ[8] 

21/06 ・筺体への不正操作の感知によるもの，ま

たは筺体への侵入の感知によるもの，例．

ハウジングまたはルーム[8] 

21/20 ・コンピュータシステムまたはコンピュー

タネットワークのノードへのアクセスの

制限によるもの[8] 

21/22 ・プログラムまたはプロセスへのアクセス

の制限によるもの，またはそれへの操作

の制限によるもの[8] 

21/24 ・直接データを保護することによるもの，

例．ラベリング[8]



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｇ０６Ｇ 

 

G06G - 1 

国際特許分類 第８版 (2006.01 発行) 

G06G アナログ計算機（光学的アナログ計算装置

Ｇ０６Ｅ３／００；特定の計算モデルに基づく

コンピュータ・システムＧ０６Ｎ） 

1/00 手動式計算装置（プラニメータＧ０１Ｂ５

／２６） 

1/02 ・平行または同心円形に目盛られたスケー

ルの長さを加え，引き，または比較する

ことにより計算がなされる装置 

1/04 ・・その構造を特徴とするもの（１／１０

が優先） 

1/06 ・・・直線目盛をもつもの，例．計算尺 

1/08 ・・・円形または螺旋状の目盛をもつもの 

1/10 ・・その目盛を特徴とするもの 

1/12 ・・・対数目盛のもの，例．乗算用のもの 

1/14 ・直線または曲線を，１つ以上の入力スケ

ール上の与えられた点から出力スケール

上の１つ以上の点へ描くことを必要とす

るもの 

1/16 ・直線または曲線を，１つ以上の曲線群上

の関連点を通って描くことを必要とする

もの 

3/00 計算動作が機械的に行なわれる装置（１／

００が優先） 

3/02 ・加算または減算用のもの，例．差動歯車

によるもの 

3/04 ・乗算または除算用のもの，例．可変比歯

車によるもの 

3/06 ・カムとカム従動子を用いて関数の解析を

行なうもの 

3/08 ・積分，微分用のもの，例．ホィールとデ

ィスクによるもの 

3/10 ・特定のプロセス，システムまたは装置を

シミュレーションするためのもの 

5/00 計算動作が流体圧素子により行なわれる装

置（流体圧素子一般Ｆ１５Ｃ） 

7/00 計算動作が電気的または磁気的量を変化さ

せることにより行われる装置（イメージデ

ータ処理用神経回路網Ｇ０６Ｔ；音声の分

析または合成Ｇ１０Ｌ） 

7/02 ・グループ７／０４から７／１０に包含さ

れない細部 

7/04 ・入出力装置（グラフ読みとり装置Ｇ０６

Ｋ１１／００；関数プロッタ，座標プロ

ッタＧ０６Ｋ１５／２２） 

7/06 ・プログラム装置，例．計算機の機能ユニ

ットの相互接続用プラグボード；デジタ

ルプログラミング 

7/10 ・電源装置 

7/12 ・計算動作を行なう装置，例．そのために

特に適用された増幅器（増幅器一般Ｈ０

３Ｆ） 

7/122 ・・最適化のためのもの，例．最小自乗法

による適合法，線形計画法，クリティ

カルパス解析法，勾配法[2] 

7/14 ・・加算または減算用のもの（ベクトル量

については７／２２） 

7/16 ・・乗算または除算用のもの 

7/161 ・・・パルス変調によるもの，例．振幅，

幅，周波数，位相または波形の変調

によるもの[2] 

7/162 ・・・電流―磁気効果，例．ホール効果，

を用いるもの；同様な磁気効果を用

いるもの[2] 

7/163 ・・・一方の入力信号によって制御される

可変インピーダンス，可変増幅度ま

たは伝達関数を用いるもの[2] 

7/164 ・・・べきの計算のための手段を用いるも

の，例．１／４自乗差乗算器（べき

の計算７／２０）[3] 

7/18 ・・積分または微分のためのもの（７／１

９が優先）[3] 

7/182 ・・・磁気的構成要素を用いるもの[3] 

7/184 ・・・容量性構成要素を用いるもの[3] 

7/186 ・・・・帰還回路中にコンデンサまたは抵

抗を含む演算増幅器を用いるもの

[3] 

7/188 ・・・電気機械構成要素を用いるもの[3] 

7/19 ・・積の積分をするためのもの，例．フー

リエ積分，ラプラス積分，相関積分；

直交関数を用いて関数の解析または合

成をするためのもの（フーリエまたは

スペクトル分析Ｇ０１Ｒ２３／１６）

[3] 

7/195 ・・・電気音響構成要素を用いるもの[3] 

7/20 ・・べき，べき根，多項式，２乗平均値，

標準偏差の値を求めるためのもの（７

／１２２，７／２８が優先；テレビジ

ョン回路に於けるガンマ補正Ｈ０４Ｎ

５／２０２，Ｈ０４Ｎ９／６９）[3] 

7/22 ・・三角関数の値を求めるためのもの；座

標変換のためのもの；ベクトル量を含

む計算のためのもの（連立方程式を用

いる三角関数の計算７／３４） 

7/24 ・・対数または指数関数の値を求めるため

のもの，例．双曲線関数用 

7/25 ・・不連続関数のためのもの，例．バック

ラッシュ，不感帯，飽和，絶対値また

は尖頭値のためのもの[2] 

7/26 ・・任意関数発生器（直交関数を用いるも

の，例．フーリエ級数を用いるもの７

／１９；曲線追従器を用いるものＧ０

６Ｋ１１／０２） 

7/28 ・・・部分近似による関数の合成用のもの 

7/30 ・・内挿または外挿のためのもの（７／１

２２が優先）[2] 

7/32 ・・方程式を解くためのもの 
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7/34 ・・・連立方程式のためのもの（７／１２

２が優先）[2] 

7/36 ・・・２次以上の単一方程式のためのもの

（７／２２，７／２４が優先） 

7/38 ・・・微分方程式または積分方程式のため

のもの 

7/40 ・・・・偏微分方程式のためのもの（特定

装置をシミュレーションするもの

７／４８） 

7/42 ・・・・・電解槽を用いるもの 

7/44 ・・・・・連続媒体，電流感応紙を用いる

もの 

7/46 ・・・・・不連続媒体を用いるもの，例．

抵抗回路網を用いるもの 

7/48 ・特定のプロセス，システムまたは装置の

ためのアナログ計算機，例．シミュレー

タ[2] 

7/50 ・・分配網のためのもの，例．流体分配網

用（７／６２が優先） 

7/52 ・・経済システム用のもの；統計用のもの

（７／１２２，７／１９，７／２０が

優先）[3] 

7/54 ・・原子核物理のためのもの，例．原子炉，

放射性降下物のためのもの 

7/56 ・・熱流用のもの（７／５８が優先） 

7/57 ・・流体流用のもの（７／５０が優先） 

7/58 ・・化学的プロセス用のもの（７／７５が

優先） 

7/60 ・・生体のためのもの，例．神経系統用 

7/62 ・・電気的系統または装置 

7/625 ・・・インピーダンス回路網，例．応答の

決定，極または零点の決定，ナイキ

スト図表の決定のためのもの（イン

ピーダンスの測定Ｇ０１Ｒ２７／０

０）[2] 

7/63 ・・・電力装置，例．電動機，または送配

電網のためのもの[2] 

7/635 ・・・・電力系統における最も経済的な分

配を決定するためのもの[2] 

7/64 ・・非電気的機械たとえばタービンのため

のもの 

7/66 ・・制御システムのためのもの 

7/68 ・・土木的構築体たとえば梁，すじかい，

けたのためのもの 

7/70 ・・乗物のためのもの，例．般舶の許容積

載量を決定するためのもの 

7/72 ・・・フライトシミュレータ（飛行訓練装

置Ｇ０９Ｂ９／０８） 

7/75 ・・成分分析のためのもの，例．混合物，

色の成分分析のためのもの（７／１２

２が優先）[2] 

7/76 ・・トラヒックのためのもの 

7/78 ・・方向探知，位置，距離，速度の測定，

航行システムのためのもの 

7/80 ・・照準のためのもの；爆撃用照準のため

のもの；ミサイルの誘導のためのもの

[2] 
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G06J ハイブリッド計算装置（光学的ハイブリッ

ド計算装置Ｇ０６Ｅ３／００；特定の計算モデ

ルに基づくコンピュータ・システムＧ０６Ｎ；

イメージ・データ処理用のニューラル・ネット

ワークＧ０６Ｔ；アナログ／デジタル変換，一

般Ｈ０３Ｍ１／００） 

注 

このサブクラスにおいては，下記の表現は以下に示す意味で用

いる； 

―“ハイブリッド計算装置”とは計算のある一部がデジタル的

で，他の一部がアナログ的なものである。 

1/00 ハイブリッド計算装置（デジタル的にプロ

グラムされたアナログ計算機Ｇ０６Ｇ７／

０６） 

1/02 ・微分解析機 

3/00 完全なデジタル計算機と完全なアナログ計

算機の連動システム
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G06K データの認識；データの表示；記録担
体；記録担体の取扱い（郵便物の区分Ｂ０

７Ｃ；二次的監視レーダーＧ０１Ｓ；トランス

ポンダまたはタグの存在を検知するものＧ０

１Ｓ，Ｇ０１Ｖ） 

注 

（１）このサブクラスは以下のものを包含する： 

―マーク記録，読取り，および記録担体の移送； 

―文字または他のデータの認識； 

―認識されたデータまたは計算結果を可視的にまたはその他

の方法で出力表示すること。 

（２）このサブクラスは印字それ自体を包含しない。 

サブクラス内の索引 

読取り 

文字；グラフ ............................... 9/00;11/00 

認識 

文字；パターン ................................... 9/00 

手書きまたはトレース器具の位置を信号に変換するもの11/00 

出力データの永久可視表示 ........................ 15/00 

マーク記録，印字 ............................ 1/00,3/00 

検査 ............................................. 5/00 

読取り ........................................... 7/00 

移送 ............................................ 13/00 

上記グループの２つ以上に包含される動作の組合せ .. 17/00 

記録担体，穿孔カード ...................... 19/00,21/00 

 

1/00 記録担体にデジタル的に記録する方法また

は装置（解読３／０２） 

1/02 ・せん孔によるもの（せん孔一般Ｂ２６Ｆ） 

1/04 ・・せん孔されている記録担体上の記録マ

ークの読取りによって制御されるもの

（記録担体の読取り７／００） 

1/05 ・・高速せん孔装置，例．電子計算機によ

って制御されるもの 

1/06 ・・手動で制御される装置 

1/08 ・・・カードせん孔装置 

1/10 ・・・テープせん孔装置（特定目的に特に

適合しているものは，その関連する

サブクラスを参照，例．デジタル情

報の伝送のためのものＨ０４Ｌ） 

1/12 ・せん孔以外の方法によるもの（印刷一般

Ｂ４１，例．Ｂ４１Ｊ） 

1/14 ・データを同種のまたは異種の記録担体か

ら移すことによるもの 

1/16 ・・データを一枚のせん孔されたカードか

ら一枚以上のカードに符号形式を変え

ることなく再生することによるもの，

すなわちデュプリケート 

1/18 ・・データをある型の担体から他の担体に

移すことによるもの，例．磁気テープ

からせん孔カードに移すことによるも

の 

1/20 ・データの記録担体へのマーク記録と印字

とを同時に行なうもの，例．印字せん孔

機 

1/22 ・・別個の記録担体，例．異なった型の記

録担体，上へマーク記録と印字とを同

時に行なうもの 

3/00 記録担体からのアルファニューメリックま

たはその他の文字の形態のデータを印字す

る方法または装置，例．磁気テープからの

データを解読し，印字するもの 

3/02 ・記録担体上の記録マークを同一担体上の

印字データにほん訳するためのもの，す

なわち解読 

5/00 記録担体上の記録マークの正しさを検査す

る方法または装置；コラム検知装置 

5/02 ・検査がマーク記録動作の一部を形成して

いるもの 

5/04 ・マーク整列の検査を行なうもの 

7/00 記録担体を読取る方法または装置（９／０

０が優先） 

7/01 ・細部 

7/015 ・・記録担体に対する読取り装置の整列ま

たは中心位置合せ（一般Ｇ１１Ｂ） 

7/016 ・・読取り過程の同期（一般Ｇ１１Ｂ） 

7/02 ・気体または液体を用いるもの，例．圧縮

空気でせん孔を読取るもの；音波手段に

よるもの 

7/04 ・機械的手段によるもの，例．電気的接点

を作動するピンによるもの 

7/06 ・記録マークの有無により電流を伝える手

段によるもの，例．せん孔のための接触

ブラシまたはピンによるもの，導電性マ

ークのための接触ブラシによるもの 

7/08 ・静電場または磁場の変化を検出する手段

によるもの，例．電極間の容量の変化を

検出することによるもの 

7/10 ・電磁的放射線によるもの，例．光学的読

取り；微粒子の放射によるもの 

7/12 ・・選択された波長を用いるもの，例．赤

色マークを読取り，青色マークを無視

するもの 

7/14 ・・波長を特定しない光を用いるもの，例．

白色光の反射を感知するもの 

9/00 印刷文字，手書き文字または幾何学図形の

読取りまたは認識のための方法または装置，

例．指紋のためのもの（核分子の飛跡の処

理又は解析Ｇ０１Ｔ５／０２；紙幣または

類似の有価証券の本物か否かの検査Ｇ０７

Ｄ７／００；音声認識Ｇ１０Ｌ１５／００）

[1,7] 

9/03 ・エラーの検出または訂正，例．パターン

の再走査によるもの[3] 

9/18 ・付加的にコードマークをもつかあるいは

コードマーク自体を含んでいる印刷文字

を用いるもの，例．コード値を表わして
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いる異った形の字画で形成された文字を

用いるもの 

9/20 ・画像の入力[3] 

9/22 ・・手で持つ器具を用いるもの[3] 

9/24 ・・・器具の構造[3] 

9/26 ・・画像上を移動するスロットを用いるも

の[3] 

9/28 ・・予じめ設定した点のそれぞれに個々の

感知素子を用いるもの[3] 

9/30 ・・自動曲線追従装置を用いるもの[3] 

9/32 ・・画像入力器または視野の整列または中

心合わせ[3] 

9/34 ・・視野内において互いに接触しているま

たは重なっているパターンの分離[3] 

9/36 ・画像の前処理，すなわち画像の同定に関

する決定をしないで画像情報の処理をす

るもの（イメージデータ処理または発生

一般Ｇ０６Ｔ）[3] 

注 

グループ９／５８はグループ９／３８～９／５４に優先する。

[3,8] 

9/38 ・・アナログ画像信号の量子化[3] 

9/40 ・・雑音除去[3] 

9/42 ・・パターンの大きさの規格化[3] 

9/44 ・・パターンの平滑化または細線化[3] 

9/46 ・・画像の特徴の抽出[3] 

9/48 ・・・パターンの輪郭のコード化によるも

の[3] 

9/50 ・・・パターンを横方向に切断し，その切

片の解析によるもの[3] 

9/52 ・・・画像全体から数学的または幾何学的

特徴を抽出することによるもの[3] 

9/54 ・・前処理機能の組合せ[3] 

9/56 ・・・部分的オペレータ，すなわち着目画

像点の周囲の隣接点によってその画

像点を処理する手段を用いるもの

[3] 

9/58 ・・光学的手段を用いるもの[3] 

9/60 ・画像入力と前処理機能の組合せ[3] 

9/62 ・電子的手段を用いる認識のための方法ま

たは装置（学習機械Ｇ０６Ｆ１５／１

８；デジタル相関Ｇ０６Ｆ１７／１５；

アナログ相関Ｇ０６Ｇ７／１９）[3] 

9/64 ・・画像信号と多数のリファレンス，例．

抵抗マトリックス，を同時に比較する

または同時に相関をとるもの[3] 

9/66 ・・・適合可能な方法，例．学習，によっ

てリファレンスが調整可能なもの

[3] 

9/68 ・・画像信号と多数のリファレンス，例．

参照可能メモリ，を順次比較するもの

[3] 

9/70 ・・・前の比較結果に依存して次のリファ

レンスを選択するもの[3] 

9/72 ・・一連のパターン，例．単語，の仮認識

された部分に基づき文脈処理を行うも

の[3] 

9/74 ・光学的参照マスクを用いて認識をするた

めの装置（光学的なアナログ相関Ｇ０６

Ｅ３／００）[3] 

9/76 ・・ホログラフのマスクを用いるもの[3] 

9/78 ・画像入力と認識機能の組合せ[3] 

9/80 ・画像前処理と認識機能の組合せ[3] 

9/82 ・・一方または両方の機能において光学的

手段を用いるもの[3] 

11/00 グラフ読取のためのまたは機械的変量，例．

力または存否，のパターンを電気信号に変

換するための方法または装置（文字または

パターン認識と結合しているもの９／０

０；機械工具上に取り付けた複製装置のた

めの探触子Ｂ２３Ｑ３５／００；面積測定

のための装置Ｇ０１Ｂ；力の測定Ｇ０１

Ｌ；計算機の入力装置として適合させられ

たものＧ０６Ｆ３／００；一定基準系に対

する対象物の位置の伝送方式，例．テレラ

イタ，Ｇ０８Ｃ２１／００）[2] 

11/02 ・自動曲線追従器 

11/04 ・・補助走査パターンを用いるもの[2] 

11/06 ・手動操作の筆記具またはトレース器具の

位置を電気信号に変換するための装置

[3] 

11/08 （→Ｇ０６Ｆ３／０４２；１１／０６に包

含） 

11/10 （→Ｇ０６Ｆ３／０４７；１１／０６に包

含） 

11/12 （→Ｇ０６Ｆ３／０４５；１１／０６に包

含） 

11/14 （→Ｇ０６Ｆ３／０４３；１１／０６に包

含） 

11/16 （→Ｇ０６Ｆ３／０４１；１１／０６に包

含） 

11/18 （→Ｇ０６Ｆ３／０３３；１１／０６に包

含） 

11/20 （→Ｇ０６Ｆ３／０３８；１１／０６に包

含） 

13/00 ある位置から他の位置への記録担体の移送，

例．スタックから穿孔機構への記録担体の

移送（運般装置一般Ｂ６５Ｇ） 

13/02 ・縦横の長さがあまり違わない記録担体に

関するもの，例．せん孔カード用 

13/04 ・・細部，例．カード分類装置のフラップ 

13/05 ・・・キャプスタン；ピンチローラ 

13/06 ・・カードの案内；カード移送機構の正し

い動作の検査[2] 

13/063 ・・・カードの整列[2] 

13/067 ・・・カードの有無，正しい位置，移動状

態の検査[2] 

13/07 ・・複数ステーション間でのカードの移送 
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13/073 ・・・連続移動によるもの[2] 

13/077 ・・・間欠移動によるもの；移動の制止ま

たは停止[2] 

13/08 ・・カードの供給または排出 

13/10 ・・・マガジンから移送装置へ 

13/103 ・・・・機械的手段によるもの[2] 

13/107 ・・・・空気力学的手段によるもの[2] 

13/12 ・・・移送装置からマガジンへ 

13/14 ・・・カードマガジン，例．ポケット，ホ

ッパー（カードマガジン一般Ｂ４２

Ｆ） 

13/16 ・・可撓性シート，例．小切手，の処理 

13/18 ・縦方向に延びた記録担体，例．せん孔テ

ープ（データ処理に特徴のないものＧ１

１Ｂ；磁気テープの駆動Ｇ１１Ｂ１５／

００） 

13/20 ・・細部 

13/22 ・・・キャプスタン；ピンチローラ 

13/24 ・・記録担体の案内；記録担体の端部の検

出 

13/26 ・・記録担体の巻上げまたは巻戻し；記録

担体の駆動[2] 

13/28 ・・・連続的に行なうもの[2] 

13/30 ・・・間欠的に行なうもの[2] 

15/00 出力データの永久可視表示を作成するため

の装置[3] 

15/02 ・プリンタを用いるもの（プリンタそれ自

体Ｂ４１Ｊ） 

15/04 ・・ラック型プリンタによるもの 

15/06 ・・活字輪型プリンタによるもの 

15/07 ・・・連続回転活字輪型プリンタ，例．回

転活字ドラム型プリンタ，によるも

の[2] 

15/08 ・・印字行の方向に移動する活字型を有す

るフライトプリンタ，例．チェーン型

プリンタ，によるもの 

15/10 ・・マトリックス型プリンタによるもの 

15/12 ・・写真印刷によるもの 

15/14 ・・静電印刷によるもの，例．ゼログラフ

ィーによるもの；磁気印刷によるもの 

15/16 ・・紙または用紙の給送手段 

15/22 ・プロッタを用いるもの（プロッタそれ自

体Ｂ４３Ｌ１３／００）[3] 

17/00 メイングループ１／００から１５／００の

２つ以上のメイングループに包含される装

置を共動させるための方法または装置，例．

移送および読取り動作と共動する自動カー

ドファイル 

19/00 少なくともその一部にデジタルマークが記

録されるように設計され，かつ機械で使用

される記録担体（記録担体一般Ｇ１１；フ

ォーム・プリンティングＢ４１；カード・

ファイルＢ４２Ｆ１９／００；特定の機械

を制御するために適した記録担体はその機

械の該当するサブクラス，例．Ｇ１０Ｆ，

Ｂ２３Ｑ，Ｄ０３Ｃ，Ｈ０４Ｌ，を参照） 

19/02 ・材料の選定，例．機械中での移送の間に

疲労しない材料の選定，を特徴とするも

の 

19/04 ・形状によって特徴づけられるもの 

19/06 ・デジタル記録マークの種類，例．形状，

性質，コード，によって特徴づけられる

もの 

19/063 ・・欄外にせん孔されているかまたは刻み

を入れられている担体，例．細長いス

ロットをもつもの[5] 

19/067 ・・導電性マーク，印刷回路または半導体

回路素子をもつ記録担体，例．クレジ

ットカードまたは身分証明書（電話機

からの承認された発呼のためにコード

化されたカードを用いるものＨ０４Ｍ

１／６７５）[5] 

19/07 ・・・集積回路チップをもつもの[5] 

19/073 ・・・・回路用の特別な配置，例．メモリ

内の識別コードを保護するための

もの（計算機のメモリの不正な使

用に対する保護Ｇ０６Ｆ１２／１

４）[5] 

19/077 ・・・・構造上の細部，例．担体内への回

路の取付け[5] 

19/08 ・・同一記録担体中に異なる種類のマーク

を用いるもの，例．一方のマークは光

学的に読み取られ，他方のマークは磁

気的手段によって読み取られるもの 

19/10 ・・・少なくとも一種類の記録マークが確

認，例．クレジットカードまたは身

分証明書の確認，のために用いられ

るもの（それらによって作動される

機構内での符号化された身分証明書

またはクレジットカードの検証Ｇ０

７Ｆ７／１２）[5] 

19/12 ・・・・マークが磁気的手段によって読取

られるもの[5] 

19/14 ・・・・マークが放射線によって読取られ

るもの[5] 

19/16 ・・・・・マークがホログラムまたは回折

格子であるもの[5] 

19/18 ・・・・構造上の細部[5] 

21/00 手で扱うかまたは機械で処理するように設

計されたせん孔カードを用いる情報検索

（１９／００が優先）；そのようなカードを

処理するための装置，例．マーク記録また

は訂正 

21/02 ・マークの一致を機械的に，例．針によっ

て，検出するもの 

21/04 ・マークの一致を光学的に検出するもの，

例．ピーカブー方式 

21/06 ・情報検索カードにスロッティングまたは
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その他のマーク記録を行なうのに適した

装置または道具（せん孔用具一般Ｂ２６

Ｆ） 

21/08 ・せん孔誤りまたはスロッティング誤りを

訂正する装置または道具[2]
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G06M 計数機構；他に分類されない対象物の
計数（数えられるべき物品の体積または重量

の測定による計数Ｇ０１Ｆ，Ｇ０１Ｇ；電力ま

たは電流の時間積分を測定する電気機械的装

置への計数器の適用Ｇ０１Ｒ１１／１６；計算

機Ｇ０６Ｃ～Ｇ０６Ｊ；電気的パルスの計数Ｈ

０３Ｋ；デジタル情報の伝送のための交換網内

の文字，語またはメッセージの計数Ｈ０４Ｌ１

２／０８；電話方式の登算配置Ｈ０４Ｍ１５／

００） 

注 

このサブクラスは以下のものを包含する： 

―歩進運動または連続運動の機械的計数器で最下位桁に機械

的または電気的な単一またはそれ以上の入力が与えられて作

動するもの； 

―計数システムであって機械的，電気的または電子的計数器の

いずれかを使用するもの 

1/00 一般的構成事項 

1/02 ・ハウジング（測定器用一般Ｇ０１Ｄ） 

1/04 ・最下位の段の駆動のための構成（駆動の

比が可変のもの１／３８） 

1/06 ・・段の連続回転を生じさせるもの，例．

歯車列によるもの 

1/08 ・駆動作動のための構成 

1/10 ・・電気的または磁気的手段によるもの 

1/12 ・・流体手段によるもの 

1/14 ・ある段から高位段へ桁送りするための構

成（桁送りの比が可変のもの１／３８） 

1/16 ・・自己作動のもの，例．ジェネバ機構に

よるもの 

1/18 ・・外部作動を要するもの，例．電磁力に

よるもの 

1/20 ・・各単位でそれぞれとりうる値の個数が

異なる単位群に特に適するもの，例．

角度における度や分のためのもの 

1/22 ・計数機構上の計数結果を可視表示するた

めの構成，例．拡大レンズをもつ窓によ

るもの 

1/24 ・・表示ドラム；目盛り盤；指針 

1/26 ・・整列手段 

1/27 ・計数結果を電気信号の形で出力するため

の構成，例．計数ドラム上のマークを感

知することによるもの 

1/272 ・・光電的手段を用いるもの 

1/274 ・・磁気的手段を用いるもの；ホール効果

素子を用いるもの 

1/276 ・・機械的に作動される接点を用いるもの 

1/28 ・特定値への設定または帰零のための構成 

1/30 ・・ハート形または類似のカムを用いるも

の；レバーを用いるもの 

1/32 ・・・作動手段，例．磁石，ばね，おもり 

1/34 ・・再設定軸を用いるもの 

1/36 ・・・作動手段，例．磁石，ばね，おもり 

1/38 ・駆動または桁送りの比を可変にするため

の構成，例．複数の計数輪列を択一的に

用いるもの 

3/00 付加的手段をもつ計数器（間隔がランダム

な電気パルスの発生Ｈ０３Ｋ３／８４） 

3/02 ・設定計数値における作動，例．機械の停

止，を行なわせるための手段 

3/04 ・・逆方向作動用の付加計数輪列をもつも

の 

3/06 ・計数結果を印字または別表示するための

手段（表示システムＧ０９） 

3/08 ・数個の源からの入力を計数するための手

段；異なる量の入力を計数するための手

段 

3/10 ・各単位でそれぞれとりうる値の個数が異

なる単位群の計数をするための手段，例．

角度における度や分（桁送り機構１／２

０） 

3/12 ・不適当な作動を防止するための手段，例．

偽報防止用 

3/14 ・正および負の作動の差を記録するための

手段 

物品の計数（紙巻きたばこ製造用の機械におけるものＡ

２４Ｃ５／３２；材料の取り去り作業を含まない金属加工

用の機械におけるものＢ２１Ｃ５１／００；印刷機械にお

けるものＢ４１Ｆ３３／０２；事務用複写機械におけるも

のＢ４１Ｌ３９／０２；鉄道車輛の車軸についてのものＢ

６１Ｌ１／１６；包装用機械におけるものＢ６５Ｂ６５／

０８；パイプまたはチューブによって運ばれる物品につい

てのものＢ６５Ｇ５１／３６；入出の登録Ｇ０７Ｃ９／０

０） 

7/00 コンベヤによって運ばれる物品の計数 

7/02 ・検出素子へ達する前に物品が引き続く物

品間で明確な空隙を生ずるように分離さ

れるもの 

7/04 ・・塊状の物品，例．箱，の計数 

7/06 ・・平板状の物品，例．紙，の計数 

7/08 ・物品が検出される位置で物品の移動方向

が変更されるもの 

7/10 ・・オーバーラップしている平板状物品，

例．カード，の計数 

9/00 積み重なった物品の計数 

9/02 ・流体吸引ノズルと共働する回転分離装置

を用いるもの 

11/00 ランダムに分布している物品の計数，例．

一表面上に分布しているものの計数 

11/02 ・一つの表面を次々と線状に走査する電子

ビームを用いるもの，例．基板上の血球

についてのもの 

11/04 ・・寸法が異なる物品を区別する手段をも

つもの（粒子の寸法の調査一般Ｇ０１

Ｎ１５／００）
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G06N 特定の計算モデルに基づくコンピュー
タ・システム[7] 

1/00 ３／００～７／００のグループに分類され

ないコンピュータ・システム[7] 

3/00 生物学的モデルに基づくコンピュータ・シ

ステム（生物の機能的側面をシミュレート

するアナログ・コンピュータ・システムＧ

０６Ｇ７／６０）[7] 

3/02 ・ニューラル・ネットワーク・モデルを用

いるもの（適応制御のためのものＧ０５

Ｂ１３／００；画像パターンのマッチン

グＧ０６Ｋ９／００；画像データ処理Ｇ

０６Ｔ１／４０；音声パターンのマッチ

ングＧ１０Ｌ１５／１６）[7] 

3/04 ・・アーキテクチャ，例．網構造[7] 

3/06 ・・物理的な実現，すなわち，ニューラル・

ネットワーク，ニューロン，ニューロ

ン構成要素のハードウェア実装[7] 

3/063 ・・・電子的手段を用いるもの[7] 

3/067 ・・・光学的手段を用いるもの[7] 

3/08 ・・学習方法[7] 

3/10 ・・汎用コンピュータでのシミュレーショ

ン[7] 

3/12 ・遺伝的モデルを用いるもの[7] 

5/00 知識ベースモデルを利用したコンピュー

タ・システム[7] 

5/02 ・知識の表示[7] 

5/04 ・推論方法[7] 

7/00 特定の数学的モデルに基づいたコンピュー

タ・システム[7] 

7/02 ・ファジー論理を用いるもの（３／００，

５／００が優先；適応制御のためのもの

Ｇ０５Ｂ１３／００）[7] 

7/04 ・・物理的な実現[7] 

7/06 ・・汎用コンピュータでのシミュレーショ

ン[7] 

7/08 ・カオス・モデルまたは非線形システム・

モデルを用いるもの[7]
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G06Q 管理目的，商用目的，金融目的，経営
目的，監督目的または予測目的に特に
適合したデータ処理システムまたは方
法；他に分類されない，管理目的，商
用目的，金融目的，経営目的，監督目
的または予測目的に特に適合したシス
テムまたは方法[8] 

注 

（１）グループ１０／００～５０／００及び９９／００は，格

別なデータ処理操作（例．技術的な，すなわち，コンピュータ

を用いる，システムまたは装置によって実行されるべきデータ

処理操作）を伴うシステムまたは方法のみを包含する。[8] 

グループ９０／００は，以下の条件が双方とも満たされるとき，

格別なデータ処理を伴わないシステムまたは方法を包含する。

[8] 

―システムまたは方法が，当該サブクラスタイトルまたはグル

ープ１０／００～５０／００のタイトルに記載されている目

的に特に適合しているとき[8] 

―例えば，指針の第９６項に記載の規定を適用することなどに

より，システムまたは方法をＩＰＣの他の箇所に分類できない

とき[8] 

このようなシステムまたは方法をグループ９０／００に分類

するとき，この分類が，検索の際に有用であろうそのシステム

または方法の応用に関する情報を提供していれば，このグルー

プまたは他のサブクラスの最も密接に関連したグループに付

加的に分類してもよい。このような非義務的分類は，“付加情

報”として表示しなければならない。[8] 

（２）グループ１０／００～４０／００に分類するとき，特定

の業種に特に適合したシステムまたは方法であって，その適合

が新規かつ非自明であると判断されるものはグループ５０／

００にも分類しなければならない。[8] 

（３）このサブクラスにおいては，ファーストプレイス優先ル

ールが適用される。すなわち，各階層レベルにおいて最初の適

切な箇所に分類する。[8] 

10/00 管理，例．オフィスオートメーションまた

は予約；経営，例．人的資源またはプロジ

ェクトの管理[8] 

20/00 支払のためのスキーム，アーキテクチャ，

またはプロトコル（支払取引を実施するま

たは記帳するための装置Ｇ０７Ｆ７／０８，

Ｇ０７Ｆ１９／００；電子金銭登録機Ｇ０

７Ｇ１／１２）[8] 

注 

このグループは以下を包含する：[8] 

―商人，銀行，ユーザー，時に第三者間での支払いにおける処

理を含むプロトコルまたはスキーム；この処理には，すべての

当事者の確認及び認証が含まれる。[8] 

30/00 商取引，例．マーケティング，買物，請求，

競売又は電子商取引[8] 

40/00 金融，例．銀行業務，投資又は税の処理；

保険，例．リスク分析又は年金[8] 

50/00 特定の業種，例．医療，公益事業，観光業

または法律業，に特に適合したシステムま

たは方法[8] 

90/00 格別なデータ処理を伴わない，管理目的，

商用目的，金融目的，経営目的，監督目的

又は予測目的に特に適合したデータ処理シ

ステムまたは方法[8] 

99/00 このサブクラスの他のグループに分類され

ない主題事項[8]
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G06T イメージデータ処理または発生一般
（特定の用途に特に適合するもの，関連のサブ

クラス，例．Ｇ０１Ｃ，Ｇ０６Ｋ，Ｇ０９Ｇ，

Ｈ０４Ｎを参照）[6,8] 

注 

（１）このサブクラスは以下のものを包含する：[6] 

―幾何学的に対象物のモデリングを行う装置。最終的に得られ

たモデルがその対象物のイメージの表示に使用されるもので

あるか，他の目的，例えばモデルに対応する物の製造に用いら

れるようなものであるか，といった用途は問わない。；[6] 

―対象物のイメージの幾何学的属性を分析するための装置[6] 

（２）このサブクラスは以下のものを包含しない：[6] 

―サブクラスＧ０１Ｃに包含される写真測量または映像測

量；[8] 

―印刷もしくは記載した文字の読み取りもしくは認識，または

パターン，例．指紋，の認識，これらはサブクラスＧ０６Ｋに

包含する；[6] 

―複数のビューポートを用いた表示をできるようにするため

のイメージデータの変更，これはサブクラスＧ０９Ｇに包含す

る；[6] 

―可視的表示器のための関数発生回路，これはサブクラスＧ０

９Ｇに包含する；[6] 

―画像通信における文書または類似のものの走査，これはサブ

クラスＨ０４Ｎに包含する。[6] 

サブクラス内の索引 

汎用イメージデータ処理 ........................... 1/00 

イメージの平面における幾何学的イメージ変換 ....... 3/00 

イメージの強調または復元 ......................... 5/00 

イメージ分析 ..................................... 7/00 

イメージ符号化 ................................... 9/00 

二次元（２Ｄ）イメージの発生 .................... 11/00 

二次元（２Ｄ）イメージにおけるアニメーション効果 13/00 

三次元（３Ｄ）イメージレンダリング .............. 15/00 

三次元（３Ｄ）モデリング ........................ 17/00 

 

1/00 汎用イメージデータ処理[6] 

1/20 ・プロセッサアーキテクチャ；プロセッサ

構成，例．パイプライン（プログラム記

憶式汎用計算機のアーキテクチャＧ０６

Ｆ１５／７６）[6] 

1/40 ・・ニューラルネットワーク[6] 

1/60 ・メモリ管理[6] 

3/00 イメージの平面における幾何学的イメージ

変換，例．ビットマップからビットマップ

へ異なるイメージを作るもの[6] 

3/20 ・全体のイメージまたはその部分の線形変

換，例．左右への移動[6] 

3/40 ・全体のイメージまたはその部分の拡大縮

小[6] 

3/60 ・全体のイメージまたはその部分の回転[6] 

5/00 イメージの強調または復元，例．ビットマ

ップからビットマップへ類似のイメージを

作るもの[6] 

5/10 ・非空間領域のフィルタリングによるもの

[6] 

5/20 ・ローカルオペレータの使用によるもの[6] 

5/30 ・・浸食または拡張，例．細線化[6] 

5/40 ・ヒストグラム技術の使用によるもの[6] 

5/50 ・二つ以上のイメージの使用によるもの，

例．平均化，減算[6] 

7/00 イメージ分析，例．ビットマップから非ビ

ットマップへ[6] 

7/20 ・動きの分析[6] 

7/40 ・テクスチャの分析[6] 

7/60 ・イメージからの幾何学的属性の分析，例．

面積，重心，周囲長の分析[6] 

9/00 イメージ符号化，例．ビットマップから非

ビットマップへ（圧縮一般Ｈ０３Ｍ；イメ

ージ通信のための圧縮Ｈ０４Ｎ）[6] 

9/20 ・輪郭の符号化，例．エッジの検出を用い

るもの[6] 

9/40 ・ツリー符号化，例．四分木，八分木[6] 

11/00 二次元（２Ｄ）イメージ発生，例．記述か

らビットマップイメージへ[6] 

11/20 ・基本的要素，例．直線，円，チャート，

からのドローイング[6] 

11/40 ・平坦な表面の塗りつぶし，すなわち，色

またはテクスチャの付加[6] 

11/60 ・図とテキストの編集；図またはテキスト

の結合[6] 

11/80 ・手動入力装置，例．マウス，ライトペン，

キーボード上の方向キー，を用いて手描

きでドロー又はペイントされたイメージ

を作成または修正するもの[6] 

13/00 二次元（２Ｄ）イメージにおけるアニメー

ション効果，例．スプライトを用いるもの

[6] 

15/00 三次元（３Ｄ）イメージレンダリング，例．

モデルからビットマップイメージへ[6] 

15/10 ・幾何学的効果[6] 

15/20 ・・透視演算[6] 

15/30 ・・クリッピング[6] 

15/40 ・・隠れた部分の除去[6] 

15/50 ・照明効果，例．シェーディング[6] 

15/60 ・・影付け[6] 

15/70 ・アニメーション効果[6] 

17/00 三次元（３Ｄ）モデリング，例．三次元対

象物のデータ記述[6] 

17/10 ・立体プリミティブ，例．円柱体，立方体，

を用いる構造的立体幾何（ＣＳＧ）[6] 

17/20 ・有限要素の発生，例．ワイヤフレーム曲

面記述[6] 

17/30 ・多項式曲面記述[6] 

17/40 ・三次元イメージの操作，例．ＣＡＤグラ

フィックスワークステーションを用いる
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もの[6] 

17/50 ・地理的なモデル[6]
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G07 チェック装置 

G07B チケット発行機；料金登録機；郵便料
金計器 

サブクラス内の索引 

チケットの印刷発行機；その細部 ......... 1/00,3/00;5/00 

チケットに関する他の装置または方法 

ホルダー；穴あけ器；確認；取消 ........ 7/00;9/00;11/00 

タクシーメーター；料金あるいは使用料を集金する装置

.......................................... 13/00;15/00 

郵便料金計器 .................................... 17/00 

 

1/00 チケットの印刷発行機（印刷機構それ自体

Ｂ４１；デジタル計算機の出力機構Ｇ０６

Ｃ１１／００） 

1/02 ・選択印刷板を用いたもの 

1/04 ・・印刷板が挿入されるもの 

1/06 ・選択印刷板を用いないもの 

1/08 ・持運びのできるもの 

3/00 あらかじめ印刷されたチケットの発行機 

3/02 ・巻状物から発行されるもの 

3/04 ・積み重ねたものから発行されるもの 

5/00 チケット発行機の細部または補助装置（挿

入チケットの確認に関するもの１１／０

２） 

5/02 ・チケットの切離しまたは分離に関するも

の 

5/04 ・発行チケットの記録または登録に関する

もの 

5/06 ・不正な操作の防止に関するもの 

5/08 ・機械の誤動作の回避に関するもの 

5/10 ・・供給チケットが用い尽されたとき指示

するもの 

5/12 ・チケット上に手書ができるようになった

もの 

7/00 チケットに直接手動で接近できるホルダー 

9/00 チケットの穴あけ器（穿孔によってデジタ

ル形式で記録担体にマークするものＧ０６

Ｋ１／０２；穿孔ペンチＢ２６Ｆ１／３６） 

9/02 ・玩具用チケット穴あけ器 

11/00 発行されたチケットを確認または取消する

ための装置[2] 

11/02 ・挿入チケットの確認に関するもの 

11/03 ・・印刷によるもの[2] 

11/05 ・・穿孔によるもの[2] 

11/07 ・・チケットの一部分の分離によるもの[2] 

11/09 ・・・チケットの分離された部分のための

容器と結合したもの（ゴミ容器一般

Ｂ６５Ｆ１／００）[2] 

11/11 ・チケットの取消のためのもの[2] 

13/00 タクシー料金表示器（走行距離の測定Ｇ０

１Ｃ；時間の測定Ｇ０４） 

13/02 ・部品および付属品 

13/04 ・・料金または使用料の状態の指示に関す

るもの 

13/06 ・・動力伝達装置 

13/08 ・・料金変更装置 

13/10 ・・・自動作動装置 

15/00 制御地点における料金，使用料または入場

料の集金に関する装置または機器（コイン

の取扱い機構Ｇ０７Ｄ；代用貨幣またはチ

ケットによって作動される自動販売用また

は賃貸用装置Ｇ０７Ｆ７／００，Ｇ０７Ｆ

１７／００） 

15/02 ・距離とか，時間とかのように変化するも

のを計算するために備えたもの，例．乗

客輸送に関するもの 

15/04 ・・柵，廻り木戸またはこれらに類するも

のを解放するための装置を含むもの

（コインで解放する廻り木戸一般Ｇ０

７Ｃ９／００） 

17/00 郵便料金計器（印刷機構Ｂ４１） 

17/02 ・計算または計数手段をもつもの 

17/04 ・誤った使用を回避する手段をもつもの
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G07C 時間または出席者の登録；機械の稼働
の登録または表示；乱数の発生；投票
またはくじ引き装置；他の箇所に分類
されないチェックのための配列，方式
または装置（個人の識別，例．指紋，足紋Ａ

６１Ｂ５／１１７；測定のための指示または記

録装置一般，類似の装置で，核装置への入力が

被測定変量でないもの，例．手動操作のものＧ

０１Ｄ；時計の機構Ｇ０４Ｂ，Ｇ０４Ｃ；時間

間隔の測定Ｇ０４Ｆ；計数機構それ自体Ｇ０６

Ｍ） 

サブクラス内の索引 

出来事の時間，または経過時間の登録 ............... 1/00 

機械の稼動の登録；乗物の；それらの細部 . 3/00;5/00;7/00 

個々の入出の登録 ................................. 9/00 

他の箇所に分類されないチェック装置 .............. 11/00 

投票機；不定数発生具，くじ引き機 .......... 13/00;15/00 

 

1/00 出来事の時間または経過時間の登録，表示

または記録，例．勤労者のタイムレコーダ

ー（機械または乗物の稼動の登録または表

示３／００，５／００） 

注 

サブグループ１／２０～１／３２は，サブグループ１／０２～

１／１０に優先する。 

1/02 ・他のデータの登録，表示または記録を含

まないもの 

1/04 ・・時間が数字で表示されるもの 

1/06 ・・・個々のカードの使用に適した機器を

もつもの 

1/08 ・・時間により決められた位置に要素，例．

カードまたはテープ，にマークするこ

とによって時間が表示されるもの 

1/10 ・他のデータ，例．識別用記号，の記録，

表示または登録をともなうもの（連続変

化する変量の記録をともなうものＧ０１

Ｄまたはその変量に応じた適当な他のＧ

０１のサブクラス） 

1/12 ・・時間が数字で表示されるもの 

1/14 ・・・個々のカードの使用に適した機器を

もつもの 

1/16 ・・時間により決められた位置に要素，例．

カードまたはテープ，にマークするこ

とによって時間が表示されるもの 

1/18 ・・・個々のカードの使用に適した機器を

もつもの 

1/20 ・巡回時間をチェックするもの，例．夜番 

1/22 ・スポーツまたはゲームと関連するもの 

1/24 ・・競走のタイムレコーダー（競走終了撮

影カメラＧ０３Ｂ４１／００） 

1/26 ・・伝書ばとの計時または同様の装置 

1/28 ・・競技時間の表示 

1/30 ・パーキングメーター（乗物による駆動手

段で乗物の待時間を登録または記録する

もの５／０２；コイン投入のパーキング

メーターＧ０７Ｆ１７／２４） 

1/32 ・時間記録錠（根拠なく錠がはずれたこと

を表示する錠Ｅ０５Ｂ３９／００） 

3/00 乗物でない機械または他の機器の状態また

は稼働を登録または指示するもの（その製

造に付随する試験機器Ｇ０１Ｍ；エンジン

指示器Ｇ０１Ｌ；信号装置そのものおよび

好ましくないまたは正常でない作用状態を

指示するものＧ０８Ｂ） 

3/02 ・稼動または遊び稼動時間のみを登録また

は指示するもの 

3/04 ・・計数手段またはデジタル時計を用いた

もの 

3/06 ・・図形で示されたもの 

3/08 ・稼動または遊び稼動時間を登録しまたは

登録しないで機械の生産を登録または指

示するもの 

3/10 ・・計数手段を用いたもの 

3/12 ・・図形で示されたもの 

3/14 ・品質管理方法 

5/00 乗物の稼動を登録または指示するもの（走

行距離または速度および距離の両者の計測

に関するものＧ０１Ｃ；エンジン表示器Ｇ

０１Ｌ；速度または加速の測定装置Ｇ０１

Ｐ；料金表示器の部分を形成する装置Ｇ０

７Ｂ） 

5/02 ・運転，実稼動，遊び稼動または待時間の

みを登録または記録するもの 

5/04 ・・計数手段またはデジタル時計を用いた

もの 

5/06 ・・図形で示されたもの 

5/08 ・運転，実稼動，遊び稼動または待時間を

登録し，または登録しないで運転，実稼

動，遊び稼動または待時間とは別な遂行

データーを登録または記録するもの 

5/10 ・・計数手段またはデジタル時計を用いた

もの 

5/12 ・・図形で示されたもの 

7/00 グループ３／００および５／００の登録ま

たは指示機器に共通する細部または付属品 

9/00 個々の入出の登録 

9/02 ・登録手段をもつ廻り木戸（コイン解放機

構Ｇ０７Ｆ） 

11/00 チェック，例．状態の発生，に関する装置

配置，システムまたは装置であって，他の

箇所に分類されないもの（数合せカードま

たはビンゴゲームをチェックするためのも

のＡ６３Ｆ３／０６；信号または警報装置

Ｇ０８Ｂ） 

13/00 投票機 

13/02 ・投票箱 
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15/00 不定数発生具；くじ引き機（不定数または

疑似不定数を発生させるデジタルコンピュ

ータＧ０６Ｆ７／５８；不定間隔で電気的

パルスを発生させることによるものＨ０３

Ｋ３／８４）[3]
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G07D 選別，検査，両替，引出しまたはその
他コインの取扱い；紙幣の検査または
交換；証券，債券または類似の有価証
券の検査（選別一般Ｂ０７Ｃ）[2] 

注 

このサブグラスにおいては，下記の用語は以下に示す意味で用

いる： 

―“コイン”とは代用貨幣または類似のものをも包含する。 

９／００ 

1/00 コイン投出装置 

1/02 ・小銭を支払うもの（コインの作動機構一

般Ｇ０７Ｆ） 

1/04 ・・挿入金額と等しい金額の小銭を支払う

もの 

1/06 ・・支払金額と請求金額との差額を支払う

もの 

1/08 ・・手動のもの 

3/00 貨幣を混在したものから貨幣単位に分離す

る装置（コインの重量によって選別するも

のＧ０１Ｇ）[1,7] 

3/02 ・貨幣単位別に設けた孔によって選別する

もの 

3/04 ・・傾斜したレール上に並べたもの 

3/06 ・・円形通路に沿って並べたもの 

3/08 ・・螺線上に並べたもの 

3/10 ・・連続して並べられたふるいによるもの 

3/12 ・段を設けた転向装置により選別するもの 

3/14 ・コイン感知要素の制御のもとに駆動され

るもの 

3/16 ・コイン計数装置と結合したもの 

5/00 コインが同一であることまたは真正である

ことを決定するために特に適合した検査，

例．貨幣として受け入れられないまたは性

質を異にするコインを分離するもの（貨幣

の混在したものから貨幣単位に分離する装

置３／００）[1,7] 

注 

グループ５／０２から５／１０においては，相反する指示がな

い限り，最後の適切な箇所に分類する。[3] 

5/02 ・寸法，例．厚さ，径，を検査するもの；

変形を検査するもの[3] 

5/04 ・重量を検査するもの[3] 

5/06 ・堅さまたは弾力性を検査するもの[3] 

5/08 ・磁気的または電気的性質を検査するもの

[3] 

5/10 ・へり，例．へりのぎざぎざを検査するも

の[3] 

7/00 紙幣，証券，債券または類似の有価証券の

本物か否かの検査（記録担体上の記録マー

クの正しさを検査する方法または装置Ｇ０

６Ｋ５／００）[2] 

注 

グループ７／１６～７／２０は，グループ７／０２～７／１４

に優先する。[7] 

7/02 ・電気的手段によるもの（７／０４，７／

０６が優先）[7] 

7/04 ・磁性を利用した手段によるもの，例．磁

気による刻印の検出[7] 

7/06 ・波または粒子の照射によるもの[7] 

7/08 ・・音波[7] 

7/10 ・・マイクロ波[7] 

7/12 ・・可視光線，赤外線，または紫外線の照

射[7] 

7/14 ・化学的手段によるもの[7] 

7/16 ・寸法の検査をするもの[7] 

7/18 ・硬度の検査をするもの[7] 

7/20 ・描かれている模様の検査をするもの[7] 

9/00 グループ１／００～５／００，１１／００

または１３／００に分類されない，コイン

の取扱いを補助するための装置（紙幣に関

するものＢ６５Ｈ）；コインの計数装置（重

量による計数Ｇ０１Ｇ；紙幣の計数Ｇ０６

Ｍ） 

9/02 ・つり銭皿 

9/04 ・コインの計数装置として手動またはモー

ター駆動のもの（計数機構一般Ｇ０６Ｍ） 

9/06 ・支持台上にコインを積み重ね，その他並

べる装置，例．コインの計数に使用する

穴あき板 

11/00 コインまたは紙幣を受け入れる装置，例．

預金機（コイン解放装置または類似装置Ｇ

０７Ｆ，例．完全バンキングシステムＧ０

７Ｆ１９／００）[5] 

13/00 グループ１／００から１１／００までの単

一のグループに分類されない組み合わせに

特徴づけられるコインまたは紙幣の取扱い

（コイン解放装置または類似装置と結合し

たコインまたは紙幣の取り扱いＧ０７Ｆ）

[5]
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G07F コイン解放装置または類似装置（コイン

選別Ｇ０７Ｄ３／００；コイン検査Ｇ０７Ｄ５

／００）[1,7] 

注 

（１）このサブクラスには，コイン作動機構を含むかまたはこ

れと結合された装置の構造または細部であっても，コイン作動

機構とともに使用されるために特に適合されていないかまた

は変形されていなければ，その装置の構造または細部は包含さ

れない。そのような構造または細部は特定の装置に対応するサ

ブクラスに包含される。 

（２）このサブグラスにおいては，下記の用語は以下に示す意

味で用いる； 

―“コイン”とは，代用貨幣または類似のものをも包含する。 

サブクラス内の索引 

一般的装置または機構 

コインの挿入；コインの作動；その他 ..... 1/00;5/00;7/00 

応用に特徴をもつ装置 

送出；計量；賃貸 .............. 11/00,13/00;15/00;17/00 

完全バンキングシステム .......................... 19/00 

装置の特別な種類または型に特定されない部品 ....... 9/00 

 

1/00 コイン挿入装置；コイン解放機構の作用に

特に適したコイン（コイン一般Ａ４４Ｃ） 

1/02 ・コインの投入口 

1/04 ・コインの軌道 

1/06 ・コイン解放機構の作用に特に適したコイ

ン 

5/00 コイン作動機構；インターロック 

5/02 ・コインによって機械的に作動されるもの，

例．１個のコインによるもの 

5/04 ・・各操作に対し２個以上の同一種類のコ

インを必要とするもの 

5/06 ・・各操作に対し２個以上の異なった種類

のコインを必要とするもの 

5/08 ・・各操作に対し２個以上のコインまたは

それと同等の１個のコインを随意使用

できるもの；各操作に対し２個以上の

コインまたは他の同等のコインの結合

を随意使用できるもの 

5/10 ・コインによって電気的に作動されるもの，

例．１個のコインによるもの 

5/12 ・・各操作に対し２個以上の同一種類のコ

インを必要とするもの 

5/14 ・・各操作に対し２個以上の異なった種類

のコインを必要とするもの 

5/16 ・・各操作に対し２個以上のコインもしく

はそれと同等の１個のコインを随意使

用できるもの；各操作に対し２個以上

のコインまたは他の同等のコインの結

合を随意使用できるもの 

5/18 ・一つの場所から数個のコイン解放装置を

制御するのに特に適したもの（インター

ロック５／２６） 

5/20 ・信用貸としてコインの登録に特に適した

もの，例．機械的に作動されるもの 

5/22 ・・電気的に作動されるもの 

5/24 ・釣銭払出手段をもつもの（釣銭払出機構

それ自体Ｇ０７Ｄ） 

5/26 ・インターロック，例．使用するものとは

別の仕切ドアーをロックしたもの 

7/00 自動販売用，賃貸用，コインまたは紙幣分

配用もしくは払戻し用装置を解放または作

動するためにコイン以外の物によって作動

される機構（完全バンキングシステム１９

／００；コイン解放装置または類似装置を

除くコインまたは紙幣の取扱いＧ０７Ｄ）

[2] 

7/02 ・鍵または他の信用ある登録装置によるも

の（符号化された身分証明書とともに用

いる符号化信号を発生させるためのもの

７／１０）[2] 

7/04 ・紙幣によるもの 

7/06 ・返却しうる容器，例．びん，によるもの 

7/08 ・ＩＤカードまたはクレジットカードによ

るもの[2] 

7/10 ・・符号化された信号をともなうもの[2] 

7/12 ・・カード照合[5] 

9/00 装置の特別な種類または型に特定されない

細部（コインの挿入装置１／００；コイン

作動機構，コインの検査装置３／００；コ

イン作動機構，連動機構５／００） 

9/02 ・警報または表示装置，例．売切れのとき，

コイン解放装置の広告装置（計量される

流体の中断を表示する警報または警告装

置１５／１０） 

9/04 ・余剰または使用しないコインの返却手段 

9/06 ・コインボックス 

9/08 ・挿入されたコインの総額の計数積算 

9/10 ・筐体，例．加熱または冷却手段をもつも

の 

11/00 別個の品物を送出するコイン解放装置また

は同様なもの 

11/02 ・マガジンが動かないものからなるもの 

11/04 ・・マガジン内に他の品物の上に垂直に貯

えられているもの 

11/06 ・・・枢着されているフラップまたは棚上

に個々に支持されているもの 

11/08 ・・・２個の支柱の間に互い違いの関係に

並べられたもの 

11/10 ・・・共通の取出し用の軌道をもった２個

以上のマガジン 

11/12 ・・・貯えの積み重ねを自動的に変える手

段をもつもの 

11/14 ・・・一番上の取出しができるように積載

物を引き上げる手段をもつもの 

11/16 ・・・取出し手段 

11/18 ・・・・奥まった位置に待機する引出し 
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11/20 ・・・・直接手で作動される押し手 

11/22 ・・・・間接に手で作動される押し手，例．

クランクまたはレバーを介したも

の 

11/24 ・・・・回転または揺動部材 

11/26 ・・・・エンドレスバンド 

11/28 ・・マガジンが傾斜しているもの 

11/30 ・・・各々独立した取出し装置をもつ２個

以上のマガジン 

11/32 ・・・共通の取出し軌道をもつ２個以上の

マガジン 

11/34 ・・マガジンがジグザグ形をしているもの 

11/36 ・・マガジンがヘリカル形かまたはスパイ

ラル形をしているもの 

11/38 ・・マガジンが水平なもの 

11/40 ・・・品物が手動手段によって取り出され

るもの 

11/42 ・・・品物がモーター駆動手段によって取

り出されるもの 

11/44 ・・マガジン内に品物がばらのままで貯え

られているもの 

11/46 ・移動できる貯蔵容器または支持体からな

るもの 

11/48 ・・枢着された貯蔵容器または支持体，例．

マガジン（品物がマガジン内の枢着さ

れたフラップまたは棚に支持されてい

るもの１１／０６） 

11/50 ・・貯蔵容器または支持体が回転自在に支

持されたもの 

11/52 ・・・水平軸のまわりに回転するもの 

11/54 ・・・垂直軸のまわりに回転するもの 

11/56 ・・・・貯蔵容器または支持体が回転と軸

方向の移動とをするもの 

11/58 ・・品物がエンドレスベルトまたは同様の

コンベアの上に（またはよって）支持

されたもの 

11/60 ・・貯蔵容器または支持体が直線状に移動

するもの（エンドレスベルトまたは同

様なコンベア１１／５８） 

11/62 ・固定した容器内の仕切り室内に品物が貯

められたもの 

11/64 ・静止した支持体から品物が個別に吊り下

げられたもの 

11/66 ・品物がかたまりから切断されて送出され

るもの 

11/68 ・細長い片またはシーツから品物が裂かれ

または分離されるもの 

11/70 ・品物が装置内で成分，半加工品または原

材料から作成されるもの 

11/72 ・補助装置，例．葉巻タバコの火つけ，び

んの蓋あけ 

13/00 流体，半液体または粒状物の貯蔵所からの

送出を制御するためのコイン解放装置 

13/02 ・体積によるもの 

13/04 ・重量によるもの 

13/06 ・異なった液体，または物質，またはこれ

らの混合物を選択的に送出するもの 

13/08 ・噴霧式のもの 

13/10 ・容器と組み合って送出されるもの，例．

コップその他の物品（ばらばらの品物そ

のものの送出１１／００） 

15/00 液体，気体または電気の計量制御された送

出に関するコイン解放装置（料金計量装置

一般Ｇ０１Ｄ４／００） 

15/02 ・コイン挿入後手によって分量機構が働か

されるもの 

15/04 ・コイン挿入によって自動的に分量機構が

働かされるもの 

15/06 ・基本料金，例．計器の使用料，の先払い

手段をもつもの 

15/08 ・料金変更または価格変更に対する手段を

もつもの 

15/10 ・警報または警告装置をもつもの，例．供

給の中断を知らせるもの 

15/12 ・計量が時間により行われるもの 

17/00 物品の賃貸用コイン解放装置；コイン解放

設備または施設（先払い電話方式Ｈ０４Ｍ

１７／００；ジュークボックスＧ０３Ｂ） 

17/02 ・光学装置，例．望遠鏡，に関するもの 

17/04 ・体重，身長，力などの人体測定機に関す

るもの 

17/06 ・空気入れに関するもの 

17/08 ・椅子または足台に関するもの 

17/10 ・一時的に放置する所有物の安全保管のた

めの手段に関するもの，例．所有物の締

付具 

17/12 ・・錠のかかる容器を含むもの，例．洗濯

衣類の引受けに関するもの 

17/14 ・扉の締付けに関するもの（安全保管のた

めの容器に関するもの１７／１２）；廻り

木戸に関するもの 

17/16 ・広告，通知，絵画またはこれと同様のも

のの展示装置に関するもの 

17/18 ・身体の洗じょうまたは乾燥に関するもの 

17/20 ・物品，例．衣類，車，の洗じょうまたは

乾燥に関するもの 

17/22 ・長靴または短靴のクリーニングと磨きに

関するもの 

17/24 ・パーキングメーターに関するもの（駐車

時間を点検するための装置Ｇ０７Ｃ１／

３０） 

17/26 ・印刷，スタンプ，署名，タイプまたはテ

レ印刷装置に関するもの（チケット印刷

機またはこれと同様の装置１７／４２） 

17/28 ・ラジオ器具に関するもの（テレビジョン

予約方式に関するものＨ０４Ｎ７／１

６） 

17/30 ・楽器に関するもの（録音または録音再生
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機Ｇ１１Ｂ） 

17/32 ・ゲーム用具，玩具，スポーツ用具，また

は娯楽用具に関するもの 

17/34 ・・移動部材の停止によるもの，例．スロ

ットマシン 

17/36 ・・年令，性格，運命をつげる機器 

17/38 ・・球技用具；射撃用具 

17/40 ・注文，広告またはこれと同様のものを受

ける装置に関するもの 

17/42 ・チケット印刷機または同様な装置に関す

るもの 

19/00 完全バンキングシステム；現金または類似

のものの支払いまたは受け取り，かつその

ような取り引きを現存する口座に記帳する

ために適合されたコード付カード解放装置，

例．ＡＴＭ（現金自動取引機）（コイン以外

のもので作動される機構一般７／００；銀

行経理業務のためのデータ処理装置Ｇ０６

Ｆ１７／６０，Ｇ０６Ｆ１９／００；コイ

ン解放装置または類似装置を除くコインま

たは紙幣の取り扱いＧ０７Ｄ）[5]



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｇ０７Ｇ 

 

G07G - 1 

国際特許分類 第８版 (2006.01 発行) 

G07G 現金，貴重品または名目貨幣の受取の
登録（デジタル計算一般Ｇ０６Ｃ，Ｇ０６Ｆ）

[4] 

1/00 金銭登録機（警報機３／００） 

1/01 ・指示のための細部（情報の表示一般Ｇ０

９Ｆ，Ｇ０９Ｇ）[4] 

1/06 ・・支払い金額を記入するための装置をも

つもの[4] 

1/08 ・・入金額を表示する回転ドラムをもつも

の[4] 

1/10 ・機械的に操作されるもの[4] 

1/12 ・電子的に操作されるもの（デジタルデー

タ処理観点Ｇ０６Ｆ１７／６０）[4] 

1/14 ・・中央処理ユニットと協動する１または

複数の遠方局を含む方式（データの伝

送一般Ｈ０４Ｌ；主局からサブステー

ションを選択的に呼び出す遠隔測定方

式Ｈ０４Ｑ９／００）[4] 

3/00 警報機，例．ベル 

5/00 受取発行機（受取を発行する金銭登録機１

／００）
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G08 信号（指示または表示装置それ自体Ｇ０９

Ｆ；画像の伝送Ｈ０４Ｎ） 

G08B 信号または呼出し装置；指令発信装
置；警報装置（車両上の信号装置Ｂ６０Ｑ，

Ｂ６２Ｄ４１／００；鉄道信号方式または装置

Ｂ６１Ｌ；二輪車の信号装置Ｂ６２Ｊ３／００，

Ｂ６２Ｊ６／００；金庫または警報装置を有す

る保管室Ｅ０５Ｇ；鉱山における信号または警

報装置Ｅ２１Ｆ１７／１８；感応測定素子はＧ

０１の適当なサブクラスを参照；交通制御方式

Ｇ０８Ｇ；可視指示手段Ｇ０９；音響発生装置

Ｇ１０；無線または近接呼出し方式Ｈ０４Ｂ５

／００，Ｈ０４Ｂ７／００；選択装置Ｈ０４Ｑ

７／００，Ｈ０４Ｑ９／００；スピーカ，マイ

クロホン，蓄音機ピックアップまたは類似の音

響電気機械変換器Ｈ０４Ｒ） 

注 

（１）このサブクラスは，盗みまたはそれと同様な行為を検知

するかまたは上記行為を不可能にするための手段をも包含す

る。 

（２）このサブクラスは以下のものを包含しない： 

―測定装置または開閉装置のたんなる可聴または可視信号装

置にすぎない設備； 

―特定の変量が予定値を超えたかまたはその値以下になった

ことを指示するための警報装置，ただしこれは，この変量の測

定のためのＧ０１の関連サブクラスに包含される； 

―特定のプロセスまたは種々の形式の機械または装置のため

の警報，ただしこれはそのプロセス，機械または装置のための

関連サブクラスに包含される。 

（３）このサブクラスにおいては，下記の用語は以下に示す意

味で用いる： 

―“装置”とは，それに特有な装置を包含しうるものである。 

サブクラス内の索引 

信号装置および呼出し装置一般 

信号の伝送によって特徴づけられたもの ............. 1/00 

表示の性質に特徴があるもの：可聴；可視；可触；組合せ

.................................. 3/00;5/00;6/00;7/00 

指令発信装置 ..................................... 9/00 

警報システム 

不特定の状態に応答するもの ...................... 23/00 

２つ以上の異なる状態に応答するもの .............. 19/00 

１つの特定の状態に応答するもの：潜入；火災；その他

.............................. 13/00,15/00;17/00;21/00 

中 央 局 か ら ま た は 中 央 局 へ の 伝 送 を 行 な う も の

.................................... 25/00,26/00,27/00 

予報警報システム ................................ 31/00 

試験，監視 ...................................... 29/00 

 

1/00 信号の伝送形態のみを特徴とする信号装置 

1/02 ・機械的伝送手段のみを用いるもの 

1/04 ・液圧式伝送手段を用いるもの；空気式伝

送手段を用いるもの 

1/06 ・・液圧式 

1/08 ・電気的伝送手段を用いるもの 

3/00 可聴信号手段または装置；可聴個人呼出し

手段または装置（時間信号の音響表示Ｇ０

４Ｂ２１／００，Ｇ０４Ｃ２１／００） 

3/02 ・機械的伝送手段のみを用いるもの 

3/06 ・液圧式伝送手段を用いるもの；空気式伝

送手段を用いるもの 

3/10 ・電気的伝送手段を用いるもの；電磁的伝

送手段を用いるもの 

3/14 ・爆薬を用いるもの 

5/00 可視信号手段または装置，例．個人呼出し

手段または装置，座席占有状態の遠隔表示

（時間信号の表示Ｇ０４Ｂ１９／００，Ｇ

０４Ｃ１７／００，Ｇ０４Ｃ１９／００，

Ｇ０４Ｇ９／００；数字記号情報の表示Ｇ

０９Ｆ；旗，標識Ｇ０９Ｆ） 

5/02 ・機械的伝送手段のみを用いるもの 

5/06 ・液圧式伝送手段を用いるもの；空気式伝

送手段を用いるもの 

5/14 ・・軸の周りに移動する表示要素，例．蝶

番で止められた板，回転板，をもつも

の 

5/16 ・・・表示要素を復帰させるために独立の

動作を必要とするリセット手段をも

つもの 

5/18 ・・直線的に移動する表示要素をもつもの 

5/20 ・・・表示要素を復帰させるために独立の

動作を必要とするリセット手段をも

つもの 

5/22 ・電気的伝送手段を用いるもの；電磁的伝

送手段を用いるもの 

5/24 ・・軸の周りに移動する表示要素，例．蝶

番で止められた板，回転板，をもつも

の 

5/26 ・・・表示要素を復帰させるために独立し

た動作を必要とするリセット手段を

もつもの 

5/28 ・・・蝶番で止められた板または腕木を有

するもの 

5/30 ・・・回転または振動部材，例．翼板，を

有するもの 

5/32 ・・直線的に移動する表示要素をもつもの 

5/34 ・・・表示要素を復帰するために独立した

動作を必要とするリセット手段をも

つもの 

5/36 ・・可視光源を用いるもの 

5/38 ・・・閃光する光を用いるもの 

5/40 ・煙，火または着色ガスを用いるもの（航

空機などからの煙などによって空中に文

字または模様を描くものＧ０９Ｆ２１／

１６） 

6/00 可触信号装置，例．個人呼出し装置（触覚
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による時間の表示Ｇ０４Ｂ２５／０２；補

聴器Ｈ０４Ｒ２５／００）[6] 

7/00 グループ３／００～６／００の２以上によ

る信号装置（耳で聞く広告と表示装置との

結合Ｇ０９Ｆ２７／００）；グループ３／０

０～６／００の２以上による個人呼出し装

置 

7/02 ・機械的伝送手段を用いるもの 

7/04 ・液圧式伝送手段を用いるもの；空気式伝

送手段を用いるもの 

7/06 ・電気的伝送手段を用いるもの 

7/08 ・爆薬を用いるもの 

9/00 指令発信装置，すなわち使用者の判断で，

内容のちがう有限数の指令のうちの１つを

伝達するための手段，例．船のブリッジか

らエンジン室への指令（鉱山における信号

装置Ｅ２１Ｆ１７／１８） 

9/02 ・細部 

9/04 ・・装置の動作を記録するための装置 

9/06 ・・あたえられた指令と遂行された動作の

間の不一致を表示するための手段 

9/08 ・機械的なもの 

9/10 ・・ラチェットを用いるもの 

9/12 ・・回転軸を用いるもの 

9/14 ・液圧式のもの；空気式のもの 

9/16 ・・ラチェットを用いるもの 

9/18 ・・流体の押出量を変化させることによる

もの 

9/20 ・・流体圧を変化させることによるもの 

13/00 夜盗，泥棒または潜入者に対する警報（車

輛盗難警報Ｂ６０Ｒ２５／１０；自転車盗

難警報Ｂ６２Ｈ５／００） 

13/02 ・機械的に動作するもの 

13/04 ・・ガラス破壊によるもの 

13/06 ・・施錠装置に対する不当な扱いによるも

の（警報錠Ｅ０５Ｂ４５／００，金庫

の警報装置Ｅ０５Ｇ１／１０） 

13/08 ・・扉，窓，引出し，シャッタ，カーテン，

ブラインドなどの開放によるもの 

13/10 ・・床，床カバー，階段踏板，カウンター，

または金銭入れなどに加えられる外力

によるもの 

13/12 ・・引張った線の切断または障害によるも

の 

13/14 ・・手で持運び可能な物品を持上げまたは

移動することによるもの 

13/16 ・空気または他の流体中の物理的振動との

干渉によって動作するもの 

13/18 ・熱，光または短波長の輻射線との干渉に

よって作動するもの；熱源，光源または

短波長の輻射線源への侵入によって動作

するもの 

13/181 ・・能動型輻射線検出装置を用いるもの[5] 

13/183 ・・・輻射線の遮断または障壁によるもの

（光障壁Ｇ０１Ｖ８／１０）[5] 

13/184 ・・・・輻射線反射器を用いるもの[5] 

13/186 ・・・・ライトガイドを用いるもの，例．

光ファイバ[5] 

13/187 ・・・輻射線領域の干渉に用いるもの[5] 

13/189 ・・受動型輻射線検出装置を用いるもの[5] 

13/19 ・・・赤外線検出装置を用いるもの[5] 

13/191 ・・・・焦電型検知手段を用いるもの[5] 

13/193 ・・・・焦点調節手段を用いるもの[5] 

13/194 ・・・画像比較装置を用いるもの[5] 

13/196 ・・・・テレビジョンカメラを用いるもの

[5] 

13/20 ・流体圧の変化により動作するもの 

13/22 ・電気的に動作するもの 

13/24 ・・電磁場の分布を妨害することにより動

作するもの 

13/26 ・・潜入者の接近によって生じる回路のキ

ャパシタンスまたはインダクタンスの

変化を利用するもの 

15/00 夜盗，泥棒または潜入者を検知するもの，

威嚇するもの，またはその行為をできなく

するもの，例．爆薬などによるもの（金庫

用盗難よけＥ０５Ｇ５／０２） 

15/02 ・煙，ガス，または着色あるいはにおいの

ついた粉末または液体を用いるもの 

17/00 火災警報；爆発に応答する警報（熱応動要

素Ｇ０１Ｋ） 

17/02 ・警報を機械的に動作するもの，例．線を

切断することによるもの 

17/04 ・警報を液圧または空気でもって動作する

もの，例．流体圧の変化によるもの 

17/06 ・警報を電気的に動作するもの，例．熱応

動開閉器を用いるもの（電気的熱応動開

閉器それ自体Ｈ０１Ｈ３７／００） 

17/08 ・爆発的手段の使用を伴って動作するもの 

17/10 ・煙またはガスの存在によって動作するも

の 

17/103 ・・光の発光受光装置を用いるもの[5] 

17/107 ・・・煙による光の散乱を検出するための

もの[5] 

17/11 ・・煙またはガスを検出するための電離箱

を使用するもの（イオン化効果を利用

する真空計測器Ｇ０１Ｌ２１／３０；

イオン化調査によるガス分析Ｇ０１Ｎ

２７／６２）[5] 

17/113 ・・・構造細部（導入されたガスの圧力を

測定するための放電管，またはガス

の存在を検出するための放電管，一

般Ｈ０１Ｊ４１／０２）[5] 

17/117 ・・火災により生成する特定のガス，例．

燃焼生成物，の検出装置を用いるもの

（１７／１０３，１７／１１が優先；

ガスの調査または分析一般Ｇ０１Ｎ，

例．電気的手段を使用するものＧ０１
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Ｎ２７／００）[5] 

17/12 ・輻射線または粒子，例．赤外線またはイ

オン，の存在によって動作するもの 

19/00 ２つ以上の異なる好ましくないまたは異常

な状態，例．盗難と火災，異常温度および

流量の異常変化，に応答する警報 

19/02 ・氷の形成または予想される氷の形成に応

答する警報（天候状態の指示Ｇ０１Ｗ１

／００） 

21/00 単一の特定された好ましくない，または異

常な状態に応答す警報であって，他に分類

されないもの 

21/02 ・人の安全確認のための警報[7] 

21/04 ・・動きの無いことによるもの，例．老人

（２１／０６が優先）[7] 

21/06 ・・睡眠状態を示すもの，例．居眠りに対

する警報（運転不可能であることに反

応する自動車制御用安全装置はＢ６０

Ｋ２８／０６）[7] 

21/08 ・・水中における人の存在によるもの，例．

スイミングプール；池，海などの異常

状態を検知するもの[7] 

21/10 ・・災害の発生によるもの，例．竜巻，地

震（地震学Ｇ０１Ｖ１／００；天候表

示Ｇ０１Ｗ１／００）[7] 

21/12 ・・物質の望ましくない拡散によるもの，

例．汚染警報（パイプラインに関する

警報Ｆ１７Ｄ３／０１）[7] 

21/14 ・・・有毒ガス警報（２１／１６が優先）

[7] 

21/16 ・・・可燃性ガス警報[7] 

21/18 ・状態警報（２１／０２が優先）[7] 

21/20 ・・湿気によるもの[7] 

21/22 ・・人の在不在によるもの[7] 

21/24 ・・注意換気する警報，例．遺失注意警報

（鞄遺失防止装置もしくはそれに類す

るものＡ４５Ｃ１３／２４）[7] 

23/00 不特定の好ましくないまたは異常状態に応

答する警報 

25/00 警報状態の所在を中央局に通報する警報シ

ステム，例．火災または警察通信システム 

25/01 ・伝達媒体によって特徴づけられるもの[5] 

25/04 ・・専用の信号回線を用いるもの，例．閉

ループ状のもの[5] 

25/06 ・・送電線を用いるもの（配電線経由の情

報の伝送方式一般Ｈ０４Ｂ３／５４）

[5] 

25/08 ・・通信回線を用いるもの（警報システム

と結合した電話通信方式Ｈ０４Ｍ１１

／０４）[5] 

25/10 ・・無線伝送システムを使用するもの[5] 

25/12 ・災害警報伝送装置が人的に作動されるも

の[5] 

25/14 ・中央警報受信装置または報知装置[5] 

26/00 複数の子局が中央局によって順次質問され

ていく警報システム 

27/00 警報状態を中央局から複数の子局に通報す

る警報システム 

29/00 信号または警報システムの点検または監

視；動作中の誤りの防止または修正，例．

誤動作の防止 

29/02 ・信号または警報システムを連続的に監視

するもの[5] 

29/04 ・・検出回路を監視するもの[5] 

29/06 ・・回線回路を監視するもの，例．回線の

故障の通報（ケーブルまたは回線の故

障試験または故障箇所の検出一般Ｇ０

１Ｒ３１／０２，３１／０８）[5] 

29/08 ・・・回線回路への妨害を通報するもの[5] 

29/10 ・・報知回路を監視するもの[5] 

29/12 ・信号または警報システムを間欠的に点検

するもの[5] 

29/14 ・・検出回路を点検するもの[5] 

29/16 ・信号または警報システムの保障，例．冗

長システム[5] 

29/18 ・動作の誤りの防止または修正（２９／０

２，２９／１２が優先）[5] 

29/20 ・・較正，自動修正装置を含む[5] 

29/22 ・・・手動較正のための設備，例．試験の

ための入力または出力設備；測定を

可能とするために間欠的な値を保持

するもの[5] 

29/24 ・・・自動較正，例．環境の影響または構

成部品の老化を補償するもの[5] 

29/26 ・・・・参照する基準値を更新することに

よるもの[5] 

29/28 ・・・・増幅器の利得を変えることによる

もの[5] 

31/00 最新のデータを使用した推測または他の計

算による予報警報システム[5]
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G08C 測定値，制御信号または類似信号のた
めの伝送方式（流体圧力伝送方式Ｆ１５Ｂ；

特定の物理的変量のための感知要素は，関連す

るサブクラス，例．Ｇ０１，Ｈ０１を参照；指

示器または記録器は関連するサブクラス，例．

Ｇ０１Ｄ，Ｇ０９Ｆを参照；感知要素の出力を

異なる変量に変換する機械的手段Ｇ０１Ｄ５

／００；自動平衛ブリッジＧ０１Ｌ；位置の制

御一般Ｇ０５Ｄ３／００；機械的制御システム

Ｇ０５Ｇ；“オン／オフ”信号のみを伝送する

ための方式，警報状態を伝送するための方式Ｇ

０８Ｂ；指令電信方式Ｇ０８Ｂ９／００；電気

的パルスの発生Ｈ０３Ｋ；符号化，復号化また

は符号変換一般Ｈ０３Ｍ；デジタル情報の伝送

Ｈ０４Ｌ；１つの局から他の局に対する選択的

呼出しＨ０４Ｑ９／００）[4] 

サブクラス内の索引 

伝送系一般 

電気的；非電気的 .......................... 19/00;23/00 

対象物の位置を伝送する系 ........................ 21/00 

伝送方法に特徴がある装置 

多重化；無線電気的連絡線の使用 ............ 15/00;17/00 

信号の処理 

微分，遅延 ...................................... 13/00 

監視，誤りの防止または修正 ...................... 25/00 

 

13/00 入力信号と出力信号との関係に影響を与え

るための装置，例．微分，遅延（感知要素

の出力を瞬時値を示さない結果を伝える計

測装置へ伝達するものＧ０１Ｄ１／００；

実際値と目標値の比較を伴う位置制御系Ｇ

０５Ｄ３／００；計算一般Ｇ０６） 

13/02 ・２個以上の信号の関数である信号，例．

和，積，を生じるもの 

15/00 共通伝送線路で複数の信号を伝送するため

に多重伝送の使用によって特徴づけられた

装置（多重伝送一般Ｈ０４Ｊ） 

15/02 ・同時に，すなわち周波数分割を用いるも

の 

15/04 ・・信号が搬送波で変調されるもの 

15/06 ・連続的に，すなわち時分割を用いるもの 

15/08 ・・信号が伝送連絡線路において電圧，電

流の振幅であらわされるもの 

15/10 ・・信号が伝送連絡線路において電圧，電

流の周波数または位相であらわされる

もの 

15/12 ・・信号が伝送連絡線路においてパルスの

特性によってあらわされるもの 

17/00 信号伝送のために無線電気的連絡線の使用

によって特徴づけられた装置[6] 

17/02 ・無線連絡線を使用するもの[6] 

17/04 ・磁気的に結合した装置を使用するもの[6] 

17/06 ・容量結合を使用するもの[6] 

19/00 電気的信号伝送方式（１７／００が優先） 

19/02 ・伝送される信号が電流または電圧の大き

さであるもの（１９／３６，１９／３８

が優先） 

19/04 ・・可変抵抗を用いるもの 

19/06 ・・可変インダクタンスを用いるもの 

19/08 ・・・２個のコイルに差動的に影響をあた

えるもの 

19/10 ・・可変容量を用いるもの 

19/12 ・伝送される信号が交流の周波数または位

相であるもの 

19/14 ・・複数の一定周波数を組み合わせて用い

るもの 

19/16 ・伝送がパルスによって行われるもの 

19/18 ・・パルス列中のパルスの数の変化を用い

るもの 

19/20 ・・・回転電気機械，例．ステップ電動機，

に作用するもの 

19/22 ・・各パルスの持続時間の変化を用いるも

の 

19/24 ・・パルスの時間的シフトを用いるもの 

19/26 ・・パルス繰返し周波数の変化を用いるも

の 

19/28 ・・パルス符号を用いるもの 

19/30 ・伝送が複数の導体またはチャンネルから

１つ以上の導体またはチャンネルを選択

することによるもの（１９／３８が優先） 

19/32 ・・１個の導体またはチャンネルを選択す

るもの 

19/34 ・・複数の導体またはチャンネルの組合せ

を選択するもの 

19/36 ・入力信号を変換するために光学的手段を

使用するもの（アナログ／デジタル変換

それ自体Ｈ０３Ｍ１／００） 

19/38 ・回転電気機械を用いるもの（パルスによ

って動作するもの１９／２０；回転電気

機械それ自体Ｈ０２Ｋ） 

19/40 ・・回転子または固定子の一方のみが信号

が加えられる巻線をもつもの，例．ス

テップ電動機を用いるもの 

19/42 ・・・３個の固定子極をもつもの 

19/44 ・・・４個以上の固定子極をもつもの 

19/46 ・・回転子と固定子の両方が巻線をもつも

の（かご形回転子をもつもの１９／４

０） 

19/48 ・・・３相固定子と一定周波数の交流で付

勢される回転子とをもつ形式，例．

セルシン，マグスリップ，であるも

の 

21/00 一定基準系に対する対象物の位置の伝送方

式，例．テレライタ（機械的変量，例．力

または存否，のパターンを電気信号に変換

するものＧ０６Ｋ１１／００）[5] 
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23/00 非電気的信号伝送方式，例．光学的方式 

23/02 ・音波を使用するもの[6] 

23/04 ・光波を使用するもの，例．赤外線[6] 

23/06 ・・光ガイドを通過させるもの，例．光フ

ァイバー[6] 

25/00 誤りの防止または修正のための装置；監視

装置 

25/02 ・受信局から送信局へ信号を返送すること

によるもの 

25/04 ・送信された信号を記録することによるも

の



Ｇ０８Ｇ 

 

G08G - 1 

国際特許分類 第８版 (2006.01 発行) 

G08G 交通制御システム（鉄道交通の案内，保安

Ｂ６１Ｌ；道路標識または交通信号の配置Ｅ０

１Ｆ９／００；交通制御用にデザインしたレー

ダ方式または類似の方式Ｇ０１Ｓ１３／９

１；特に交通制御用のソナーまたはライダー方

式Ｇ０１Ｓ１５／８８，Ｇ０１Ｓ１７／８８）

[2] 

注 

このサブクラスは以下のものを包含する： 

―交通違反車両（者）の同定； 

―交通管理上の車両位置の指示[7] 

―交通管理目的のナビゲーション・システム，すなわち，ナビ

ゲーションが車両によって，または車両の中で自主的に行われ

るのではなく，伝えられた指示によって車両が導かれるような

場合のもの[7] 

―駐車場における空席の表示 

1/00 道路上の車両に対する交通制御システム 

1/005 ・歩行者用の誘導案内表示装置[5] 

1/01 ・計数または制御されるべき交通量の検出

（１／０７～１／１４が優先） 

1/015 ・・各種の自動車と二輪車を判別するため

の装置を持つもの 

1/017 ・・車両の同定（１／０１５，１／０５４

が優先）[5] 

1/02 ・・道路に設けられた踏板を用いるもの（車

両の通過に応答する敷物または他の感

応装置Ｅ０１Ｆ１１／００） 

1/04 ・・光学式または超音波式検出装置を用い

るもの 

1/042 ・・誘導または磁気検出装置を持つもの[5] 

1/048 ・・環境または条件による補償装置を持つ

もの，例．雪，検出装置の所で止まっ

た車両[5] 

1/052 ・・スピードまたはオーバースピードの検

出装置を持つもの[5] 

1/054 ・・・オーバースピードの車両の撮影[5] 

1/056 ・・車両の移動方向を判別する装置を持つ

もの[5] 

1/065 ・道路のある区域内の車両または駐車区域

にある車両を計数すること，すなわち入

ってくる数と出て行く数との比較による

もの 

1/07 ・交通信号の制御 

1/08 ・・検出された車両の数または速度によっ

て制御されるもの 

1/081 ・・共通に制御される複数の交差点[5] 

1/082 ・・・隣接交差点の同一サイクル内におけ

る同相信号の開始時間間隔の制御

[5] 

1/083 ・・・同一サイクル内における各相信号の

時間配分の制御[5] 

1/085 ・・自走式サイクリックタイマを用いるも

の 

1/087 ・・緊急事態への対応，例．緊急車両から

発信された信号によるもの[5] 

1/09 ・可変の交通指令をあたえるための装置

（個々の要素の選択または組合せによる

可変情報のための表示装置Ｇ０９Ｆ９／

００） 

1/095 ・・交通信号灯 

1/0955 ・・・可搬型のもの[5] 

1/096 ・・時間の経過を示しながら進行するマー

クをもつ表示装置，例．青信号の 

1/0962 ・・車両内に搭載された指示装置を持つも

の，例．声によるメッセージを伝える

もの[5] 

1/0965 ・・・他の車両からの信号に応答するもの，

例．緊急車両[5] 

1/0967 ・・・高速道路の情報通信を含むシステム，

例．天候，制限時速（ナビゲーショ

ン指示を車両に伝えるもの１／０９

６８）[5] 

1/0968 ・・・車両にナビゲーション指示を伝える

ことを含むシステム[5] 

1/0969 ・・・・地図形式の表示装置を持つもの[5] 

1/097 ・交通制御システムの監視，例．２つの交

差する道路が同時に青信号になると警報

をあたえるもの 

1/123 ・車両の位置の表示，例．時刻表によって

運行される車両（車両へのナビゲーショ

ン指示の伝達１／０９６８）[5] 

1/127 ・・中央ステーションに向かうもの[5] 

1/13 ・・・地図形式の表示装置[5] 

1/133 ・・車載のもの[5] 

1/137 ・・・地図形式の表示装置[5] 

1/14 ・駐車場における空席の表示 

1/16 ・衝突防止システム（特定の単一のサブユ

ニットの制御に関するものではない道路

上の車両の運転制御システムであって，

起こりうるまたは差し迫った衝突の，予

知または回避を目的とするものＢ６０Ｗ

３０／０８）[2,8] 

3/00 船舶に対する交通制御システム（航路の表

示Ｂ６３Ｂ２２／１６，Ｂ６３Ｂ５１／０

０） 

3/02 ・衝突防止システム 

5/00 航空機に対する交通制御システム[2] 

5/02 ・自動着陸援助装置，すなわち着陸データ

を提供するために，到着する航空機の飛

行データを処理するシステム（航空機に

取り付けられた着陸援助装置Ｂ６４Ｄ４

５／０４；視覚または音声による着陸援

助装置Ｂ６４Ｆ１／１８） 

5/04 ・衝突防止システム 

5/06 ・地上時の制御のためのもの[2] 

7/00 ２またはそれ以上の種類の航行体に対する

同時制御のための交通制御システム[2] 
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7/02 ・衝突防止システム[2] 

9/00 種類には無関係であるか特定されない航行

体に対する交通制御システム[2] 

9/02 ・衝突防止システム[2] 

99/00 このサブクラスの他のグループに分類され

ない主題事項[8]
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G09 教育；暗号方法；表示；広告；シール 

G09B 教育用または教示用の器具；盲人，聾
者または唖者の教習，または意志を通
じるための用具；模型；遊星儀；地球
儀；地図；図表（心理検査の，または反応

時間を試験する装置Ａ６１Ｂ５／１６；ゲーム，

スポーツ，娯楽Ａ６３；投影器，投影膜Ｇ０３

Ｂ） 

注 

（１）このサブクラスは以下のものを包含する； 

―教習用または訓練用の装置とみなされるシミュレータであ

って，生徒がとった動作に応じて実際の経験と同等の知覚を与

える場合のもの； 

―建築模型，設備模型，または類似のもの 

（２）このサブクラスは以下のものを包含しない： 

―計算手段によって，機器または系の機能を単に教示または解

説するシミュレータであるが，これは指導または訓練用装置と

は見なされない。このようなシミュレータは，他に分類がない

ときはＧ０６に包含される； 

―シミュレータの構成要素であって，実際の装置または機械と

一致するもの，ただしこれはこれらの装置または機械の対応す

るサブクラスに包含される（そしてＧ０９には包含されない）。 

サブクラス内の索引 

一般教習具 

動作の一般原理 

手動または機械的 ............................ 1/00,3/00 

電気的 ...................................... 5/00,7/00 

問答による動作 .............................. 3/00,7/00 

シミュレータ ..................................... 9/00 

特定目的のための教習具 

筆記，速記，製図，絵画用；タイプ用 ........ 11/00;13/00 

音楽用；読書用 ............................ 15/00;17/00 

科学または技術訓練用の模型 ................ 23/00,25/00 

遊星儀，地球儀；地図，図表 ................ 27/00;29/00 

他の教習具 ...................................... 19/00 

盲人または聾者の教習，および意志を通じること .... 21/00 

 

1/00 記号，符号，絵など構成または形成する要

素を用い，または一つもしくはいくつかの

決められた方法に合わせて，配列されるか

または配列されるよう適合されるものを用

いる手動または機械的に動作される教習具

（パズルゲームＡ６３Ｆ９／００；広告ま

たは展示一般Ｇ０９Ｆ） 

1/02 ・要素を運ぶまたは運ぶのに適合する支持

部をもつもの 

1/04 ・・それぞれが単一の記号または記号の１

つの結合を形成する要素 

1/06 ・・・支持部に装着可能かまたは設置され

るもの 

1/08 ・・・・磁石によるもの 

1/10 ・・・・凸凹結合によるもの 

1/12 ・・・・リング状締付要素によるもの（リ

ングまたはコイルにより一時的に

一体に装着されるシートＢ４２Ｆ

３／００，Ｂ４２Ｆ５／００） 

1/14 ・・・・支持部に摺動自在に設置される要

素 

1/16 ・・それぞれが同時に用いられる異なる記

号，符号または記号や符号の要素の組

合せ，あるいは単一の記号，符号，ま

たはそれらの要素の組合せを形成する

要素 

1/18 ・・・回転する要素 

1/20 ・・・・回転軸と平行な平面上で記号を形

成するもの 

1/22 ・・・・回転軸と垂直な平面上で記号を形

成するもの 

1/24 ・・・柔軟な細片形状の要素，例．無端帯 

1/26 ・・・扇形に配列された要素 

1/28 ・・・摺動できる要素 

1/30 ・・要素が支持部と共働して記号を構成す

るような配列に適合されたもの（特別

な支持部を持たないもの１／４０） 

1/32 ・特別な支持部を持たず用いられる構成要

素 

1/34 ・・隣接関係が緩く配置された要素 

1/36 ・・対応する凹凸により結合できる要素 

1/38 ・・磁気的に結合する要素 

1/40 ・・適宜な配置により記号または符号を構

成するもの 

3/00 問題と解答を伴って作動する手動または機

械的に操作される教習用具（電気的に操作

されるもの７／００；広告または表示一般

Ｇ０９Ｆ） 

3/02 ・与えられた問題に対して生徒が解答する

ことを求められるかまたは生徒によって

与えられた問題に対して機械が解答する

型のもの 

3/04 ・・図表形式のもの（マスク１７／０２） 

3/06 ・多岐選択式，すなわち与えられた問題に

対して一連の解答を提示し，一つが選択

されるもの 

3/08 ・・図表形式のもの（問題群に共通な一組

の解答をもつもの３／１２） 

3/10 ・・そのうち一組の解答が問題群に共通な

もの 

3/12 ・・・図表形式のもの 

5/00 電気的操作による教育用具（問題と解答を

伴って作動するもの７／００；シミュレー

ター９／００；広告または表示一般Ｇ０９

Ｆ）[2] 

注 

グループ５／０８はグループ５／０２～５／０６に優先する。

[2] 

5/02 ・学習素材を視覚的に提示するもの，例．
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フィルム細片を用いるもの 

5/04 ・学習素材を聴覚的に提示するもの（印刷

または手書き文字の読み方および解釈Ｇ

０６Ｋ９／００；録音または再生Ｇ１１

Ｂ） 

5/06 ・学習素材を視覚的かつ聴覚的にともに提

示するもの 

5/08 ・複数の生徒側ステーションへ個々に情報

を提示するもの[2] 

5/10 ・・すべての生徒側ステーションが同じ情

報を同時に提示できるもの（５／１４

が優先）[2] 

5/12 ・・異なるステーションが異なる情報を同

時に提示できるもの（５／１４が優先）

[2] 

5/14 ・・個々の教師―生徒側コミニュケーショ

ンのためのもの[2] 

7/00 問題と解答を伴って動作する，電気的に操

作される教習機器（機械的に操作するもの

３／００；計算装置Ｇ０６Ｆ） 

7/02 ・与えられた問題に対して生徒が解答する

ことを求められるかまたは生徒によって

与えられた問題に対し機械が解答する型

のもの 

7/04 ・・誤答に対応して教習プログラムを修正

することを特徴とするもの，例．問題

を反復し，更に説明を補充するもの 

7/06 ・多岐選択式すなわち与えられた問題に対

して一連の解答を提示し，一つが選択さ

れるもの 

7/07 ・・複数の生徒側ステーションへ個々に問

題を提示するもの[2] 

7/073 ・・・すべての生徒側ステーションが同じ

問題を同時に提示できるもの[2] 

7/077 ・・・異なるステーションが異なる問題を

同時に提示できるもの[2] 

7/08 ・・誤答に対応して教習プログラムを修正

することを特徴とするもの，例．問題

を反復し，更に情報を補充するもの 

7/10 ・・そのうち一組の解答が複数の問題群に

共通のもの 

7/12 ・・・誤答に対応して教習プログラムを修

正することを特徴とするもの，例．

問題を反復し，更に情報を補充する

もの 

9/00 教習または訓練目的のためのシミュレータ

（兵器の使用のためのものＦ４１；計算関

係Ｇ０６） 

9/02 ・乗物またはその他の運搬機の操縦を教習

するためのもの 

9/04 ・・陸上車の操縦を教習するためのもの 

9/042 ・・・実際の車両で模擬するもの（９／０

５２，９／０５８が優先）[5] 

9/048 ・・・模型が遠隔地点から観察され操作さ

れるもの（９／０５２，９／０５８

が優先）[5] 

9/05 ・・・車両からの視界が模擬されるもの（９

／０５２，９／０５８が優先）[5] 

9/052 ・・・被訓練者の行動を記録または測定す

るための設備で特徴づけられるもの

（心理検査のための装置，例．車両

運転者のためのもの，Ａ６１Ｂ５／

１６，Ａ６１Ｂ５／１８）[5] 

9/058 ・・・自転車またはオートバイの操縦を教

習するためのもの[5] 

9/06 ・・船舶，ボートまたは他の水上乗物の操

縦を教習するためのもの[2] 

9/08 ・・航空機の操縦を教習するためのもの，

例．リンクトレーナー 

9/10 ・・・模擬された飛行または機関によって

発生され，航空機乗員に付与する力

を有するもの（９／２８が優先）[5] 

9/12 ・・・航空機シミュレータのための運動シ

ステム[5] 

9/14 ・・・・流体作動ピストンまたはシリンダ

ラムによって制御されるもの[5] 

9/16 ・・・周囲または航空機の状況が計器また

は警報によって模擬または指示され

るもの[5] 

9/18 ・・・・エンジンまたは燃料供給の状況[5] 

9/20 ・・・・航空機の飛行姿勢の模擬または指

示[5] 

9/22 ・・・航空機音の模擬を含むもの[5] 

9/24 ・・・模擬飛行路の表示または記録を含む

もの[5] 

9/26 ・・・電波航法の模擬[5] 

9/28 ・・・操舵力または類似のものの模擬[5] 

9/30 ・・・航空機からの視界の模擬[5] 

9/32 ・・・・投映された画像によるもの（９／

３６が優先）[5] 

9/34 ・・・・陰極線管表示装置によるもの（９

／３６が優先）[5] 

9/36 ・・・・夜間または悪視界飛行の模擬[5] 

9/38 ・・・・・滑走路輪郭または進入路を示す

照明の模擬[5] 

9/40 ・・・機上搭載レーダの模擬[5] 

9/42 ・・・模擬飛行訓練中に地上または水上を

走行する航空機，航空機シミュレー

タ，またはそれに接続された手段[5] 

9/44 ・・・飛行路の制限なしに大気中を飛行し

ている実際の航空機内で模擬するも

の[5] 

9/46 ・・・航空機がヘリコプタであるもの[5] 

注 

グループ９／４６に分類する場合，関連があればグループ９／

０８の他の適当なサブグループにも分類する。[5] 

9/48 ・・・模型が遠隔地点から観察され操作さ

れるもの[5] 
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9/50 ・・・航空機の進路を自動的に指示するも

の[5] 

9/52 ・・宇宙空間運行体の操縦を教習するため

のもの[5] 

9/54 ・レーダの模擬（９／４０が優先）[5] 

9/56 ・ソナーの模擬[5] 

11/00 手書き，速記，製図，または図画の教習 

11/02 ・指，手，または腕の支持具 

11/04 ・ガイドシートまたはプレート；トレーシ

ングチャート（製図用のテンプレートＢ

４３Ｌ１３／２０） 

11/06 ・透明または半透明トレース材料の使用を

含む装置，例．複写冊子 

11/08 ・速記法教習具 

11/10 ・図画教習具 

13/00 タイプの教習 

13/02 ・模擬練習キーボード（音楽教習用１５／

０８） 

13/04 ・実際のタイプライター，テレプリンター，

または類似のものと組合わせて用いる器

具 

15/00 音楽の教習（メトロノームＧ０４Ｆ５／０

２） 

15/02 ・音符指示用のボードまたは類似のもの 

15/04 ・・音の発生手段をもつもの 

15/06 ・指または腕の訓練または強化用具；演奏

適正位置に指または腕を保持するための

用具（タイプの教習１３／００；肉体訓

練用筋肉の発達または強化練習装置Ａ６

３Ｂ２１／００，２３／００） 

15/08 ・練習鍵盤（タイプの教習用１３／０２） 

17/00 読み方の教習（唇形解読教習用２１／０６） 

17/02 ・線状表示体または他の案内体またはマス

ク 

17/04 ・読み速度の増速用；読み速度の制御 

19/00 このサブクラスの他のメイングループに包

含されない教習（銃の照準合せまたは照準

定めの教習または訓練用具Ｆ４１Ｇ３／２

６） 

19/02 ・計数；計算（ソロバンＧ０６Ｃ１／００） 

19/04 ・話し方（学習教材を聴覚的に提示するも

の５／０４） 

19/06 ・外国語（学習教材を聴覚的に提示するも

の５／０４） 

19/08 ・・印刷または筆記されたもの，例．教科

書，二国語で書かれた文字の集合体，

図表 

19/10 ・模型工作 

19/12 ・時計の読み方 

19/14 ・交通，例．交通規則 

19/16 ・乗物またはその他の運搬機の操縦（シュ

ミレータ９／０２） 

19/18 ・簿記または経済学 

19/20 ・裁縫 

19/22 ・ゲーム，例．カードゲーム 

19/24 ・道具の使い方 

19/26 ・ドット・ダッシュの電信符号[2] 

21/00 盲人，聾者または唖者の教習，または意志

を通じること（学習素材の聴覚的提示５／

０４；直接の視覚または聴覚を他の種類の

知覚によって代替するための装置または方

法Ａ６１Ｆ９／０８，Ａ６１Ｆ１１／０

４；計器の読取りまたは色の聴覚的指示Ｇ

０１Ｄ７／１２；盲人用時計Ｇ０４Ｂ２５

／０２；印刷または筆記文字の読取りまた

は認識のための方法または装置Ｇ０６Ｋ９

／００；音声の分析，音声の認識Ｇ１０Ｌ；

録音または再生，それ自体Ｇ１１Ｂ）[2,4] 

21/02 ・点字作成用装置（点字用タイプライター

Ｂ４１Ｊ３／３２） 

21/04 ・聾盲者の会話用装置 

21/06 ・唇形解読教習装置 

23/00 科学，医学または数学目的の模型，例．教

示目的の原寸大の装置（玩具の性質をもつ

ものＡ６３Ｈ） 

23/02 ・数学用（静力学または動力学用２３／０

８） 

23/04 ・・幾何学，三角法，投影法または透視法

用（測量法用２５／０６） 

23/06 ・物理学用 

23/08 ・・静力学または動力学用 

23/10 ・・・固体の 

23/12 ・・・液体または気体の 

23/14 ・・音響学用 

23/16 ・・熱科学用 

23/18 ・・電気学または磁気学用 

23/20 ・・原子物理学または原子核物理学用 

23/22 ・・光学用 

23/24 ・化学用 

23/26 ・分子構造用；結晶学用 

23/28 ・医学用 

23/30 ・・解剖模型（歯科咬合器Ａ６１Ｃ１１／

００） 

23/32 ・・・可動部分をもつもの 

23/34 ・・・離脱しうる部分をもつもの 

23/36 ・動物学用 

23/38 ・植物学用 

23/40 ・地質学用 

25/00 グループ２３／００に分類されない目的の

ための模型，例．教示目的の原寸大の装置

（車両模型，走行路模型，玩具の性質をも

つ模型Ａ６３Ｈ） 

25/02 ・工業プロセスの；機械加工の 

25/04 ・建築物の 

25/06 ・測量法；地理学，例．地勢模型（地球儀

２７／００；地図２９／００） 

25/08 ・舞台効果の，例．木，岩，水面（ステー
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ジ用Ａ６３Ｊ１／００） 

27/00 遊星儀；地球儀 

27/02 ・地球運転儀；太陽系儀 

27/04 ・星座表 

27/06 ・天球儀 

27/08 ・地球儀（天球儀２７／０６） 

29/00 地図；図面；海図；線図，例．道路線図（星

座表２７／０４；地図の保持または支持具

置Ａ４７Ｂ９７／０２；展示ボードＧ０９

Ｆ；計算用Ｇ０６Ｇ１／１４，Ｇ０６Ｇ１

／１６） 

29/02 ・区分図 

29/04 ・・折りたたみシートまたは冊子シート状

に配列された区分図 

29/06 ・帯状のもの，例．無端帯 

29/08 ・掛地図または類似のもの 

29/10 ・地点指示スポットまたは座標による位置

指示器；地図の読取り補助具（光学的投

影装置Ｇ０３Ｂ） 

29/12 ・地勢図（地勢模型２５／０６） 

29/14 ・地方時表
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G09C 秘密の必要性を含む暗号または他の目
的のための暗号化または暗号解読装置
（秘密通信Ｈ０４Ｋ；秘密のデジタル情報を伝

送するための装置Ｈ０４Ｌ９／００） 

1/00 あらかじめ決められた方式によって，符号

または符号群を入れかえ，またはそれらと

他を置き換えることによって，与えられた

符号の順序，例．理解できる原文，を理解

できない符号の順序に交換する装置または

方法（暗号化タイプライター３／００） 

1/02 ・図表形式の暗号化する符号を用いること

によるもの 

1/04 ・適当な方法で対応する原文または暗号化

された原文を示すために，符号またはキ

ーによりきめられた位置へ互いに相対的

に移動する符号の伝搬媒体または表示器

をもつもの 

1/06 ・明瞭な原文を構成している符号に該当す

る要素が暗号化された原文を構成してい

る符号に該当する要素に機能的に結合さ

れており，装置の操作の間自動的にかつ

連続的に，符号化部材またはキーによっ

て変換される結合によるもの 

1/08 ・・機械的な結合によるもの 

1/10 ・・電気的な結合によるもの 

1/12 ・・・接点を有する変換円盤よりなるもの 

1/14 ・・可動のまたは置換できる符号化部材，

例．マスターテープ，穿孔カード，を

伴なうもの 

3/00 暗号化原文を暗号化しまたは解読するため

のタイプライター（符号記録媒体Ｇ０６Ｋ） 

3/02 ・主のキーまたはキーボードに作用する補

助のキーまたはキーボードをもつもの 

3/04 ・キーとタイプバーの間の結合が符号化部

材またはキーによって動作中に自動的に

かつ連続的に換えられるもの 

3/06 ・・機械的な結合によるもの 

3/08 ・・電気的な結合によるもの 

3/10 ・・可動のまたは置換できる符号化部材を

伴なうもの，例．マスターテープ，穿

孔カード 

5/00 上記のグループに含まれない暗号化するま

たは暗号解読する装置または方法，例．図

案，記録されまたは印刷された情報のよう

な図表による資料の隠匿または変形を伴な

うもの
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G09D 鉄道またはこれに類するものの時刻表
または料金表；万年カレンダー（時計仕

掛のものＧ０４Ｂ；計算手段を含むものＧ０６

Ｃ；カレンダーＢ４２Ｄ５／０４） 

1/00 鉄道またはこれに類するものの時刻表また

は料金表；その表示または読取りを助ける

もの（本来地図あるいは道程表に組み込ん

だものＧ０９Ｂ；鉄道路線図Ｇ０９Ｂ；標

識，例．鉄道標識板，Ｇ０９Ｆ） 

3/00 万年カレンダー 

3/02 ・表示部分を有した交換自在の部材をもつ

もの 

3/04 ・表示部材がカレンダーに可動自在に組み

込まれているもの 

3/06 ・・回転部をもつもの 

3/08 ・・・円盤状のもの 

3/10 ・・帯状の部材をもつもの 

3/12 ・電気で動くもの
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G09F 表示；広告；サイン；ラベルまたはネ
ームプレート；シール（表示ケースＡ４７

Ｆ；特別なまたは不規則な照明効果を用いたこ

とを特徴とするデザインまたは絵，例．変化照

明Ｂ４４Ｆ１／００；道路標識または交通信号

の配置Ｅ０１Ｆ９／００；照明一般Ｆ２１；光

ビームを制御するための装置Ｇ０２Ｆ１／０

０；可視信号手段または装置Ｇ０８Ｂ５／０

０；交通制御システムＧ０８Ｇ；静的手段を用

いて可変情報を表示する表示装置の制御のた

めの装置または回路Ｇ０９Ｇ；集積された多数

の光源からなる静的指示装置Ｈ０１Ｊ，Ｈ０１

Ｋ，Ｈ０１Ｌ，Ｈ０５Ｂ３３／１２） 

注 

（１）このサブクラスにおいては，下記の用語は以下に示す意

味で用いる： 

―“サイン”とは何かを認識させるように働くマークまたは指

示器であり，たとえ情報が閃光しているとしても，変化しない

ものであれば含まれる；従って，例として，広告掲示板または

発光，光反射危険防止装置を包含する。[3] 

（２）“マイクロ構造の装置”および“マイクロ構造のシステ

ム”に関する，クラスＢ８１およびサブクラスＢ８１Ｂの両タ

イトルの後ろの注に注意すること。[7] 

サブクラス内の索引 

案内および広告 

見本表示 ......................................... 5/00 

不変情報を有するもの：展示カード；ラベルまたはタッグ；サ

イン，プレート，文字 ................... 1/00;3/00;7/00 

可変情報を有するもの：要素の組合せによるもの；完全な情報

の移動によるもの ........................... 9/00;11/00 

照明サイン；照明広告 ............................ 13/00 

ビラ貼りおよび広告のための支持体：パネル；のぼり；商品；

その他 ........................ 15/00;17/00;23/00;19/00 

広告方法 

可動；聴覚；視聴覚；その他 .... 21/00;25/00;27/00;19/00 

 

1/00 折畳み可能または可撓性の材料からなる板

紙またはその類似物からなる展示カード 

1/02 ・一枚の実質的に平らなカード 

1/04 ・折畳んだカード 

1/06 ・・立体的に立上るもの（１／０８が優先） 

1/08 ・ある物の，例．広告するもの，全部ある

いは一部の形を形取ったもの 

1/10 ・展示カードの支持具または保持具 

1/12 ・・そのための囲い枠 

1/14 ・・脚型のもの 

3/00 ラベル，タッグチケット，またはこれらに

類する認識もしくは指示手段（メダルまた

はバッヂＡ４４Ｃ３／００；ラベルの製造

Ｂ３１Ｄ１／０２；一時的に合着されたシ

ートＢ４２Ｆ；ラベル取付Ｂ６５Ｃ；対象

物の検知ができるよう対象物に取付けまた

は結合したタグＧ０１Ｖ１５／００；記録

担体上のラベルＧ１１Ｂ２３／３８）；シー

ル；切手またはそれに類するスタンプ 

3/02 ・形状または構造（積層体Ｂ３２Ｂ） 

3/03 ・・封かんの 

3/04 ・ラベル自体の材料で取付けまたは固着さ

れるもの，例．熱着によるもの（接着層

によるもの３／１０） 

3/06 ・・締着によるもの（別体の締着具による

もの３／１６） 

3/08 ・ラベル自体の材料を用いないで取付けま

たは固着するもの 

3/10 ・・粘着層によるもの 

3/12 ・・ピン，止め金，または同様のものによ

るもの 

3/14 ・・糸，紐，チェーン，またはワイヤーに

よるもの 

3/16 ・・締着具によるもの 

3/18 ・・ラベル用ケース，囲い枠，または被包

体 

3/20 ・・・調整，移動，または交換可能なラベ

ル用のもの 

5/00 見本表示手段 

5/02 ・可搬式見本ケース 

5/04 ・見本カード；見本の本（カード，シート，

ウェブに取りはずし自在に取り付けた物

品を含むパッケージＢ６５Ｄ７３／０

０） 

7/00 サイン，表札または番号プレート，文字，

数字，または記号板（車の登録ナンバプレ

ートＢ６０Ｒ１３／１０）；パネルまたはボ

ード（展示カード１／００；可変情報のた

めの指示装置９／００，１１／００；照明

サイン１３／００，告知またはポスター用

のボード１５／００） 

7/02 ・記号を坦持し，または記号を形成すると

ころの容易に取りはずしのできる要素を

用いたサイン，プレート，パネルまたは

ボード 

7/04 ・・要素が磁力により固着または固着可能

に適合されたもの 

7/06 ・・要素がピンの差込みにより固着または

固着可能に適合されているもの 

7/08 ・・要素が溝，レール，またはスリットに

より固着または固着可能に適合された

もの 

7/10 ・・・かつ摺動自在に取り付けるようにし

たもの 

7/12 ・・要素が自己粘着性，湿気，吸引，遅乾

接着性またはこれらと同様のものによ

って固着または固着可能に適合されて

いるもの 

7/14 ・・記号担持または記号形成要素の構造上

の特徴 

7/16 ・支持具に永久に固着させた文字，数字，
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または他の記号 

7/18 ・支持用構造物にサイン，プレート，パネ

ルまたはボードを取り付ける手段 

7/20 ・・調整可能に取り付けるためのもの 

7/22 ・・回転または揺動自在に取り付けるため

のもの，例．風により回転できるよう

にされたボードのためのもの 

9/00 情報が個別素子の選択または組合わせによ

って支持体上に形成される可変情報用の指

示装置（そこで，可変情報が可動支持に永

久に取付られるもの１１／００；ライトガ

イドＧ０２Ｂ６／００；ソロバンＧ０６Ｃ

１／００；計算尺Ｇ０６Ｇ１／００） 

9/30 ・必要な文字が個々の要素を組み合わせる

ことによって形成されるもの（独立の光

源から到達する光を制御する単一セル内

の多数の電極を含むパネル，例．電気光

学的または磁気光学的セルＧ０２Ｆ１／

００） 

9/302 ・・個々の要素の形状や幾何学的な配置に

特徴があるもの[7] 

9/305 ・・（個々の要素が）光ファイバーの端であ

るもの（９／３０２が優先）[7] 

9/307 ・・白熱フイラメントがあるもの（９／３

０２が優先；多数の分離された白熱体

からなる白熱パネルそれ自体Ｈ０１Ｋ

９／００）[3,7] 

9/313 ・・ガス放電装置があるもの（９／３０２

が優先；多数の放電ギャプよりなるガ

ス放電パネルそれ自体Ｈ０１Ｊ１７／

４９）[3,7] 

9/33 ・・半導体装置，ダイオード，があるもの

（９／３０２が優先；光放出に特に適

した要部からなる半導体集積回路それ

自体Ｈ０１Ｌ２７／１５）[3,7] 

9/35 ・・液晶であるもの（９／３０２が優先；

液晶材料Ｃ０９Ｋ１９／００）[3,7] 

9/37 ・・移動表示要素であるもの（９／３０２

が優先）[3,7] 

9/40 ・必要な文字が，ならんで配置された多数

の文字から選択されるもの，例．多数文

字が共通の担体板上にあるもの 

9/46 ・必要な文字が，かさねて配置された多数

の文字から選択されるもの 

11/00 完全な情報がそれを表示位置に運ぶ可動支

持体に恒久的に固着されている，可変情報

のための指示装置（可変情報を表示するた

めに静的手段を用いるもの９／００；商品

を連続的または断続的に移動させる装置を

もつショーケースまたはショーキャビネッ

トＡ４７Ｆ３／０８） 

11/02 ・表示部が回転体，例．円筒，スピンドル，

に固着されているもの 

11/04 ・・表示部が回転円盤に固着されているも

の 

11/06 ・・表示部がかたい板またはカードにある

もの（回転円盤上にあるもの１１／０

４） 

11/08 ・・表示部が可撓性のシートであるもの（回

転円盤にあるもの１１／０４） 

11/10 ・・そのための電気的制御 

11/12 ・表示部が無端のベルト，チェーン類によ

り運ばれるもの 

11/14 ・・表示部が固い翼状体，板，カードまた

はそれに類する形態になっているもの 

11/15 ・・表示部が可撓性のシートであるもの 

11/16 ・・そのための電気的制御 

11/18 ・表示部がエンドレスでないベルト，チェ

ーンまたはこれに類するものにより運ば

れるもの 

11/20 ・・表示部が固い翼状体，板，カードまた

はそれに類する形になっているもの 

11/21 ・・表示部が可撓性のシートであるもの 

11/22 ・・そのための電気的制御 

11/23 ・回転部材の一部をなす広告または表示体，

例．穿孔，印刷，または円筒，円盤上の

すかしの形状のもの 

11/235 ・・そのための電気制御 

11/24 ・たとえば穿孔，印刷，すかしの形で移動

するバンドの一部をなす広告または表示 

11/26 ・・無端帯のもの 

11/28 ・・・そのための電気的制御 

11/29 ・・エンドレス以外のバンドによるもの 

11/295 ・・・そのための電気制御 

11/30 ・表示体が装填位置から表示位置まで一つ

一つ給送されるもの 

11/32 ・・ベルト，チェーン，例．無端のベルト，

チェーン，から成っている給送手段 

11/34 ・・電磁石からなる給送手段 

13/00 照明サイン；照明広告（９／００，１１／

００が優先；静的手段を用いて可変情報を

表示するために静的手段を用いる表示の制

御一般Ｇ０９Ｇ） 

13/02 ・標示体の前にある人工の光源によって照

明されるサイン，ボード，またはパネル 

13/04 ・標示体の後から照明されるサイン，ボー

ド，またはパネル 

13/06 ・・独特に切り抜かれた記号やシルエット

を用いたもの，例．穿孔サイン 

13/08 ・・透明，不透明の両層を用いたもの（液

晶表示パネルのバック照明Ｇ０２Ｆ１

／１３３５７） 

13/10 ・・・すかし模様を用いたもの 

13/12 ・・サイン，記号，絵またはその他の表示

が照明されたときだけ見える半透過鏡，

あるいは送られた光だけを通す反射性

表面を用いたもの 

13/14 ・・装置中の反射構造 
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13/16 ・反射物や反射面で形成され，またはこれ

らを組み合わせたサイン，例．三角形ま

たは他の幾何学形状を有する警告サイン 

13/18 ・エッジ照明サイン 

13/20 ・発光面または発光部をもつもの（発光物

質Ｃ０９Ｋ１１／００；ルミネセンスを

用いる光源Ｆ２１Ｋ２／００） 

13/22 ・・エレクトロルミネセンス（エレクトロ

ルミネセンス光源それ自体Ｈ０５Ｂ３

３／００） 

13/24 ・液体，例．泡のある液体，の入っている

管状物または同様のものを用いるもの 

13/26 ・放電管によって形成されたサイン（選択

的点灯によるもの９／００） 

13/28 ・フィラメント型ランプによって形成され

たサイン（選択的点灯によるもの９／０

０） 

13/30 ・動く光源，例．回転発光管，をもつもの 

13/32 ・動く光学部分，例．鏡，を持つもの 

13/34 ・可動部材と協動する光源を持つもの，例．

光源を閉じたり開いたりするシャッター

を持つもの（広告または展示部材が連続

的，または断続的に動く装置１１／００） 

13/36 ・・回転遮蔽体と組合わせたもの 

13/42 ・見えない輻射線で励起される光源をもつ

もの（陰極線による像やパターンを示す

表示管Ｈ０１Ｊ３１／１０） 

13/44 ・光源にガスの光を持つもの 

13/46 ・花火による広告 

15/00 告知書，はり紙，ポスター，または類似の

もののためのボード，掲示板，標柱または

同様の構造物 

15/02 ・そのためのビラ，ポスター類 

17/00 旗；のぼり；それらの装着具（長尺物の貯

蔵および繰返し操出しおよび再貯蔵用に特

に適用するまたは取り付けられた装置Ｂ６

５Ｈ７５／３４） 

19/00 他に分類されない広告または表示手段 

19/02 ・可動表示要素を含むもの 

19/04 ・・ドア，例．店舗扉，の開閉によって操

作されるもの 

19/06 ・・筆記装置 

19/08 ・・可動部分を持つ，人形，お面，等生物

を表現したもの（おもちゃ類Ａ６３Ｈ） 

19/10 ・・広告される物品の動きを示す装置 

19/12 ・特殊な光学効果を用いたもの（特殊な照

明効果によって特徴づけられたデザイン

または絵Ｂ４４Ｆ１／００，例．変り絵

Ｂ４４Ｆ１／１０；舞台照明における投

影装飾Ｆ２１Ｐ５／０４） 

19/14 ・・観察者の見る位置によって異るサイン

を表示するもの 

19/16 ・・鏡を含むもの 

19/18 ・・光学的投影手段を含むもの，例．雲に

像を投影するもの（映写機それ自体Ｇ

０３Ｂ） 

19/20 ・・混色効果を持つもの 

19/22 ・道路，壁または同様のものの表面に広告

または表示する手段，例．照明されるも

の（移動サイン一般１３／００） 

21/00 移動広告 

21/02 ・人間または動物によるもの 

21/04 ・陸上の乗物によるもの 

21/06 ・飛行機，飛行船，風船またはたこによる

もの 

21/08 ・・航空機体に配置された広告物 

21/10 ・・・照明されるもの 

21/12 ・・航空機によって引かれた広告物（たこ

それ自体Ｂ６４Ｃ３１／０６） 

21/14 ・・・照らされるもの 

21/16 ・・空に描くもの（空に描くための航空機

の付属具Ｂ６４Ｄ１／２０） 

21/18 ・船またはその他の浮動体によるもの 

21/20 ・・照明されるもの 

21/22 ・乗物からパンフレットまたは類似の広告

物を配布する装置（飛行機からのものＢ

６４Ｄ１／００） 

23/00 特殊な物品，例．灰皿，郵便箱，の外部か

内部に施される広告（乗り物の外部か内部

に施すもの２１／００；品物を表示するた

めの補助手段または準備手段を備えた容器，

包装要素，包装体Ｂ６５Ｄ） 

23/02 ・物品の操作によって表示される広告体 

23/04 ・・照明されるもの 

23/06 ・レストラン，店舗，または事務所の品物

と結合される広告体（紙製品に関するも

の２３／１０） 

23/08 ・・食器類に施されるもの 

23/10 ・紙製品，例．小冊子，新聞，に施される

もの 

23/12 ・・トイレットペーパーに施されるもの 

23/14 ・おもちゃ，ゲーム，パズル，またはこれ

に類するものに施されるもの 

23/16 ・時計に施されるもの，例．時計機構によ

って制御されるもの 

25/00 聴覚的な広告（録音，再生一般Ｇ１１Ｂ；

公衆に呼びかける方式Ｈ０４Ｒ２７／０

０） 

27/00 視聴覚結合の広告または表示，例．公衆へ

の演説に関するもの
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G09G 静的手段を用いて可変情報を表示する
表示装置の制御のための装置または回
路（照明一般Ｆ２１；電気的変量または波形を

表示するための計器Ｇ０１Ｒ１３／００；光ビ

ームの制御のための装置または配置Ｇ０２Ｆ

１／００；可視的手段による時間の表示Ｇ０４

Ｂ１９／００；Ｇ０４Ｃ１７／００，Ｇ０４Ｇ

９／００；計算機と周辺装置の間のデータ転送

のための装置Ｇ０６Ｆ３／００；可視信号手段

または装置Ｇ０８Ｂ５／００；交通制御システ

ムＧ０８Ｇ；表示，広告，サインＧ０９Ｆ，例．

多数の分離された表示要素または光制御セル

からなる静的表示装置Ｇ０９Ｆ９／００；集積

された多数の光源からなる静的表示装置Ｈ０

１Ｊ，Ｈ０１Ｋ，Ｈ０１Ｌ，Ｈ０５Ｂ３３／１

２；結果を表示するパルスカウンターの回路Ｈ

０３Ｋ２１／１８；符号化，復号化または符号

変換の一般Ｈ０３Ｍ；画像またはパターンをそ

の部分を表わし，かつ，原画を走査することに

より生成される電気信号を使用して再生する

Ｈ０４Ｎ）[3,4,5] 

注 

（１）このサブクラスは，指示コンソール，すなわち，表示用

制御信号の処理，例．制御信号の呼出し，受取り，蓄積，再生，

符号化，復号化，番地づけ，のための装置または回路を包含す

る。[3] 

（２）このサブクラスは，パネルや管それ自体または個々の光

源の集合のような指示装置の構造的細部を包含せず，これは関

連サブクラス，例．Ｈ０１Ｊ，Ｈ０１Ｋ，Ｈ０１Ｌ，Ｇ０２Ｆ，

Ｇ０９Ｆ，Ｈ０５Ｂに分類される。[3] 

（３）連続的な輝度階調を表示できる表示装置が分類されるＨ

０４Ｎに対し，このサブクラスは不連続な輝度，例．明暗だけ

のもの，のみを用いる装置に限定される。[3] 

（４）可視効果は，電子ビームによって走査される蛍光体スク

リーンに形成されるか，制御される光源によって直接形成され

るか，支持板上に描かれた文字，記号，またはそれらの要素へ

の制御される光源からの光の投射によって形成されるか，また

は独立の光源からの光線のパラメータを電気的，磁気的または

音響的に制御することによって形成される。[3] 

1/00 陰極線管表示器にのみ関連した，制御装置

または回路（陰極線オシロスコープＧ０１

Ｒ１３／２０；テレビジョンＨ０４Ｎ）[3] 

1/02 ・蓄積回路（１／０６～１／２８が優先）

[3] 

1/04 ・偏向回路[3] 

1/06 ・単一ビーム管を用いるもの（１／２６，

１／２８が優先）[3] 

1/07 ・・ラスター走査とキャリグラフィック表

示との結合を有するもの[5] 

1/08 ・・ビームが文字を直接追跡するもの，表

示される情報が２つの空間的な座標に

おける時間の関数として，例．デカル

ト座標系に従って，偏向を制御するも

の[3] 

1/10 ・・・偏向信号が本質的にディジタル手段

によって，例．増加的に，作られて

いるもの[3] 

1/12 ・・・偏向信号が主としてアナログ手段に

よって形成されるもの[3] 

1/14 ・・ビームが表示される情報とは独立にパ

ターンをトレースし，かつ後者が明暗

でえがかれるパターンの部分を決定す

るもの[3] 

1/16 ・・・直角座標のパターンがスクリーンの

全体にわたって拡大されるもの，例．

テレビジョン型ラスター[3] 

1/18 ・・・小さな局部パターンが単一の文字の

みを含み，かつ次の文字のための位

置に，例．直角または極座標におい

て，または星形において，進むもの

[3] 

1/20 ・多重ビーム管を用いるもの（１／２６，

１／２８優先）[3] 

1/22 ・多数の文字から一つの完全な文字が選択

できる管を用いるもの[3] 

1/24 ・一つの文字を形成する個々のエレメント

の選択ができる管を用いるもの[3] 

1/26 ・蓄積管を用いるもの[3] 

1/28 ・カラー管を用いるもの[3] 

3/00 陰極線管以外の可視的表示器にのみ関連し

た，制御装置または回路（光学走査系一般

Ｇ０２Ｂ２６／１０）[3] 

3/02 ・スクリーン上を光ビームでトレースまた

は走査するもの[3] 

3/04 ・多数の文字からの選択または個々の要素

を組み合わせることによって単一の文字

を表示するためのもの，例．セグメント

型[3] 

3/06 ・・制御された光源を用いるもの[3] 

3/08 ・・・白熱フイラメントを用いるもの[3] 

3/10 ・・・ガス管を用いるもの[3] 

3/12 ・・・エレクトロルミネッセント要素を用

いるもの（螢光体スクリーンを有す

る陰極線管を用いるもの１／００）

[3] 

3/14 ・・・・半導体装置，例．ダイオード[3] 

3/16 ・・独立の光源からの光を制御するもの[3] 

3/18 ・・・液晶を用いるもの[3] 

3/19 ・・・エレクトロクロミック装置を使用す

るもの[5] 

3/20 ・マトリックス状に配置された個々の要素

の組み合わせによりその集合を構成する

ことによって多数の文字の集合，例．１

頁，を表示するためのもの[3] 

3/22 ・・制御された光源を用いるもの[3] 

3/24 ・・・白熱フイラメントを用いるもの[3] 

3/26 ・・・・移動信号を表わすもの[3] 
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3/28 ・・・発光ガス放電パネル，例．プラズマ，

を用いるもの[3] 

3/282 ・・・・直流（ＤＣ）パネルを用いるもの

[7] 

3/285 ・・・・・セルフ・スキャンを用いるもの

[7] 

3/288 ・・・・交流（ＡＣ）パネルを用いるもの

[7] 

3/29 ・・・・・セルフシフトパネルを使用する

もの[5] 

3/30 ・・・エレクトロルミネッセントパネルを

用いるもの[3] 

3/32 ・・・・半導体，例．ダイオード[3] 

3/34 ・・独立の光源よりの光の制御によるもの

[3] 

3/36 ・・・液晶を用いるもの[3] 

3/38 ・・・エレクトロクロミック装置を使用す

るもの[5] 

5/00 陰極線管表示器および他の可視的表示器に

共通の可視的表示器用の制御装置または回

路（イメージ処理または形成の計算部分の

設計または構造Ｇ０６Ｔ）[5] 

5/02 ・色を表示する方法に特徴があるもの[5] 

5/04 ・・色表示装置とのインターフェイスのた

めの回路を使用するもの[5] 

5/06 ・・カラーパレット，例．ルックアップテ

ーブル，を使用するもの[5] 

5/08 ・カーソル回路[5] 

5/10 ・輝度回路[5] 

5/12 ・表示装置と他の装置，例．他の表示装置，

ビデオ―ディスクプレーヤー，との間の

同期[5] 

5/14 ・多数のビューポートの表示[5] 

5/16 ・右から左へ表記する言語の表示[5] 

5/18 ・ラスター走査ディスプレイ用のタイミン

グ回路（特にテレビジョンに適合された

ものＨ０４Ｎ）[5] 

5/20 ・関数発生回路，例．円発生器[5] 

5/22 ・文字コードメモリを用いる，個々の文字

またはしるしの表示に特徴があるもの

（５／４２が優先）[5,7] 

5/24 ・・個別文字パターンの発生[5] 

5/26 ・・・文字の寸法を変更するためのもの，

例．２倍幅，２倍高[5] 

5/28 ・・・文字の形の向上のためのもの，例．

スムージング[5] 

5/30 ・・表示属性の制御[5] 

5/32 ・・表示位置を制御するための手段を有す

るもの[5] 

5/34 ・ローリングまたはスクローリングのため

のもの[5] 

5/36 ・ビット・マップ・メモリを用いる，個々

のグラフィックパターンの表示に特徴が

あるもの（５／４２が優先）[5,7] 

5/37 ・・グラフィックパターン上の操作の細部

（５／３８が優先）[7] 

5/373 ・・・グラフィックパターンのサイズ変更

をするためのもの[7] 

5/377 ・・・２つ以上のグラフィックパターンを

合成または重畳するためのもの（５

／０２，５／３９７が優先）[7] 

5/38 ・・表示位置を制御するための手段を有す

るもの[5] 

5/39 ・・ビット・マップ・メモリの制御[7] 

5/391 ・・・解像度変更回路，例．可変画面フォ

ーマット[7] 

5/393 ・・・ビット・マップ・メモリの内容を更

新するための制御[7] 

5/395 ・・・ビット・マップ・メモリの内容を画

面に送るのに特に適した制御（５／

３９９が優先）[7] 

5/397 ・・・・２つ以上のビット・マップ・メモ

リの内容を，同時に画面に送るの

に特に適した制御，例．合成また

は重畳するためのもの（５／０２

が優先）[7] 

5/399 ・・・２つ以上のビット・マップ・メモリ

を用いるもので，その操作を交互に

切り替えるもの，例．ピンポン・バ

ッファ[7] 

5/40 ・文字コードにより決定されるパターンと

他のパターンとの両方のパターンが同時

に表示されるか，あるいは一方のパター

ンが選択的に表示される方法に特徴があ

るもの，例．文字コードメモリ及びビッ

トマップメモリを有するもの[5] 

5/42 ・表示メモリの内容と画面の表示位置との

間に，一定した位置関係の相関性がない

表示メモリを用いる，パターンの表示に

特徴があるもの[7]
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G10 楽器；音響 

注 

（１）このクラスは音楽的であると考えられるか否かを問わず

広く音を発するすべての装置を包含する。 

（２）このクラスにおいては，下記の表現は以下に示す意味で

用いる： 

―“楽器”は単一の音響信号を発する装置を除外するものでは

ない。 

（３）サブクラスインデックスに代えて次のクラスインデック

スをおき，異なるサブクラスに属する下記の３つの基本型の展

開法を示す： 

―気鳴楽器； 

―弦楽器； 

―打楽器； 

これらがほとんどの楽器と関連していることは明らかである。 

（４）もちろん，中には注（３）で述べた３つの型のうちの１

つに属することが明らかでない作動原理の楽器がある。それら

はグループＧ１０Ｄ１７／００またはＧ１０Ｋ７／００，９／

００，または１５／０４に該当し，それら以外のものは普通明

確な分類箇所が見出せる。 

クラス内の索引 

音；音波の操作 

音声の分析または合成，音声認識 ................... G10L 

他 に 分 類 さ れ な い 音 の 伝 送 ま た は 音 に 対 す る 防 護

...................................... G10K11/00,13/00 

他に分類されない音響 ........................ G10K15/00 

気鳴楽器 

全体構造；細部，付属品 .................. G10D7/00;9/00 

パイプオルガン，リードオルガンまたは類似の楽器

........................................ G10B1/00,3/00 

アコーデオン，コンセルテーナまたは類似の楽器；他の型式の

楽器 ................................... G10D11/00;7/00 

ホイッスル；サイレン；ホーン ....... G10K5/00;7/00;9/00 

弦楽器 

全体構造；細部，付属品 .................. G10D1/00;3/00 

ピアノ，類似の楽器；それらの音楽の電気的伝送；製造または

保守のための工具と方法 ............. G10C1/00,3/00;9/00 

他の型式の楽器 ............................... G10D1/00 

打楽器 

ベル，ガラガラまたは類似の楽器 .......... G10K1/00,3/00 

他の楽器 .................................... G10D13/00 

他の特殊な装置：はっきりしない原理を用いた楽器；楽器の組

合せ；音楽用付属具 

電気楽器 ......................................... G10H 

自動楽器 ......................................... G10F 

サイレン；振動体をもつ装置 .............. G10K7/00;9/00 

組 合 せ ： ピ ア ノ と 他 の 楽 器 ； 他 の 楽 器 の 組 合 せ

................................... G10C5/00;G10D15/00 

音楽用付属具 ..................................... G10G 

他に分類されないもの ........................ G10D17/00 

 

G10B パイプオルガン；リードオルガン（ハー

モニカまたはアコーディオンＧ１０Ｄ；自動演

奏に関するものＧ１０Ｆ；マイクロホン，ピッ

クアップまたは増幅器と楽器との組合せ，電子

オルガンＧ１０Ｈ） 

1/00 パイプオルガン，リードオルガン，または

類似の気嗚楽器の全体構造 

1/02 ・パイプオルガン 

1/04 ・・電気的に作動されるもの 

1/06 ・・流体により作動されるもの 

1/08 ・リードオルガン 

3/00 パイプオルガン，リードオルガンまたは類

似のものの細部，または付属品 

3/02 ・ブロワー（圧縮機，送風機，それ自体Ｆ

０４） 

3/04 ・整風装置 

3/06 ・バルブ；スリーブ 

3/08 ・パイプ，例．オープンパイプ，リードパ

イプ 

3/10 ・アクション，例．カプラ 

3/12 ・鍵または鍵盤；手鍵盤（楽器用鍵盤一般

Ｇ１０Ｃ３／１２） 

3/14 ・足鍵または足鍵盤 

3/16 ・スエル装置；アクセント装置 

3/18 ・トレモロ発生装置 

3/20 ・移調装置 

3/22 ・電気的に操作されるパイプオルガンに特

有の細部，例．そのための接点 
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G10C ピアノ（音楽的特色のないおもちゃのピアノ

Ａ６３Ｈ５／００；自動演奏に関するものＧ１

０Ｆ；マイクロホン，ピックアップまたは増幅

器と楽器との組合せＧ１０Ｈ） 

1/00 ピアノまたは類似の鍵盤付き弦楽器の全体

構造 

1/02 ・アツプライトピアノ 

1/04 ・グランドピアノ 

1/06 ・チエンバロ，小型ピアノ，または同様な

弦楽器 

3/00 ピアノまたは類似のものの細部，または付

属品 

3/02 ・ケース 

3/04 ・フレーム；駒；支柱 

3/06 ・共鳴手段，例．共鳴弦，響板；共鳴手段

の取付け 

3/08 ・弦の配置 

3/10 ・チューニングピンまたは弦を張る部品 

3/12 ・鍵盤；鍵 

3/14 ・・足により作動するもの 

3/16 ・アクション 

3/18 ・・ハンマー 

3/20 ・・液圧，気圧，または電磁的手段を伴な

うもの 

3/22 ・・グランドピアノ用 

3/24 ・・トレモロ演奏用 

3/26 ・減音または同様な音を変えるためのペダ

ルまたはペダル機構 

3/28 ・移調装置 

3/30 ・カプラ，例．オクターブ演奏用 

5/00 ピアノと他の楽器，例．ベル，木琴，の組

合せ 

9/00 ピアノの製造または保守のための特殊な工

具または方法
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G10D 他に分類されない楽器（自動演奏に関する

ものＧ１０Ｆ；マイクロホン，ピックアップま

たは増幅器と楽器との組み合わせＧ１０Ｈ；楽

器またはその部品に関係のない発音装置Ｇ１

０Ｋ） 

1/00 弦楽器の全体構造（ピアノまたは鍵盤を有

する同様の楽器Ｇ１０Ｃ） 

1/02 ・バイオリン，ビオラ，チェロ，ダブルベ

ース 

1/04 ・ハープ，リラ 

1/06 ・マンドリン 

1/08 ・ギター 

1/10 ・バンジョー 

1/12 ・チター，例．オートハープ 

3/00 弦楽器の細部，または付属品 

3/02 ・共鳴手段，ホーン，または振動板 

3/04 ・駒，弱音器，またはカポタスト 

3/06 ・指板 

3/08 ・・鍵盤状のもの（楽器用鍵盤一般Ｇ１０

Ｃ３／１２） 

3/10 ・弦 

3/12 ・弦の係止装置，例．テールピース，ヒッ

チピン 

3/14 ・調弦装置，例．糸巻，ピン，摩擦車 

3/16 ・弓；弓のガイド；ばちまたは類似の演奏

用具 

3/18 ・楽器の部分としてのあご当て，手かけま

たは保護具（分離した補助具または支持

具Ｇ１０Ｇ） 

7/00 気鳴楽器の全体構造（アコーディオン１１

／００；パイプオルガン，リードオルガン

Ｇ１０Ｂ；ホイッスルＧ１０Ｋ） 

7/02 ・気流が傾斜したエッジにふきつけられる

型式のもの，例．フルート，リコーダー 

7/04 ・・オカリナ 

7/06 ・１枚または２枚のリード（ロールブラッ

ト）をもつ型式のもの，例．オーボエ，

クラリネット，バスーン，バグパイプ 

7/08 ・・サクソフォーン 

7/10 ・カップ状の吹口をもつ型式のもの，例．

コルネット，トランペット，トロンボー

ン 

7/12 ・フリーリード（ツンゲ）をもつ型式のも

の，例．ハーモニカ，子供用のラッパ 

9/00 気鳴楽器の細部，または付属品 

9/02 ・吹口；リード 

9/04 ・バルブ；バルブ操作器 

9/06 ・弱音器 

11/00 アコーディオン，コンセルティーナ，また

は類似のもの；そのための鍵盤（楽器一般

のための鍵盤Ｇ１０Ｃ３／１２） 

11/02 ・アクション 

13/00 打楽器 

13/02 ・ドラム；タンブリン 

13/04 ・ティンパニ 

13/06 ・カスタネット，シンバル，トライアング

ル，または他の単音打楽器（ベルＧ１０

Ｋ） 

13/08 ・発音体としての棒，ブロック，フォーク，

ゴング，板，ロッド，または歯をもつ多

音楽器 

15/00 各種楽器の組合せ（ピアノとの組合せＧ１

０Ｃ） 

17/00 このサブクラスの他のいずれのグループに

も分類されない楽器，例．エオリアンハー

プ，炎で鳴る楽器
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G10F 自動楽器（音楽的特色のないおもちゃの楽器

Ａ６３Ｈ５／００；録音または再生Ｇ１１Ｂ；

録音または再生装置と組み合わされた装置Ｇ

１１Ｂ３１／０２） 

注 

このサブクラスは，自動動作から独立した楽器に関するものは

包含せず，これはサブクラスＧ１０Ｂ，Ｇ１０ＣまたはＧ１０

Ｄに包含される。 

1/00 自動楽器 

1/02 ・鍵盤をもったピアノ 

1/04 ・鍵盤をもたないピアノ 

1/06 ・はじかれる歯，刃，またはその類似物を

もつオルゴール（他の物品と結合したも

のはその物品のための適切なクラスを参

照） 

1/08 ・打楽器 

1/10 ・・カリヨン 

1/12 ・気鳴楽器 

1/14 ・・手まわしオルガン 

1/16 ・弦楽器（ピアノ１／０２，１／０４） 

1/18 ・・弓によって奏かれるもの 

1/20 ・・はじかれるもの 

1/22 ・２以上の楽器の組合せ 

3/00 鍵盤楽器用の独立した演奏装置 

5/00 自動楽器の細部，または付属品 

5/02 ・アクション 

5/04 ・音曲の記録された胴，シート，ローラ，

スプール，またはその類似物 

5/06 ・・音曲の記録された胴，円盤，またはそ

の類似物の駆動または取付け；音曲の

記録されたシートまたはその類似物の

巻取り，巻戻し，またはガイド（ウエ

ブまたはシートの取扱い一般Ｂ６５

Ｈ）
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G10G 音楽のための補助具（メトロノームＧ０４

Ｆ５／０２；音楽の教習具Ｇ０９Ｂ１５／０

０） 

1/00 音楽の表現のための手段 

1/02 ・鍵盤または指板のための固定または可調

整の和音または音高の指示器 

1/04 ・移調するためのもの；編曲するためのも

の 

3/00 記譜法形式に音楽を記録すること，例．楽

器の機械的操作を記録すること 

3/02 ・機械的手段のみを用いるもの 

3/04 ・電気的手段を用いるもの 

5/00 楽器のための支持具 

7/00 他の補助装置，例．別体になったやに入れ，

別体になった弦入れ，指揮棒 

7/02 ・音叉または類似の装置
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G10H 電気楽器（電子回路一般Ｈ０３） 

注 

このサブクラスは個々の音が演奏者の操作に従って電気振動

として形成され，その振動がスピーカーまたはそれと同等の器

具により音響振動に変換される楽器を包含する。 

1/00 電気楽器の細部（他の楽器にも応用できる

鍵盤Ｇ１０Ｂ，Ｇ１０Ｃ；残響または反響

音を発生する装置Ｇ１０Ｋ１５／０８）[5] 

1/02 ・音の周波数，例．アタック，ディケイ，

を制御するための手段；特殊な音楽的効

果，例．ビブラート，グリサンド，を作

り出すための手段 

1/04 ・・付加的変調によるもの 

1/043 ・・・連続的変調[3] 

1/045 ・・・・電気機械的手段によるもの[3] 

1/047 ・・・・音響機械的手段，例．回転スピー

カまたは音響反射板，によるもの

[3] 

1/053 ・・・演奏中のみのもの[3] 

1/055 ・・・・可変インピーダンス素子を有する

スイッチによるもの[3] 

1/057 ・・・・エンベロープ形成回路によるもの

[3] 

1/06 ・・音の倍音構造を定めるための回路 

1/08 ・・・音を組み合わせることによるもの（１

／１４，１／１６が優先；和音１／

３８；音声の分析または合成Ｇ１０

Ｌ）[3] 

1/10 ・・・・コーラス，セレスタまたはアンサ

ンブル効果を得るためのもの（連

続的変調１／０４３）[3] 

1/12 ・・・複合波形をろ波することによるもの

（１／１４，１／１６が優先）[3] 

1/14 ・・・演奏中のもの（演奏中の変調１／０

５３）[3] 

1/16 ・・・非線形素子によるもの（１／１４が

優先；非正弦波の基本の音の発生５

／１０）[3] 

1/18 ・選択回路[3] 

1/20 ・・移調のためのもの[3] 

1/22 ・・音を抑制するためのもの；優先回路網

[3] 

1/24 ・・複数のプリセット音栓を選択するため

のもの[3] 

1/26 ・・一連の音を自動的に作り出すためのも

の[3] 

1/28 ・・・アルペジオを作り出すためのもの[3] 

1/30 ・・・２つの音を繰り返し発音するための

もの[3] 

1/32 ・構造上の細部[3] 

1/34 ・・スイッチ装置，例．電気楽器に特有な

鍵盤または機械的スイッチ（他の楽器

にも応用できる鍵盤Ｇ１０Ｂ，Ｇ１０

Ｃ）[3] 

1/36 ・伴奏装置[3] 

1/38 ・・和音[3] 

1/40 ・・リズム（メトロノームＧ０４Ｆ５／０

２）[3] 

1/42 ・・・音色形成回路を含むもの[3] 

1/44 ・調律手段[3] 

1/46 ・音量制御[3] 

3/00 音を電気機械的手段によって発生する楽器 

3/02 ・機械的断続器を用いるもの 

3/03 ・記録された波形，例．回転ディスク上に

記録された波形，を読み取るためのピッ

クアップ手段を用いるもの[3] 

3/06 ・・光電ピックアップ手段を用いるもの 

3/08 ・・誘導ピックアップ手段を用いるもの 

3/09 ・・・テープまたはワイヤを用いるもの[3] 

3/10 ・・容量ピックアップ手段を用いるもの 

3/12 ・機械的共振発生器，例．弦または打撃装

置，を用い，それらの音を電気機械変換

器によってピックアップし，その電気信

号を更に処理または増幅しそしてその後

スピーカまたはそれと同等の器具によっ

て音へ変換するもの[3] 

3/14 ・・ピックアップ手段を有し機械的に駆動

される振動体を用いるもの（３／２４

が優先）[3] 

3/16 ・・・リードを用いるもの[3] 

3/18 ・・・弦を用いるもの，例．電気ギター[3] 

3/20 ・・・音叉，ロッドまたは管を用いるもの

[3] 

3/22 ・・ピックアップ手段を有し電気機械的に

駆動される振動体を用いるもの（３／

２４が優先）[3] 

3/24 ・・帰還手段，例．音響的帰還，を組み入

れるもの[3] 

3/26 ・・・電気的帰還を用いるもの[3] 

5/00 音を電子的発生器によって発生する楽器

（７／００が優先）[3] 

5/02 ・基本の音の発生を利用するもの 

5/04 ・・能動素子として半導体装置をもつもの

（５／１０，５／１２が優先） 

5/06 ・・音を基本の音の周波数逓倍または分周

によって発生するもの 

5/07 ・・・複合波形となるもの[3] 

5/08 ・・音をヘテロダインによって発生するも

の 

5/10 ・非正弦波の基本の音，例．のこぎり波，

の発生を利用するもの 

5/12 ・・能動素子として半導体装置を用いるも

の 

5/14 ・周波数決定素子として電気機械的共振器，

例．水晶，を用いるもの[3] 

5/16 ・陰極線管を用いるもの[3] 

7/00 音をデータ蓄積装置から合成する楽器，例．
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コンピュータオルガン（楽器特有でない音

響波の合成Ｇ１０Ｋ１５／０２，Ｇ１０Ｌ）

[3,5] 

7/02 ・音の波形の連続するサンプル点における

振幅値が，１つまたはそれ以上の記憶装

置に蓄積されているもの[5] 

7/04 ・・振幅値が変化する読出レート（読出周

波数，読出速度）で読み出されるもの，

例．ピッチに従うもの[5] 

7/06 ・・振幅値が一定の読出レート（読出周波

数，読出速度）で読み出され，与えら

れた所定値により段階的に変化する読

出しアドレスを有するもの，例．ピッ

チに従うもの[5] 

7/08 ・音の波形の連続するサンプル点における

振幅値を，関数計算または多項式の近似

値計算により求めるもの[5] 

7/10 ・・記憶装置に蓄積されたパラメータまた

は係数を用いるもの，例．フーリエ係

数（７／１２が優先）[5] 

7/12 ・・記憶装置に蓄積されている１つ以上の

パラメータおよび予め計算されている

１つ以上の過去の振幅値を用いる反復

的な算出手段によるもの[5]
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G10K 音を発生する装置（音を発生する玩具Ａ６

３Ｈ５／００；楽器やその部品は関連するサブ

クラス，例．Ｇ１０Ｄ，を参照）；他に分類
されない音響（流体圧システム用の，流体発

振器または信号発生機Ｆ１５Ｂ２１／１２；音

波の反射または再放射を使用する方式Ｇ０１

Ｓ１５／００；地震エネルギの発生Ｇ０１Ｖ１

／０２；信号または呼出し装置，警報装置Ｇ０

８Ｂ；圧電，電わいまたは磁わい素子一般Ｈ０

１Ｌ４１／００；亜音波，音波，超音波を用い

た伝送システムＨ０４Ｂ１１／００；スピーカ，

マイクロホン，蓄音機ピックアップまたは類似

の音響電気機械変換器Ｈ０４Ｒ）[6] 

注 

（１）このサブクラスは流体中の機械的振動の発生装置を包含

する。[6] 

（２）このサブクラスは，人間には聴くことができないが動物

には聴くことができる音の発生も包含する。 

（３）このサブクラスにおいては，下記の用語は以下に示す意

味で用いる： 

―“音響”および“音”は，すべての亜音波，音波および超音

波の周波数における機械的振動を取扱う技術分野を包含する。

しかし，機械的波動の発生または伝達一般は，前記注（１）で

特定したものを例外として，サブクラスＢ０６Ｂに包含される。

[6] 

1/00 共鳴体を打つことによって音が発生する装

置，例．ベル，チャイム，ゴング（時計と

の組合せＧ０４Ｂ，Ｇ０４Ｃ；カリヨンＧ

１０Ｆ１／１０） 

1/06 ・共鳴装置がベル，板，ロッドまたは管の

形をしたもの（塔につけるベル１／２８） 

1/062 ・・電気的に作動されるもの 

1/063 ・・・音響部材がベルであるもの 

1/064 ・・・・そのための作動または打撃機構 

1/065 ・・・・・時限でまたは反復して作動する

もの 

1/066 ・・・音響部材が管，板またはロッドであ

るもの 

1/067 ・・・・そのための作動または打撃機構 

1/068 ・・液体で作動されるもの；気体で作動さ

れるもの 

1/07 ・・機械的に作動されるもの；振鈴；動物

用ベル 

1/071 ・・・振鈴；動物用ベル 

1/072 ・・・そのための作動または打撃機構 

1/074 ・・・・回動する舌片またはシェルによる

もの 

1/076 ・・・・時限でまたは反復して作動するも

の 

1/08 ・・汎用性のある細部または付属品 

1/10 ・・・音響部材；そのためのマウンド；舌

片または他の打撃子 

1/26 ・・・マウント；ケース 

1/28 ・塔またはその類似物に用いるベル 

1/30 ・・細部または付属品 

1/32 ・・・音響部材；舌片または他の打撃子 

1/34 ・・・作動機構 

1/36 ・・・消音または弱音のための手段（運動

による不均衡な力を回避しまたは減

少させるための手段または装置Ｆ１

６Ｆ１５／００） 

1/38 ・・・支持；マウント 

3/00 ガラガラまたはそれと類似の雑音発生装置 

5/00 ホイッスル 

5/02 ・超音波ホイッスル[3] 

7/00 サイレン 

7/02 ・発音部材が手動でまたは原動機によって

回転されるもの（７／０６が優先） 

7/04 ・・電動機によるもの 

7/06 ・発音部材が流体，例．圧縮ガス，によっ

て駆動されるもの 

9/00 ダイヤフラムまたは類似物を振動すること

によって音が発生される装置，例．霧笛，

警笛，ブザー（スピーカまたは類似の音響

電気機械変換器Ｈ０４Ｒ） 

9/02 ・ガスによる駆動，例．吸引操作 

9/04 ・・圧縮ガス，例．圧縮空気，によるもの 

9/06 ・・爆発によって作られるもの 

9/08 ・水または他の液体によって駆動されるも

の 

9/10 ・機械的手段のみによって駆動されるもの 

9/12 ・電気的に作動されるもの 

注 

このグループはスピーカまたはマイクロフォンのような広帯

域変換器の構造，または広帯域変換器用回路を包含しない。そ

れらはサブクラスＨ０４Ｒに包含される。[6] 

9/122 ・・圧電駆動手段を用いるもの[6] 

9/125 ・・・複数の能動素子を有するもの[6] 

9/128 ・・磁わい駆動手段を用いるもの[6] 

9/13 ・・電磁駆動手段を用いるもの[3] 

9/15 ・・・自己断続装置[3] 

9/16 ・・人力によって電流を発生する手段をも

つもの 

9/18 ・細部，例．バルブ，ポンプ，ピストン，

スイッチ，ケース 

9/20 ・・発音部材 

9/22 ・・マウント；ケース 

11/00 音を伝達し，導きまたは指向させるための

方法または装置一般；騒音または他の音響

波を防ぎ，または減衰させるための方法ま

たは装置一般（車両のための遮音Ｂ６０Ｒ

１３／０８；航空機のための遮音Ｂ６４Ｃ

１／４０；遮音材は関連する箇所，例．Ｃ

０４Ｂ２６／００～３８／００を参照；軌

道上の騒音の減少Ｅ０１Ｂ１９／００；道

路または鉄道から大気中に伝播される騒音
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の吸収Ｅ０１Ｆ８／００；建築物における

騒音の遮断，吸収または反射Ｅ０４Ｂ１／

７４；室内音響Ｅ０４Ｂ１／９９；床にお

ける音の遮断Ｅ０４Ｆ１５／２０；機械ま

たは機関のためのガス流消音器または排気

装置一般，内燃機関のためのものＦ０１

Ｎ；内燃機関の吸い込み側消音器Ｆ０２Ｍ

３５／００；好ましくない振動の抑制Ｆ１

６Ｆ７／００～１５／００；弁の騒音防止

Ｆ１６Ｋ４７／０２；管の騒音吸収装置Ｆ

１６Ｌ５５／０２；直接接触による散水式

冷却器の音を抑制する装置Ｆ２８Ｃ１／１

０；武器のための消音器Ｆ４１） 

11/02 ・機械的音響インピーダンス；インピーダ

ンスマッチング，例．ホーンによるもの；

音響共振器[3] 

11/04 ・・音響フィルター[3] 

11/08 ・非電気的に音を増幅する装置，例．非電

気的メガホン（ホーンによる増幅１１／

０２；集束による増幅１１／２６） 

11/16 ・音響波，例．音，を防ぎ，または減衰さ

せるための方法または装置（１１／３６

が優先）[3] 

注 

このグループは特殊な応用に適した音響波に対する防音また

は減衰を包含せず，それらはこのために特別の用意がされてい

れば，これらの応用のためのサブクラスに包含される。[6] 

11/162 ・・材料の選択[6] 

11/165 ・・・母材内の粒子[6] 

11/168 ・・・異なる材料の複数の層，例．サンド

イッチ状のもの[6] 

注 

このグループに分類するとき，何らかの積層体に関係する限り

サブクラスＢ３２Ｂにも分類する。[6] 

11/172 ・・共振効果を用いるもの[6] 

11/175 ・・干渉効果を用いるもの；音をマスキン

グするもの[6] 

11/178 ・・・電気音響的に元の音響波を逆位相で

再発生することによるもの[6] 

11/18 ・音を伝達し，導きまたは指向させるため

の方法または装置（１１／０２，１１／

３６が優先；医療用聴診器Ａ６１Ｂ７／

０２）[3] 

11/20 ・・反射装置（１１／２８が優先）[3] 

11/22 ・・中空管，例．伝声管，を通して音を導

くためのもの[3] 

11/24 ・・固体，例．線状体，を通して音を導く

ためのもの[3] 

11/26 ・・音の集束または指向，例．走査[3] 

11/28 ・・・反射を用いるもの，例．放物面反射

体[3] 

11/30 ・・・屈折を用いるもの，例．音響レンズ

[3] 

11/32 ・・・音源の形状によって特徴づけられた

もの[3] 

11/34 ・・・変換器配列体の電気的操作，例．ビ

ーム操作，を用いるもの[3] 

11/35 ・・・変換器の機械的操作を用いるもの[6] 

11/36 ・弾性表面波を操作するための装置（電気

音響増幅器Ｈ０３Ｆ１３／００；電気音

響的素子を含む回路網Ｈ０３Ｈ９／０

０）[3] 

13/00 音を発するまたは受けるためのコーン，ダ

イヤフラム，またはその類似物一般（電気

機械変換器のためのものＨ０４Ｒ７／０

０） 

15/00 他に分類されない音響[4] 

15/02 ・音響波の合成（音声の合成Ｇ１０Ｌ１３

／００）[4] 

15/04 ・音を発生する装置（１５／０２が優先）

[4] 

15/06 ・・放電を用いるもの[4] 

15/08 ・残響または反響音を発生する装置[5] 

15/10 ・・電気機械的なまたは電気音響的な装置

からなる時間遅延回路網を使用するも

の[5] 

15/12 ・・電子的時間遅延回路網を使用するもの

[5]
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G10L 音声の分析または合成；音声認識（コン

ピュータのための音声入出力Ｇ０６Ｆ３／１

６；自然言語データの処理に特に適したデジタ

ルデータ処理方法または処理装置Ｇ０６Ｆ１

７／２０；目，耳，または言葉が不自由な人々

の教育またはコミュニケーションＧ０９Ｂ２

１／００；電話通信Ｈ０４Ｍ）[4] 

11/00 １５／００～２１／００のグループ中のど

れか一つに限定されない音声の特徴量の測

定または検出[7] 

11/02 ・音声信号の有無の検出（二方向高声電話

方式における，音声周波数により伝送の

方向を切り換える手段Ｈ０４Ｍ９／１

０）[7] 

11/04 ・音声信号のピッチの抽出[7] 

11/06 ・音声信号の有声音と無声音の部分の弁別

（１１／０４が優先）[7] 

13/00 音声の合成；テキストを音声に変換するシ

ステム（電気楽器Ｇ１０Ｈ）[7] 

13/02 ・合成音作成の方法；音声合成器[7] 

13/04 ・・音声合成システムの細部，例．合成器

の構造，メモリ管理[7] 

13/06 ・音声合成器で使われる音声素片；結合規

則[7] 

13/08 ・テキストから音声を合成するための，テ

キストの分析，またはパラメータの生成，

例．表記素から音素への変換，韻律の生

成，強勢またはイントネーションの決定

[7] 

15/00 音声認識（１７／００が優先）[7] 

15/02 ・音声認識のための特徴抽出；認識単位の

選択[7] 

15/04 ・セグメンテーション，または語区切れ検

出[7] 

15/06 ・標準パタンの作成；音声認識システムの

学習，例．話者適応（１５／１４が優先）

[7] 

15/08 ・音声の識別または探索（パタンの認識Ｇ

０６Ｋ９／００）[7] 

15/10 ・・未知音声と標準パタンとの距離または

歪みを用いるもの[7] 

15/12 ・・動的計画法を用いるもの，例．動的時

間伸縮（ＤＴＷ）[7] 

15/14 ・・統計的モデルを用いるもの，例．隠れ

マルコフ・モデル（ＨＭＭ）（１５／１

８が優先）[7] 

15/16 ・・ニューラル・ネットワークを用いるも

の[7] 

15/18 ・・自然言語モデルを用いるもの[7] 

15/20 ・不利な環境に特に適した音声認識技術，

例．雑音，アクセントのある音声（２１

／０２が優先）[7] 

15/22 ・音声認識処理中の手順，例．マン・マシ

ン対話[7] 

15/24 ・音響以外の特徴を用いる音声認識，例．

唇の位置[7] 

15/26 ・音声をテキストに変換するシステム（１

５／０８が優先）[7] 

15/28 ・音声認識システムの構造上の細部[7] 

17/00 話者の同定または識別[7] 

19/00 冗長を減らすための音声の分析合成技術，

例．ボコーダーにおける；音声のコード化，

またはデコード化[7] 

19/02 ・スペクトル分析を用いるもの，例．変換

ボコーダ，サブバンド・ボコーダ[7] 

19/04 ・予測技術を用いるもの[7] 

19/06 ・・スペクトルの特徴の抽出またはコード

化，例．短期予測係数[7] 

19/08 ・・励振機能の抽出またはコード化；長期

予測パラメータの抽出またはコード化

[7] 

19/10 ・・・マルチパルス励振の抽出またはコー

ド化[7] 

19/12 ・・・コード励振の抽出またはコード化，

例．コード励振線形予測（ＣＥＬＰ）

ボコーダー[7] 

19/14 ・・１９／０６～１９／１２のグループに

分類されない細部，例．利得のコード

化，ポスト・フィルターの設計，ボコ

ーダの構造[7] 

21/00 他の可聴信号，または不可聴信号への変換

処理，例．特性や明瞭性を修正するための

視覚，触覚（１９／００が優先）[7] 

21/02 ・音声の強調，例．雑音低減，エコー除去

（ハンズ・フリー電話におけるエコーの

抑制Ｈ０４Ｍ９／０８；補聴器Ｈ０４Ｒ

２５／００）[7] 

21/04 ・時間圧縮または拡張[7] 

21/06 ・音声から不可聴表現への変換，例．音声

の可視化，触覚の補助のための音声処理

（１５／２６が優先）[7]
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G11 情報記憶 

G11B 記録担体と変換器との間の相対運動に
基づいた情報記録（変換器を介して再生す

ることを必要としない測定値の記録Ｇ０１

Ｄ；写真用感光材料または写真法Ｇ０３Ｃ；エ

レクトログラフィー，電子写真，マグネトグラ

フィーＧ０３Ｇ；機械的にマークを付したテー

プ，例．穿孔紙テープ，またはユニット記録体，

例．穿孔または磁気的にマークを付したカード，

を用いる記録または再生装置Ｇ０６Ｋ；ある型

の記録担体から他の型の記録担体へのデータ

の転送Ｇ０６Ｋ１／１８；記録担体からのデー

タの印刷Ｇ０６Ｋ３／００；出力データの永久

可視表示を作成するための装置Ｇ０６Ｋ１５

／００；静的手段を用いて可変情報を表示する

指示装置の制御のための装置または回路Ｇ０

９Ｇ；走査プローブ装置の細部Ｇ１２Ｂ２１／

００；符号化，復号化または符号変換一般Ｈ０

３Ｍ；再生装置の出力をラジオ受信機に結合す

る回路Ｈ０４Ｂ１／２０；テレビ信号の記録に

特に適合する回路Ｈ０４Ｎ５／７６，Ｈ０４Ｎ

９／７９；スピーカー，マイクロフォン，蓄音

機ピックアップもしくは類似の音響電気機械

変換器またはそのための回路Ｈ０４Ｒ） 

注 

（１）このサブクラスは以下のものを包含する： 

―このサブクラスは記録トラックと変換器の間の相対運動に

よって情報を記録および再生するもの，ここで変換器は記録さ

れるべきトラックを直接変調し，または再生されるべきトラッ

ク中の変調に応じて直接付勢されその変調の程度は記録また

は再生される信号に対応するようになっているものである； 

―記録または再生用の装置と機械，およびそれらの部品，たと

えばヘッド； 

―そのような装置と機械に使われる記録担体； 

―そのような装置と機械と共に関連して使われる他の装置： 

（２）このサブクラスにおいては，下記の用語は以下に示す意

味で用いる： 

―“記録担体”とは，記録担体に対して相対的に移動しうる感

知素子によって読取られる情報を永久的に保持することがで

きる，たとえばシリンダ，ディスク，カード，テープまたはワ

イヤのような物体を意味する。[7] 

―“ヘッド”とは正弦波または非正弦波状の電気的波形を記録

担体の少くとも近接表面の物理的状態の変化に変換し，または

その逆変換を行なういかなる手段をも含む； 

―“近接場相互作用”とは，スキャニング・プローブ技術を用

いる，非常に短い距離の相互作用，例．ヘッドと記録担体との

間の疑似接触あるいは瞬時接触，のことである。[7] 

（３）“マイクロ構造の装置”および“マイクロ構造のシステ

ム”に関する，クラスＢ８１およびサブクラスＢ８１Ｂのタイ

トルの後の注に注意すること。[7] 

サブクラス内の索引 

同形式の再生と組み合わされる記録 

機械的............................................3/00 

磁気的............................................5/00 

光学的............................................7/00 

その他の形式......................................9/00 

一つの形式の記録であって異なる形式の再生と組み合わされ

る記録...........................................11/00 

異なる形式の記録を同時にまたは選択的に行なうもの，同時再

生手段と組み合わされるもの.......................13/00 

記録または再生方法に特徴のない信号処理...........20/00 

記録担体の形状によって特徴づけられたもの.........25/00 

細部；共通事項 

起動，停止，駆動...........................15/00,19/00 

案内.............................................17/00 

ヘッド；記録担体...........................21/00;23/00 

他の装置との関連動作.............................31/00 

編集，索引，同期，モニタ.........................27/00 

製造....................................3/70,5/84,7/26 

その他の構造部分，細部または付属品...............33/00 

 

3/00 機械的カッティング，変形またはプレスに

よる，例．溝またはピットの，記録；機械

的感知による再生；そのための記録担体（１

１／００が優先；レーザビームを用いるカ

ッティングまたは変形による記録７／００，

電子ビームを用いるもの９／１０） 

3/02 ・ヘッドの機構（スタイラス３／４４） 

3/04 ・・複数の，交換自在の，または２者択一

的な変換機構 

3/06 ・・ヘッド位置の決定または表示 

3/08 ・・記録担体に対してヘッドを上昇，下降，

変換以外のために横断，拘束または離

隔保持する手段 

3/085 ・・・自動手段を用いるもの（３／０９５

が優先）[4] 

3/09 ・・・手動手段のみを用いるもの（３／０

９５が優先）[4] 

3/095 ・・・記録担体の一部を操返すためのもの；

記録担体の所望の点で開始または停

止するためのもの[4] 

3/10 ・・ヘッドまたは変換器を記録担体に対し

て相対的に配置または支持または駆動

する手段 

3/12 ・・・平衡した，平衡させられた，または

荷重された動作位置での支持，例．

横断方向におけるばね荷重 

3/14 ・・・・重力または慣性の効果の利用，例．

平衡錘（３／２８が優先）[4] 

3/16 ・・・・・調整可能なもの 

3/18 ・・・・・粘性効果を利用したダンピング 

3/20 ・・・・弾性手段，例．ばね，によるもの

（３／２８が優先）[4] 

3/22 ・・・・・調節可能なもの 

3/24 ・・・・・記録担体上の圧力を減少する作

用を与えるもの 
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3/26 ・・・・・記録担体上の圧力を増加する作

用を与えるもの 

3/28 ・・・・記録担体に平行な横断バイアスを

与えるもの 

3/30 ・・・非動作位置における支持 

3/31 ・・・・アームの構造[4] 

3/32 ・・・・支持柱の構造または機構 

3/34 ・・・変換動作中の駆動または案内 

3/36 ・・・・変換器を溝以外の手段によって記

録担体を横切るように前進させる

自動送り機構，例．送りねじ 

3/38 ・・・・案内，例．直線的または他の特別

なトラッキング特性を与える機構

または装置 

3/40 ・・・・変換のための静止記録担体に対す

る相対的なヘッドの駆動 

3/42 ・・・ヘッドの取付けまたは交換のための

手段をもつもの 

3/44 ・スタイラス，例．サファイヤ，ダイヤモ

ンド 

3/46 ・・構成または形状，例．支持体への宝石

の固着 

3/48 ・・・ニードル 

3/50 ・・スタイラス力を支える支持台またはそ

のほかの支持手段 

3/52 ・・過大な圧力に対してスタイラスを逃が

す機構 

3/54 ・・貯蔵保管；取扱い，例．ヘッドへのス

タイラスの着脱（針箱，針の容器，Ｂ

６５Ｄ８５／２４） 

3/56 ・・とがらせるもの（研削によるものＢ２

４Ｂ１９／１６） 

3/58 ・記録担体またはスタイラスの清掃，例．

削りくずまたは塵埃の除去（ブラッシュ

Ａ４６Ｂ；清掃一般Ｂ０８Ｂ） 

3/60 ・記録担体のためのターンテーブル（発電

機電動機のロータを形成するものＨ０２

Ｋ） 

3/61 ・・ターンテーブル上での記録担体の振動

の減衰[4] 

3/64 ・再記録，すなわち１つの溝付き記録担体

から１つ以上の同種または異種の記録担

体への情報の転写 

3/66 ・情報の消去，例．記録担体の再使用のた

めの消去 

3/68 ・記録担体 

3/70 ・・材料の選定または構造によって特徴づ

けられたもの；記録担体の製造に特に

適合する方法または装置（単一技術手

段を含む方法一般であって，そのため

の定義が他にあるものは関連場所，例．

Ｂ２９Ｄ１７／００，を参照）[4] 

3/72 ・・溝の構成，例．導入溝，導出溝 

3/74 ・・・多重出力トラック，例．バイノーラ

ルステレオ 

3/76 ・・・映面フィルムの一部を形成するもの 

3/78 ・・マルチトラック配置 

3/80 ・・ヘッドに対して変調溝以外に補助的案

内手段を共働させるもの；変調して記

録するために部分的に形成された非変

調溝 

3/90 ・・優先使用または規格外使用を表示する

手段をもつもの 

5/00 記録担体の磁化または減磁による記録；磁

気的手段による再生；そのための記録担体

（１１／００が優先）[4] 

注 

グループ５／０２から５／８６はグループ５／００４から５

／０１２に優先する。[2] 

5/004 ・磁気ドラムへの記録またはその再生，消

去（１９／００が優先）[2] 

5/008 ・磁気テープまたは磁気ワイヤへの記録ま

たはその再生，消去（１５／００が優先）

[2] 

5/012 ・磁気ディスクへの記録，またはそれから

の再生，消去（１７／００，１９／００

が優先）[2] 

5/016 ・・磁気金属箔を用いるもの[2] 

5/02 ・記録，再生，または消去方法；そのため

の読出，書込，または消去回路（タイミ

ングまたは同期装置２７／１０）[2] 

5/024 ・・消去[4] 

5/027 ・・アナログ記録[2] 

5/03 ・・・バイアス[4] 

5/035 ・・・等化[4] 

5/09 ・・デジタル記録[2] 

5/10 ・ヘッドのハウジングまたはシールドの構

造または製造[4] 

5/105 ・・ハウジング内へのヘッドの取付け[2] 

5/11 ・・電界または磁界に対するヘッドのシー

ルド[2] 

5/115 ・・・ヘッドまたは巻線間に配置された遮

蔽装置（５／２９が優先）[2] 

5/127 ・ヘッド，例．誘導型，の構造または製造

[4] 

5/133 ・・粒子からなるコアをもつもの，例．ダ

ストコアをもつもの，フェライトコア

をもつもの[4] 

5/147 ・・金属シートからなるコア，すなわち積

層コアをもつもの[4] 

5/153 ・・・テープ巻きコアをもつもの[4] 

5/17 ・・巻線の構造または配置[4] 

5/187 ・・記録媒体と物理的に接触するかまたは

直接近接するヘッドの表面の構造また

は製造；ポールピース；ギャップの特

徴（５／２６５，５／３１が優先）[4] 

5/193 ・・・ポールピースがフェライトのもの[4] 

5/21 ・・・ポールピースが鉄を含むシート材の
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もの[4] 

5/23 ・・・ギャップの特徴[4] 

5/235 ・・・・ギャップ充てんのための材料の選

択[4] 

5/245 ・・・磁気回路のリラクタンスを制御する

手段を含むもの（５／２５５が優先）

[4] 

5/255 ・・・摩耗に対する保護手段を含むもの[4] 

5/265 ・・同じトラックを消去，記録または再生

するための複数のギャップを有する一

つのヘッドの構造または製造（５／３

３が優先）[4] 

5/29 ・・複数のトラックのための複数のヘッド

によって形成された単一装置の構造ま

たは製造[4] 

5/31 ・・薄膜を用いるもの（５／３３が優先）

[4] 

5/325 ・・永久磁石を用いる消去ヘッド（そのた

めの一般的細部５／１３３から５／２

５５）[4] 

5/33 ・・磁束感知ヘッドの構造または製造（そ

のための一般的細部５／１３３から５

／２５５）[4] 

5/335 ・・・飽和部材を有するもの，例．第２高

調波検出，平衡磁束検出ヘッド[4] 

5/35 ・・・振動素子を有するもの[4] 

5/37 ・・・電流磁気装置，例．ホール効果装置，

を用いるもの（５／３９が優先）[4] 

5/39 ・・・磁気抵抗装置を用いるもの[4] 

5/40 ・ヘッドに関する保護手段，例．過度の温

度に対する保護（５／３１が優先，摩耗

に対する保護５／２５５）[4] 

5/41 ・ヘッドの清掃[2] 

5/455 ・ヘッドの機能試験のための装置；ヘッド

の測定装置（電気的または磁気的特性の

測定Ｇ０１Ｒ）[4] 

5/465 ・ヘッドの消磁のための装置（消磁一般Ｈ

０１Ｆ１３／００）[4] 

5/48 ・記録担体に相対的なヘッドの配置または

取付け 

5/49 ・・固定した取付け[2] 

5/50 ・・交換自在な取付け，例．再調整なしの

へッドの取換え 

5/52 ・・ヘッドと記録担体との同時移動による

もの，例．ヘッドの回転（５／５８８

が優先）[4] 

5/53 ・・・回転支持体へのヘッドの配置または

取付け[4] 

5/54 ・・ヘッドを動作位置へもしくは非動作位

置へまたはトラックと交差して移動さ

せる手段を有するもの[2] 

5/55 ・・・ヘッドの変位によるトラックの切換

え，選択または獲得[2] 

5/56 ・・ヘッドと記録担体との相対位置を調整

するためにヘッドを動かす手段を有す

るもの，例．トラック中心またはアジ

マス修正のための手動調整（５／５４，

５／５８が優先）[2] 

5/58 ・・変換動作中におけるヘッドと記録担体

との相対的な整列関係を維持するため

にヘッドを動かす手段を有するもの，

例．記録担体の表面不規則性またはト

ラック追従性を補償するためのもの

[2] 

5/584 ・・・テープ上のトラック追従のためのも

の[4] 

5/588 ・・・・回転ヘッドの位置制御によるもの

（記録担体の速度制御によるもの

１５／４６７；回転ヘッドの速度

制御によるもの１５／４７３）[4] 

5/592 ・・・・・ヘッドを支持するバイモルフ素

子を用いるもの[4] 

5/596 ・・・ディスク上のトラック追従のための

もの[4] 

5/60 ・・・記録担体からのヘッドの流体力学的

スペーシング 

5/62 ・材料の選択によって特徴づけられる記録

担体（磁性材料の選択一般Ｈ０１Ｆ１／

００；磁性薄膜Ｈ０１Ｆ１０／００） 

注 

このグループは組成物，材料，または方法それら自体を包含せ

ず，それらはセクションＢまたはＣの関連するサブクラスに包

含される。[4] 

5/627 ・・磁気テープ用リーダ，例．磁気テープ

に接続した非磁性ストライプまたは接

続用リーダ，に関するもの（構造的特

徴２３／２６）[4] 

5/633 ・・磁気トラックを有する映画フィルムま

たはスライドに関するもの[4] 

5/64 ・・結合材料をもたない磁性材料のみから

なるもの 

5/65 ・・・構造によって特徴づけられるもの（５

／６６が優先）[7] 

5/66 ・・・記録層が多層よりなるもの 

5/667 ・・・・軟磁性層を含むもの[7] 

5/673 ・・・・２以上の層を繰り返し積層したも

の[7] 

5/68 ・・結合材料中に均一に混合された１以上

の層の磁性粒子からなるもの（積層体

一般Ｂ３２Ｂ） 

5/70 ・・・ベース層上に設けられたもの（ベー

ス層自体は５／７３）[1,7] 

5/702 ・・・・結合剤によって特徴づけられるも

の[4] 

5/706 ・・・・磁性材料の組成によって特徴づけ

られるもの[4] 

5/708 ・・・・磁性層に非磁性粒子を添加するこ

とによって特徴づけられるもの
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[4] 

5/71 ・・・・潤滑剤によって特徴づけられるも

の[4] 

5/712 ・・・・磁性粒子の表面処理または被覆に

よって特徴づけられるもの[4] 

5/714 ・・・・磁性粒子の大きさによって特徴づ

けられるもの[4] 

5/716 ・・・・２以上の磁性層によって特徴づけ

られるもの[4] 

5/718 ・・・・・ベース層の表裏に少なくとも各

１つの磁性層をもつもの[4] 

5/72 ・・保護被膜，例．帯電防止 

5/725 ・・・潤滑剤を含むもの[7] 

5/73 ・・ベース層によって特徴づけられるもの

[7] 

5/733 ・・・非磁性粒子を添加することによって

特徴づけられるもの[7] 

5/735 ・・・バック層により特徴づけられるもの

[7] 

5/738 ・・・中間層により特徴づけられるもの[7] 

5/74 ・形状によって特徴づけられた記録担体，

例．ドラムの周りに巻き付けられるよう

に形成されたシート 

5/76 ・・ドラム状担体 

5/78 ・・テープ状担体 

5/80 ・・カード状担体 

5/82 ・・ディスク状担体 

5/84 ・記録担体の製造に特に適合する方法また

は装置（一般的な技術を含み，またその

分類が他の個所に存在する方法は，関連

個所，例えば，Ｂ２９，Ｃ２３，Ｃ２５

Ｄを参照：均質磁性フィルムを基層に形

成する装置または方法一般Ｈ０１Ｆ４１

／１４） 

5/842 ・・液状磁性分散体で支持体を被覆するも

の[4] 

5/845 ・・・磁界中におけるもの[4] 

5/848 ・・押出しによって磁性層を支持体に形成

するもの[4] 

5/85 ・・蒸着によって磁性層を支持体に形成す

るもの[4] 

5/851 ・・スパッタリングにより磁性層を支持体

に形成するもの[7] 

5/852 ・・磁界中における配向（５／８４５が優

先）[4] 

5/855 ・・磁性層を支持体の一部分だけに形成す

るもの[4] 

5/858 ・・電解メッキまたは無電解メッキによる

磁性層の形成[4] 

5/86 ・再記録，すなわち．１つの磁気記録担体

から１つ以上の同種または異種の記録担

体への情報の転写 

7/00 光学的手段による記録または再生，例．光

ビームの照射による記録，低パワー光ビー

ムを用いる再生；そのための記録担体（１

１／００，１３／００優先）[4,7] 

7/002 ・担体の形状により特徴づけられる記録，

再生または消去システム[7] 

7/0025 ・・円筒状のもの，例．円錐台[7] 

7/003 ・・帯状のもの，例．ベルト，テープ，ま

たはフィルム[7] 

7/0033 ・・カード状のもの[7] 

7/0037 ・・ディスク状のもの[7] 

7/004 ・記録，再生，または消去の方法；そのた

めの読み取り，書き込み，または消去回

路[7] 

7/0045 ・・記録（７／００６，７／００６５が優

先）[7] 

7/005 ・・再生（７／００６５優先）[7] 

7/0055 ・・消去（７／００６，７／００６５優先）

[7] 

7/006 ・・オーバーライト（７／００６５優先）

[7] 

7/0065 ・・光学的干渉パターンによる記録，再生，

または消去，例．ホログラム[7] 

7/007 ・記録担体上の情報の配列，例．トラック

の形状[4] 

7/013 ・・離散的情報のためのもの，すなわち情

報単位が各々別個の位置に記憶されて

いるもの[4] 

7/08 ・記録担体に相対的なヘッドまたは光源の

配置または取付け 

7/085 ・・光ビームを動作位置へまたは動作位置

から移動させる手段を有するもの（情

報信号による変調７／１２；光ビーム

の位置または方向の制御，すなわち偏

向Ｇ０２Ｆ１／２９）[4] 

7/09 ・・変換動作中における光ビームと記録担

体との相対的な整列関係を維持するた

めに光ビームまたは焦平面を動かす手

段を有するもの，例．記録担体の表面

不規則性またはトラック追従性を補償

するためのもの[4] 

7/095 ・・・ディスクに特に適合したもの，例．

偏心または揺動の補償[4] 

7/10 ・・交換自在な取付け，例．再調整なしの

ヘッドの取換え 

7/12 ・ヘッド 

7/125 ・・そのための光ビーム源（発光ダイオー

ドＨ０１Ｌ３３／００：半導体レーザ

ーＨ０１Ｓ５／００）；光変調器，例．

光スポットまたは光跡のサイズまたは

強度を制御する手段（電気光学的，磁

気光学的，または音響光学的変調器Ｇ

０２Ｆ１／００；光学絞りＧ０３Ｂ９

／０２）[4] 

7/13 ・・そのための光検出器（光検出器一般Ｇ

０１Ｊ；光の復調，変調光への変調転
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移，光の周波数変換Ｇ０２Ｆ２／００）

[4] 

7/135 ・・光源から記録担体にまたは記録担体か

ら光検出器に光ビームを案内する手段

[4] 

7/14 ・・２トラック以上に同時に記録するため

に，またはこれより同時に再生するた

めに適したもの（７／２０が優先） 

7/16 ・・フィルター，例．カラーフィルター，

を用いるもの 

7/18 ・・光学スリット 

7/20 ・・デュアル記録装置，すなわち情報が２

つの異った形で同時に同一または関連

するトラックに記録される装置，例．

瞬時値および平均値の記録（映画と結

合された音声記録Ｇ０３Ｃ） 

7/22 ・・ヘッドの製造に特に適した装置または

方法，例．アセンブリ 

7/24 ・材料の選定によってまたは構造もしくは

形状によって特徴づけられる記録担体

（記録担体上の情報の配列によって特徴

づけられるもの７／００７；感光材料そ

れ自体Ｇ０３Ｃ）[4] 

7/241 ・・材料の選定に特徴のあるもの[8] 

7/242 ・・・記録層[8] 

7/243 ・・・・無機材料のみからなるもの，例．

穴あけ型記録層[8] 

7/244 ・・・・有機材料のみからなるもの[8] 

7/245 ・・・・・重合体成分を含むもの[8] 

7/246 ・・・・・色素を含むもの[8] 

7/247 ・・・・・・メチンまたはポリメチン系色

素[8] 

7/248 ・・・・・・ポルフィン；アザポルフィン，

例．フタロシアニン[8] 

7/249 ・・・・・有機金属化合物を含むもの（７

／２４６が優先）[8] 

7/25 ・・・・・液晶を含むもの[8] 

7/251 ・・・・有機マトリックス中に分散された

無機材料からなるもの[8] 

7/252 ・・・記録層以外の層[8] 

注 

グループ７／２５２には，多観点分類が適用される。そのため，

主題事項の特徴である観点が２以上のサブグループに包含さ

れる場合，当該主題事項は，その各サブグループに分類される

べきである。[8] 

7/253 ・・・・ベース層[8] 

7/254 ・・・・トップコート層[8] 

7/256 ・・・・積層間の接着度を高める層[8] 

7/257 ・・・・記録再生特性に関与する層，例．

干渉層、増感層[8] 

7/258 ・・・・反射層[8] 

7/26 ・・記録担体の製造に特に適した方法また

は装置（単一技術を含む方法であって

それについての定義が他にあるものは，

その関連クラス，例．Ｂ２９，Ｇ０３，

を参照） 

7/28 ・再記録，すなわち１つの光学的記録担体

から１つ以上の同種または異種の記録担

体への光学的感知手段を用いる情報の転

写 

7/30 ・書き換え可能な担体（７／２４優先）[7] 

9/00 メイングループ３／００から７／００の１

つに包含されない方法または手段を用いる

記録または再生；そのための記録担体（１

１／００が優先）[4] 

注 

グループ９／１２は，グループ９／０２～９／１０に優先する。

[7] 

9/02 ・強誘電記録担体を用いるもの；そのため

の記録担体 

9/04 ・電気抵抗が可変の記録担体を用いるも

の；そのための記録担体 

9/06 ・電気容量が可変の記録担体を用いるもの

（９／０２が優先）；そのための担体 

9/07 ・・容量的情報の再生のためのヘッド[4] 

9/08 ・静電電荷の注入を利用するもの；そのた

めの担体 

9/10 ・電子ビームを用いるもの；そのための記

録担体（９／０８が優先）[4] 

9/12 ・近接場相互作用を用いるもの；そのため

の記録担体[7] 

9/14 ・・顕微鏡的プローブ手段を用いるもの[7] 

11/00 記録方法と再生方法，またはその手段が，

グループ３／００から７／００の異なるメ

イングループに，またはグループ９／００

の異なるサブグループに包含される同一の

記録担体への記録またはその記録担体から

の再生；そのための記録担体 

注 

グループ１１／２４は，グループ１１／０３～１１／１６に優

先する。[7] 

11/03 ・非機械的手段，例．レーザ，粒子のビー

ム，で変形して記録することを用いるも

の[4] 

11/05 ・・再生が容量的手段によるもの[4] 

11/06 ・・再生が機械的感知によるもの[4] 

11/08 ・電荷によりまたは電気抵抗もしくは容量

の変化により記録するもの 

11/10 ・磁化あるいは消磁により記録するもの[4] 

11/105 ・・光ビームまたは磁界を使って記録し光

ビームを使って再生するもの，例．光

熱磁気記録，カー効果による再生[7] 

11/11 ・・光ビーム以外のビームを用いて記録す

るもの[7] 

11/115 ・・光ビーム以外のビームを用いて再生す

るもの[7] 

11/12 ・光学的手段により記録するもの（１１／

０３が優先）[4] 
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11/14 ・・再生が磁気的手段によるもの 

11/16 ・機械的カッテイング，変形またはプレス

により記録するもの 

11/18 ・・再生が光学的手段によるもの 

11/20 ・・再生が磁気的手段によるもの 

11/22 ・・再生が容量的手段によるもの[4] 

11/24 ・近接場相互作用により記録するもの[7] 

11/26 ・・顕微鏡的プローブ手段を用いるもの[7] 

13/00 異なるメイングループにまたがる方法によ

る同時の，または選択的な記録；そのため

の記録担体；それからの同時の，または選

択的な再生[1,7] 

注 

（１）このグループは，同じ担体の上の，同じ場所または別の

場所において，異なる二つの方法または手段を用いる，あるい

は異なる二つの物理的特性を含む，少なくとも２つの情報記録

が行われる装置を包含する。その記録または再生は，同時にあ

るいは選択的に行われる。[7] 

（２）一つの特性を変えるために，このような手段を組み合わ

せたものが用いられる場合は，関係するメイングループ３／０

０，５／００，７／００，９／００または１１／００のいずれ

かに分類する。[7] 

13/02 ・磁気およびスタイラスによるもの（１３

／０８が優先）[1,7] 

13/04 ・磁気および光学的手段によるもの（１３

／０８が優先）[1,7] 

13/06 ・光学的手段およびスタイラスによるもの

（１３／０８が優先）[1,7] 

13/08 ・記録あるいは再生に，近接場相互作用と，

少なくとも一つの他の手段を用いるもの

[7] 

15/00 線状または帯状記録担体の駆動，始動，停

止；そのような記録担体とヘッド双方の駆

動；そのような記録担体またはその容器の

案内；その制御；動作機能の制御（ヘツド

の駆動または案内３／００から７／００，

２１／００）[2] 

15/02 ・動作機能の制御，例．記録から再生への

切換え 

15/03 ・・カウンタを用いるもの[4] 

15/04 ・・不慮の消去または二重記録の防止，禁

止，または警報（１５／０５が優先）

[4] 

15/05 ・・記録担体上または容器上のまたはこれ

らから取出された特徴の感知によるも

の（１５／１６が優先）[4] 

15/06 ・・・記録担体上または容器上の補助的特

徴の感知によるもの，例．テープの

終端近傍での機械の停止 

15/07 ・・・・容器上の補助的特徴の感知による

もの[4] 

15/08 ・・・・光電的感知によるもの（１５／０

７が優先）[4] 

15/087 ・・・記録された信号の感知によるもの[4] 

15/093 ・・・記録担体の駆動状態，例．走行状態，

テープの張力，の感知によるもの[4] 

15/10 ・・手動制御；ソレノイド作動制御 

15/12 ・・ヘッドのマスキング；ヘッドの動作お

よび非動作の選択または切替え；ビー

ム，例．光ビーム，のマスキング 

15/14 ・・・周期的マスキングまたは切換，例．

回転ヘッドのもの 

15/16 ・・記録担体または容器の有無または位置

の感知によるもの 

15/17 ・・・容器のもの[4] 

15/18 ・駆動；始動；停止；そのための制御また

は調整機構 

15/20 ・・前方または後方への記録担体の有限量

だけの移動，すなわちバックスペース，

フォワードスペース 

15/22 ・・停止手段（停止または速度変更に先立

つ速度低減１５／４８；機械的リンク

による速度制御１５／５０；ブレーキ

の構造一般Ｆ１６Ｄ） 

15/24 ・・駆動解除手段 

15/26 ・・直接または間接的に記録担体に作用す

る部材による記録担体の駆動 

15/28 ・・・記録担体との摩擦接触により駆動す

るローラによるもの，例．キャプス

タンによるもの；駆動速度を制御す

るための手段と結合したキャプスタ

ンまたはドラムの多重機構；逆転を

与えるために交互に記録担体と係合

する複数キャプスタン機構 

15/29 ・・・・ピンチローラによるもの（１５／

２９５が優先）[4] 

15/295 ・・・・記録担体をその離隔した二点で同

時に駆動する単一のキャプスタン

またはドラムによるもの，例．テ

ープ巻回体に直接作用するキャプ

スタンによるもの[4] 

15/30 ・・・記録担体を支持する手段，例．マン

ドレル，ターンテーブル，によるも

の 

15/32 ・・・記録担体が巻かれるリールまたは巻

心によるもの 

15/34 ・・・非すべり駆動手段，例．スプロケッ

ト，によるもの 

15/38 ・・気体手段による記録担体の駆動 

15/40 ・・電動機以外による記録担体の駆動 

15/42 ・・・手動によるもの 

15/43 ・・記録担体の張力，例．テープ張力，の

制御または調整 

15/44 ・・変速装置；逆転装置；そのための駆動

伝達手段 

15/46 ・・速度の制御，安定化，または表示 

15/467 ・・・記録担体とヘッドがともに駆動され

る記録または再生装置におけるもの
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[4] 

15/473 ・・・・ヘッド速度の制御によるもの[4] 

15/48 ・・・始動；加速；減速；駆動変更期間の

誤動作防止 

15/50 ・・・機械的リンク，例．クラッチによる

もの 

15/52 ・・・記録担体上に記録された信号または

記録担体から導出された信号を用い

るもの 

15/54 ・・・ストロボスコープによるもの；タコ

メーターによるもの（速度計または

タコメータＧ０１Ｐ） 

15/56 ・記録担体が緩衝ループを有するもの，例．

加速時の慣性の緩和のための緩衝ループ

を有するもの 

15/58 ・・真空コラムをもつもの 

15/60 ・記録担体の案内（マガジンまたはカセッ

トと構造的に関連する案内体２３／０

４）[4] 

15/61 ・・ドラムに対するもの，例．回転ヘッド

を有するドラムに対するもの[4] 

15/62 ・・記録担体とヘッドとの間の所望のスペ

ースを維持する手段 

15/64 ・・・流体力学的スペーシングによるもの 

15/66 ・・挿通；装填；自動装填 

15/665 ・・・容器から記録担体のループを引出す

ことによるもの[4] 

15/67 ・・・容器またはスプールから記録担体の

端部を引出すことによるもの[4] 

15/675 ・容器の案内[4] 

15/68 ・・カセットのオートチェンジャ装置[2] 

15/70 ・記録担体がエンドレスループ状のもの[2] 

17/00 線状または帯状の記録担体に属しない記録

担体，またはその支持体の案内（カードま

たはシートの案内Ｇ０６Ｋ１３／００） 

17/02 ・細部 

17/022 ・・単一ディスクの位置決めまたは締付け

[4] 

17/025 ・・・変換動作中に静止しているディスク

のためのもの[4] 

17/028 ・・・変換動作中に回転するディスクのた

めのもの[4] 

17/03 ・・・・容器またはトレイを有するもの[4] 

17/032 ・・・・ドアまたはカバーを動かすことに

よる位置決め[4] 

17/035 ・・・・装填ステーションを動かすことに

よる位置決め[4] 

17/038 ・・単一カートリッジに入っている複数デ

ィスクの心出しまたは固定係止[4] 

17/04 ・・単一記録担体の変換部へのまたは変換

部からの供給または案内 

17/041 ・・・カートリッジに収納されているディ

スクに特に適しているもの[8] 

17/043 ・・・・直接挿入するもの，即ち，外部挿

入手段を有さないもの[8] 

17/044 ・・・・間接的に挿入するもの，即ち，外

部挿入手段を有すもの[8] 

17/046 ・・・・・軸支された挿入手段を有すもの

[8] 

17/047 ・・・・・摺動する挿入手段を有すもの[8] 

17/049 ・・・・記録または再生の前にカートリッ

ジから取り出されたディスクの挿

入[8] 

17/05 ・・・カートリッジに収納されていないデ

ィスクに特に適しているもの[8] 

17/051 ・・・・直接挿入するもの，即ち，外部挿

入手段を有さないもの[8] 

17/053 ・・・・間接的に挿入するもの，即ち，外

部挿入手段を有すもの[8] 

17/054 ・・・・・軸支された挿入手段を有すもの

[8] 

17/056 ・・・・・摺動する挿入手段を有すもの[8] 

17/057 ・・・カートリッジに収納されているディ

スクとカートリッジに収納されてい

ないディスク双方を取り扱うことに

特に適しているもの[8] 

17/08 ・連続アクセス型のディスクレコードマガ

ジンを用いるもの 

17/10 ・・垂直軸上のスタックからターンテーブ

ルへの水平移送手段をもつもの 

17/12 ・・垂直軸のスタックからターンテーブル

への軸方向移送手段をもつもの 

17/14 ・・・回転する中央支柱の機構によるもの，

例．両面の演奏が可能なもの 

17/16 ・・・静止している中央支柱の機構による

もの，例．段付支柱をもつもの，支

柱の上のフィンガーを用いたもの 

17/18 ・・・ディスクレコードの縁部に作用する

機構によるもの 

17/20 ・・演奏終了後ターンテーブル上のスタッ

クから運び去る手段をもつもの 

17/22 ・ランダムアクセス型のディスクレコード

マガジンを用いるもの 

注 

グループ１７／３０はグループ１７／２４から１７／２８に

優先する。 

17/24 ・・トロイダルまたは部分的トロイダルの

形状をもつマガジン 

17/26 ・・垂直軸の円筒形状をもつマガジン 

17/28 ・・水平軸の円筒形状をもつマガジン 

17/30 ・・選択されたレコードの位置に応じて演

奏装置が移動する形式のもの 

17/32 ・記録担体とヘッド間における所望間隙の

保持，例．流体力学的スペーシングによ

るもの[2] 

17/34 ・変換動作中の記録担体の案内，例．トラ

ック追従のためのもの（１７／３２が優

先）[4] 
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19/00 線状または帯状の記録担体に属しない記録

担体，またはその支持体の駆動，始動，停

止；その制御；動作機能の制御（そのよう

な記録担体の案内１７／００） 

19/02 ・動作機能の制御，例．記録から再生への

切換え[4] 

19/04 ・・同一空白部への二重記録または他の記

録や再生の誤動作防止，禁止または警

報装置 

19/06 ・・機械作動のタイミングまたは計数によ

るもの 

19/08 ・・駆動機構の外部の装置，例．コイン作

動スイツチ，によるもの（コイン作動

機構Ｇ０７Ｆ５／００）[4] 

19/10 ・・アクセス可能な貯蔵位置内またはター

ンテーブルの上のレコードの有無を感

知するもの 

19/12 ・・レコードの識別できる特徴，例．直径，

を感知するもの 

19/14 ・・ヘッドの移動または位置を感知するも

の，例．ヘッドの移動に伴なって移動

する手段 

19/16 ・・手動制御 

19/18 ・・・１つの素子への手動操作がその結果

の駆動機構の動作によって間接的に

制御効果を発生させるもの 

19/20 ・駆動；始動；停止；その制御[4] 

19/22 ・・速度安定化ブレーキ以外のブレーキ（ブ

レーキの構造一般Ｆ１６Ｄ） 

19/24 ・・記録担体とヘッドの間の相対速度を一

定にする機構 

19/247 ・・・電気的手段によるもの[4] 

19/253 ・・・機械的手段によるもの[4] 

19/26 ・・変速装置；逆転装置；そのための駆動

伝達手段[4] 

19/265 ・・・摩擦車駆動[4] 

19/27 ・・・ベルト駆動[4] 

19/275 ・・・歯車駆動[4] 

19/28 ・・速度制御，安定化，または表示（１９

／２４が優先；速度計またはタコメー

タＧ０１Ｐ） 

20/00 記録または再生方法に特徴のない信号処

理；そのための回路[4] 

20/02 ・アナログ記録または再生[4] 

20/04 ・・直接記録または再生[4] 

20/06 ・・角度変調記録または再生（角度変調Ｈ

０３Ｃ；角度変調された振動の復調Ｈ

０３Ｄ）[4] 

20/08 ・・パルス変調記録または再生（パルス符

号変調記録２０／１０；パルス変調ま

たはパルス復調Ｈ０３Ｋ）[4] 

20/10 ・デジタル記録または再生（電気的デジタ

ルデータ処理Ｇ０６Ｆ；冗長を減らすた

めの音声の分析合成技術Ｇ１０Ｌ１９／

００；デジタル情報の電送Ｈ０４Ｌ）[4] 

20/12 ・・フォーマット，例．記録担体上のデー

タブロックまたはワードの配列[4] 

20/14 ・・セルフクロッキング符号を用いるもの

[4] 

20/16 ・・セルフクロッキングでない符号を用い

るもの，すなわち．クロック信号が別

のクロック用トラックに，または幾つ

かの情報トラックに組合わされて記録

されているもの[4] 

20/18 ・・エラー検出または訂正；試験[4] 

20/20 ・多トラック記録のスキュー補正[4] 

20/22 ・ディストーションの低減[4] 

20/24 ・ノイズの低減[4] 

21/00 記録または再生方法に特徴がないヘッド機

構 

21/02 ・ヘッドの駆動または移動 

21/03 ・・時間軸誤差修正のためのもの[4] 

21/04 ・・記録担体の移動方向と直角方向にヘッ

ドを移動させるための自動送り機構，

例．ヘリカルスキャン 

21/06 ・・・記録担体がヘッドの横断移動を確実

にする手段をもつもの 

21/08 ・・トラック変更または選択（２１／１２

が優先） 

21/10 ・・ヘッドの移動によるトラック探索また

は整列 

21/12 ・・上昇または下降；トラックに沿うバッ

クスペースまたはフォアードスペー

ス；始動位置への復帰 

21/14 ・・・手動によるもの 

21/16 ・ヘッドの支持；プラグイン式ヘッドのた

めのソケットの支持 

21/18 ・・ヘッドが移動している間のもの 

21/20 ・・ヘッドが動作位置にある間で静止して

いるかまたは記録担体の表面の不規則

状態に追従して微小移動が許容されて

いる間のもの 

21/21 ・・・記録担体からのヘッドの所望間隙を

保持する手段を有するもの，例．流

体力学的スペーシング，スライダ[4] 

21/22 ・・ヘッドが動作位置からはずれている間

のもの 

21/24 ・・ヘッド支持の調整 

21/26 ・・ヘッドまたはヘッド素子の交換または

取換え手段 

23/00 記録または再生方法に特徴がない記録担

体；記録または再生装置との協同作用に特

に適合する付属品，例．容器[4] 

注 

グループ２３／００においては，記録または再生装置は，記録

担体を含まない。[5] 

23/02 ・容器；貯蔵手段（記録担体を貯蔵するた

め一部変更されたキャビネット，ケース，
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スタンド３３／０４；記録担体用のパッ

ケージＢ６５Ｈ７５／００）[4] 

23/023 ・・マガジンまたはカセット用の容器[4] 

23/027 ・・単一のリールまたはスプール用の容器

[4] 

23/03 ・・フラットな記録担体用容器[4] 

23/033 ・・・フレキシブルディスクのためのもの

[4] 

23/037 ・・単一のリールまたはスプール[4] 

23/04 ・・マガジン；カセット（２３／１２が優

先） 

23/06 ・・・無端の帯状体または線状体のハウジ

ング用 

23/07 ・・・・単一のリールまたはコアを用いる

もの[4] 

23/08 ・・・はっきりした２端部をもつ帯状また

は線状体を収納するためのもの 

23/087 ・・・・２個の異なるリールまたはコアを

用いるもの[4] 

23/093 ・・・・・リールまたはコアが同軸となっ

ているもの[4] 

23/107 ・・・・１個のリールまたはコアを用いる

ものであって，記録担体の一端が

マガジンまたはカセットから引出

されるもの[4] 

23/113 ・・マガジンまたはカセットの製造のため

に特に適合した装置または方法[4] 

23/12 ・・帯状体または線状体をランダムに貯蔵

する容器 

23/14 ・繰返し位置決めできる機能を与えるもの，

例．スプロケット孔を使用するもの 

23/16 ・単一トラック構造をもつ記録担体であっ

てそのトラックに沿って間隔を置いて記

録するためのもの，例．発音または言語

の練習のためのもの 

23/18 ・多重トラックをもつ記録担体，例．１組

の“ステレオ”トラックのような相補的

および部分的トラックをもつもの 

23/20 ・恒久的または一時的な結合のための継合

せ手段をもつもの 

23/22 ・・無端ベルト；メビウスリング型テープ 

23/24 ・・喰い違い継ぎ合せにより１またはそれ

以上のヘリカルトラックをもつ無端ル

ープを形成するための，記録担体の縁

に平行な多重トラックをもつテープの

ためのもの 

23/26 ・・装填または挿入用リーダのためのもの，

例．一時的な結合を形成するためのも

の 

23/28 ・優先使用または規格外使用の表示 

23/30 ・補助信号のための手段をもつもの（その

ような信号の感知１５／０６） 

23/32 ・・電気的または機械的接触手段；テープ

停止用箔 

23/34 ・・主記録トラックに付加された信号手段，

例．タイミングのためにスプロケット

孔を光電的に感知する手段 

23/36 ・・主記録と同様な方法により記録された

記録担体または容器上の信号手段 

23/38 ・記録トラックに含まれたものまたはスプ

ロケット孔により表されたもの以外の可

視的特徴をもつもの 

23/40 ・・記録担体の再生と同時に可視的表示を

行うよう意図された手段以外のもので，

記録担体に付着またはその中に組み込

まれた識別用のまたはその類似の手段，

例．ラベル，リーダ，写真 

23/42 ・・索引，速度制御，同期，またはタイミ

ングのためのマーク 

23/44 ・・記録の再生と同時にディスプレイする

ための情報，例．写真的事項（カメラ

またはプロジェクタと録音または再生

手段との関連動作Ｇ０３Ｂ３１／０

０）[4] 

23/50 ・記録担体の修繕；記録担体のクリーニン

グ（３／５８が優先）[2] 

25/00 使用される記録担体の形状によって特徴づ

けられるが記録方法または再生方法には特

徴がない装置（装置の個々の部品３／００

から２３／００，３３／００）[4] 

25/02 ・円筒状記録担体を用いるもの 

25/04 ・平板状記録担体を用いるもの，例．ディ

スク，カードを用いるもの 

25/06 ・帯状記録担体を用いるもの，例．テープ

を用いるもの 

25/08 ・線状記録担体を用いるもの，例．ワイヤ

を用いるもの 

25/10 ・グループ２５／０２から２５／０８の２

つ以上に定義されている複数種の記録担

体を使用できる装置 

27/00 編集；索引；アドレス指定；タイミングま

たは同期；モニタ；テープ走行量の測定

[2,4] 

27/02 ・編集，例．記録担体へ記録された，また

は記録担体から再生される情報信号順序

の変更（連続記録担体上の計算機データ

を分類または組み合わせるための装置Ｇ

０６Ｆ７／２２；ビデオ信号のミキシン

グＨ０４Ｎ５／２６５）[5] 

27/022 ・・アナログ情報信号，例．オーディオま

たはビデオ信号，の電子編集[5] 

27/024 ・・・テープ上のもの（２７／０２８，２

７／０２９が優先）[5] 

27/026 ・・・ディスク上のもの（２７／０２８，

２７／０２９が優先）[5] 

27/028 ・・・計算機を用いるもの[5] 

27/029 ・・・インサート編集[5] 

27/031 ・・デジタル化されたアナログ情報信号，
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例．オーディオまたはビデオ信号，の

電子編集[5] 

27/032 ・・・テープ上のもの（２７／０３６，２

７／０３８が優先）[5] 

27/034 ・・・ディスク上のもの（２７／０３６，

２７／０３８が優先）[5] 

27/036 ・・・インサート編集[5] 

27/038 ・・・そのためのクロスフェーダ[5] 

27/04 ・・記録担体とヘッドの差動駆動を用いる

もの 

27/06 ・・切断，接合；記録スタイラス以外によ

る記録担体の切込み，または穿孔（継

合せ手段をもつ記録担体２３／２０） 

27/10 ・索引；アドレス指定；タイミングまたは

同期；テープ走行量の測定[2] 

27/11 ・・記録担体上で検出できない情報を用い

るもの[4] 

27/13 ・・・その情報は記録担体の移動から取り

出されるもの，例．回転計を用いる

もの[4] 

27/15 ・・・・機械的感知手段を用いるもの[4] 

27/17 ・・・・電気的感知手段を用いるもの[4] 

27/19 ・・記録担体上で検出できる情報を用いる

もの[4] 

27/22 ・・・記録された情報信号の有無に応答す

る手段 

27/24 ・・・変換トラック以外の記録担体上の特

徴を感知することによるもの（制御

を意図するもの１５／００，１７／

００） 

27/26 ・・・・光電的検出によるもの，例．スプ

ロケット孔の 

27/28 ・・・主記録と同様な方法により記録され

た情報信号を用いるもの 

27/30 ・・・・主記録体と同一トラック上のもの 

27/32 ・・・・同一または補助記録担体の別個の

補助トラックのもの 

27/34 ・・指示装置 

27/36 ・モニタ，すなわち記録または再生過程の

監視 

31/00 記録再生装置とその関係装置との関連動作

のための装置（カメラまたはプロジェクタ

をもつものＧ０３Ｂ３１／００；不在の加

入者に対する電話の会話またはメッセージ

の記録装置Ｈ０４Ｍ１／６５）[1,7] 

31/02 ・自動楽器のためのもの 

33/00 このサブクラスの他のグループに分類され

ない構造部分，細部または付属品（記録担

体用容器，パッケージ要素，またはパッケ

ージＢ６５Ｄ８５／００）[4] 

33/02 ・キャビネット；ケース；スタンド；それ

らの中または上への装置の配置（家具的

なものＡ４７Ｂ，例．Ａ４７Ｂ８１／０

６）[4] 

33/04 ・・記録担体を貯蔵するために一部変更さ

れたもの[4] 

33/06 ・・異なる主要な機能を持った他の装置と

組合されたもの[4] 

33/08 ・・好ましくない振動または音の遮断また

は吸収[4] 

33/10 ・指示装置；警報装置[4] 

33/12 ・装置内の構造部分，例．電源，モデュー

ル，の配置[4] 

33/14 ・物理的パラメータ，例．温度変化，湿気，

ダスト，の影響の低減[4]
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G11C 静的記憶（記録担体と変換器の相対運動に基

いた情報記憶Ｇ１１Ｂ；記憶用の半導体装置Ｈ

０１Ｌ，例．Ｈ０１Ｌ２７／１０８から２７／

１１５；パルス技術一般Ｈ０３Ｋ，例．電子的

スイッチＨ０３Ｋ１７／００） 

注 

（１）このサブクラスは，デジタルまたはアナログ情報を記憶

するための装置または機構であって，以下の条件を満たすもの

を包含する： 

（ⅰ）情報記憶素子と変換器との間に相対運動がなく； 

（ⅱ）情報を記憶装置へ書き込みまたは記憶装置から読み出す

ために選択装置と共動する。 

（２）このサブクラスは，記憶に適合されない素子であって，

以下の注（３）に述べるような手段を備えていない素子を包含

せず，その素子は適切なサブクラス，例．Ｈ０１のサブクラス，

Ｈ０３Ｋに分類される。 

（３）このサブクラスにおいては，下記の用語は以下に示す意

味で用いる：[8] 

―“記憶素子”とは，少なくとも１項目の情報を維持すること

が可能な，書込むためのまたは読み出すための手段を備えてい

る素子を意味する。[8] 

―“メモリ”とは，記憶素子を含めて装置を意味し，これには

必要に応じて取り出すことができる情報を維持することが可

能である。[8] 

サブクラス内の索引 

情報の書込みまたは読出し ......................... 7/00 

アドレスの選択 ................................... 8/00 

素子の形式によって特徴づけられたデジタル記憶 

電気的，磁気的なもの；その細部 ............. 11/00;5/00 

機械的なもの .................................... 23/00 

流体的なもの .................................... 25/00 

その他の形式 .................................... 13/00 

バックアップ手段によって特徴づけられたデジタル記憶14/00 

消去可能でプログラム可能な読出し専用メモリ ...... 16/00 

情報の転位によって特徴づけられたデジタル記憶 

シフト；循環 .............................. 19/00,21/00 

機能によって特徴づけられる記憶 

連想記憶；アナログ；読出し専用 ...... 15/00;27/00;17/00 

記憶のチェック .................................. 29/00 

このサブクラスの他のグループに分類されない主題事項99/00 

 

5/00 １１／００に分類される記憶装置の細部 

5/02 ・記憶素子の配置，例．マトリックス配列

におけるもの 

5/04 ・・記憶素子のための支持体；そのような

支持体への記録素子の取付けまたは固

定 

5/05 ・・・コアをマトリックス状に支持するも

の[2] 

5/06 ・記憶素子を電気的に相互結合する機構，

例．ワイヤリング 

5/08 ・・磁気的素子を相互結合するためのもの，

例．トロイダル磁心に対するもの 

5/10 ・・コンデンサを相互結合するためのもの 

5/12 ・記憶素子を相互結合するために用いる装

置または方法，例．磁心に線を通すため

のもの 

5/14 ・電力供給装置（半導体装置を用いる周辺

記憶回路１１／４０６３，１１／４１３，

１１／４１９３，一般Ｇ０５Ｆ，Ｈ０２

Ｊ，Ｈ０２Ｍ）[5,7] 

7/00 デジタル記憶装置に情報を書き込みまたは

デジタル記憶装置から情報を読み出す機構

（５／００が優先；半導体装置を用いた記

憶のための周辺記憶回路１１／４０６３，

１１／４１３，１１／４１９３）[2,5] 

7/02 ・寄生信号を回避する手段をもつもの 

7/04 ・温度の影響に基づく障害を除去する手段

をもつもの 

7/06 ・センス増幅器；関連回路（増幅器それ自

体Ｈ０３Ｆ，Ｈ０３Ｋ）[1,7] 

7/08 ・・その制御[7] 

7/10 ・入力／出力（Ｉ／Ｏ）データ・インター

フェイス装置，例．データ制御回路，Ｉ

／Ｏデータ・バッファ（レベル変換回路

一般Ｈ０３Ｋ１９／０１７５）[7] 

7/12 ・ビット・ライン制御回路，例．ビットラ

イン用の，ドライバ，ブースター，プル

アップ回路，プルダウン回路，プレチャ

ージング回路，イコライズ回路[7] 

7/14 ・ダミー・セル管理；センス・レファレン

ス電圧ジェネレータ[7] 

7/16 ・アナログ／デジタル（Ａ／Ｄ）変換器，

デジタル・メモリ，およびデジタル／ア

ナログ（Ｄ／Ａ）変換器から成る装置を

使った，デジタル記憶装置へのアナログ

信号の記憶[7] 

7/18 ・ビット・ライン構成；ビットライン配置

[7] 

7/20 ・メモリ・セル初期化回路，例．パワーア

ップしたとき，またはパワーダウンした

ときの，メモリ・クリア，潜在イメージ・

メモリ[7] 

7/22 ・読出し－書込み（Ｒ－Ｗ）のタイミング，

またはクロック回路；読出し－書込み（Ｒ

－Ｗ）制御信号発生器または管理[7] 

7/24 ・メモリ・セルの安全回路または保護回路，

例．不注意な読出しまたは書込みを防ぐ

装置，ステータス・セル；テスト・セル

[7] 

8/00 デジタル記憶装置のアドレスを選択する機

構（１１／００～１７／００が優先；半導

体装置を用いた記憶装置のための回路１１

／４０６３，１１／４１３，１１／４１９

３）[2,5] 

8/02 ・選択マトリックスを用いるもの[2] 

8/04 ・順次アドレシング装置，例．シフトレジ
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スタ，カウンタを用いるもの（デジタル

データ・フローのスピードを変えるため

にＦＩＦＯレジスタを用いるものＧ０６

Ｆ５／０６；その順序に作用することに

よりデジタルデータを処理するためにＬ

ＩＦＯレジスタを使うものＧ０６Ｆ７／

００）[5] 

8/06 ・アドレス・インターフェイス装置，例．

アドレス・バッファ（レベル変換回路一

般Ｈ０３Ｋ１９／０１７５）[7] 

8/08 ・ワードライン制御回路，例．ワードライ

ン用のドライバ，ブースター，プルアッ

プ回路，プルダウン回路，プリチャージ

回路[7] 

8/10 ・デコーダ[7] 

8/12 ・グループ選択回路，例．メモリブロック

選択，チップ選択，アレイ選択用の[7] 

8/14 ・ワードライン構成；ワードライン配置[7] 

8/16 ・マルチ・アクセス・メモリ・アレイ，例．

少なくとも二つの独立したアドレス・ラ

イン・グループによって，一つの記憶素

子をアドレス選択するもの[7] 

8/18 ・アドレス・タイミング，またはクロック

回路；アドレス制御信号の発生または管

理，例．ロウアドレス・ストローブ信号

またはカラムアドレス・ストローブ信号

のためのもの[7] 

8/20 ・アドレス安全回路または保護回路，すな

わち，不正アクセスまたは誤ったアクセ

スを防止する装置[7] 

11/00 特定の電気的または磁気的記憶素子の使用

によって特徴づけられたデジタル記憶装

置；そのための記憶素子（１４／００～２

１／００が優先）[5] 

注 

グループ１１／５６はグループ１１／０２から１１／５４に

優先する。[2] 

11/02 ・磁気的素子を用いるもの 

11/04 ・・シリンダ状の記憶素子，例．ロッド，

ワイヤを用いるもの（１１／１２，１

１／１４が優先）[2] 

11/06 ・・単一記憶素子を用いるもの，例．トロ

イダル磁心；多孔板を用い，それぞれ

の孔が一つの記憶素子を構成するもの 

11/061 ・・・１素子で１ビットを記憶し，破壊読

出しを行なうための単一の孔または

磁気ループを有する素子を用いるも

の[2] 

11/063 ・・・・２Ｌ／２Ｄ，３Ｄオーガニゼイシ

ョンのようにビットが組織化され

たもの，すなわち書込みと読出し

にあたり少なくとも２つの一致し

た局部電流により１つの記憶素子

を選択するために組織化されたも

の[2] 

11/065 ・・・・２Ｄオーガニゼイションまたはリ

ニヤ選択のようにワードが組織化

されたもの，すなわち単独の十分

な読出し電流により１ワード分の

全記憶素子を選択するために組織

化されたもの[2] 

11/067 ・・・１素子で１ビットを記憶し，非破壊

読出しを行なうための単一の孔また

は磁気ループを有する素子を用いる

もの[2] 

11/08 ・・多孔記憶素子を用いるもの，例．トラ

ンスフラクサを用いるもの；複数個の

独立した多孔記憶素子を板状体を用い

て構成するもの（１１／１０が優先；

多孔板を用いるものであってもそれぞ

れの孔が一つの記憶素子を構成するよ

うになっているもの１１／０６）[2] 

11/10 ・・多軸記憶素子を用いるもの 

11/12 ・・テンサーを用いるもの；トゥイスタを

用いるもの，すなわち一方の磁化軸が

ねじられているもの 

11/14 ・・薄膜素子を用いるもの 

11/15 ・・・多層の磁性層を用いるもの（１１／

１５５が優先）[2] 

11/155 ・・・シリンダー状の形状を有するもの[2] 

11/16 ・・記憶作用が磁気的スピン効果に基づい

ている素子を用いるもの 

11/18 ・ホール効果素子を用いるもの 

11/19 ・共振回路における非線形誘導素子を用い

るもの[2] 

11/20 ・・パラメトロンを用いるもの[2] 

11/21 ・電気的素子を用いるもの[2] 

11/22 ・・強誘電体素子を用いるもの[2] 

11/23 ・・１つの共通層上の静電記憶を用いるも

の，例．フォレスターハエフ管（１１

／２２が優先）[2] 

11/24 ・・キャパシタを用いるもの（１１／２２

が優先；半導体装置とキャパシタの組

合せを用いるもの１１／３４，例．１

１／４０）[2,5] 

11/26 ・・放電管を用いるもの[2] 

11/28 ・・・ガス入り管を用いるもの[2] 

11/30 ・・・真空管を用いるもの（１１／２３が

優先）[2] 

11/34 ・・半導体装置を用いるもの[2] 

11/35 ・・・空欠層に蓄積された電荷があるもの，

例．電荷結合装置[7] 

11/36 ・・・ダイオードを用いるもの，例．閾値

素子として用いるもの[2] 

11/38 ・・・・トンネルダイオードを用いるもの

[2] 

11/39 ・・・サイリスタを用いるもの[5] 

11/40 ・・・トランジスタを用いるもの[2] 
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11/401 ・・・・リフレッシングまたは電荷再生，

すなわちダイナミック・セル[5] 

11/402 ・・・・・各々のメモリセルに個別の電荷

再生，すなわち内部リフレッシ

ュをもつもの[5] 

11/403 ・・・・・多数のメモリセルに共通な電荷

再生，すなわち外部リフレッシ

ュをもつもの[5] 

11/404 ・・・・・・１つのセル当り，１つの電荷

転送ゲート，例．ＭＯＳトラ

ンジスタ，をもつもの[5] 

11/405 ・・・・・・１つのセル当り，３つの電荷

転送ゲート，例．ＭＯＳトラ

ンジスタ，をもつもの[5] 

11/406 ・・・・・リフレッシングまたは電荷再生

サイクルの管理または制御[5] 

11/4063 ・・・・・周辺回路，例．アドレス用，デ

コード用，駆動用，書込み用，

検出用，または同期用[7] 

11/4067 ・・・・・・バイポーラ型のメモリ・セル

用の[7] 

11/407 ・・・・・・電界効果型のメモリ・セル用

の周辺回路，例．アドレシン

グ，復号化，駆動，書込み，

検知または同期用[5] 

11/4072 ・・・・・・・初期化，増電力または減電

力，メモリ消去，またはプ

リセット用の回路[7] 

11/4074 ・・・・・・・電力供給回路または発電回

路，例．バイアス電圧発生

器，基板電圧発生器，バッ

クアップ電源，電源制御回

路[7] 

11/4076 ・・・・・・・タイミング回路（再生制御

用１１／４０６）[7] 

11/4078 ・・・・・・・安全または保護回路，例．

不注意な，あるいは不正な

読出しや書込みを防ぐため

のもの；ステータス・セル；

テスト・セル（チェックま

たはテストにおけるメモリ

内容の保護２９／５２）[7] 

11/408 ・・・・・・・アドレス回路[5] 

11/409 ・・・・・・・読出し－書込み（Ｒ－Ｗ）

回路[5] 

11/4091 ・・・・・・・・センスまたはセンス／リ

フレッシュ増幅器，また

はセンス関連回路，例．

ビット・ライン対のプリ

チャージ，イコライズ，

または分離[7] 

11/4093 ・・・・・・・・入出力（Ｉ／Ｏ）データ・

インターフェイス機構，

例．データ・バッファ（レ

ベル変換回路一般Ｈ０３

Ｋ１９／０１７５）[7] 

11/4094 ・・・・・・・・ビット・ライン管理また

は制御回路[7] 

11/4096 ・・・・・・・・入出力（Ｉ／Ｏ）データ

管理または制御回路，例．

読出しまたは書込み回路，

Ｉ／Ｏドライバ，ビッ

ト・ライン・スイッチ[7] 

11/4097 ・・・・・・・・ビット・ライン構成，例．

ビット・ライン配置，折

り返しビット・ライン[7] 

11/4099 ・・・・・・・・ダミー・セル処理；リフ

ァレンス電圧発生器[7] 

11/41 ・・・・正帰還によるセル，すなわちリフ

レッシングまたは電荷再生を必要

としないセルを形成するもの，例．

双安定マルチバイブレータまたは

シュミットトリガ[5] 

11/411 ・・・・・バイポーラトランジスタのみを

用いるもの[5] 

11/412 ・・・・・電界効果トランジスタのみを用

いるもの[5] 

11/413 ・・・・・周辺回路，例．アドレシング，

復号化，駆動，書込み，検知，

同期および低電力化用[5] 

11/414 ・・・・・・バイポーラ型のメモリセル用

[5] 

11/415 ・・・・・・・アドレス回路[5] 

11/416 ・・・・・・・読出し－書込み回路（Ｒ－

Ｗ）[5] 

11/417 ・・・・・・電界効果型のメモリセル用[5] 

11/418 ・・・・・・・アドレス回路[5] 

11/419 ・・・・・・・読出し－書込み回路（Ｒ－

Ｗ）[5] 

11/4193 ・・・特種な半導体記憶装置に特有の周辺

装置，例．アドレシング，駆動，検

出，タイミング，電力供給，信号伝

達のためのもの（１１／４０６３，

１１／４１３が優先）[7] 

11/4195 ・・・・アドレス回路[7] 

11/4197 ・・・・読出し－書込み（Ｒ－Ｗ）回路[7] 

11/42 ・・オプト－エレクトロニクス装置，すな

わち電気的または光学的に結合された

光放射および光－電気装置を用いるも

の 

11/44 ・・超電導素子，例．クライオトロン，を

用いるもの[2] 

11/46 ・熱可塑性素子を用いるもの 

11/48 ・相互または自己インダクタンスを異なる

状態の間で変化させるための移動可能な

結合素子，例．強磁性コア，を用いるも

の 

11/50 ・電気接点を作動して情報を記憶するもの
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（機械的な記憶装置２３／００；操作部

分の単一の手動操作によってある選択さ

れた数の連続的な接点動作を生じるスイ

ッチＨ０１Ｈ４１／００） 

11/52 ・・電磁リレーを用いるもの 

11/54 ・生物細胞，例．神経細胞（ニューロン），

をシミュレーションした素子を用いるも

の 

11/56 ・ステップによって表わされる３以上の安

定状態を有する記憶素子を用いるもの，

例．電圧によるもの，電流によるもの，

位相によるもの，周波数によるもの（こ

の型の多安定素子を含む計数装置Ｈ０３

Ｋ２５／００，２９／００）[2] 

13/00 １１／００，２３／００，または２５／０

０に包含されない記憶素子の使用によって

特徴づけられたデジタル記憶装置 

13/02 ・化学変化に基づく素子を用いるもの（電

気化学的変化を利用するもの１１／０

０） 

13/04 ・光学的素子を用いるもの 

13/06 ・・磁気－光学素子を用いるもの（磁気－

光学装置一般Ｇ０２Ｆ）[2] 

14/00 電源遮断時にバックアップするための，揮

発性メモリセルと不揮発性メモリセルの配

置によって特徴づけられたデジタル記憶装

置[5] 

15/00 １つ以上の特徴表示部分を含む情報が書き

込まれ，情報の読出しはそれらの１つ以上

の特徴表示部分について探索することによ

って行なわれるデジタル記憶装置，すなわ

ち連想記憶または内容アドレス記憶装置

（情報が特定の位置に番地付けされるもの

１１／００）[2] 

15/02 ・磁気的素子を用いるもの[2] 

15/04 ・半導体素子を用いるもの[2] 

15/06 ・クライオジニック素子を用いるもの[2] 

16/00 消去可能でプログラム可能なリードオンリ

メモリ（１４／００が優先）[5] 

16/02 ・電気的にプログラム可能なもの[5] 

16/04 ・・閾値が可変なトランジスタを用いるも

の，例．ＦＡＭＯＳ[5] 

16/06 ・・周辺回路，例．メモリへの書込み用（一

般７／００）[5] 

16/08 ・・・アドレス回路；デコーダ；ワード・

ライン制御回路[7] 

16/10 ・・・書込み回路またはデータ入力回路[7] 

16/12 ・・・・書込み電圧制御回路[7] 

16/14 ・・・・電気的に消去するための回路，例．

消去電圧制御回路[7] 

16/16 ・・・・・ブロック消去に関するもの，例．

配列，ワード，グループ[7] 

16/18 ・・・・光学的に消去するための回路[7] 

16/20 ・・・・初期化；データのプリセット，チ

ップの識別[7] 

16/22 ・・・メモリ・セルへの不正な，または不

慮のアクセスを防ぐための安全また

は保護回路[7] 

16/24 ・・・ビット・ライン制御回路[7] 

16/26 ・・・センス回路または読出し回路；デー

タ出力回路[7] 

16/28 ・・・・差動センシングまたはリファレン

ス・セルを用いるもの，例．ダミ

ー・セル[7] 

16/30 ・・・電力供給回路[7] 

16/32 ・・・タイミング回路[7] 

16/34 ・・・書込み状態の決定，例．閾値電圧，

過書込みまたは不十分な書込み，保

持[7] 

17/00 一度だけプログラム可能なリードオンリメ

モリ；半永久的記憶装置，例．手でリプレ

ースできる情報カード（消去可能でプログ

ラム可能なリードオンリメモリ１６／０

０；符号化，復号化または符号変換一般Ｈ

０３Ｍ）[2,5] 

17/02 ・磁気的または誘導的素子を用いるもの（１

７／１４が優先）[2,5] 

17/04 ・容量的素子を用いるもの（１７／０６，

１７／１４が優先）[2,5] 

17/06 ・ダイオード素子を用いるもの（１７／１

４が優先）[2,5] 

17/08 ・半導体装置を用いるもの，例．バイポー

ラ素子を用いるもの（１７／０６，１７

／１４が優先）[5] 

17/10 ・・その記憶内容が，結合素子のあらかじ

め決められた配置によって製造時に決

められるもの，例．マスクプログラム

可能なＲＯＭ[5] 

17/12 ・・・電界効果型装置を用いるもの[5] 

17/14 ・その記憶内容が，結合素子の状態を永久

に変えることによって連結リンクを選択

的に設定，切断または変更することによ

り決められるもの，例．ＰＲＯＭ[5] 

17/16 ・・電気的に溶断可能なリンクを用いるも

の[5] 

17/18 ・・周辺回路，例．メモリへの書込み用（一

般７／００）[5] 

19/00 情報がステップ形式で移動するデジタル記

憶装置，例．シフト・レジスター（計数回

路はＨ０３Ｋ２３／００） 

19/02 ・磁気素子を用いるもの（１９／１４が優

先）[2] 

19/04 ・・１つの孔または磁気ループを有するコ

アを用いるもの[2] 

19/06 ・・多数の孔または磁気ループを有する構

造を用いるもの，例．トランスフラク

サ[2] 

19/08 ・・平板薄膜構造を用いるもの[2] 



Ｇ１１Ｃ 

 

G11C - 5 

国際特許分類 第８版 (2006.01 発行) 

19/10 ・・ロッド上の薄膜を用いるもの；ツイス

タによるもの[2] 

19/12 ・共振回路中の非線型誘導素子を用いるも

の[2] 

19/14 ・能動素子，例．放電管，半導体素子，と

結合した磁気素子を用いるもの（１９／

３４が優先）[2,7] 

19/18 ・ステージの主素子としてキャパシタを用

いるもの[2] 

19/20 ・放電管を用いるもの（１９／１４が優先）

[2] 

19/28 ・半導体素子を用いるもの（１９／１４，

１９／３６が優先）[2,7] 

19/30 ・オプト―エレクトロニクス装置，すなわ

ち電気的または光学的に結合された光放

射および光―電気装置を用いるもの[2] 

19/32 ・超電導素子を用いるもの[2] 

19/34 ・３以上の異なる安定状態を有する記憶素

子を用いるもの，例．電圧によるもの，

電流によるもの，位相によるもの，周波

数によるもの[7] 

19/36 ・・半導体素子を用いるもの[7] 

19/38 ・二次元の，例．水平方向と垂直方向に情

報が移動するシフト・レジスター[7] 

21/00 情報が循環する形式のデジタル記憶装置

（ステップ形式のもの１９／００） 

21/02 ・電子機械的遅延線，例．水銀タンク，を

用いるもの 

23/00 機械的部分の移動によって記憶を行なわせ

ることを特徴とするデジタル記憶装置，例．

ボールを用いるもの；そのための記憶素子

（接点の作動によって記憶するもの１１／

５０） 

25/00 流体の利用を特徴とするデジタル記憶装

置；そのための記憶素子 

27/00 電気的アナログ記憶装置，例．瞬時値を記

憶するためのもの 

27/02 ・抽出・保持装置（２７／０４が優先；電

気信号の抽出一般Ｈ０３Ｋ）[2,4] 

27/04 ・シフトレジスタ（電荷結合装置それ自体

Ｈ０１Ｌ２９／７６）[4] 

29/00 正確な動作のための記憶装置のチェック；

スタンバイまたはオフライン動作中の記憶

装置のテスト[1,8] 

29/02 ・故障した周辺回路の検出またはその位置

の特定[8] 

29/04 ・故障したメモリ素子の検出またはその位

置の特定[8] 

29/06 ・・加速試験[8] 

29/08 ・・機能試験，例．リフレッシュ中の試験，

パワーオン・セルフテスト（ＰＯＳＴ），

または分散テスト[8] 

29/10 ・・・テストアルゴリズム，例．メモリス

キャン（ＭＳｃａｎ）アルゴリズム；

テストパターン，例．チェックボー

ドパターン[8] 

29/12 ・・・試験のための組み込み装置，例．組

み込み自己テスト（ＢＩＳＴ）[8] 

29/14 ・・・・制御データの実施，例．テストモ

ードのデコーダー[8] 

29/16 ・・・・・マイクロプログラム方式のユニ

ットを使用するもの，例．ステ

ートマシン[8] 

29/18 ・・・・アドレス作成装置；メモリにアク

セスするための装置，例．アドレ

ス回路の細部[8] 

29/20 ・・・・・カウンタまたは線形フィードバ

ックシフトレジスタ（ＬＦＳＲ）

を使用するもの[8] 

29/22 ・・・・・シリアルメモリへアクセスする

もの[8] 

29/24 ・・・・・補助的なセルへアクセスするも

の，例．ダミーセルまたは冗長

セル[8] 

29/26 ・・・・・マルチプルアレイへアクセスす

るもの（２９／２４が優先）[8] 

29/28 ・・・・・・依存関係のあるマルチプルア

レイ，例．マルチビットを持

つアレイ[8] 

29/30 ・・・・・シングルアレイへアクセスする

もの[8] 

29/32 ・・・・・・シリアルアクセス；スキャン

テスト[8] 

29/34 ・・・・・・マルチビットに同時にアクセ

スするもの[8] 

29/36 ・・・・データ作成装置，例．データ変換

器[8] 

29/38 ・・・・応答検証装置[8] 

29/40 ・・・・・圧縮技術を使用するもの[8] 

29/42 ・・・・・誤り訂正符号（ＥＣＣ）または

パリティチェックを使用するも

の[8] 

29/44 ・・・・誤りの表示または識別，例．復旧

のためのもの[8] 

29/46 ・・・・テストトリガーロジック[8] 

29/48 ・・・記憶装置の外部の手段による試験に

特に適した静的記憶装置にするもの，

例．ダイレクトメモリアクセス（Ｄ

ＭＡ）を使用するもの，または周辺

アクセス経路を使用するもの（外部

試験装置２９／５６）[8] 

29/50 ・・マージン試験，例．タイミング，電圧，

または電流試験[8] 

29/52 ・メモリ内容の保護；メモリ内容の誤りの

検出[8] 

29/54 ・試験回路を設計するための装置，例．テ

スト容易化設計（ＤＦＴ）ツール[8] 
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29/56 ・静的記憶のための外部試験装置，例．自

動検査装置（ＡＴＥ）；そのインターフェ

ース[8] 

99/00 このサブクラスの他のグループに分類され

ない主題事項[8]
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G12 器械の細部 

G12B 他に分類されない器械の細部または他
の装置の類似の細部 

注 

（１）このサブクラスは，測定器に，または単一のクラスに包

含される他の装置に限定されない細部のみを包含する。 

（２）このサブクラスは以下のものを包含しない： 

―セクションＡ，Ｆ，ＧまたはＨ内の他のサブクラスに包含さ

れる細部。特に，測定器に限定された細部はクラスＧ０１の適

切なサブクラス，例．Ｇ０１Ｄに包含される； 

―電気的装置に限定された構造の細部，例．ケーシング，遮へ

い，ただしこれはＨ０５ＫまたはセクションＨ内の適切なサブ

クラスに包含される。 

（３）セクションＧのタイトルに続く注，特にクラスＧ０１の

タイトルに続く注（２）における“測定”という用語の定義に

ついては注意すること。 

サブクラス内の索引 

運動または変位可能の感知素子；可動部の細部 .. 1/00;3/00 

位置または姿勢の調節；温度の影響の補償 ...... 5/00;7/00 

ハウジング，支持；指示要素 ................. 9/00;11/00 

較正 ............................................ 13/00 

冷却；遮へい .............................. 15/00;17/00 

走査プローブ技術を用いた装置の細部 .............. 21/00 

 

1/00 目的が測定だけに限定されない運動または

変位を発生しうる感知素子；上記素子と連

動する伝達機構 

1/02 ・複合帯または複合板，例．バイメタル状

の（バイメタル要素を用いた温度計Ｇ０

１Ｋ５／６２） 

1/04 ・圧力により変形または変位する部分をそ

なえた中空体，例．ブルドン管，ベロー

ズ（ベローズ一般Ｆ１６Ｊ３／００） 

3/00 他に分類されない可動部の細部（走査プロ

ーブ技術を用いた装置の細部２１／００；

衝撃または振動の緩衝一般Ｆ１６Ｆ；不釣

合いな力の除去Ｆ１６Ｆ１５／００；つり

あい試験Ｇ０１Ｍ）[1,7] 

3/02 ・可動部の拘束，すなわち不使用時におけ

る可動部の鎖錠 

3/04 ・懸垂（軸受Ｆ１６Ｃ） 

3/06 ・摩擦の影響の軽減，例．振動によるもの

（潤滑によるものＦ１６Ｎ） 

3/08 ・可動部の緩衝，例．速やかにかつ非振動

的に最終読取り位置に達せしめるための

もの 

3/10 ・・うず電流を用いるもの 

5/00 器械または他の装置の，またはその部品の

位置または姿勢，例．水平，の調節（水準

器それ自体Ｇ０１Ｃ９／００）；傾斜または

加速度の影響の補償，例．光学装置のため

のもの 

7/00 温度の影響の補償（冷却によるもの１５／

００） 

9/00 器械または他の装置のハウジングまたは支

持 

9/02 ・ケーシング；ハウジング；キャビネット

（伝達部材の密封装置Ｆ１６Ｊ．特にＦ

１６Ｊ１５／５０） 

9/04 ・・細部，例．カバー 

9/06 ・・・金属製ケーシング 

9/08 ・支持体；携帯用具 

9/10 ・・器械用ボード；パネル；デスク；ラッ

ク；枠組 

11/00 指示要素；その照明 

11/02 ・目盛板；ダイヤル 

11/04 ・指針；そのための設定機構 

13/00 器械または装置の較正（測定器の較正Ｇ０

１） 

15/00 冷却（冷凍装置，例．冷凍液の循環，によ

るものＦ２５Ｄ；一般的な熱交換器または

熱伝達装置の細部Ｆ２８Ｆ） 

15/02 ・閉鎖サイクル流体循環方式によるもの 

15/04 ・開放サイクルにおける流体，例．空気，

の流れによるもの 

15/06 ・熱吸収体または放熱体との接触，例．ヒ

ートシンク，によるもの 

17/00 遮へい（建築物の隔離または他の保護Ｅ０

４Ｂ；装置の緊急保護一般Ｆ１６Ｐ７／０

０；音波に関連してＧ１０Ｋ１１／００；

核放射線に関連してＧ２１Ｆ） 

注 

このグループは以下のものを包含する： 

―外部放射線または他の影響からの器械または他の装置の保

護； 

―器械または他の装置による好ましくない放射線のエミッシ

ョンまたは他の影響の防止 

17/02 ・電界または磁界，例．電波，からのもの 

17/04 ・紫外線，可視光線，または赤外線からの

もの（照明装置の遮へいＦ２１Ｖ；光学

フィルターＧ０２Ｂ５／２０） 

17/06 ・熱からのもの（１７／０４が優先；冷却

１５／００） 

17/08 ・機械的損傷を生じさせる影響からのもの，

例．爆風，外部の物体，人間に起因する

影響からのもの（１７／０２～１７／０

６が優先） 

21/00 走査プローブ技術を用いた装置の細部[7] 

注 

（１）このグループにおいては，下記の表現は以下に示す意味

で用いる：[7] 

―“プローブ”とは，表面のすぐ近くでの，たとえばトンネル

電流の発生といった相互作用が形成されている，変換ゾーンを

画定する鋭い先端をした針のようなインターフェース装置の
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ことである。[7] 

（２）“マイクロ構造の装置”および“マイクロ構造のシステ

ム”に関する，クラスＢ８１およびサブクラスＢ８１Ｂの両タ

イトルの後の注，および“ナノ構造物”に関するサブクラスＢ

８２Ｂのタイトルの後の注に注意すること。[7] 

（３）以下は，走査プローブ技術を用いる特定の応用が分類さ

れている場所を示したリストである。[7] 

B82B  3/00 ナノ構造物の製造または処理[7] 

C23C  金属材料の表面処理[7] 

G01B  寸法の測定[7] 

G01N 13/10 原子領域の表面構造の調査または分析[7] 

G11B  9/12, 

 11/24, 

 13/08 情報の記録または再生[7] 

H01J 37/00 放電にさらされる物体または材料を，導入す

る設備を備える電子管[7] 

H01L  半導体または固体装置の処理に適用される

方法または装置[7] 

21/02 ・プローブ[7] 

21/04 ・・トンネル効果プローブ[7] 

21/06 ・・近視野光学プローブ[7] 

21/08 ・・原子間力プローブ[7] 

21/10 ・・磁気力プローブ[7] 

21/12 ・・静電力プローブ[7] 

21/20 ・走査または位置決め装置[7] 

21/22 ・・構造的細部[7] 

21/24 ・・エラーにつながる温度または振動の補

正[7]
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原子核工学 

G21 核物理；核工学 

G21B 核融合炉（制御されない炉Ｇ２１Ｊ） 

サブクラス内の索引 

熱核融合炉 .................................... 1/00[8] 

低温核融合炉 .................................. 3/00[8] 

 

1/00 熱核融合炉[1,8] 

1/01 ・核融合－分裂炉[8] 

1/02 （→１／００，３／００） 

1/03 ・慣性によるプラズマ閉じ込めを使用する

もの[8] 

1/05 ・磁気または電気によるプラズマ閉じ込め

を使用するもの[8] 

1/11 ・細部に関するもの[8] 

1/13 ・・第一壁；ブランケット；ダイバータ[8] 

1/15 ・・熱核融合反応を発生させるための粒子

注入器，例．ペレット入射装置[8] 

1/17 ・・真空室；真空システム[8] 

1/19 ・・熱核融合反応を起こすためのターゲッ

ト[8] 

1/21 ・・電力供給システム，例．磁気システム

のためのもの[8] 

1/23 ・・光学システム，例．ターゲットの照射

のためのもの，プラズマの加熱のため

のもの，またはプラズマ診断のための

もの[8] 

1/25 ・メンテナンス，例．修理または遠隔監視

[8] 

3/00 低温核融合炉，例．冷却型核融合炉と称さ

れるもの[8]
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G21C 原子炉（そのためのアナログ計算機Ｇ０６Ｇ

７／５４；核融合炉，核融合－分裂炉Ｇ２１

Ｂ；核爆発Ｇ２１Ｊ） 

サブクラス内の索引 

原子炉 ........................................... 1/00 

原子炉構成要素 

燃 料 ； 減 速 材 ； 冷 却 ； 容 器 ； 遮 蔽

.......................... 3/00;5/00;15/00;13/00;11/00 

燃料または他の物質の取扱い ...................... 19/00 

制御；計装，検査 ........................... 7/00;17/00 

緊急防護 ......................................... 9/00 

製造 ............................................ 21/00 

実験または照射のための原子炉の適用 .............. 23/00 

 

1/00 原子炉 

1/01 ・グループ３／００から１９／００に分類

されない一般的細部[3] 

1/02 ・高速炉，すなわち減速材を用いない原子

炉 

1/03 ・・本質的に加圧されていない冷却材によ

って冷却されるもの，例．プール型原

子炉[5] 

1/04 ・熱中性子炉 

1/06 ・・非均質炉，すなわち燃料と減速材が分

離しているもの 

1/07 ・・・ペブルベッド原子炉；粒状燃料をも

つ原子炉[5] 

1/08 ・・・減速材が高圧で加圧されているもの，

例．沸騰水型原子炉，積分過熱型原

子炉，加圧水型原子炉（１／２２が

優先） 

1/09 ・・・・圧力調整装置，すなわち加圧器[5] 

1/10 ・・・・減速材と冷却材が異なるか，また

は分離しているもの 

1/12 ・・・・・減速材が固体であるもの，例．

マグノックス炉 

1/14 ・・・減速材が実質的に加圧されていない

もの，例．水泳プール型原子炉（１

／２２が優先） 

1/16 ・・・・減速材と冷却材が異なるか，また

は分離しているもの，例．ナトリ

ウム―黒鉛炉 

1/18 ・・・・・冷却材が加圧されているもの 

1/20 ・・・・・・減速材が液体のもの，例．圧

力管型原子炉 

1/22 ・・・液体状または気体状燃料を用いるも

の 

1/24 ・・均質炉，すなわち燃料および減速材が

中性子に対して効果的な均質媒体とし

て存在するもの 

1/26 ・・・単一領域型原子炉 

1/28 ・・・二領域型原子炉 

1/30 ・未臨界装置 

1/32 ・積分型原子炉，すなわち機能的に原子炉

と関連しているが反応には必須でない部

分，例．熱交換器，が炉心をもつ密閉容

器の内部に配置されている原子炉（１／

０２～１／３０が優先）[3] 

3/00 原子炉燃料要素またはその集合体；原子炉

燃料用物質 

3/02 ・燃料要素 

3/04 ・・構造の細部 

3/06 ・・・被覆管；ジャケット 

3/07 ・・・・被覆管またはジャケットの材料に

よって特徴づけられるもの，例．

合金[5] 

3/08 ・・・・熱交換を促進するために設けられ

た外部構造，例．ひれ，そらせ板，

ひだ 

3/10 ・・・・端部閉塞部 

3/12 ・・・・燃料要素を原子炉炉心内に設置す

るために燃料要素の一部を形成す

る手段；この目的のための外部ス

ペーサ 

3/14 ・・・・燃料要素を炉心内に挿入または炉

心から取り出すために燃料要素の

一部を形成する手段；隣接燃料要

素を結合する手段 

3/16 ・・・燃料被覆管内の細部構造 

3/17 ・・・・燃料要素内の気体の貯蔵または不

動化手段[5] 

3/18 ・・・・燃料被覆管の内部に設けられたス

ペーサーまたはその他の非活性物

質，例．燃料棒の延びの補償，ま

たは過剰反応度の補償（中間層３

／２０） 

3/20 ・・・・燃料表面または燃料被覆管の内面

に被覆を有するもの；燃料被覆管

と活性物質の間に非活性物資を有

するもの 

3/22 ・・冷却材と接触する核分裂性または増殖

性物質を有するもの 

3/24 ・・非活性燃料被覆管内に液体状の核分裂

性または増殖性物質を有するもの 

3/26 ・・非活性燃料被覆管内に粒子状の核分裂

性または増殖性物質を有するもの 

3/28 ・・非活性燃料被覆管内に固体状の核分裂

性または増殖性物質を有するもの 

3/30 ・固定ユニットの形状をとる多数の燃料要

素の集合体 

3/32 ・・平行配列のピン状，棒状または管状の

燃料要素の束 

3/322 ・・・燃料要素の束を通過するかあるいは

その周囲を流れる冷却材流に影響を

与える手段[5] 

3/324 ・・・燃料要素の束の被覆または覆い[5] 

3/326 ・・・燃料要素が異なる組成から成るもの；
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燃料要素に加えて，他のピン状，棒

状または管状の要素から成るもの，

例．制御棒，格子板支持棒，潜在核

燃料棒，毒物棒またはダミー棒[5] 

3/328 ・・・・燃料要素の束の格子における各要

素の相対配置[5] 

3/33 ・・・燃料要素の束において各要素を支持

または懸架するもの（スペーサー格

子板３／３４）；炉心に燃料要素の束

を挿入または炉心から取り除くため

に燃料要素の束の一部を形成する手

段，隣接する燃料要素の束を連結す

る手段[5] 

3/332 ・・・・スペーサー格子板の支持体[5] 

3/334 ・・・燃料要素の束の集合したもの[5] 

3/335 ・・・照射された燃料要素において交換す

る各要素[5] 

3/336 ・・・燃料要素の束における燃料棒用のス

ペーサー要素（スペーサー格子板３

／３４）[5] 

3/338 ・・・・らせん状スペーサー要素[5] 

3/34 ・・・スペーサ格子板 

3/344 ・・・・管状要素の集合体により形成され

るもの[5] 

3/348 ・・・・交差しない帯板の集合体により形

成されるもの[5] 

3/352 ・・・・交差する帯板の集合体により形成

されるもの[5] 

3/356 ・・・・燃料要素支持部材を備えているも

の[5] 

3/36 ・・板状燃料要素または同心円管の集合体 

3/38 ・支持スリーブ内の単一の燃料要素よりな

る燃料ユニット 

3/40 ・核分裂による熱から直接，電気エネルギ

ーを発生させるための熱電素子と燃料要

素との組合せ（温度測定用１７／１０） 

3/42 ・原子炉燃料として使用する物質の選択 

3/44 ・・流体または流体状原子炉燃料 

3/46 ・・・水溶液状組成 

3/48 ・・・・活性組成物の溶液またはコロイド

状溶液 

3/50 ・・・・活性組成物の懸濁液；スラリー 

3/52 ・・・液体金属組成 

3/54 ・・・溶融塩，酸化物または水酸化物 

3/56 ・・・気体状組成；気体状担体中の懸濁 

3/58 ・・固体状原子炉燃料 

3/60 ・・・金属燃料；金属分散体 

3/62 ・・・セラミック燃料 

3/64 ・・・・セラミック分散燃料，例．サーメ

ット 

5/00 減速材または炉心の構造；減速材用材料の

選択 

5/02 ・細部 

5/04 ・・ウイグナー成長に対応できるような空

間配置 

5/06 ・・燃料要素を支持または配置するための

手段 

5/08 ・・全体構造の望ましくない非対称膨脹を

防止するための手段 

5/10 ・・全体構造を支持する手段 

5/12 ・組成に特徴のあるもの，例．減速材の耐

熱性を改善する物質を付加した減速材 

5/14 ・形状に特徴のあるもの 

5/16 ・・構成部分の形状 

5/18 ・二以上の活性領域を有することによって

特徴づけられたもの 

5/20 ・・一つの領域が核分裂性物質を有し，他

方の領域が増殖物質を有するもの 

5/22 ・・一つの領域が過熱部であるもの 

7/00 原子核反応の制御 

7/02 ・原子炉材料の自己制御性を用いるもの（温

度安定性を有する配置７／３２） 

7/04 ・・可燃性毒物を用いるもの（燃料棒内の

可燃性毒物３／３２６）[5] 

7/06 ・中性子吸収材，すなわち散乱断面積より

もはるかに大きい吸収断面積を有する材

料を応用したもの 

7/08 ・・固体制御要素，例．制御棒，の変位に

よるもの 

7/10 ・・・制御要素の構造 

7/103 ・・・・１つ以上の吸収材のほかに，他の

要素，例．燃料または減速材要素

を含む制御集合体[5] 

7/107 ・・・・ペブルベッド原子炉に適合された

制御要素[5] 

7/11 ・・・・変形可能な制御要素，例．可撓性，

伸縮自在，関節式[5] 

7/113 ・・・・平板要素で作られた制御要素；制

御要素が十字形の横断面をもつも

の[5] 

7/117 ・・・・制御棒のクラスタ；スパイダー構

造[5] 

7/12 ・・・制御要素を所望の位置に移動させる

手段（緊急時に制御要素を落下させ

るもの９／０２） 

7/14 ・・・・機械的駆動機構 

7/16 ・・・・水圧または気圧式駆動機構 

7/18 ・・・制御要素に差動運動をあたえる手段 

7/20 ・・・衝撃吸収装置の配置（衝撃吸収装置

一般はＦ１６Ｆ） 

7/22 ・・流体状または流動状中性子吸収材の変

位によるもの 

7/24 ・・中性子吸収材用物質の選択 

7/26 ・減速材またはその一部の変位によるもの 

7/27 ・・スペクトルシフト制御[5] 

7/28 ・反射材またはその一部の変位によるもの 

7/30 ・原子炉燃料またはその一部の燃料要素の

変位によるもの 
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7/32 ・炉心の冷却材の流れの変化によるもの 

7/34 ・一次中性子源の利用によるもの 

7/36 ・制御回路 

9/00 原子炉と構造上関連する緊急防護のための

構成（緊急冷却のための構成１５／１８） 

9/004 ・圧力抑制[5] 

9/008 ・・破裂板またはダイアフラム[5] 

9/012 ・・熱蓄積によるものまたは蒸気凝縮によ

るもの，例．アイスコンデンサ[5] 

9/016 ・コアキャッチャー[5] 

9/02 ・事故時に反応度を急速に減少させるため

の手段，例．原子炉ヒューズ 

9/027 ・・固体，例．粒状吸収体，の高速投入に

よるもの[5] 

9/033 ・・吸収流体によるもの[5] 

9/04 ・火災を抑制するための手段 

9/06 ・・爆発性ガスの蓄積を防止するための手

段，例．再結合器[5] 

11/00 原子炉と構造上関連する遮へい 

11/02 ・生体遮へい（一般Ｇ２１Ｆ） 

11/04 ・・船舶におけるもの 

11/06 ・反射用遮へい，すなわち中性子の損失を

最小にするためのもの 

11/08 ・熱遮へい；遮熱内張り，すなわちガンマ

線により発生し，外側の生体遮へいを加

熱するおそれのある熱を消散させるため

の手段 

13/00 圧力容器；格納容器；格納一般（化学的ま

たは物理的方法Ｂ０１Ｊ３／００，圧力容

器一般Ｆ１６Ｊ１２／００） 

13/02 ・細部 

13/024 ・・圧力容器または格納容器の支持構造[5] 

13/028 ・・密封，例．圧力容器または格納容器の

ためのもの[5] 

13/032 ・・管と容器壁間の継ぎ手，例．熱応力を

考慮に入れるもの[5] 

13/036 ・・・容器壁内を貫通する管，すなわち壁

の両側まで伸びているもの[5] 

13/04 ・・膨脹および収縮のための構成 

13/06 ・・気密プラグ（圧力容器のためのもの一

般Ｆ１６Ｊ１３／００） 

13/067 ・・・管状部材のためのもの，例．スタン

ドパイプ；プラグ用ロック装置[5] 

13/073 ・・・原子炉容器用の蓋，例．回転可能な

もの[5] 

13/08 ・材料に特徴のある容器；圧力容器用材料

の選択 

13/087 ・・金属製容器[5] 

13/093 ・・コンクリート容器[5] 

13/10 ・漏洩による汚染を防ぐための手段 

15/00 炉心を有する圧力容器内の冷却系；特定の

冷却材の選択 

15/02 ・熱を冷却材に伝達する径路の構造または

配置，例．燃料要素の支持物を通して冷

却材を循環するためのもの 

15/04 ・・核分裂性または増殖物質から熱を取り

出すもの 

15/06 ・・・燃料要素におけるもの 

15/08 ・・減速材から熱を取り出すもの 

15/10 ・・反射材または熱遮へいから熱を取り出

すもの 

15/12 ・・圧力容器から熱を取り出すもの 

15/14 ・・熱流体を導く導管から熱を取り出すも

の；補助装置，例．ポンプ，カメラ，

を含んでなる導管から熱を取り出すも

の 

15/16 ・気液分離手段を含むもの（気液分離Ｂ０

１Ｄ；蒸気トラップＦ１６Ｔ） 

15/18 ・緊急冷却系；原子炉停止後に発生する熱

を除去するもの 

15/20 ・燃料チャンネルと減速材の間の仕切りま

たは熱絶縁，例．圧力管形原子炉におけ

るもの 

15/22 ・ヘッダまたは他の管と冷却管の結合構造，

例．圧力管形原子炉におけるもの（管の

継手一般Ｆ１６Ｌ）[4] 

15/24 ・冷却材の流れを促進するもの（電磁ポン

プＨ０２Ｋ４４／０２） 

15/243 ・・液体用[5] 

15/247 ・・・液体金属用[5] 

15/25 ・・・ジェットポンプを用いるもの[5] 

15/253 ・・気体用，例．送風装置[5] 

15/257 ・・ヒートパイプを用いるもの[5] 

15/26 ・・対流によるもの，例．煙突状のもの，

放散チャンネルを用いるもの 

15/28 ・特定の冷却材の選択（減速材として用い

られる場合５／１２；伝熱用物質または

熱交換用物質Ｃ０９Ｋ５／００） 

17/00 監視；試験（計測一般Ｇ０１） 

17/003 ・容器，例．圧力容器，の遠隔検査[5] 

17/007 ・・容器の外側表面の検査[5] 

17/01 ・・容器の内側表面の検査[5] 

17/013 ・・検査をする移動体[5] 

17/017 ・原子力設備内の配管または管の検査また

は保守[5] 

17/02 ・冷却材もしくは減速材を監視するための

装置または配置 

17/022 ・・液体冷却材または減速材を監視するた

めのもの[5] 

17/025 ・・・液体金属冷却材を監視するためのも

の[5] 

17/028 ・・気体冷却材を監視するためのもの[5] 

17/032 ・・原子炉冷却材の流れの測定または監視

[5] 

17/035 ・・減速材または冷却材のレベル検出装置

[5] 

17/038 ・・減速材または冷却材の沸騰検出[5] 

17/04 ・・破片の検出 
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17/06 ・燃料もしくは燃料要素を炉心の外側で監

視また検査するための装置または配置，

例．バーンアップ，汚染に対するもの（１

７／０８，１７／１０が優先；原子炉運

転中の燃料要素の漏洩の検出１７／０

４） 

17/07 ・・漏洩試験[5] 

17/08 ・炉心または減速材構造と観察装置，例．

テレビジョンカメラ，ペリスコープ，窓，

との組合せ 

17/10 ・燃料要素，制御棒，炉心または減速材構

造と感知計器，例．放射能，ひずみ測定

手段との組合せ 

17/104 ・・反応度を測定するもの[5] 

17/108 ・・原子炉のフラックスを測定するもの[5] 

17/112 ・・温度を測定するもの[5] 

17/116 ・・通路または絶縁体，例．電気ケーブル

用[5] 

17/12 ・・制御要素の一部を形成する検出素子 

17/14 ・原子炉周期計 

19/00 原子炉内，例．その圧力容器内，で使用さ

れる燃料またはその他の物資の処理，取扱

い，または取扱いを容易にするための構成

[2] 

19/02 ・取扱い装置の細部 

19/04 ・・取り扱われる物体に対する冷却材の流

れを制御するための手段；取り扱われ

るチャンネルを流れる冷却材の流れを

制御するための手段 

19/06 ・・燃料要素または制御要素を支持または

貯蔵するための手段[4] 

19/07 ・・・貯蔵ラック；貯蔵プール[5] 

19/08 ・・燃料要素を炉心内に導入する前に加熱

するための手段；炉心から燃料要素を

除去した後，加熱または冷却する手段 

19/10 ・・燃料要素または制御要素と協同して用

いられる扛重または巻上げ装置（マニ

プレータＢ２５Ｊ） 

19/105 ・・・把持または拡張継ぎ手要素をもつも

の[5] 

19/11 ・・・回転継ぎ手要素をもつもの，例．ソ

ケット継ぎ手[5] 

19/115 ・・・掛け金装置とボール継ぎ手をもつも

の[5] 

19/12 ・・燃料要素または制御要素に直接，水圧

または気圧による力を加えるための構

成 

19/14 ・原子炉内の水平チャンネルに用いられる

ことに特徴のあるもの 

19/16 ・原子炉内のチャンネルと連通するための

関節結合部を有する，または，入れこ式

シュートまたは導管 

19/18 ・燃料要素を，例．貯蔵所から，原子炉の

装填領域に移送する装置 

19/19 ・取扱いを容易にするために特に用いられ

る原子炉の部品，例．燃料要素の装填ま

たは取出しを容易にするためのもの[3] 

19/20 ・目的物を圧力容器内に導入するための構

成；圧力容器内で目的物を取り扱うため

の構成；圧力容器から目的物を取り出す

ための構成 

19/22 ・・原子炉作動中に圧力容器の内部に近接

できるための構成 

19/24 ・・・圧力容器を一時的に密封する補助容

器を用いることによるもの 

19/26 ・変形または破損した燃料要素または制御

要素を取り出すための構成；その破損部

分を移送する構成 

19/28 ・流体状物質を炉心内に導入するための構

成；炉心から流体状物質を取り出すため

の構成（冷却材の汲上げＧ２１Ｄ） 

19/30 ・・循環する流体状物質を，例．核分裂生

成物の抽出により，連続的に浄化する

もの 

19/303 ・・・特に気体用に適合されたもの（気体

の汚染除去Ｇ２１Ｆ９／０２）[5] 

19/307 ・・・特に液体用に適合されたもの（液体

の汚染除去Ｇ２１Ｆ９／０４）[5] 

19/31 ・・・・溶融金属用[5] 

19/313 ・・・・・コールドトラップを用いるもの

[5] 

19/317 ・・・放射線分解生成物のための再結合装

置[5] 

19/32 ・放射性物体または物質を原子炉の取出し

領域から，例．貯蔵所へ，移送するため

の装置；放射性物体または材料を貯蔵所

内で取り扱うかまたは貯蔵所から取り出

す装置（廃棄物処理Ｇ２１Ｆ９／００） 

19/33 ・使用済み燃料要素のストリングを分解す

る装置または方法（１９／３４が優先）

[2] 

19/34 ・核燃料を分解する装置と方法，例．再処

理の前工程（遮蔽セルＧ２１Ｆ７／００）

[5] 

19/36 ・・機械的手段のみ 

19/365 ・・・燃料からその被覆またはケーシング

を除去するもの[5] 

19/37 ・・・・被覆またはケーシングと燃料要素

の両方を小片に分割することによ

るもの，例．切断または剪断によ

るもの[5] 

19/375 ・・・減容化装置，例．燃料集合体用[5] 

19/38 ・・化学的手段のみ 

19/40 ・臨界状態が，例．貯蔵中に，生ずるのを

防止するための構成 

19/42 ・照射済燃料の再処理 

19/44 ・・照射済固体燃料について 

19/46 ・・・水溶液による処理 
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19/48 ・・・非水溶液による処理 

19/50 ・・照射済流体状燃料について 

21/00 原子炉またはその部分品の製造のために特

に用いられる装置または方法（一般セクシ

ョンＢ，例．Ｂ２３） 

21/02 ・非活性被覆管内の燃料要素または増殖要

素の製造 

21/04 ・・振動による詰込みまたは押圧によるも

の 

21/06 ・・スウェジによるもの 

21/08 ・・すべりはめ（スリップフイット）被覆

方法によるもの 

21/10 ・・押出し，引抜きまたは引伸しによるも

の 

21/12 ・・水圧または高温空気圧製かんによるも

の 

21/14 ・・流体中における鍍金によるもの 

21/16 ・・鋳造またはどぶづけ技術によるもの 

21/18 ・グループ７／００に包含される制御要素

の製造 

23/00 実験または照射を容易にするための原子炉

の設備[3]



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｇ２１Ｄ 

 

G21D - 1 

国際特許分類 第８版 (2006.01 発行) 

G21D 原子力プラント（核物理のための電気的ま

たは磁気的アナログ計算機，例．シミュレータ

Ｇ０６Ｇ７／５４） 

1/00 原子力プラントの細部構造（制御３／００） 

1/02 ・付属機器の配置 

1/04 ・ポンプ系の構成（原子炉圧力容器内の手

段によるものＧ２１Ｃ１５／２４；電磁

ポンプＨ０２Ｋ４４／０２） 

3/00 原子力プラントの制御（原子核反応の制御

一般Ｇ２１Ｃ７／００） 

3/02 ・手動制御 

3/04 ・安全装備（原子炉の緊急防護Ｇ２１Ｃ９

／００） 

3/06 ・・プラント内の事故に感応するもの（原

子炉内の事故に感応するものＧ２１Ｃ

９／００） 

3/08 ・プラントの各パラメータの制御 

3/10 ・・中性子束から導かれた変数と他の制御

変数，例．温度，冷却材流，圧力から

導かれた変数，とを結合させることに

よるもの 

3/12 ・・動力機関の負荷にのみ応答して原子炉

の制御を行なうもの 

3/14 ・・・冷却材の流れを変化させるもの 

3/16 ・・・反応度を変化させるもの 

3/18 ・・反応度の変化のみに応答して原子炉の

外部のプラントを制御することによる

もの 

5/00 原子炉で発生した熱を機械的エネルギーに

変換する原子炉および動力機関の構成 

5/02 ・原子炉と動力機関の構造上の組合せ，例．

可搬型 

5/04 ・構造上結合していない原子炉と動力機関 

5/06 ・・機関作動媒体が，炉心内を循環するも

の 

5/08 ・・機関作動媒体が，熱交換器内で原子炉

冷却材により加熱されるもの 

5/10 ・・・液体状作動媒体が，原子炉内で一部

加熱され，炉の外部の熱源，例．油

加熱，により蒸気化されるもの 

5/12 ・・・液体状作動媒体が原子炉冷却材によ

り蒸気化されるもの 

5/14 ・・・・さらに，原子炉冷却材によって過

熱されるもの 

5/16 ・・・・別に設けられた熱源により過熱さ

れるもの 

7/00 核融合または核分裂反応から直接発電を行

なうための構成（放射線源から電気エネル

ギーを得るものＧ２１Ｈ１／００） 

7/02 ・ＭＨＤ発電装置を用いるもの 

7/04 ・熱電素子を用いるもの（燃料と熱電素子

との構造上の組合せＧ２１Ｃ３／４０；

熱電素子それ自体Ｈ０１Ｌ３５／００，

Ｈ０１Ｌ３７／００） 

9/00 動力への交換以外の目的，例．建物の暖房，

のために熱を供給する構成
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G21F Ｘ線，ガンマ線，微粒子線または粒子
衝撃に対する防護；放射能汚染物質の
処理；そのための汚染除去装置（薬物手

段による放射線防護Ａ６１Ｋ８／００，Ａ６１

Ｑ１７／００；宇宙船内のものＢ６４Ｇ；原子

炉と結合したものＧ２１Ｃ１１／００；Ｘ線管

と結合したものＨ０１Ｊ３５／１６；Ｘ線装置

と結合したものＨ０５Ｇ１／０２） 

1/00 材料の組成に特徴のある遮へい 

1/02 ・均質遮へい材の選択 

1/04 ・・コンクリート；他の水硬性材料 

1/06 ・・セラミック；ガラス；耐火物質（サー

メット１／０８） 

1/08 ・・金属；合金；サーメット，すなわちセ

ラミックと金属との混合焼結体 

1/10 ・・有機物質；有機担体中に分散するもの 

1/12 ・薄板状遮へい材料 

3/00 物理的形態に特徴のある遮へい，例．細粒，

または材料の形状に特徴のある遮へい 

3/02 ・衣服（防護服一般Ａ４１Ｄ１３／００） 

3/025 ・・着用する人を完全に覆う衣服[5] 

3/03 ・・エプロン[5] 

3/035 ・・グローブ（グローブボックスへの取り

付け手段７／０５３）[5] 

3/04 ・ブロック；ブロックよりなる遮へい 

5/00 輸送または持運び可能な遮へい容器 

5/002 ・液体放射性廃棄物用の容器[5] 

5/005 ・固体放射性廃棄物用の容器，例．最終処

分用[5] 

5/008 ・・燃料要素用の容器[5] 

5/012 ・・・容器内の燃料要素ラック[5] 

5/015 ・放射線源を格納するためのもの，例．放

射線照射装置のための放射線源運搬装

置；放射性同位体の容器[5] 

5/018 ・・シリンジの遮蔽体または支持体（放射

性物質の人体への適用のためのシリン

ジの遮蔽Ａ６１Ｍ３６／０８）[5] 

5/02 ・容器内の放射線源を制限して露出させる

手段を有するもの 

5/04 ・・露出を制御する手段，例．時間，開口

の大きさ（Ｘ線への露出制御Ｈ０５Ｇ

１／００） 

5/06 ・容器の細部または付属品[5] 

5/08 ・・衝撃吸収装置，例．容器のための衝撃

緩衝装置[5] 

5/10 ・・熱除去システム，例．循環流体または

冷却フインを用いるもの[5] 

5/12 ・・容器のための閉鎖装置；密封装置[5] 

5/14 ・・容器またはシッピングキャスクを取り

扱うための装置，例．輸送装置[5] 

7/00 遮蔽されたセルまたは部屋（マニプレータ

装置を備える室一般Ｂ２５Ｊ） 

7/005 ・壁を貫通する遮蔽された通路；閉鎖装置；

部屋間の移送装置（グローブボックス間

７／０４７）[5] 

7/01 ・・流体手段による移送[5] 

7/015 ・部屋の雰囲気，温度または圧力制御装置

[5] 

7/02 ・観測者を遮蔽するが目視可能な観測装置 

7/03 ・・窓，例．遮蔽されたもの[5] 

7/04 ・遮へいされたグローブボックス（グロー

ブボックス一般Ｂ２５Ｊ２１／０２） 

7/047 ・・遮蔽された通路；グローブボックス間

の閉鎖または移送手段[5] 

7/053 ・・グローブ取り付け手段[5] 

7/06 ・遠隔操作装置との組合せ，例．マニプレ

ータとの組合せ（遠隔制御一般Ｇ０５；

マニプレータＢ２５Ｊ） 

9/00 放射性汚染物質の処理；そのための汚染除

去装置[2,5] 

9/02 ・気体の処理[2] 

9/04 ・液体の処理[2] 

9/06 ・・処理方法（同一化学元素の同位体分離

Ｂ０１Ｄ５９／００） 

9/08 ・・・蒸発によるもの；蒸留によるもの 

9/10 ・・・凝集沈殿によるもの 

9/12 ・・・吸収によるもの；吸着によるもの；

イオン交換によるもの 

9/14 ・・・焼却によるもの；加焼，例．乾燥，

によるもの 

9/16 ・・・安定な固体媒体に固定する方法 

9/18 ・・・生物的方法 

9/20 ・・液体廃棄物処分 

9/22 ・・・タンクまたは他の容器内での貯蔵に

よるもの 

9/24 ・・・地中貯蔵によるもの；水中貯蔵によ

るもの，例．海洋貯蔵 

9/26 ・・・水中への稀釈によるもの，例．海洋，

川への稀釈 

9/28 ・固体の処理[2] 

9/30 ・・処理方法（同一化学元素の同位体分離

Ｂ０１Ｄ５９／００） 

9/32 ・・・焼却によるもの 

9/34 ・・固体廃棄物処分 

9/36 ・・・かん詰によるもの；包装によるもの
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国際特許分類 第８版 (2006.01 発行) 

G21G 化学元素の変換；放射線源（放射線の応

用一般Ｇ２１Ｈ５／００；粒子，例．中性子，

または他に分類されない電磁放射線の取扱い

Ｇ２１Ｋ）[2] 

1/00 電磁放射線，微粒子線または粒子衝撃によ

る化学元素変換装置，例．放射性同位元素

の生成（同一元素の異なる同位元素の分離

Ｂ０１Ｄ５９／００；熱核反応によるもの

Ｇ２１Ｂ；核燃料の変換Ｇ２１Ｃ）[2] 

1/02 ・原子炉内におけるもの 

1/04 ・原子炉以外のものまたは粒子加速器[2] 

1/06 ・・中性子照射によるもの[2] 

1/08 ・・・核分裂を伴うもの[2] 

1/10 ・・荷電粒子の衝撃によるもの（照射装置

Ｇ２１Ｋ５／００）[2] 

1/12 ・・電磁照射によるもの，例．ガンマ線ま

たはＸ線に関するもの（放射線の応用

Ｇ２１Ｈ５／００；照射装置Ｇ２１Ｋ

５／００）[2] 

4/00 放射線源（中性子もしくはその他の亜原子

粒子線，Ｘ線またはガンマ線の生成で，核

融合炉におけるものＧ２１Ｂ，原子炉にお

けるものＧ２１Ｃ，宇宙線によるものＧ２

１Ｈ７／００，加速器におけるものＨ０５

Ｈ；Ｘ線管Ｈ０１Ｊ３５／００；ガンマメ

ーザＨ０１Ｓ４／００）[2] 

4/02 ・中性子源[2] 

4/04 ・中性子源以外の放射線源（放射性被覆Ａ

６１Ｍ３６／１４）[2] 

4/06 ・・構造的形態に特徴のあるもの[2] 

4/08 ・・・医学的応用に特に適したもの（放射

線源を用いた放射線治療Ａ６１Ｎ５

／１０）[2] 

4/10 ・・ラジウムエマナチオンをもつもの[2] 

5/00 化学反応による化学元素の変換と称せられ

るもの
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G21H - 1 

国際特許分類 第８版 (2006.01 発行) 

G21H 放射線源からのエネルギーの取得；放
射線源からの放射線の応用；宇宙線の
利用（原子核放射線またはＸ線の測定Ｇ０１

Ｔ；核融合炉Ｇ２１Ｂ；原子炉Ｇ２１Ｃ；電磁

放射線または微粒子線に感応する半導体装置

Ｈ０１Ｌ３１／００） 

1/00 放射線源から電気エネルギーを得るための

装置，例．放射性同位元素から得るもの 

1/02 ・ベータ線により直接帯電される素子 

1/04 ・アルファ線，ベータ線，ガンマ線により

引き起こされる二次放射線を利用する素

子（放電管Ｈ０１Ｊ４０／００，Ｈ０１

Ｊ４７／００） 

1/06 ・放射線によって照射される異種半導体接

合部を内部に有する素子 

1/08 ・異なる二つの金属の接合部で放射線がガ

スをイオン化するような内部構造を有す

る素子，すなわち接触電位差素子（放電

管Ｈ０１Ｊ） 

1/10 ・放射線が熱電接合または熱電子変換器を

加熱する素子（熱電子発生器として作用

する放電管Ｈ０１Ｊ４５／００；異種物

質の接合からなる熱電装置Ｈ０１Ｌ３５

／００）[2] 

1/12 ・放射線を光へ，光を光電子作用により電

気エネルギーへ変換する素子 

3/00 放射線源からの放射線エネルギーを電気エ

ネルギー以外のエネルギー，例．光，に直

接変換する装置（レーザＨ０１Ｓ３／００） 

3/02 ・放射線により物質が励起され発光するも

の（ガス封入物もしくはスクリーンまた

は被膜が構造的にランプと結合した放射

性材料によって励起され発光するランプ

Ｈ０１Ｊ６５／００） 

5/00 放射線源からの放射線の応用またはそのた

めの装置（植物の突然変異の発生Ａ０１Ｈ

１／０６；酪農製品の保存Ａ２３Ｃ；食料

品の保存Ａ２３Ｌ３／２６；治療目的のた

めのものＡ６１Ｎ５／１０；化学，物理ま

たは物理化学目的におけるもの一般Ｂ０１

Ｊ１９／０８；静電気分離におけるものＢ

０３Ｃ３／３８；液体または他の流動性物

質で作用させられた被覆物の後処理のため

のものＢ０５Ｄ３／０６；電動車と軌道装

置間の作用のためのものＢ６０Ｌ１／１０，

Ｂ６０Ｌ３／０６；有機化合物へのアイソ

トープの導入Ｃ０７Ｂ５９／００；有機化

学化合物の製造のためのものＣ０７，Ｃ０

８，例．Ｃ０８Ｆ２／４６；高分子物質ま

たはそれから製造された物品を処理するた

めのものＣ０８Ｊ３／２８，Ｃ０８Ｊ７／

１０，Ｃ０８Ｊ７／１８；炭化水素の製造

のためのものＣ０７Ｃ２／００；炭化水素

油の分解のためのものＣ１０Ｇ１５／１０，

Ｃ１０Ｇ３２／０４；ナフサのリホーミン

グＣ１０Ｇ３５／１６；発酵により得られ

た生産物の保存または熟成Ｃ１２Ｈ１／０

６，Ｃ１２Ｈ１／１６；繊維の漂白のため

のものＤ０６Ｌ３／０４；測定Ｇ０１；照

射装置，ガンマ線またはＸ線顕微鏡Ｇ２１

Ｋ；放電管におけるものＨ０１Ｊ；密閉さ

れていないガス，例．大気，に導入するた

めのイオン発生装置Ｈ０１Ｔ２３／００；

静電荷を除去するためのものＨ０５Ｆ３／

０６） 

5/02 ・トレーサとしての利用 

7/00 宇宙線の効果の利用
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国際特許分類 第８版 (2006.01 発行) 

G21J 核爆発；その利用（核物理のための電気的

または磁気的アナログ計算機，例．シミュレー

タ，Ｇ０６Ｇ７／５４） 

注 

このサブクラスは制御できない核分裂または核融合を包含す

る。 

1/00 核爆発装置 

3/00 核爆発装置の平和利用 

3/02 ・穴掘り用 

5/00 核爆発の探知装置（各々の測定手段Ｇ０１）
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国際特許分類 第８版 (2006.01 発行) 

G21K 他に分類されない粒子線または電磁放
射線の取扱い技術；照射装置；ガンマ
線またはＸ線顕微鏡（Ｘ線技術Ｈ０５Ｇ；

プラズマ技術Ｈ０５Ｈ）[2] 

1/00 放射線または粒子の取扱い装置，例．集束，

減速（放射線フィルター３／００）[2] 

1/02 ・絞り，コリメーターを用いるもの[2] 

1/04 ・・可変絞り，シャッター，チョッパーを

用いるもの[2] 

1/06 ・回折，屈折または反射を用いるもの，例．

モノクロメーター（１／１０，７／００

が優先）[2] 

1/08 ・電気的または磁気的手段によるビーム偏

向，集中または集束（電子管の電子光学

装置Ｈ０１Ｊ２９／４６）[2] 

1/087 ・・電気的手段によるもの[4] 

1/093 ・・磁気的手段によるもの[4] 

1/10 ・散乱装置；吸収装置[2] 

1/12 ・・共鳴吸収体またはそのための駆動機構，

例．メスバウワー効果装置[3] 

1/14 ・電荷交換装置を用いるもの，例．ビーム

の電荷の中性化または極性を変えるため

のもの（中性粒子ビームの発生または加

速Ｈ０５Ｈ３／００）[3] 

1/16 ・分極化装置を用いるもの，例．分極した

イオンビームを得るためのもの[3] 

3/00 放射線フィルター，例．Ｘ線フィルター[2] 

4/00 Ｘ線または粒子線の空間分布を可視像に変

換するための変換スクリーン，例．螢光ス

クリーン（Ｘ線増倍器を用いた写真法Ｇ０

３Ｃ５／１７；ルミネッセントスクリーン

を有する電子管Ｈ０１Ｊ１／６２；光学的

出力を有するＸ線変換のための陰極線管Ｈ

０１Ｊ３１／５０）[3] 

5/00 照射装置（照射を容易にするための原子炉

の適用Ｇ２１Ｃ２３／００；照射のための

放電管Ｈ０１Ｊ３３／００，Ｈ０１Ｊ３７

／００）[2] 

5/02 ・ビーム形成手段をもたないもの[2] 

5/04 ・ビーム形成手段をもつもの[2] 

5/08 ・照射されるターゲットまたは物体の保持

具[2] 

5/10 ・ビーム線源と被照射物体間に相対運動を

生じるもの[3] 

7/00 ガンマ線またはＸ線顕微鏡[2]
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G99Z - 1 

国際特許分類 第８版 (2006.01 発行) 

G99 このセクションの中で他に分類されな

い主題事項[8] 

G99Z このセクションの中で他に分類されな
い主題事項[8] 

注 

このサブクラスは，以下の主題事項を包含する：[8] 

（ａ）このセクションのサブクラスに包含される主題事項に分

類されないが，これに最も関連しているもの，[8] 

（ｂ）別のセクションの何れのサブクラスにも明示的に包含さ

れないもの[8] 

99/00 このセクションの中で他に分類されない主

題事項[8] 

 




